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「教会教育システムにおける宗教教育の目標は，……個

人，家族，神権指導者が教会の使命を達成できるように援

助することにある｡」（『福音を教える－教会教育システム

教師ならびに指導者川手引き』〔1994年〕’3）この目的を

達成するために，まず初めに強調すべき事柄は，標準聖典

と預言者たちの言葉のままにイエス・キリストの福音を生

徒たちに教えることである。この手引きは，教授経験‘ま

た言語や国籍の違いにかかわらず，教師がその目的を達成

に従って教えるという決定をした。聖典をその配列順に教

えるのは，イエス・キリストの福音を教えるための最良の

方法の一つである。順次聖典教授法では，標準聖典に配列

されているlllII序に従って各耆を教えていく。」（『福音を教え

る』20;順次聖典教授法に関するより詳細な情報について

はこのページを参照｡)この手引きでは聖句を標準聖典の掲

載順に学んでいくが，各聖句ブロックのすべての聖句につ

いて，教えるためのアイデアを提示しているわけではない。

毎製々,痔

嫁ぎ差

へ

拳
塞
蕊
彰

できるよう援助するために作成されたものである。

次に強調すべき事柄は，訓戒と，模範によって教えると

いうことである。訓戒と模範によって教える人々は、福音

を最も効果的に教えることができる。計||戒によって教える

ためには，まず「研究によって，また信仰によって」（教義

と聖約88:118),イエス・キリストの福音の原則を理解す

べく努力する必要がある。そして模範によって教えるため

には．自分自身の生活の中で福音を実践していかなければ

ならない。十二使徒定員会会員のボイド･K･パッカー長

老は次のように教えている。「力は，教師がなし得るかぎり

を尽くして備えるときに与えられます。それは，個々のレ

ッスンだけでなく，実際の生活において御霊と調禾I1した生

活をしていく中で与えられるものです。霊感を求めて御霊

に頼るようになるなら，教師は，自分は霊感によって教え

ることができるという確信を持って･･…･生徒たちの前に立

つことができます｡｣(Teacﾉ]YeDIﾉjgen"y[1975年],306)

パッカー長老が語ったこの力は，教師が自ら教える原則や
あかし

教義について，個人的な証を述べるときによく現れるもの

である。

教えるためのアイデアは，インスティテュート生徒用資料

とセミナリー生徒用学習ガイドにも載せられている。

『福音を教える－教会教育システム教師ならびに指導

者用手引き』（34829300）は教会教育システムのクラス

を教える際に役立つ詳細な情報を提供している。教師はそ

の内容にも精通しておく必要がある。以下に挙げる幾つか

の一般的提案も，教師がレッスンの準備に取り組むうえで

助けになるであろう。

-丘

雲
妄
苧
△
）
固
唱
．

灘

灘一

福音を研究し教えるために自分自身を備える

・福音を実践する。
みたま

・研究し，備え，教えるときに，御霊の導きを求めて祈る。

・生徒たちの必要を満たすために，主を信じる信仰，また
みたま

御霊の力に対する信仰，聖文の力に対する信仰を実践す

る。
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何を教えるかを決める

・自分が行うレッスンの中で聖典のどの部分を採り上げた

いと思うかを決める。この手引きは幾つもの聖句ブロッ

クに分けられている。それぞれの聖句ブロックは，どこ

で話の筋や主題が変わるかを示している｡5-6ページに

書かれている学習進度ガイドは，毎日あるいは毎週どの

くらいの資料を学んでいくかを決めるのに役立てること

ができる。

・採り上げる聖句ブロックを入念に研究する。教義，原則，

出来事，難しい語句などに注意しながら，その聖句ブロ

ックを数l'il読む。本吉，またインスティテュート生徒用

資料セミナリー生徒用学習ガイドも，聖句ブロックを

理解し，クラスの生徒たちにとって何が大切かを見極め

るのに役立つであろう。あまた自身が聖句ブロックの

中に何か霊感を与えるものを見いだすなら，より効果的

に教えることができるようになる。また，生徒たちにも

’百lじような発見をするように導くことができる。

o十二使徒定員会会員のヘンリー･B･アイリング長老は

次のように語った。「皆さんが旧約聖書の歴史と物語

を教えてくださることを願っています。そして，それら

のページに記されている聖約と犠牲の教義を明確に教え

てくださるよう願っています｡」(CovenantsandSac-

riirce[宗教教育者への説教,1995年8月15日],7)生

徒たちが学ぶべき最も重要な教義原則，出来事を選択
み士ま

する。御霊の促しと生徒たちが必要としているものを基

に，何を教えたらよいか決めるようにする。

この手引きの使用法

教師がレッスンの準備を行う際に，第一の資料とすべき

ものは聖典である。聖文の研究，レッスンの準備の助けと

して，手もとに置くべき資料には以下のものがある。

●2冊のインステイテユート生徒用資料，宗教コース301

および302-『旧約聖書：創世記一サムエル記下」

(32489300)および『旧約聖書：列王紀上一マラキ吉」

(32498300)

・家庭学習セミナリー生徒用資料一『旧約聖耆生徒用学

習ガイド」(34189300)

･『｢旧約聖書」ビデオガイド」(32318300)

・本書－「旧約聖書教師用手引き」

これらの資料は，生徒たちに教えるための準備として自

分自身が行う聖文の学習に置き換えられるものではなく，

聖霊の霊的な導きに代わり得るものでもない。あくまでも

レッスンの準備のための補助的な資料である。特に，『旧約

聖書教師用手引き」は，一塊の聖句ブロックに関して序説

的な情報を提供し，また学び取るべき重要な福音の原則を

概説し，生徒たちがそれらの原則を理解し生活の中で応用

できるようにするにはどのように教えたらよいか．様々な

提案をしている。

「教会教育システム当局は週日の設定として，教えるた

めの時間をもっと割ける所では，聖典の各耆をその配列順
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学び取るべき重要な福音の原則

聖句ブロックの中から多くの重要な原則を見いだすこと

ができる。このセクションには，教師が生徒たちに教えた

いと思うような事柄が幾つか採り上げられている。以下

に挙げるのは，教師がレッスンの中で福音の原則を用いる

際の幾つかの方法である。

o正しい教義を教えるようにするための一つの指針として

用いる。

・生徒たちに何を教える必要があるかを判断するための助

けとして活用する。

・聖句ブロックを研究する中で学び取るべき原則を生徒た

ちに伝えるために，それらを黒板に書き上げる。

・生徒たちに，その教義を裏付け，さらに明確にする聖句

をほかにも探すように促す。

どのように教えるかを決める

。教えたいと思う出来事，原則，教義の各々について，少

なくとも一つの教授法を選ぶ。自分自身で考えた方法，

あるいはカリキュラム用の資料の中に提案されている方

法を活用する｡

・生徒たちの自発的な準備や積極的な参加．実生活への応

用などを促す方法を選ぶ。

l.自発的な準備とは，生徒たちが霊的にも，また知的

な面でも，注意を向け，心を集中させ，学習体験の：

中に進んで参加する備えができていることを意味すI
る。「準備とは，心と思いの状態を言う。」（『福音をi

教える』,13)それはレッスンを始めるために用いる！

仕掛けというようなものではない。生徒たちの興味I

や関心の中核となっているものに絶えず心を向けるi

ということである。

2．積極的を参加とは，生徒たちが学習過程の中に熱心I

にかかわっていくという意味である。生徒たちの積；

極的な参加には，身体面，感情面，知的面，霊的面：

などの要素が考えられる｡生徒たちは積極的に参加I

すればするほど，レッスンの内容をさらによく理解；

し，記憶し，応用することができるようになる。

3．実生活への応用とは，生徒たちがレッスンで学んだ；

教えを受け入れて，日々の暮らしの中で実践し，そi

れらの原則に従った生活をするよう努力することをI

意味する。

八

八

教え方の提案

このセクションには，聖句ブロックの中から選んだ出来

事，原則，教義などをどう教えたらよいかという点につい

て，考慮に値するアイデアが提案されている。教師はそれ

らの提案を必ず採用するように義務付けられているわけで
みたま

はない。それらの提案は教師にとって，御霊の導きを得て

生徒たちの様々な必要について深く考えるうえで役立つ情

報となるであろう。教師は，セミナリー生徒用学習ガイド

の中に，クラスで実際に教えるときに活用できる有益な提

案を見いだすこともできる（｢教師のための『教義と聖約お

よび教会歴史生徒用学習ガイド』の紹介｣．3－4参照)。

「教え方の提案」のセクションには以下の項目がある。

・強調点。この提案の各セクションの冒頭には，節や章と，

提案の中で強調されている原則が表記されている。これ

は､その聖句ブロックの中の「学び取るべき重要な福音

の原則」のセクションに書かれている原則と一致してい

る場合が多い。

●典垂総奎終篭騨噛室些冥壽二三
ようになっている。当時十二使徒定員会会長であったハ

ワード･W・ハンター長老は次のように話している。

「わたしたちは，聖句の場所を見つけて示せるほどには

聖典をよく理解していないために，自分は必要な助けを

見いだすことができないと恥じ入ったり，恐れや気後れ

を抱いたりしたままクラスを出て行く生徒が，一人もい

ないようにと望んでいます｡｣(Eterna/hvestments

〔宗教教育者への講話,1989年2月10日],2)

「マスター聖句」は，聖句の見つけ方，またその意味

の理解の仕方，実生活への応用の仕方などを生徒たちに

教えるためにある。セミナリーで特に強調して学ぶ100

の聖句（コースごとに25の聖句）が選ばれている。これ

らの聖句は「教え方の提案」のセクションに，「マスタ

ー聖句」のマークとともに表記されている。教師は，生

徒たちがこれらの聖句をマスターできるように助ける必

要がある。そのために，これらの聖句についてレッスン

の中で教えたり，自分自身で学ぶように促したりしてい

く。クラスの中でマスター聖句に関する活動を促すため

の方法については，付録の「マスター聖句一覧表」「マ

’

八

I

‐
（この手引きの構成

各聖句ブロックに対応する資料が，3つのセクションに

載せられている。

｢はじめに」に紹介されている資料

「はじめに」は，各書および各聖句ブロックに設けられ

ている。各害の「はじめに」は、歴史や聖典の中における

位置付けという観点からその書を理解できるように，背景

となる資料やそのほかの情報を載せている。聖書の中での

位置付けや目的を理解することで，聖文研究がもっと意義

深いものとなり，そこから多くを得られるようになる。各

聖句ブロックの「はじめに」は､各章の聖書の中での位置

付けや目的を理解するうえで助けとなる。「はじめに」は，

聖文研究をより良いものとする洞察力をしばしば与え，各

聖句ブロックの重要性を理解するうえで役に立つ。インス

テイテュート生徒用資料とセミナリー生徒用学習ガイドに

も「はじめに」が含まれている。

これらの資料と情報を，次の点において役立てることが

できる。

・生徒たちの意欲と積極的な姿勢を引き出す質問を考える。

・生徒に，背景となる情報や聖典の中から読み取るべき事

柄を伝えることで．予習するのを助ける。

・クラスで提示したり黒板に書いたりする引用文，また生

徒たちが各自の聖典に記入する注釈を決める。
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f灌誕)＆i教師のための『|日約聖書生徒用学習ガイド』の紹介スター聖句の習得」を参照する。『福音を教える－教会

教育システム教師ならびに指導者用手引きj32-33ペー

ジの提案も参照する。

･謹麗割二二重農誉轤i茸職測
このマークのある箇所には，家庭学習プログラムの教師，

あるいは，より広い聖句のブロックを教える場合の提案

がなされている。

・予想所要時間の表記。太文字で表記された見出し部分の

最後の箇所の括弧内には，提案に添った教え方をする場

合に，およそどのくらいの時間がかかるかが示されてい

る。これは毎日のレッスンの計画を助けるためのもので

あり，提案された教え方にどれほどの時間をかけるべき

であるか示すものではない。

その他の教師用資料

八

「旧約聖書生徒用学習ガイド」は，生徒たちが旧約聖書

を読み，その教えについて深く考え，実践していく助けと

なる。『旧約聖書生徒用学習ガイド』は，家庭学習プログラ

ム用の必須資料だが，多くのデイリーコースの教師にとっ

ても，準備や実際のレッスンに役立つものとなるであろう。
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家庭学習セミナリープログラムにおける使用

セミナリーは学校年度を通して週に5日行われるプログ

ラム（あるいはそれに相当するプログラム）である。家庭

学習セミナリーのクラスが開かれるのは週に1度だけであ

るために，家庭学習コースの生徒たちは，ほかの4日は生

徒用学習ガイドを用いて学ぶように求められている。生徒

たちは毎日聖文を読むように勧められているが，家庭学習

コースの生徒たちは，学習ガイドに述べられている活動や

割り当てを行うために，各週4日間,l日30-40分を用い

るように期待されていることを理解しておく必要がある。

生徒たちは，以前の教科資料のように，自分の学習ガイ

ドに書き込みをするようには求められてはいない◎何かを

記録して提出するよう割り当てる場合は，以下の二つの選

択肢の中から一つを選んで活用する。

・各生徒に2冊のノートを用意させ，交互に用いさせる。

生徒は最初の週に1冊目のノートに記入し，クラスに出

席するときに教師に提出する。教師がノートに目を通し，

返答を書くまでの間，生徒はもう1冊のノートに記入し，

次同のクラスのときに提出していたノートと交換する。

・一人一人の生徒に，その割り当てをルーズリーフ式の

ノートに記入させ，書き終えたページを毎週提出させる。

教師がそれを返却すれば，生徒はそのページを自分のフ

ァイルに戻すことができる。

教師は毎週，生徒たちのノートを集めた後に，月を通し

て，コメントを記入する。これは教師が一人一人の生徒に

ついて知り、学習内容に対する彼らの理解度を判断するた

めの非常に優れた方法である｡教師は週例のクラスの中で，

ノートに書き込んだことの一部を発表させることにより，

生徒たちのやる気を起こすことができる。
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､紗珊饗誰爾駕童画基畷需
約聖書を教えるのに役立つプレゼンテーションが含まれ

ている。『｢旧約聖書」ビデオプレゼンテーション』を用

いて教えるための提案は，『｢旧約聖書」ビデオガイド』

(34810300)の中に載せられている。ビデオプレゼンテ

ーションが用意されている聖句ブロックは，このアイコ

ンと，「教え方の提案」セクションの初めの表記で分か

るようになっている。

・特別な援助を必要とする生徒。「特別な援助を必要とす

る」とは，特別な状況にある生徒を示すために用いられ

る一般的な表現である。その中には，読書や学習能力な

どの障害、行動障害，知的障害などの状況にある人々も

含まれる二また服役中の人や特殊教育を受けている人，

車いす使用者、寝たきりの生活を余儀なくされている人，

視覚障害者，聴覚障害者なども含まれる。

預言者ジョセフ・スミスはこう述べている。「神がこの

世へ遣わされた人は，すべて成長する可能性を秘めてい

ます｡｣(TeachmgsoftheProphetノリsephSmith,ジョ

セフ・フイールデイング・スミス選[1976年],354)教

師はすべての生徒の学習上の必要を満たすために，力の

及ぶ限りの努力をする必要がある。すべての生徒のあら

ゆる必要を常時満たしていくのは恐らく不可能である。

しかし教師は，生徒たちが各レッスンに参加し，何かを

学び取れるようにするために，クラスの生徒たちの特別

な援助の必要性を見極めたうえで，通常の教科資料によ

る教え方に調整を加えることができる。ほかの生徒たち

に特別な援助を必要とする生徒たちを助ける機会を与え

ることもできる。そのような無私の奉仕の機会は、行う

側と受ける側の双方にとって祝福となる。

通常の教科資料に加えて，特別な援助を必要とする生

徒たちを教えるのを助けるために，幾つかの資料がほか

にも用意されている。これらの資料には，点字印刷物や

視覚資料セットなどがある◎教会機関誌『リアホナ」は，

生徒たちの特別な必要に関連する記事，写真や絵，アイ

デアなどのすばらしい源である。
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生徒が提出するノートの評価
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ア‘経験，判|新，証などが答えの基準となる、このような

場合には，正しい答えは一つだけとは限らない。生徒に対

する評価は，それぞれの能力に応じてどれほど努力したか

を基準に判断する、教師は自分の感想や評価を書く場合に，

生徒たちが誤解している事柄や明らかに間違えている答え

については．正しい答えを示すとともに，その努力を称賛

する。
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４
Ⅱ
０

Ａ
甜
亙

一
ご
郷

翫
Ｊ
Ｆ
鄙

署
嶽

A

勧



11l利一,狗帥朋丁ウIきの序文

I‐
一
い
●
‐
川
・
’
調
Ｉ
↑
Ⅷ
枇
誹
惚

蔚
剖
朴
態
溌

‐
釦
一
一
Ｆ
恥
Ⅲ
『
で
－
，
１
‐
仏
『
Ｊ
Ｍ
０
ｆ
，

軍
轟
、
雪
璃
罫

墓麓撫ろ鰯三雲第三鰯隈灌｜
えを録音させるようにしても差し支えない。また友人や家I

族に代筆してもらうようにしてもよい。教師は，特別な必i

要を考慮して－部の生徒に割､当てる学習活動につ､､℃｜は，その数を調整しなければならない場合もある。ほかの

生徒たちは，それ以上の活動ができるかもしれない｡彼らI

には最小限の条件を越えた活動をするように促すこともでi

きる。

デイリーセミナリープログラムにおける使用

『旧約聖書生徒用学習ガイド』をデイリーセミナリープ｜

ログラムに参加する全ての生徒が持つ必要はない。しかし，｜

生徒が｢聖文を理解する｣のセクションを参照できるよう･i
ガイドを人数分用意しておくべきである。このセクションi

には難しい語句への理解を助ける記述や，引用文，説明な；

どが載せられている（訳注一このセクションは原文であ；

る英語に忠実に翻訳されており旧本語として不自然なも’
のも含まれている)。

レッスンの準備をするときには，どのような教え方をすI

るかを決めるために,各聖句ブロックの冒頭部分と「聖文1
を研究する」のセクションを読むようにする。例えば，聖i

句ブロックの冒頭部分には，生徒たちの積極的な姿勢を引i

き出すのに役立つ話し合いのための質問が載せられている。1

教師はレッスンの中で，生徒たちに「聖文を研究する」のi

セクションの活動の一つをさせたり，グループあるいはクi

ラス全体で，生徒たちに各自が書いたことを発表させたりi

してもよい。学習ガイドに書かれているとおりの活動がで’

きない場合でも，クラスの状況に合った良いアイデアとな1

ることがある。

|日約聖書を教えるためのスケジュール調整
深く｜’

旧約聖書は，モルモン書の約2倍のページ数があり，教

会の標準聖典の中で最も容量のある書物である。旧約聖書

のすべての聖句をl学習年度内に教えることは不可能であ

る。そのため，適切なスケジュールで教えていくことが重

要になる。最初の部分にあまり多くの時間をかけすぎると，

終わりの部分にあるメッセージを教える時間がなくなって

しまうことにもなりかねない。しかし，進度が速すぎると，

生徒たちが旧約聖書の重要な部分を理解する機会を逃して

しまうこともあり得る。

この手引きを使うことで，旧約聖書の最も重要な部分を

選択して教えることができる。次の学習進度ガイドは，生

徒に推奨されている読書課題を与え，毎日，毎週のレッス

ンの進度を決めるのに役立つ。全世界的に見ると，セミナ

リープログラムには実に多くのタイプがある。したがって，

この手引きをそれらすべてのタイプに合った内容にするの

は不可能なことである。36週対応の学習進度ガイドは，平

均的なセミナリープログラムであり，同様の読書進度表が

生徒用学習ガイドにも掲載されている。教師はこのコース

のスケジュールを，自分たちのプログラムと生徒たちの必

要に合わせて調整してもよい。

教会の青少年にイエス・キリストの福音を教えることは，

神から託された神聖な使命であり，喜びをもたらす責任で

ある。今年，旧約聖書を研究していく中で，教師と生徒た

ちのうえに主の祝福が注がれるように。

昆淫一

八
腕..'...],．

肌
、
罰
・

ワ
ム
綱
汀
『
‐
宮

‐
秒
。
Ⅲ
マ
ー

ヂ
Ｆ
ｌ

－
Ｌ
－

琴

｜
Ⅱ
ｌ
‐
１

坪
噸
鎖
‐
‐
‐

‐
Ｕ
瀞
ｑ
Ｇ
Ｉ
ｌ
帆

ば
り
告
＆
、
噂
削
‐

報
哨
〆
汗

盤
訓
釧
挑
、
▽
‐
‐
．
Ｊ

鼎
賑
言
Ｄ
も
Ｌ
ル
ー

曹
辿
岸
Ｊ

Ｊ
Ｆ
‐
剛
ｑ
ｌ
Ｉ

1．1
，9

謹識；

夏きき

八

蕊蝋撫

’
一
』
Ｉ
‐
ザ
ー
Ｊ
電

‐
宮
Ｉ
》
Ｐ
卜
冒
Ｉ
Ｉ
Ｐ

‐
尻
。
ｌ
可
三
Ｉ
Ｔ
‐
４
Ｇ
ｋ
亘

朋
‐
ｒ
◇
甲
‐
Ｊ
町
い
『
ド
マ
．

．
。
｝
・
’
１
Ｆ
｝
｝

『
‐
・
↓
琴
．
’
２
少
一
↓
‐
研
Ｊ
’

簔謎寺,藤.職

寺,‐"割？ニグ

塞認
幸二垂=莞FO弓

八
脇'．11．－1’三'.．.好．､鎌‘蛾,’1.'1,N

~琴

欝職剛）

ご垂只今二

『群･‘.:,．！'‘.‘'Y

八

三二尾三一舌

嬬耀|猟｛
Ll-L石3.',,と9，､'』-‘'.,山,,｡f，

Ｏ
Ｂ
Ｈ
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｆ
０
８
Ｊ
９
Ｊ
‐
’
１
‐
６
４
‐
‐
Ｌ
１
６
ｒ
０

I蕊鱗猟

乏一

‘秀‘．､子i1．:,･･･.f‘2．㎡,『‘:'‘‘'‘
'LlLl-''-1ﾄー,'!L,'

-11-1

ゴー，,DlDll乞llG1,
'ざ-,1.'1，1弓',,｣．､ろ‘ﾏ弓冒,,',.',,'

雷溌辮瓢
日
日
ｒ
ｆ

刺
ｒ
橘
、
‐
１
Ｊ
Ⅲ
Ⅱ
‐

‐
丑
．
脚
‐
‐
ｌ
‐
‐
‐
、

、
一
・
川
柳
肌
‐
Ｒ
‐
Ⅲ
Ⅲ
少
‐
，
Ⅱ

聖
火
皇
４
Ｍ
‐
雪
．
Ｄ
弧
ｌ

‐
◇
寺
ｂ
ｌ
Ｐ
Ｄ
ト
ト

至
雰
》
｜
・
麻
．
‐
、
〃
蹄
山
．

蕊
議

’
一
一
唖
Ｌ
Ｐ
王
Ｉ
Ｆ
．
Ⅲ
‐

喝
Ｉ

_一古

！

隠識職；識'
f-』も!'下さ三11了7,↓了!､'1.'1
弓-111--1■bI▲11~III

4i蘓‘』14‘｢燐･雷介''‘'
''--ﾆー Iーこ--,トーL,．-『11,
-b''

三_z----dI-I

~も-

1-＝＝星一・」-

毛＝一一Ij-I

学二見三一一一一一.L-･凸一合
ｴｰｰﾆｰ空◇、_■÷ろP_△~

■_一一三且~､L司_qゴ

含ーニー三二二一=-.'鐸二卦

i識蹴り
乳蕗‘j1I潔琳ノ
ー菖一,-'一ヨー'',砂~1－‘!,

.･ず.舎.二=...宝.弓-号.’－．:

_鴬塞ﾐ署坐.言去亜.4．，
ぎぎ二-－－全_,=･-zE-,-、
ﾆー ｰー 全ー冒ﾐー乏告ざ_'-.
---＝三I』

_､君ﾕｰｰｰｰr'－－
－－－－ニートー

篝襄鑿豊-

ｖ
ｒ
７
Ｈ
ｍ
‐
悩
む
Ｌ
｝
‐
，
｝
寸
吋
■
■
■
■ 八

四
Ｖ
視
，
ｄ
ｌ
Ｐ
Ｈ
Ａ
Ⅱ
１
Ⅱ
１
．
Ｆ
星
回
り
１

八

③
鐸jR

言潭ﾃ窪もヤ
ド号壽弓滝弗認

！



’&職繍鵜嘗‘，

》
？翼鐸農

,鳥遙薑急
灘蕊婁

あるいはそれ以上の日数を使っても差し支えない。このよ

うな柔軟性を持たせたのは，生徒たちそれぞれの必要を満
みたま

たすために御霊の導きを求めるよう，教師を促すためであ

る。

このガイドに従うなら，生徒は旧約聖書を約395ページ読

むことになる。35週間で1週間平均11.3ページである。

セミナリーのクラスは週に5回開かれるが，準備されて

いるレッスンの資料は4日分のみである。これは学校の行

事や集会，また特別なセミナリー活動や発表，マスター聖

句に関連した活動，テストやクイズなどの活動のために，

プログラムが中断されることを考慮した結果である。教師

は一つの聖句ブロックをより効果的に教えるために，2日
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週教えるべき聖句ブロック生徒の読書課題

の範囲（提案）（提案）

週教えるべき聖句ブロック生徒の読書課題

の範囲（提案）（提案）
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エゼキエル2－3章
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日

１
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３
４

第
第
第
第

エステル1-10章；

ヨブ1－3章；38章；

42章

エステル記

ヨブ1-18章

ヨブ19-37章

ヨブ38-42章

〃

１
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３
４

第
第
第
第

エゼキエル4－32章

エゼキエル33-34章

エゼキエル37章

エゼキエル38-48章

日
日
日
日

エゼキエル18章；

33-34章；37章

32

日
日
日
日

１
２
３
４

第
第
第
第

詩篇1-24篇

詩篇25-150篇

筬言

伝道の書（雅歌につい

ての説明）

詩篇22-24篇：筬言

3章：6章；22章：

30-31章；伝道1－2

章：4－5章:12章

26

日
日
日
日

１
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第
第
第
第

ダニエル1章

ダニエル2章

ダニエル3－5章

ダニエル6－12章

ダニエル1－3章；

6章
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イザヤ1－2章：4－

5章;11章:14章
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日
日
日
日

１
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４

第
第
第
第

ホセア書

ヨエル書

アモス書

オバデヤ書

ホセア1－3章;6章：

ヨエル2章；

アモス3－4章
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ヨナ書

ミカ害

ナホム書；ハバクク書

ゼパニヤ書：ハガイ書
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イザヤ48-50章；

53章；55章：

58-59章
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日
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第

ゼカリヤ書

マラキ1－3章

マラキ4章
あかし

証とお別れ会
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エレミヤ7-15章

エレミヤ16-22章

エレミヤ23-29章
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16章:23-
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なぜ|日約聖書を学ぶ必要があるのかはじめに

伊、 大管長会の第二顧問を務めていたマリオン･G,ロムニ

ー管長は次のように語った。

「旧約聖書のメッセージは，キリストとその降誕，およ
しよくざ．い

ぴ曠罪のメッセージである。……〔2ニーファイ25-33章〕

に記されているメッセージほと’，旧約聖書を簡潔にはっき

りと，そして敬意を込めて説明している言葉はないと思う。

旧約聖書のメッセージを理解し，教えたいと望む人は，こ

れらの章を注意深く，祈りをもって研究する必要があるよ

うに思う。これらの章でニーファイは，重要でないものか

ら重要なものを振るい分けている。また，旧約聖耆の教え

が末l-lに生きるわたしたちにとってどれだけ重要かを教え

ている。〔2ニーフアイ25：23-26参照〕……

……旧約聖書は，救いのメッセージであり，救いにあず

かるために従わなければならない戒めが記されている。」

(.｣TheMessageoftheOldTestament,"ASymposiumon

theOldTesramentで引用,1979年,5-6)

古代と現代の預言者たちは，神を知るよう人々を導くう

えで，聖文が重要な{illi値を持つことを強調してきた。使徒

パウロは，テモテに次のように書き記した。「また幼い時か

ら，聖耆に親し〔んだ｡〕」（2テモテ3:15)テモテが手に
こんにち

することのできた聖典は、今日わたしたちに与えられてい

る旧約聖書の記録が含まれている。パウロがこれらの神聖

な記録について語った以下の言葉に注目する。

・聖文は「救いに至る知恵を……与えうる言物」である。

（2テモテ3:15)

・聖文は，すべて「神の霊感を受けて害かれたもの」であ

る。(16節）

・聖文は，「人を教え、戒め，正しくし，義に導くのに有

益」である。(16節）

・聖文は，義人が完全になり，「あらゆる良いわざに対し

て-'一分な準備」をする力となる｡(17節）

モルモン吉の多くの部分が，旧約聖書の聖句や引用を含
しんちゅう

んでいる。預言者ニーファイは，真諭版から多くの真理を

民に教えた。これらの版には，モーセやイザヤの記録を含
こんにち

む，今日の旧約聖書の記録が記されていた。ニーファイは

真鋪版を以下の目的に使用した。

。「主がほかの地で昔の人々の中で行われたことを」知ら

せるため。(1ニーファイ19:22)
あがな

。「主なる贈い主を信じるようさらに十分に勧めるため〔｡〕」

（23節）

・聖文を自分たちに当てはめて（または応川し)，それが

自分たちの利益となり，知識となるようにするため。

（23節参照）

ボイド･K･パッカー長老は，教会教育システムの教師

に向けて次のように話している。

「まさしくこの初めのときに，簡潔でありながらも，入

念に構成されたコースの全体像を提示することには，大き

な価値があります。……

このスタート時のごくわずかな時間は，相対的に見ても

非常に短い時間の投資ですが，それによって生徒たちは，

コースのどこに自分が位置するか把握できるようになりま

す。生徒たちはコースについて何がしかの理解を得ること

ができるのです。そして生徒たちは，すべての要素が一つ

に調和することを理解すると，より多くのものを得，知識

の光は明るい輝きをさらに増し加えます。事前に概要をつ

かむことで全体の枠組みができ，それに投資した時間，努

力に勝る価値をもたらすのです｡」(TheGrearP/anoi

Happmess[宗教教育者への講話,1993年8月10日],2)

旧約聖書の紹介と全体像のレッスンを組み立て，教える

ための時間を取る。そして生徒たちが旧約聖書の大切さを

理解し，今年，読み，学んでいくことになる物語，真理，

そして洞察への期待を高められるよう助ける。教師と生徒

が，イエス・キリストの神聖な使命に対する理解を深めて

いけるよう力づける。
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識|日約聖書とは何か

旧約聖書とは，この世の倉ll造から紀元前400年ごろまでの

記録で，神とその子供たちとの交わりについて記されてい

る。旧約聖耆の「約」という字は「聖約」という意味であ

る。聖約とは，個人あるいは集団と主との間で交わされる

特別な関係を意|床する。主はこの聖約の中で，報い（祝福，

救い，昇栄）とそれに求められる努力（律法と儀式への従

順）を定められている。交わした約束を守り，信仰をもっ

て最後まで堪え忍ぶときに聖約は成就する。そして，主は

わたしたちが死すべき状態にある間に祝福を授け，この世

の生涯を終えたときには，救いと昇栄を与えてくださる。

旧約聖言には，主がその子らに与えられた聖約と教義が含

まれている。それは，主の子らをメシヤの降誕に備えさせ，

主のみもとへ戻って住む方法を教えるために与えられたも

のである。

旧約聖書は，過去の霊感あふれる言葉であり，現代のた

めの重要なメッセージが記されている。また，末H聖徒が

使用するすべての聖典の歴史的および教義的な源であり，

わたしたちがだれで．何を信じているのかを理解するため

の基盤を据えている。現代の啓示を通して，わたしたちは

もっと正確に旧約聖耆を即解し，その価仙を感謝すること

ができる。
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ボイド．K･パッカー長老は次のように述べた。

「旧約聖書のコースでは，創造と人類の堕落など，神殿

で受けるエンダウメントの基礎を学びます。また預言者の

役割について学びます。従順．犠姪，誓約，アロン，メ

ルキゼデク，神権といった言葉について熟知するように

なります。

ユダヤ教やキリスト教の律法，そしてイスラム教にまで

通じる基礎を全体的に学びます。

また，什分の一やささげ物を納める理由を学びます。来

たるべきメシヤと福音の回復の預言について勉強します。
かぎ

エリヤが結び固めの力を行使するのを見，結び固めの鍵を

携えてエリヤが遣わされるというマラキの預言に耳を傾け

ます。

セミナリーを通して旧約聖書を知ることができるのです。

昨今のキリスト教界では，旧約聖書はほとんど顧みられな

くなっていますが，わたしたちにとっては今でも旧約聖書
あかし

はイエス・キリストを証する書物なのです。」（『聖徒の道』

1990年7月号,42)

33-41参照)。さらに，聖書の文章表現の中には，そのほん

とうの意味が，象徴的な言葉の中に隠されている箇所があ

る。預言者の言葉の真の意味が，象徴的な言葉の中に隠さ

れるこのような表現法には有益な面もあった。というのは，

｢分かりやすくて貴い部分」を取り去ろうとした人々は，理

解するのがより難しい語句の多くを比較的完全な形のまま

に残してきたからである。これによって、数多くの偉大な

真理が読まれ，理解されるべく、神が末日の聖徒たちに約

束された聖霊の力と「預言の霊」（2ニーファイ25：4）に

よって守られてきた。
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｜旧約聖書はどのような構成になっているのか

聖書は1冊の書物ではなく，複数の書物が一つにまとめ

られたものである。英語の「bible｣(聖書）という言葉に

は，「書物」という意味がある。旧約聖書には39の書物が含

まれ、それぞれの内容に応じて4つの主要項目に分けられ

る。これらの書物は必ずしも，それぞれが記録された順番

どおりに配列されているわけではない。

l.律法一このグループは最初の五書，すなわち創世記か

'誌済'1%』'些千,』

八
11

ら申命記までで構成されている。これらはモーセが記録

したものである。これら5つの書には，天地の創造から

神がモーセを取り上げられるまでの，人々に対する神の

計らいの歴史が記されている。しばしば「律法」と呼ば

れているのは，モーセの律法を含む，モーセに対する神

の稗示が記されているからである。これら5つの害は，

ギリシャ語で5つの部からなる書物を表す「Torah」

（トーラー）または「Pentateuch｣(モーセの五書）とも

呼ばれている（『聖句ガイド』「モーセの五言」の項，

259ページ参照)。

2．歴史－このグループは，ヨシュア記からエステル記ま

でで構成されている。表題のとおり，多くの歴史物語が

含まれている。

3．詩歌または知恵文学一ヨブ記から雅歌までの5つの書

は、その大半がへプライ人の詩的表現で記されている。

4．預言者一旧約聖書の残りの書には，それぞれの書の表

題となっている預言者の教えが記されている。

聖書の起源と歴史に関するより詳細な情報については，

『聖句ガイド』の「聖書」の項を参照する(147-148ページ

参照)。

I
｡''､714,~兎』ﾄ
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以下の項目は，旧約聖書の注意深い研究を単に有意義な

ものとするだけでなく，非常に重要なものとしてくれる。

・旧約の神であるエホバは，約束されたメシヤ，肉体を受

けられる前のイエス・キリストの御名である。

・エホバ（イエス・キリスト）は，天と地を創造された。

・アダムとエバの堕落は実際に起こった二それは，全人類

が進歩するうえで欠かせない段階であった｡

・神は人々の生活や国々の動きに直接介入することがおで

きになるし，またそうされる。

・わたしたちは神聖な聖約を交わし，それを守ることで神

から祝福を受ける。

・偶像礼拝はどのような形のものであれ，霊的な破壊をも

たらす。

・主は，末日にイスラエルを文字どおり集合させることを

約束しておられる。

・主の降誕と再臨に関する預言が記されている。

o御父の幸福の計画は，預言者を通してその子供たちに教

えられている。

時間的にもまた文化的にも，旧約聖書の時代とは，はる

かに懸け離れた時代に生きているわたしたちにとって，聖

書の研究は非常に難しいものがある。それだけでなく，わ

たしたちが現在手にしている聖書は決して完全なものでは

ない。「分かりやすくて大変貴い多くの部分」が取り去られ

ているのである(1ニーファイ13:26)。取り去られた多く

の部分が，モルモン書，ジョセフ・スミス訳の聖書，現代

の様々な啓示を通して回復されてきた(1ニーファイ13:

’
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o多くの「分かりやすくて貴い部分」が取り去られたが，

旧約聖書は神の御手によって取って置かれた。旧約聖書

に含まれている教えは、現代にとって，またわたしたち

の益にとって大切なものである(1ニーファイ13:20-

29；信仰箇条l:8参照)。
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旧約聖書の中から，自分の好きな物語を挙げさせ，その

理由を尋ねる。

この1年間､多くの試練を経験した実在した人々につい

て学ぶことを伝える。

・不可能だと思えることを達成するよう求められたことが

ありますか。アブラハムが求められたことと結びつけて

みましょう。

・兄弟や姉妹から不公平な扱いをされたことがあります

か。ヨセフはどのように感じたか分かるでしょうか。

・いじわるな人に立ち向かったことがありますか。ダビデ

も同じような経験をしました。

。求められたことに恐れを抱いたことはありますか｡今年，

ギデオンが同じような状態をどのように克服したかを学

びます。

・現代の人々は，純潔の律法を破るよう誘惑されているで

しょうか｡ヨセフとダビデは同じ誘惑を経験しましたが，

まったく異なった対処をしました◎
こんにち

古代の聖徒たちが直面した試練は，今日わたしたちが経
あかし

験するものとあまり変わりないことを証する。この霊的な

タイムカプセルに含まれているものは過去のものであるが，

旧約聖書の教義，歴史，そして物語は今日において大いな

る価値がある。旧約聖書はこの時代のために，またわたし

たちの利益のために編さんされ，取っておかれた。

タイムカプセルと旧約聖書に含まれているものは，それ

を開封しなければ発見できないし，注意深く調べなければ

理解することはできない。旧約聖書に対する人々の態度は，

福音の原則に対する理解力とどのように結びつくか意見を

求める。旧約聖書の学習を懸命な努力と祈りの態度をもっ

て行うよう生徒を励ます。
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を用いることができる（教え方の提案のためには『｢旧約聖

書」ビデオガイド』を参照する)。
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|日約聖書の概要。｜日約聖書はこの時代のために，またわた

したちの利益のために取って置かれた。（30-35分）

タイムカプセルについて説明する。タイムカプセルとは，

ある特定の時代の文化を示す記録や品物を入れた容器であ

り、将来開封できるように保存される。生徒に，紀元2050

年に開封するタイムカプセルを作る手伝いをするように言

う。黒板にタイムカプセルに似せた大きな箱を描く。自分

の国の過去5年間を示すものを10点選ばせ，それを黒板に

描いた箱の中に書く。それぞれが現代の社会についてどの

ようなことを表しているか話し合う時間を与える。旧約聖

書は，霊的なタイムカプセルのようなものであることを理

解できるよう助ける。旧約聖書には，様々な種類の霊的な

記録が載っており，わたしたちのために取っておかれた。

聖書を開き，旧約聖書（創世記からマラキ害まで）には

何ページあるか調べさせる◎アダムとエバは紀元前約4,000

年にエデンの園を離れた。マラキ書は紀元前400年ごろに記

されている。旧約聖書の真ん中だと思う箇所を開かせる。

次に創世記12章を開かせ，預言者アブラム（後に主がアブ

ラハムと名付けられる）は，紀元前2,000年ごろに生きてい

たことを伝える。アダムからマラキまでのほぼ真ん中であ

る。前半と後半の2,000年間のページ数を比較させる。（生

徒用学習ガイドの「創世記，モーセ害，アブラハム書」の

冒頭の部分には，最初の2,000年間についての情報をさらに

与えるために主がどうされたかが記されている｡)

生徒に，聖書の目次を開かせる。旧約聖書を項目ごと

(律法，歴史、詩歌．預言者）に色分けさせ，それぞれ何が

含まれているか話し合わせる（｢旧約聖書はどのような構成

になっているのか」8ページ参照)。
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末日聖典合本の中の学習補助資料 ウ○

・年表（｢年表」193-197)

●四大福音書の協調性（｢福音書」220-227）

･パウロの手紙（｢パウロの手紙」201-203)

地図と地名索ヮﾉ。『聖句ガイド』にある「地lxlと地年,索引」

の項目の最初のページを|刑き，どのように使うか簡単に

説明する。この項目には，地図上の場所が五十音順で記

されている。生徒に，幾つかの都市や場所を地図上で探

させる。

また生徒に，「聖句ガイド』「地図と地名索引」にある

地図9-12を参照させる。これらの地|XIを参照すること

で，初期の教会の歴史がどこで繰り広げられたかが理解

しやすくなる。ニューヨーク州マンチェスターのスミス

家の農場からオハイオ州カートランドまで，どのくらい

離れていたかを割り出させる。

蔚識翻りW，
ヨ
ワ
昭
ｉ
二
言
‐
Ｉ

1995年に教会が発行した末日聖典合本（モルモン書，教

義と聖約，高価な真珠）には，聖文の研究に役立つ学習補

助資料が含まれている。それらの資料を活用するなら，聖

文の研究をより有意義で報いあるものにすることができる。

学習補助資料について詳しく知りたい場合は,｢ll~I約聖書生

徒用学習ガイド』にある「末|-1聖典の中の学習補助資料」

の項を参照す~る。
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＃学び取るべき重要な福音の原則
畠謹‘聾

・末日聖典の合本には，聖典に対する理解を深めるうえで

助けとなる，優れた学習補助資料が含まれている。識‘
簑・塗＝

教え方の提案

『｢旧約聖耆」ビデオプレゼンテーション』2「分かり

やすくて貴い多くの部分」は，ジョセフ・スミス訳鯉 一

を通して聖書の失われた真理が呵復されたことを教える際

に役立つ（教え方の提案は「｢'''約聖耆」ビデオガイド』参

照)。

聖文研究のための補助資料。末日聖典の合本に載せられて

いる学習補助資料は，聖典を最大限に活用するための助け

となる。（40-45分）

教会発行の末日聖典合本の中には、聖文の研究に役立つ

数多くの資料が掲載されている。これらは，生徒用学習ガ

イドの「末日聖典の中の学習補助資料」の項に詳しく説明

されている。以下の提案は，生徒たちにそれらの資料の効

果的な活用法を教えるのに役立つであろう。

ジョセフ・スミス訳b「聖句ガイド」にあるジョセフ・スミ

ス訳について生徒に話す。『聖句ガイド』には，ジョセ

フ・スミス訳がすべて掲載されているわけではないこと

を説明する。

一つの例として，『聖句ガイドjにあるジョセフ・スミ

ス訳出エジプト4:21とアモス7:3を読む｡読んだ後で，

預言者によってどのような変史が加えられたか見つける。

'聖句ガイドノ。『聖句ガイド』には，語ｲﾘや項目が標準聖典

の参照聖句とともに五十音llIHに配列されている。聖典に

登場する名前や語句についての意味や説明が記されてい

る。教会の集会で話すよう依頼されたときにテーマにし

たい項目を選び，『聖句ガイド」を使って参照聖句を兇

つけ，話の準備をする。

生徒は『聖句ガイド」をI＃lき，イエス・キリストに|則

する様々な項目があることに注目する。

『聖句ガイド』の20ページを開き，アロンという人物

はｲ'1人いて，それぞれどのような人物だったか調べる。

また，「聖句ガイド」を使用することにより，簡単に参

照聖句を見つけられることも説明する。

「聖句ガイド」を使って、以下の項目について話し合

暉鐸i篭2，

聖文研究のための補助資料。学習補助資料を活用すること

によって，わたしたちは聖文への理解を増し加えることが

できる。(5-10分）

当時七'一人会長会の一員だったリチャード･G･スコッ

ト長老の次の話を紹介する。スコット長老はこの話の中で，

1979年と1981年発行の英語版聖典のために準備され，現在

の最新版袖助資料の基になった学習補助資料に言及し，次

のように語っている。
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「わたしはその新しい末日聖典の合本が中央幹部に初

めて提示されたときのことを覚えています。その提示を

したのはマッコンキー長老でした。彼は1冊の本を取り

上げ，文字が印刷されていない巻末のベージに書かれた

手書きの文字を読みました。「ブルース･R･マッコン

キーヘ」という言葉に続いて，「アメリア」（後に彼の妻

となった女性の名前）という署名があり‘彼が伝道本部

へ着任した日付が言き込まれていました。彼はこう言い

ました。「わたしはこの聖典を持って世界中に行きまし

た。よく使ってきました。3度製本し直しました。多く

の聖句について、それがどのページにあるかも言えま

す｡』それからこう付け加えました。「それでも，わたし

はもうこの本を使うことはないでしょう。この聖典には，

新しい聖典の中に含まれている，聖句の研究と理解を助

けてくれる教授資料も効果的な道具もありませんから｡』

それを聞いてわたしは心に深い感銘を受けました。その

翌日，わたしはマッコンキー長老のオフィスを訪ねる機

会がありました。彼は大きな机を前に座っていました。

手には定規と赤鉛筆を持ち，新しい版の聖典に印を付け

ていました。聖文を深く理解している人がこの新しい版

が価値あるものであると認めているのです。わたしもそ

れに倣おうと心に決めました。」("Spiritual

Communication,''PrmCjpﾉesoftﾉleGospelmPrac"ce,

スペリー・シンポジウム1985[1985年],18-19で引用）
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以下の各主題について述べた聖句を，生徒がそれぞれ3

つずつ挙げる。

a・終わりの時

b.失われた聖典

c・預言

d.稗示

lニーファイ8章に書かれている，リーハイの命の木の

示現に関する記録を読む□また，脚注の参照聖句を用い

て，以下の象徴が何を表しているかを調べる。

a・水の流れている川

b.鉄の棒

c、暗黒の霧

d.大きく広々とした建物

次の質問をする。「聖徒たちがニューヨーク州からグレ

ートソルトレークへ移住したとき，どの州，準州，地域

讓憾鯉禦臺鱸蕊臺鰐騨臺灌｜，
を助ける。（30-35分）

生徒たちに聖文研究のための補助資料について教える．I

その後で，レッスンの復習として以下の活動を行う。クラ｜

スを幾つかのグループに分けるとよい。

1.バプテスマに関して、以下の質問をする。

、｢バプﾃｽﾏ｣&いう言葉にはどんな意味があるで；＆
しようか。

b・バプテスマが，キリストの時代以前にも行われていI

雲…

八I

瀞
》
言
雲

A

溌磯

こ竜二自圭二言愛F三,-F皇
二一冒両＝一言■剣一一

F圭一△一二毛4＝一二ら君'
＝~ﾕ琶弓-‘=~_~屯~~

鶯識i
,，~’_』‐デー-14‘『,

群島碧烈,沖',｣,;÷を'‘L,''
色罫雛澤争丸‘．'--鷺‘,',','

識撫蝋ﾙ（
,-ﾏー ｺー '五－5世---4,

,房『:定議識』.:，鎌‘，;･%』．,

蕊蓋慧講k÷

戸
｝
妄
．
Ｄ
孝
心

一
・
一
言
』
幸
《
宮
口

睾
一
毒

一
一
ヨ
｜
弓
一
一
一
一
△

たことを示す証拠はありますか。

c・バプテスマは何を象徴しているでしょうか。

d.バプテスマの4つの目的は何でしょうか。
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菓を超えた牛活
騨一

十二使徒定員会会員のボイド･K･パッカー長老は,1993

年幅教会教育システムの教師たちにIhlけて，各年度の初

めには，コースで学ぶ内容の概要に加えて，救いの計画の

全体像を教えるべきであると話している。

「『幸福の計画』（これは，救いの計、について話す際に，

最も好んで使う呼び名ですが）の全体像を簡潔にまとめた

ものが最初に示され，また度々確認できるなら，それは生

徒たちにとって非常に価値あるものとなるでしょう。

皆さんに一つの課題を差し上げたいと思います。…”･皆

さんへの課題は，幸福の計lil'i,すなわち救いの計画の概要

あるいは全体像をまとめたものを準備することです。一つ

の骨組みとしてそれを準備し，生徒たちがその上に，皆さ

んから学ぶ真理を築くことができるようにしてください。

初めは簡単な課題のように思えるかもしれません。しか

し，わたしは断言します。簡単なものではありません。簡

潔で分かりやすいものを成し遂げるのは、かなり雌しいこ

となのです。最初は，あまりに多くのものを盛り込みたい

気持ちに駆られるでしょう。この計画には，福音のすべて

の真理が含まれているのです。“…・

これは，教師としての皆さんの仕事の中で！最も難しい

ものとなるかもしれません。そして最も報いある仕事にな

るのは樅かなことです。

皆さんが作る幸福の計1曲iの全体像は，聖典の真理の全

容が簡単に把握できるものでなければなりません。そう

すれば，生徒たちは計画に自分を当てはめることができ

ます。･･･…

手始めとして，幸福の計、の最も基本的な概要を示した

いと思います。しかし，皆さんは自分で骨組みを作る必要

があります。
あかな

「偉大な幸福の計画｣，すなわち『贈いの計画』『救いの

計画」の基本的な構成要素は以下のとおりです。

前世

霊の創造

選択の自由

天での戦い

物質的な創造

堕落と死すべき状態

イエス。キリストの楴音の原則と儀式（第一の原則

一主イエス・キリストを信じる信仰，悔い改め，

バプテスマ…“･）
しょくざい

賊罪

霊界

裁き

復活」(T/]eGrearP/anofHappmess,2-3)

以下の情報は，教師が偉大な幸福の計画への理解を深め，

自分自身でその全体像を作るのを援助するためのものであ

る。教師は救いの計画について，パッカー長老が薦めてい

る簡単な全体像以上のものを教えたいという気持ちに駆ら

れるかもしれない。しかし，救いの計画の詳細については，

旧約聖書を研究するコースの中で論じていくということを

念頭に置いて，その誘惑に負けないようにする必要がある。

本手引きには，教え方の提案が掲載されており，それらは

旧約聖書で教えられていることを教|叩が作った救いの計画

の全体像と結びつけてくれる。
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救いの計画は3幕物の演劇にたとえられる

鶴；
蕊;

1995年のファイヤサイドにおけるヤングアダルトへの術

話の中で，十二使徒定員会会長代理のボイド･K･パッカ

ー会長は次のように述べた。

「誕生から死に至る現11tの生涯の歩みは，永遠の律法に

従ったものであり，啓示の中で偉大な幸福の計画と述べら

れている一つの計画に添って進むものです。わたしが皆さ

んの心に植え付けたい一つの概念，一つの真理は，こうで

す。この計画には3つの部分があります。皆さんはその中

の，2番目すなわち真ん中の部分にいます。皆さんはその

中で，誘惑や試練によって試されるでしょう。ことによる

と，悲劇によって試される場合もあります。そのことを理

解してください。そうすれば人生の意味をさらによくわき

まえ，疑い，失望，落胆などの病に立ち向かうことができ

るようになります。
あがな

3つに区分される暗いの計画は，3幕物の壮大な演劇に

たとえることができます。第1幕のタイトルは『前世』で

す。聖典はそれを第一の位と呼んでいます（ユダl:6;ア

ブラハム3：26，28参照)。第2幕は，誕生から復活の時ま

でを扱う『第二の位」です。そして第3幕は「死後の生活』

あるいは『永遠の命』と呼ばれています。

現肚におけるわたしたちは，第2幕のカーテンが開くの

とともに，舞台に上がった役者のような存在です。第1幕

のことは忘れています。この作品は，数多くの筋が絡み合

って、登場人物のだれとだれがどういう関係にあり，何と

何がどう絡み合い，だれがヒーローで，だれが悪役である

か判断するのが決して容易ではありません。また，わたし

たち自身が単なる観客ではないために，なおいっそう複雑

になっているのです｡｣(TheP/ayandtheP/an[ヤング

アダルトへの説教,1995年5月7日],1-2)
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3．人は善悪の知識を得，第三者からの感化を受けて初め

て，自分自身で行動するという選択ができるのです｡」

("BasicDoctrine,"Cﾉ]argetoRe/igiousEducators,第

3版[1994年],85)

神に似た者となるためには，選択の自由を適切に用いる

ことが不可欠である（2ニーファイ2:14-16参照)。しか

し，選択する自由を与えれば，それに伴って幾つかの結果

が生じてくる。選択の自由は，わたしたちの成長にとって

必要不可欠なものではあるが．当然のことながら，わたし

たちは，いつも正しい選択をするとは限らない。使徒パウ

ロが書いているように，「すべての人は罪を犯したため，神

の栄光を受けられなくなって」いる（ローマ3:23)｡選択

の自由だけでは，わたしたちは罪の宣告を受けるのである。

このような結果になるのは、前世の会議において御父が御

自身の子供たちに示された計画の中でも想定されたことで

あり，それに対する備えもなされた。

前世
晶里L

A

この世に生を受ける前のわたしたちは．天の御父と一緒

に住んでいた（ヨブ38：4－7；エレミヤl:5;アブラハム

3:21-23参照)。天の御父は栄光をお受けになった，完全

無欠の，日の栄えの状態にある御方である（教義と聖約

130:22参照)。預言者ジョセフ・スミスは次のように教え

ている。「神御自身は，かつては今のわたしたちのようであ

り．今は昇栄された人となり，かなたの天の王座に座って

おられる。」(TeachingsoftheProp/'etJOsepllSmith,

345）

天の御父はわたしたちの霊の体の父親である（民数16:

22：使徒17:29;へブル12:9;モーセ3:5参照)･御父は

すべての神聖な特質と喜びに満ちた御方であり，御自分の

すべての子供たちが，御自身に似た者となることを望んで

おられる（マタイ5：48；2ニーファイ9:18:モーセl:

39参照)。
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A 天上の会議と天での戦い

わたしたちは前世において御父から霊の体を頂いたこと

により，さらに御父に似た者となったが，それでもなお，

多くの必須の特質に欠けていた。御父は栄光化された肉体

を持つ，昇栄された完全な御方だが，わたしたちはそうで

はなかった。御父は天上で会議を開き．御自身の子供たち

をそこに召集し，わたしたちが神に似た者となれるように

助けるための計画を示された（モーセ4:1-4;アブラハ

ム3：22-27参照)。

ポイド．K･パッカー会長は次のように話している。

「この神々の会議において，天の御父の計画が支持され

ました（アルマ34：9参照。Teach/ngsIoftheProphet

JりsephSm肋ノ、349-350も参照)。この計画には，神の子

供たちが肉体を受け，戒めに従うかどうかを試される場所

として，地球が創造されることも含まれていました（モー

セ6:3-10,22,59;アブラハム3:24－25;4:26-27参

照)。すべての霊たちは，前世において学び，従順であるこ

とを示す機会を与えられていました。そして、一人一人に

選択の自由が与えられたのです（アルマ13：3－5参照)◎

天上において大きな会議が召集されました(Teachings,

349-350,357参照)◎神の計画では，御父の御心が果たさ
あがな

れるために，救い主そして晴い主として，一人の人が遣わ

きれる必要がありました。永遠の御父の長子であったエホ

バが，自ら申し出られ，選ばれました（モーセ4:1-2;

アブラハム3:19,22-27参照)。

多くの霊はこの選びを支持しました。しかし，これに背

く者があり，天で戦いが起こりました。御父の計画に対し

て反抗したサタンとそれに従う者たちは，追放され，肉体

を受ける権利を拒まれました（黙示12:7-13;教義と聖約

29：36；76：28；モーセ4：3参照)。

第一の位を守った人々（皆さんもその中に入ります）は

肉体を与えられ，第二の位として備えられた地球に住むこ

霊の創造

アブラハムは，天の御父のすべての子供たちが，「英知」

すなわち世界が存在する前に組織された霊として存在して

いた様子を見た（アブラハム3:18-23参照)･ボイド．

K・パッカー会長はこう教えている。「男も女も，人の霊は

永遠です（教義と聖約93:29-31参照：ジョセフ・スミス，

TeachingsoftheProphetJOsepllSm肋……,158,208も

参照)。わたしたちは皆，神の息子，娘であり，前世におい

ては神の霊の子供として生きていました（民数16:22;'､

ブル12:9;教義と聖約76:24参照)。各人の霊は，男も女

も，現世の人間としての存在に似た存在でした（教義と聖

約77:2:132:63;モーセ6:9-10;アブラハム4:27参

照)｡すべての人は,天の両親の形に創造されているのです｡」

(TheP/ayandtheP/an,3)

『家族一世界への宣言』の中で，大管長会は次のよう

に述べている。「すべての人は，男性も女性も，神の形に創

造されています。人は皆，天の両親から愛されている霊の

息子，娘です。したがって，人は皆，神の属性と神聖な行

く末とを受け継いでいます。そして性別は，人の前世，現

世および永遠の状態と目的にとって必須の特性なのです｡」

(『聖徒の道』1996年6月号,10:教義と聖約29:31-32;

モーセ3：5；「旧約聖書：創世一サムエル下』〔宗教コー

ス301生徒用資料],17-18参照）
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選択の自由

｢l.人は皆，神聖な律法の支配下にあります。その律法に

従順であれば，祝福を授けられます。しかし，不従順で

あれば，苦しみと罰を受けることになります。
たまもの

2．人は皆，善悪を自由に選択できるという神聖な賜物を

持っています◎人は何を，どこで，どのように礼拝する

かを，自分で判断することができます。しかし，日の栄

えの律法を学び，それに従わなければ，昇栄することは

できません。
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とを許されました（アブラハム3：26参照)。そして一人一

人が，いつ，どの地に生まれるかを定められたのです（申

命32：8；使徒17:26参照)。預言者となるように予任され

た人々もいました（アルマ13:7-9;アブラハム3:23参

照。Teachings,365も参照)｡」(TheP/aya''dthePlan,3｡

｢聖句ガイド』「天での戦い」の項,179ページも参照）

ことを信仰だけで選択していかなければなりません。それ

でもわたしたちには，自分たちの前世における生活と，不

死不滅の両親の子供であることを知らせる，静かにささや

く声があります。

皆さんは生まれたときには汚れのない存在でした。なぜ

なら「人の霊は皆，初めに罪がなかった」からです（教義

と聖約93：38)。また，皆さんには生まれながらにして善悪

の観念があります。なぜなら，モルモン書の聖句に，『人は

善悪をわきまえることを十分に教えられている』（2ニーフ

ァイ2：5）と記されているからです。……

もし皆さんが第2幕において，平安無事と無上の喜びだ

けを見いだそうとするなら，必ずざせつを味わうことでし

ょう。また，今起きていることの意味も，世の中が今のよ

うな状態であることを許されている理由も．ほとんど理解

できないでしょう。

このことを忘れないでください。『そしていつまでも幸せ

に暮らしました』という言葉が，第2幕に書かれることは

決してありません。この言葉は，すべての謎が解き明かさ

れ，すべてのことが望ましい状態になる第3幕に来るもの

です。……

この壮大なドラマの全容を把握するようになるまでは，

人々の中にある様々な不公平な状況を理解することはあま

りできないでしょう。ほんとうに何もないような状況で生

まれている人がいる一方で，非常に恵まれた環境の下に生

まれてくる人もいます。貧困や心身の障害，苦しみや悲し

みの中に生まれてくる人たちがいます。あまりにも早い死

を経験する人もいます。あどけない子供が命を落とすこと

さえあります。情け容赦のない自然の猛威や，人間同士の

残忍な行いもあります。最近わたしたちは，そのようなこ

とをよく目にしています。

神はこれらを勝手気ままに行っておられると考えてはな

りません。神御自身の目的において許しておられるのです。

そのすべての計画と目的を知るときに，あなたはこれらの

ことも愛に満ちた御父を明らかに示すものであることが分

かるでしょう。

この偉大な劇，長い時の流れを描くドラマの脚本と言え

るものがあります。……

皆さんすでに御存じだと思いますが、その脚本とは聖典，

神の啓示です。これを読んでください。研究してください。
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物質的なものの創造

ｌ
ｌ
４
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ｆ
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｄ
□
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
、
Ｐ
ｊ
ｌ
Ⅱ
日
日
ｊ
川
Ⅲ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｊ
Ｉ
Ｉ
も
Ｉ
Ｊ
ｌ
ｌ
■
Ⅱ
Ⅱ
■
１
１
１
１
１
１
Ⅱ
’
１
１
１
１
■
日
日
Ⅱ
■
４
０
●
Ｉ
・
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ｂ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
１
４
‐
Ⅱ
川
１
１
画
’
二
■
■
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｊ
，
！
‐
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ト
ト
ト
‐
ｌ
‐
・

川
叫
呵
‐
４
１
■
■
９
ｌ
９
４
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
１
Ｉ
ｆ
Ｉ
１
ｌ
ｊ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
１
１
１
１
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｄ
Ｉ
Ｂ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
‐
■
‐
・
’
１
、
‐
沢
１
４
’
１
、
Ⅱ
叩
１
１
‐
Ⅱ
川
口
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
‐
ｊ
Ｐ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
６
Ⅱ
Ｉ
‐
白
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
ｒ
‐
ｒ
‐
’
’
’
’
’
１
‐
１
１
ｌ
‐

天と地とその上にある万物の物質的な創造は，わたした

ちが神に似た者となるために，欠かすことのできないもう

一つのステップである（モーセl:33-39;アブラハム3:

24-26参照)。神が地球を創造されたとき，それは「非常に

良かった」（モーセ2:31)。そして，美しく豊かな場所だ

った（創世1－2章；モーセ2章；3：7－25；アブラハム

4－5章参照･教義と聖約59:16-20;『旧約聖書：創世一

サムエル下』11-23も参照)。

ボイド･K･パッカー会長は次のように教えている。「こ

うして地球が創造されました（アブラハム5：4参照)。ア

ダムとエバは，このパラダイスの状態の中に置かれた最初

の男と女でした（モーセl:34;3:7;4:26;6:3-10,

22，59参照)。二人は永遠の結婚のきずなで結ばれ，戒めを

授けられました（モーセ3：23-25参照)。彼らはまったく

汚れのない状態で，罪を知りませんでした（2ニーファイ

2：23参照)｡」(ThePlayandtheP/an,3)

八

Ｊ
１
、

堕落と死すべき状態 A，

アダムとエバの堕落は，偉大な幸福の計画の次のステッ，

プである。堕落は霊の死と肉体の死を含めて，死すべき状I

態をもたらした（2ニーファイ2:19-25;アルマ42:1-f

10参照)｡地上における死すべき世の生活は，神に似た者と4

なるうえで必要不可欠なものであった。それはわたしたち；

に肉体を得させ，神の勧告とサタンの誘惑のどちらに従う由

か選択することにより．成長と学習を続ける機会をもたらi

している（アルマ42:1-12;教義と聖約29:36-43;モー｛

セ5:9-12参照)｡わたしたちは自らの選択を通して，自t

分自身が忠実な者であることを「試〔す〕」のである（アブ：

ラハム3：25参照。『旧約聖書：創世一サムエル下』26－30』

も参照)。

ボイド･K・パッカー会長は，人間の永遠の存在を3幕1

の劇にたとえた話(12ページ参照）の中で，わたしたちのi

死すべき状態について，次のような勧告を与えている。

「この永遠の計画の中で，わたしたちの前世すなわち第’

1幕の記憶は幕で覆われています。第2幕の開始とともに｜

現世に来たわたしたちには，第1幕の記憶がないのですかi

ら，今行われていることがなかなか理解できないとしても，；

少しも不思議ではありません。

記憶がないことによって，わたしたちはまったく白紙の｜

状態からスタートすることができます｡それは試しとしてi

理想的な状況です。わたしたち一人一人の選択の自由を保》

障し，自由に選択ができるようにしているのです．多くのI

Al

’

－
１
１

’
1

1

聖典は真理を伝えるものです。皆さんは聖典を通して，3

幕のすべてについて十分に学び，人生の中で忍耐と導きを

得ることができます。聖典は次のことを明らかにしていま
みたま

す。『あなたがたも初めに父とともにおり，御霊すなわち真

理の御霊であった。

真理とは，現在あるとおりの，過去にあったとおりの，

また未来にあるとおりの，物事についての知識である。』

(教義と聖約93：23-24）
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A

A

A

A

A

A

A

それが，

theP/an,

第1幕，第2幕，第3幕です.」(TheP/ayandi墓を超える命
2）

教会の使命と，福音の原則と儀式

アダムとエバの堕落は失敗でもなければ，思いがけない

出来事でもない。もし二人が死すべき状態になることを選

択しなかったら，彼ら自身だけでなく，天の御父のほかの

子供たちも，成長して神に似た者となることができなかっ

た（2ニーファイ2：22-25参照)。堕落はこの計画に欠か

せない要素だったが，幾つか望ましくない結果ももたらし

た。そしてわたしたちはその影響から救い研される必要が

ある（『旧約聖書：創世一サムエル下』の創世3:19に関す

る注解，29参照)。

イエス・キリストの福音は全人類に，堕落から救われ，

神の御前に戻るための道を示している（2ニーフアイ31:

10-21;モーサヤ3:19;アルマ7:14-16:3ニーフアイ

27:13-22;信仰箇条l:4参照。『旧約聖書：創世一サム

エル下』の創世4:lに関する注解,39-40も参照)。この
しょくざい

計画に従うことを拒み，キリストの續罪を受け入れないな
あがな

ら，わたしたちは罪を蹟われて完全になることはできない

(モーサヤ2:36-39;4:1-12;アルマll:40-41;教義

と聖約29：43-44参照)。

どの神権時代においても．地上の神の子供たちに福音を

教えるために，預言者が遣わされてきた。世の人々に福音
あが象

を宣言し、聖徒たちを完全な者とし，死者を贈うことによ

ってすべての人々をキリストのもとへ導くために．この終

わりの時にイエス・キリストの教会が設立された（アモス

3：7；エペソ4:11-15;教義と聖約1:4-23;138章：信

仰箇条l:5-6参照)。

しょくざい

鱈罪

アダムの堕落があったために，わたしたちは皆死（肉体

の死）を受け，神の前から絶たれ（霊の死)，自分自身の力

では神のもとへ戻れなくなり，苦しみ，罪，悲しみの世界
しょくざい

に住んでいる｡しかし，キリストの蹟罪によってすべての

人が復活し，不死不滅の肉体を受け，肉体の死を克服でき

るようになった。また，わたしたちは贈罪を通して，自分

自身の罪を清められ，堕落した状態から神に似た者へと変

わっていくことができる（2ニーファイ2:5-10;9:4-

14,19-27;アルマ7:11-13;12:32-34;34:8-16;

42:11-28:教義と聖約19:16-19;信仰箇条l:3参照。

｢天上の会議と天での戦い」13ページも参照)･
あがな

通常の人間には，復活をもたらしたり，全人類の罪を蹟

ったりすることはできるものではない。それができるのは、

死に打ち勝つ力を持ち，罪のない生き方がもたらす力を持

っている御方だけだった｡それには，神の犠牲が必要であ

った（ヨハネ10:17-18;アルマ34:9-14;教義と聖約

45：4参照)｡

霊界

肉体の死とは，肉体と霊が分離することである。天の御

父の子供たちが死ぬと，例外なく，その霊は霊界へ行って

復活の時を待つ。霊界では，福音を受け入れて戒めに従っ

た人々と，そうしなかった人々は分けられている。ポイ

ド･K・パッカー会長は次のように説明している。「そこは，

義人にとっては幸福な場所であり，パラダイスです｡しか

し，邪悪な人々にとっては，惨めな場所です（2ニーファ

/f9:10-16;アルマ40:7-14参照)◎どちらの状態の

人々も学び続け，また，自分の行いに対しては責任を求め

られます（教義と聖約138:10-22参照)｡｣(ThePlayand

theP/an,3)霊界に関するさらに詳細な情報については，

教義と聖約138章を参照する。教義と聖約138章は，ジョセ

フ･F･スミス大管長が受けた，霊界での働きに関する驚

くべき示現の説明である。

｜裁き

I御父がその計画iを示し，地球の創造を提案されたのには，

御自身の子供たちを「試し｣，彼らが戒めを守るかどうかを

|｜見るという目的があった（アブラハム3：25参照)。わたし

Iたちは預言者ジョセフ・スミスを通して，人は行いだけで

≦はなく、心の中で思うことによっても裁かれるということ

｜を示されている（アルマ41:3-6;教義と聖約l37:9参

||｜照)。

＆裁きと復活には密接な関係があり，最終的な裁きのある

1部分は，わたしたちが復活するときに起こる。滅びの子を

;'除いて，すべての人は完全な体を持って復活する。ただし，

』その栄光は人によって様々である｡すべての人が，自分が

I』受け継ぐ王国，すなわち，日の栄え，月の栄え，星の栄え

|｜の王国のいずれかにふさわしい体で復活するのである。減

・ぴの子も復活はするが，彼らはどの段階の栄光も授けられ
〈らやみ

j!ない。外の暗闇に追放されるのである(1コリント15:35,

{39-42;教義と聖約88:28-32参照)。

ボイド･K･パッカー会長は次のように話している．

「すべてのことが平等に取り扱われた後に．裁きが下さ

｛れます（モーサヤ3:18参照;Teacllmgs，218-219も参

｜照)。一人一人が，それぞれの順番に従って復活します(1

1コリント15:21-23参照)。しかし，どのような栄光を受け

iるかは，御父の計画に定められた律法と儀式に対する従順

十の度合いによって決まります(lコリント15:40-42参照)。

||I悔い改めを通して清くなった人々は，永遠の命を授けら

｜れて神の御前へ戻ることができます。彼らは榊の相続人

'1であって，．．…･キリストと共同の相続人』として昇栄する

IIのです（ローマ8:17．教義と聖約76:94-95;84:35;

ll32:19-20;Teachings,374も参照)。

この計画を知らずに現世の生涯を送る人々のための用意

I|もなされています。『律法がないところには罰がない。また

秘



識蕊蕊蕊蕊溌 麓
（ヨブ19:25-27;エゼキエル37:12-14;アルマll:

しょくざい

42-45参照)･蹟罪を通して，わたしたちは自らの罪か

ら清められ，神に似た者となることができる（イザヤ

l:18;モーサヤ3:19;モロナイ10:32-33参照)。

・イエス・キリストは，どの神権時代においても，地上の

神の子供たちに福音を伝えるために預言者を遣わしてこ

られた。キリストのもとへ来て，神の幸福の計画にあず

かるようすべての人々を招くために，この末日にイエ

ス・キリストの教会が設立された（アモス3：7；アルマ

12:32-34;教義と聖約1:1-14参照)。

しょくざい

罰のないところには罪の宣告もない。……それは蹟罪のゆ

えである。彼らはイスラエルの聖者の力によって救われて

いるからである｡｣(2ニーファイ9:25)
あがな

この神聖な死者の贈いの業がなければ，御父の計画は不

完全なものであり，まったく不公平なものとなってしまい

ます。エンダウメントや結び固めなどの神殿の儀式を受け

るには備えなければなりませんが，それらはすべて備える

だけの価値があります、神殿の儀式を受けるふさわしさを

失うようなことは一切しないでください。さもないと，こ

の永遠のドラマの第3幕では低い栄光を受け継ぐ、ことにな

るでしょう｡」(ThePlayandti'eP/an,3-4)
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教え方の提案

｢｢旧約聖書」ビデオプレゼンテーション」4「救いの計画」

③爵期蝋蹄,鰯豐憧f編
参照)。このビデオは，前世と来世について簡単に触れてい

るだけなので，クラスの話し合いでは用いない。

注意：ボイド．K・パッカー会長は次のように警告してい

ます。「ノーブーを離れる聖徒の中には，指導者が定めた荷

物の量に従えない者もいました。彼らは後に苦しむことに

なりました。皆さんも同じように，あまりにも多くのもの

を〔救いの計画の〕全体像に盛り込もうとします。すべて

を教えられないため残念に思うのです。手車を押した開拓

者たちは，約32キログラムまでしか荷を積むことを許され

ませんでした。全体像も同じことです(TheGreatPﾉanof

Happiness,2-3)。旧約聖書の多くの場面を通じて，救い

の計画の主要素について教えます。創世記，モーセ害，ア

ブラハム書の最初の数章を教える次の数週間は特にそうで
しょくざい

す。各耆では，創造や堕落，そして蹟罪について実に詳し

く学びます。これらの害で学ぶ内容に事前に目を通してお

くとよいでしょう。全体像で教えたことをただ繰り返すだ

けでなく，さらに多くを学べるようにするためです。

復活

義人であるかないかを問わず，この地上に生を受けた人

はだれでも，不死不滅の肉体を持っていつか復活すること
しょくざい たまもの

になる。これはキリストの蹟罪によってもたらされる賜物

である(1コリント15:19-22;2ニーファイ9:6-15,

19-22参照)。すべての人が同時に復活するのではない。

｢各自はそれぞれの順序に従わねばならない｡｣(1コリント

15:23．モーサヤ15:20-26:アルマ40:1-2;教義と聖

約76:15-17も参照)｡
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・天の御父は栄光に満ちた完全な御方である。また日の栄

えの状態にあり，満ちみちる喜びを得た御方である（モ

ーサヤ4：9；3ニーフアイ28:10参照)。

・わたしたちはこの地上に来る前，天の御父とともに住ん

でいた。わたしたちは天の御父の霊の子供である。御父

はわたしたちに，御自身と同じようになることによって，

御自分が持っておられるのと同じ喜びを得るように望ん

でおられる（エレミヤl:5;ローマ8:16:へブル12:

9参照)。

・神と同じようになるためには，復活した栄光に輝く体を

持ち，神の属性を身に付けるために成長していかなけれ

ばならない（ヨブ19:26:3ニーファイ27:27;教義と

聖約130:22参照)。

・地上における死すべき生涯は，わたしたちが神の属性を

得られるように定められたものである。この世の生涯は．

肉体を得，神の勧告に従うか，それともサタンの誘惑に

乗るか，そのどちらかを自由に選択することによって，

神の属性を身に付けるための教えを学ぶ機会を与えてい

る（創世2:16-17:2ニーファイ2:25-27:アルマ

34：32-34参照)。

・地球の創造とアダムの堕落により，霊と肉体の死，また

苦しみ，痛み，悲しみの存在する枇界を含む，死すべき

状態という必要条件がもたらされた（創世2：17；3：

6－7；2ニーフアイ2:15-25参照)。
しょくざい

・キリストの蹟罪は復活をもたらし，それによってすべて

の人がその体に不死をまとうことができるようになる

1

へ

n

1

救いの計画の全体像：提案1(90-120分）

生徒たちが救いの計画（幸福の計画）を視覚化して理解

できるようにする。そのために以下のことをする。教室の

片側の壁からもう一方の壁に糸を張る。その糸にペーパー

クリップを一つ下げる。ペーパークリップは糸の上を自由

に移動できるようにする。白い紙と透明なビニールで，そ

れぞれ人の形に切り抜いたものを同様に作る。この二つは

ペーパークリップにつけて用いる。

糸はわたしたちの人生の流れを表し，糸の両端はそれぞ

れ過去と未来を表していることを説明する。ペーパークリ

ップは英知を象徴し，透明のビニールの人形は人間の霊体，

白い紙の人形は肉体を象徴している。前世という過去から

来世という未来への時の流れの中での人の成長を説明しな

がらペーパークリップを糸の上で移動させ，人形をつける。

死について話し合うときには，紙の人形からペーパークリ

ップとビニールの人形を外す。幸福の計画について教えな

がら．次のセクションに提案されているような質問をする。

八
二一一仁.一

4

１
１ 八

八

、



i&・ 歩．柵のi謝瑚

『
暉
客
中
依

また必要に応じて，冒頭の情報も活用する。通常，生徒た

ちは提案されている参照聖句を調べることによって，でき

るかぎり多くの答えを自分で見つけるようにするのが望ま

しい。

しょくざい

「續罪」15ページ参照）

・エホバ（神，イエス・キリストでもあられる）は地上に

来て，死すべき体をお受けになる必要がありました。な
，しょくざい

ぜでしょうか（｢贈罪」15ページ参照)。

・人はこの世の中で非常に多くの誘惑に直面します。どう

したら自分の性質を変え，悪に抵抗することができるで

しょうか(1ニーファイ2:16;モーサヤ3:19;4:

1-3;5:1-2;エテル12:27参照)。

A

A

前世

・わたしたちの命は，どこで始まり，どこで終わるのでし

ょうか（教義と聖約93：29；「霊の創造」13ページ参照)。

命の流れは，実際には教室の壁の向こう側まで広がり，

両方向に永遠に続いていることを説明する。わたしたち

の命には始めも終わりもない。

・皆さんは天の御父についてどのようなことを知っていま

すか。地上に生まれる前に天の御父とともに暮らしたこ

とについてはどうでしょうか（｢前世」13ページ参照)。

・神の霊の子供であるとは．どのような意味でしょうか。

霊の子供であった以前はどのような状態だったのでしょ

うか（｢前世」および「霊の創造」13ページ参照)。英知

から霊となったことを説明するために，ビニールの人形

をペーパークリップで挟む。

・前世において，人は天の御父とともに住み，不死の状態

にありました。なぜそこにとどまっていなかったのでし

ょうか（｢選択の自由」および「天上の会議と天での戦

い」13ページ参照)。

・天の御父の計画と，ルシフェルがその代わりに出した案

にはどのような違いがあるでしょうか（モーセ4:1-

4；「天上の会議と天での戦い」13ページ参照)･

･神は，ルシフェルとその従う者たちに，御自身に背き．

天での戦いを始めることを意のままになさいました。神

がそれほどまでに選択の自由を尊ばれたのはなぜだと思

いますか（｢選択の自由」13ページ参照)。

糺
財
、
呵
梛
｝

： 来世

i・肉体の死と霊の死の違いは何でしょうか。人はその二つ

きの死から，どのようにして救われるでしょうか（2ニー

iフアイ9：6－23；アルマ40:11-14;教義と聖約29:
しょくざい

140-44；「教会の使命と，福音の原則と儀式｣，「贈罪｣，
：および「霊界」15ページ参照)｡

i・霊界はどのような場所でしょうか｡わたしたちは霊界で
！何をするのでしょうか（アルマ40:11-14:教義と聖約

;138:11-37;「霊界」15ページ参照)。

：。わたしたちはいつ裁きを受けるのでしょうか。裁きは一

！度だけではないのでしょうか（｢裁き」15ページ参照)。

;・わたしたちは何を基に裁かれるのでしょうか。皆が同じ

；基準で裁かれるのでしょうか（モーサヤ2:36-41;ア

：ルマ41:3-7;教義と聖約82:3;「裁き」15ページ参

；照)。

i・この世にいる問に福音を聞く機会がなかった人々は，ど

‘うなるのでしょうか（教義と聖約138:1-37;「裁き」

;l5ページ参照)。

；・わたしたちは復活するとき，どのような状態になるので

：しようか（アルマll:42-45;「裁き」および「復活」

;15-16ページ参照)。

1．わたしたちの最終目標は何でしょうか。「偉大な幸福の

：計画」に従うなら，どうなることができるのでしょうか

：（教義と聖約76：50-70参照)。

；・天の御父は，死すべき世での経験なしに，わたしたちを

I神々にすることはおできにならなかったのでしょうか

；（アルマ34：32-34参照)。

；レッスンで学んでいる事柄が，天の御父の計画にどう対

；応しているか理解できるように，糸は張ったままにしてお

；き，必要に応じて説明や話し合いの中で用いるとよい。

i主が「すべきこと」と「してはならないこと」を定めて

ゞおられる理由を理解するのに、救いの計画に対する知識が

；どう役に立つか，生徒たちに質問する。地元の若者にとつ

；て守りにくい戒め（誠実さや徳高いこと。または安息日を
i守ることなど）を選ぶ。幸福の計画を理解するときに，こ

きれらの戒めを守ることが理にかなって見えるのはなぜか尋

；ねる。
あかし

i幸福の計画のすばらしさについて証する。わたしたちが
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現世
くちやみ

・サタンは最終的に外の暗闇に追い出されてしまいます。

にもかかわらず，神はルシフェルとその従う者たちが地

上に来て．わたしたちを誘惑するのをそのままにしてお

られます。なぜでしょうか（教義と聖約29：39参照)。

oこの地上に来て肉体を受けることは，どうして必要だっ

たのでしょうか（モーセl:33-39;「天上の会議と天

での戦い」および「物質的なものの創造」13-14ページ

参照)。

。どうしてアダムとエバの堕落が必要だったのでしょう

か◎アダムとエバが背いたため，どのような変化が起こ

ったでしょうか（2ニーファイ2:19-25;「堕落と死

すべき状態」14ページ参照)。

・苦痛や悲しみ，死を経験するために地球が必要であった

なら，神が初めに地球を楽園の状態にされたのはなぜで

しょうか（｢堕落と死すべき状態」14ページ参照)･
あがな

・計画を成し遂げるために蹟い主が必要だったのはなぜで

しょうか（｢天上の会議と天での戦い」13ページおよび

1114【
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この地上にいる理由や，みもとへ戻れるよう主がしてくだ

さったことを心に留めることがなぜ大切なのか証する。
A,

訂ひ）右攪

救いの計画の全体像：提案2(90-100分）

救いの計画について教えるときに，下記のような図を用

いるとよい。これは救いの計画を視覚的に教えるうえでは

良い方法であるが，時間的な経過を追いながら教えるとい

う点では，提案lの方法には及ばない。
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生徒たちに橋のイラストを見せ，次の質問をする。「橋に

はどのような役割がありますか｡」（橋があることで，谷間

など道路のないところを渡ることができる｡）生徒たちと一

緒にアブラハム3：22を読み，この地上に来る前にわたし

たちはどこにいたかを説明する。次にモーセl:39を読み，

天の御父はわたしたちをどこへ導こうとしておられるか理

解できるようにする（｢不死不滅」とは，復活して永遠に生

きることを意味する。「永遠の命」とは，神とともに住み，

神に似た者になることを意味する。「前世」および「霊の創

造」13ページ；「選択の自由」13ページ参照）橋の左端に

｢全人類」と書く。右端には「永遠の命」と書く。

以下の質問をする。

・神の前で暮らしていたにもかかわらず．前世を離れたの

はなぜでしょうか。

・神の霊の子供として神とともに住んでいたとき，人と天

の御父の間には，どんな「谷間」（違い）があったでし

ょうか。

わたしたちは神の霊の子供として天の御父とともに住ん

でいたが，神に似ていない点が多くあった。生徒たちがそ

のことを理解できるように助ける（3ニーファイ12:48:

教義と聖約76:70;88:41:130:22:「前世」13ページ参

照)。

橋を支える柱（橋脚）は，人が神に似た者となれるよう

助けるために天の御父がしてくださったことを表している。

また，柱の上に架け渡されている部分（橋りょう）は，人

に求められている事柄を表している。アブラハム3：24-

27を生徒が読み，天の御父がわたしたちのために何をして

くださったかを考える。次に．なぜそれが必要だったのか

について話し合う（｢選択の自由｣，「天上の会議と天での戦

い」および「物質的なものの創造」13-14ページ参照)・最

初の柱に「創造」と書く。

‐
Ⅵ
Ｉ
Ｆ
侭
・
喧
冒
■
Ｆ
ｖ
、
Ｌ
Ⅲ
０
二
Ｇ
ｐ
４
１

八

黒板にこの図を描きながら，提案lに挙げられているよ

うな質問をする（または配付資料として渡してもよい)。そ

して救いの計画のそれぞれの要素について話し合う。救い

の計画の中でのわたしたちの進歩を示すために，矢印を描

き加えていく。生徒たちは提案されている参照聖句の内容

を調べることによって，できるかぎり質問の答えを見いだ

すようにする。この図を教室に掲示し，1年を通してレッ

スンの中で使えるようにしておくとよい。

（

八

I

救いの計画の全体像：提案B(60-70分）

死すべき状態（現世）の重要性を強調し，救いの計画の
ひゆ

全体像を簡潔に示す効果的な方法は，橋の比嶮を用いるこ

とである。下記にあるような橋のイラストを（黒板か大き

な紙に）描く。最初は文字を書かないでおく。一緒に聖句

を学びながら，生徒たちが救いの計画の各要素を理解して

いくのに応じて書き込んでいく。

八

八

八

⑬
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亨塞琴皇

鰯
しょくざい

ヒラマン14:15－17を生徒が読む。贈罪がもたらす祝福

の中で，どういう生き方をしたかにかかわりなく、すべて

の人に与えられる恵みには，どのようなものがあるか考え

る（復活すること，および裁きを受けるために神のもとへ

戻されること)。ほかに，熱心に求める人だけに授けられる

祝福もある。信仰箇条l:3-4を生徒が読み，わたしたち
ゆる

が罪の赦しを受けて完全な者となるためになすべきことの

中で，神から第一に求められている事柄を挙げる（｢教会の

使命と，福音の原則と儀式」15ページも参照)。

図の中に説明を書き加える活動をここで終える。次のよ

うに尋ねる。「救いの計画を理解することは、何かをするよ

うに，また，しないようにという戒めが与えられる理由を

理解するうえで，どのように役立つでしょうか｡」地元の若

人にとって守るのが難しいと思われる戒めを幾つか挙げる。

神がこれらの戒めを与えられている理由について，救いの

計画からどのようなことが学べるか話し合う。

「裁き」（15ページ）の中のボイド･K･パツカー会長の

言葉を生徒たちに読み聞かせ、天の御父が御自分の子供た

ちのために備えられた「偉大な幸福の計画」について教師

ｆ
宵
背
和
盤
弛
囹
う
噌
削

2番目の柱は何を表していると思うか尋ねる。物質的な

ものの創造の後で，わたしたちがさらに神と似た者となる

ために．何が起こらなければならなかったのでしょうか

(2ニーフアイ2：22－25；「堕落と死すべき状態」l4ペー

ジ参照)。2番目の柱に「堕落」と書き，堕落によって変化

が起こり，罪と死がこの世に入り込んで来たことを簡単に

説明する。

すべての事物が堕落したままの状態にとどまっていたと

したら，わたしたちは物質的に，また霊的にどうなってい

たか尋ねる。2ニーファイ9:6-10を読む。わたしたちが

堕落の結果を克服できるように神がしてくださったことに
しょくざい

ついて話し合う（｢蹟罪」15ページ参照)。3番目の柱が何

を表しているか生徒に聞く。その後，3番目の柱に「イエ

ス・キリストの晴罪」と書き加える。次の質問をする。「イ
あがな

エス・キリストは，わたしたちを各自の罪から贈うと約束

されました。この計画が一人一人に当てはまるようにする

ために,わたしたちに課せられている責任は何でしょうか｡」
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それが終わったら，預言者アブラハムがこの質問に関連

して非常に重要な答えを受けたことを指摘する。アブラハ

ム3：22-28を読ませ，黒板にある質問への答えとして，ど

の節にどのような答えが記されているか調べさせるo答え

を質問の下に書く。

以下の質問をする。

●アブラハムの経験についてどう感じますか。

●この啓示を通して得た知識は，アブラハムの生活にどの

ような影響を与えましたか。

・自分が天上の会議に出席していたという知識は，この世

でいろいろな決定を下すときにどのような影響を与える

と思いますか。

エズラ．タフト･ベンソン大管長は次のように語っている。

｢人生における大いなる試しは、神に従うことです。」（『聖

徒の道』1988年6月号,4参照）ベンソン大管長の言葉を

黒板に書き出し．少しだけ時間を与えてこの言葉を暗唱さ

せる。ポスターにしてクラスに掲示してもよい。以下のこ

とを理解できるよう助ける。「アブラハムは特別な使命を果

たすよう予任されていたが（アブラハム3：23参照)，それ

だけでなく，この世においても従順さを通して自らのふさ

わしさを『証明する」必要があった｡」（25節参照）

ベンソン大管長の以下の言葉を読む。
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エホバはアブラハムに，エジプトに行って福音を教える

ように命じられた。アブラハムがエジプトに到着する前に

(アブラハム3:15),主はアブラハム吉3－5章に含まれて

いる真理をアブラハムにお教えになった。

望F

鐘斗誕！

託、‘鋸'

学び取るべき重要な福音の原則

・人の霊は永遠である。霊は天の御父によって組織され、

地上に生を受ける前は御父とともに生活していた（アブ

ラハム3:18-23参照)。

・イエス・キリストは英知すなわち「光と真理」（教義と

聖約93：36）において御父のほかの霊の子供たちより優

れており，「神のような者」であった（アブラハム3：24．

19,22-24節も参照)。

・イエス・キリストは．御父の計画に同意して地球に来る
あがな

ことになった霊の子供たちの救い主となり11問い主となる

よう選ばれた（アブラハム3：24-28参照)。

・預言者ジョセフ・スミスはこう語った。「世に住む人々

を教え導くために召された者は皆，この世界が存在する

前に，天上の会議でその目的のために聖任されたので

す｡」(Teac/'mgsofthePrOpherJosep/'Smith,365;

アブラハム3：22-23参照。教義と聖約138:55-56も参

照）わたしたちは，この世での召しに忠実であることを

証明しなければならない（アブラハム3：25参照。アル

マ13:3-5,8-10;教義と聖約121:34-40も参照)。
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「約6千年間，神は皆さんを再臨の前の末日に，この

地上に生まれて来るように取っておかれました。過去の

すべての神権時代は背教に流れていきました。でもわた

したちの時代は違います。……神は最後の神権時代のた

めにいちばん強い子供たちを取っておかれました。王国

に勝利をもたらすためです。皆さんはこうした時代に生

まれました｡皆さんは神に会う用意をする世代なのです。

…･･皆さんはこのために,確かに選ばれた人々なのです。

これほと、わずかな||寺間に，これほど多くのことが忠実な

人々に求められている時代は，これまでありませんでし

た。……わたしたちは毎日，どなたを支持するかを示す

決定をしなくてはなりません。結末は|ﾘl確です。最後に

は必ず義の軍勢が勝利を収めるのです。問題は，わたし

たちが現在，そして将来，佃|人としてどちらの側に立つ

のか，そしてどれほど雄々しく戦うかということです。

末日に果たすべき予任された使命を忠実に達成しようで

はありませんか｡」（マービン･J･アシュトン長老によ

る引用。「聖徒の道」1990年1月号,38参照）
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教え方の提案

鐵疎蝉壺2百器,擦孟雲:ぜ至副
るかを知れば，試練に堪える力が増し，人生に喜びを見い

だすことができる。(35-40分）

注意：前世については救いの計画を教えたときにも説明し

たが，アブラハム書の一部として，また特にマスター聖句

として，ここでさらに詳しく扱うべきである。以下の活動

は，生徒が交流を深めるとともにアブラハム3章について

の学習を促すためのものである。

黒板に「わたしはだれ？」と「なぜここにいるの？」と

書く。この質問に対する答えとして，これらの言葉で始ま

る自己紹介を書かせる。創造的でおもしろい紹介文を書く

ように勧める。最初の質問に対する答えを列挙させる。例

えば，娘，友人，生徒，音楽家，Ⅲ洗い，ローレルクラス

書記などの答えが考えられる。
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’ 自分が何者で，なぜここにいるのかという知識を通して，

誘惑に打ち勝つ強さを身に付けることができる。また，神

に従順になることで忠実さを証明することができる。
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霞てください。そうすれば人生の諸問題に立ち向かう自尊心

と動機づけを与えることができます｡」（『聖徒の道』

1996年1月号,27)(25-30分）

「わたしはだれ？」と黒板に書く。（アブラハム3章を学

んだときに，この質問に何と答えるかすでに話し合ったか

もしれない｡）この質問に対する答え次第で，人生の方向が

左右されるのはなぜか尋ねる。
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モーセ1章に記録されている啓示がモーセに授けられた

時期を正確に特定することはできない。しかし聖典の記述

を考慮すれば，それは燃えるしばの経験（モーセl:17．

出エジプト3:1-22;4:1-17も参照）の後であり，イス

ラエルの子らを奴隷の状態から救うためエジプトに戻る

(モーセ1：25-26参照）前の出来事であったと推察できる。

さらに，モーセ1章に記されている啓示から，創世記を書

いたのはモーセであることが分かる（モーセl:40-41参

照)。この章はいろいろな意味で深い洞察に満ちているが，

中でもモーセが創世記の最初の数章を受けた方法と理由を

明らかにしている点で特に興味深い（モーセl:30参照)。

「人は取るに足りないものである」と黒板に書き，次の

質ゞ問をする。

！・この言葉を聞いてどう思いますか。

i、これは「わたしはだれ?」という質問に対する答えにな
り得ますか。

！。「人は取るに足りないものである」と考える人がいるの
‘はなぜでしょうか。

：モーセ1:9-11を読ませ，モーセが「人は取るに足りな

iいものである」と言ったのはなぜか説明させる。

学モーセl:1-llを読ませ，この聖句が神についてどのよ
1うなことを教えているか列挙させる。列挙したものを普通

；の人間の特徴と比較させる｡次の質問をする。｢ﾓー ｾが
：『人は取るに足りない」と語った理由はこれでしょうか｡」

；モーセ1章で話をされた御方がと．なたであるか理解させ

iる｡モーセ,章でﾓー ｾと話をされた｢主なる神｣はモー
！セを「わたしの子」（4節）と呼んでおられるが，この御方

#はｴﾎバすなわちこの雌に降誕苔れ繍前のｲｴｽキリス
；卜である。これは神が椛能を委譲される際の原則の実例で

；ある。この権能を通してイエス・キリストは，御父の代わ

iりに御父が語っておられるかのように語ることができる。

Iエデンの|童|を追放されたアダムは‘天の御父の前から引

：き離された｡それ以来，イエスキリストは代弁者あるいは
：仲保者として，天の御父と人間との間を取り持っておられ

；る。使徒であるジェームズ･E･タルメージ長老は次のよ

；うに記している。

「聖典に見られる証拠資料を広く考えてみると，永遠

Iの父なる神はこれまでごくまれにしか地上の預言者や啓
；示者たちに現れておられない。しかもそのときは,専ら
iイエス・キリストが真実神の御子であることを証明され
！るときだけであった｡」（『キリスト・イエス」38）
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学び取るべき重要な福音の原則

・神の栄光を受けられるよう聖霊の力によって身を変えら

れなければ，神の臨在に堪えることはできない。この変
へんぼう

化を「変貌」と呼ぶ（モーセl:2,5,9,11,25,31参照)。

・わたしたちは栄光をお受けになった天の御父の子供であ

る（モーセl:3-6)｡

。’日約のエホバであるイエス・キリストの力を信じ,*lllと

わたしたちの関係を心に留め，戒めを守り，祈ることは，

サタンの力と誘惑を退けるのに役立つ（モーセl:12-

22参照。マタイ4:10-11;ヤコブの手紙4:7も参照)。

・聖霊は善と悪を区別するのを容易にしてくださる（モー

セl:13-18参照。教義と聖約93:36-37も参照)。

・神の業と創造の目的は，神の子らが不死不滅と永遠の命

を得ることである（モーセl:30-39)｡

・イエス・キリストは地球と地球に似た無数の世界を造ら

れた（モーセl:32-38参照。モーセ7:30も参照)。

へ
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教え方の提案

沙幽祷|#陦溌悪魂縦J噺
解させることができる（教え方の提案は『｢旧約聖書」ビデ

オガイド」を参照)。ビデオを見せる前に，これは神とお会

いしたモーセの経験をドラマ化したものであることを説明

する。ビデオを見ながら，主がモーセの疑問に何とお答え

になったかに注目し，またその答えがなぜ重要なのか考え

るよう求める。

モーセ1：1－22．モーセの経験は，十二使徒定員会会

員のダリン･H・オークス長老が語った次の言葉を具体的

に例証するものである。オークス長老はこう語った。「若人

の心に，自分は神の子供であるという力強い理念を確立し
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もう一度モーセl:1-llを読ませ，モーセが自分自身に

ついて学んだことに印を付けさせる。次の質問をする。

・神の息子，娘と呼ばれることについてどう思いますか。

・イエス・キリストとの関係から，わたしたちがどのよう

な可能性を持っていることが分かりますか。

わたしたちの可能性について説明するために，大木の種

をクラスに持って来る。種を見せてどのような木になると

思うか尋ねる。どのような木になるかを説明した後で次の
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ように尋ねる。

・この種にはどんな可能性がありますか。

。なぜそれが分かりますか。

・この種は，今は小さくて取るに足りないように見えます。

しかし、その可能性を考えると．この種には計り知れな

い価値があります。この種と11節のモーセの言葉はどん

な関係がありますか。

・この種はどのような点でわたしたち全員と似ていますか。

生徒と一緒にモーセl:12-22を読み，自分が何者であ

り，どのような可能性があるか知ることがいかに大切か理

解させる。そして，この知識がサタンに対するモーセの対

応を左右したことを指摘する。以下の幾つかの質問をする

とよい。

・サタンはモーセのことを何と呼びましたか。

・モーセは何と答えましたか。

・サタンはどれくらいしつこかったですか。

・神に関するモーセの知識は，サタンを退けるのにどう役

立ちましたか｡

このモーセの体験から学んだことを発表させる。
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守る（3ニーフアイ18:1-7参照)｡

次のように尋ねる。「主の教えに従うことによって，生活
みたま

の中で御霊を受けた経験がありますか｡」何人かにその経験

を紹介してもらう。
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I
モーセ1:24-40．人が神に似た者となれるように助け

ることが神の業であり栄光である。この知識により，わた

したちは慰めと平安を受ける。(15-20分）

生徒にどのような仕事に就きたいか尋ねる。また，なぜ

その仕事をしたいのか尋ねる。モーセl:6を読んで，モー

セがどのような仕事に召されたか調べさせる。以下の質問

をする。

・主があなたのために仕事を用意していらっしゃるとした

ら、どんな気持ちがしますか。主はあなたのために仕事

を用意していらっしゃるでしょうか。

●モーセ1:24-26を読んで、モーセがどのような業に召

されたか探してください◎主はあなたのためにどのよう

な業を用意していらっしゃると思いますか。

・自分にどのような業が与えられているか．どうしたら分

かりますか。

・天の御父とイエス・キリスト，そして聖霊の業は何だと

思いますか。

●モーセl:27-29を読んで，神の業についてモーセが何

を見たかを探してくださいニモーセが見たことをあなた

も見たとしたら，どんな質問があると思いますか。

30節を読ませ、モーセが抱いた二つの質問を見つけて印

を付けさせる。次に31-40節を読んで，その質問に対する

主の答えを見つけさせる。

黒板に「不死不滅」と「永遠の命」と書き．それぞれの

意味と両者の違いについて尋ねる。以下のジョセフ・フイ

ールデイング・スミス大管長の言葉を読めば，不死不滅と

永遠の命の違いが分かるだろう。

’

八

’

みたま

モーセ1:1-2B・主の御霊を受けると，容易に善と悪を

区別し，賢明な選択をすることができるようになる。（20-

25分）

できれば教室を薄暗い状態にする。よく似ているが違っ

た色のもの（黒と濃紺の靴下など）を見せ，両者の異なる

点を説明させる。次に教室を明るくして同じことを尋ねるコ

モーセ1:1-18を読ませ，この活動のどこがモーセの経

験と似ているか尋ねる○次の質問をする。「もっと頻繁に
みたま

御霊を受け霊的な体験をすることは、なぜ必要なのでしょ

うか｡」

モーセl:1，5－9,24-28を読ませ，モーセが何を見て

何を学んだか列挙させる。また,ll,14-15節を読ませ､

モーセがそのようなことを見たり学んだりできた理由を見
へんぼう

つけさせる。次のように尋ねる。「変貌することで、モーセ

が容易に善と悪を区別することができるようになったのは

なぜでしょうか｡」

日々聖霊を受けるために何ができるかクラスでリストア

ップする。聖霊を受けることで，個人的な稗示の祝福を受

けて識別の力を高めることができる。聖句の中から答えを
たまもの

探すときは『聖句ガイド』（｢聖霊の賜物」154ページ、およ

び「啓示」93-94ページ）を参照するよう勧める。例えば

次のような答えが考えられる。聖文を研究する（ヒラマン

3：29参照)，悔い改める（アルマ26:21-22参照),実りあ

る人生を送るために標準を守って生活する（教義と聖約

ll:12-14参照),主を第一に生活する（教義と聖約88:
せいさん

67-68参照)，ふさわしい状態で聖餐を受け、聖餐の聖約を

八

１
口

八

「不死不滅と永遠の命は，互いにはっきり異なる別々

のものである。善人と悪人，あるいは冷淡な人であると

を問わず，人は皆，不死不滅を受ける。なぜならあらゆ

る人は死から復活するからである。

永遠の命とはそれに付け加えられるものである。主の
みまえ

戒めを守って主の御前に出る資格のある人以外は，だれ

も永遠の命を受けることはできない。……永遠の命とは

このことである。すなわち御父の御前に住んで，御父か

ら昇栄を受けることである｡」（『救いの教割ブルース．

R･マツコンキー編,全3巻[1954-1956年],第2巻,4-5)

’
｜
’

八
モーセ1：39；2ニーファイ26：23-24を読み，以下の質

問をする。

・神の業と目的を知ることによって，わたしたちの生活は

l
ll

八

②
I



灘，:鱗:：
くめるように地球を創造された。地球は神の計画にとって

不可欠なものであった。聖文には創造の詳細が記されてお

り，創造の過程でイエス・キリストが果たされた役割や創

造のﾈIII聖な目的について教えている。

聖文にある創造の記述は，いつ，またはどのようにし

て地球が創造されたかということについては触れていない

どう変わりますか。

・イエス・キリストがこの地球を創造され，人類の罪のた

めに苦しみ亡くなられたという事実から，人類に対する

イエス・キリストのどのような思いが分かりますか。

・主を信頼し，主がいつもわたしたちにとって最善のこと

を考えてくださっているとの確信を得るうえで，そのよ

へ

~‐

↑
ゞ
》
島
吟
稚
》

篝
《
・
鍔
却
：
、
斗
婁

が，だれが創造主であり，どのような目的で創造したか
あかし

については証している（モーセ1:31-32,39参照)。主は，

地球の創造の詳糸|||が明らかにされる日が来ることを約束し

ておられる（教義と聖約76：5－10;101:32-34参照)。

うな知識はどう役立ちますか。

主を信頼することについて感じていることや信じている

ことを生徒に発表させる。

.i

I

｜学び取るべき重要な福音の原則

■慰扉熟観馬蓋謡ぁ鱸諾碧
に助けることである。(15-20分）

モーセl:39全体を黒板に書き，生徒が暗唱できるよう

助ける。例えばクラス全体で声に出して繰り返し読んでも

よい。何度か繰り返した後で単語を幾つか消して暗唱させ

る。黒板の聖句が全部消え，完全に暗唱できるようになる

までこれを続ける。

聖句を覚えることも大切だが，その意味を理解して生活

に応用することはもっと大切であることを説明する。生徒

になぜこの聖句が真実なのかを尋ねる。単に暗記するだけ

でなくモーセ1:39を深く理解するよう勧める。次のよう

な質問をするとよい。
せいさん

･聖餐のパンと水は何を象徴していますか。

●不死不滅と永遠の命をもたらすためにイエス．キリスト
せいさん

が果たされた役割を理解するうえで，聖餐のパンと水の

象徴はどのように役立ちますか。

●人々に不死不滅と永遠の命をもたらすために，主はわた

したちに何を望んでおられるでしょうか。（例えば，伝

道活動や永遠の結婚が天の御父の業を遂行するうえでい

かに重要か考える｡)

｜・御父の指示の下に。イエスキリスト（ｴﾎバ)が天地
Iを創造された（モーセ2:1参照。教義と聖約38:1-

13；76：23－24；モーセ2:31-33も参照)。

;・地球‘無鋤､暑制遭鬘……い"地球…鬘悔在
Iしていた物質を使って創造された‘創世'章;ﾓーｾ2
1章;ｱブﾗﾊﾑ4章参照)。
|・すべてのftけるものの霊は｡物質として創造される前に
I霊として創造された（創世2：4－5；モーセ3：4－5参
｜照)。

｜･人間の始祖はアダムである。アダムは妻のエバとともに
｜神の形に似せて創造された｡地上のすべての民はアダム
Iとエバの子孫である（創世l:26-27;モーセ2:26-27

i参照)。

|・神'よ『u”うちのlHを典榊…んで神を礼拝す
Iる'三lとして定められた（創世2:1-3;モーセ3:1-3

1参照。出エジプト20:8-11も参照)。

|・時の初めから,仲は人に選択のRII-|を授けられた．それ
Iは自らの意志で行動する自由のことである｡選択の自由

｜を行値して選んだすべてのことには，永遠の作法に基つく結果が伴う（モーセ3:16-17参照◎2ニーファイ2:

|16,27;教義と聖約130:20-21も参照)。
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教え方の提案
創世1＝2章;蒼モーセ2－3章：
アブラハム4－5章蓼， 鯉uⅢ鷲課,馬熟議悪熊ぱ駕

明したものである（教えﾉjの提案は『｢IH約聖書」ビデオガ

イド』を参照)。

創世1：1；モーセ2：1；アブラハム4：1．聖文にある

創造に関する記述は，地球がどのように，またどのぐらし）

前に造られ，その過程にどれだけの年月を要したかとい

った疑問に答えることを目的としてはいない。聖文の目的

は，なぜ地球が創造されたのか，創造主はどなたなのか

という，より重要な疑問に答えることである。(20-25分）

星空の写真か宇宙の概念図を見せる（次に示した図か223

ページの図を参照)。現在解明されている宇宙と地球との|對

係や，宇宙の広大さについて生徒と話し合う。

ゴ寺へ

＊.-

当・,』-,司㈱｛
謁年＝
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3

1

』

はじめに

聖文には創造に関する記述が3か所ある（創世1－2章；

モーセ2－3章；アブラハム4－5章参照。そのほかに神殿

で授けられる説明もある)。このレッスンではおもにモーセ

2－3章を採り上げ，創世1-2章とアブラハム4-5章は必

要に応じて参照する。

愛に満ちた天の御父は，子供たちが不死不滅と永遠の命

を得られるよう，幸福の計画を授けてくださった。そして

霊の子供たちが肉体を得て，試しを受け，神の属性をはぐ
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創世1－2章；モーセ2－3章；アブラハム3－4章｡創造は，

天の御父の計画どおりに秩序正しく行われた。（30-35分）

創造の各段階がどのような順序で行われたか生徒に理解

させるために，生徒川学習ガイドにある創世1章；モーセ

2:lのための活動Aをさせる。創造の順番について話し合

い，活動の中で最も印象深かったものはなにか分かち合っ

てもらう。

モーセ2:10,12,18,21,25,31を読ませる。以下の

質問をする。

・創造の各段階を終えたとき，主はどのように評11iされま

したか。

・創造の業は，主が良しとされるほどすばらしいものでし

た。それは，あなたにとってどんな意味があるでしょう

か。それはなぜですか。

・人類は，天の御父とイエス・キリストによる最高の被造

物です。それについてどう感じますか。

聖書を手に持って見せ，聖書の外形的な特徴（製本，紙，

印字スタイル）と，聖書の内容やそれがわたしたちの人生

にもたらす意義とで，どちらが大切かを尋ねる。聖書の成

り立ちや印lilll,歴史も興味深いが，本当に重要なのはその

メッセージや意味であることを伝える。地球の創造にも同

じことが言えるか尋ねる。

黒板に以下の質問を書く。

・方法は？

・期間は？

o創造主は？

・目的は？

以下の質|川をする。

。以上は創造に関する質問だとします。自分の救いという

面から考えると．最も重要なのはどの質問ですか。重要

度の高いものから順に並べてください。なぜそのように

並べましたか。

●モーセl:39を読む。神が地球を創造された目的は何で

すか。

地球の創造については，まだ分からないことや理解の及

ばないことが多い（教義と聖約101:32-33参照)。しかし，

創造に関する聖文の記述は，幾つかの最も重要な疑問に答

えてくれる。

使徒であったマーク･E･ピーターセン長老のメッセー

ジを読み，その問いかけにどう答えるか話し合う。

'11径400億光年
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太陽系
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太賜の光は5時|川あまりで冥王星に到達
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地球

直径12.756キロメートル

太'場から0.000016光年の距離

、“職饗雛偽魯

､繊 ’
2㈹ピース程度のパズルを持参して見せ，宇宙全体と比較する

とそのパズルがどれほど単純で簡単かを考えさせる。パズルの

入った箱を振ったりパズルを床に落としたりするだけでパズル

をうまく組み合わせることができるか試させる。次は，もっと

一生懸命に振ったり放ったりすればパズルが自然に組み合わさ

るかどうか試させる。次のように尋ねる。「パズルのような単

純なものでさえも自然には組み合わさらないとすれば，地球や

宇宙のような途方もない広がりを見せる場所を組織する場合は

どうでしょうか｡」この活動から，物質を組み立てる創造主や

創造を手助けする者の必要性について何が分かるか話し合う。

ﾓｰｾ2:1とｱブﾗﾊﾑ4:lを読ませ，これらの聖句か

ら，創造について何が分かるか調べさせる。創造について述

べているモーセ2－4章とアブラハム4－5章で「神」という

言葉が何回使われているかすばやく数えさせる。なぜ「#'l1」

という言葉が何度も使われ強調されていると思うか尋ねる。

エホバ（イエス・キリスト）が創造主であるという重要な

真理を強調するために，以下の活動を幾つか行ってもよい。

。「天のお父様の愛」（｢子供の歌集』16ページ）を歌い，

この歌が何を伝えようとしているか話し合う。

・神が生きておられ，愛してくださっていることを思い出

させてくれるものについて考えさせるか，クラスに持参

させる，またはその絵を描かせる。

●アルマ30：43-44とモーセ6：63を読み，自然界の万物

は創造主としてのイエス‘キリストと．わたしたち鋼貴
あかし

い主としての使命をどのように証しているか話し合う。

,へ

へ

「わたしたちはこの地球が自分にとってどういう意義

を持つのか，本当に理解しているでしょうか。なぜ創造

されたのか，目的は何なのか理解しているでしょうか。

地球の起源に偶然性はまったくないことを分かっている

のでしょうか。また，地球の創造が文字通り真実のもの

であり，完壁な神の御業であることを知っているでしょ

うか｡」（｢聖徒の道』1983年7月号,112参照）
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罫!〃1－2識；そ－セ2－3蜜．アブラハム1－5章

創世2:1-S．神は7日のうちの1日を，人々が働きを休

んで神を礼拝する日とされた。(10－15分）

生徒に質問する。

・一週間のうち，ほかの日よりも楽しいのは何曜日ですか。

・その日がほかの日と違うのはどんな点ですか。

●モーセ2:31を読む。エホバは創造の業を終えられたと

き，その業をどう表現されましたか。

●モーセ3:1-3を読む。聖文によると，創造の最後に何

がありましたか◎

･創造の7日目に対する主の扱いは，ほかの6日間とどう

異なっていましたか。

・主はわたしたちがどのように主の模範に従うよう求めて

おられますか。

主が安息日の大切さをシナイ山で再び強調されたことを

説明する◎出エジプト20:8-11;31:13,16-17を読んで，

なぜ安息日を聖なる日として聖く過ごさなければならない

か理解させる。生徒の答えを黒板に書いて話し合う。

主と聖約を交わしたしるしとして，安息日にはどのよう

な意義があるか尋ねる（出エジプト31:13,16参照)。主と

交わした聖約を無視したり軽んじたりするとどうなるか生

徒に尋ねる。

イザヤ58:13-14と教義と聖約59:9-21を読ませ，戒め

に従って安息日を聖<保つことにより与えられる祝福を探

させる。主が聖約の民に約束された祝福を受けることがで

きるよう，戒めをこれまで以上に忠実に守って生活するよ

う生徒を励ます“

掛三喫懸二7爆錺了認皇縦雛菫
れた。(15-20分）

何人かの生徒に，親と似ている点について，特に親から

受け継いだ性格や学んだ特質（身体的な特徴，習慣，癖，
たまもの

価値観，霊の賜物など）について話させる。以下の質問を

する。

●一般的に，子供は成長すると親に似てきますか。

●創世1：26-27を読んでください。わたしたちはどなた

に似せて創造されましたか。

●その御方からどのような性格や資質を受け継ぎました

か。

・天の御父に似せて創造されたという知識は，わたしたち

が成長して神と似た者となるためにどう役立ちますか。

1909年，大管長会は次の声明を出した。
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「すべての男女は，全人類の両親である天の父母にか

たどられており，文字どおり神の息子，娘です｡」（ジェ

ームズ．R・クラーク編,MessagesoftheFirst

PresidencyofTheChurchofJesusChristofLatter-

daySaints,全6巻[1965年-1975年],第4巻,203)
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1995年に，大管長会と十二使徒定員会は次の宣言を発表；

した。
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「すべての人は，男性も女性も，神の形に創造されて

います。人は皆，天の両親から愛されている霊の息子，

娘です。したがって，人は皆，神の属性と神聖な行く末

とを受け継いでいます。そして性別は，人の前世，現世

および永遠の状態と目的にとって必須の特性なのです｡」

(｢家族一世界への宣言」「聖徒の道』1996年6月号,10

参照）

；創世2：15－1フ；モーセB:15-1フ。アダムとエバの

；物語や神の救いの計画における永遠の進歩にとって，選択

1の自由は不可欠な要素である。(15-20分）

；黒板に「自由は無料ではない」と書き，このように尋ねる。

！●この言葉はどのような意味ですか。

！●なぜ自由は無料ではないのですか。

:o無料とはどのような意味ですか。（代価を支払う必要が

：ない｡)

I自由のために支払う代価の例を生徒に挙げさせて、ボイ

Iド･K･パッカー長老の次の話を紹介する。
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1''|，

A

自分が天の御父に似せて創造されたことを知ることは，

自尊心を高めるのにどう役立ちますか。わたしたちが神の

子であり，神に似せて造られたことを示すほかの聖句を見

つけさせる。『聖句ガイド』を使うよう促す。見つけた聖句

を列挙し，その幾つかをマスター聖句の節の隣に書き込む

よう勧める。リストの中から聖句を幾つか選び，友人が天

の御父についてより深く理解するのを助けるため，それら

の聖句をどう用いるか考えさせる。

十二使徒定員会会員であるM･ラッセル・バラード長老

はこう語っている。
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「聖典には「選択の自由」という言葉がありますが，

これは本来，善悪を判断する能力という意味で使わ

れているのです。主はこのように述べておられます。

『それは，すべての人が……裁きの日に自分自身の罪に

対する責任を負うようにするためである｡」（教義と聖

約101:78．強調付加)」（『聖徒の道」1992年7月号,71

参照）
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孔「砂粒から広大な宇宙に至るまで，身の回りのあらゆ

る物に神の創造のしるしを求めるとき，人間はその中で

最も偉大なものであることが分かるようになります。わ

たしたちは神にかたどって造られています｡」（『聖徒の

道」1988年6月号,58参照）
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聖文のどこにも選択の自由は無料であるという記述はな

い。その理由を生徒に尋ねる◎次のことを理解させる。「選

択の自由という嬉物は,わたしたちに自由に選択する力を
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くれる（2ニーフアイ2：27参照)。そのため、しば
講

誇.､． 昼与‐r・
Jへ廷 要点：生徒は境界線から出ないで最初の鉢の果物を好きへ

なだけ食べることができる。または2番目の鉢の果物を1しば選択の自由には代価を私う必要がない との誤解を与
,望1遇j,

2審，垂琴；

繰琴一
'二

i1古|持って境界線か ら川て，次のレッスンのときにクラスのえるが，わたしたちは自由に選択した結果について責任

を負わなければならない｡」（教義と聖約101:78参照）別の

言葉で言えば，わたしたちは年齢や精ｷ'|'的な問題がないか

ぎり，選択に伴う責任と結果を免れることはできない。

創世2章とモーセ3章に，主がアダムとエバに選択の自由

をお与えになったことが書かれていることを説明する。次の

表を書き写す。「食べる」「食べない」の欄は空欄にしておく。

この出来事について学びながら生徒に空欄を埋めさせる。

全員に何かをフ･し ゼントすることができる。こう質問する｡へ

・この例の場合 どのような選択の自由がありますか川
や恥

ず
罰
》
↑

‐
踵
１
Ｊ
七
三
Ｊ
》
・
圭 ・ この例は．アダムとエバの物語とどのような点で似てい

ますか。

アダムが選択の鍵ル
皇."
皇詫．.許

自lllを行使して堕落をもたらし，「人が存

在」（2ニーファイ 2：25）できるようにしてくれたこと

またイエス ストがわたしたちのために贈いの業を成キリ

灘‘
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蟻鶏
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食’
』難1,

'3"” 食蕊な し遂げ，復活と赦しを得られるようにしてくださった（1

コリント15:22参照）ことを生徒に理解させる。

全

灘
霞"

アダムの

選択

・藷",：

蕊
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はじめに

現代の碑示は,神の子供たちの永遠の進歩という観点から，

堕落が適切かつ必要な，計画されたステップであったことを

明らかにしている。旧約聖書は，堕落の過程で何があったか

は説明しているが，堕落の目的やその意義についてはｲi1も語

っていない。その一つの理由は，聖耆から分かりやすくて貴

い多くの部分が取り去られた（1ニーフアイ13:25-29参照）

ことであろう。しかし聖書から取I)去られた教えの多くは，

モルモン書教義と聖約，高価な真珠の中でluI復されている

ため，教会員は堕落の教義を深く理解することができる。

蟇

熱 食べる 食べない

〃の栄えの状態

|剴に残る。死ぬこ

ないが子供をもう

ことはできな↓
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悪
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る
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エデンの団を出て

死すべき体になるが，

神のように1-1の栄え’

状態を'受け継ぐ機会ズ

ーiIl:られる。
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学び取るべき重要な福音の原則モーセ3:9,15-17を読ませ，善悪を知る木の実を食べ

ることについて神がアダムに何と言われたかを探させる。2

ニーファイ2:15-16を読ませてこう尋ねる。

・アダムとエバに選択の自由を与えることはなぜ大切だっ

たのでしょうか。

●2ニーファイ2：22-23を読んでください。アダムとエバ

が禁断の実を食べなかったらどうなっていたと思いますか。

o2ニーファイ2:24-29を読んでください。善悪を知る

木の実を食べるという二人の選択は，わたしたちにどの

ような変化をもたらしましたか。

アダムとエバの選択がわたしたちにとってどのような意義

を持つか説明するために，テーブルの上に果物を盛った鉢を

置く。その鉢の|燐に，食欲をそそるおいしそうな別の果物を

1個だけ入れた鉢を世くo一人の生徒をテーブルの前に立た

せ，その生徒とテーブルの周世|に境界線を引く。最初の鉢の

果物は境界線から外に出ないかぎりいくら食べてもいいが，

2番目の果物は境界線の外に出て食べなければならない。し

かも一度境界線を越えたら二度と中には入れないことを話

す。しかし，2番目の鉢の1113|を境界線の外に出て自分の席

で食べることを選んだ場合は，来週のレッスンのときにクラ

ス全員に何か（果物など）をあげると約束する。

oサタンは，天の御父の幸福の計画を滅ぼそうとして，天

で始めた戦いを地上でも続けている（モーセ4:1-6参

照。黙示12:7-17;教義と聖約76:28-30も参照)｡

・サタンは，主の言栞に耳を傾けない人々の目をくらませ

欺き，人々を奴隷にしようとしている（モーセ4：4参

照。ジヨセフ・スミスーマタイl:37も参照)。

・サタンはエバを欺き，善悪を知る木の実を食べさせよう

と誘惑した。アダムはその実を食べることを選択した。

それは堕落によって「人が存在」し（2ニーファイ2：

25)，救いの計画を押し進める（創世3:1-6;モーセ

4:5-18参照）ためである。

・主はアダムとエバに堕落の結果についてお告げになっ

た。二人を含む全人類は，死すべき人間としてこの地上

で罪や悲しみを経験し，子供をもうけ，働き，死を|床わ

い，神のみもとから離れた生活をする（創世3:16-

24；モーセ4：23－25参照。アルマ42:2-10;モーセ

5:1-4;6:48-49も参照)。

・堕落の結果はアダムとエバにとって益となった。わたし

たちにとって善悪を選ぶことができ，悲しみを経験し，

子供をもうけ，働き，やがて肉体の死をもってこの世を

去るのはよいことである（創世3:16-24参照。モーセ
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5:9-11も参照)。

・夫は，妻と子供を義にかなって管理し，その必要を満た

さなければならない（創世3:16-20;モーセ4:22参

照。エペソ5:22-31も参照)。

●この世での労働と試練は必要なものであり，祝福となり

得る（創肚3:16-19;モーセ4:22-25参照)｡

教え方の提案

抄哩日蜑黒聴聯廷二穂器慨
か理解するのに役立つ（教え方の提案は『｢||｣約聖書」ビデ

オガイド』参照)。

モーセ4:1-S．天で始まった戦いは終わってはいない。

サタンは今もなお，天の御父の計画と御父の子供たちを滅

ぼそうとしている。(5-10分）

黒板に「天での戦い」と書く｡戦争で用いる武器の写真

を見せるか．または黒板に絵を描いて尋ねる。

・天での戦いはどのようなものだったと思いますか。

o戦いの原因は何でしたか（教義と聖約29：36－38；モー

セ4:1-4参照)。

黙示12:7-11を読ませ，だれが戦いに参加していたか調べ

させる。（ミカエルとその使い〔これにはわたしたちも含まれ

る〕対サタンとその使い｡）モーセ4:1-6を読んで尋ねる。

・サタンはどのような方法で天の軍勢の3分の1を味方に

つけましたか。

・神の計画を成就するためのサタンの提案はどのようなも

のでしたか。

・人の選択の自由を奪いながら，サタンが成功する見込み

はあるでしょうか。

サタンが天の御父に提案したことと「愛する子」である

イエスが提案されたことを比較する。次の質問をする。

・このことを知ると，イエス・キリストに対してどのよう

な気持ちを持ちますか。

・サタンとサタンに従った者たちはどうなりましたか。

教義と聖約76：25-30を読み、戦いはまだ終わっていな

いことを生徒に理解させる。戦場が天から地上に変わった

だけで，戦いは続いている。サタンを打ち負かす武器には

どのようなものがあるか生徒に尋ねる（黙示12:ll参照)。

サタンの主たる標的は末日聖徒であることを話す（黙示

12:17参照)。次の質問をする。「サタンは最終的には外の
くらやみ

暗闇に投げ落とされます。それならば，なぜ天の御父はサ

タンとサタンに従う者たちが地上で多くの人々に害を及ぼ

すのをそのままにしておかれるのでしょうか｡」

モーセ4:1-S．反逆したサタンは，人の選択の自由を

滅ぼそうとした。(15-20分）

注意：以下の活動は創世2:15-17とモーセ3:15-17の

教え方の提案（25ページ）に基づいているが，その提案を

用いなかった場合でもなお有効である。

モーセ4:1，3を読み，次のように尋ねる。「聖文には，

サタンが人の選択の自由を滅ぼすために何をしたと記され

ているでしょうか｡」多くの人はサタンが強制的に正義を行

わせようとしたと考えているが，それは一つの可能性にす

ぎない。選択の自由を得るには特定の条件が必要であり，

その条件をこれから紹介すると生徒に伝える、

生徒の一人を教室の前に出し，今日の残りの一日を正し

いことをして過ごせばすばらしい報酬を与えると話す。

｢正しいこと」とは何か尋ねられたら，ルールは何もなく，

好きなことを行ってかまわないと伝える。生徒はいい条件

だと思うかもしれない◎そこでクラスの生徒に，何を根拠

に「正しいこと」をしたと判断したらよいか尋ねる。生徒

と一緒に2ニーファイ2:11-13を読む。行いを律する規

則がなければ，間違った行いも正しい行いもないことにな

ることを理解させる。このような状況では選択の自由が存

在しないため，生徒は報酬をもらうことはできない。黒板

に「1.善と悪のI天別を明確にする律法が必要である」(2

ニーファイ2:13参照）と書く。祝福と結果を伴った特定

の規則，すなわち戒めがなければならないことを説明する。

律法がなければ罪もない（2ニーファイ2:13参照)。これ

が選択の自由に不可欠な条件である。

教室の前にテーブルを置き，別の生徒を前に出す｡何も

慣いていないテーブルを指して次のように言う。「このテー

ブルに置いたものを取って食べることは禁じられていま

す具」生徒が何もしないのを見てから次のように誉める｡

｢律法を破らなかったあなたは何と義しい人でしょうか｡」

次のように尋ねる。「このような選択肢のない状態で律法を

守った人に報酬を与えるべきでしょうか｡」預言者ニーファ

イは，物事には反対のものがなければならないと教えてい

る（2ニーファイ2:11参照)。わたしたちは最終的には善

悪の判断を下さなければならない（2ニーフアイ2:16参

照)。生徒に選択の自由に欠かせない第2の条件は何か尋ね

る｡黒板に「2．善と認められる正しい選択肢がなければ

ならない」と書く（2ニーファイ2:11参照)。

テーブルにお菓子を置き．もっとおいしい別の種類のお

菓子をポケットに隠しておく。生徒の一人を前に出し，テ

ーブルの上のものを何でも取って食べていいと言う。生徒

がテーブルの上のお菓子を取った後でポケットの中のもの

を見せ，なぜポケットの中のもっとおいしいお菓子を選ば

なかつたかのか尋ねる。生徒が「ほかにもお菓子があるこ

とを知らなかった」と答えたら．不可欠な3番目の条件は

何かを尋ねる。黒板に「3．人はすべての選択肢とその結果

を知らなければならない」と書く（2ニーファイ2:15-

16;ヒラマン14:30-31参照)。

テーブルにお菓子を二つ置く。一方は別の種類よりもお

いしいお菓子である。別の生徒を前に出し，好きなものを

一つ取って食べてもいいと言う。生徒がおいしそうな方に

手を伸ばしたら，それをテーブルから取り上げる。同じこ

とをもう一度させ，今度はお菓子を取ろうとする生徒の

邪魔をする。クラスに4番目の必要条件を尋ねる。黒板に

｢4．何にもじゃまされず自由に善悪を選択できなければな

らない」と書く（2ニーファイ2：26-27参照)。

秘
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蟻
選択の自由が救いの計画において不可欠な条件であるこ

とを，以下の質問を用いて理解させる。

・わたしたちがサタンではなく､天の御父の計画に従って

地球に来ることを選んだのはなぜでしょうか。

・サタンの計画に従うことで，御父のようになれると思い

ますか。なぜなれないのですか。

・善悪の選択について学ぶ機会のなかった人が，神の力を

頼ることができると思いますか。

次のことを説明する。「サタンは，これら4つの条件のど

れかをなくすことによって，わたしたちの選択の自由を奪

おうとしました。そして，同じ欺きと偽りの手法を用いて，

今も選択の自由を滅ぼそうとしています｡」

モーセ4：4を読ませる。サタンはどのような偽りを用い

て人々をだまし，選択に影響を与えようとしているだろう

か。（神はいない。だから律法もなければ善悪もないし，罪

もない。したがって罰もない。何をしても正しいのだ｡)次
こんにち

のように尋ねる。「今日サタンは，どのような方法で選択の

自由の4つの条件を切り崩そうとしているでしょうか｡」

(皆がやっている。自分の体だからいいじゃないか。人に迷

惑はかけてない。1回だけだよ。だれにも分からないよc)
しょくざい

創世B章；モーセ4:S-2go續罪について理解し，この

世の苦難に立ち向かっていくうえで，堕落への理解は欠か

せない。（20-25分）

黒板に次のように書く。「もしエデンの園がパラダイスだ

ったら．なぜアダムとエバは園を離れることを選んだので

しょうか｡」以下の文（または生徒の状況に合うもの）を読

み，賛成であれば「親指を上向きに｣，反対であれば「下向

きに」するように言う。

・虫にかまれるのが好きです。

・草むしりは大好きな仕事です。

・病気のときがいちばん楽しいです。
ききん

・戦争や飢饅，疫病が世界中に広まっているのを知ると，

心が安らぎます。

。いつか死ぬと思うとわくわくします。

生徒に尋ねる。

・アダムとエバはこのようなことをエデンの園で体験しま

したか。

・アダムとエバがパラダイスではなく，堕落した世界に住

むことを選んだのはなぜですか。

モーセ4：6－19を読ませ，エバが禁断の実を食べた理由

(12,19節参照）とアダムが食べた理由(18節参照）を調べ

させる。このように質問する。「もしもアダムとエバの背き

がなければ，わたしたちはエデンの園で生まれていたと思

いますか｡｣(2ニーファイ2:22-23参照）

堕落がわたしたちの進歩に不可欠であったことを理解さ

せるため，次の表を配布するか，または黒板に書く。見出

しと番号だけを書いて，残りは答えを書き込めるよう空欄

にしておく。参照聖句を生徒と読み，堕落前と堕落後の状

態を空欄に記入する。
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‘ へ次のエズラ・タフト・ベンソン大管長の言葉を読み，堕
しよくざい

落の結果について知ることが贈罪の価値を認識するために

どのように役立つかを理解させる。（注意：蹟罪については

モーセ5章で教える｡)
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「人は飢えを感じなければ本当に食べたいとは思いま

せん。それと同じように，人はなぜキリストが必要かを

理解するまで､キリストの救いを得たいとは思いません。

堕落に関する教義と堕落が全人類に及ぼした結果を理

解し受け入れるまでは，なぜキリストが必要なのかを，

正しくまた十分に理解することはできません｡」（『聖徒

の道』1987年7月号,96)
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生徒に尋ねる。

・堕落について理解すると、この世で遭遇する試練やチャ

レンジに堪えやすくなるのはなぜでしょうか。

●チャレンジや困難をまったく経験せずに地上での生活を

送ると，どのような不都合がありますか。（次のように

尋ねてもよい。「数学の問題を解かずに数学が分かるよ

うになりますか｡」「運動をしないでどれくらい体を鍛え

ることができますか｡｣）

堕落は後退のように見えるが，実は前進するために不可
あかし

欠な段階であったことを証する。
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;謹黄ｾ'-4章"堕落から得られる祝福｡冊5，
i注意：週に1回か2回しかクラスがない場合，モーセ1－4

I章で学ぶ主概念のすべてを教えることは不可能である。こ

Iの提案は，これらの章で最も重要な教義の幾つかを復習す
みたま

iるためのものである。また，生徒の状況や御霊の導きに合

Iわせて，ほかの提案を用意してもよい。

i以下の4つの質問を黒板に書く“
；・わたしはだれでしょう。

1．地球が創造されたのはなぜですか。

；・地上に悪が満ち，人生には苦難や試練が続くのはなぜで

；しよう。

；。なぜ救い主が必要なのですか。

iレッスンを終えるころには以上の4つの質問すべてに答

；えられるようになってほしいと話す。

「わたしはだれでしょう」という最初の質問について，

：モーセ1－2章の個人学習から何を学んだか尋ねる。モーセ

；が神と自分自身について学んだことに焦点を当てる（モー

;セ':'－11参照)｡｢子供がどんな大人になるかを判断する
i一つの方法は，親を見ることだ」という言葉を紹介する。

；次の質問をする。

1．わたしたちの霊の父はどなたですか。

i・そのことから考えて．わたしたちにはどのような可能性
！があると思いますか。

‘自分が神の霊の子供であると知ることは人生にとってな

；ぜ大切かを話し合う．

；生徒用資料のモーセ1章のための活動のAとBを終わら
Iせる。答えを発表させる。

：モーセ1章には，この世とこの世に住む人々について主

；がモーセに授けた示現が記されている。この示現を見た後

：で，モーセは二つの疑問を持った。モーセl:30を読んで
‘その二つの疑問に印を付けさせる。次にモーセl:39とア

：ブラハム3：24-26を読んで，地球が創造された理由を説

i明させる｡

：地球が創造された理由の補足として．創造のそれぞれの

；段階を簡単に説明させる。次の質問をする。

1・最後に創造されたものは何でしたか。

：・それはほかの被造物とはどのように異なっていました

；か。

「地上に悪が満ち，人生には苦難や試練が続くのはなぜ

：でしょう」という3番目の質問に何と答えるか，生徒に尋

；ねる。モーセ4:15-31を読ませ，堕落の結果を列挙させ

；る。モーセ5:9-llを読ませる。次の質問をする。

』・堕落はわたしたちにどのような恵みをもたらしましたか。

；・救いの計画にとって堕落はなぜ不可欠だったのですか。

創世B:14-19;モーセ4:20-25．堕落の結果は罰

ではなく祝福である。(15-20分）

注意：この教え方の提案は，堕落の結果に関する前回の提

案の続きである。そのため前回の分に続けて一緒に教えて

もよい。

モーセ4:20-25を読ませ，堕落の結果について調べさ

せる。答えを黒板に書く。

黒板に「恨み」と書く。エズラ・タフト・ベンソン大管

長の次の言葉を伝える。「痕みは『憎悪，敵意，反感』な

どを意味します｡」（｢聖徒の道』1989年7月号,4参照）

モーセ4:21を黙読させ，次の質問をする。

・サタンと女の間，そしてサタンに従う者と女の子孫との

間に恨みを置いたのはどなたですか。

・女の「子孫」とはだれだと思いますか。（イエス・キリ

スト。『旧約聖書：創世一サムエル下』28ページの創世

3:15についての注解も参照｡）

・この恨みが祝福と考えられるのはなぜですか。

・イエス・キリストがサタンに勝利を収めたことで，わた

したちはこの世から永遠にわたってどのような祝福を受

けると思いますか。

黒板に「苦しみ」と書き，苦しみが祝福と言えるか尋ね

る。モーセ4：22-23を読んで各節から「苦しみ」「苦しん

で」という言葉を探し，それが罰なのか祝福なのか考えさ

せる。ここで「苦しみ」という意味に訳されているヘブラ

イ語の言葉には「悲しみ」「労働」「子を産む苦しみ」など

の意味もあることを説明する（『旧約聖書：創世一サムエ

ル下」28-29ページの創世3:16-19についての注解も参

照)。次のように尋ねる。「生活において，つらい労働や病

気などの逆境が，最後には祝福となることがあります。そ

れはなぜでしょうか｡」
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創世B:16-20．主はアダムに，エバの福利に対する責

任を与えられた。それと同様に，夫は義をもって妻子を治

め管理し，家族の必要を満たさなければならない。(5-10

分）

中にはアダムがエバを治めるという表現（創世3:16;

モーセ4：22参照）に納得がいかない人もいるだろう。『旧

約聖書：創世一サムエル下』28ページの創世3:16にある

スペンサー．W・キンボール大管長の言葉を紹介する。

エペソ5：23を読み，夫はどのように妻子を治めるべき

かを尋ねる。次のように尋ねる。「教会を導かれるイエス・

キリストはどのような属性をお持ちでしょうか｡」黒板に答

えを書く。

次のことを理解させる。「天の御父が，アダムとすべての

男性に家族を導くに当たって求められている属性は，救い

主が教会を導くに当たって示されたものと同じです｡」
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識轍 モーセ5:1-12｡アダムと工（のように，わたしたちは

｢堕落」し，神の御前から「追い出」されている。イエス・
しょくざい あがな

キリストの鱈罪を通して，その堕落した状態から鱈われる。

(25-30分）

大きな紙を2枚用意し,1枚に「神の御前」と害き，も

う1枚に「神の御前からの追放」と書く。片方の紙を教室

の壁にはり，もう片方の紙を反対側の壁にはる。

生徒と一緒に「神の御前」と書かれた紙の前に立つ。わ

たしたちを含めすべての人は‘地上に来る前に神とともに

生活していたことを説|ﾘIする。アダムとエバもエデンの園

で神とともに生活していた。次に堕落を追体験するかのよ

うに，生徒と一緒に反対側の壁の「神の御前からの追放」

の紙がはってあるところに移動する。また二つの壁を隔て

た教室の床の巾央にテープで境界線を引き，そこに神の御

前に戻ることを阻む壁があることを説明する。

モーセ5:1を読ませて尋ねる。

・このときアダムとエバは，神の御前で生活していました

か。それとも追い出されていましたか。

・二人はどうして神の御前から追い出されたのですか。

（禁断の実を食べることによって律法に背いた｡)

・二人の状態と今のわたしたちの状態はどんな点が似てい

ますか。

アルマ42:2-3,6-7,9,12,14を読ませ，堕落の後の

状態を黒板に列挙する。堕落の重大な結果として，肉体の

死と霊の死の二つがもたらされ，それによって人は神の前

から追い出されたことを生徒に理解させる。

わたしたちは二つの原因によって堕落した状態に置かれ

ている。その原因とは，アダムの堕落とわたしたち自身の
しょくざい

罪である。救い主の蹟罪は，全人類をアダムの堕落の結果

から救い出し，特定の条件に従うことで個人的な罪の結果

から逃れるすべを与えてくれる。11質罪の力を示すために，

教室の床にはったテープの中間部分を1メートル程度はが

す。生徒に2ニーファイ31:19-21を読ませ，次のように

尋ねる。「天の御父のみもとに戻る道を開いてくださったの

はどなたでしょうか。また，どのようにしてそれを成し遂

げてくださったのでしょうか｡」「街を離れたる青き丘に」

(｢賛美歌」110番）の歌訓を生徒と一緒に歌うか読んで，そ

れがモーセ5：6－8の大使のメッセージとどう|判連するか

を話し合ってもよい。テープをはがした部分に「イエス・

キリストの贈罪」と書いたラベルをはる。

次の表の内容を黒板や紙に書くか，または配付資料にし
しょくざい

て配るかして，贈罪がどのようにして全人類に堕落の結果
あがな

から購われる道を備えたか理解させる（モーセ6:50-68

の教え方の提案，35ページも参照)。表の右の柵に参照聖句

の章と節だけを害いて，生徒に答えを探させてもよい。

しよくさい

③堕落を祝福とするために何が必要でしたか。（贈罪｡)そ

れはなぜですか。
しょくざい

･贈罪の祝福を受けるために，悔い改めはどう役立ちます

か。
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はじめに

主はl－分な指導をせずにアダムとエバをこの世に送り込

むことはなさらなかった。ジョセフ・スミス訳聖書を見れ

ば，アダムとエバが堕落に伴う祝福について学ぶとともに，

イエス・キリストとイエスを礼拝する方法についても教わ

ったことは明向である（モーセ5－6章参照)。さらに，ア

ダムとエバが，自分たちが学んだ真理を子供たちに教えた

ことも分かる。したがって，カインが弟を殺したのは，永

遠の真理を知ったうえでのことであった。またわたしたち

は，サタンがカインの行動に影響を与えたことも知ること

ができる。これは聖書から抜け落ちている真理である。

モーセ5章は，アダムとエバの堕落や自分自身の罪が原
あがな

'型で経験する個人的な堕落から喧うための御父の計画につ

いて教えている（モーセ5：4と5:41を比較。2ニーファ

'fl:20;5:20も参照)。
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学び取るべき重要な福音の原則

・アダムとエバとその子孫は，救いを可能にしてくれるイ
しょくざぃあがな

エス。キリストの喧罪を通して堕落から贈われる（モー

セ5：4－9参照。モーサヤ3:16-17;4:6-8;モーセ

6：52も参照)。

・堕落したことで，アダムとエバとその子孫は喜びを経験

し，子供をもうけ，永遠の命を得ることができるように

なった（モーセ5:10-ll参照。2ニーファイ2:22-27

も参照)。

。主に対するささげ物は，正しい方法でささげられなけれ

ばならない。そうでなければ主は受け入れてくださらな

い（モーセ5:16-27参照。モロナイ7:6-8も参照)。

・サタンが人類を滅ぼす一つの方法は，人々を誘惑して同

胞に対する責任感を失わせてしまうことである（モーセ

5：28-34参照)。
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》を読ませ，「ひながた」という言葉を見つけさせる。ひなが

たとは，予型や象徴とも||平ばれ，実在する別の何かを思い

起こさせるものであることを話す。5－6節を読んで．どの

ようなささげ物がひながたとして使われたか探させる（犠

牲；群れの初子)｡これらが救い主の順罪の「影」と言える

」

へ.
しよくさい

續罪のもたらす

無条件の祝福

救いを必要とする

アダムの堕落の結果
"醗篝慧

蟇

‐薑二
蓄二=
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これまで地上に生を受けた肉体の死：わたしたちは
癖･’4堤露學
司邑~L

r-ミー
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一一雲壱

人は皆，不死不滅の肉体を

得て復活する（アルマ

11：42－44参照)。

皆，やがては滅びる肉体を

持って生まれる。
のはなぜか尋ねる。

しょくざい

アダムがささげた犠牲はイエス・キリストの贈罪を象徴

するものであり，以下に挙げる犠牲のささげ物は喧罪につ

いて教えるものであった。

●アダムは「群れの初子」（モーセ5：5）をささげた。

初子とは最初に生まれた雄のことである。イエス・キリ

ストは前世において御父の長子としてお生まれになった

（教義と聖約93:21参照)。イエスは御父の肉における独

り子であられ，母マリヤの長子でもあった。またイエス

は死人の中から最初にお生まれになった（コロサイl:

18参照。lコリント15:20も参照)。

。群れの初子は，罪を犯した人の代わりに犠牲としてささ

げられた。’'1じ理由でイエス・キリストは神の小羊と呼

ばれることがある（ヨハネl:29;lニーファイ1l:

31-33参照)。イエスは全人類の身代わりとして苦しみ，

命をささげられた（教義と聖約18:11－12参!IH)。それ

は「すべての人が大いなる創造主に従うようになる」（2

ニーファイ9：5）ためであった。主がわたしたちの罪

の代価を払い，御自身を犠牲としてささげられたので、

わたしたちは主を通して救いを求めなければならない。

アダムは天使から，彼がささげた犠牲は「悔い改めて，

いつまでも御子の御名によってｲ'l'に呼び求め」（モーセ

5：8）ることを思い起こさせるためのものであると教え

られた。
あがな

主はモーセに，救い主の暗いの犠牲のひながたとなる，

ほかの犠牲についても明らかにされた（出エジプト12:3-

28，43－50；レビ1:1-4:12参照)｡
こんにち

生徒に質問する。「わたしたちは今日，あるひながたに参
しょくざ､い

加しています。それを通して曠罪を思い起こすことがで
せいさん

きます。そのひながたとは何でしょうか｡」（聖餐｡)教義と

聖約20：77，79にある聖餐の祈りを読み，次のように尋ね

る。「聖餐を通して，アダムが天使から教わった原11llについ

て何を知ることができるでしょうか。例えば，聖餐によっ

てわたしたちはどのように「行うすべてのことを御子の御

名によって行〔う]j(モーセ5:8)よう促されるでしょう
あがな

か。「あなたは堕落したので，贈いを受けることができるj

（9節）という知識についてはどうでしょうか｡」

黒板に次のIXIを描き，次のことを理解させる。「イエス・

キリストが降誕される前にささげられた血の犠牲は，将来
しょくざい せいきん

におけるイエスの晴罪を待ち望むものです。そして聖餐は，

順罪を思い起こすためのものです｡」

霊の死：わたしたちは皆，

天の御父の御前から切り離

された堕落した世界に生ま

れる。

すべての人は裁きのために

神の御前に戻る（アルマ

11：44；ヒラマン14：

15－17参照)。
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わたしたちは星の栄えの状

態にある堕落した地球に住

む。

地球は日の栄えの状態にな

る（教義と聖約88：
祷雷
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しよくさい

續罪のもたらす

条件つきの祝福

救いを必要とする
わたしたち自身の
堕惹の結果

自分自身の選択に対して責

任を問われるようになる

と，罪によって天の御父の

みもとに戻るためのふさわ

しさを失ってしまう（モー

サヤ16:2-5参照)。

へ

イエス・キリストに対する

信仰を持ち，悔い改めてバ

プテスマを受ける人は，罪

から清められる。また，聖
たまもの

霊の賜物を通して聖めら

れ，御父のみもとに戻り御

父のようになる資格を得る

（アルマ34：13－17；

42：15；モロナイ10：

32－33；教義と聖約

76:58;132:19-

20;モーセ5:5-11参

照)。

一
雲
》
一
》
孝
一
．
ゞ
》
一
一
》

畠
呂
皇
宮
二
■

篝
臺
簿
鬘
↑

ざ
ご
屠
一
こ
夕
凸
ご
冠
テ
ー
亘
手
一
宮
－
３

へ

鑿
鑿華

あがな

モーセ5：4－7．主の贈いの犠牲について教え，覚えさ

せるために，主は象徴をお使いになる。（20-25分）

懐中電灯かオーバーヘッドプロジェクターを使って，あ

る物体の影を壁に映し出し，このように尋ねる。「これはい

ったい何でしょうか。なぜそれが分かりますか｡」影は物体

そのものではないが，物体の存在を示す象徴であることを

説明する。
しょくさ．ぃ

神はしばしば，イエス・キリストの磧罪の「影」（｢予型」

や「ひながた」とも呼ばれる）を用いて，信者の信仰を高

め，贈罪の原則を教え,1胄罪によってもたらされる救いを

信者が待ち望むようにされた。モーセ5：4－5を読ませ，

主がアダムとエバにお与えになった戒めを探させる。7節
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創世4:1-1S;モーセ5:12-41．サタンはわたした

ちを誘惑して，他人の福利に対して何も責任がないかのよ

うに思わせる。（20-25分）

モーセ5:12を一緒に読み，次のことを理解させる。「ア

ダムとエバは、主から学んだ真理をすべての子供たちに教
ただ

えました｡」生徒に13-41節を読ませ，義しい両親によって

育てられたカインが，福音の真理に背いて「滅び」と呼ば

れるようになったことを理解させるために，重要な言葉や

記述を指摘する。滅びとは「失われた者」または「破滅」

という意味である。

使徒であったブルース･R･マッコンキー長老はこう語

っている。

生徒に尋ねる。
こんにち

・今日，サタンはどのような誘惑を用いて人々を迷わせて

いますか。
こんにち

・今日広く見受けられる罪の中で．どのような罪がカイン

の罪に似ていますか。

アルマ41:3-10を読み，何が幸福をもたらし何が不幸を

もたらすか調べさせる。

モーセ5章。主に対するささげ物は正しい方法でささげら

れなければならない。そうでなければ主は受け入れてくだ

さらない。(10-15分）
こんにち

生徒たちも知っているように，今日わたしたちは神に
はんさい

蟠祭をささげることはしない。しかし多くの人は，犠牲の

律法が現在も生きていて，律法に従うことでアダムが受け

たのと同じ祝福をわたしたちも得ることができるというこ

とを理解していないようである。生徒に3ニーファイ9：

20；教義と聖約59：8；97：8を読ませ，次のように尋ねる。
こんにち

｢主は今日，どのような犠牲をわたしたちに求めておられる

でしょうか｡」

当時十二使徒定員会会長であったエズラ・タフト・ベン

ソン長老の言葉を紹介する。

八

八

2..,Tr4_‘‘,',､.'｝

1

「カインとサタンの二人は，滅びという恐ろしい称

号を得た。この称号は，二人がいかなる程度の救いも得

る望みがないということを意味している。彼らはありと

あらゆる罪悪に身をゆだね，義なる思いを心の中からこ

とごとく締め出してしまった。……二人とも自分たちの

していることは義にそぐわないとはっきり知っていなが

ら，公然と神に背いたのである｡」(MひrmonDoctrine,

第2版[1966年),566)

八

以下の質問を用いてクラスで話し合う。

・カインのどのような行いが，神よりもサタンを愛したこ

とを示していますか。
こんにち

・今日の人々もその行いによって，神とサタンのどちらを

愛しているか分かります。どのような行いによってそれ

が分かるのでしょうか。

・サタンがカインにささげ物をするように命じたという事

実を知ることはなぜ大切なのですか（モーセ5:18参照)｡

●アルマ3：27を読んでください。サタンがもたらす「報い」
たまもの

と主が授けてくださる賜物にはどんな違いがありますか。

・サタンの誘惑に従うとどのような結果を招きますか。

●「わたしは弟の番人でしょうか」（創世4：9；モーセ

5：34）というカインの言葉から，カインの人柄につい

てどんなことが分かりますか。なぜカインはそのように

言ったと思いますか。

・カインの質問に対する適切な答えは何だと思いますか。

十二使徒定員会会員のダリン･H・オークス長老はこう

述べています。

’
みたま

「神の御心に背くことを捨てるとは，主の御霊の導き

からわたしたちを遠ざける一切の罪を悔い改め，儀式を

受け，主と誓約を交わすことによってキリストのもとへ

来ることである。また神の御心に背くことを捨てるとは，

『主なるあなたの神に犠牲を，すなわち打ち砕かれた心

と悔いる霊の犠牲をささげ〔る〕』（教義と聖約59：8）

ことである｡」（『聖徒の道」1979年10月,47)

八

Ｉ
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Ａ

生徒に質問する。

。打ち砕かれた心と悔いる霊を主が喜ばれるのはなぜですか。
こんにち

・今日わたしたちは，ほかにどのようものをささげていま

すか。（例えば，什分の一や断食献金を納める，奉仕を

する，才能を分かち合う，福音の原則に従う，セミナリ

ーに出席する，伝道に出る｡)

モーセ5:16-21を読ませ，アベルとカインが何をどの

ような理由でささげたかを比較させる。次の質問をする。

｢アベルのささげ物が受け入れられ，カインのささげ物が受

け入れられなかったのはなぜですか｡」（モーセ5:5,20-

23参照）

モロナイ7:6-13を読ませ，わたしたちの動機や態度が

ささげ物の価値にどのような影響を与えるか調べさせる。

モロナイは「悪魔はだれにも善を行うように説き勧めない」

(モロナイ7:17)と教えている。サタンの求めに従ってさ

さげるささげ物が，モロナイ7：6－9で教えられているこ

とと調和しないのはなぜだろうか。本当の動機は信仰の一

部であり，わたしたちは正しい行いによってその信仰を示

す。預言者ジョセフ・スミスはこう説明している。

1

「わたしたちは兄弟たちの番人でしょうか。つまり，
日々の糧を求めるときに，隣人の福利を守る責任がある

のでしょうか。救い主の黄金律によれば，そのとおりで

す。しかしサタンはそうではないと言っています。
なら

サタンの誘惑を受けて，カインの例に倣ってきた人々

もいます。財産を欲し，それを得るために罪を犯すので

す。その罪は殺人，強盗，窃盗もありますし，詐欺やご

まかしもあります。法律の網の目をくぐるようにして巧

みに事実を操作したり，他人の弱みに付け込むように圧

力をかけたりすることもあるでしょう。いずれの場合に

も言い訳は同じなのです。『わたしが弟の番人でしょう

か｡｣」（｢聖徒の道」1987年1月号,22参照）

八

八

②
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子孫に残すことが含まれる（モーセ6:1-25,寵鳶舞
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記録を子孫に残すことが含まれる（モーセ6:1-25
f

へ

「カインは地の産物をささげましたが受け入れられま

せんでした。信仰によってささげることができなかった

からです。……動物の犠牲は，神が備えられた大いなる

犠牲を理解するための予型として定められました。です

から，それにそく、わないものをささげても信仰を行使す

ることにはなりません。……しかしアベルは御心にかな

ったものをささげたため,義人として認められたのです。

45-46参照)。家族歴史の業は神殿の業に集約される。

・わたしたちは，過去の義人の記録を読むことによって，

重要な禍音の真理を学ぶことができる（モーセ6：4－9，

41,45-46参照。2ニーフアイ25:23,26;アブラハム

1:31も参照)。

・主は，福音の真理を人に教えるために特定の人々を召さ
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ﾖ

；れ，特別な知識と洞察力，および力を授けられる（モー

：セ6:27-29,32-36,42-43,47;7:2-21参照)。

:oわたしたちは神の王国に「再び･…．．生まれ」ることによ

；り，堕落からの影響を克服することができる（モーセ

;6:48-60,62,64-68;7:10-11,18-21参照)。

ミ・エノクはその町とともに，義のために身を変えられた。

iすなわち天に取り上げられた（創世5：21－24；モーセ

i7:13-21参照。教義と聖約107:48-49も参照)。

；・民が皆一致して義にかなった生活をし，民の中の貧しい

！人々の世話をするとき，主はその民をシオンの民と呼ば
：れる（モーセ7:18参照)。主はシオンにおいて主の民と

＃ともにお住みになる（モーセ7:16-17,21,27,69参
：照。教義と聖約45:64-71;84:2-5も参照)。

車・悪は救い主の再降臨まで地球上に存在し続ける（モーセ

；7：23-66)。

皇教え方の提案

……動物の血を流すことは，神がいつの日か御自身を犠

牲としてささげられることのひながた，予型，あるいは
ゆる

象徴として行う必要がありました。また罪の赦しをもた

らす偉大な犠牲を，ひたすら望み見る信仰をもって行う

のでなければ何の意味もなかったのです｡｣(Teachings

oftheProphetJOsephSm"h,58)

雲
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蕊

義にかなった行いをしたアベルは，カインに殺されはし

たものの主の祝福を得た。教義と聖約42:46;98:13;そ

して138:38-40を読ませ，アベルがその義なる行いのゆえ

に主から得た偉大な祝福を探させる。
こんにち

今日わたしたちがささげる犠牲は，旧約聖書の時代のも

のとは異なる。しかし，心の思いについての原則は今日で
せいさん

も生きている。例えば，わたしたちは聖餐の儀式で打ち砕

かれた心と悔いる霊をささげる機会がある。イエス・キリ
しょくざい

ストと順罪を覚えて聖餐にあずかることにより，その神聖

な儀式から祝福を得ることができる。義なる雑牡は「天の

恵み」（｢たたえよ，主の召したまいし」「賛美歌」16番参照）

をもたらすことを生徒に理解させる。この原則の応用例を

生徒に考えさせる。（例えば，什分の一を納める。清い生活
あかし

をする｡）あなた自身の経験の中からこの真理を証する例を

紹介してもよい。
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謬蠅篭|憲了蝋志感,,撫報
ひながたとしてとらえ，また救いの計Ⅲiにおけるわたした

ちの責任を橋にたとえている。プレゼンテーション12「聖

文の象徴」は，聖文に見られる象徴の特徴と目的を説明し

たものである。以上はこの聖句ブロックまたは出エジプト

11-13章を教えるときに用いるとよい（教え方の提案につ

いては「｢旧約聖書」ビデオガイド」を参照)｡
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創世5章;モーセ6－7章

巻日

ニー

蕊
臺

モーセ6：1－25，45－46．家族歴史の業は神聖かつ重

要である。この業にはわたしたちの先祖の名前や歴史を探

求すること，および自分自身の記録を子孫に残すことが含

まれる。それらは神殿の業に集約されている。（25-30分）

完成した系図表と家族の記録を見せ（教師自身のものが

望ましい)，その説|ﾘ1をする。また可能であれば，記録の中

に記されている人を一人選び、その人にまつわる話しをす

る。その人とつながりがあることになぜ感謝しているのか

説明する。未記入の系図表と家族の記録用紙を人数分用意

し､クラスの中で書かせる。個人と家族の歴史を書くこと

の一環として，家で記録を完成させる。

モーセ6：5－25，45－46を黙読させ，アダムの家族の記

録にどのような情報が記されていたか，また記録が何のた

めに用いられていたかを話させる。次のように尋ねる。「わ

たしたちの家族の記録を，アダムと|可じように用いるには

どうしたらいいでしょうか｡」個人と家族の歴史や記録にど
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モーセ6－7章には，預言者ジョセフ・スミスによって回

復された聖句が含まれている。これらの草では，創世5章の

4つの節が改訂され，新たに126の節が加えられている。こ

の追加によって，わたしたちはアダムとその子孫のことを

さらによく理解できるようになった。これらの章は，エノ

クとその使命（これにはアダムが堕落をどう克服したかに

ついての新たな教えも含んでいる)，そしてシオンの町につ

いての知識を提供するという大きな役割を果たしている。

わたしたちはエノクについての記述から，罪を克服して神

のみもとに戻るための教義や原則を学ぶにとどまらず，そ

うした原則を応用して義なる社会を確立し，やがては神の

御前に取り上げられた民について読むことができる。
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のようなものを含むべきか、また，以下の情報を伝えるこ

とがなぜ大切かを生徒に理解させる。

・当時十二使徒定員会会員であったブルース･R・マッコ
みたま

ンキー長老は，霊感の御霊によって書かれたアダムの覚

えの書には「彼らの信仰と働き，義と献身，稗示と示現，

そして啓示された救いの計画への従順さ」が含まれてい

たと記している(MりrmoI]Doctrine,100)｡

・アダムやその後の人々の記録は、後世の人々が先祖や先

祖の教え，および神権の儀式を学ぶのに役立った（モー

セ6：45－46；アブラハムl:31参照)。

・記録は読み書きを教えるためにも用いられた（モーセ

6：6参照)。

・聖典は，「覚えの害」に，主に誠実かつ忠実に生きた

人々の名が連ねてあると教えている。（マラキ3:16-

17;教義と聖約85:9-11参照)･

教会指導者は，アダムの模範に従って個人と家族の歴史

を残すように勧めている。覚えの害を記すことの大切さに

ついてスペンサー.W･キンボール大管長はこう語っている。

エノクの召しについて研究することは，主が預言者を召

される理由を理解するうえで役立つ。以下の質問を黒板に

書く。行間を空けて，答えを書き込めるようにする。

・主がエノクを召されたのはなぜですか。

・エノクは召しについてどう感じましたか。

・主はエノクにどんなことを約束されましたか。

・人々はエノクにどのような態度を執りましたか。

モーセ6：26-38を読ませ，質問に対する答えを書かせ

る。生徒が気づいたことについて話し合いながら，以下の

点に特に注目させる。

・その地の民の状態について説明している言葉（モーセ6：

27-29)。以下の言葉がどのようなことを意味しているの

か話し合う。「彼らの心はかたくなになり」「その耳は聞こ
やみ

えにくく」「その目は遠くを見ることができない」「闇の中

で自分の知恵を求め」「彼らは偽りの誓いを立て｣。これら

の言葉は，どんな点で現代の人々に当てはまりますか。

・聖見青とは「見る人」のことである。次の質問をする。

「主が聖見者をお遣わしになったことと，主が言われた

民の問題との間には，具体的にどのような関係がありま

すか」（モーセ6：27-29参照)。生徒にモーセ6：35－

46:7:2-12を読ませ，次の質問に答えさせる。「エノ

クは何を見ましたか｡」「それについて主は何と言われま

したかご」「そのことを知ってエノクは何をしましたか｡」

次の質問をする。「示現を見る前にエノクが目に泥を塗

ってそれを洗い流したことにはどんな意味があります

か」（モーセ6：35-36参照口教義と聖約5：24も参照)。

教義と聖約21:1-2,4-6を読み，次のことを話し合う。

｢主は，現代の預言者とその役割について何とおっしゃった

でしょうか。また，預言者が受けた示現をわたしたちが受

け入れるとき，主は何を約束されているでしょうか｡」預言

者は聖見者であるため，わたしたちが見ることのできない

ものを目にする。預言者が与える勧告も，今はまだ理解

できない理由に基づいているかもしれない。例えば，若

人にとって守りにくい標準があるのは，その目的を自分で

理解できない，すなわち見ていをいからかもしれない。

エノクの物語は，主を信頼してその勧告に従った人々が

どのような報いを受けるかについてのすばらしい例である。

以下について調べさせる。

●エノクが語った自分の弱点（モーセ6:31参照)。

o主がエノクに命じられたこと。また，約束されたこと

（モーセ6：32-34参照)。

●エノクが行ったこと（モーセ6：37，39，47；7：2－3，

12参照)。

●エノクについて書かれていること（モーセ6：39，47；

7:13,20参照)。

次のことを尋ねる｡「エノクの物語はどういう点で，主が

エテル12:27でされた約束の例と言えるでしょうかc」モー

セ6：27-29‘37-38とモーセ7:16-21を比較させ，民の

生活に起こった劇的な変化について話し合う。エノクとそ

の民がしたのと|司じように，わたしたちも主の助けを得て

八

八

八

Ｉ

「覚えの書を記す人々は，日常生活において主を覚え

るのである。日記は自分の受けている祝福を数え上げ，

その祝福を子孫に伝え残す手段である｡」（『聖徒の道』

1978年10月号、123参照） l

l
R

教会は，亡くなった親族のために，家族の記録を作成し

て神殿の業を行うよう教会員に勧告している（ダリン．

H･オークス「賢く秩序正しく」『聖徒の道』l989年12月号，

18-23)。生徒用資料の創世5章：モーセ6章にあるキンボ

ール大管長の言葉を紹介してもよい。

記録を残すことの大切さについて，以下の聖句から何が

分かるかグループまたは個人で調べさせる。

●lニーファイ4:10-16(不信仰のために国が滅びない

ようにする｡）
あかし

●2ニーファイ25：23，26（わたしたちの証を通して，子

孫がキリストのみもとに来られるようにする｡)

●教義と聖約128:6-7,15-18(執行された救いの儀式

の記録となる｡)

個人と家族の正確な記録を残すよう生徒に勧める。
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モーセS:26-4フ；フ:1-21．預言者としてのエノク

の召しについて知ることで，主がなぜ預言者を召されるか

理解することができる。また，主が預言者に霊的洞察力を

与えられることや，主に進んで従おうとするときに力を与

えられ，弱さを強くされることが分かる。（35-40分）

主が預言者を召される理由を尋ねる。生徒の答えをすべ

て受け入れたうえで，聖典を調べ，『聖句ガイド」を用いる

よう促す。教義と聖約l:12-23には，その理由として最

適な答えが記されている。それらの聖句を読んで話し合う

よう提案してもよい。
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自分の性格を変えていくことができると約束する。

モーセS:50-SBo神の王国において救いを得るには，
しょくざい

イエス・キリストの鱈罪を通して「再び……生まれ」なけ

ればならない。（35-40分）

以下の質問をする。

●新しい場所に引っ越した経験のある人は．どんなことが

大変でしたか。

●新しい場所に引っ越すことの利点は何ですか。（知らな

い人と友達になる。異なった文化や生活様式を理解する。

だれも自分を知らない場所で人生の再スタートを切る。）

●人生の再スタートを切ることにはどのような利点があり

ますか。

モーセ6：59を読ませ，次のことを調べさせる。「主から
たまもの

最大の賜物を得るために，主は何をする必要があるとおっ

しゃいましたか｡」再び生まれることの意味をもっとよく理

解させるために50-58節を読ませ，バプテスマと人の誕生

がどのように似ているか話し合う。モーサヤ5：2とアルマ

5:14を読ませ，再び生まれるには，バプテスマの儀式以上

のことが求められることを明らかにする｡

モーセ6：60を読ませる。黒板に「義とされる」「聖めら

れる」と書き，この二つの言葉を聞いたことがあるか，ま

たどのような意味かを尋ねる。

ジョセフ・フイールデイング・スミス大管長はこう説明

しているc

「この世に生まれてくる子供はすべて水の中に宿り，

水と血と霊によって生まれる。神の王国に生まれるとき

も同じようにして生まれなければならない。バプテスマ

を受けるとき．わたしたちは水によって生まれる。キリ

ストの血が流されたことによってわたしたちは洗われ，
みたま

清められる。また神の御霊によって義とされる｡バプテ

スマは聖霊によるバプテスマなしには完全ではない。こ

れでこの世に生まれてくる誕生と神の王国に生まれる誕

生の類似点が分かるだろう｡」（『救いの教義』第2巻，

300-301参照）

以下の文章は，義とされることと聖められること，およ

びそれらが霊的再生の過程で果たす役割をさらに理解する

うえで役立つ。コピーして生徒たちに読ませてもよい。

。ブルース･R･マッコンキー長老はこう書いている。

「義とされるとは，正しい人々が追い求めてきた人生

の歩みに，神が承認の印を押され結び固められることで

す。これは教会員として過ごした人生を聖霊が承認され

ることであり，真の聖徒たちの生き方を神が受け入れら
みたま

れることを意味します。つまり約束の聖なる御霊によっ

て結び固められることなのです｡」(ANewWitnessibr

theArticlesofFE肋[1985年],102)

・マッコンキー長老はこう続けている〃

「聖められるとは清くなることです。純粋で汚れがな

く，罪が一切ない状態のことです。罪においては死に，

義にあっては再び生まれ，聖霊によって新たに生かされ

た人々のみが，聖められた人として数えられるのです。

．．…･多くの人にとって聖めは進行中のプロセスです。

わたしたちは，どの程度この世の習わしを克服し，名前

だけでなく行いにおいても聖徒となったかに応じて，こ

の栄光ある状態を享受することになります｡｣(ANew

WItnessibrtheArticﾉesofFa肋,265-266)

・ジョセフ・フィールディング・スミス大管長はこう語っ

ている。

「永遠の命とは，福音のすべての律法と聖約に従順で

あった人で，その忠実さのゆえにイエス・キリストの血

によって清められた人が受ける報いである。この大きな

賜物を受ける人は……イエス・キリストに似た者とな

〔る｡]｣(『救いの教義』第2巻,200参照）

義とされることと聖められることは，人がそれを受け，

その状態を維持するために信仰と努力が求められるプロセ

スであることを生徒に理解させる。バプテスマの聖約を守

り，聖霊の促しに従い，悔い改めることによって，キリス

トに近づけるように忍耐強く努力すれば．わたしたちは義

とされ、聖められるo

モーセ6：62を読ませ，わたしたちは何の力によって救

いの計画の恩恵を受けることができるようになったのか調

べさせる。バプテスマなどの様々な儀式が，救いの計画の

中でどのような役割を果たしているか尋ねる。モーセ6：

64-68を読ませ，アダムがどのような救いの儀式を受けた

か調べさせる。

次のように尋ねる。「救いに必要な儀式は，バプテスマと
たまもの

聖霊の賜物を受けることだけでしょうか｡」2ニーフアイ

31:17-21を一緒に読む◎道を歩み始めた後で，ニーフア

イは何をしなければならないと言っただろうか。調べて話

し合う。モーセ6：68でレッスンを終えるとよい。この聖

句は，これまで学んできた教義と原則に従うことで，アダ

ムの場合と同じようにアダムの子孫たちも神と一つになれ

るということを教えている。

≦無惹産1武懸鯨望圭需蕊鱸菫
を築くことができる。主はそのような人々および地域社会

を「シオン」と呼ばれる。（25-30分）

エノクとその民の模範は、主の戒めを守ってシオンのよ

うな社会を築こうとする末日聖徒に役立つ教えを提供して

くれる（教義と聖約6：6参照)。モーセ7:18を読ませ，

主がシオンについて説明するために用いられた3つの段階

勧
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を探させる。

。「心を一つにし、思いを一つにし」（一致）

。「義のうちに住んだ」

。「貧しい者はいなかった」

これらを黒板に書き出し，聖典に出てくるこれらの言葉

に下線を引かせる。これらがどのような状態か分かると，

生活の中にそのような状態を確立するために備えることが
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「貧しい人や助けを必要としている人に篠れみを示す
方法はほかにもたくさんあります。時間や才能を使って

助ける，精神的，情緒的な支えとなる，信仰をもって祈

るなどです。……

心に愛を抱くならば，貧しい人や助けを必要としてい

る人に手を差し伸べる方法は，言われなくても分かるは

ずです……

）

１
１
１
１

できる。

｢心を一つにし，思いを一つにし」4ニーフアイl:15

を読ませ、何が一致をもたらしたか調べさせる。エズラ・

タフト・ベンソン大管長の次の言葉を紹介する。

自分よりも恵まれない人に援助の手を差し伸べようと

するならば，そうした必要にもっと気づくようになりま
あわ

す。そして憐れみの気持ちが増し，周囲の人の苦しみを

何とかして取り除きたいと強く願うようになります。そ
みたま

して主の御霊の導きを受けるようになり，だれに奉仕す

ればよいか，必要を満たす最もよい方法は何か分かるよ

うになるでしょう。」（『福祉に関する指導者用ガイド

－主の道にかないて助けをなす』9）
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「神を第一に考えれば，ほかのすべてのものは正しい

位置に落ち着くか，または生活の中から消えていくかの

どちらかです。主の愛は，感情の欲求や時間の要求，興

味，および物事の優先順位をコントロールします｡」

(『聖徒の道』1988年6月号,4参照）
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生徒用資料の創世5章：モーセ7章の「聖句を理解する」

の項にあるスペンサー･W･キンボール大管長の話を用いて

もよい。キンボール大管長は，シオンを確立するために何

が必要か述べている。この話について生徒と話し合っても

よい。

モーセフ:2B-6フ。主が再降臨されるまで，悪は地上に

存在し続ける。エノクが生きていた時代も悪がはびこって

いた。(10-15分）

クラスでモーセ7：23-67を研究し，選択の自由，邪悪，
しょくざい

大洪水，イエス・キリストの贈罪と復活，福音の回復，再

降臨などが、御父の救いの計画でどのような意義を持つか

理解させる。生徒用資料の創世5章；モーセ7章にある活

"JB,C,Dを行わせる。

謬勇E墓穂綿鰯競潔駕鍔
しょくざい

しかし，イエス・キリストの鱈罪を通して，また福音の律

法と儀式に従順になることで，神の王国に再び生まれ，シ

オンを確立し，最終的には神の御前で生活できるようにな

る。（35-40分）

モーセ5:1-12の教え方の提案(30ページ）に従ってク

ラスを配置する。モーセ6：48－49，55を読ませ，堕落に

よってわたしたちはどのような結果を被っているか見つけ

させる。

モーセ5：5を読ませ，主がアダムとエバをエデンの園か

ら追放したときにどのような戒めを与えられたか説明させ
あがな

る。モーセ5：6－9を読み，堕落から蹟われて神とともに

再び住むことについてアダムが何を学んだか話し合う。わ

たしたちはモーセ6章にあるエノクの教えから，アダムに

教えられたことをさらに詳しく学ぶことができる。
しょくざい

理解すべき重要な点は、イエス・キリストの蹟罪によっ

てアダムの堕落の結果をすべて克服できるようになったと

いうことである。しかし、（クラスの配置によって示されて

,’I

｢義のうちに住んだ」シオンは義によってのみ確立され．
ただ

義は文字どおり「神の前に義しい」ことを意味する。これ

はエノクがモーセ6:57-61で教えているプロセスに従う

ことによって達成される。

｢貧しい者はいなかった」マタイ22：36-40を読ませ，

第二の偉大な戒めを見つけさせる。隣人に愛を示すにはど

うしたらよいか尋ねる。モルモン害ヤコブ2:18-19を読

ませ，わたしたちが富を得る目的について主が教えられた

ことを調べさせる。人は義のうちに心を一つにして初めて，

利己心や負欲．理にかなわない感情などを克服することが

できる。そのような人々の最大の望みは，主を助けて，す

べての人に真の幸福をもたらすことである。貧しい人々の

世話をすることは，自分自身を愛するように隣人を愛する

という第二の偉大な戒めの実践にほかならない。

教会員には貧しい人々の世話をする機会が毎月与えられ

ている。どのような機会があるか生徒に尋ねる。断食をし

て惜しみなく断食献金を納めることによって，この世の影
みたま

響を克服して御霊に近づけることを説明する。わたしたち

は毎月定期的に断食し，少なくとも断食して食べなかった

食事に相当する金額を貧しい人々のために献金するよう勧

められている。可能な人はそれ以上の金額を納めるべきで

ある。スペンサー･W･キンボール大管長はこう語っている。

I
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「わたしたちは，さらに惜しみなく与えるべきだと思

います｡断食することで得た2食分の金額だけではなく，

恐らくもっと多くを献金すべきなのです。可能であるな

ら，その10倍をも納めるべきなのです｡」(Conference

Report,1974年4月号,184)

’

’

’

八

以下の勧告を紹介し，貧しい人々を助けるためのほかの

方法についても理解させる。
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$鯛､w“いるように）わたしたちが神から切り離された状態にある

のは，自分自身の罪のために自ら堕落した結果である。

(磧罪の役割について説明するには，モーセ5:1-12の教

え方の提案にある指示に従うとよい｡)モーセ6:53-57を

一緒に読んで，アダムの堕落について話し合う。さらに，

それぞれが責任を負うべき個人的な堕落とアダムの堕落と

の関係について話し合う。
しょくざぃ

モーセ5：6－9を読むと，イエス・キリストの贈罪によ

って神のみもとに戻る道が備えられたことが分かる。神と

ともに永遠に生活したいと望むなら，わたしたちは自分の

罪を悔い改めて戒めを守らなければならない｡モーセ6：

52，57－60を読ませ，贈罪の祝福をすべて受けるために主

が求めておられることを列挙する。6枚の大きな糸|||長い紙

を用意して，それぞれに以下の必要条件を書くとよい。

・キリストを信じる

。悔い改める

・キリストの御名によりバプテスマを受ける
たまもの

・聖霊の賜物を受ける
みたま

・御霊の導きに従う

。終わりまで堪え忍ぶ
しょくざい

この糸N長い紙を，磧罪を示すテープをはがした箇所に置

く。テープをはがした箇所は，神の御前の象徴である教室

の反対側への入り口である。6枚の紙を置く代わりに，テ

ープをはがした箇所に「再び生まれる」と書いた紙を1枚

置いてもよい（モーセ6：50-68の教え方の提案を参照)。

エノクの時代の民が，エノクの教えを聞いてどう変わっ

たかを示すために，モーセ6：27-29とモーセ7:11-21を

読んで比較する。対照的な民の性質の変化は，福音の原則

を生活に応用して再び生まれることによって得られる力を

示すものである｡(モーセ7:18の教え方の提案を用いてシ

オンについて説lﾘ1してもよい｡)

アダムが犠牲をささげたことも，バプテスマの意義につ
あがな

いて受けた教えも，どちらもイエス・キリストの賄いの犠

牲とそれによってもたらされる恵みを象徴していることを

理解させ，二つの儀式を関連付ける。現代においてはバプ

テスマの儀式は行っているが，アダムがしたような動物の
しょくざぃ

犠牲はささげていない。次のように尋ねる。「蹟罪と，救い

主がわたしたちのために行ってくださったことを思い起こ

すための儀式として，わたしたちは何を行っているでしょ

うか｡」バプテスマの重要性を認識しつつ，その聖約を毎週

新たにすることで，生徒が真の意味で再び生まれることが
せいさん

できるよう促す。そして聖餐をもっと霊的な経験にできる

よう助ける。
Lよくざぃ

堕落，イエス・キリストの蹟罪，霊的に再生することな

ど，これまでに学んだことのまとめとして，デビッド．

O･マッケイ大管長が若い使徒として旅行していたときの

経験を紹介する。ある晩，マッケイ大管長は眠っていたと

きに，美しい町と白い服を着てその町に向かう大勢の人々

を見た。先頭に立っているのは救い主であった。

I

r

一
「それは主の町だったと思います。永遠という名の町

で，主の後に続いていた人々はそこで平安を得，永遠の

幸福を味わうのです。

しかし，彼らはだれなのでしょう。

救い主はわたしの心を読んでおられるかのように，彼

らの上に現れた半円を指されました。そこには金色の文

字でこう書かれていました。

′ここにいるのは世に打ち勝った人々である。真に

再び生まれた人々 である｡ノ(CherishedExperiences

かomtheWritmgsofPresIdentDav/d0.M℃Key,クレ

ア・ミドルミス編[1976年],60)
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創世6-10章；モーセ8章
卜

一
㈱
鴨
《

へ
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はじめに；

i
も ブルース．R･マッコンキー長老はこう記している。「ア

ダムからノアに至るまでは，雷のとどろきが徐々に大きく

なっていくように，不道徳と肉欲と邪悪が満ちていき，「す

べての人がその心に思い計ることで高ぶっており，いつも

悪いことばかりを考えている」〔モーセ8：22〕ようになっ

ていった｡｣(TYieMI"eImia/MessIah:TheSecoI]dCommg

ofrheSonofMan[1982年],359)ノアの時代になると

｢暴虐が地に満ち」そして「すべての肉なるものが地の上で

その道を乱した[｡]｣(モーセ8:28-29)神は地球とこれ

から生まれてくる世代の行く末を哀れまれ，ノアにこう語

られた。「すべての肉なるものの終わりが，わたしの前に来

ている。地は暴虐で満ちている。まことに，わたしはすべ

ての肉なるものを地から滅ぼそう。」（30節）十二使徒定員

会会員であったジョン･A･ウイッツォー長老はこう教え

ている。「末'1聖徒は地球を生命のある有機体であって，創

造の目的にかなった栄光あふれる場所だと見ている。末日

聖徒はノアの大洪水を過去の不純なものを一掃する地球の

バプテスマ，新しい命の始まりであると見ている。」

(EvidencesandRecoI]cilia"o"s,G･ﾎー ﾏー ･ﾗﾑ編

全3巻，第1巻〔1960年],127)
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。新しくかつ永遠の聖約に基づかないで結婚する人々は，

この世から永遠にわたる祝福を失う（創世6:1-4;モ

ーセ8:13-21参照。申命7:1-4;教義と聖約132:

15-17も参照)。
みたま

・人々が邪悪なことを選び続けるとき，主の御霊は退き去

る（創世6：3－7；モーセ8:17-30参照。2ニーフアイ

26:1lも参照)。

・わたしたちもノアのように，邪悪な時代にあっても主の

恵みを見いだすことができる（創世6：5－8；モーセ

■且

へ

秘



｜
懲
琴
電

灘
咋

鋤

幽識I篝騨職鍵 酷石

8：22-27参照)。

ノアの時代の悪人が滅ぼされたことは，神の正義とすべ
あかし

ての子供たちに対する愛を証するものである（創世6：

5-13;モーセ8:22-30参照)｡

福音の律法と儀式に従う人々は，神の息子，娘となる

多くの人々を大洪水で滅ぼされたと思いますか。

●大洪水が天の御父の愛の表れであると言えるのはなせ

すか。

・大洪水は地球にどのような恵みをもたらしましたか。

大洪水が祝福であった以下の理'11を黒板に書く。
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●

13参照。モーサヤ5:1-9も参照）（モーセ8：

教え方の提案

●邪恕な人々への裁きとなった。

・大洪水によって残りの義人を救うことができ，彼らを通

して神は再び聖約を交わすことがおできになった。

・これから生まれてくる霊の子供を守った。邪悪な両親の

もとでは，義と真理を教えることは望めなかったからで

ある。

●邪悠な人々を霊界に送ることで福音を学ぶ機会を与え

た。

創世6章とモーセ8章から，先に述べた理由について説

明している部分を見つけさせる。その節を黒板の該当する

部分に書き加える。大洪水が神の完全な正義と愛を示して

いることを説明する。ニール･A・マックスウェル長老は，

神が介入されるのは「人々の選択の自由を滅ぼしてしまう

ほど肚が腐敗し，霊を公正に送り込むことができなくなっ

たときである」と述べている(WeW"ノProveT/1em

Herewith[1982年],58;「大洪水は愛の行為であった」

『旧約聖耆：創世記一サムエル記下』45も参照)。

大洪水に関する聖文の記述には，創造に|則する記述と非

常によく似た表現が使われている。創世7:10,14;8:17,

20-21;9:1,3を読んで．これらの聖句がどのような点

で天地創造の聖ｲﾘと似ているか尋ねる。このような類似点

から．大洪水の目的についてどのようなことが推測できる

だろうか。大洪水はパフ°テスマと同じで，地球の新たな始

まりを意味する。

黒板に次の表を書いて見出しを書き入れ，大洪水と天地創

造の類似点について話し合いながら残りを書き足していく。
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N創世6－9章。生徒が大洪水についてより深く理解できる

ように助ける｡(20-25分）

生徒を2人から4人単位のグループに分ける。創|II26-9

章を幾つかの部分に分け，各グループに割り当てて読ませ

る。それから，各グループに10Hのクイズを作らせる。で

きたクイズをグループ|川で交換して解答させ，大洪水につ

いて学んだことを話し合う。
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出来事

または説明

アダムの

始まり

(創世1章）

ノアの

新たな始まり

(創世8-9章）
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l :2神の霊が水のおもて8:1

をおおっていた。

l:6-7水が分けられた。8:2-3

1:9-10かわいた地が現れ8:5
ナ毒
／－0

1:24-25地の上で増えるよう8:17

動物が与えられた。

1:28-30人は，地に満ちて地9:1-3

を従わせるよう命じ
られた。

雪=蓋

ゴｰ唾ﾑｮ1

.-澪瞬#‘・
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創世6-9章；モーセ8章。大洪水は神の正義と愛の表れ

である。（30-35分）

大洪水についての話し合いを通して，天の御父が愛にあ

ふれた御方であり，悪人を罰せられたのは彼らの永遠の祝

福のためであることを思い起こさせる。2ニーファイ26：

23－24を読み，主が行われることは，すべて子供たちに利

益をもたらすためであることについて話し合う。以ドのよ

うな質問について話し合うとよい。

・すべての人類が神の子供であるなら，ｲII:'はなぜこれほとゞ
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生徒と一緒にジョセフ・スミス訳一マタイl

i三がノアの時代と再降臨の前の時代とを比較L

しやったか調べさせる。再降臨の一部として，

41を読み，

て何とおっ
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謹識 識蟻箪:雲｡”
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豊．樹

き，あらかじめ準備しておいた紺舟とほぼ同じ大きさの場

所を見せる。lキュビトを45センチとして，創世6:15の指

示に従って計測する。生徒を外に連れ出すことができない

場合は，生徒がよく知っているものを使って箱舟の大きさ

を表すとよい（｢旧約聖書：創世記一サムエル記下」44ペー

ジの比ll度Ⅸ|を参照。また43ページの創世6:14-16の注解

も参照)。

一度聖められるが，そのときは火によって聖められる（教

義と聖約5:19参照)。またリわたしたちは水と火の両方で

バプテスマを受けなければならない。この場合，火とは聖

霊のことである（ヨハネ3：5；2ニーファイ31:13参照)･
あかL

聖霊の力によって清められることを証する（2ニーファ

f31:17参照)｡すでにバプテスマと確認を受けている場合，

どのようにすればこの清めの力を受けられるか生徒に尋ね

,へ

謹議
~‐

雲
議
鍾
鐸

次の質問をする。

・釉舟の大きさや近くに海や大きな湖がなかったことを考

慮すると，ノアの隣人たちはノアに対してどのような思

いを抱いたと思いますか。

・主は預言者を通して，わたしたちにどのようなことを求

めていらっしゃいますか。

o教会員であるわたしたちを，世の人々から見て特異なも

のとしているのはどのような点でしょうか。

主の助けによって．難しい割り当てを果たしたときの経

験を話す。生徒が話してもよい。

創世6－9章；モーセ8章。箱舟がノアの家族を守ったよ
こんにち

うに，今日の世にも，平安を与えて世の悪から守ってくれ

る場所がある。（25-30分）

ある人が学校にやって来て,1週間以内に大災害が起き，

町中が破壊されると警告したとする。次のことを尋ねる。

・その人についてと､う,I凸(いますか。

・その人を信じるためには何が必要ですか。

oあなたはどこに安全を求めますか。

モーセ8:16-24を読ませ，尋ねる。

・ノアの時代の人々は同じような警告にどう対応しまし

たか。

・人々はなぜそのように対応したと思いますか。

・ノアの警告に従うように説得するには何が必要だったで

しょうか。

る。教義と聖約20：77，79を読み，生活の!|二'に主の清めの

力を招き入れるために必要なことを行うようチャレンジす

る。

創世6：1－4；モーセB:13-15･ノアの時代，聖約外

の結婚は邪悪な行いと見なされていた。(10-15分）

モーセ8:13-14を読ませて次のことを尋ねる。

。「神の子」とはだれですか。

・彼らはどのような点で「人の了-」と違っていましたか。

『旧約聖耆：創世記一サムエル記下』の創世6:1-2,

21の注解(42ページ）の一部を読む。この注解は，人々が

神と聖約を交わすことによって神の子となったことについ

て説明している。モーセ8:15を読んで尋ねる。

。「娘たちは自分自身を売り渡した」とはどういう意味

ですか。

・聖約外の結婚をする人がいるのはなぜだと思いますか｡

。ふさわしい教会員との結婚にはどのような祝福が伴うと

思いますか。

以下のスペンサー･W･キンボール大管長の言葉を読ませ

る。

蕊
溌
》

I

譲
篝
雲
議
婁
議

グー

へ

》
蕊
篝
議

「この大切さ，すばらしさが分かっていたら，だれで

も結び固めの儀式を受けるために世界中へ出かけて行っ

てもよいと思うでしょう。距離や金銭，そのほかのいか

なる状況も，主の聖なる宮で結ばれるためなら問題には

ならないのです｡」（｢日の光栄の結婚の重要性」『聖徒の

道」1980年7月号,4参照）

霧
篝:、

へ

蕊：
鐘：

キンボール大管長の言葉を読んでどう感じたか尋ねる。

また，聖約に基づいて結婚するうえで，どのような状況が

わたしたちの選択を左右するか尋ねる。聖約に基づく結婚

には何物にも代え難い価値があり，それ以外の方法で結婚

することは永遠の結果を招くことを生徒に再確認する。

創世6－7章。ノアは神への並ならぬ信仰の持ち主であっ

た。ノアの模範は，わたしたちがさらに信仰を深めるため

の励ましとなる。(15-20分）

クラスで「ニーフアイの勇気」（｢子供の歌集』64-65ペ

ージ）を歌う。この歌で教えられている原則がノアにどう

当てはまるか尋ねる。

創世6:14-21で主がノアに何をするよう命じられたか

読む。箱舟の大きさを説'1Jするために教室の外に辿れて行

議蝉f’

'1

I

蕊
篝

へ､

,一

勘
号革一

エニー
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創世7:4-6,11-12,19-24を読み，ノアの言葉に耳

を傾けなかった人々に何が起こったか見つける。創世7：

1-3,7-10,13-18;8:13-18を読んで，預言者に従っ

た人々に何が起こったか調べる。それから，先の結果と比

較する。クラス全体で次の質問について考える。

・ノアの家族は、なぜ大洪水から守られたと思いますか

（創世6:18,22;7:1,5;9:1,8-15参照)。

・ノアの家族は，大洪水から身を守るためにどうしました

か（創世6:14-18;7:1,17:8:4,13参照)。

今の時代にも，聖約の民が悪や預言された末日の破壊か

ら身を守るための場所があることを理解させる。クラスが

始まる前に箱舟の絵を描き，それを6ピースのパズルに切

り分ける。各ピースの裏側に，以下に示した6つの参照聖

句の一つを書いておく。次に生徒を6つのグループに分け

てlピースずつ渡し，裏に書かれている参照聖句について

研究させる。それから，安全と守りを得られる場所につい

て何を学んだか発表させる。生徒は発表に合わせてパズル

を組み合わせ，現代の箱舟を完成させる。

グループl:教義と聖約l:13-18:20:25-27(預言者に

従う）

グループ2：詩篇127:3-5;筬言l:8;20:7;lコリン

トll:11(両親と家族）

グループ3：教義と聖約109:20-26:132:19-20(神殿）

グループ4：教義と聖約82:14-15;101:17-25;ll5:

6；モーセ7:17-21(シオンのステーク）

グループ5:1ニーファイ8:21-30;15:23-24;教義と

聖約l:37-38(聖文の研究）

グループ6：ルカ21:36;3ニーファイ18:15-19;教義と

聖約10:5:ジヨセフ・スミスー歴史l:15-

17(祈り）

パズルが完成したら創世6:14を読んで、ノアが箱舟の

透き間や穴をふさがなければならなかったことを説明する。

霊的な守りを受けるために自分にできるすべてのことを行

ったとき，すなわち預言者に従い，両親の言葉に耳を傾け，

神殿に参入し，ステークに集まり．聖文を学び，祈りをさ
しよくざい

さげたとき，わたしたちはイエス・キリストの犢罪を通し

て，邪悪な人々に下される破壊に耐え，それから逃れるこ

とができる。モーサヤ5:15を読み，蹟罪を生活に生かす

ことによって、末日という大洪水の中でも沈まずに「浮か

んで」いられるよう生徒を励ます（創世7:17参照)。

謬鶉雛I嘉鶏胤墓言三二窒素二星
る。（35-40分）

わたしたちは悪のはびこる時代に生きている。やがて地

球はかつて水で聖められたように．火で聖められる。それ

は救い主の再降臨に伴って起きる（教義と聖約5:19参照)。

ノアは．主の戒めに従って箱舟を造ったことで救われた。

それによってノアと家族は主の裁きを免れることができた。

わたしたちも悪から救われるには，ノアとその家族のよう

に，悔い改めて主に従わなければならない。この世の悪を

克服して神の裁きから逃れるために，主は何を求めておら

れるだろうか。それは箱舟を造ることに相当する◎主が求

めておられることを話し合わせた後で，意見を黒板に耆〈。

クラスを二つのグループに分ける。一つのグループに創

世6:1-7:10を読ませ，別のグループにはモーセ8章を

読ませる。ノアの行ったことで，世の悪から守られる方法

を示しているものを見つけさせる。見つけた原則を黒板に

付け加える。以下の点を強調する。

●ノアは周りの人々とは異なっていた。創世6:1-13を読

ませ，当時の民がどれほど邪悪であったかを示す言葉や

表現を見つけさせる。「神の子たち」が「人の娘たち」

と結婚するとはどういう意味か話し合う（創世6：2参

照。『旧約聖書：創世記一サムエル記下』42ページの創

世6:1-2,21の注解も参照)。

●創世6：8を読み．恵みとは何か尋ねる（『聖句ガイド」

の「恵み」の項，254参照)。モーセ8:13,23-27を読

ませ，ノアがどのようにして主から恵みを得たか理解さ

せる。生徒用資料の創世6章；モーセ8章の活動Aを行

わせ，それから学んだことを発表させてもよい。

・福音の聖約を交わしてそれを守ることは，わたしたちの

救いに不可欠である。主から力と助けを得るうえで，従

順さと聖約が重要であることを生徒と話し合う。（レッス

ンのこの部分で創世6－7章の教え方の提案を活用しても

よい｡)次の質問をする。「ノアとその家族は，従順であ

ったためにどのような祝福を得ましたか。再降臨のとき

に，地球は聖められます。わたしたちはどのような備え

ができるでしょうか。主が交わされる聖約で確かなこと

は何ですか｡」（主は常に御自分の責任を果たされる｡）

次の質問をする。

・わたしたちはいつどのようなときに，拒絶されたり，あ
けいくつ

ざけられたり、軽蔑されたりするでしょうか。

。悪の影響に取り囲まれていると感じることがありますか。
こんにち

・ノアの箱舟は,今日のわたしたちにとっては何でしょうか。

・この世にはびこる悪からの避け所はどこでしょうか。

・家庭やワード，ステークは箱舟となることができます。

それはなぜですか。

・それらを安全な港として保つために何ができると思いま

すか。
こんにち

神殿も今日のふさわしい教会員にとって箱舟のような役

割を果たすことを説明し，神殿参入に備えることがどれほ

ど重要か生徒に理解させる。

ノアは大洪水の後もわたしたちの模範となった。創世

8:20-22を読ませ，箱舟から出た後でノアが最初に何をし

たかを理解させる。主はわたしたちを悪から救うための方

法を備えてくださった。また，この世において喜びと希望

を見いだし，後の世では永遠の命を得られるようにしてく

ださった。わたしたちは絶えず主に感謝しなければならない。
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の聖約に加わるのである（創世15:1-6;17:1-8;ア

ブラハムl:18-19;2:9-11参照)。

o主は御自身が交わされた約束をすべてお守りになる（創

世13:16;15:1-18;17:15-22;21:1-2参照◎教

義と聖約1:37-38;82:10も参照)｡

・天の御父はわたしたちの祈りを聞き，試練を知り，信仰

をもって求めるときに慰めを与えてくださる（創世15:

1-6;16:4-14)｡
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ﾖ

1

宝霊亀…篝墨』－2割畠篝雲篝篝亀尋謎一｡『，_さ…，蝉鍵蓋簔簔雲雲
手雪一廷アー

電を鍔野
~二手r字

“･亨簔f≦ 琶邊
蕊

Ｔ
旧
哩
Ｉ
ヨ
ゥ
配
亘
ｒ
ａ
二

h1L

乢

私

はじめに

主は新たな福音の神権時代を始めるために、アブラハム

を通じて御自身の聖約を再びお立てになった。アブラハム ；教え方の提案 i説｡Ⅶ1”
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は忠実な者の先祖と呼ばれている（教義と聖約138:41参

照)。聖文には、福音を受け入れるすべての者はアブラハム

の子孫と呼ばれると記されている（アブラハム2:10-11

参照)。この理由について，スペンサー･W･キンボール大

管長は次のように説明している。

「すべての忠実な神権者にとって，キリストは究極の模範

です。聖典を調べると，この究極の模範に従うことでふさわ

しさを身に付けり神権を通して約束された祝福にあずかった

大勢の人々が登場します。その一人が父祖アブラハムです。

アブラハムの生涯は，父親として家族の立派な族長になりた

いと願う教会員の心を．鼓舞し高揚する模範です。．“…

……日常生活の巾で神のことを最優先にする習|賞を身に

付けるなら，だれでもアブラハムのようになれることを稚ll
あかし

存じでしょうか。わたしは皆さんに証します。その優れた

特質のゆえに，今は『昇栄に入ってその王座に着いている」

アブラハムのようにわたしたちもなれるのです（教義と聖

約132:29)。昇栄は，中央幹部、ステーク会長，定員会会

長，あるいはビショップだけに与えられる祝福なのでしょ

うか。そうではありません。それは，自分の罪を捨て，

日々聖霊の導きに従って生活し，アブラハムの模範に従っ

て自分を備えるすべての人たちに与えられる祝福なのです。

アブラハムのような誠実さ，従順さ，信仰を身に付け，

アブラハムと|司じように啓示を受け，奉仕を行いさえすれ

ばよいのです！両親がアブラハムの求めた祝福を求める

ならば，彼らもまたアブラハムが受けたのと同じ啓示と聖

約，約束と永遠の報いを受けることができるのです｡」（『聖

徒の道」1975年12月号,529,532参照）

アブラハムが昇栄したことを知っているわたしたちは

(教義と聖約132:29参照),アブラハムの生涯を学び，彼が

この偉大な祝福を受けるために何を行ったかを調べるべき

です。それから「行って，アブラハムの業を行」う必要が

あります（教義と聖約132:32)｡

学び取るべき重要な福音の原則

倒｢蹴鯆逗鋭熟到腰鳶
られる力を生徒がさらに理解するうえで役立つ（教え方の

提案については『｢旧約聖書」ビデオガイド」を参照する)。
蝋"蝋"､",。

f‐

巳蒔

創世11－17章。主はアブラムと聖約を交わされたとき，

アブラムの名前を「アブラハム」に変えられた（創世

17：1－9参照)。アブラハムの経験について学ぶことは，

福音の儀式を受け，主と聖約を交わすことの大切さを理解

するのに役立つ。また，キリストの御名を受けることの大

切さを理解するのに役立つ。（20-25分）

名前の大切さを理解できるようにする。以下のような質

問について話し合う。

・親が子供の名前を決めるのに非常に時間をかけることが

あるのはなぜですか。

・あなたの名前には何か特別な意|床がありますか。もしあ

れば，どのような意味ですか。

・名前を変えたいと思いますか。もし変えたいのであれば，

それはなぜですか。どのような名前にしたいですか。

創世l1:27-32から，知っている名前を探させる。創世

17:1-8を開かせ，主がアブラムの名前について何をなさ

ったか見つけさせる。アブラムの名前は聖約の一部として

変えられたことに注目する。「アブラム」という名前は「昇

栄した父｣，「アブラハム」は「多くの国民の父」という意

味である(BibleDictionary,"Abraham."601-602参照)。

次の質問をする。「この変更は，主がアブラハムに授けられ

た約束をさらに証明するものでした。それはなぜでしょう

か｡」
こんにち

今日，主はわたしたちの名前を変えたりはなさらない。

代わりに，バプテスマを受けて教会に加わるときにイエ

ス・キリストの御名を受ける（モーサヤ5:6-12;教義と

聖約20:37参照)。わたしたちはこれまで通りに自分の名前

で呼ばれるが，同時に「クリスチャン」または「聖徒」と

も呼ばれるようになる。聖徒とは清められてキリストに従

う者である。イエス・キリストの御名を受けるとはどうい

う意味か，またなぜそれが大切なのか話し合う。

アブラハムl:18-19を読み，主から名前を受けること

が何を意味するか，少なくとも一つ話し合う。モーサヤ

5:7-10と教義と聖約20:77,79を読ませ，民が主の御名

を受ける場面に注目させる。次の質問をする。

・わたしたちが主の御名を授かりたいと願う理由につい

て，これらの聖句からどのようなことが分かりますか。

・イエス・キリストの御名を受けた人々は，それ以前と何
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職品,岬蛸如
J,咄・天の王国に救われるためには，福音の原則に従い，福音の

儀式を受けなければならない（アブラハムl:2参照。モー

セ6：52；信仰箇条l:3;教義と聖約84:33-39も参照)。

・神に従うか自分の命を守るかの選択を迫られた場合，わ

たしたちは神に従うことを選ぶべきである（アブラハム

l:5-12参照)。

●アブラハムの義のゆえに，主は祝福として，土地と神権

を与え，子孫の永続と昇栄を授けるという聖約を交わさ

れた。福音の儀式と聖約を身に受け，それを忠実に守る

とき，わたしたちもアブラハムの聖約として知られるこ
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が変わると思いますか。

・イエス・キリストの御名を受けることにはどのような義

務が伴いますか。

・キリストの御名を受ける人に，主はどのようなことを約

束しておられますか。

んだことや真実であると確信していたことのために進んで

勇敢に犠盤を猶ったからであると理解させる。アブラハ

ムの経験を基に，忠実な者に約束されている祝福を享受す

るうえでどのような行いが役立つか考えさせる。

アブラ八ム2：1－25．アブラ八ムがそうであったように，

周りの人々が邪悪であっても義にかなった生活をすること

ができる。(15-20分）

｜可年代や地域社会の人々にとって，どのような影響や誘惑

が義にかなった生活をするうえで妨げとなっているだろう

か。幾つか挙げさせる｡以下のような質問について話し合う。

・わたしたちの周囲で多くの人々が邪悪な事柄を行っている

中，どうすれば義にかなった生活ができると思いますか。

・枇の中はますます邪悪になっています。主は本当に義に

かなった生活をするよう期待しておられるのでしょうか。

・正義を選ぶうえで，アブラハムの模範はどう役立つと思

いますか。

生徒とともにアブラハムl:2-7を読みリアブラハムの

置かれていた状況について話し合う。そのような状況の中，

義にかなった望みを成し遂げることはどれほど難しかった

か話し合う。

縦線を引いて黒板を二つに分ける。片側に「アブラハム

2:1-13」と書き，反対側に「アブラハム2:14-25」と

書く。クラスを二つのグループに分け，各グループに参照

聖句を割り当てる。アブラハムのどのような行いが義にか

なった生活をするうえで役に立っただろうか。聖句から見

つけさせる。終わったら，それぞれ見つけたことを黒板に

記した参照箇所の下に列挙させる。（次のような答えが挙げ

られるであろう。義にかなった人と結婚した〔2節〕，邪悪

な環境を離れた〔4節〕，祈った[6,17-18,20節],主

を求めた[12節],主に従うことを選んだ[13節],主に従

った[3-4,13-14節],伝道活動をした[15節])。

黒板のリストを使い，アブラハムの模範に従うために何

ができるかを話し合う。アブラハム2：3－4をヘブルll:

8-16と相互参照し，義にかなった状態にとどまるための力

についてパウロが語っていることを話し合う。次の質問を

する。「これらの原則はわたしたちが義にかなった状態にと

どまるためにどう役立つと思いますか｡」

創世13:5-15．慈愛，無私，および平和をつくり出す

ことは，天の祝福にふさわしいキリストのような属性であ

る。(15-20分）

二つのお菓子をクラスに持参する。一方は他方よりも好

ましいものを用意する。好ましい方のお菓子が好きな生徒

を二人前に呼び，これから二人にお菓子をあげると伝える。

お菓子を見せて，だれがどちらのお菓子をもらうか決める

ように言う。ただしお菓子を半分ずつに分けることはでき

ない。悩んだ末に選び終わったら，決めるのは難しかった

か尋ねる。次の質問をする。「もしこれがステレオや車，家，

または土地などであったら，決断はどれほど難しいものに

なっていたでしょうか｡」

これに似た経験をした二人の人物が聖文に出てくること

を生徒に話す｡創世13:5-7を読ませ，その二人はだれで，

へ

’八

アブラ八ム1:1-1g．わたしたちが心から望むことは，

現世と来世における自分の状態に大きな影響を与える。

(20-25分）

人生で最も望んでいることを5つ考えさせる。アルマ

32：27-28と教義と聖約137:9を生徒と一緒に読み，正し

い望みを持つことがなぜ大切か話し合う。

アブラハムl:1-4を読ませ，アブラハムが望んだこと

を黒板に列挙する。教義と聖約132:29とアブラハム2:12

を読み，アブラハムの正しい望みが，彼の受けた永遠の報

いにどのように反映されたか話し合う。

自分の望みとアブラハムの望みとを比較させる。アブラ

ハムの場合と同じように．自分の望みがどのように自分の

受ける報いを表しているか話し合う。

アブラハムl:5-7を読ませる。アブラハムにとって，正

しい望みを持つための妨げになっていたものは何だろうか。

聖句から見つけさせる。アブラハムの置かれていた困難な

状況を考慮するとき，アブラハムにどのような決断が可能

だったか生徒に尋ねる（例えば，義を追い求めることをや

める，自分の父親を改宗するようさらに努力して．当時は

びこっていた宗教の影響力を変えるよう試みる．家を去る，

など)。8-12節を読ませ、アブラハムが実際に行ったこと

とその結果を調べさせる。たとえ心から望んでいる場合で

も，義にかなった状態でいることは必ずしも容易ではない

ことを生徒に理解させる。アブラハムの場合と同じように，

福青に従おうとするときには試練や誘惑が付き物である。

試練や誘惑に直面するときに，たゆまず義を求め続けるな

ら，アブラハムのように祝福を受けることを生徒に約束する。

預言者ジョセフ・スミスの以下の言葉を読み，その意味

について話し合う。
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「人が初めて地上に置かれたときから，命と救いに欠

くことのできない信仰は，俗世のあらゆるものを犠牲に

せずに得られたことはありませんでした。……そして俗

世のあらゆるものを犠牲にすることによって，人は自分

が神の目にかなう事柄を行っていると確信するのです。

自分の命をも惜しまずに，持てるすべてを真理のために

犠牲としてささげるとき，……人は初めて神が自分の犠

牲とささげ物とを受け入れてくださることを何の疑いも

なく知るようになります。主に尋ね求めたことは無駄で

はなかったと知るのです。このようにして，人は永遠の

命を得るのに必要な信仰を手に入れることができるので

す｡」(LecturesonIWth[1985年],69)
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アブラハムl:15-20を読み，主がアブラハムの忠実さ

ゆえに何を行われたか列挙する。主が18-19節でアブラハ

ムに約束された祝福の中から，日分が得たいものを一つ選

ばせ，その理由を話させる。アブラハムが祝福を受けたの

は，それらを望み，従順であったからであり，自分が望
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どのような決断を迫られていたか調べさせる。生徒は8－

13節を読み，アブラハムとロトがどのような動機からこの

争いを解決したか探す。アブラハムの動機については，へ

ブルll:10,13-16からもうかがうことができる。創世

13:14-18を読ませ，アブラハムがその義のゆえに主から

どのような報いを受けたか，またその祝福がなぜアブラハ

ムにとって大切だったのか調べさせる。

争いから生じる問題と，主が平和をつくり出す人にお与

えになる祝福について話し合ってもよい（『聖句ガイド』

｢争い」19ページ，「平和をつくり出す人」234ページ参照)。

創世14：1フー24．アブラハムはわたしたちの模範であ
しもく

り，主の僕を敬い，この世のものを惜しみなくささげ，聖

約を守ることで，どのように主に対する愛を表せるか教え

ている。（15-20分）

黒板に「メルキゼデク」と書き，この言葉について知っ

ていることを生徒に尋ねる。生徒の多くは「メルキゼデク

神権」という言葉は知っていても，メルキゼデクという人

物についてはあまり知らない。以下の資料を調べてメルキ

ゼデクがどのような人物だったか学ばせる。創枇14:17-

24：ジヨセフ・スミス訳創世14：25－40；アルマ13:14-

19:教義と聖約107:1-4;『聖句ガイド』「メルキゼデク」

(256ページ)。学んだことについて話し合う。

生徒は創世14:17-20を読み，そこに何が記されている

か話す｡メルキゼデクについて学んだことを基に，なぜア

ブラハムはそのようなことを行ったのか尋ねる‘．教義と聖

約84:14には，アブラハムとメルキゼデクの関係について

さらに詳しい情報が記されている。アブラハムのメルキゼ

デクに対する対応の仕方と，ソドムの王に対する対応の仕

方とを比較させる（ソドムの王が何を象徴していたかにつ

いては創世13:13を参照する)．次の質問をする。

・これらを比較することでアブラハムについて何が分かり

ますか□

・これらの聖句に記されているアブラハムの模範を，どの

ように応用することができると思いますか。例えば，わ

たしたちの周囲に「メルキゼデク」のような人はいます

か。わたしたちにとっての「ソドムの王」はだれですか。

ソドムの王が与えようとした富にアブラハムが心を動か

されなかった理由の一つは，アブラハムが聖約に忠実であ

ることを何よりも望んでいたからであった（創枇14：22参

照)。次の質問をする。

・わたしたちはどのような聖約を交わしていますか。

・アブラハムのように忠実になるために，それらの聖約は

どのように役立ちますか。

生徒と什分の一の原則について簡単に話し合ってもよい。

次の質問をする。

・アブラハムはメルキゼデクと一緒にいたときに何をしま

したか（創世14:20参照)。

・主はなぜ教会が必要とする財源を御自身で提供なさらず

に，什分の一を納めるように求められるのですか。

●マタイ19:16-22に記されている救い主の経験は，この

質問に答えるうえでどう役立つと思いますか‘。

心
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什分の一を納めることは，わたしたちが日々の生活の中

で主を最優先していることを示す一つの方法であることを

生徒が理解できるようにする。

創世15章。創世15章には，主と聖約を交わす様子が記さ

れている。この章は，儀式および聖約を交わすことに含ま

れる象徴と力についてより深く考える機会を与えてくれる。

(20-25分）

黒板に以下の表を描く。

サタン

生徒に尋ねる。

・黒板に挙げた3者の中で．最も力があるのはどなたです

か。（神｡)

。残る2者，つまり人とサタンでは，どちらがより大きな

力を持っていますか。

生徒が2番目の質問に答える前に，エペソ6:10-13:2

ニーファイ2：27－29；アルマ34：35；教義と聖約10:5;

21:4-6;およびモーセ4:3-4を読ませる。「神」および

｢人」と書かれている円を直線で結ぶ。直線の上に「聖約」

と書く◎人は聖約を通して神と結ばれ，神から力を授けら

れるならば，サタンより大きな力を持てることを生徒が理

解できるようにする◎人が神と結ばれていなければ，サタ

ンは人よりも大きな力を得ることができる。

生徒とともに創世15:lを読む。主は御自身がアブラハム

の「盾」であって「あなたの受ける報いは，はなはだ大き

い」とおっしゃったことを指摘する。この言葉の意味を話

し合う。土地，神権，無数の子孫など，主がアブラハムに

どのような報いを約束されたか確認する。次の質問をする。

｢これらの報い，すなわち祝福のうち，アブラハムがすでに

受けていたものはどれですか｡」

創枇15:2-3を読ませ、主の祝福のうち，受けられるか

どうかアブラハムが懸念していたと‘思われる祝福はどれか

見つけさせる。一緒に4－6節を読み．主がアブラハムの抱

えていた悩みにどのようにおこたえになったか，またアブ

ラハムが何をしたか調べさせる。ジョセフ・スミス訳創世

15:9-12を読み，アブラハムが抱いていたもう一つの悩み

と，それに関してアブラハムと主の間にどのようなやり取

りがあったか調べる。神が常に約束を成就されることを理

解するためには，永遠の観点から物事を見るよう努力しな

ければならないことを生徒が理解できるようにする（教義

と聖約1：37-38参照)。これは創世15章の最後の出来事が

強調している点である。

可能であれば，十二使徒定員会会員のヘンリー･B・ア

イリング長老が語った以下の言葉のコピーを配って読む。

「天の御父は．…･･わたしたちが御父と聖約を交わすこ

とができるようにしてくださいました。また御父はそれ

らの聖約に付随して儀式も授けて<ださり，それによっ

て御自身が行うと約束および聖約されたことを示し，ま

⑬
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ばならないかを教えるものであった。アダムは人々のため

にこれらの儀式を執行することができるよう神権を授けら

れた◎アダムとエバは．子供たちが永遠の家族としてまた

一つとなり，永遠の命を受け継ぐ、ことができるように，こ

れらをすべて子供たちに教えて実践するよう命じられた

(モーセ5:4-12,58-59;6:51-62,64-68参照)。

福音は，初め家族を通して教えられ実践された。しかし、

アダムの家族に教えを受け入れない人々がいたため，多く

の子孫が福音の救いの儀式を受けることなく成長した。生

徒とともにアブラハムl:2-5を読み，これがアブラハム

の置かれていた状況であることを生徒に理解させる。特に

2節に注目する。2節でアブラハムは，ついに「先祖に属す

る権利を持つ正当なｲ溺錆人……となった」（斜体付加）と

言っている。

最終的にアブラハムは福音の救いの儀式を受けた。また

彼はそれらの儀式を子孫のために執行できるよう神権を受

けた。アブラハムの義のゆえに，主はアブラハムと特別な

聖約を交わされた。わたしたちはそれをアブラハムの聖約

と呼んでいる。この聖約の一部として、主はアブラハムを

｢忠実な者の先祖」（教義と聖約138:41)、地上に来る御父

のすべての子供たちに救いをもたらす一族の長とされた。

アブラハムの家族に属する人々は，神の救いの業におい

て御父の代理人として働く。そのためアブラハムの家族は，

天の御父の家族を象徴する予型となった。わたしたちがア

ブラハムの聖約に入ると，アブラハムに約束された祝福は

わたしたちのものとなる。

生徒と一緒に「旧約聖書：創世記一サムエル記下」第5

章の「理解を深めるために」(61-63ページ）にある資料を

使って話し合う．それぞれの祝福がどのように自分に当て

はまるかを生徒が理解できるよう助ける。

聖約に伴って約束されている祝福は，血統によって自動

的に与えられるものではないことを生徒に理解させる（2

ニーファイ30:1-2参照)。創世17:1を読ませ，聖約の祝

福をすべて受けるために，主がアブラハムに何をしなけれ

ばならないとおっしゃったか調べさせる。創世17章の出来

事に先立って，アブラハムが聖約を受ける備えとして何を

したか，どのように聖約を守ったかなどについて指摘して

もよい。

祝福師の祝福に見られるような以下の文を読んで聞かせ，

学んできたことを生徒が応用するのを助ける。

「あなたは祝福され、イスラエルの家の一員としてこの

世に来ました。あなたはアブラハムに約束されたすべての

祝福を受けるのです。そのような者として，あなたには責

任と、このイスラエルの家に与えられている祝福と約束の

すべてを受ける権利が与えられています｡」

このような祝福を受けた人にあてて，この言葉の重要性

を説明する手紙を生徒たちに書かせる。手紙の中では．特

に家族の概念に関連付けて↑預言者アブラハムの相続人と

なるとはどういう意味か，相続人にはどのような責任があ

るか説明させる。何人かの生徒に書いたものを発表させる。

たわたしたちが行うと約束および聖約したことを示せる

ようにしてくださったのです｡」(Covenants[大学該当

年齢のヤングアダルトに向けた説教｡l996年9月6日],1)

へ
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〆~､Iバプテスマの儀式と聖約について考えるように言う。そ

れから次の質問をする。

・バプテスマの儀式で，主が（特に，象徴的な意味で）約

束しておられることは何ですか。

・わたしたちは何を約束しますか。

創世15:9-21には古代の契約の交わし方が記されている

ことを生徒に伝える。契約は通常二人の人の問で交わされ

るが，この場合は神とアブラハムの間で交わされた。創世

15:9-19を読ませ、アブラハムがしたこと，主がアブラハ

ムに言われたこと，および煙の立つかまどと炎の出るたい

まつによって表された主の行いについて調べさせる。次の

質問をする。

・アブラハムは聖約の一部として自分が行うことをどのよ

うに示しましたか。（祝福が成就するまで主を待ち続けた｡)

・主は何を約束されましたか｡(約束を必ず成就されること｡）

教義と聖約82:10を読んでこの話し合いをまとめる。主

は常に御自身の聖約を守られることを伝える。わたしたち

は主と正式な聖約を交わして、それを守ることによって悪

に打ち勝ち，永遠の命を得ることができると説明する。

創世11－1フ章；アブラ八ム1－2章。アブラ八ムの聖約

の重要性を認識し，自分とのかかわりを理解するなら，わ

たしたちは現世における自分の可能性と責任，そして永遠

の世で受け継ぐことになる祝福について，より深く理解す

ることができる。（30-45分）

クラスのだれかを相続人とした遺書があると仮定する◎

次の質問をする。

。だれの遺書に相続人として指名されたいですか。

・通常,遺産の相続人に指名されるのはだれですか｡(家族｡)

・物質的な富を持たない両親や祖父母でも残すことができ

る受け継ぎにはどのようなものがありますか。

・あなたが両親，祖父母，またはほかの先祖から受け継い

だ非物質的な遺産にはどのようなものがありますか。

・あなたは自分の家族の一員として生まれたことでどのよ

うな特権や祝福を得ていますか。

「家族は神の子供たちの永遠の行く末に対する創造主の

計画の中心を成すもの」であることを思い起こさせる（｢家

族一世界への宣言」『聖徒の道』1996年6月号,10-11)。

地上に来る前，わたしたちは一つの家族，すなわち神の永

遠の家族の一員として住んでいた。わたしたちが御前にい

たとき，天の御父はわたしたちに御自身の計画について教

えられた。それはわたしたちが御父の持っておられるすべ

てを受け継ぐ、ことができるようにする計画であった。天の

御父はわたしたちを地上の家族へ送られたが，その目的は

わたしたちが戻って御父とともに住むだけでなく，神の

ようになるためであった。

堕落の後，アダムとエバには指示と儀式，そして聖約が

与えられた。これらは，現世の目的に関するもので，永遠

の命，すなわち神のような生活をするために何をしなけれ
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教え方の提案へ

凸 創世18：1－15．主は御自分に忠実に従う者に，栄光ある

約束をお与えになる。主は約束を果たす力を持っておられ，

｢神自身の時に，神自身の方法で，神自身の思いに従って」

その約束を果たされる（教義と聖約88：68)。（20-25分）

次のように書かれている紙を配る。

Q

へ

はじめに

教師はこう言っています。「－を約束します｡」1833年に，主は次のように言われた。末1]聖徒は自らの

背きのゆえに「アブラハムのように，試みられなければな

らない｡」（教義と聖約101:4)創壯18-23章には，アブラ

ハムが受けた幾つかの厳しい試練とアブラハムの忠実さが

描かれている。アブラハムと対照的なのはソドムとゴモラ

の運命である。これらの章を研究しながら，アブラハムに

ついて考える。アブラハムはどのようにしてこれらの試練

を堪え忍ぶことができたのだろうか。主に忠実に従ったこ

とで，アブラハムはどのような祝福を受けただろうか。同

じ祝福を求める際に，わたしたちはどのようにすればアブ

ラハムの模範に習うことができるだろうか。

アブラハムは神から受けた約束（後にアブラハムの聖約

とII乎ばれた）を保ち，「忠実な者の先祖」（教義と聖約138:

41)という称号を得た。アブラハムを通して，わたしたち

は福音の祝福を受けられるようになった（教義と聖約84：

33-34;124:58参照)。一方，ソドムとゴモラの民はその

邪悪さのため神に滅ぼされた。

学び取るべき重要な福音の原則

両親はこう言っています。「を約束します｡」

各生徒に，何でも好きな約束を空欄に書き込ませる。数

人の生徒に書いたものを発表させ，理''1を説明させる。次

の質問をする。

・これまでに彼らからどんな約束を受けてきましたか。

・それらの約束はあなたにとってどれくらい大切なもので

したか。

・これらの約束が必ず守られるという確信がありますか。

それはなぜですか。

主も約束をなさる。主の約束にはどのようなものがあるか

尋ねる（例えば，祝福師の祝福やそのほかの神権の祝福，儀

式，生ける預言者の言葉，聖文)｡主から個人的に受けた幾

つかの約束について考えるように言う。主は御自分の約束を

果たす力を持っておられ，実際に果たされることを伝える。

創世18:1-12を読ませ,サラが受けた約束を調べさせる。

次の質問をする。

・サラの年齢(11節参照）を考慮すると，この約束はどれ

ほどすばらしいものだったと思いますか。

・この約束にサラはどう答えましたか(12節参照)｡

。なぜサラはそう答えたのでしょうか。

「旧約聖書：創l11記一サムエル記下」にある創世18:9-

15の注解を紹介する（訳注一日本語版では「英文「聖書』

のみに関連する説明のため省略」となっている)｡これまで

神の驚くべき慈しみに驚嘆したことがあるか生徒に尋ねる。

創世18:13-14を読ませ，御自分の約束を守る力について

主が何とおっしゃったか探させる。「主にとって不可能なこ

とがありましょうか」という質問に自分ならどのように答え

るか尋ねる。教義と聖約l:36-37と82:10を読む。次の質

問をする。「わたしたちにはどれほど難しく思えるものであ

っても，主は御自分の約束をすべて果たされます。これらの

聖句は，この教義をどのように裏付けていると思いますか｡」

主にとって難しすぎることはあり得ない。しかし主は

｢神自身の時に，神自身の方法で，神自身の思いに従って」

祝福をお与えになることを理解させる(教義と聖約88：68)。

例として，サラとアブラハムは子供を授かるまでどれだけ

待ったかを考える。

生徒とともに創IMr15:1-6を読み，アブラハムは不安で

あったときに何をしたか，また，なぜ，どのように祝福を

受けたか確認する。イザヤ40:25-31を読み，主を待ち望

むこと（忍耐）の大切さについてこれらの聖句が教えてい

ることを探させる。次のことを話すよう生徒に勧めてもよ

い。「主の答えが自分の望んでいたものとは異なっていたに

もかかわらず，それが自分にとって最善の答えだったと感

じたことはありますか｡」
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神の約束は，直接ﾈlllによって成就されることもあれば，
しもべ

神の僕を通して成就されることもある（創世18:2,9-

15;21:1-2参照。創世17:15-19;教義と聖約l:38

も参照)。

試練や試しを忠実に堪え忍ぶ者に，主は特別な祝福をお

与えになる（創世18:1-19;20:1-3,14-18;22:

1-19参照。教義と聖約58:4も参照)。

創世記は，わたしたちと主との関係について以下のこと

を教えている。

a，わたしたちには不可能に思えることでも，主はおでき

になる。そのため，信仰をもって主を信頼しなければ

ならない（創世18:9-14;21:1-8参照。ローマ4:

16-22;lニーフアイ4:1も参照)。

b.地域や国家にいる義人のゆえに、神の裁きが残りの邪

悪な人々に完全に及ぶのが一時的にとどめられること

がある（創世18:23-32参照◎アルマ10:22-23;

62：40；ヒラマン13:13-14も参照)。

c、悪人との頻繁な交わりを選択することは，肉体的にも

霊的にも害をもたらしかねない（創世19章参照)。

d.主はわたしたち全員をお試しになる。わたしたちは主

がお命じになることを，たとえそれがどのように難し

く思えても行わなければならない。もし従うならば，

すべてのことはこの世においても次の世においてもわ

たしたちの益となる（創世21:9-21;22:1-19参照。

ローマ8苫28；教義と聖約90：24も参照)。

もし心を尽くして主を愛するならば，わたしたちは主が

お求めになることをすべて喜んで行う（創世22:1-12

参照。ヨハネ14:15;オムナイl:26も参照)。
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創職卿｡，モーセ詩，アブラハム書

創世1B:1-15．神の約束は，直接神によって成就され
しもく

ることもあれば，神の僕を通して成就されることもある。

(5-10分）

青少年が直面している最も困難なチャレンジにはどのよ

うなものがあるか尋ね，黒板に列挙する。次の質問をする。

｢主にとって難しすぎることはあるでしょうか。また，主が

わたしたちとともにいるときに，わたしたちにとって難し

すぎることがあるでしょうか｡」

16歳までデートをしない，伝道のために2年間学業や職

業を離れる，道徳的な清さを保つ，什分の一の律法に従う

など，主が命じられていることで待つよう求められている

ものに話し合いの焦点を絞る。信仰をもって忍耐強く堪え

忍ぶ者には主の祝福が侍っていること．また主が常に御自
あかし

身の約束を果たされることについて，教師の証を述べる。

創世1B:16-BS;19:1-13,23-26．世の中がま

すます邪悪になっているため，わたしたちは，義人が悪人

に対して持つことができる救いの力について知る必要があ

る。また，地に住む者に神の裁きが下るとき，ほかの人々

にどのように接するべきか，神は義人に何をなさるかなど

について知る必要がある。（30-35分）

神が町全体を滅ぼされることがあるのはなぜだと思うか尋

ねる。レッスンの時間に応じて、以下のうちの一つを行う。

。『聖句ガイド』を使って「罪｣，「邪悪」などの項目を調

べ，答えを探させる。

●モーセ7：33-34と8：28-30を読む。これらの聖句に

は大洪水前の邪悪な状態について記されている。

生徒に創世18:20-21を読ませ，アブラハムの時代に非

常に邪悪であった町を探させる。以下の聖句を調べさせて、
まんえん

ソドムとゴモラに蔓延していた具体的な罪を探させる。見

つけたことについて話し合う。

●創世19:4-11(ジョセフ・スミス訳創世19:9-15も参照）

●エゼキエル16:48-50

●ユダl:7(『旧約聖書：創世記一サムエル記下」66ペー

ジにある創世19:13についての注解も参照）

これらの箇所で述べられている罪が、生徒たちがすでに

見つけて話し合ったものとどのように似ているか尋ねる。

ここで列挙したものは現代にどのように当てはまるか，ま
こんにち

た主が預言者を通して語られたように．今日の世の中に見

られる同じ罪悪に対して神がどのように感じておられるか

考えるよう勧める。

主はソドムとゴモラに使者を送る前に，これから行おう

としていることをアブラハムに伝えられたことを説明する。

アブラハムがどのように答えたか読む前に，なぜ神は人々

や社会全体に対して辛抱強くあられると思うか尋ねる。創

世18:22-23を読ませ、神がこれほどまでに辛抱強くあら

れる理由を探させる。また（全体として）悪事が満ちて滅

ぼされるばかりの民に対して，義人はどのような行動を取

るべきか調べさせる◎主が教義と聖約86:1-7で語られた

小麦と毒麦のたとえをその話し合いで利用してもよい。

生徒と一緒にアルマ10:22-23を読み，そこで述べられ

ている原貝llがアブラハムと主のやり取りにどう当てはまる

か話し合う。次の質問をする。「アブラハムの言葉や行動か

ら，どのようなことが学べますか｡」（『旧約聖書：創世記一

サムエル記下』65-66ページにある創世18:16-33につい

ての注解を参照する）教義と聖約29：7－9と133:4-15を

読ませ、この教義に関して主が与えられた勧告を見る。次

の質問をする。

・主は何をなさるとおっしゃいましたか。

・主の守りを受けられるよう備えるために．どのようなこ

とができますか。

神が民を滅ぼされる理由をもう一度尋ねる｡(ここでノア

とその時代の民が滅亡した物語について復習してもよい｡)

生徒はlニーファイ17:35とアルマ45:16を読み，次のこ

とを説明する。「これらの聖句は，神がどのようなときに民

を滅ぼされると教えているでしょうか｡」次の質問をする。

・今読んだ2つの聖句で，義人がいなくなった後のソドム

とゴモラの状態を表している言葉はどれですか。（熟す｡）

･義人がいなくなった後，神はソドムとゴモラをどうなさ

いましたか。

・ソドムとゴモラの物語から，将来やって来る滅亡の多く

を堪え忍び，それから逃れるためにどのようなことを学

べますか。
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八
創世19：1－8。わたしたちは，主がお立てになり任命され
しもべ

た僕を尊重し，敬意を払わなければならない。(10-15分）

教会の大管長や中央幹部の訪問を受けたらどのように感

じると思うか尋ねる。アブラハムとロトは，ともに主が遣

わされた特別な使者の訪れを受けたことを話す｡創世l8:

2－8と19:1-3を読ませ，アブラハムとロトは主が任命さ
しもく

れた僕にどう応対したか調べさせる。次の質問をする。

・アブラハムやロトが主の使者に示した敬意と，そのよう

なときにわたしたちが執る態度とは，どのように似てい

ますか。

。どうすれば預言者や指導者が|」の前にいないときでも彼

らへの敬意を示すことができますか◎

モルモン書ヤコブ4：6：3ニーフアイ23：5；および教義

と聖約l:14,37-38を読ませ，それぞれの聖句が何を勧

告しているか説明させる。地元の教会指導者に敬意を示す

ための適切な方法について話し合う。地元の教会指導者も
しもべ

同様に主の僕である。
こんにち

主は今日の教会員に，預言者ジョセフ・スミスを通して，

指導者に対し，またお互いに対して敬意を示すよう警告さ

れた。「教会内外における．あらゆる振る舞い，習慣や慣行，

互いに交わすあいさつ，すなわち主なるわたしが指名，任

命あるいは聖任した職召し，神権にあるすべての人に敬

意を示すに当たって」教会員は態度を改めるよう命じられ

た(HIStoryoftheC/,LIrCh，2:177)｡
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たか調べさせる。次に創枇14:5,11-12を読ませ，ソドム

に住むというロトの決断がもたらした残念な結果を見る。

アブラハムは捕虜になることなく，ロトの救出以外はこの

戦いに巻き込まれることさえなかったことを指摘する。安

全な場所で生活することと同じように，福音に従って生活

することは，ほかの人々が陥っている「救出」を必要とす

るような試練や問題を避けたり退けたりするうえでどのよ

うに役立つか話し合う。

アブラハムは神だけに仕える決意をしていた。創世14：

17-24を読ませる。メルキゼデクとはだれのことだったか

を思い起こさせる（『旧約聖書：創世記一サムエル記下』

57-59ページにある創世l4:18についての注解，および43

ページにある創世14:17-24の教え方の提案を参照)･ソド

ムの王がどのような人物だったか想像させ，なぜアブラハ

ムがそのような言動を取ったか答えさせる。次の質問をす

る。「アブラハムの行動から，アブラハムはどちらの線の上

を歩くことを望んでいたでしょうか｡」

アブラハムとサラにはまだ子供がなかったにもかかわら

ず，主はアブラハムに子孫の永続を約束された（創世15:

1－5参照)。主の約束に対するアブラハムの反応を見るた

め、創世15:5-6を読ませる。創世17章と18章には，アブ

ラハムとサラはすでに年老いていたにもかかわらず，主が

この約束を新たにされたことが記されている。

創世19章を読ませ，ロトがソドムに住んだ結果生じた事

柄を列挙させる。特に，ロトの家族に及ぼした影響を探さ

せる◎邪悪な世の中にありながら正しい状態にとどまる方

法を分かち合うよう勧める。ロトと彼の家族に起きたこと

を，創世21-22章に書かれているアブラハムの家族に起き

たことと比較させる。その際，特に創世22:17-18に記さ

れている約束と比較させる。

次の質問をする。

・この物語の競初の部分だけを見ると，この二人の人生に

ついて人はどう思うでしょうか◎途中まで見るとどうで

すか。最後まで見るとどうですか｡

。主に忠実であることについて，二人からどのようなこと

が学べますか。

・2本の線を使ったレッスンからどのようなことが学べま

すか。

『若人の強さのために』（〔パンフレット,1990年]2-3

ページ）の導入にある大管長会の言葉を読む。次の質問を

する。

・大管長会の勧告は，どの道を歩むか決めるうえでどのよ

うに役立ちますか｡

・このパンフレットにあるそのほかの勧告は，人生にどの

ような祝福をもたらすと思いますか。

創世19-22章。悪人との頻繁な交わりを選択することは，

肉体的にも霊的にも害をもたらしかねない。（30-35分）

テープまたは紙を使って，以下の図のように床に2本の線

を引く。一方の端が6フィートまたは2メートルほど離れ

るよう十分な長さにする。

｣A

A

|■
霊■一℃■一

一
一

一
蝿 ～

それぞれの線に片方の足を乗せながら，できる限り遠く

まで線に沿って歩くよう指示する。初めは簡単だが，次第

に難しくなる。最終的にはどちらか1本の線の上を歩かな

ければ倒れてしまうことになる．決断が遅すぎると難しい

問題が起こることを示すために，端の方まで行っている生

徒に，片足を線の上に残したまま反対の足を上げて．バラ

ンスを崩さずに片方の足と同じ線の上に置くように指示する。

片方の線に「主の道｣，もう片方の線に「世の道」と書い

た紙をはる。次の質問をする．

。この活動は，ある人たちの生活とどのように似ているで

しょうか。

・最初は線がとても近いのはなぜですか。

・これは，サタンが人を欺くときに用いる一つの手段を示

しています。なぜでしょうか。

2ニーファイ28:19-24と当時十二使徒定員会会員だっ

たエズラ・タフト・ベンソン長老が語った以下の言葉を読

んで話し合う。

A

A

「キリストは，世にあって世のものとならないように

と教えられました。しかし中には，福音を世にもたらす

ことよりも，この世のものを福音に持ち込むことに関心

を持っている人々がいます。このような人々は，世にあ

って世のものとなることを望んでいるのです。」

(ConferenceReport,1969年4月,11)

A

創世13:5-13を読ませ，アブラハムとロトが異なった道

を歩き始めた分岐点と思われる箇所を見つけさせる。ソド

ムは非常に富み繁栄していた町だったが，非常に邪悪な町

でもあったことを説明する(13節参照)二次の質問をする。

oロトと彼の家族が「天幕をソドムに移」すことにはどん

な危険が伴っていたと思いますか。それはなぜですか。

。あるものに向かって「天幕を移す」ということは，どの

ようなことを象徴していると思いますか。

oわたしたちは何に向かって「天幕を移す」べきですか

（一つの提案としてモーサヤ2：6参照)。

創世14:12を読ませ，ロトが後に家族をどこに住まわせ

創世21章。アブラ八ムとサラは忠実に主を待ち望んだ。

(15-20分）

主を待ち望むという原則についての生徒の共感を深める

ために，生徒用学習ガイドにある創世20-21章のための活

動Aをさせる。

A

A
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－
創i職&モーセ鍔アフラハム等

霞誰繍冒二男闘墓熟艤睾
しょくざい

で証明しただけではなく，イエス・キリストの續罪につい
あかし

ても教え，また証している。（45-50分）

生徒とともに生徒用学習ガイドの創世22章の最初の部分

にある質問について話し合う。「なぜ」で始まる質問に答え

るに当たって，学習ガイドの「聖文を理解する」の項にあ

る概念を利用する。

創世22:1-18に記されている話は非常に重要であるため．

できればクラスで朗読するとよい。必要に応じて朗読を中断

し，質問し，話し合い，よく考え，意見を述べさせる。例えば，

1節読んでから、アブラハム、イサク、サラ、または主について

どのようなことが分かるか生徒に尋ねる。『旧約聖書：創世

記一サムエル記下』67-68ページから，アブラハムについ

て理解するうえで役に立ちそうな内容を紹介してもよい。

教義と聖約101:4-5で主が教会員に語られたことを読

ませる。次のように尋ねる。「わたしたちは，何らかの形で

試しを受けなければなりません。それはなぜでしょうかc」

(この聖句は，子供を犠牲にするように求められることがあ

るという意味ではないことを間違いなく生徒に理解させ

る。）生徒用学習ガイドにある創世22章についての説明や

『旧約聖書：創世記一サムエル記下』68-69ページにある創

世22:lについての注解などから必要な内容を紹介し，こ

の話し合いに役立てる。

高性能の新車か，若者にとって非常に価値がある何か別

のものを持っていると仮定させる。次の質問をする。

・5歳や10歳の子供など，判断力，経験，自制心などにお

いて未熟な人に自分の車を運転させたり．高価なものを

使わせたり，それで遊ばせたりすることについてどう感

じますか。それはなぜですか。

・対照的に、主はわたしたちに何を与えると約束なさいま

したか（教義と聖約76：58－59，95；84：38参照)。

創世22:16-18で，アブラハムはたった一人の息子を犠

牲としてささげ，心から従順であることを示しました。主

はそれを御覧になられた後，厳粛に誓いを立てられ，以前

に約束された祝福が，これまで言及されていなかったもの

も含め，すべてアブラハムに与えられることを保証された。

次の質問をする。「アブラハムの従順さは，これらの偉大な

祝福を受ける資格を身に付けるうえでどのように役立った

と思いますか｡」

アブラハムとイサクの物語がイエス・キリストの犠牲に類

似している（予型または象徴となっている）と思う点につい

て，生徒とともにリストを作成するか，生徒用学習ガイドに

ある創世22章のための活動Aで書いたことを発表させる。

『旧約聖書：創世記一サムエル記下」の創世22:1-19につい

ての注解（67-68ページ）の内容はこの活動に役立つ。

天の御父が御子を犠牲にされたとき，やぶに雄羊はいな

かったことを生徒に思い起こさせる。イエスは一切罪を犯

すことがなく，生涯のあらゆるときを罪とは無縁に過ごさ

れた。そのためイエスは．御自身を犠牲になさることで

(わたしたちには理解することさえできない方法で）‘|毎い改

めを条件に人類を救う道を備えることができた。わたした

ちが主のようになろうと努力するとき，罪を克服して犠牲

をささげるよう求められるのは当然である。

十二使徒定員会会員であるニール･A・マックスウェル

長老の以下の言葉を紹介する。

八

「わたしたちのだれが平穏無事な人生など期待できる

でしょうか｡それはまさにこう言っているようなものです。

『主よ，経験を授けてください。けれども悲しみや苦し

み，対立や裏切り，そして見捨てられるような経験はも

ちろん要りません。主が主となられるために味わわれた

ような経験はすべてわたしから遠ざけてください。そし

て，みもとにあって主とともに完全な主の喜びを味わわ

せてください｡｣」（『聖徒の道」1991年7月号,90参照）
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同じく使徒のメルビン･J･バラード長老は，御父が御自

身の独り子を進んでささげられたことについて次のように

語っている。

「そのとき．わたしには愛する天の御父が，この末期

の苦しみを幕の向こうで見守っておられるのが見えるよ

うな気がしました。……その偉大な心は，御子に対する

愛のために張り裂けんばかりでした。おお，御子をお救

いになることもできたあの瞬間に，御父がわたしたちを

お見捨てにならなかったことに，わたしは感謝し，御父

を誉め称えます。……天の御父が介入なさることなく，

わたしたちを愛するがゆえに御子の苦しみを堪え忍んで
あがな

御覧になり､ついには救い主，蹟い主を与えてくださっ

たことを喜びます。主がおられなかったなら，主の犠牲

がなかったなら，わたしたちはとどまって，神の御前で

栄光を受けることは決してなかったことでしょう。これ

こそが，御父が人に御子を賜るためお支払いになった，

代価の一部なのです｡」（メルビン．J･バラード……

CrusaderibrRighteousness[1966年],137)
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生徒に，イエス・キリストの犠牲と蹟いに対する感謝を

述べる時間を与えてもよい。

創世12－22章；アブラ八ム1－2章。アブラ八ムは昇栄

し（教義と聖約132:29参照),「忠実な者の先祖」（教義

と聖約1BB:41)として知られるようになった。アブラ

八ムはわたしたちすべてに，どうすれば永遠の命を得られ

るか模範を示してくれた。（30-40分）

聖約の祝福にあずかる教会員にとって，アブラハムは重

要な人物である。アブラハムの生涯を研究して学んだこと
こんにち

について生徒に書かせる。アブラハムの生涯から，今日の

教会員が生活に取り入れるべき原則を3つ選ぶか，アブラ

ハムの生涯における進歩の段階（すなわち，どこから始め

て，どこで終わり、どのようにそこへ到達したか）を大ま

かに書くように提案してもよい。または以下に記したテー

マのうちの一つについて書かせてもよい。

。なぜアブラハムは神の友および忠実な者の先祖と呼ばれ

ているのでしょうか。

・アブラハムの聖約の家族の一員となるにはどうしたらい

いでしょうか。

クラスの全時間を使って生徒に書かせ，教師が感想を書

いて返却するか，クラスの前半で書かせて後半で希望者に

発表させてもよい。
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創世記24－33章句
沙噸撰風懸刷扉割柵撚ボ
ミノのたとえを使って示されている（教え方の提案は『｢旧

約聖書」ビデオガイド」を参照)。

空

ゞ
毒雫

毒
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はじめに 創世24-28章。神殿で結婚し，そこで交わす聖約を守る

人々は，夫婦として昇栄を享受する。(35-40分）

黒板に「人生の大切な決断」と吉く。生徒に自分がしな

ければならない最も大切な決断を幾つか挙げさせ，答えを

黒板に書く。答えの中から，自分の永遠の旅路に最も影響

を与えると思われる決断を選ばせる。生徒用学習ガイドの

創世24章の最初の部分にあるスペンサー．W･キンボール

大管長の言葉を読ませる。教義と聖約131:1-5と132:

1-6,19-20を読み，なぜ，だれと，いつ，どこで結婚す

るかといった重大な決断の大切さを話し合う。

創世24:1-7;27:46;と28:1-9を読ませ，アブラハ

ムとサラ，そして後にイサクとリベカは，息子の妻にどの

ような資質を求めたか調べさせる。アブラハムやイサクは，

息子が「カナンの娘」と結婚しないようにすることに，な

ぜそれほどこだわったのだろうか。その理由について話し

合う。

ハラン（パダンアラム）とベエルシバとの距離に注目さ

せる（『聖句ガイド』地図l参照)。次の質問をする。

●11-1平均32キロメートル旅するとして，この距離を徒歩

で旅するにはどのくらいの期間がかかるでしょうか。

・これほどの距離を旅することから，聖約結婚の大切さに

ついて何が分かりますか。

・カナン人と結婚することにはどんな問題がありましたか

（申命7：3－4参照)。
こんにち

・今日，カナンの娘または息子との結婚に相当するのはど

のようなことですか｡(教会員以外の人との結婚｡）

･教義と聖約132:7,14-16を読む。永遠の結婚の聖約に

基づかない結婚は，この世と永遠においてどのような結

果をもたらしますか。

創世26：34-35および27：46を読ませる。エサウのある

行動は，アブラハムの祝福を継承する権利を危険にさらし

た。それはどのような行動だろうか。説明させる。次の質

問をする。「イサクとリベカはエサウの決|折にどう反応しま

したか｡」申命7：3－4を読ませ，結婚に関して主が古代イ

スラエルにお与えになった指示を見つけさせる。次の質問

旧約聖書の中で，エホバはアブラハムの神，イサクの神，

ヤコブの神とll平ばれている（出エジプト3:6参照)。最初

にアブラハムと交わされた聖約は，息子イサクと孫のヤコ

ブの血統を通して継承された。アブラハムの次男イサクは，

兄のイシマエルに代わって聖約と長子の特権の祝福を受け

た。同様に，エサウではなくヤコブが聖約の相続人となっ

た。長子の特権は最初の妻の長男に与えられるのが慣習で

あったが，それは，それぞれの子の忠実さ次第であった。

聖文には，年下の息子が長子の特権の祝福を受けている例

が幾つか見られる（例えば，セツ，アブラハム，イサク，

ヤコブ，ヨセフ，エフライム，およびニーファイ。創枇

4:25;11:27;27:36-40;28:1-5;48:1-4,14-

22;lニーファイ2:22参照)｡

アブラハムの聖約の祝福を受けるうえで大切なのは，血

統や生まれた順序ではなく，完全な従順さなのである。血

統に関係なく，わたしたちは福音に忠実な生活を送ること

によって聖約の祝福を受けるためのふさわしさを身に付け

なければならない。聖文では，アブラハムの祝福を受ける

のを決めるのは血統ではなく，イスラエルの聖者への信仰

と悔い改めであると教えている（ローマ9：6－8；2ニーフ

アイ30：2；教義と聖約64：34－36；アブラハム2：6－11

参照)。創世24-33章を研究しながら，イサクとヤコブの忠

実さと聖約に基づいた結婚（神殿結婚）の重要さに注目す

る。これらはアブラハムの祝福を享受するための必須条件

である。

い
い
Ⅳ
‐

！

ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｊ
Ｉ
０
Ⅶ
１
１
Ｉ
１
ｉ
ｇ
ｊ
Ｅ
韻
Ｉ

hl

l”L

J,,'1F',’1

1ⅢHW

凸咄LL

聾

ヨ

§
、

へ
PT

I

1

1
9

二二
出酬､’

て

"j,i『‘,&"

1

1

嵐1,㈹‘

¥Llh

学び取るべき重要な福音の原則
.～

熟鰯鮒就蝿嚇創叫
24:57-60;25;19-34;26:1-5_24,34-35:27:|
46;28:1-19参照)。

聖約に基づいた結婚すなわち神殿における永遠の結塒I
は，アブラハムの聖約のすべての祝福を得るために不可

欠である（創世24:1-4;26:34-35;27:46;28:、

1-9参照。教義と聖約131:1-4;132:19-20も参照)。

わたしたちは周りの人々との問題や人々に対する悪感情

を解消するよう努めなければならない(創世27:30-i
42;31:17-55;32:3-23;33:1－16参照)。

ゎたL…白…意を…す意志の鍵書を身に付I
けなければならない（創世29章参照)。

主はわたしたちが福音の聖約を守るとき,物質的にも霊I
的にも祝福してくださる（創世30:37-43;31:5-7,i

9,42;32:9-12参照)｡
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・あなたは伴侶にどのような資質を求めますか。

・それらの資質を備えた人を見つけるために，どのような

努力をしますか。

oそれらの資質を自ら身に付けるために，自分自身の生活

をどのように変える必要がありますか。
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創世24-2B章。結婚に関する決断は，何世代にもわたっ

て影響を及ぼす。（35-40分）
しもべ

主は，アブラハムの僕がイサクのためにふさわしい妻を

探すのをお助けになった。物語を要約して，主がどのよう

に助けられたか話す。生徒とともに，創世29：1－30にある，

ヤコブがレアとラケルのために働いた話を読む。次の質問

をする。

・これらの物語から，聖約に基づいた結婚の大切さについ

てどのようなことが分かりますか

。正しい親は，子供たちにどのような期待を抱いているで

しょうか。

創世24：60を読ませ，リベカの家族がリベカに受けさせ

たいと願っていた祝福について調べさせる。以下の計算方

法を用いて，結婚の決断がどのくらいの人々に影響を及ぼ

すか理解させる。5人の子供を持つ夫婦から始める。それ

ぞれの子供が結婚して（5人の配偶者を合計人数に加える)，

5人の子供を持つとする（下の表を参照)。最初の夫婦の子

孫がいかに短い期間で千人以上となるか注目する。神殿で

結婚するという決意によって．ほんのわずかの期間に．こ

れから地上に生まれてくる何千人という御父の子供たちに

影響を与えることについて話し合う。教義と聖約132:19を

読ませ，この聖句から，永遠の結婚と永遠の家族について

どのようなことが分かるか話し合う。

A|
「第1に，結婚に向けて適切な取り組み方をしなけれ

ばなりません。すなわち，相手を選ぶに当たってじっく

りと考えることであり，自分にとって大切な事柄のすべ

ての面でできるだけ完壁に近い配偶者を選ぶようにしま

す。その後二人の当事者は，実りある共同生活のために

一生懸命働くべきことを認識しつつ聖壇に来なければな

りません。

第2に．大いなる無私の精神がなければなりません。

第3に，愛を保ち，さらに育てるために，求婚時代の

精神を持ち続け，愛情親切，そして思いやりを続けて

表現しなければなりません。

第4に，主の戒めに完全に従って生活しなければなり

ません｡」(TheTeach加gofSpencerWKImba且エド

ワード･L・キンボール編[1982年],306)

聖約に基づいた結婚（神殿結婚）が持つ永遠の価値につ
あかし

いて証する。また，今から準備を始めなければならないこ

とを証する。

創世24章;31:1-1S･ふさわしい生活をするとき，主

はわたしたちが正しい決断を下すのを助けてくださる。わ

たしたちのことを気にかけてくれている人々（両親，教会

指導者，教師など）も，わたしたちが大切な決断を下すの

を助けてくれる。（25-30分）

生徒に今日すでに行った選択について考えさせる○次の

質問をする。

・あなたはどのようにして決断を下しますか。

・主の助けに頼らなければならないほど重要な決断には，

どのようなものがありますか。
しもべ

創世24:1-7を読ませ，アブラハムの僕がしなければな

らなかった決断について調べさせる。次の質問をする。「決

断を下すに当たって、アブラハムの僕は，主がどのような

役割を果たしてくださると信じていましたか｡」24章の残り

を読み,主が僕の決断を承認されたことの根拠は何か調べる。

創世31章の中で，ヤコブは大切な決断をするに当たって

助言を必要としていた。1－2節を調べ，ヤコブの悩みが何

だったか探させる。3－16節を読む。ヤコブはラバンが自分

に抱いている悪感情にどう対応すべきか決断しなければな

らなかった。ヤコブがだれから助言を受け，だれと相談し

たかを調べさせる。家族会議に関するエズラ・タフト・ベ

ンソン大管長の以下の言葉を紹介する。
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「堅固な家庭に見られる特徴は，効果的なコミュニケ

ーションの方法を培っていることです。彼らは自分たち

の問題について話し合い，皆で計画を立て、共通の目標

を達成するために協力し合います。家庭の夕べや家族会

議を実践し，この目標を達成するための有効な手段とし

て利用します｡」（『聖徒の道」1984年7月号,10参照）

神殿結婚に備えるために今何ができるか生徒と話し合う

(『若人の強さのために』24-25参照)･創世29:15-20，30

を読み，ヤコブがラケルと結婚するために進んで行ったこ

とについて話し合う。永遠の命は神殿の儀式なしには決し

て得ることができない。また，永遠の結婚をした人だけが

永遠の家族の祝福を享受することができる◎スペンサー．

W・キンボール大管長は，実りある永遠の結婚に必要な原

則についてこう紹介している。

’

前世において，天の御父は評議会の持ち方を示してくだ

さったことを思い起こさせる（アブラハム4：26参照)．

ヤコブが妻たちと相談をしたことや、御父のもとで行わ

れた天上の会議は，大切な決断を下すときの方法について
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当時十二使徒定員会会員であっ

ノン長老は次のように語っている

ているだろうか。以下の聖句をクラス全体または

ループで調べさせ，主から指示や導きを受けるこ

へ何を教え
小さなグ

#蕊
曇

とについて，それらの聖句から，どのようなことが分かる

か報告させる。ヨシュアl:7-9;マタイ7:7-11;2ニー

フアイ32:1-3;教義と聖約6:22-24;8:2-3;9:7-9｡

大切な決断をするときに主の勧告を求めることについて
あかし

教師の証を述べる。

創世25－27章。福音の祝福を受けるうえで大切なのは，血統

や生まれた順序よりも個人のふさわしさである。(15-20分）

黒板に「長子の特権の祝福」と書き，この言葉が旧約の

時代に何を意味していたか尋ねる（｢旧約聖書：創世記一サ

ムエル記下』75-76ページにある創世25：32についての注

解を参照)。

アブラハムl:1-7と創世25:29-34を読み，「先祖の祝

福」に対するアブラハムの気持ちと，それに対するエサウ

の気持ちとを比仮する。長子の特権に対するエサウの態度

を示す部分を生徒に選ばせ黒板に吾かせる。創世26：34-

35を読ませ，エサウのどのような行動から．エサウが霊的

な祝福よりも物質的な望みを優先させていたことが分かる

か洲くさせる。次の質問をする。「エサウの両親は，エサウ

の結婚にどのような反応を示しましたか｡」

エサウが聖約の民ではないヘテ人の女性と結婚したこと

は，エサウが霊的な祝福を重視していなかったことを重ね

て証|ﾘ]していることを理解させる。ヘテ人はカナンの地と

小アジアの間の地域に住む，偶像を礼拝する民であった

(｢聖句ガイド」地図l参照)。申命7：3－4で主は，信仰の

異なる人との結婚がもたらす弊害についてかなり詳しく説

明しておられる。

創世25－27章。福音の聖約を守るとき，主はわたしたち

を祝福してくださる。(15-20分）

ヤコブがどのように長子の特権の祝福を受けたか復習す

る。物語を理解しやすくするために，『旧約聖耆：創世記一

サムエル記下」にある創世27:1-40についての注解(76'､<

ージ）を利用する。わたしたちは物事の経緯のすべてを知っ

ているわけではないことを生徒に認識させたうえで，主が長

子の特権の祝福を授けるよう意図しておられたのはヤコブで

あったことを指摘する（創世25：23参照)。イサクは祝福を

受けるべき人がヤコブであることを知っていた。例として，

創世27：33と28:1-4を読み，それを示す言葉を探させる。

生徒に創世28:13-15を読ませ，主がヤコブに語られた言葉

の中から，ヤコブが受けるべくして祝福を受けたことを示し

ている表現を見つけさせる。ヤコブは主が自分に約束された

ことの真の意義について最初から完全に理解していたわけで

はなかったが．時間とともに理解を深めていった。

十二使徒定員会会員のダリン･H･オークス長老は次の

ように語っている。

「長男のエサウは『長子の特権を軽んじ』ました（創

世25：34)。しかし次男のヤコブはそれを切望しました。

ヤコブは霊的なものを大切にし，エサウはこの世のもの

を求めました。・・…･この世のものに対する一時的な飢え

を満たすために，大勢の人がエサウのように永遠の価値

のあるものを捨ててしまったのです｡」（『聖徒の道』

1986年1月号,58-59参照）

「皆さんの受け継ぎは，世の中でもきわめて偉大な価

値があるものです。この世のばく大な富を相続すべく生

まれた人や，国の統治椛利を生まれながらに付与された

人をうらやむ必要はありません。皆さんの長子の特権は
りょうが

それらすべてを凌駕するものであり，皆さんはその血統

ゆえに祝福を受けているのです｡｣(TheTeacﾉ1mgsof

EzraTaffBel]son[1988年],555)
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教義と聖約88：33を読み，教会員としてどのような祝福

を享受しているか尋ねる。答えを黒板に書く。（答えとして，
たまも’.〕

聖霊の賜物，神権，儀式，神殿の祝福，聖文，生ける預言

者，ワードまたは支部という家族，および永遠の命の約束

が挙げられるだろう｡)次の質問をする。

・祝福の価値を深く理解し，無関心や不従順によってそれ

らを失わないためにはどうすればいいでしょうか。

・それらの祝福を失うよりはむしろ死を選ぶ人々がいるの

はなぜだと思いますか。
あかし

福音の約束の大切さについて教師の証を述べる。
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創世28:10-22．神殿の儀式と聖約を究極とする福音

の儀式と聖約は，昇栄に不可欠である。(15-20分） 鍵
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末日の袖|'殿とはしごの写真を見せる。両者の間に何か類

似点があるか，もしあるとすればそれは何か尋ねる。ふさ

わしい妻を探すためにヤコブをハランへ行かせる前，イサ

クはヤコブにアブラハムの祝福を与えたことを説明する

(創世28：3－4）。そしてハランへ向かう途中，ヤコブはベ

テルで神聖な経験をした。

創世28:10-22を読ませ，ヤコブがなぜその場所を「ベ

テル」と呼んだか説明させる（『聖句ガイド」「ベテル」234

ページ参照)。主がベテルでヤコブにお与えになった約束

(創世28:13-15)と，主がふさわしい状態で神殿に参入す

る人におｹえになる約束（教義と聖約109:22-26;110:

6－7）とを比較させる。

『旧約聖耆：創世記一サムエル記下』創世28:10-19に
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"．､醤"＃ ついての注解（76-77ページ）にあるマリオン･G・ロム

ニー管長の言葉を読む。また預言者ジョセフ・スミスの以

下の言葉を紹介する｡

創世32:30を読み，なぜヤコブはその場所をペニエル，

すなわち「神の顔」と名づけたのか尋ねる。ヤコブは，「わ

たしは顔と顔をあわせて神を見たが，なお生きている」と

記している。これはヤコブがどこかの時点で主を見たこと

を示唆している。30節は「わたしは顔と顔をあわせて神を
あがを

見，わたしの霊は贈われている」と言い換えることもでき

る（創世48:14-16も参照)。

ヤコブがそれまでの20年間に行ってきたことで、ペニエ

ルでの出来事への備えとなったことにはどのようなものが

あるでしょうか。（ヤコブは聖約による結婚をし，忍Ⅲ強い

奉仕をし，聖約を忠実に守り，試練に直面したときには主

を求めた｡）ヤコブの苦闘とそれに続いて受けた祝福は，生

涯を通じて霊的な強さの源となった。この経験はヤコブに

とって永遠の目標に向かって進んで行く「はしご」の大切

な一段階であり，後にヤコブがベテルに戻ったときに受け

る完全な祝福への大切な準備段階であったと思われる。
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や-射器
一'■狸
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黛
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’へ、

「パウロは第3の天にまで昇りました。そしてヤコブ

のはしごの3つの主要な区分である星と月と日の栄えの

栄光，すなわち王国を理解したのです｡」(Teachingsof

thePropﾉ1etﾉひsephSm"ﾉ1,304-305)

圭一

幸F

拳

草

考.蕊

議： はしごの横木が何を象徴しているか尋ねる。クラス全休

で，昇栄に必要な儀式または聖約をはしごの各段に当ては
たまもの

めていく（バプテスマ，聖霊の賜物，エンダウメント，結

び固めなど)。教義と聖約131:1-4を読ませ，はしごの最

上段の柚木が象徴している儀式は何か洲くさせる。
しょくざい

イエス・キリストの續罪がなければ，わたしたちを救い

に導く儀式は何一つあり得ないことを話す。はしごを登っ

て天に帰るために必要な努力と，主がどのようにはしごを

用意され，それぞれの段階でわたしたちを助けてくださる

か話し合う（モーサヤ5:1-5;エテル12:27参照)｡

創世32－33章。天の御父との聖約を守るとき，わたした

ちはより大きな自信を持って人生の試練に立ち向かうこと

ができる。（30-35分）

明日という日がないとしたら、今日一日何をして過ごす

か生徒に尋ねる。創世32章の中のヤコブはそのような状況

にあったことを説lﾘ]する。彼は20年前に，兄のエサウに命

をねらわれたこともあって故郷を離れた。帰郷に当たって，

エサウが再び自分の命をねらうかもしれないと彼が懸念し

たのも無上11lはない。ヤコブが兄との再会に備えて何をした

かは，わたしたちが人生のチャレンジによりよく対処する

ために検討して実行できる事柄の一例と言える。

創世32：3－20を黙読させ，ヤコブがエサウと会うのに術

えて何をしたか調べさせる。生徒たちが見つけた答えを黒
けんそん

板に列挙する。9-12節を，特にヤコブの謙遜さが表れてい

る語句に注意しながら再び読む。次の質問をする。「ヤコブ

の謙遜さは，兄に会ううえでどのような備えとなったと思

いますか｡」

創世32：24-32を読ませる。次の質問をする。

・ヤコブは何を望みましたか。

〈みう

・ヤコブが経験した「組打ち」とはどのようなものだった

のでしょうか。

ペニエルでの出来事についての詳lIlは不明であるが，聖

文の記録はそこで神聖な出来事が起きたことを示している。

力強い啓示を受けるに先立って霊的な苦闘を経験すること

がしばしばある。例えば，エノス，アルマ，およびジョセ

フ・スミスが主の祝福を熱心に尋ね求めたとき，彼らはそ

のような「組打ち」を経験した（エノスl:1-5;アルマ

8:10;ジョセフ・スミス歴史l:13-17参照)。ヤコブが

経験した組打ちも|両l様の霊的苦闘だったのかもしれない。
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次の質問をする。

。この経験は，エサウに会う準備をしていたヤコブにどの

ような影響を与えたと思いますか。

・自分の生活が神の御心にかなうものであると知ること

は，試練に立ち向かうときどのように役立ちますか。

ヤコブは主との聖約を守っていたため，自信が強められ

た（創世28:10-22参照)。ヤコブはその義のゆえに,(創
ひゆてき

世32：24-32に比嶮的に言及されているように）さらなる
せいさん

聖約により偉大な祝福を受けた。バプテスマや聖餐など，
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これまで交わしてきた聖約について尋ねる。これらの聖約

に忠実であれば，神殿の聖約に伴うより偉大な祝福と義務

への備えをするのに役立つことを約束する。この点を強調

するために教義と聖約35：24を読む。

十二使徒定員会会員ニール･A･マックスウェル長老の

以下の言葉を読む。マックスウェル長老は主の御前に戻る

機会について次のように語っている。

「その瞬間を台なしにするようなことは一切行っては

いけません。あの糺{lくて狭い道からそれることなく，霊

的で，喜びにあふれ，主の御腕に触れることのできる再
あわ

会の場に到達するよう努めましょう。主の憐れみと愛の

御腕が皆さんに伸ばされているからです。そのような再

会の時は実際に訪れます。すぐ、にそのような時が訪れる

人もいれば，そうでない人もいるでしょう。しかし皆さ

んが忠実であるならば，その時が来るのです。わたしは
あかし

そのことを証します。」("TheEducationofOur

DesIres."[ソルトレーク・インスティテュートにおけ

るデイボーシヨナル,1983年1月5日],11)

創世34－41章

はじめに

創世34-41章では，焦点がヤコブすなわちイスラエルか

ら彼の子孫へと移っている。ここにはヨセフの正しさと，

人々の悪事のためにヨセフが受けた苦難が記されている。

また主がどのようにヨセフの試練を偉大な祝福へと変えら

れたかについても記されている。それらの祝福によってヨ
ききん

セフは自分の家族全員を飢謹から救い、アブラハムの聖約

の子孫を守ることができた。

ヨセフの物語は多くの偉大な事柄を教えている。かつて七

十人の会員であったハートマン・レクター・ジュニア長老は

次のように語っている。「イスラエルと呼ばれたヤコブの息

子ヨセフの話は，「万事が〔神を愛する者たちの〕益となる』

ために作用するという大いなる真理を，はっきりと描写して

いる（ローマ8：28参照)。ヨセフは常に義にかなったこと

をしていたと思われる。しかし，もっと重要なことは，ヨセ

フがそれを正しい理由でしていたことである。それは何と重

大なことであろうか。ヨセフは兄たちから奴隷として売られ，

パロの待衛長ポテパルに買われた。ヨセフは契約書をもって

買われた奴隷でありながら，あらゆる経験と環境を，それが

どれほど困難なものであろうとことごとく良いものに変えて

いった｡」（『聖徒の道』1973年8月号,365参照）

ヨセフの物語を研究しながら，ヨセフの生涯がどのよう

な点で救い主の生涯の「予型」すなわちあらかじめ示すも

のとなっていたかに注目する。この点については，創世

42-50章で詳しく話し合う。

学び取るべき重要な福音の原則
ふくしゅう

･復讐を求めることは罪である（創世34:1-31参照。創

世49：5－7；レビ19:18も参照)。

・神聖な聖約を交わしてそれを忠実に守る人々に，主はアブ

ラハムの祝福をお与えになる（創世35:2-4,6-7,9-15

参照。教義と聖約84：33－34；アブラハム2:11も参照)。
しっと みたま

・嫉妬やねたみは高慢の表れである。それらは御霊を退か

せ，より大きな罪を招くことがある（創世37:1-28参

照。筬言6：34－35；2ニーフアイ26：32も参照)。
かんなん

・この世では義人が大きな難難を受けることがある。しか

し，忠実であれば主がともにいてくださるので，試練を

偉大な祝福に変えることができる（創世37:1-28;

39:1-23;41:1-45参照。アルマ36:3;教義と聖約

98:3;122;9も参照)。

●純潔の律法を破ることは神に対する罪である（創世39：7－

9参照。アルマ39：5；モルモン書ヤコブ2：28も参照)｡

・神をあがめて神に従い，神を人生に最大の影響を及ぼす

御ﾉJとするなら，わたしたちは誘惑に打ち勝つ力を得て

すべての戒めを守ることができる（創世39：9参照。マ

タイ22:35-40;モロナイ10:32も参照)。

o主はしばしば，預言者を通して将来の出来事を警告して

くださる。賢い人々は預言者の勧告に従う（創世41:

28-57参照。アモス3：7；マタイ25:1-13も参照)。

教え方の提案

鍵U嵯担息捌繍忌触り』藍
の生涯が織物に，それを織る織工が天の御父にたとえられて

いる（教え方の提案は『｢旧約聖耆」ビデオガイド」を参照)。

創世35：1－5。わたしたちは神殿に参入するために自分自

身を霊的にも物質的にも備えなければならない。(10-15分）

以下のような写真を2枚見せる（54ページも参照)。

秘 難
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約束しておられる。教義と聖約110:6-8を読ませ，どの

ような祝福を約束しておられるか答えさせる。パンフレッ

ト「若人の強さのために」の「服装と外見」(14-15ページ）

の内容を紹介してもよい。

創世35：9－13．ヤコブの生涯は，聖約を交わしてそれ

を守るときに，主から祝福が与えられるという原則を例証

している。（25-30分）

次の質問をする。

o霊性とは持って生まれたものでしょうか。それとも築い

ていかなければならないものでしょうか。

・成長する過程で，人々はより正しく霊的に成熟した人と

なるために，どのようなことを行いますか。

。さらに義にかなった人になりたいという望みをもたら

してくれるものにはどのようなものがありますか。

ヤコブの生涯について分かっている事柄から，ヤコブは

苦雌に直I(liしたとき主に立ち返る習慣を身に付けていたた

め霊的に成長していったことがうかがえる。生徒は創世

26-35章に簡単に目を通し，ヤコブの生涯にまつわる出来

事を起きた順に挙げる。それぞれの出来事はヤコブが霊的

に成長するうえでどのように役立ったと思うか尋ねる。ヤ

コブの最も賞賛すべき点は何か，また永遠の祝福を得るこ

とに関してヤコブの模範的な生涯から，どのようなことを

学んだか発表させる。
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灘＃ 次の質問をする。

oこれらの人々はどんな活動に参加しているように見えますか。

・写真の中に何かヒントがありますか。

・特定の行事に対して特定の服装が適切かどうかを判断す

るものは何だと思いますか。

・預言者あるいは主にお会いする用意をしているとした

ら，どのような服を着ますか。

創世35:lを読ませ、ヤコブはどこに行くように命じられ

たかを見つけさせる。クラス全体で，ベテルとそこで起きた

出来事について以前学んだ事柄を復習する。ベテルとはヘブ

ライ語で「神の家」を意味することを思い出させる（『旧約

聖書：創世記一サムエル記下」77ページにあるマリオン.

G･ロムニー管長の「神殿は我々にとって，ヤコブに対する

ベテルのようなものである」という言葉も参照)。

創一肚35：2－5を読み，次の質問をする。

・ベテルに行く備えをするに当たって，ヤコブは民にふさ

わしい服装をするよう勧めました。何と言いましたか。
こんにち

・ヤコブの勧告をわたしたちは今'二|どのように柄用できる

と,1Jいますか。

・物質的な備えのほかに，ヤコブは2節でどのような備え

について述べていますか。（霊的な備えQ)

・わたしたちは「あなたがたのうちにある異なる神々を捨

て，身を清め〔なさい〕」というヤコブの勧告を自分の

生活にどう取り入れることができますか。

・神殿や教会の集会所などの神聖な場所へ行くために．わ

たしたちはどのような霊的備えをすることができますか。

『聖句ガイド」（｢清いものと清くないもの｣，「悔い改め｣，

および「ふさわしさ｣）から，どうすれば清くあるいはふさ

わしくなれるか理解するために役立つ聖句を見つけさせる。

見つけた聖句をクラスで発表させる。ふさわしくない状態

で参入して神殿を汚すようなことがなければ．主は祝福を
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ヤコブが受けた主の3度の訪れについて読ませ，比較さ

せる（創世28:10-22;32:24-31;35:9-13参照)。次

の質問をする。

・これらの訪れの類似点は何ですか。

・これらの訪れの相違点は何ですか。

・これらはヤコブの霊的成長についてどのようなことを表

していますか。
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鰭々
：ることができる福音の祝福に関して彼らが知っている事柄

Iに基づいて，永遠の祝福を受けるために踏まなければなら

へ。これらはわたしたちの霊的成長についてどのようなこ

とを象徴していますか。

咄

,,評11､&'

。訪れを受ける度に，ヤコブはどのように霊的成熟度を高

めていきましたか。

注意：生徒がこれらの訪れを調べるのを助けるために，以

下の3つの段落に記されている内容を活用する。

創世35:9-13に記されている主のヤコブヘの訪れは，記

録に残っているものとしては3度目，またベテルで受けた

ものとしては2度目のものである。この訪れは様々な意味

で，ヤコブがまだ若く独身で兄エサウの怒りから逃げてい

たころに始まった霊的な旅を完結する役割を果たした。ヤ

コブが初めてベテルを訪れたとき，主は夢のなかでヤコブ

に御自身を現された。夢から覚めたときにヤコブが語った

言葉は，ヤコブが人生において霊的にも目覚め，神に仕え

る決意をますます強めたことを示している（創世28:10-

22参照。『旧約聖書：創世記一サムエル記下」76-77ページ

にあるこれらの聖句についての注解も参照)。この最初の夢

で主は，ヤコブが手にできるアブラハムの聖約に伴う数々

の約束について語られた。これに対してヤコブは，その場

所を「ベテル」（へプライ語で「神の家」の意味）とll平ぶこ

とによって，主と主の戒めに従順であると|,lrl<決意するこ

とによってこたえた。

パダンアラム（スリヤ）に20年間滞在した後，ヤコブは故

郷への旅路についた。ヤコブは主との聖約を守り，霊的に成

長していた。「神の顔」という意|床のペニエルという場所で，

ヤコブは非常にｲ'l'聖な経験をした（創世32:24-31参照)。

ヤコブは祝福を求めて一人の人と組み打ちしたのである（後
つかい

にヤコブはこの人を「み使」と呼んでいる。創世48:16参照)。

組み打ちした相手はまずヤコブに新しい名|11を与え，それか

ら祝福を与えた。「イスラエル」（ヘブライ語で「神を堪え忍

んだ者」または「神に勝利させる」という意味にもなる）と

いう新しい名前は，ヤコブがそれまでの20年間をどのように

過ごしたか示唆するものであり，また彼の霊的な成長をも示

すものである。創llt28章には，主がヤコブに対してどれほど

の期待を抱いておられたかが記録されており，その20年後の

創世32章からは，ヤコブがいかに熱心に主を求め，主の祝福

を得るために苦闘したかをうかがい知ることができる。ヤコ

ブは主の御前において自分がと・こにいるかfⅡりたいと願い，

平安のうちに確証を得たのである（創枇32：24-29参照)。

創世35章には，ヤコブの生涯における第3の重要な霊に

かかわる出来事が記されている。ヤコブは初めて主にお|］

にかかった場所に戻った。そこはヤコブが，主に完全に従

うことを決意した場所であった。このときヤコブは家族全

員を連れていたが，主は（ペニエルで最初に授けた）イス

ラエルという新しい名前と，子孫に関する祝福を含めアブ

ラハムの聖約に関連するそのほかの多くの祝福を確認され

た。彼は最初にベテルに来たときに授かった知識と決意し

た事柄に忠実であった。彼の父や祖父と同様に，ヤコブは

家族と永遠の命に関する神からの聖約の祝福を求めて，そ

れを手に入れた。最後に，生徒に教義と聖約132:37を読ま

せ，ヤコブは今と畿こにいるのか，彼はどのようにしてその

祝福を得たのか調べさせる。
こんにち

ヤコブの霊的成長について生徒が学んだことや，今日得

ない段階を示すはしごを生徒と一緒に作る(51-52ページ

にある創世28:10-22のための教え方の提案を参照)。

創世37－41章。正しくあるよう努めることによって，人

生が常に快適で，順調で，痛みのないものとなるわけでは

ない。わたしたちが忠実であるならば主は試練や困難を祝

福に変えてくださるが，この変化はわたしたちの求めると

きではなく､主が定められたときに起きる。（60-70分）
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絵1(225ページ）を見せ，この絵で起きていることは良

いことか悪いことか尋ねる｡(ほとんどの生徒は悪いことが

起きていると言うであろう。良いことが起きていると言う

生徒がいる場合は，理由を言わせ，教えようとしている内

容に応用する｡)次に絵2(226ページ）を見せ，絵lの出来

事についてより多くの背景を知ることによって，出来事への

判断がどのように変わるか尋ねる。逆境が後に祝福となった

ような経験があるか尋ねる。（例えば，高齢者や病人の-肚話

をして，その経験から知識や祝福を得たこと｡)経験を話し

ても構わないと感じている生徒がいれば，あまり1凸|人的すぎ

ないかぎりそれらの経験をクラスで紹介するよう勧めてもよ

い。これからある人物の物語を学ぶが，その人物が経験した

幾つかの苦難は，後に祝福となったことを生徒に伝える。
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以下に挙げる，ヨセフの生涯にまつわる出来事が記され

た聖句の参照箇所を黒板に書く。

1．創世37:1-47.創世40:1-19

2．創世37:5-118.創世40:20-23

3．創世37:12-289.創世41:9-45

4．創世39:1-610.創世41:46-49,53-57

5．創世39:7-2011.創世41:50-52

6．創世39:21-23

個々の生徒またはグループに参照聖句を少なくとも一つ

割り当てる。割り当てられた聖句を読んだ後で，その経験

は逆境なのか祝福なのか判断させ，答えを黒板に記した参

照箇所の横に書き込ませる。

すべての聖句について逆境か祝福かの判断が出そろった

ら，各生徒または各グループの一人に参照聖句の番号の順

に前に出て来させ，聖文中の物語を話してその経験がヨセ

フにとってなぜ逆境または祝福であったのか説明させる。

発表の問ほかの生徒は，物語が進むにつれて逆境か祝福か

の判断がどのように変化していくかよく考えるように勧め

る。例えば，ヨセフがポテパルの妻のために投獄されたこ

とは逆境と判断されるかもしれないが、後でそのグループ

は，それが最終的にヨセフをパロに次ぐ地位に就かせるこ

とになったのでむしろ祝福であったと判断するかもしれな

い。この活動の最後に，ヨセフの全生涯という大きな観点

からこれらの出来事を理解することによって，個々の出来

事に対する見方がどのように変わったか尋ねる“

生徒用学習ガイドの創世38-39章の最初の部分にある，

預言者ジョセフ・スミスの言葉の引用を読ませ，エジプト

のヨセフについても同じことが言えることを指摘する。生

徒とともに，エジプトのヨセフのような信仰がないためす

ぐ、に落胆してしまい，主が夢でお与えになった約束さえも

あきらめてしまうかもしれないような場面を列挙する。次

の質問をする。「もしヨセフが落胆や悪事に屈していたら，

どのようなことが起きていたと思いますか｡」教義と聖約

122:5-9から、試練や迫害について主が預言者ジヨセ

フ・スミスに語られた勧告を読んで話し合う。

「そんなの不公平だ！」または「人生なんて不公平だ！」

とだれかが口にするのを何回く、らい聞いたことがあるか尋

ねる。その言葉に賛成かまたは反対か尋ね，また理由を尋

ねる。次の質問をする。「ヨセフにとって人生は常に公平で

あったと思いますか｡」

今年度の初めに行った御父の幸福の計画についての話し

合いを思い出させる。次の質問をする。「その計画の中で試
かんなん

練や難難はどのような役割を果たしましたか｡」（｢偉大な幸

福の計画」12-19参照。エテル12:6も参照)。黙示15:3

と2ニーファイ26：7を読ませ，神の公正さについて教え

られていることについて話し合う。

救い主のすべての業は，わたしたちの進歩と成長を助け

るためのものであり，わたしたちが主を信頼し，受けてい

る真理に忠実であるならば、わたしたちの益となる（2ニ

ーファイ26：24：モーセl:39参照)◎これらの真理を踏ま

えて，次の質問に対する答えを書かせる。「なぜ神は，時々

正しい人々に災いが起きるのをお許しになるのでしょう

か｡」数人の生徒に書いたものを発表するよう求める。

やがて「あなたがたを苦しめたすべてのことは，あなた

がたの益のために……働く」（教義と聖約98：3．教義と聖

約90：24も参照）という信仰と勇気をもって試練に立ち向
あかし

かうことの大切さについて教師の証を述べる。

■淵筐顯鯆弓岩碓乞欝菫驍巻二巻
を及ぼす御方とするなら，わたしたちは誘惑に打ち勝つ力

を授けられる。（35-40分）

黒板にゴードン･B･ヒンクレー大管長の以下の言葉を

書くとよい。
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「まるで世の中全体が性的な事柄に取りつかれている

のではないかと思うことすらあります。いかにも巧妙に，

いかにも魅力的に，皆さんに取りつこうと絶えずねらっ

ています。皆さんは，テレビ，雑誌，本、ビデオ，そして

音楽でも，そうした誘惑にさらされています。そのよう

なものに背を向けてください。遠ざかってください。そ

れが『言うはやす<行うは難し」であることは百も承知

しています。しかし，それらを避ける度ごとに，次はも

っと容易に避けることができるようになります。いつか、

皆さんが主の御前に立って『わたしは清く，汚れがあり

ません」と言えるとしたら，それは何とすばらしいこと

でしょうか｡」（『聖徒の道」1996年7月号,57-58参照）
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これからユダとヨセフという二人の兄弟が，それぞれの

誘惑にどのように対処したか見ていくことを伝える。全員

で創世38:15-26と39:7-20を読む。生徒が二つの物語を

比較できるよう，以下のような質問について話し合う。

・ヨセフが直面した性的誘惑は，ユダが直面したものとど

う違っていましたか。

・ヨセフの反応は．純潔を守るというヨセフの決意の固さ

をどのように示していましたか。

・両者の行動は，その直後にどのような結果をもたらしま

したか。

o両者の行動は，長期的に見てどのような影響をもたらし

たでしょうか（『旧約聖書：創世記一サムエル記下」86－

88ページにある創世38-41章についての注解を参照)。

エズラ・タフト・ベンソン大管長は次のように語っている。
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「ヨセフはエジプトで何を頭としたでしょうか。神で

しょうか，仕事でしょうか，それともポテパルの妻でし

ょうか。ポテパルの妻の誘惑に対してヨセフはこう言い

ました。「どうしてわたしはこの大きな悪をおこなって，

神に罪を犯すことができましょう｡』（創世39：9）

ヨセフは神を第一に考えたために投獄されました。同

じような選択を迫られたら，わたしたちはまず何を選ぶ

でしょうか。安全や平安，情欲，富人の誉れなどを押

しのけて，神を頭に置くことができるでしょうか。

ヨセフはこの選択を迫られたとき，雇い主の妻ではな

く神に喜んでいただくことを考えました。わたしたちも

選択しなければならないとき，上司や教師，隣人，恋人

ではなく，神に喜んでいただく方を選ぶでしょうか｡」

(『聖徒の道』1988年7月号,4-5)
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を読ませ，日の栄えの王国において昇栄を得るための条件

の一つは何かを尋ねる。地上でそれらの祝福を得るための

必要条件は純潔の律法を守ることであり，永遠にわたって

祝福を受けるためには，純潔やそのほかの律法および戒め

を守り続けなければならないことを心に留めさせる（教義

と聖約14:7参照)。この教え方の提案の冒頭にあるキンボ

ール大管長の言葉をもう一度生徒とともに読む。

創世39：9に印を付けるように勧め、ヨセフが誘惑に抵

抗するとき聖約を守ることがどれほど助けとなったか，こ

の聖句から分かることを説明する。純潔の律法に限らずほ

かの戒めに従ううえでも，聖約を守ることがどれほど役に

立つか話し合う。

創世39:10を読ませ，主人の妻から「毎日」誘惑された

ときに，ヨセフが何をしたかを調べさせる。11-12節を見
しつよう

て，彼女に執鋤に言い寄られたときにヨセフが何をしたか

答えさせる。かつて七十人の会員だったハートマン・レク

ター・ジュニア長老の以下の言葉を読む。
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創世40-41章。主はヨセフとともにおられ，給仕役，料

理役，およびパロの夢を解き明かすのを助けられた。（20-

30分）

生徒をグループに分け，各グループに数枚の紙と筆記用

具を与える。各グループに生徒用学習ガイドにある創世41

章の活動Aをさせる。

各グループから一人選び，自分が描いたものとその意味

を説明してもらう。創世41:29-36を読ませ，パロの二つ

の夢の解き明かしを見つけさせる。夢で啓示を受けること

があり得るか尋ねる（ヨエル2：28－29；マタイl:20;

2:12;lニーフアイ3:2;8:2参照)。教義と聖約46:27

と50:9-10,15-25，28-30を読み，主から与えられた夢

かどうかを見分ける方法を見つけさせる。

創世40：8と41:16,39を読ませ，ヨセフに夢の正しい解

き明かしができたのはなぜか調べさせる。モロナイ7：

16-17を読み，どのようなものであれ主から与えられた啓
みたま

示を理解するためには御霊を得ることが大切であることを
あかし

証する。ヨセフは神の力によって夢を解き明かしたので，

ヨセフの解き明かしは正しかったことを理解させる（創世

40:20-23;41:44-57参照)。

創世41:38を読ませ，「神の霊をもつこのような人」とい

う部分に印を付けさせる。次の質問をする。

・これはどのような点でヨセフのことをうまく言い表して

いると思いますか。

oあなたのことをそのように言う人がいたらどう感じますか。

oこのような人になるために，何をする必要がありますか。

「神の霊をもつこのような人」と呼ばれるのにふさわし

くなるため努力するよう励ます。

』蛍

丹

「ヨセフはこのような状況下でできる最善のことをし

ました。……今の言葉で言えば,走って逃げたのです。

逃げるという行為は，それほど体裁の良いことではな

いかもしれません。しかし，ときには逃げることしかで

きないことがあります。……

結婚前の若者が，危険な状態を避けるために誘惑に対

するとりでを築くことは非常に大切です。わたしはその

幾つかのとりでを提案したいと思います。

l.異性と1対1になる家には行かない。

2．異性と1対1になる部屋には入らない。

3．ネッキングやペッティングをしない。……

4．二人だけで人目につかない場所に車を止めない。

5．いわゆるポルノ文学と呼ばれるものを読まない。

6．〔不道徳な場面が出てくる映画〕を見ない。……

ヨセフは確かに逃げました。そしてそのために社会か
ろうや

ら閉め出され，一時は牢屋に入れられました。しかしヨ

セフがもし逃げなかったとしたら，恐らく永久に神の御
とら

前から閉め出され，永遠の囚われ人になったことでしょ

う。また神と交わることもできない状態になって，偉大

な預言者になることもなかったでしょう｡」（『聖徒の道』

1973年8月号,365-366参照）
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創世38章と39章で，生徒は誘惑に追い回されたヨセフと．

誘惑を追い求めたユダについて読んだ。生徒たちはどちら

の状況にも当てはまるかもしれない。教義と聖約20：22を

読み，誘惑に対処する方法について救い主がどのような模

範を示されたか話し合う。救い主やヨセフの模範をどうす

れば白分の生活に応用できるか意見を述べるよう求める。

全員でlコリント10:13-14を読み，正しい生活を送り，

誘惑が来たときにそれから逃れるなら、抵抗できない誘惑
あかし

など決してないことを証する。純潔の律法を破ることにつ

ながるような誘惑から逃れるために,『若人の強さのために』

で与えられている勧告について話し合ってもよい。

偉大な祝福は純潔の律法に従う人々にもたらされること

を理解させる。創世39:21,23を読ませ，貞潔を守ったこ

とによりヨセフが受けた祝福を見る。教義と聖約131:1-4
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創世41:46-5フ。主の民は物質的にも霊的にも備える

よう絶えず勧告を受けている。(15-20分）

以下のいずれかの状況を提示する。

o今日学校にいる間に，雪が1メートル積もることを知っ

ていたら，どのような服装をしますか。

●町の飲料水のあらゆる供給源が，明日から2日間にわた

って汚染されてしまうことを知っていたら，今日何をし

ますか。

エジプトのヨセフは似たような状況に直面したことを話

す｡創世41:46-57を読ませ，ヨセフがこれから起ころう
ききん

としている飢饅に対してエジプトをどのように備えたか調

べさせる。
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_咄'軌

菱ﾆーと

融

一
論
鞠 物質的な必要に対する備えをすることが，自分と家族に

とってどれほど大切か尋ねる。主は，救い主の再|脱に先立
かんなん

ち，多くの報難が地上に起こり，そのような備えが必要と

なると予告しておられることを説明する（教義と聖約29：

14-16参照)。エズラ．タフト.ベンソン大管長は次のよう

に語っている。
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創世42-50章蕊錘
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はじめに

ヨセフは自分の兄弟たちに裏切られ，売られて奴隷とな

った。ヨセフは家族との交わりを含めて多くのものを失っ

た。見知らぬ土地で一人ぼっちになったヨセフだが，彼は

自分の人格を維持し高めるための特質を身に付けていった。

シドニー･B･スペリー博士は次のように書いている。

｢ヨセフの物語は，偉大な人物（民の中の王子）について記

されていることと，この英雄の卓越した人格を際立たせる

方法で語られていることから，それだけですばらしいもの

となっている。わたしたちはこの物語から，ほかの何にも

増してヤコブが愛した息子ヨセフの誠実，純潔，正直，そ

して人としての優れた価仙を見て取ることができる。その

輝きは今後いつまでも薄れることがないであろう｡｣(The

Sp血foftheOﾉdTestamel]t,第2版[1980年],34)

創l1t42-50章を学ぶとき，ヨセフが伸ばしていった特質

と，それらの特質がヨセフにどのような祝福をもたらした

かに注目する。その中で自分に役立つ特質はどれか判断し，

「呰さんにお尋ねしたいと思います。状況が許す場合

には燃料も含めて，家族のために1年分の食糧，衣類を

貯蔵しているでしょうか。ノアの時代の人々にとっては，

箱船に乗り込むことがきわめて重要な意味を持っていまし

た。それと同じように，食糧を生産し貯蔵するようにとの

啓示は，現代のわたしたちの物質的な福利に欠かすことの

できないものなのです｡」（｢聖徒の道」1988年1月号,53)
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教会はさらに次のように説lﾘ]している。

]&‐郷’,『'’薊

学，
へ「自立するためには衣食住を十分に確保する必要があ

ります。そこでわたしたちは基本的な品目を蓄え，使用し，

作り方や調理の仕方を知っておくように勧告されていま

す。非常時にも自活するだけの備えがあれば，心i呪する必

要はありません（教義と聖約38：3()参照)｡｣(｢福祉に関す

鐇嘩#‘､,j‘

る指導者用ガイドー主の道にかないて助けをなす』7） 生活に取り入れる。

学び取るべき重要な福音の原則
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次の質問をする。「物質的な備えがこれほど重要であるな

ら，霊的な備えはどれほど大切でしょうか｡」マタイ25：

1-13を読ませ，このたとえが霊的な備えとどのように関連

しているか尋ねる。教義と聖約45：56－57を読み，霊のラ

ンプに油を満たすために{i'Iができるかi活し合う。5人の,'&!

盧深いおとめたちが自分たちの油を分けなかったのはなぜ

だと思うか尋ねる。当時十二使徒定員会会長であったスペ

ンサー。W｡キンボール会長は，なかには分け与えること

ができないものもあると話している。

・主はわたしたちに，苦しめたり傷つけたI)する人々を赦

すよう求めておられる（創世45:1-7,15;50:15-21

参照。マタイ6:14-15;教義と聖約64:9-11も参照)｡

・祝福師の祝福を通じて，主は約束されている祝福や機会
たまもの

を明らかにされる。また，勧告や警告を与え，賜物や才能

をお知らせになる。祝福師の祝福は。わたしたちがイスラ

エルのどの「部族」を通じてアブラハムの祝福を受け継ぐ．

か|ﾘlらかにする（創世48:3-4,15-22;49:1-28参照。

2ニーフアイ2:1-4:3:1-25;4:3-12も参照)。

oエフライムの指導の下、ヨセフの子孫はアブラハムの聖

約の祝福を全|lt界にもたらす責任を負っている（ジョセ

フ・スミス訳創世48:5-11;創世49:22-26参照。創

世17:4-8も参照)。

・父親は，慰めや導きを与える父親の祝福を与えることに

よって、家庭で神権を行使することができる（創世48：

8－49：28参照)｡
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「什分の一の原則に対する従順，正しい生活から来る

心の平安，知識の蓄積をどのように分け与えることがで
あかし

きるでしょうか。信仰や証をどのように分け与えること

ができるでしょうか。態度や純潔，または伝道の経験を

どのように分け与えることができるでしょうか。神殿の

特権をどのように分け与えることができるでしょうか。

この種の油は，一人一人が自ら手に入れなければならな

いものなのです｡」(FalthPrecedest/1eMirac/e[1972

年〕，255-256）
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教え方の提案

溌劇薗割灘概喜講罫語洲
参照)。（40-45分）

注意：この教え方の提案は，創世記の学習の最後に利用す

るのが巌も効果的だと思われる。その際，ヨセフはどのよ

うな意味で救い主の弟子であったと言えるか，またその模

範から何を学ぶことができるかに焦点を当てながら，ヨセ

フの生涯を復習する。
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備えることの大切さについて教師の証を述べる。教義と

聖約38:30の備えることに関する主の勧告を紹介する。
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3ニーファイ27：27を読ませ，主は男性だけにこの勧告

を与えられたと思うか尋ねる。自分のワード．支部，また

は学校で，男性であれ女性であれ，キリストのような人が

いるだろうか。次の質問をする．

・その人物のどのような行いが．救い主を思い起こさせる

のですか。

・その人物の行いは，ほかの人々にどのような影響を与え

ていますか．

預言者の生涯は、しばしばわたしたちに救い主を思い起

こさせることを説明する。十二使徒定員会会員のジェフリ

-･R･ホランド長老の以下の言葉を紹介する。

「(イサク，ヨセフ，および旧約聖書のそのほかの多

くの人々と同様に）モーセは自分自身，将来おいでにな

るキリストの預言的象徴でした｡｣(ChriStandtheNew

Covenant:TheMessian/cMessageoftheBookof

MormOn[1997年],137)

エジプトに売られたヨセフと救い主の間に見られる類似

性は決して偶然ではない（『旧約聖書：創世記一サムエル記

下』89-90ページにある創世45:4-8についての注解を参

照)。以下の表を参照聖句だけ記入して生徒に配布する。ク

ラス全体，個人，またはグループで，参照聖句を読んで中

央の欄に類似点を書かせる。

星感関する'三懸臺ｷﾘｽﾄ|菫懲に関すゞ
創世37：3

創世37：4

創世37:2-ll

創世37:18

創世37：23－24

創世37：23

ともに長子の特権

を持つ最愛の息子

であった。

どちらも父親のほ

かの子供たちから

憎まれた。

どちらも若いころ

から自分自身の人

生における使命を

理解していた。

どちらに対しても

共同して陰謀を企

てる人々がいた。

どちらも自分を愛

し守ってくれるは

ずの非常に身近な

人々に裏切られ

た。

モルモン5：14；

モーセ4：2

ルカ4:16,

28－29

ルカ2：46－49

マタイ26：3－4

マタイ26：

46－47

どちらも衣服をは|ﾏﾀｲ27:2＆ぎ取られた。

1

創世37：26

創世37：28

創世37：28

創世37：29

創世39:10

創世39:12-18

創世40：8；

41:16

創世45：3－5

創世42：35；

45：7

創世42：8；

45：3－5

どちらもユダとい

う名前の人物に裏

切られた。

どちらもエジプト

へ行った。

どちらも当時の奴

隷の価格で売られ

た（ヨセフは銀20

枚，キリストは30

枚)。

どちらも捜され

た。ヨセフの最年

長の兄はヨセフを

捜しに空になった

穴へ行った。キリ

ストの先任使徒は

彼を捜しに空にな

った墓へ行った。

どちらも大きな誘

惑を克服した。

どちらも虚偽の訴

えを受けた。

どちらも自身の善

い行いによって栄

光を神に帰した。

どちらも悔い蔑め
る者を喜んで赦し

た。

どちらも自分の民

にとっての救い手

であり，救いの糧

を提供した。

ともに自分を知っ

ているはずの人々

に気づかれなかっ

た。

1営
鐸

マタイ27：3

マタイ2:14

マタイ’7：3

鋤

ヨハネ20：3－6

へブル4:15

マタイ26：59

ヨハネ8：28－，9

モーサヤ26：30

ヨハネ4：42；

2ニーファイ

9:50-51

ルカ5:17-21

ほかの人々がキリストのような特質を備えているのを知

ることは，どのような助けとなるか尋ねる。少し時間を与

え，何分がそのような特質を身に付けるにはどうすればよ

いか考えさせる｡生活の中で自分が救い主のようになろう

と努力している分野を一つ見つけさせる。

創世42－45章。わたしたちはヤコブの子ヨセフの生涯か

ら多くの重要な事柄を学ぶことができる。(90-120分）

創世42-45章の主な箇所を生徒とともに読み，ヨセフの

物語を読み進めるにつれ，そこで教えられている事柄につ

秘

君一

＝~
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いて話し合うと効果的である。これを行うために，ヨセフ、

その兄弟（必要であれば一人か二人の生徒に十一人の兄弟

全員を担当させてもよい)．ヤコブ．およびパロが話す箇所

を読む生徒を選ぶとよい。また，一人の生徒に会話以外の

部分を読ませることもできる。

あらましを終えた時点で，創世42:1-8を読み，なぜ兄

たちはヨセフに気づかなかったと思うか尋ねる（『旧約聖

書：創世記一サムエル記下』88ページにある創世42：8に

ついての注解を参照)。創世42:9-13,17-24を読み，兄

たちは自分たちが監禁所に入れられている理由として何を

挙げたか尋ねる。

ヨセフの兄たちはヨセフを奴隷として売ってから20年た

っても、依然として罪の意識を感じていた。次の質問をす

る。「このことから罪の影響力についてどんなことが分かり

ますか｡」十二使徒定員会会員のM・ラッセル・バラード長

老の以下の言葉を読んで話し合う。

に腹を立てていたとしたら，彼らはベニヤミンの袋から

杯が見つかったときにどうしたと思いますか。

oユダが創世44:16-34で行ったことを，創世37:26-28

で行ったことと比較します。どのような違いに気づきま

したか。ユダが異なる言動を取ったのはなぜだと思いま

すか。

●創世45:1-8を読んでください。ヨセフはなぜこのとき

自分自身を明らかにしたのでしょうか。

・兄弟たちが「驚き恐れた」のはなぜだと思いますか（創

世45：3)。

当時十二使徒定員会会員であったスペンサー．W・キン

ボール長老は次のように記している。

’
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「赦しと立ち直りは，罪を犯した人の悔い改めにかか

っている。悔い改めは罪を認め，それに対する責任を負

うことから始まるのである｡」（『赦しの奇跡』，84-85）
八

「罪は必ず苦痛を招きます。例外はありません。遅

かれ早かれ，確実に苦しみをなめることになるのです｡」

(『聖徒の道』1991年1月号，39）

次の質問をする◎

･ヨセフの兄弟たちが自分たちの罪を認めたという証拠が

何かありますか。

・彼らがヨセフに対してしたことの責任を取ろうとしてい

たことはどこから分かりますか。

●創世45：5－8を読み，ヨセフが備えていたキリストのよ

うな属性を見つける（マタイ6:14-15;教義と聖約

64:9-11も参照)。兄弟たちはヨセフの言葉を聞いてど

のように感じたと思いますか。

。なぜヨセフはそれほど寛大になることができたのでしょ

うか。（ヨセフはエジプトで神の目的を果たしていたか

ら｡)
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日
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創世42:21-38を読み，以下のことを質問する。

・ヨセフが泣いたのはなぜだと思いますか。

・ヨセフは穀物が入った袋に兄弟たちのお金を隠し，それ

を持たせて彼らを家へ返しました。そのことは兄弟たち

にどのような影響を与えましたか（35節参照)。

・シメオンを監禁所から出すためにベニヤミンをエジプト

に行かせることについて，ヤコブはどのように感じまし

たか（36-38節参照)。

・兄弟たちは．ヤコブのベニヤミンに対する思いについて

どう感じたと思いますか。

。もしあなたがシメオンだったら，兄弟たちが自分を救う

ために戻って来なかったらどう感じると思いますか。

・シメオンの経験は，ヨセフの経験とどのように似ていま

すか(21節参照)。

以下の質問をして物語の残りの部分について考える。

・ヤコブがベニヤミンをエジプトへ行かせたのはなぜです

か（創世43:1,9参照)。

・弟ベニヤミンを見たとき，ヨセフはどのような反応を示

しましたか（29-30節参照)。

・ヨセフが兄弟たちを年齢順に席に着かせたのはなぜだと

思いますか（33節参照)。

・ヨセフはベニヤミンに特別な厚意を示しました。けれども

後にベニヤミンが盗みを働いたかのように仕立てたので

す。それはなぜでしょうか（創世43:34-44:12参照)。

・兄弟たちがかつてヨセフに腹を立てたようにベニヤミン
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創世4B:1-22．エフライムとマナセがヨセフに代わる

部族となった理由と経緯を理解することは大切である。

(15-20分）

イスラエルの家が幾つの部族で構成されているか尋ねる。

(12｡)生徒を二つのグループに分ける。一方のグループに

創世49:1-27を，もう一方のグループに民数10:14-27を

調べるように割り当てる。各グループに部族の名前を黒板

に列挙させる。両方のリストを比較して違いを確認する。

民数10章でレビの部族は「アロンの子」(8節）や「ゲルシ

ョンの子たち，およびメラ'ﾉの子たち」(17節）として表現

されていることを説明する。

ヨセフの部族にどのようなことが起きたか尋ねる。創世

48:1-6を読み，『旧約聖書：創世記一サムエル記下』に

ある創世48：22についての注解(91ページ）を紹介する。

ヨセフは生得権を持つ子として2倍のものを受け，それが

二人の息子の間で分けられた（創世48：22参照)。
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黒板にリアホナの絵を描き，次の質問をする。

リアホナとはどのようなものでしたか。

何に使われましたか。

そのような指示器はどのような役に立ちますか
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ジョセフ・スミス訳聖書では，ヤコブがヨセフに対して

抱いていた幾つかの重要な見識が回復されている（『聖句ガ

イド』ジヨセフ・スミス訳創世48:5-11参照。『旧約聖

書：創世記一サムエル記下」90-91ページにある創世48:

5-11についての注解も参照)。以下の点を強調するとよい。

・主が交わされた聖約のために，ヤコブはヨセフがイスラ

エルの家を滅亡から救うために特別に立てられたことを

宣言した（『聖句ガイド」ジョセフ・スミス訳創世48：

7－9参照)。

・ヨセフの忠実さのゆえに，ヨセフの部族はほかのどの部

族よりも祝福される。その祝福は父が受けた祝福よりも

大いなるものである（『聖句ガイド」ジョセフ・スミス

訳創世48:9-11参照。創世37:9-11にあるヨセフの夢

と比較する)。

・将来。ヨセフの部族は（息子であるエフライムとマナセ
ききん

の部族を通じて）再びイスラエルの家に，飢饅ではなく

罪の束縛からの救いをもたらす（『聖句ガイド」ジョセ

フ・スミス訳創世48:11参照。『聖句ガイド」ジョセ

フ・スミス訳創世50:24-38および2ニーフアイ3:1-

22も参照。ここではエジプトのヨセフが，子孫の一人で

ある預言者ジョセフ・スミスを通じてもたらされる末日

の救いの業について預言している)。

lニーファイ16:10,27-29とアルマ37:38-40を読み，

リアホナがリーハイの家族をどのように導いたか調べる。

次の質問をする。「生涯を通じてあなたを安全に導いてくれ

るあなた自身のリアホナがあったらどうでしょうか｡」トー

マス．S･モンソン管長が大管長会第二顧問であったころ

に語った以下の言葉を紹介する。

i
1
1

へ

蕊
;宅#準
灘
;宅#雫、

詞

>

R

n

巳んにら

「リーハイに羅針盤をお与えになった主は，今日も，

わたしたちに人生の指針を与えてくれる一つの珍しく価
たまもの

値ある賜物を用意してくださっています。それはわたし

たちの安全のために危険を示し，道すなわち安全な道を

目に見えるように示して，わたしたちを約束の地ならぬ

天の家へと導いてくれるものです。わたしの言うこの賜

物とは，皆さんが受ける祝福師の祝福です。ふさわしい

教会員ならだれでも，この貴重でかけがえのない自分だ

けの宝を手に入れることができます｡」（『聖徒の道』

1987年1月号，68参照）
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祝福師の祝福はどのような点で個人に授けられたリアホ

ナにたとえられるのか尋ねる。

創世49章を読み，ヤコブが自分の息子たちに与えた祝福

を研究する。難しい部分の学習には，『旧約聖書：創世記一

サムエル記下」にある創世49:1-20;49:8-12;および

49：22-26についての注解(91-92ページ）を活用する。

祝福師の祝福とヤコブの祝福の類似点と相違点について尋

ねる。

以下のような質問に対する答えを準備しておく。
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創世49章。祝福師の祝福には，愛にあふれた天の御父が

子供たちを助けるために祝福師を通じて与えてくださる個

人的な啓示が含まれている。（50-60分）

注意：祝福Wiljの祝福をクラスで読むことは適切ではない。

祝福師をクラスに招待して，祝福師の祝福について生徒が

抱いている質問に答えるのを助けてもらってもよい。
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・何歳になったら祝福師の祝福を受けることができますか。

o祝福師の祝福はどのような導きと祝福を与えてくれるの

ですか。

o祝福師の祝福を受けるためにどのような準備をすればい

いのですか。

。どうすれば祝福師の祝福を受けることができますか。

（ビショップまたは支部会長に推薦状を書いてもらい，

祝福師と会う約束を作る｡)

・祝福師の祝福には，人生の重要な出来事がすべて網羅さ

れているのですか。

・血統の宣言はなぜ大切なのですか。

答える際に以下の引用を利用する。

・ゴードン･B･ヒンクレー大管長は神権指導者に対して

次のように語っている。

八「ヨセフのもう一人の息子であるマナセや，ヤコブのほ

かの息子たちの子孫も教会員の中に大勢います。現在は，

ヤコブの血統でない人も教会員の中にいるかもしれませ

ん。しかし，イスラエルの血統でないからといって祝福が

拒まれることは決してありません。主はアブラハムに言わ

れました。『わたしはあなたの名によって彼らを祝福しよ

う。この福音を受け入れるすべての者はあなたの名によっ

て呼ばれ，あなたの子孫と見なされ，立ち上がってあなた

を父としてたたえるであろう｡」（アブラハム2:10)

ニーファイはこう述べています。『異邦人であっても悔

い改める者は皆，主の聖約の民とな〔る｡〕』（2ニーファ

イ30：2）ですから，イスラエルの家の祝福が血統による

か養子縁組によるかは問題ではないのです。

中には，同じ家族の中で異なった血統が宣言されたため

に心を悩ませる人がいるかもしれません。家族の中には異

なった血統が混在している場合もあるのです。わたしたち

は，人類全体のかなりの部分がイスラエルの流れを引いて

いると考えています。したがって，部族間での婚姻の結果，

同じ家族の子供の中でも血統が異なり，ある子供はエフラ

イム，別の子供はマナセやほかの部族の血統と宣言される

場合があるのです。ある子供は一方の部族の祝福を多く受

け継ぎ，別の子供は他方の部族の祝福を多く受け継ぐこと

があるからです。このようにして，同じ両親から生まれた

子供でありながら，異なる部族の祝福を受ける場合がある

のです｡」（『聖徒の道」1996年1月号,69参照）

｜｜
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八

「わたしは皆さんが，祝福師の祝福の大切さを理解す

るのに十分な成熟度を備えた人々に，それを受けるよう

適切に勧めていることを願っています。わたしは自分の

祝福師の祝福を，自分の人生にとって非常に神聖なもの

の一つと見なしています。祝福師の祝福はふさわしい生

活をしているこの教会のすべての会員に与えられる，か

けがえのない，神聖で，個人的な，すばらしい贈り物で

すc｣(TeachingsofGordonBHinckﾉey[1997年],423)
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・大管長会第二顧問のジェームズ･E・ファウスト管長は

次のように語っている。

生徒に祝福師の祝福を受けるための備えをするよう奨励

し，祝福師の祝福が生涯を通じて偉大な祝福となり得るこ
あかし

とについて，教師の証を述べる。
いや

創世49:2B。わたしたちは必要に応じて癒し，慰め，導

きを受けるために，父親の祝福を求めるべきである。(15-

20分）

注意：この教え方の提案は創世49章のための教え方の提案

の続きである。この教え方の提案だけ独立して教えること

もできるが，その場合はこの教え方の提案の内容を教える

前に、ヤコブが息子たちに与えた祝福を生徒が理解できる

よう『旧約聖書：創世記一サムエル記下』にある創世49：

l-20;49:8-12、および49:22-26についての注解

(91-92ページ）を利用する必要があるだろう。父親が教会

員でない生徒や、父親が神権を持っていない生徒たちに対

する配盧が必要である。

祝福師の祝福に加えて，わたしたちが受けられる別の祝

福があることを話す。メルキゼデク神権を持つ父親は，そ

の神権を使って家族に父親の祝福を与えることができる。

父親の祝福を受けたことがある生徒がいるか尋ねる。次の

質問をする。「父親の祝福を受けるのにふさわしい人生の節

目にはどのようなものがありますか｡」十二使徒定員会会員

のダリン．H･オークス長老の以下の言葉を紹介する。

へ

「祝福師の祝福は，へりくだり，祈りをもって、何度も

繰り返し読む必要があります｡祝福師の祝福は非常に神聖

で個人的なものですが，家族には見せてもかまいません、

祝福師の祝福は，主から授けられる勧告と約束，そして知

識を含む神聖な指針です。しかし，祝福文の中に将来の出

来事がすべて網羅されているとか，あらゆる疑問への答え

がすべて記されていると考えるべきではありません。祝福

文の中に伝道や結婚などの重要な出来事が述べられていな

かったとしても，それが実現しないわけではないのです。

祝福師の祝福を成就させるには，祝福の言葉を大切な宝

として心に蓄え，そのことについて深く考え，示されて

いるとおりの生活をすることです。そうすれば，わたし

たちはこの世で祝福を受けられるばかりでなく，後の世

において義の冠を受けられるでしょう。……

祝福師の祝福は，失意に打ちひしがれるときに励まし

を，恐れを抱くときに強さを，悲しみに沈むときに慰め

を,そして不安にさいなまれるときに勇気を与えてくれ，

霊性が弱まるときにはわたしたちを鼓舞してくれます。
あかし

そして，祝福文を読む度ごとに，わたしたちの証は強め

られるのです｡」（『聖徒の道』1996年1月号,68,69参照）

へ
’

1

1

「大切な決定を下すために導きを求めている人は，神

権の祝福を受けることができます。個人的な問題を解決

するために霊的な力を特別に必要としている人も，祝福

を受けることができます。妊婦も出産の前に祝福を受け

八

●同じ説教の中で，ファウスト管長は次のように述べてい

る。
八

物
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られます。ふさわしい父親が，結婚を前にした息子や娘

に神権の祝福を授けた貴い思い出を，多くの末日聖徒の

家族は記憶にとどめています。また，子供たちが何らか

の理由で家庭を離れるとき，例えば学業や兵役，長期の

旅行など，そのほとんどの場合にも父親の神権の祝福が

求められます。

新しく召された宣教師も，家をたつ前に，父親の祝福

をしばしば望みます。……

神権の祝福にはどのような意義があるのでしょうか。

．．…･神権の祝福とは，霊的な事柄に対する力を授けるこ

となのです。それは手で触れたり，重さを計ったりする

ことはできませんが，わたしたちが永遠の生命へとつな

がる道に立ちふさがる障害を克服しようとするとき，大

きな意味を持つものなのです。……

年齢にかかわりなく，霊的な力が必要なときには、神

権の祝福を受けることをためらわないでください。父親

やそのほかの長老の皆さん，自分の子供たちや御父のほか

の子供たちを祝福する特権を大切にし，大いに活用してく

ださい。信仰を込めた熱心な求めに応じて，いつでも聖霊

の導きのままに神権の祝福を授けられるように備えてくだ

さい｡」（『聖徒の道』1987年7月号，39，40，42参照）

次の質問をする。

。だれに祝福を依頼することができると思いますか。（で

きればまず父親に頼むべきであり，それから親戚，ホー

ムテイーチャー，ビショップリック，教師，など｡）

。まだ父親の祝福を受けたことがない人は，父親に頼んで

みてはどうですか。

当時十二使徒定員会会長であったエズラ・タフト・ベン

ソン会長の以下の物語を紹介する。

「以前，一人の青年が祝福を求めてわたしの事務所に

やって来た。彼は18歳で、幾つかの問題をかかえていた。

……この青年は……祝福を求めて来たのである。

そこでわたしはこう尋ねた。『お父さんに祝福を頼み

ましたか。お父さんも教会員でしょう｡』

『ええ，長老です。でもあまり教会に行っていません｡』

わたしはこう言った。『機会を見つけて，祝福をお願

いしてみてはどうですか｡」

『ええっ，そんなことしたら父は仰天してしまいますよ｡』

『でもやってみませんか。わたしもあなたのためにお

祈りします｡』

『はい，分かりました◎やってみます｡」

それから数日後，この青年は再びわたしのもとへやっ

て来てこう言った。『ベンソン兄弟，実はわたしたちの

家族にすばらしいことが起こったんです。……父は，ぼ

くに本当にすばらしい祝福を授けてくれました。……そ

して祝福が終わったとき，ぼくたちの家族は今までにな

い感謝と喜びと愛のきずなでしっかりと結ばれまし

た｡』」（『聖徒の道」1978年2月号,46-47参照）

病気のときだけでなく，慰めや導きが必要なときにはい

つでも父親に祝福を頼むよう生徒に勧める。若い男性に，

父親となったときに自分の家族に祝福を与えることができ

るよう，今すぐ準備を始め，神権の真の力を得られるふさ

わしさを身に付けるよう勧める。

創世50章。肉体の死は幸福の計画の一部である。(15-20

分）

次の質問をする。

・これまでに引っ越したことがありますか。

。もしあれば，どこがいちばん好きでしたか。「故郷」と

呼べる場所がありますか。それはなぜですか。

●創世46:1－4と47:29-31を読んでください。ヤコブに

とってカナンに埋葬されることはなぜそれほど大切なこ

とだったのでしょうか。

・ヤコブの望みから，神の約束に対するヤコブの信仰につ

いて何が分かりますか。

●創世49：29－50：9を読む。ヤコブの死は，ヨセフ，ヨ

セフの家族，およびエジプトの民にどのような影響を及

ぼしましたか。

・人々はヤコブの死をとても悲しみましたが，喜びはどこ

にあったでしょうか。

・ヤコブの葬儀で話を頼まれたとしたら，あなたはヤコブ

についてどのようなことを話しますか。

ヤコブは自分を約束の地カナンに埋葬するよう頼んだ。

霊的な意味で，わたしたちにも約束の地がある。ヤコブの

ように，わたしたちも自分の受け継ぎの地，すなわち日の

栄えの王国へ戻ることを望むべきである。lニーファイ

17:13-14を読み．天の御父のもとへ戻ったときに義人が

得る喜びと知識について話し合う。御父の御前を離れて地

上にやって来たことや，忠実さを通して御父のもとへ戻る

にはどうしたらよいか教えている幸福の計画の一部分を復

習してもよい（｢偉大な幸福の計画」12-19ページ参照)。

死によって家族のきずなをより緊密にすることもできれ

ば弱めることもできることを生徒に思い起こさせる。創世

50:15-21を読み．次の質問をする。

・ヤコブの死後，ヨセフの兄弟たちはなぜ恐れましたか。

・ヨセフは兄弟たちの恐れを鎮めるためにどのようなこと

をしましたか。

・聖文のどのような言葉に，家族に対するヨセフの気持ち

が表れていますか。

創世50:24-2S;『聖句ガイド』ジョセフ・スミス訳

創世50:24-3B･ヨセフの預言の失われた，あるいは

取り去られた部分は，欽定訳聖書のジョセフ・スミスによ

る翻訳を通じて回復された。わたしたちは主が古代のヨセ

フにモーセの使命，福音の回復，ジョセフ・スミスの預言

者としての召し，およびモルモン書の出現についての真理

を明らかにされたことを学ぶことができる。（25-35分）

二人一組またはグループで生徒用学習ガイドにある創世

50章のための活動B,C,およびDを行わせ，生徒がヨセ

フの預言を見つけられるよう助ける＠終わったら，クラス

で稗えを発表させ，質問や話し合いを促す。
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出エジプト記はモーセの五書の第出エジプト記はモーセの五書の第二番目の書である。ギ

リシャ語でexodusとは「脱出」または「出発」を意味し

(『聖句ガイド」「川エジプト記」128ページ参照),主がイス

ラエルをエジプト人による束縛から救い出されたことにち

なんでいる。

出エジプトが始まるころ，エジプトは新しい王朝によっ

て統治されていた。これらの指導者は「ヨセフのことを知

ら〔ず〕」（出エジプトl:8),イスラエル人を奴隷とした

(出エジプト1:8-11参照)。出エジプト記には，預言者モ

ーセの霊感による指導を通じて，主が奇跡的な方法で御自

分の民を束縛から救い出された話が記されている（出エジ

プト12:51;Fil命26:8参照)。またイスラエルが荒れ野を

さまよい，モーセの律法を受け，幕屋を建てたことが述べ

られている。

o主の預言者は、地上で特定の使命を果たすよう予任され

ていた（出エジプト3:7-10参照。エレミヤl:5;2ニ

ーフアイ3:9-10,17も参照)。

・主が住まわれる場所は神聖であり，敬い尊ばれなければ

ならない（出エジプト3：5参照。教義と聖約110:7-8

も参照)｡
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教え方の提案

瀞
: 霞:蒜墓煽縄熱Eし譜驚蕊

きる。(20-30分）

注意；この教え方の提案は，出エジプト記の全体像をつか

むために一度に用いることもできるし，出エジプト1-4章

やほかの部分を教える際に必要に応じて部分的に利用する

こともできる。出エジプト4:21など可能な部分について

は，ジョセフ・スミス訳を利用するとさらに理解を深める

ことができると生徒に伝える。

黒板に「出エジプト記」と書き，出エジプト記は何につ

いて記されていると思うか尋ねる。『聖句ガイド』から，

｢出エジプト記」についての説明を見つけさせる。ll}エジプ

ト記にはイスラエルの民がエジプトを「脱出」した物語，

また約束の地に向けて荒れ野を旅した物語が記されている

ことを話す。

黒板に「人生は旅である」と書き，生徒とともに天の御

父の救いの計画を旅になぞらえながら学ぶ(18ページにあ

る「救いの計画の全体像：提案2」の図を参照)。紙を用意

して，生徒に自分自身の人生の旅路を簡単に描かせてもよ

い。

エジプトを脱出して約束の地へと|filかつたイスラエルの

子らの旅路は，天の御父のもとへ戻る人類の旅の予型また

は象徴として見ることができると説明する。以下の見出し

がつけられている聖句を読みイスラエルの旅における4

つの主要な段階を調べる。

●束縛（出エジプトl:13-14参照）

･救い（出エジプト3：7－8参照）

･荒れ野をさまよう（出エジプト17:l;19:1-2参照）

･約束の地に入る（出エジプト33:1-3参照）

以下のような表を作成し，参照聖句だけを記入しておく。

参照聖句をクラス全体で読んで話し合うか，各生徒やグル

ープに4つの段|偕の一つを割り当てて，そこから学んだこ

とを報告させる。話し合った事柄を表に記入する。

ご岸1曲鍔

G-Ll氷ﾃｰ油

弥
斡
叩
↓

贈
争
乱
「
許
斗
Ｊ
Ｆ
封
イ
恥
・
『
・
罫
、

進
氏
△
．
、
，

容
子
．
亘
蛍
・
・
冒
、
｝

.！ l'
へ

出エジプト1－4章
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はじめに

出エジプト記の最初の4章は，預言者モーセについて紹

介している。また，モーセの出生とパロの家族の一員とな

った経緯や，預言者としての召しなどについて詳II|に説明

されている。これらの章は，主が預言者を召して術えられ

ること，主が預言者に御自身を現されること，預言者がそ
たまもの

の責任を全うできるよう主は必要な賜物をお授けになるこ

となどを認識させてくれる。

一

ｮ4両1
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,耕鐵､：鞭刷
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鐸；
学び取るべき重要な福音の原則

’

oサタンは神の業を止めることはできない。神は御自分の

民を苦難にあって見守り強め，祈りを聞き，すべての約

<：束を成就される（出エジプトl:7-22;2:1-10,23-

25;3:7-10参照。創世50:24;出エジプト12:51;l

ニーファイ22：22－25；教義と聖約3:1-3も参照)。
おそ

、・わたしたちは人よりも神を畏れる（あがめ，従い，また

は敬う）べきである（出エジプトl:15-22参照。教義

と聖約3：7－8も参照)。

‐・御父の幸福の計illliを成就させるうえで女性はきわめて重

要な役割を担っている（出エジプト1－2章参照)。
しもべ

・主は御自身の言葉を語り御自身の業を行わせるために僕
写_,舎今

を備えて召される（出エジプト2－4章参照。ヨハネ

15:16;教義と聖約l:38も参照)。
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難 約束の地に入るA

日の栄えの王国への

イスラエルの霊的な旅

約束の地への

イスラエルの物理的な旅

J
1

黙示3:5,12,20-21;教義

と聖約76：50－70；88：17－

20（この世に打ち勝つ者は日

の栄えの王国で受け継ぎを得

ると約束されている｡）

教義と聖約88:21-24(多く

の人は福音を受け入れないた

め聖められることができず，

日の栄えの王国に入ることが

できない｡）

民数14:29-33;ヨシユア

1:1-9(イスラエルが十分

に忠実になった後，ヨシュア

は彼らを約束の地へと導い

た｡）

民数14:22-30(イスラエル

の民の多くは不従順のために

約束の地に入る特権を失っ

た｡)

束縛A

出エジプトl:13-14(イス

ラエルはエジプト人に束縛さ

れていた｡）

出エジプト5：1－2（イスラ

エルはパロの支配下にあっ

た｡）

出エジプト3:10(イスラエ

ルを救い出すためにモーセが

送られた｡)

2ニーファイl:13;モーサ

ヤ3:19(生まれながらの人

は罪に束縛されている｡）

アルマ12:11(罪によってわ

たしたちはサタンの支配下に

置かれる｡）

2ニーファイ6：17；アルマ

11:40(イスラエルの聖約の

民を救い出すためにイエス・

キリストが送られた｡）

教義と聖約1:38(預言者は

キリストの言葉を語る｡）

Ｌ
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イスラエルの，そしてわたしたちの旅の各段階について

話し合う際に，以下の質問や聖句が役立つであろう。

卜・束縛一わたしたちは人生においてどのような束縛を受

けていますか（2ニーファイ1:13参照)◎わたしたちは

：罪によってどのように奴隷になると思いますか（アルマ

:34:35参照)。

I・救い－主は束縛を受けていたイスラエルの子らのこと

：をどの程度御存じだったと思いますか（出エジプト3：

;7-10参照)･罪に束縛されている子供たちに対して，主

iはどのような気持ちを抱いておられたでしょうか。聖文

：には何と書かれていますか（エゼキエル18：23；3ニー

をファイ9:1-2,5参照)。主はどのようにしてわたした

！ちを罪から解放してくださるのですか（アルマ7:13-

214参照)。イスラエルの子らはエジプトを去ったときに

；紅海を通ったが，これはバプテスマの象徴であることを

！指摘する(1コリント10:1-2参照)。

i・荒れ野をさまよう－イスラエルの子らが荒れ野をさま

言よった際に，何によって導かれましたか（出エジプト
こんにち

il3:21-22参照)◎今日わたしたちを導くもので，同じ

Iように「火」と表現されているものは何ですか（2ニー

写ファイ31:13;2ニーファイ32:5参照)･荒れ野におい

；て，主はイスラエルの子らに食物と水をお与えになって

；旅の間養われました（砧エジプト16-17章参照)。主は

：どのようにして御自分の民を霊的に養われると思います

すか(1コリント10:1-4;2ニーファイ32:3;教義と聖

！約20：77-79参照)。

；・約束の地に入る－わたしたちが目指す約束の地とはど

ミこですか（へブルll:14-16参照)。主はイスラエルの

i子らが約束の地に入る前に，どのようなことを求められ

；ましたか。（十戒など，戒めや聖約への従順｡）

i出エジプト1－2章。正義を選んで行うことは，しばしば

！難しいことがある。（30-35分）

：各生徒に1枚の紙の半分を配付する。全員に出エジプト

il章を開かせ，聖典のそのページを紙で覆わせる。指示が

iあったときにだけ該当する節から紙をどけるように言う。

i以下に挙げられている聖句の最初の部分を，答えが書かれ

；ている節を覆ったまま読ませる。以下の質問をし，答えを

i考えさせる。それから紙をどけて答えを確認させ，必要に

出エジプト4:14-16(アロン

はモーセの代弁者であった｡） ~〆『~二二－F

救 い

出エジプト7:3-5(10の災

いは，主の力がこの世のあら

ゆるものに及ぶことを実証し

た｡）

出エジプト12:1-27(イス

ラエルは子羊の血によって滅

亡を免れた｡）

1ニーファイ7:12-13;2ニ

ーファイ31:19(主は御自分

の子供たちを救う力を持って

おられる｡）

lペテロ1:18-19;2ニーフ

ァイ9：7－9（わたしたちは

神の子羊の血によって永遠の

滅亡を免れる｡)

1コリント10:1-2;モロナ

/r6:1-4(わたしたちは罪

の束縛から解放されるために

バプテスマの水をくぐらなけ

ればならない｡)
たまもの

ヨハネ16:13(聖霊の賜物は

日々わたしたちを守り導いて

くれる｡)

A

出エジプト14:16(イスラエ

ルの民は束縛から解放される

過程で紅海の水をくぐった｡)

A

出エジプト13:21(イスラエ

ルは，昼は雲，夜は火の柱の

中におられた主によって守ら

れ導かれた｡）

荒れ野をさまよう

A ヨハネ6：31－35；7：37－39

(イエス・キリストは「命の

パン」であり「生ける水」で
しょくざい

ある。主の續罪はまさしくわ

たしたちの命を維持する｡）

教義と聖約l:14(わたした

ちは預言者および使徒を支持

しなければならない。そうで

なければ「絶たれる〔｡〕｣）

教義と聖約76：50－62；93：1

(わたしたちに主の御前に住

む備えをさせるため，主は現

代の預言者を通して戒めをお

与えになる｡）

教義と聖約124:27-28,

40－42（わたしたちは神聖な

儀式のために主の家として神

殿を建てるよう命じられてい

る｡）

出エジプト16:14-15;17:

6（主はイスラエルの子らの

命を保つためにマナと水をお

与えになった｡）

出エジプト17:8-13(イス

ラエルは預言者を支持したと

きに敵を打ち破った｡）

出エジプト20:1-23(イス

ラエルに主の御前に入る備え

をさせるため，主はモーセを

通して戒めをお与えになっ

た｡)

出エジプト25：2－9；教義と

聖約84：23－24（イスラエル

はシナイ山へ行くように命じ

られた。また後には神聖な儀

式のために主の家として幕屋

を建てるように命じられた｡）

」
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応じて話し合う。残りの聖句についてもこの手順を繰り返す。

・出エジプトl:6-10を読んでください。エジプト人はイス

ラエル人に何をしましたか。（答え出エジプトl:11｡）

ましたか。

●これらの女性に共通していることは何ですか。（彼女たち

は皆モーセを助けた。モーセの命を救った人さえいる｡）

八

I

●出エジプトl:12-13,15-16を読んでください。助産

婦たちは何をしましたか。（答え－出エジプトl:17｡)

・出エジプトl:18を読んでください。助産婦たちは王に

何と答えましたか。（答え出エジプトl:19-21c)

●出エジプトl:22-2:2を読んでください。女は3か月後

に男の子をどうしましたか。（答え－出エジプト2：3－4｡）

●出エジプト2：5－6を読んでください。パロの娘は幼な

子をどうしましたか。（答え出エジプト2:7-10｡)

・出エジプト2:llを読んでください。モーセはエジプト

人がへブル人を打つのを見た後で何をしましたか。（答

え－出エジプト2:12｡)

●出エジプト2:13-14を読んでください。モーセはどう

しましたか（答え－出エジプト2:15｡)

●出エジプト2:16-20を読んでください。リウエルはモ

ーセのために何をしましたか。（答え－出エジプト2：

21-22｡)

●出エジプト2：23-25を読んでください。神はイスラエ

ルの子らのために何をなさいましたか。（答え－出エジ

プト3-14章Q)

黒板に以下の事柄を書く。

●助産婦一出産を助ける女性（出エジプトl:15-21参

照）

･モーセの母（出エジプトl:22-2:4参照）

●モーセ（出エジプト2:10-12,15;使徒7:22-25参照）

クラスを3つのグループに分ける。各グループに上記の

聖句の一つを割り当てて読ませ，以下の質問に対する答え

を見つけさせる。

・これらの人々が行った勇気ある行いとはどのようなもの

でしたか。

。なぜそのようなことをしたと思いますか。

・どのような点でそれは信仰の行いだと言えるのですか。

・その行いの後，主は彼らをどのように祝福されましたか。

各グループにクラスで答えを発表させる。（モーセがエジ

プト人を殺したことに関して生徒が疑問を抱いた場合は．

『旧約聖書：創世記一サムエル記下』99ページにある出エジ

プト2:11-15のための注解を参照する｡)

生徒に数分の時間を与え，このレッスンで話し合った人

物のうち．どの人物から何を学んだか書かせる。時間があ

れば，数人の生徒に書いたものを発表させる。

出エジプト1－2章。御父の幸福の計画を成就させるうえ

で，女性はきわめて重要な役割を担っている。(10-15分）

出エジプト1－2章を読ませ，女性が登場する部分を探さ

せる。黒板にそれらの人物を書き出す。（助産婦たち，モー

セの母．モーセの姉，パロの娘，チッポラおよびリウエル

〔エテロ〕のほかの6人の娘｡）次の質問をする。

・これらの女性は，モーセの生涯にどのような影響を与え

生徒の人生において女性が果たす重要な役割について話

し合う。以下の概念や質問を利用するとよい。

●自分の人生で女性から受けた重要な影響について話す。

女性の偉大な影響力を認識していることを示すために何

ができるか尋ねる。

●人生にとても大きな影響を及ぼした女性のおかげで達成

できたものがありますか。それはどのようなものですか。

●彼女たちはどのような動機から，あなたの人生に祝福を

もたらしたのでしょうか。

スペンサー･W･キンボール大管長の以下の言葉を紹介

する。
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「次のような言葉があります。『一人の男性を教育す

るなら，教育を受けるのはただ一人である。しかし一人

の女性を教育するなら，それは家族全体を教育すること

になる｡』（チャールズ．D・マッカイバー博士）わたし

たちは女性に十分な教育を受けてほしいと望んでいま

す。子供たちは，母親が知らないことを埋め合わせるこ

とができないかもしれないからです｡」(MenofEx-

amp/e[宗教教育者への説教,1975年9月12日],9-10)
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この言葉の意味について尋ねる。御父の幸福の計画の中
あかし

で、女性が常に担ってきた重要な役割について教師の証を

述べる。女性はきわめて重要な貢献をしながらも評価を受

けることは少ない。自分の人生に祝福をもたらしてきた女

性に対して感謝を示す時間を取るよう生徒に勧める．

けいけん

出エジプトB:1-10。敬虐さは啓示をもたらす。(15-

20分）

物音一つ立てないようにして，普段気がつかない音に耳

を傾けるように言う。l分後，どのような音が聞こえたか

尋ねる。それらの音はいつも聞こえているはずだが，音と

して認識するためには特別な注意が必要なことを指摘する。
みたま

周囲の音に注意深く耳を傾ける体験を，御霊のささやきに

耳を傾けることの大切さになぞらえる。日常生活の中のあ

る種の音を聞くために静けさが必要なのと同じように，聖
けいけん

霊のささやきを感じるには敬度さが必要である。
けいけん

教会の集会にとって敬虐さがいかに大切であるか，ボイ

ド･K・パッカー長老は次のように語っている。
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けいけん

「敬度さは啓示をもたら〔します〕･
けいけん

敬度さとは，音をまったく立てないという意味ではあ

りません｡」（『聖徒の道」1992年1月号,24)

け'､、けん

黒板に「敬虐」と書き、啓示の霊をもたらす敬度さの要
けんそん

素を列挙させる（清い思い，謙遜さ’注意をそらすものを

避ける、神聖な音楽，聖文を深く考えるなど)。敬度さは天

の御父から霊感を受けるうえでどのように役立つか尋ねる。
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けいけん

モーセは山に登ったとき，主に対して大いなる敬度さを

示した。出エジプト3:1と19:18を読ませ，この主の山の

二つの名前を調べさせる。『聖句ガイド』の「地図と地名索

引」を開かせ，シナイ山（｢シナイ山〔ホレブ山〕」で収録）

の位置を確認する。

出エジプト3：2－6を読む。預言者ジョセフ・スミスは
つかい

2節の「使」という言葉を変更し，「ときに主の臨在が……

彼にあった」と訂正していることを説明する。モーセが燃

えるしばに近づいたときに何をするよう命じられたか質問
けいけん

することによって，主に対する敬虐さを持つ必要性を理解

させる。これまでの人生で自分が神聖な場所に立っている

ように感じたときのことを考えさせる”それはどこにいた

ときで，どのように感じたか，数名の生徒に発表させる。

パッカー長老の以下の勧告を紹介することで，主に対す
けいけん

る敬度さをもってセミナリーに参加するよう教える。

けいけん

「福音の教義を学ぶために集まるときは，敬戻な気持

ちを忘れないようにしてください｡」（『聖徒の道」1992

年1月号．23）

天の御父を最も近く感じることができたクラス活動を思
けいけん みたま

い起こすように言う二敬虐さを通じてクラスに御霊を招く

ために生徒たちがこれまでに払ってきた努力を褒める。福

音を学ぶときには，常に最も敬度な気持ちをもたらしてく
あかし

れる事柄を行う必要があることを証する｡

出エジプトB:フー10。義人の生涯は，しばしばわたした

ちに救い主の生涯を思い起こさせる。(10-15分）

モーセが預言者に召されたとき，主は次のように言われ

た。「あなたはわたしの独り子にかたどられている。わたし

の独り子は，現在も将来も救い主である。彼は恵みと真理

に満ちているからである｡」（モーセl:6)申命18:15を読

み，モーセが預言した預言者はイエス・キリストであるこ

とを説明する。モーセの生涯とイエス・キリストの生涯の

類似点は興味深く，そこから多くを学ぶことができる。こ

の教え方の提案の最後にある表を配布用に準備してもよい。

｢類似点」の欄を空欄にしておき，参照聖句を調べながら生

徒に記入させる。

この教え方の提案は幾つかの異なる方法で利用すること

ができる。

oここでモーセの生涯を概観するために利用する。

・出エジプト17章でモーセが行った奇跡について概観する

ために利用する。

・クラスを小さなグループに分け，表の一部を割り当てる。

モーセと救い主についての参照聖句を読ませ，見つけた

類似点について発表させる。

●大きな表をクラスに掲示する。最初の2，3組の参照聖

句を読み，生徒が類似点を発見できるよう助ける。自分

自身で学習を進めながらそのほかの類似点を見つけるよ

'’
11
う励ます。出エジプト記から申命記までを学習する問に，

それらを見つけた時点で表に書き足し，聖句および類似

点についてほかの生徒と分かち合うよう勧める。

預言者の生涯と教えを含めて，すべてのことがイエス・
あかし

キリストを証していることを理解することは大切である

(モルモン害ヤコブ7:10-11;モーセ6:63参照)。

モーセ

出エジプト

1:15-16,22;

2:1-3

出エジプト

3:7-10

モーセ

1:1,8,11

モーセl:12-22

出エジプト4:19

出エジプト

14:21

出エジプト

16:15-18

出エジプト

17:5-6

『聖句ガイド』ジ

ョセフ・スミス訳

ヨハネ1:17

類似点

どちらも幼な子を殺

せとの命令から逃れ

た。

どちらもイスラエル

を救い出すように召

された。

みたま

どちらも御霊によっ

て高い山へ連れて行

かれ，そこで世の王

国を見せられた。

どちらもサタンとの

対決に勝利した。

どちらも自分の命を

ねらう王が死ぬまで

国外に逃れていた。

どちらも風と海を従

わせた。

どちらも奇跡によっ

てパンを用意した。

どちらも命を救う水

を用意した。

どちらも偉大な立法

者であった。

イエス・キリスト

マタイ2:13-16

2ニーファイ

6：17

｢聖句ガイド」ジ

ョセフ・スミス訳

マタイ4：8

マタイ4:3-11

マタイ2:19-20

マルコ4：37－39

ヨハネ6：35

ヨハネ4:10－14

3ニーファイ15

5-10

申命9:』6-20,｜萬纈巽烏室|｣ﾃﾓﾃﾖ:，23－26

出エジプトB－4章。主は，主に仕えるようにという召し

を受け入れる人々を助けてくださる。また，わたしたちが

望むならば，疑いや不安を解決できるよう助けてくださる。

(30-40分）

生徒がほとんど知らない場所に行くよう記した伝道の召

しの手紙を作成する。手紙には，召しを受ける人物は同僚

なしで働くことになると書く。全員に手紙を読んで聞かせ，

質問する。

。一度も聞いたことがない場所や，どんなところか見当も

つかない場所への伝道の召しを受けたら．どのように感

じますか。

・何がこの召しを受け入れるための勇気を増してくれると

思いますか。

生徒とともに，出エジプト3章にあるモーセの召しを簡

画
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の懸念を取り去られたか，また主の解決法はわたしたちが

難しい召しを受け入れるときにどのように役立つか考える。

クラスで話し合いをするときに以下の要約が役立つであろう。

･第1の懸念一「そのようなことができるとは，わたし｜
はいったい何者でしょう。」（出エジプト3:11参照）モ

ーセが言いたかったことは何だと思うか尋ねる。主の答

えは，激励の言葉であった(12節参照)。主はそこにい

てモーセをお助けになるのである。

。第2の懸念一「人々から，だれによって遣わされたか

尋ねられたとき．何と言いましょうか｡｣(13節参照）主

がモーセにお与えになった二つの名前を/|ﾐ徒に尋ねる

(14-15節参照)。「わたしは有る」という称号の重要性

を生徒に理解させる(III｣約聖耆：創世記一サムエル記

下」100ページにある出エジプト3:11-18のための注解
こんにち

を参照)。次の質問をする。「今日わたしたちはどのよう
せいざん

にして主の御名を受けますか｡」「バプテスマと聖餐を通

じて聖約によって主の御名を受けることは，直面するチ

ャレンジに対処するうえでどのように役立ちますか｡」

日
日
９
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出エジプト5-10章
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はじめに

モーセは自分の使命のために備えられたとき，神の力以

上に偉大なものはないことを学んだ（モーセl:10,13-

15,20-22,33参照)。この知識を通して，モーセは主が命

じられることは何でも行うという信仰を培うことができた。

イスラエルの子らも同様の信仰をはぐくんで，神が自分た

ちをエジプトから約束の地へ安全に導いてくださることを

確信する必要があった。主は，御自身の力を劇的な方法で

お示しになり，イスラエルの民が信仰をはぐくむための機

会を用意された。イスラエルの子らは，エジプトを去るま

でに多くの機会を与えられた。そして，イスラエルの神が

生けるまことの神であること，そしてあらゆるものを支l呪

する力を持っておられることを知るようになった。

末日に教会が|回l復されたとき，主は次のようにおっしゃ

られた。「世の弱い者たちが出て来て，力ある強い者たちを
はらから

打ち破る。それは，人がその同胞に忠告することや，肉の

腕に頼ることのないようにする〔ことを示すためである｡〕」

(教義と聖約l:19)これは初めから主が取ってこられた方

法である。モーセの時代，エジプトは富，教育，科学技術，

数学，および天文学などの分野において地上で最も偉大な

国家であった。それに対して，イスラエルの民は雑事に携

わるだけの奴隷であった。モーセはパロに立ちlf1かつたと

き，それまでの40年間を荒れ野で牧者として過ごしてきて

おり，従う者も，地位も，権力もなかった。しかしモーセ

には主がともにおられ，モーセはすべてのものを支配する

神の力に絶対的な信頼を寄せていた。エジプト人には無数

の神々がおり，パロさえも神であると見なしていたが，主

は偶像には救いの力はなく，本当に強く力があるのは主に

頼る者だけであることをお示しになった。
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・第3の懸念一「彼らがわたしを信じないならどうしま

しょうか｡」（出エジプト4:l参照）この懸念に答えて，

主はモーセのつえを使って奇跡を行われた。次の質問を

する。「つえは何の象徴だと,'と!いますか｡」（権能｡)「モ

ーセはミデアンのエテロからどのような権能を受けまし

たか｡」（神権。教義と聖約84：6参照）「神権とは何です

か｡」（神の御名によって行動する権能｡）「|全|分はﾈ'l'を代

表する権能を持っていると認識することは，宣教師にど

のような変化をもたらすと思いますか｡」

・第4の懸念一「わたしは話が得意ではありません｡」

（出エジフ°卜4:10参照）出エジプト4:11-12にある主

の答えを読ませる。しかし，モーセは依然として神の代

弁者となることをためらっていた。（不適格であるとい

う彼の気持ちを生徒が理解できるように，「旧約聖書：

創一肚記一サムエル記下』100ページにある出エジプト4:

10-17のための注解を参照する｡)次の質問をする。「主

はモーセの気持ちにどのようにお答えになりましたか｡」

(14-16節参照）「このことから，主がわたしたちを心にか

け,喜んで助けてくださることについて何が分かりますか｡」

生徒に出エジプト4:27-31を読ませ，モーセが戻ったと

きにイスラエルの子らが彼に対してと・のような反応を示し

たか見つけさせる。次のことを尋ねる。

・召しや責任で，受けるのを恐れたり，自分は不適格だと感

じたりするものにはどのようなものがありますか｡(例え

ば，話の割り当て‘奉仕プロジェクト，または伝道の召し｡）

・主はと．のようにわたしたちを強め，これらの気持ちを克

服するのを助けてくださいますか｡(1ニーファイ3:

7；教義と聖約60：2－4参照｡）

教義と聖約6:14,20-24またはモロナイ10:3-5を読

み．人々が主から受けてきた祝福について話し合う。主は

わたしたちが求めるときにわたしたちを支えて強めて<だ
あかし

さる。またトーマス･S･モンソン管長が証しているよう

に，「神は召される者をふさわしくされる」（｢聖徒の道j

1987年7月号,48参照）ことを証する。
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|・主はわたしたちを試練や苫難から救い出し｡それらに蝋え忍ぶための強さを与えることがおできになる（出エシ

プト6：6－7参照。モーサヤ24:13-14も参照)。

・神はすべてのものを支配しておられる（出エジプト7：

|3-5､]0-1220;8:5､]6,24;9:6"10,23､i0:
｜」322参照｡'''ｴジプﾄll:4-7;12:22-30も参照)｡
・神によるものではない偽りの奇跡がある（出エジプト

7:1()-12,22;8:7,18参照)。

｜・奇跡は信仰の結果としてもたらされるのであり，信仰を

｜靜蛸鮒､,j出墓醐蝋蹴師
｜］0:教義と聖約63:7-12も参照)。
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教え方の提案 この偽造紙幣を見分けるのはなぜ簡単なのか尋ねる。黒板A

出エジプト5章｡正しいことを行おうとするときに妨害をi■に「偽物」と書き、この言葉の意味を尋ねる（｢人を欺くた
受けるのはなぜだろうか。（30-35分） fめに価値あるものをまねること」または｢詐欺的な模造品｣)。

；次の質問をする◎

が黙皇篤唯髄鯨蝋磯鰯雲i･なぜ人々は時々偽造紙幣にだまされると思いますか。
させる二出エジプト5章を読ませ､モーセとアロンが何を三．小さい子供にはおもちやの紙幣が本物ではないと分から
しようとしたか｡そのために何が起きたか発表させる｡民『ないのでしょうか‘
がﾓー ｾに言ったこととﾓー ｾが主に言ったことを自分の！・欺かれないようにするとき｡本物に接しておくことが大
言葉で言わせる(21-23節参照)。 ：切なのはなぜですか。

パロはモーセが自分の使命を果たすのを妨げた。そのよ:出エジプト7:11,22:8:7を読ませ，偽物を見つけさ
うなことを主がお許しになったのはなぜだと思うか尋ねる。iせる｡次の質問をする．｢岑官このような奇術はどのように
以下の二つの理由を理解させる。 鴬して行うことができますか｡」『旧約聖書：創世記一サムェ

・パロは選択の自由を用いた。出エジプト3:19-20で預了ル記下』にある出エジプト7:11-12のための注解(102'､<
言されているように，パロは選択の結果を見て主の言葉1－ジ）を読む。縦に線を引いて黒板を二つに分け｡一方に

！「魔術師｣，もう一方に「神（モーセを通じて)」という見出
に従うべきだと納得するまで，反抗し続けた。

･菫職撫鰹塞憩蝋里菫呵蕊鰕謹繍鰄曇誠
ご兵:赫駕羅菫膿昊剛獺二篤血書き出す，次の質問をする。
エルの民が神の無限の力と知識について理解することはI・魔術師は何ができましたか。それはどのくらい有益なも
ほとんどなかったであろう．イスラエルがついにｴジブIのでしたか．
トを脱出したとき,民が何の力によって救い出されたかl・融師は何ができませんでしたか。
については、エジプト人でさえ何の疑いも持っていなか！今日，サタンが人類を混乱させて束縛に至らせるために

った（出エジプト7:3-5;8:10,19,22;9:13-14，｜用いる偽りを幾つか挙げる。（例えば，愛ではなく情欲．神
29:10:1-2:11:4-7参照)。 i権ではなく偽善売教，永遠の結婚ではなく市民結婚，神の

次の質問をする。 f霊感ではなく人間の知恵｡）モロナイ7:16-19を読ませ，

。もしこの時期にｲｽﾗｴﾙの民と_緒にいて多くの奇跡iどのように善悪を区別することができるか話し合う。」二
i－フアイ22：25-28を読み，どうすればサタンとその偽り

を目にしていたら．どのように感じたと思いますか。

､エジプトの民は災いに対してどう反応しましたか(出ェ回に打ち勝つ力を得ることができるか話し合うニ
ジプト12:31-33参照)｡ i出工ジプトフー10章。エジプトの災いはイスラエルの民の

・自分の力だけでは対処できなかった難問を、主の助けにi信仰を強め,ｲｽﾗｴﾙを奴隷の状翻二解放するように
よって克服した経験がありますか。 1パロを説き伏せ，エジプト人の神々の信葱性を揺るがした。

・主が助けをお与えになる前に、まずあなたが自分の力でIこれらの災いは,主の再臨の前に悪人を待ち受けている減
i亡を象徴している。（45-55分）

問題に取り組む必要があったのはなぜですか。

、その取り組みは､神に対するあなたの信仰にどのような1クラスが始まる前に,何人かの生徒にエジプトで起こつ
Iた最初の9つの災いについて別々の紙に簡単な絵を描かせ，影響を与えましたか。

蕊 謹
わたしたちが神のようにな熟えでM世における試練■1め妻綿型塞皇鯉鷲蛎暑f芸是蹴奎
がいかに大切な役割を果たすか証する。

；プに，災いに関する参照聖句を一つずつ割り当てる。生徒

出工ジプトフ:1-22;B:5-10,1S-24。神からの；に聖句を読ませ，学んだことを報告させる。報告の間，必

ものではなく，人を惑わすために人間やサタンが作り出し；要に応じて災いの絵を正しい順番に並べ換える。報告が終

た偽りの奇跡がある。(10-15分）？｛わる度に，生徒にその出来事についての感想を述べたり，

本物の紙幣を’枚見せる。紙幣が本物かどうかを見分けi質問をしたりするよう勧める。

る方法を知っている生徒がいるか尋ねる。おもちゃの紙幣I災いは，パロにイスラエルの民を解放させただけでなく，

または明らかに手書きの偽造紙幣を見せる。本物のお金とiそのほかにも大切な目的があったことを話す。『旧約聖書：
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鍵蕊識蕊蕊蕊鍵議蕊鍵鱗 蕊溌溌蕊蕊難i蕊議蕊蕊 識雷雲蕊：蝉蕊蕊

・主がエジプト人だけに災いを送られてイスラエルの民に

は送られなかったのはいつですか（出エジプト8：22参

照)。

●イスラエルの民に教訓を与えるための災いは何でしたか

（出エジプト6:1-8参照)。

●あなたがエジプト人だったら，これらの災いによって神

についてのあなたの考えはどのように変わったと思いま

すか（出エジプト7:17:8:22;9:13-16参照)。

・あなたならどの災いの後でイスラエルを去らせたと思い

ますか。

・あなたがイスラエルの民の一人だったら、これらの奇跡

はイスラエルの神に対するあなたの気持ちにどのような

影響を与えたと思いますか。

●ジョセフ・スミス訳は，出エジプト7:13についてどの

ような補足的概念を与えていますか。（『聖句ガイド」ジ

ョセフ・スミス訳出エジプト4:21参照)･

教義と聖約84：96-97を読ませ，出エジプト7-10章と

の共通点に注目させる。表の「末日の預言」の欄にある聖

句を紹介する。主は古代イスラエルを災いから守るために

どのようなことをなさったか尋ねる（出エジプト8：22-

23参照)。2ニーファイ6:13-15を読み，末の日の滅亡か

ら守られるのはだれか見つけさせる。キリストを信じる者

は守られるために何を行わなければならないか尋ねる（教

義と聖約133:7-11参照)◎

今は世の誘惑の中で生活しなければならないが，それで

も世の悪事に関与しないでいることの大切さについて，教
あかし

師の証を述べる。

出工ジプトフー10章。奇跡はすでにある信仰を強めること
あかし

はあっても，信仰や証を生み出すことはない。(10-15分）

クラスに白紙を1枚、小さな文字が書かれている同様の

紙を1枚，それと虫眼鏡を1つ持参する。黒板に「虫眼鏡

と紙に書かれている文字」と書く。

白紙を見せ．一人の生徒に虫眼鏡を使って紙に書かれて

いる小さな文字を見つけて読むよう指示する。しばらく奮

闘した後で，文字を読むことができないのはなぜか尋ねる。

次に小さな文字が書かれている紙を渡し，紙に書かれてい

る文字を読むよう指示する。生徒が文字を見つけて読んだ

後、黒板にある言葉を書き換えて．以下に示されている未
きょう

完成の方程式を完成させる。今日，虫眼鏡と紙がどのよう

な点でモーセとパロに関係しているか見つける。

創世記一サムエル記下』にある出エジプト7-10章のため

の注解の内容(102-103ページ）と以下の表を紹介する。

(｢末日の預言」の欄にある情報はまだ紹介しない｡)

八

八

ｴジプﾄ人の神々|撰祷に見ら
災い

１
１
１
１

ハピ（またはホピ）

－それ自体が神聖

であると見なされて

いたナイル川の水を

管理していた

黙示8:8:16:3

－6参照

l.血に変わった

水

（出エジプト7：

17-25参照）

I

黙示16:12-14参
H召
jDb，

ヘクト（またはヘケ

ト）－かえるの頭

を持った女神

2.かえる

（出エジプト8

2－6参照）

|’
セ トー大地の神。

ぶよになった

3．ぶよ

（出エジプト8

16-17参照）

八
教義と聖約29:18

－20参照

恐らくウアジェトー

ーあぶによって表さ

れる

4.あぶ

（出エジプト8

21-24参照）

l

i
l

アピスとムネビスー

ー雄牛の神々･ハト

ホルー雌牛の頭を

持つ女神。クヌムー

ー雄羊の神

5.家畜の死

（出エジプト9

2－7参照）
’

Aセクメトー病気を

支配する女神。スヌ

ー悪疫の神。イシ

スー治癒の女神。

6．うみの出るは

れもの

（出エジプト9：

8-11)

ひょう

7.雷と火

（出エジプト9：

22-26参照）
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黙示8：7参照ヌートー天空の女

神。オシリスー穀

物と豊作の神

黙示9：3参照オシリスー穀物と

豊作の神

8.いなご

（出エジプト10

12-15参照）
八

黙示6:12;教義

と聖約45：42；ジ

ョセフ・スミスー

マタイl:33[英

文〕参照

ケプリ，レー（また

はラー)，およびアメ

ンー太陽の神々

9．くらやみ

（出エジプト10

21-23参照）

’

パロー神と見なさ

れていたが，自身の

息子を死から救う力

を持っていなかった。

イシス一子供たち

を守った女神

10．ういどの死

（出エジプト12

12-30参照）

I
虫眼鏡

紙に書かれている文字

二二

:三二

以下の質問について話し合う。

・エジプト人が再現することができた災いはどれですか。

・ナイル川や家畜など，自然のものに対して災いがもたら

されたのはなぜだと思いますか。

I
へ以下の質問を尋ねる。

こんにち

o今日の預言者が大きな奇跡を行ったら．預言者を信じる

あなたの信仰は増しますか◎それはなぜですか。

｜

’

八I

、
I



篶至

一二_拳

蕊霊『.．・だれもがあなたと同じようにその人物が預言者であると

確信すると思いますか。それはなぜですか。

出エジプト7:13-14;8:15-19;9:7-12;10:27;

l1:1-10を読ませる。パロが奇跡を見ても真理を確信しな

かったのはなぜか尋ねる。生徒とともに教義と聖約63：7－

12を読み．奇跡と信仰について主がおっしゃったことを話

し合う。十二使徒定員会会員であったブルース･R･マッ

コンキー長老が語った以下の真理を紹介する。

学び取るべき重要な福音の原則へ

・主は過去や未来における御自身の力強い業をわたしたち
せいさん

に思い起こさせるために，過越や聖餐などの象徴や儀式

を用いられる（出エジフ｡}12:5-7,13,43-50参照)｡

・主は忠実で従順な人々のために，悪人にもたらされる物

質的および霊的な滅亡から逃れる方法を備えてくださる

（出エジプト12:23参照。教義と聖約89:18-21も参照)。
しょくざい

・過越はイエス。キリストの喧罪の象徴であった。

霞
宅，‐簿=グー皇

議
鶴霧

F

ｴ

鴬１
ｎ
ｒ
ｌ
Ｊ
Ｋ
郡
ご
Ｆ
鄙
呈
Ｉ
‐

「信仰の法則には，奇跡が信仰を生むという側面はあ

りません。しるしは伴うものであり，先立つものでは

ありません｡」(DoctrmaINewTesrame']rCommentary,

全3巻[1966-1973年],第1巻,632)

a、イスラエルの子らが常に覚えなければならなかった過

越は，新たな人生の飴まりを示すものであった。わた
しよくざ､い

したちが常に覚えなければならない贈罪は，霊的な意

｜床でわたしたちに新たな人生をもたらすものである

（出エジフ｡}12:1-2,14参照。アルマ11:45;モロ

ナイ4：3も参照)。

b｡子羊はイエス・キリスト，すなわち「神の小羊」を表

していた（出エジフ°卜12:3参照。ヨハネl:29-36も

参照)｡

c,子羊は雄で「傷のないもの」（不完全な点のないもの）

であり，キリストの完全さを象徴していた（出エジプ

ト12:5参照･へブル4:15も参照)。

d.子羊は殺された。その血はイエス・キリストの血を象

徴していた（出エジプト12:6-7,13参照。アルマ

21:9も参照)。

e,エジフ･卜の偽りのﾈ'll々は裁かれて打たれた。それはキ
しょくざい

リストの蹟罪が悪に勝利することを象徴していた（出

エジプト12:12参照)。

f.エジプトにおけるういどの死は，イスラエルの子らに

解放をもたらした。神のういごであられるキリストの

死は，わたしたちを霊的に自由にしてくれる（出エジ

プト12:12;13:14-15参照。コロサイl:13-18;

教義と聖約93:21も参照)。
し共<ざい

9･「滅ぼす者」はイスラエルの子らを過ぎ越した。贈罪

はサタンの力からわたしたちを救ってくれる（出エジ

プト12:21-23,26-27参照)。

h.過越によって，イスラエルの民の約束の地への旅が始

まった。キリストはわたしたちを日の栄えの王国へと

導いてくださる（出エジプト12:25参照。アルマ37:

45も参照)。

i.イエスの骨がまったく折られることがなかったのと同

様，子羊の骨を折ってはいけなかった（出エジプト

12:46参照。詩篇34:20;ヨハネ19:31-36も参照)。

霧
鱸
鬘
驫
雲
蕊
蕊
塞

子

黒板にある未完成の方程式に戻り，空欄を埋めることが

できるか生徒に尋ねる。次の質問をする。

・紙に何も書かれていないとき，虫眼鏡はどのくらい役立

ちますか。

・パロのように反抗と不信仰を選ぶ人々にとって，奇跡は

どのくらい役立ちますか。

紙に書かれている文字は，それがどれほど小さいもので

あれ，わたしたちの信仰を象徴しており，虫眼鏡は奇跡ま

たはしるしを象徴していることを生徒に理解させる。虫眼

鏡が文字を大きくするのと同様，奇跡は信仰を増す。しか

し，虫眼鏡が文字を生み出すことはないのと同じように，

奇跡が信仰を生み出すことはない。「信じる者には．．‘…しる

しが伴う」（教義と聖約84：65．教義と聖約58：64も参照）

ことを思い起こさせる。

、酔遙二篝

‐令舅
垂芝
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叱琴甑毒．三一
響韮異雲
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篭 出エジプト11－13章 篝
蘂
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凸
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二
℃
肝
Ｊ
冒
二
二
二
ｒ
二
宮

ニ ー

準
一
雲
琴はじめに

ニーファイは，すべてのものは世の初めからイエス・キ
しょくざい

リストとその贈罪の予型あるいは象徴として与えられてき

たと教えた（2ニーファイll:4参照)。例えば，神がイサ

クを犠牲としてささげるようアブラハムに命じられたとき，

それは天の御父がその独り子を犠牲とされることを示す予

型となった（モルモン吉ヤコブ4：5参照)。また，エジプ

トに売られたヨセフも，キリストとその務めの予型あるい

は象徴であった（創世47:14-25参照)。

出エジプト11-13章には，イエス・キリストのあらゆる

予型の中でもきわめて深遠なものについて記されている。
すぎこし

｢過越」である。エジプトでの束縛から解放されたイスラエ

ルの民の物語は，歴史上の最も劇的な出来事であっただけ

でなく，象徴的な意味にあふれている。

‘蕊
一幸一ざ‐弓
司竺ﾃ写ｰご一

蕾-電~篝篝

蕊蕊教え方の提案

& 必
｢｢旧約聖耆」ビデオプレゼンテーション」13「過越」

は，過越の祭の象徴について教えている再現ドラマ

（教え方の提案は『｢|日約聖書」ビデオガイド』を参 蕊
難

である

’昭1，、

へ

出エジプト11－12章。神の戒めと主の預言者の勧告に従

うことにより，霊的にも物質的にも守られる。（25-35分）

次の質問をする。

工
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●預言者が，あなたの地域で災害が起ころうとしているとぜこれほど多くの象徴を使われたのか」の項を参照する。

言ったとします。教会の集会所へ行く人は皆助かると言 生徒にもすぐ‘理解できるような何かの象徴をクラスに持
ったら、あなたは行きますか。それはなぜですか。 参するか，それらの絵を描いて見せる。これらのものや絵

●行かない人がいると思いますか。；に共通していることは何か尋ねる。それらがすべて象徴で

・行かない理由として、人々 はどのようなことを挙げると1あることを生徒が理解したら，聖文。とりわけ'日約聖書に
；は象徴が多く用いられていることを指摘する。

思いますか。

エジプトにもたらされた最初の9つの災いを思い起こさ’十二使徒定員会会員であったブルース･R・マツコンキ
せる（出エジプト7-10章参照)。出エジプト11:4-10を！ー長老の以下の言葉を読んで聞かせる。
読ませ，最後の災いは何だったか調べさせる。次の質問を；

「救いを得るために受け入れて信じなければならない
する。

I永遠の真理をわたしたちが心に刻み込むことができるよ

・パロはモーセの警告にどのように応じましたか（出エジIうに，それらの真の意味と大切さを決して忘れられない

プト1l:10参照)。 lほど強い印象を伴って表すために，そしてわたしたちの

･吾弾鱒誌鯛鰯馳鼠蹴1懸熱機織戦離
出エジプト12:1-28を読ませ，「滅ぼす者」が自分たち1見ることができる行いや実際の経験は．頭に刻み込まれ

の家を「過ぎ越」すように，イスラエルの人々は何をする；ると決して失われることがありません｡」(ThePromised

よう命じられたか探させる。（注意：過越の象徴は出エジiMessjah:TheFYrstComingofCMst[1978年],377)
プト12章のための教え方の提案で教えられている｡)生徒が！

ひゆ

見つけたことを黒板に列挙する。出エジプト12:29-30を『主が聖文で，象徴や比嶮的描写を用いられるのはなぜか

読ませ，従わなかった人々に何が起きたか発表させる。生I尋ねる。生徒の答えを黒板に列挙する。2ニーファイ11:4

徒とともに出エジプト11:4-8と12:31-41を読み，その！とモーセ6:63を読ませる。聖文で使われる象徴のおもな

内容を比較する。次の質問をする。「これらの聖句から．預！目的は何か尋ねる◎

言者を通して与えられる主の預言についてどのようなこと｜ 『旧約聖書：創世記一サムエル記下』の「｢旧約聖書』の
が分かりますか｡」 I表象や象徴を解き明かすための指針」(107-111ページ）を

こんにち

預言者ジョセフ・スミスの絵を見せ，神が今日わたしたI紹介する。この項目には6つの見出しがある。これらの見

ちに与えておられる警告にはどのようなものがあるか尋ねI出しを黒板に書き，これを概略として利用しながらこの資

る（教義と聖約l:1-17参照)。教義と聖約89:4-9,;料を使った話し合いに役立てる。

18-21を読ませ，今日人々 を滅ぼしているものについて話i聖文に出てくる象徴を解釈するためのヒントをカードに
し合う。またそれらを避けるために。主は何をするようにl書き．旧約聖書を学習しながら参照できるように聖典に挟
おっしゃったか話し合う。（『ﾘｱﾎﾅ』の最新の総大会号iんでおくよう勧める。出エジプト12-13章で過越について
や『若人の強さのために』のパンフレットを読み，主が今i学習する際に，これまで学んできた事柄を活用する機会が
日与えておられる具体的な警告や勧告を幾つか話し合って｜あることを生徒に伝える。
もよい｡）次の質問をする。

しょくざい
こんにち

・今日ある人々 が，主の警告や勧告を無視するのはなぜだ！出エジプト12章。過越はイエス・キリストの犠牲と鱈罪
と思いますか。 iの象徴であった。（35-45分）

・時代を問わず．預言者を通して与えられた主の警告に耳I過越について教える際，このレッスンを分かりやすくす
を傾けなかった人々 には,どのようなことが起きましたか。iるために、旧約時代の服装を着たり・種入れぬパンなど，

蟇瀞繊蝋繍隠謹溌溌蕊
聖文の象徴。主が象徴を用いられる理由やその解釈の仕方f度で表面がきつね色になるまで焼く。
を含め，聖文に出てくる象徴について理解することは，出I注意：クラッカーを代わりに使ってもよい。クラッカーに

エジプト記に限らず|日約聖書のそのほかの部分を学習するiもパン種は入っておらず，簡単に手に入る。

際にも役立つ。(15-20分） ！子羊の絵をクラスに持参するか黒板に描く。そのほか救命

注意：この教え方の提案を利用する前に，教師は『旧約聖｜胴衣，救急箱，チャイルドシート，パラシュート，ガスマス

書：創世記一サムエル記下jの特別講座C(105-lllペ－1ク，シートベルト，スポーツ用ヘルメットなど，命を救うこ

ジ）にある資料に精通しておく。特に「主は聖文の中でなiとができるもの，またはその絵を2，3用意する。これらの
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を遵守することが求められているのかどうか尋塞皐“
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一
瓊
鋳

瀞拶躍蕊繩鞭

められているのかどうか尋

1
1

ものを見せて尋ねる。「これらの中で

れるものはどれですか｡」それぞれが

あなたの命を救ってく ちにも過越
&

へ

れるものはどれですか｡」それぞれがどのように命を救うか

について簡単に話し合った後，子羊の絵を掲げて尋ねる。
ういこ

・子羊の血はどのようにしてイスラエルの民の初子を救い

ましたか。

・聖文で同じように「小羊」として表現されているのはど

なたですか。

・その小羊はどのようにして人類を救いましたか。

生徒とともに出エジプト12:1-13を読み，質問する。

・子羊によって救われたのはだれでしたか。どのようにし

て救われましたか。

・8節によれば，イスラエルの民はほかにどのようなもの

を子羊と一緒に食べなければなりませんでしたか。

ねる。十二使徒定員会会長代理であるボイド･K･パッカ

ー会長の以下の言葉を読む。
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二 里

「犠牲の律法は，十字架の死により成就されました。
せいさん

主はその代わりに聖餐を定められました｡それはわたした

ちが永遠に守るべき儀式です｡」（『リアホナ」1996年7月

号，23）

子羊の川が従順であったイスラエルの民の初子を救った

のと|両1じょうに，わたしたちが忠実であるならば，神の小

羊であるイエス・キリストの血がわたしたちを救ってくだ
あかし せいさん

さることについて証する。聖餐を取る度に，救い主とその
しょくざい

ll冑罪について深く考えるよう生徒を励ます。
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黒板に「子羊｣，「種入れぬパン｣，「苦菜」と書き，主が

イスラエルの民にこのような風変わりなことを行うよう求

められたのはなぜだと思うか尋ねる。『旧約聖耆：創世記一

サムエル記下」の出エジプト12:8-10;12:14;および

12:18-20のための注解(115ページ）を利用して､エジプ

トでの束縛と，主がイスラエルの人々をどのように救い出

されたかを思い出させるために，過越の食事の象徴がどの

ように役立ったか生徒に理解させる。

以下の絵を見せ，エジプトからの解放を思い起こさせる

こと以外に，子羊にはどのような目的があったか尋ねる。

しょくざ・い

出エジプト13：1－6･イエス・キリストの續罪がなけれ

ば，わたしたちは神から絶たれ，永遠の苦痛を受けるであ

ろう（2ニーフアイ9:7-9参照)｡(30-35分）
しょくざい

贈罪について理解できるよう，「生徒用学習ガイド」にあ

る出エジプト13章のための活動Aをさせる。
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出エジプト14-15章は‘紅海の水が分かれたことやメラ

の水が甘くなったことなど，主がイスラエルの子らのため

に行われたさらなる奇跡について教えている。ここで学ぶ

聖句と次に出てくる聖句（出エジプト16-17章）を読みな

がら，エジフ・トからの奇跡的な解放を喜んだ民の態度が，

いかに早く変化し，砂漠での苦難につぶやき始め，エジプ

トに戻りたいとさえ願うようになったかに注目する。明ら

かに，イスラエルの子らをエジプトから救い出すよりも，

イスラエルの子らからエジプトを取り除く方が難しかった

のである。
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学び取るべき重要な福音の原則

・主はわたしたちを危険から救い出し，物質的および霊的

な必要を満たせるよう助けてくださる（出エジプト14:

13-31参照。出エジフ・ト16:2-30;17:2-14も参照)。

’
教え方の提案

出エジプト14：5－31．主は，御自分の民を救い出す力

を持っておられる。(15-20分）

解決法を見いだせず絶望的と思えるほど困難な状況に陥

ったことがないか尋ねる。適切であれば1,2名に経験を紹

介させる。あまりに個人的なものや周囲への配慮に欠ける

話題は避ける。

出エジプト12:3-28,43-50を読ませる。イエス・キリ
しょくさ．い

ストの磧罪について象徴的に教えている過越の要素を黒板

に列挙し，それらについて話し合う。すでに学んだ聖文の

象徴を理解するための技術を利用するよう勧める。
こんに､ら

生徒とともに出エジプト12:24を読み，今日のわたした
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慕曼．

識菖司.割 プト14:19-20を読ませ，その他に主がともにおられたこ

とによって起きた，灯台にはできない出来事は何かを尋ね

る。（義人が悪人から守られた｡)イスラエルの民のこの経

験がわたしたちの現世での生涯をどのように象徴している

かについて話し合う。

H1エジプト14:5－12を読ませ、イスラエルの民が陥って

いた危航な状況と，彼らが絶望的に感じていた理由を調べ

させる。何人かに,IIIエジプト14:13-31を2,3節ずつ朗

読させ，イスラエルの民がその状況からどのように救い出

されたかを見つけさせる。必要に応じて朗読を中断し，主

の助けを得て問題を解決するために，生活に応用できる大

切な語句について話し合う。以下の事柄を強調してもよい。

013節:rあなたがたは恐れてはまらない。かたく立つ
‐j-くい

て……〔主の〕救を見なさい｡Jわたしたちは，恐れ

のあまり性急に行動し、間違った選択をすることがある。

恐れと信仰は反対のものである。次の質問をする。「『か

たく立って』とはどういう意|床でしょうか。自分''1身が

抱えている問題を何とか解決しようと一生懸命になるあ

まり，問題解決の過程に主をお招きする時間を取らずに

いることはないでしょうか｡」

14節:r主があなたがたのために戦われる｡j彼らが主

に対して不平を言ったときでさえも，主は聖約の民を心

から燃れまれた｡主は悔い改めて主の戒めに従う者を助
けてくださる。

●Iゴー18節。教義と聖約8:2-3には，主がモーセにこの

奇跡を行うように命じられたとき，モーセに与えられた

啓示は，ごく普通のﾉ法でもたらされたと記されている。

すなわち，わたしたちが通常啓示を受けるように，聖霊

の力によって思いと心に告げられた。天からの劇的な声

を聞いて水を分けたのではなかったのである。

15節。この奇跡における最初の命令は「進み行かせなさ

い」であり、それはまだ水が分かれ始めていないときに

与えられた｡このことは信仰が奇跡に先立つものである

ことを示唆している。
み たまやみ

o19-20節。主の御霊を象徴する雲はイスラエルの敵に闇

をもたらし，イスラエルの民には光を与えた。

｡この奇跡の間'二'一'，主の預言者に大きなﾉJが与えられた。

わたしたちは主が預言者に与えられる力に信仰を持つこ

とができる。

次の原則が理解できるよう生徒を助ける。時に応じて主

は，問胆を取り除く代わりに，それらを堪え忍ぶことがで

きるように，わたしたちを強めてくださる（モーサヤ24：
あかし

14-15参照)｡次のことについて教師の証を述べる。わたし

たちにi乳に対する信仰があり，そしてそれが主の御心であ

れば，主は絶望的と思われる状況からわたしたちを救い出

してくださる。結びとして，生徒の学習ガイドにある出エ

ジプト14章のための活動Aをさせてもよい。

出エジプト14:19-20・イエス。キリストは世の光で

あり，わたしたちが従うならばわたしたちを導いてくださ

る｡(15-20分）

灯台の写真または絵を見せ、その目的を尋ねる。出エジ

プト13:20-22を読ませ，イスラエルの子らを安全に導く

ためにiiが彼らに与えられたものを見つけさせる。この雲

と火の柱は，主がともにおられてイスラエルを導かれたこ

とを示している。次の質問をする。「主がともにおられたこ

とはどのような点で灯台にまさっていたでしょうか｡」（光

を与えただけでなく，前を行き，導かれた｡）生徒に出エジ
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以下の聖句を調べさせ，この火の柱のようなものとして，
こんにち

主は今日何を与えてくださっているかを列挙させ，それら

について話し合う。

●詩篇119:103-105(聖文）

●ヨハネ14:26(聖霊）

●2コリント6:17(戒め。戒めはわたしたちを悪人から

遠ざける｡)

●3ニーファイ15:12;18:15-16(キリストと正しい聖

徒の模範。祈り。）

･教義と聖約84：45－46（キリストの光，良心）
こんにち

今日，’三|に見える火の柱がないため，若い人々の中には

神からもたらされる光や導きを認識するのが難しいと感じ

たり，逆にこの世やサタンからのささやきを見分けるのが

難しいと感じたりする人がいる。雲が現れる前，イスラエ

ルの子らがだれに従っていたか聞く。（モーセ｡)生徒と一

緒に教義と聖約21:4-6を読む。預言者はだれに従うか，

また生ける預言者に従う人々に主は何を約束しておられる

か尋ねる。

わたしたちが主から受ける導きをたたえた賛美歌が幾つ

かある。生徒と一緒に以下の一つを読むか歌うとよい。
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蕊｢イスラエルの救い主」（『賛美歌』4番

｢導きたまえよ」（｢賛美歌」41番）
やみ

｢取り巻く闇の中を」（｢賛美歌j52番）

｢光の!'!進もう」（『賛美歌j194番）

●
●
●
●

へ

「肉欲に従う生まれながらの人にとって，つぶやきは

いわばつきものです。・・・・・・

つぶやく人は物事をすぐ、に忘れてしまいます。イスラ

エルの腿はシナイに到着し，その後聖地へ向けて旅を続

へ

篝
一
一
蕾
一
雲
一
一
》

けましたが，時折飢え渇くことがありました。しかし，

主がうずらを運び，岩を打って水を出すなどの奇跡を起

こし，彼らを救われました。（民数l1:31;出エジプト

17:6参照）その彼らが過去の恵みをすぐに忘れてあれ

これと注文ばかりするのです。過去の恵みを忘れれば先

を見通すことはできません。

次に挙げる旧約聖書の力強い一節は，わたしたちに真

実を思い起こさせてくれます。
あらの

『あなたの神，主がこの四十年の間，荒野であなたを

導かれたそのすべての道を覚えなければならない。それ

はあなたを苦しめて，あなたを試み，あなたの心のうち

を知り，あなたがその命令を守るか，どうかを知るため

であった｡」（申命8：2)」（｢聖徒の道」1990年1月号，

82参照）

出エジプト15章。わたしたちは祝福に対して主に感謝を

表さなければならない。（25-30分）

一人の生徒に，大切な目標を達成したとき，またはその！

他の事柄で成功したときにと・のように感じたかクラスで紹i
介してもらう。その経験について詳しく説明させ，生徒は｜

それを祝うため具体的にどのようなことをしたかを話す。i

全員に次の質問をする。「何か良いことがあってそれを祝う｜
ときに，忘れてはならない大切なことはｲiIでしょうか｡」

出エジプト15:1-21を読ませ，紅海を渡るという祝福を：

モーセがどのように祝ったか探させる。以下の質問の幾つ；

かについて話し合う。

｡歌うことは感謝の適切底表現だと思いますか｡なぜそう（
思いますか。（教義と聖約25:12参照）

・あなたはモーセの歌のどの部分が好きですか。

・わたしたちが祝福への感謝を表さないとき，主はどのよI

うにお感じになると思いますか。（教義と聖約59:21参｜
H召｝
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へ

これまでの人生で目にした信仰と感謝の模範を紹介する

よう生徒に求める。個人の祈りの中で，主から受けてきた

祝福について深く考え，主に対する感謝を伝える時間を取

るよう勧める。「み恵み数えあげ」（『賛美歌」153番）など，

現代の賛美歌の中から主に対する感謝を表しているものを

1曲生徒に選ばせ，全員で歌うか読む。
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エスラ・タフト．ベンソン大管長が十二使徒定員会会長

のときに語った以下の言葉を読む。一

「かつて預言者ジョセフは，末日聖徒が犯しがちな最

大の罪の一つは感謝の欠如である，と語ったそうです。

わたしたちの多くも、これを重大な罪と見なしてはこな

かったように思います。わたしたちは祈るときに，主に

嘆願して，さらに多くの祝福を願い求める強い傾向があ

ります。しかしわたしは時々，すでに受けた祝福に対す

る感謝の祈りをもっと頻繁にささげる必要があると感じ

ます。もちろん，わたしたちは日々主からの祝福を必要

としています。しかし，祈りに関してわたしたちが罪を

犯しているとすれば，それは日々の祝福に対する感謝の

祈りを欠いていることではないでしょうか｡」(The

TeachmgsofEzraTa"Benso",364．教義と聖約25:

12;59:21;78:19も参照）
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イスラエルの人々がエジプ1､を去ってからちょうどlか

月が経過していた（出エジプト16:1参照)。人々の不平は

やむことがなかった。しかし，主は救い出されたばかりの

御自分の子らに対して忍耐強く助けの手を差し伸べられた。

主は奇跡をもって人々の必要を満たされ，敵に対して人々

を強くされた。
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篭篭学び取るべき重要な福音の原則出エジフ･ト15:22-24を読ませ，イスラエルの民は何に

対して「つぶやいて」いたか見つけさせ，見つけたことを

発表させる。次の質問をする。

・紅海が分かれてからどのくらいの時間が経過していまし

たか｡(約3日。22節参照｡）

・彼らの信仰と感謝が長続きしなかったことについて，主

はどのように感じられたと思いますか。

十二使徒定員会会員のニール･A・マックスウェル長老

はこう語っている。

o教会の教義や手順，または指導者などに対してつぶやい

たり不平を言ったりするとき，実際には主に対してつぶ

やいていることになるのである（出エジプト16:8参照)。

・イスラエルの人々に奇跡的に与えられたマナと水は，イ

エス・キリストの象徴であり，わたしたちが主に依存し

ていることを象徴している（出エジプト16:2－30;

17:1-7参照。ヨハネ4:5-14;6:31-58も参照)。
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が，信じない者に証を得させることはないことをしっかり

と理解させる。主がわたしたちを愛しておられること，ま

た忠実であれば主はわたしたちの霊的および物質的な必要

を満たしてくださることを証する。

出エジプト1フ:S-13．わたしたちは主が教会を導くよ

うに召される人々を支持しなければならない。(15-20分）

熱教え方の提案 八

出エジプト1S-1フ章。水，マナ，そして，うずらの奇跡

は，主について，また主がその子らをどのように扱われる

かを教えている。これらの物語が教えている原則を応用す

ることは，主に近づくのに役立つ。(10-15分）

次のように尋ねる。「主が求めておられる事柄に対して，

１
１八

人々が不平を言ったり，つぶやいたりするのはなぜでしょ

うか｡」この質問について話し合った後で（または話し合い

の一貫として)，主に関する知識を基に、主に対してつぶや

くことが実に愚かであるのはなぜか尋ねる。これから学ぶ

モーセとイスラエルの人々の経験は，主について，また主

がその子らをどのように扱われるか教えており，わたした

ちがさらに忠実になるうえで役に立つ。

生徒を3つのグループに分け，各グループに以下の聖句

を一つずつ割り当てる。

●出エジプト16:1-13

●出エジプト16:14-31

･出エジプト17:1-7

グループごとに担当の聖句を研究させ，以下について報

告させる。

●イスラエルの人々に対する主の対応について学んだこと。

●信仰を増し，つぶやくことなく主に従いたいという望み

を強めるために，学んだ事柄をどのように応用できるか。

この活動の間，教師は各グループを回って助けを与える

とよい。グループが報告を行った後，これらの聖文の物語
あかし

から学んだことについて，教師自身の考えや証を述べる。

I

一人の生徒に前に出てきてもらい，聖書を喜んで「支持し，

支える」か尋ねる。生徒が「はい」と答えたら，そのこと

をどれほどうれしく思うか伝え，これからその意志を証明

する機会を与えると話す。

生徒の左右の手それぞれに一冊の聖書を持たせ，腕を横

に広げて日の高さまで持ち上げさせる。もしこの姿勢で15

分間聖書を持っていることができれば、残りの生徒にとっ

てすばらしい模範であると生徒に言う。生徒が疲れ始めた

ら，聖書を持ち上げていられるように助けがほしいかを尋

ねる。別の二人の生徒に出て来てもらい．最初の生徒の腕

を支えさせる。以下の質問をする。

・だれかが腕を支えてくれたら，どのくらい聖書を持ち上

げていることができますか。

・自分一人ならどのくらい持続できるでしょうか。

生徒が席に戻った後，全員に出エジプト17:8-13を読ま

せ、以下の質問をする。

。なぜモーセは手を上げている必要があったのでしょうか。

・自分がモーセだとしたら，アロンとホルの助けについて

どのように感じたと思いますか。

・現代の預言者にとってアロンとホルのような人物はだれ

でしょうか。（大管長会の顧問｡)
あかし

預言者が背負っている責任の重さについて証を述べる。

また次の質問をする。

・大管長の顧問以外で，預言者がその責任を果たせるよう

に助けるのはだれでしょうか。（中央幹部，地元の指導

者，およびすべての教会員｡)

・預言者を支持していることをどのように示すことができる

でしょうか（教義と聖約43:12;93:51;107:22参照)。

教義と聖約21:4-6を読ませ，わたしたちが言葉と行い

において生ける預言者を支持するとき，どのようなことが

起きるかを理解させる。以下の質問をする。

・この聖句は，アロンとホルがモーセの腕を支えたときに

イスラエルに起きたこととどのように似ていますか。

・人々が預言者を支持できないのはどのようなときでしょ

うか。

出エジプト16:8を読ませる。預言者に対してつぶやく

ことは何を意味するか，よく理解させる（教義と聖約l:

38も参照)。現在そして生涯を通じて主の戒めを守り，自分

の召しを果たすことによって預言者を支持するよう生徒に

勧める。
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八

出エジプト16:1-1フ：フ。主は水，マナ，そして，う

ずらの奇跡を通して多くのことを教えられた。（20-30分）

これから何年にもわたって砂漠を旅するグループに，食

糧を供給する責任が自分に課せられたとする。もし必要な

すべての食糧と水を運ぶことができず，途中でそれらを購

入する場所もないとしたらどうするだろうか。この責任を

果たすうえで生じる問題点について簡単に話し合った後，

次の質問をする。「これはモーセが砂漠でイスラエルの人々

に食糧を供給する際に直面した問題とどのように似ている

でしょうか｡」

黒板に，「出エジプト16:1-13｣,「出エジプト16:14-

31」および「出エジプト17:1-7」と書く。生徒を3つ

のグループに分け，聖句を一つずつ割り当てる。担当の聖

句を研究させ，以下について報告させる。

・どのような奇跡について記されているか。

・イスラエルの人々はどのようなことを学んだか。
こんにち

・これらの教えは今日のわたしたちにどう応用できるか。

これらの奇跡はどのような意味で救い主を象徴していた

か尋ねる◎ヨハネ6:48-51を読ませ，命のパンとはだれ

のことか調べさせる。3ニーファイ20：8－9を読ませ，主

が御自分の教会の会員にどのような方法で霊的な食物と水
あかし

を与えておられるか尋ねる。奇跡は信じる者の証を強める

F一二一一

八
1d－4G

白,4,,紅'ﾏH'F
'4ﾑ11,,1LHq'

1

1

八

’~-‐ニー,ご記一言-~』．

．:'．､蔦:二.~‐令.．
~_ﾆー ,昏乙,！_上''&_
ｺｰ,I‐弓,_当L~-

為,,‐『,.’上､’'-,,‘r－'-,,
,,‐ぎ.茜一一胃f,,‘'’'''
二-差,上,,i~''’-,-.-ｲ称,’L

,_,L『5.,,',当'二,‘-','.,'’

鱗鋤蜘リ 八

御
Ｔ
Ｉ
抑
‐

‐
稲
汕

二
理
寺
Ｈ

脚
Ｆ
Ｍ

二
鼓
『
坐

I



灘紳蝋f｡:;蝿鍵霧欝‘瀧鍵騨聯
罫壷覺魏ニー芋“､‘-,,夢時1,_

拳←‐=毎隈

一言篝.霞亨→、
二二画一虻

Ｊ
堀

．
‐
ｑ
↑
轄
揖

藥
翌
尾
肥
鍔篝
》

工
釦
ｒ
句
‐篝

葺寺茸与。

ヱゴ夢,鍔一誼1

〆#鍔;-識』〆”薑ざ毎毎県

議ゞ=＝‐

‐
乳

汗
宮
路

蕊蕊欝,;‘‘、 撰舞､蕊ゞ．
『
引
邑
ｑ
舌
工
一
ざ
訂
一
二
寺
上
一
言
●
呂
零
旱
帝
・
幸
当
り
出
一
Ｆ
且
ヲ
留
二
門
副
苛
吋
１
”
ｚ
エ
ー
ゴ
ニ
・
▽
鍔
句
ロ
一
二
一

０１
生徒用学習ガイドにある出エジプト18章のための活動A

をさせ，見つけたことについて話し合う。（組織に関する原

則の現代の例については，教義と聖約136章を参照。エテロ

について知りたい場合は，『旧約聖耆：創世記一サムエル記

下」121ページにある出エジプト18章についての注解を参

照。）

教会の召しを果たすことで得た祝福について話し合う。

生徒用学習ガイド出エジプト18章の「聖文を研究する」の

現にある組織図に注目させる。エテロが助言した前と後で，

イスラエルの指導者はどのように組織されただろうか（下

記も参照)｡教会全体が十分に機能するように，それぞれの

会員が自分の役割を果たすことの大切さについて話し合う

(教義と聖約84:109-110参照)。またILI分の召しを尊んで

.ま毒率雫頭寧雲鍾琴謹蒙~〒＝賃…==一．一亀雪雲鷺":農-,"ゞ 蕊爽封，驚議識識。｛／墨尋‘;‘I
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はじめに

エジプトを去り，約3か月間砂漠を旅した後，主はイス

ラエルの人々をシナイ山に導かれた。近代の啓示は，この

ときモーセが民を聖めて，彼らを神のみもとに連れて行こ

うとしていたことを明確に教えている。残念なことに，民

はより高い律法に進んで従おうとしなかった。イスラエル

の人々は心をかたくなにしたため「荒れ野にいる間ﾈ||1の安
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息に入れな〔かつた〕。この安息とは，主の完全な栄光のこ

とである｡」（教義と聖約84：23-24参照。ジョセフ・スミス

訳出エジプト34:1-2,Teac/'"'gsofthePropherJOseph

Sm"/],159も参照）代わりに，主はイスラエルの人々にモ

ーセの律法として知られている戒めをお与えになった。

大いなるものとすることが，指導者を支持する一つの方法

である理由について話し合う。

エテロがモーセに助言を与える前，イスラエルの組織図

は以下のようであった。
附鼻"ル
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モーセ学び取るべき重要な福音の原則
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・預言者は，主の代理人として人々の前に立ち，その業を
しもべ

助ける人々を召す。主の僕はわたしたちに，自分自身を

治めるのに必要な神の原則を教える（出エジプト18:

13-26参照。出エジプト4:16;モーサヤ18:18も参照)｡

・主は御自分のもとに来るようすべての人を招かれる。主

の招きを受け入れて必要な聖約と戒めに従う者は，主の

みもとへ行くことができる（出エジプト19:4-11,14,

17-24;24:1,9-11参照。教義と聖約84:19-27も参照)。

・神は，その子らがこの世においてより大きな喜びを得，

来るべき世において永遠の命を得ることができるよう

に，戒めを与えられる（出エジプト20-23章参照。ヨハ

ネ15:10-11;アルマ41:10も参照)｡

o神を愛することと，人を愛し人に仕えることは，戒めの

中心的なメッセージである（出エジプト20－23章参照。

マタイ22:37-40も参照)。
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：モーセが組織を再編成して自身の責任を委任した後，以

管下のような図が加わったと考えることができる。
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出エジプト19：3－6．主はわたしたちが主のみもとへ来

て，主のようになるのを助けてくださる。(15-20分）

宝箱の絵を見せるか描く。生徒に自分の持ち物の'i'で最

も大切なものを2つか3つ書き出させ，そのリストをだれ

にも見せないように指示する。出エジプト19:3-6を調べ

させ，そのあらゆる所有物の中で，神が御自分の特別な

｢宝」(peculiartreasure)とするよう望んでおられるのは
こんにち

何かを見つけさせる。今日,peculiarという言葉は「異な

った」または「普通ではない」という意味であることを説

Iﾘ｣する。しかし，ラッセル｡M･ネルソン長老は次のよう

に語っている。

教え方の提案

出エジプト1B章。教会は，天の御父の子供たちがみもと

に戻るために組織されている。主は人々が霊的に成長し，

救いの儀式を受けられるよう教会の指導者を召される。

(15-20分）

例えば，ビショップや若い女性の指導者，教師，定員会

会長など，自分たちの霊的成長を見守る責任にある教会指

導者を生徒に挙げさせる。次の質問をする。

oあなたの霊的成長にこれほど多くの人がかかわっている

のはなぜですか。

●ビショップや支部会長がすべてのことを自分で行わなけれ

ばならないとしたら，ワードや支部はどうなるでしょうか。
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’
預言者ジヨセフ・スミスはこう教えている。

１
１
１

Ａ
「|日約聖書で,"peculiar''に当たるヘブライ語は

"segullah"で，その意味は「貴重な財産」や『宝」を

意味します。新約聖書では､"peculiar"に当たるギリ

シャ語は@&peripoiesi3で，その意味は「所有物」また

は「入手した物」という意味があります。

したがって，聖文の中の"peculiar"は『貴重な宝」
しもべ

『神に選ばれたもの」を表しています。主の僕にとって

このような表現は，最高の賛辞なのです｡」（『聖徒の道』

1995年7月号,37参照）

「アダムが〔アダム･オンダイ･アーマンの谷で（教義と

聖約107:53-54参照)]その子孫に祝福を授けた理由は

これである。すなわち，アダムは子孫を神のみもとに導

きたいと思ったのである。彼らは一つの都を待ち望んだ

のである。『その都をもくろみ，また建てたのは，神であ

る｡」（へブルll:10)モーセは，神権の力によってイス

ラエルの子らを神のみもとに導こうとしたが，できなか

った。」(Teacl'ingsofthePmphetJOsep/ISm肋,159)
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エズラ・タフト・ベンソン大管長は，十二使徒定員会会

長を務めていたときに次のように語った。

次の質問をする。「神はイスラエルを御自分のもとへ連れ

て来るためにどのような奇跡によって彼らを祝福されたで

しょうか」（出エジプト19:4参照)◎5節にある「もし」と

｢ならば」という言葉を見つけて印を付けさせる。イスラエ

ルは、主の特別な宝となるために何を行うよう求められて

いたか尋ねる。以下の質問の幾つかを話し合う。

●出エジプト19:3-6から，主が大切にされるものについ

て何が分かりますか。

o主が大切にされるものは，あなたが大切にしているも

のとどのように異なりますか。（モーセl:39も参照）

●出エジプト19:3-6は．主がイスラエルの民をエジプト

での束縛から救い出された理由を理解するうえで，どの

ように役立つでしょうか。
こんにち

・今日，人々を束縛しているものにはどのようなものがあ

るでしょうか。

・主はわたしたちを罪や誘惑の束縛から救い出すために，

どのような奇跡を与えてくださっているでしょうか（ア

ルマ7:10-16参照)。

・主の特別な宝となるために，わたしたちは何をしなけれ

ばならないでしょうか。それはなぜですか（出エジプト

19:5-6;モーサヤ18:8-10;モロナイ10:32-33参照)。

出エジプト20章では，主がイスラエルの人々に十戒を与

えられたことが記されている。この章を学ぶとき，次のこ

とを考えるよう勧める。「これらの戒めとわたしたちが神の

『大切な宝』になることとの間には、どのような関係がある

でしょうか｡」

出エジプト19:B-25．主のみもとへ行くには，ふさわ

しく忠実であることによって自らを備える必要がある。

(20-25分）

出エジプト19:3-25の導入として，生徒たちが特に行き

たいと思う場所を尋ねる。交通費や入場料など，そこへ行

くために必要なものについて説明させる。

シナイ山の写真を見せる（生徒用学習ガイドの出エジプ

ト19章の導入参照)。モーセは民をシナイ山へ連れて行こう

としたが，民はそのために必要な霊的代価を支払おうとし

なかったことを話す。「モーセは……その民が神の顔を見る

ことができるように，彼らを聖めようと熱心に努めた｡」

(教義と聖約84：23）これはいつの時代にあっても，神の預

言者の目的であることを説明する。

「アダムは自分の子孫をどのようにして主のみもとへ

導いたのでしょうか。

答えはこうです。アダムとその子孫たちは神権の位に

入ったのです。現代の言い方をすれば，主の宮居に行っ

て，祝福を受けたということです｡」（｢神殿について子

供たちに教える」『聖徒の道』1986年4月号,5参照）
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モーセとイスラエルの人々にとってのシナイ山は，わた

したちにとっての神殿と同じだったように思われる。出エ

ジプト19:5-13を読ませ、主のみもとへ行くために民に求

められたことを見つけさせる｡ショーファ（図のような，

羊の角で作ったラッパ）の絵を見せ，このラッパが鳴った

ときに民は何をするはずだったか尋ねる。出エジプト20：

l8-19を読ませ，民が何をしたか答えさせる。
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１
１生徒に出エジプト19:16-19と教義と聖約84:23-24を

読ませ、次のことについて話し合う。「主が民を召されたと

き，民はなぜ登って行って主にお会いすることを恐れたの

でしょうか｡」以下の質問をする。

・イスラエルの民は，自らをふさわしく備えるのではなく，

自分たちに代わってだれかが主にまみえるように望みま

した。それはだれでしょうか。
こんにち

o今日の世の中に，預言者を信じていない人や，神と語る

ことができるのは預言者だけだと考えている人はいるで

しょうか。

・キリストのみもとに来るようにという呼びかけに心を留

めないと，わたしたちはどのような祝福を失うでしょうか。

黒板に以下のような表を書き，答えは空欄にしておく｡
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・主から十分に教えを受けるまではだれも山に登ることが

許されなかった（出エジプト19:12,21-25参照)。

●主はその後，民に戒めを与えられた（出エジプト20-23

章参照)。

・民は教えられたばかりの戒めを守るという聖約を交わし

た（出エジプト24：3参照)。

・イスラエルの70人の長老たちは約束どおりに主を見るこ

とができた（出エジプト24:9-ll参照)･

次のことを理解させる。「十戒は，主が与えたいと望まれ

たすべての祝福をイスラエルの民が受けるために必要な土

台であったc」

十戒の一つ一つの戒めは、神が求めておられる、あるい

は禁止しておられる行動や態度について明確に記している。

わたしたちはそれぞれの戒めに熱心に携わる必要がある

(教義と聖約58：26-28参照)◎クラス全体，または個人で，

十戒の一つ一つを研究しながら以下のステップを活用させ

る。必要に応じて『旧約聖書：創世記一サムエル記下』に

ある「十戒」の章(125-136ページ）を参照する。

l.出エジプト20章を読み，戒めを一つ選択する･

2．その戒めの意味，およびそれが示すものを明らかにする◎

3．その戒めに背くことにつながる行動を幾つか挙げる。

4．その戒めを生活で応用するための積極的，または建設的

な行動を列挙する◎

各生徒にワークシートを用意し，それぞれの戒めについ

て話し合いながら書き込めるようにしてもよい・以下の例

を参照する。

A
わたしたちは主にお会いする用意ができているでしょうか。

預言者と

わたしたち

エノクと

その民

モーセと

イスラエルの民A

預言者はその

義務を果たし

ましたか。

民は用意をし

ましたか。

その違いは何

でしょうか。

はい はい はい

いいえはい ？

彼らは従い，

聖められた。

彼らは従わず，？

聖められなか

った。

モーセ7:18-21を読ませ，エノクとその民についての答

えを記入させる。モーセとイスラエルの民について学んで

きたことを基に．該当する欄に記入させる◎エノクの民と

モーセの民の違いについて話し合う（特に出エジプト20：

18-19:教義と聖約84:23-24を参照)。

主がわたしたちに行うように求めておられることを具体

的に挙げ，これらの質問がわたしたちにどう当てはまるか

話し合う。話し合うために，神殿推薦状を得るための基本

的な条件について話し合ってもよい。ふさわしい状態で主

の宮に入るなら，わたしたちは主のみもとに入ることにな

る（教義と聖約97:15-17参照)｡どのようにしたら神のみ

もとへ行く用意ができていると判断することができるか尋

ねる。

磯？』圭琢蝋1祝罵言毒害雛
どのように愛すればよいかを教えている。これらの戒めを

守ることは，主のみもとへ行くためのふさわしさを保つの

に役立つ。（75-90分）

十戒についてよく知っているか尋ねる。紙にlから10ま

で番号をふらせ，十戒のすべてを順番どおりに書き出せる

か試してみる。（十戒を覚えるのに役立つ方法を教師が知っ

ていれば、それを教えてもよい｡)

イエスは十戒のすべてを二つの戒めに集約された。マタ

イ22：36-40を読ませ、この二つの偉大な戒めを黒板に書

かせる。（神を愛する，および隣人を愛する｡)十戒につい

て学ぶ際，それぞれの戒めがこの二つの戒めのどちらに当

てはまるか分類させる。(1から4までの戒めは神を愛する

こと，5から10までの戒めは隣人を愛することに関するも

のである｡)

主はイスラエルの人々のために何をしたいと望んでおら

れたか，またイスラエルの人々はその特権を得るために何

をするよう求められていたかを説明する（出エジプト19:

5-ll;教義と聖約84:19-23参照)。以下のことを見いだ

せるように助ける。

・民は主が命じられることは何でも行うと決意した（出エ

ジプト19：8参照)。

A

A

磯

あなズで0 。。P食1T－房

Ｆ
Ｉ
Ｉ

四
二
三A

退脂こ；め↓つゆ

頃の殺人。人

すべての十戒について学んだ後，たこ．またはたこの絵

を見せる｡黒板に「戒めはのようです｡」

と書く。次の質問をする。「たこが空中にとどまることがで

きるのはなぜでしょうか｡」（大半の生徒は風があるためだ

と答える｡）糸は何のためにあるのか，また糸が切れたらど

うなるのか尋ねる。次のことを生徒に理解させる。「糸があ

ると，たこは風に乗ってどこまでも飛んで行くことはでき

なくなるが，糸がなければ，たこは姿勢を保つことさえで

きず失速してしまう。」たこの糸と戒めとを比較させる。次

の質問をする。「戒めはわたしたちを押さえつけるものでし

A

A

画



議灘鍵蕊鱗

ようか。それとも高めるのに役立つものでしょうか」(1ニ

ーファイ13:37;エテル4:19参照)。戒めは一見わたした

ちを束縛するように見えるが．実際はわたしたちを罪から

解放してくれるものであることを理解させる。

▽

、

ひ
p

<7

かぎ

礎石，道路地図．鍵，階段など，戒めと類似点のあるも

のを空欄に当てはめ，黒板の文を完成させる。戒めは、わ

たしたちが現世においても永遠の世においても，幸福にな
あかし

るために与えられたものであることを証する。

出エジプト21－24章。出エジプト21－24章には，十戒

を具体的な場面に適用するための事例が記されている。モ

ーセの律法の大切なメッセージは，報復ではなく，償いと

義にかなった生活である。（30-60分）

出エジプト21-23章から，幾つかの状況を選んで生徒に

紹介する。それぞれの状況について説明しながら，生徒に

判事になってもらう。それぞれの事例において正義を満た

すにはどうすればよいか判断させる。次に，それぞれの事

例についてどのような判決を下すべきか，主の言葉が記さ

れている節を参照させる。例えば次のようなものがある。

｢あなたは隣人からシャベルを借りましたが，使用中に壊し

てしまいました。あなたは何をすべきでしょうか｡」しばら

く話し合った後．出エジプト22:14-15を読ませ，主が命

じられたことを見つけさせる。

幾つかの例について学んだ後で，黒板に「報復」および

｢償い」と書き，これら二つの言葉がどのように異なるか説

明させる。参考資料として，出エジプト21:24-25と出エ

ジプト22:1を比較させる｡

多くの人が，出エジプト21:24をモーセの律法の特徴と

して考えていることを伝える。そのような人々はそれを報

復の律法，すなわち自分がされたように相手にすることで

あると考えている。律法がどのように適用されるかについ

て，これまでに学んだ事例を振り返り，この律法が要求し

たのは報復か償いかを話し合わせる（『旧約聖書：創世記一

サムエル記下』142-143ページにある出エジプト22:1-17

I

I
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についての注解を参照)。

生徒と一緒に出エジプト23:1-9を読み，以下の質問を

する◎

･友人の中には，時々戒めを破るように誘惑する人がいま

す。彼らはどのように誘惑するでしょうか。

・そのようなプレッシャーに負けないために，どのような

関係を築くことができるでしょうか。

・神の律法に従順になることで．どのような祝福が与えら

れますか。

・人々がこれらの律法に従うとき，社会にどのような影響

を及ぼしますか。

出エジプト23：20-33を読ませる。主がイスラエルの民

に約束された祝福と，民に与えられた警告を挙げさせる

(『旧約聖書：創世記一サムエル記下』144ページにある出エ

ジプト23:20-31についての注解を参照)。

次のことを理解させる。「モーセの律法は原始的な律法で

はなく，信心深い振る舞いと，聖約への忠実さを要求する

ものであった｡」生徒に次の質問をする｡「わたしたちはい

つ戒めを守ると誓約するのでしょうか｣(教義と聖約20：77,

79参照)。

生徒とともに出エジプト24:1-llを読み，イスラエルの

70人の長老たちがその忠実さゆえに主とまみえた経験につ

いて話し合う。ブルース．R・マッコンキー長老はこのよ

うに語っている。

「『神性の力』つまり義がなくては．『だれも神，すな

わち父の御顔を見て，なお生きていることはできない｡」

不義な人は神の前に焼き尽くされるであろう。『さて，

このことを，モーセは荒れ野の中でイスラエルの子らに

分かりやすく教え，その民が神の顔を見ることができる

ように，彼らを聖めようと熱心に努めた｡』聖められる

とは、清く，純真で，染みのない，罪のない状態となる

ことである。最後の日に，聖められた者は日の栄えの王

国，すなわち神とキリストが住まわれる王国にいる。

『しかし，彼ら〔イスラエルの子ら〕は心をかたくなに

し，神の臨在に堪えることができなかった｡』彼らは心

の清い者になろうとしなかったからである。『そのため，

主の怒りは彼らに向かって燃え，主は激しく怒って，彼

らは荒れ野にいる問神の安息に入れないと誓った。この

安息とは，主の完全な栄光のことである｡』（教義と聖約

84：21-24）モーセの勧告に従っていたならば，すべて

のイスラエルが主にまみえていたかもしれなかった。し

かし，実際に従ったのはわずかであった。例えばあると

き，モーセとアロン，アロンの息子のナダブとアビウ，

および『イスラエルの七十人の長老たち……がイスラエ

ルの神を見」たが，モーセが尽くしてきた人々は暗黒と

無知の状態にとどまった（出エジプト24:9-10)｡｣(A

NewWItnessibrtheArtic/esofFH肋,494)

真の平安と幸福および永遠の祝福は
あかし

よってもたらされることを証する。

戒めを守ることに
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吟１
教え方の提案

出エジプト25-40章 繊鰡，胤鯨蔑躍認剖震
刀を説明している（教え方の提案は「｢旧約聖書」ビデオガ

イド」を参照)。

1

鶴懸駕誠偏,雪鰯蕊鰯患う
た。そこで行われた救いの儀式は，天の御父のみもとに戻

るための規範を教えている。（40-50分）

生徒が来る前に，テープまたは糸を使って教室の床に幕

屋とその庭の略図を描く（『旧約聖書：創世記一サムエル記

下』160ページにある図を参照)。教室に古代および現代の

r'l'殿の写真を飾るか，黒板に幕屋とその庭を描いてそれら

が何であるかを書き添えておく。

生徒に神殿の目的を説明させる。聖文には神殿の持つ二

つの一般的な目的が記されている。以下の聖句を読ませ，

それらの目的を答えさせる。

●出エジプト25：8；29：42－45；教義と聖約97:15-16

（主の宮とすること｡)

●教義と聖約124:38-41(聖約を交わし，神聖な儀式を

受けること｡）

次の原則が理解できるように助ける。「ｲ'l'殿の大切な目的

の一つは，救いの計画についての理解を深めさせ，この計

m'iを通して与えられるあらゆる祝福をこの-|廿から永遠にわ

たって受ける方法について教えることである｡」これはイス

ラエルの神殿であった幕屋に関しても同じであった。

黒板に，『旧約聖書：創世記一サムエル記下」(160ページ）

にあるような，幕屋とその庭の図を描き，それらが何であ

るか書き添えておく。教室の床に描いておいた「幕屋」の

|列のどの部分に自分が座っているか，それぞれの生徒に判

断させる。座っている場所ごとにグループ分けし，幕屋の

その部分で何が行われたか，またそこで行われたことは永

遠の命に向かって進歩することについて何を教えているか
はんさい

発表させる。「幕屋の庭」にいる生徒は，蟠祭の祭壇や洗盤

について発表する。「聖所」にいる生徒は，供えのパンの机，
しょくだぃ

純金の燭台，および香の祭壇について発表する。「至聖所」

にいる生徒は，契約の箱について発表する。その際，生徒

用学習ガイド出エジプト25-27章と30章の資料を参照させ，

これらの質問や聖典の記述から，幕屋のそれぞれの場所や

物が持つ霊的な意味を理解するのに役立つ情報を見つけさ

せる。

グループが発表の準備を終えたら，全員で教室に描かれ

た幕屋をllllり，各グループに，割り当てられた場所や物が

持つ霊的な意味について説明させる。発表に基づいて，そ

れぞれが持つ霊的な意味を黒板の図に書き加える（『旧約聖

書：創世記一サムエル記下」161ページの図を参照)。

入手できれば，「末日聖徒イエス・キリスト教会の神殿」

(35863300)に載っている現代の神殿の写真を見せる。（写

はじめに

シナイlI－lにおいて，主はモーセにイスラエルの人々を臆

うための栄光に満ちた計画を明らかにされた。この計Ⅲiは，

主の完全な栄光を受ける機会をイスラエルの人々に与えた

(出エジプト25：8；40：34－38；教義と聖約84:19-24参

照)｡この計画の一部として，モーセは幕屋の建築，その目

的，およびその中で職務を行う人々に関する指示を受けた。

その幕屋の'二|'で，イスラエルの人々は神椛の儀式を受け，

救いの聖約を交わすことができた。そのとき明らかにされ

た真理の多くは，現代の神殿においても再現されている。

ほとんどの情報は二度繰り返されている。出エジプト25－

30章は幕屋に関してモーセに授けられた計1Ⅲiであり，35-

40章は実際の建築についての記録である。

出エジプト32-34章では，イスラエルの人々がその不従

順さゆえに神権の完全な祝福を失うという悲しむべき出来

事が記されている。その結果，人々は祝福の一部だけしか

享受できなくなってしまった。モーセがｲiの板を受け取り

に行く前に，イスラエルの人々は主の戒めを守ると聖約し

た（出エジプト24:1-7参照)。ところが，イスラエルの

民はモーセがいないIHjに聖約を破ってしまったため，祝福

と機会の一部を失ってしまったのである。

主と交わした聖約を守ろうと努力するときに．これらの

章を自分自身の生活にどのように応用できるか考える。イ

スラエルの人々を愛し，彼らのために嘆願し，彼らを教え

導き続けたモーセの．キリストのような模範に注目する。
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学び取るべき重要な福音の原則

神はその子らに神殿を建てるように指示される。神殿は：

聖約を交わし,救いの儀式を受ける場所である｡そこで｜
教えられる原則は天の御父のみもとへ戻るための規範を｜
明らかにしている（出エジプト25－31章；35－40章参I

照)。

人は神から召され，権能を持つ者によって神権への聖任：

を受けなければならない（出エジプト28:l参照。ヘブ｛

ル5：4；信仰箇条1：5も参照)。

不従順は，主が与えたいと望んでおられる特権と祝福を！

遠ざける（出エジプト32:7-9,15-16参照。ジヨセ：

ﾌ｡ｽﾐｽ訳出ｴジブﾄ34:1-2;教義と聖約84:19-1
25も参照)。

主はその御心のままに地上の義にかなった人々に御姿を：

現される（出エジプト33:1l参照。出エジプト24:9-|

10;ジョセフ・スミス訳出エジプト33:20,23;教義と’

聖約88:67-68;93:lも参照)。
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真はそのほかに，教会付属図書館，教会機関誌，および福

音の視覚資料セットからも入手できる｡)次のことを認識さ

せる。「これらの神殿の内装やそれぞれの部屋もまた，天の

御父のみもとへ戻るための規範を示している｡」

この活動から学んだことを二つ以上書かせる。時間があ

れば，何人かに書いたことを紹介してもらう。

が記されている◎
あかし

次のことについて教師の証を述べる。「神の真の権能は，

教会の中に見ることができる。なぜなら神権を持つすべて

の人が，アロンやその息子たちと同じように神から召され

聖任されているからである｡」

八

八

I

出エジプト2B章。わたしたちが身に着ける衣服はメッセ

ージを伝える。(15-25分）出エジプト2B:1．人は神から召され，権能を持つ者によ

って神権への聖任を受けなければならない。(15-20分）

全員の前で，一人の生徒から時計や指輪など高価なもの

を一つ借りる。それを格安で売ると伝える。持ち主が反対

したら，他人の所有物を売ろうとすることがなぜ間違って

いるのか尋ねる。（そのようなことを行う権利や権限がない

から｡)このたとえを．神権を持っていない人が教会員でな

い友人にバプテスマを施そうとしている状況になぞらえさ

せる。次の質問をする｡「そのバプテスマは有効だと思いま

すか。それはなぜですかc」

出エジプト28:lを読ませ，アロンとその息子たちは何

を受けるように主から召されたか見つけさせる｡出エジプ

ト28:1とへブル5:1,4および信仰箇条l:5に印を付け

て相互参照させる。次の質問をする。「これらの節によると，

人はどのようにして神権に召されるでしょうか｡」

デビッド．O･マッケイ大管長はこう記している。
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雑誌や新聞から，いろいろな格好をした人々の写真を見

せる。どのような服装をしているかを見て，彼らが何をし

ているか，どこに行こうとしているかなど，それらの服装

が伝えていると思われるメッセージについて説明させる。

スポーツをしている生徒に．競技の際にどのような格好

をするか尋ねる。また，身に着けるものの機能や，それを

身に着けることで伝えようとしているメッセージを説明さ

せる。次の質問をする。
ばんさんかいせいさんかい

・晩餐会や聖餐会に運動着を着て行くことは適切なことだ

と思いますか。なぜ適切ではないのでしょうか。

・服装はわたしたちの振る舞いや態度にどのような影響を

与えると思いますか。

出エジプト28：2－4を読み，アロンとその息子たちに関

して神が明らかにされたことを調べる。次の質問をする。

・祭司が幕屋で着る衣服を主が啓示によって明らかにされ

たことから，何が分かるでしょうか◎
こんにら

・今日，主は同じような要求をしておられるでしょうか。

これらの節で述べられている6つの衣服について調べさ

せ、黒板に書き出させる。生徒に衣服の意味と象徴を理解

させるために，『旧約聖書：創世記一サムエル記下』にある

出エジプト28章と39:1-43についての注解を利用する。

十二使徒定員会のジェフリー･R･ホランド長老による

以下の言葉を紹介する。

八，
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「神権に関するこの質問こそ，イエス・キリスト教会

とキリスト教プロテスタント各派の信条とを区別する，

大切な要素の一つです。教会は，誤解の余地がないはっ
の

きりとした言葉で『福音を宣く伝え，その儀式を執行す

るためには．人は預言によって，また権能を持つ者によ

る按手によって，神から召されなければならない』（信

仰箇条第5条）と宣言しています。ここで教会が宣言し

ている内容は、時の絶頂にキリストの権能について語っ

た使徒の言葉を繰り返すものであり．この質問に対して
つとめ

その使徒は『だれもこの栄誉ある務を自分で得るのでは

なく，アロンの場合のように，神の召しによって受ける

のである』（へブル5：4）と書き記しているのです｡」

(GoSpe"deaﾉs(1953年],165)

八

八
せいさん

「聖餐を執行する祭司，教師，執事の兄弟は，できる

だけ白いワイシャツを着るように提案したいと思いま

す。教会の神聖な儀式では，しばしば儀式用の服装をし

ますが，白いワイシャツはバプテスマを受けたときに着

た白い服装や，間もなく皆さんが神殿に参入し，伝道に

出るときに着る白い服装を思わせます。

この簡単な提案は，慣習や形式を意図したものではあ

りません。わたしたちは，執事や祭司の兄弟たちを型に

はめたいのではありません。あるいは清い生活を送るこ

とを差し置いて,必要以上に悩んでほしくはないのです。

若者の服装は．神聖な原則を教えるのに非常に効果があ

り，神聖な印象を与えることは確かです。かつてデビッ

ド．O･マッケイ大管長は次のように教えました。『白
せいきん

いシャツは聖餐の神聖さを印象づけるのに役立つ｡』

(ConferenceReport,1956年10月,89参照)」（『聖徒の

道』1996年1月号,73参照）

ブルース･R･マッコンキー長去はこう記している。

「神権は，人の救いに必要なすべての事柄を行うため

に，地上の人間に委譲された神の力と権能です。……主

から授けられるこの権能を実際に持っていなければ，主
いや

の務めを行う者は，悪魔を追い出し，病人を癒し，聖霊

を授け，天で認められるバプテスマを施すことはできな

いのです。また，地上における主の王国の正当な代理人

だけが執行できるほかのいかなる事柄も行うことはでき

ないのです。ルカ9:1-6参照｡」(DoctrinaINew

TestamentCommentary,第1巻．748-749) 八

出エジプト28:lには，アロンとその息子たちが，祭両l

として務めを果たすよう油を注がれ聖任された召しのこと 八

御 １
１



l3;教義と聖約45:56-59参照)。

。出来事4：アロンとその息子たちは罪祭をささげた。こ

れはすべての不義を捨て去ることを象徴している（アル

マ22:18参照)。十二使徒定員会のニール･A･マツク

スウェル長老はこう語っている。

以下の質問をする。

・ホランド長老の言葉から何を学びましたか｡
せいさん

・アロン神権者の服装は，聖餐の神聖さを印象づけるのに

どう役立つのでしょうか。

・バプテスマを受けるときや神殿に入るときに白い衣服を

着るのはなぜでしょうか。

小冊子『若人の強さために』(14-15)にある服装と外見

に関する指針を読む。次のことを理解するように助ける。

｢幕屋における祭司たちがそうであったように，多くの場合

において，人々の服装は彼らがバプテスマの聖約を守って

神の証人となるのに役立つ｡」（モーサヤ18:10-12参照）

A

A

「個人の犠牲として，祭壇に動物をささげることはし

ません。代わりに，わたしたちの中の動物的な欲望を祭

壇の上において，焼き尽くすのです！それは犠牲とし

て主にささげる『打ち砕かれた心と悔いる霊』であり

(教義と聖約59：8)神を知るために「自分の罪をすべて』

捨て（アルマ22:18),十字架を負うために必要なこと

です。自分を捨ててはじめて主を完全に受け入れること

ができるのです｡」（『聖徒の道jl995年7月号,73参照）出エジプト29章。古代の幕屋で勤めを果たすために人々

を職に任じた，または任命した方法は，主の家に入るため

にどのように備えればよいかを教えてくれる。（30-40分）

神殿に参入したときのことについて，または神殿で経験

した最も神聖な出来事を思い起こさせる。神殿に参入し，

それをできるかぎり最高の経験とするためにはどのような

準備ができるか尋ねる。教義と聖約97:15-17を読み，次

のことを調べさせる。「神殿参入をすばらしい経験とするに

はどうしたらいいでしょうか。また何が神殿参入を満たさ

れないものとするのでしょうか。それについて主は何とお

っしゃっているでしょうか｡」神殿推薦状の面接で一般的に

どのような質問をするか紹介する｡（神権指導者をクラスに

招待してそれらの質問について話し合ってもよい｡）次の質

問をする。「ふさわしい状態で神殿に参入するために，また

神殿の祝福をもっとよく理解するために，定期的に何がで

きるでしょうか｡」

これから次のことについて学ぶと生徒に伝える。「モーセ

の時代，祭司たちはどのようにして幕屋に入る備えをした

のでしょうか｡」イスラエルの民はより高い儀式を受ける資

格を失ったため．幕屋の最も神聖な場所へは祭司だけしか

入れなかった。祭司を聖別し任命することは，多くの点で，

神殿の業に携わる備えをするためにわたしたちが行うべき

ことを表している。

生徒用学習ガイドの出エジプト28-29章にある活動Bを

させる。それから学んだことを発表させる。以下の6つの

出来事を見つける度に黒板に書き出し，それらが何を象徴

しているか話し合う。以下をガイドとして用いる。

・出来事l:アロンとその息子たちは水で洗われた。これ

は清められることを象徴している（モーセ6：57)。

・出来事2：アロンとその息子たちは聖なる着物を着た。

これは「新しき人」を着て，主において新たな人となる

ことを象徴している（コロサイ3:10-14参照。『旧約聖

書：創世記一サムエル記下』156-158にある出エジプト

28-,39:1-43についての注解も参照)。

・出来事3：アロンとその息子たちは油を注がれた。油は

明かりのために必要なもので，聖霊を象徴している。
みたま

御霊は人生を導くために与えられる（サムエル上16:

はんさ'．、

・出来事5：アロンとその息子たちは蟠祭をささげた．こ

れはイエス・キリストの犠牲を象徴している（アルマ

34:14-16参照)。

・出来事6：アロンとその息子たちの右耳，右手の親指，

および右足の親指に血がつけられた。耳は聞くこと，手

の親指は行うこと，足の親指は歩くことを象徴している◎

これは彼らが神の言葉を聞き，神が彼らに求められるこ

とを行い神が彼らに求められるように歩むべきであ

ることを示すために行われた（申命10:12-13参照)◎

モーセ6：57-60を読ませ，アダムの経験とアロンとそ

の息子たちの経験とを比較させる。主はアダムに次のよう
みたま

に説明された。「わたしたちは水と御霊と血によって再び生

まれ（59節参照)，この過程を通して『神の前に住む』（57

節）ことができるようになる｡」主はアダムに次のように言

われた「あなたがたが水によって戒めを守り，御霊によっ

て義とされ，血によって聖められるからである｡｣(60節）

アロンとその息子たちが任命された過程にこの規範が見

られるこ

・アロンとその息子たちは洗い清められた。これは彼らが

新しい着物を身に着け．新たな人となることを象徴して

いる。

・アロンとその息子たちは聖霊を象徴する油を注がれた。
みたま

こうして象徴的に御霊が注がれた後，彼らが神の前に義

とされるために犠牲がささげられた。

・アロンとその息子たちは聖められるために血を注がれ

た。すなわち彼らのために流された血（この場合は動物

によるもの）によって聖くされた。

アロンとその息子たちは「彼らを職に任じ、聖別するた

め．あがないに用いた」犠牲を食べた（出エジプト29：
こんにち せいぎん

31-34参照)。これは今日わたしたちが聖餐を受ける理由で
しょくざい

ある。聖餐はわたしたちのためになされた犢罪を示してお

り，それを受けることは贈罪をわたしたちの生活の一部と

することを象徴している。
せいさん

バプテスマの聖約と儀式および聖餐を受けることは，ア
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どのように似ているだろうか。それを生徒に説明させる。

福音の原則と聖約に従順であるならば，神殿でさらなる儀
あかし

式と聖約を受けることができることを証する。
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出エジプト32：1－8・イスラエルの人々のように，今日

多くの人々が偽りの神々を拝んでいる。（60-90分）

以下の項目を黒板に書く。バアル。石や水の像。お守り。

星占い。お金。車。スポーツ選手，テレビタレント，俳優，

ミュージシャン。「はい」または「いいえ」で答えられる質

問を20回まで使って，これらに共通するものを見つけるよ

う伝える。（これらは時として，わたしたちが時間，お金

関心をつぎ込む重要な対象となる。わたしたちはしばしば

これらのものに心を奪われることがある｡）

生徒が答えを当てた後で次のように質問する。「偶像崇拝

(創造者よりも被造物を愛すること〔ローマl:25参照])

はなぜ重大な罪なのでしょうか｡」（偶像崇拝に関するその

他の情報は，「旧約聖書：創Ⅲ記一サムエル記下』267-271

にある特別講座「古代および現代の偶像崇拝」を参照｡)預

言者ジョセフ・スミスの以下の言葉を紹介する。

癌騨‘＆
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出エジプト32：9－35をクラス全体で読む。一人に1,2

節ずつ割り当てる。読み進めながら，以下の質問の中から，

幾つかを尋ねる。

oイスラエルが偽りの神を拝んだとき，主はどのように感

じられたと思いますか(9-10節参照)｡

・モーセは民を救おうとして主にどのようなことを願いま

したか(11-14節参照。出エジプト32:12も参照)。

oアロンは自分の罪を正当化するために何と言い訳しまし

たか(21-24節参照)｡
こんにち

●今日わたしたちはどのような方法で時々''1分の罪を正当

化しますか。

・モーセは26節で，現代の預言者と同じことを求めていま

す。それは何ですか。

oわたしたちは，どのようにして自分が主につく者である

ことを示すことができるでしょうか。

・キリストがすべての罪人のために行われたことを思い起

こさせる言葉，または文章がありますか（30節参照)。

o30-34節には，民の悪事にもかかわらずモーセが彼らを

愛していたことが分かります。どのようなことからそれ

が分かりますか。

次のことを説明する。「わたしたちの行動には常に結果が

伴い，神はわたしたちに自らの行動に対して責任を問われ

る｡」以下の参照箇所を黒板に言き，偶像を拝んだことによ

ってイスラエルが被った結果を見つけさせる。

●出エジプト32:25-29(3,000人が殺された｡)

・出エジプト33:1-6;教義と聖約84:23-24(主は民の

もとから離れられた｡)

・出エジプト33：7－8（モーセもまた民の中から出て行っ

た｡)

・出エジプト33:19-23;ジョセフ・スミス訳出エジプト

33：20（すべてのイスラエルの人々に与えられていた神

を見る特権が失われた｡)

●ジョセフ・スミス訳出エジプト34:1-2;ジヨセフ・ス

ミス訳'1i命10:2(民は初めの板，すなわち，より高い
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「ここで，理性と知性を備えた者が、命と救いを与え

る神への信仰を行使するには3つの事柄が必要であるこ

とを認識しましょう。

第1に，神が実在するという考え。

第2に，神の特質，完全さ，および属性についての正

しい考え。

第3に，自分が歩んでいる人生が神の御心にかなった

ものであるという確かな知識。これら3つの大切な要素

についての知識がなければ，すべて理性を備えた者の信

仰は不完全で実りのないものとなります。しかしこの知

識があれば，それは完全で実り多いものとなり得るので

す｡」(Lecturesonぬ"h,38)
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以下の質問をする。

・神の特質について正しく理解することは，信仰にとって

なぜ大切なのでしょうか。

・出エジプト32:1-8を読む。イスラエルが拝んだのはど

のような偽りのﾈ''1でしたか。

・出エジプト20：3－5を読む。偽りの神について主が前も

ってイスラエルの民に告げられたのはどんなことです

か。

o出エジプト24：3を読む。人々にとって偶像崇拝がそれ

ほどまでに重大な罪だったのはなぜでしょうか。

・出エジプト32:1を読む。なぜ彼らは金の子牛を造って

拝んだのでしょうか。（預言者への信頼が足りなかった。

忍耐に欠け，霊的なものを物質的なものと引き換えた｡）
こんにち

・今日人々は，どのような形でこれらと同じ問題に苦しん

でいるでしょうか。
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聖エシフ、坊一〃画

神権とそれにかかわる儀式とを失った｡)

イスラエルの民は，より高い神権の儀式を失うことによ

って，どれほど大きな影響があるか完全には理解していな

かった。これを説明するために次のことを行う。一人の生

徒に小さくておいしいキャンディー，または生徒の注意を

引くものを渡す。次に，キャンディーを持っていたいか，

それとも教師のポケットに入っている（もっとおいしいキ

ャンディーや，食事券などのキャンディーよりずっと価値

ある）ものと交換したいか尋ねる。教師のポケットに入っ

ているものをもらうためには．最初に手にしたものをあき

らめ，教師のために何か特別なことをしなければならない。

生徒が最初に手にしたものを交換しない場合は，次のこ

とを話し合う。「神殿の祝福のすばらしさを，それらを経験

したことのない人に説明することはどれほど難しいでしょ

うか｡」生徒がポケットの中身を知りたがっても教えない。

さらに次のことを説明する。「最も恐ろしいことは，手にす

ることができたにもかかわらず，自らの忍耐の不足，不従

順，無関心。または喜んで犠牲を払わなかったために受け

られなかったものについて後から知ることである｡」最後

に．生徒が逃したものを見せ，自分が何を失ったか知らな

いために今持っているもので満足する人がいることを話す。

しかし，自分が失ったものを知るとき，そのような気持ち

は消え失せてしまう。

生徒がポケットの中のものを選んだ場合は，最初のもの

をそのまま選んでいたら何を失うことになったか指摘する。
こんにち

今日，石や士でできた偽りの神々を拝む人はほとんどい

ない。しかしそれ以外にも偽りの神々となり得るものはた

くさんある。スペンサー･W･キンボール大管長の以下の

言葉を読む。

A のであろうか。……学位を得るまで子供をもうけないで

おこうとする若い夫婦は，そのような態度は偶像礼拝で

あると指摘されたとしたら，少なからず打撃を受けるこ

とであろう。……

多くの人は狩り，釣り，休暇，週末のピクニックや旅

行を礼拝している。野球，フットボール，闘牛，ゴルフ

といったスポーツを偶像としている人々もいる。……

人々が礼拝するほかの偶像に権力と権勢がある。成功

への階段を上るために，霊的なこと，特に道徳的に価値

あることを踏みつけようとする人が大勢いる。これら権

力，富，勢力の神は，イスラエルの民が荒野にあったと

きに礼拝した黄金の子牛に匹敵するほどの強制力を持つ
ゆる

ている」（｢赦しの奇跡』,40-41参照)。
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唯一の生ける真の神に信頼を置くよう生徒を励ます。

、典駕訓寺圭誌E獄言蒄巽璋鯉悪
おできになる。また，実際に御姿を現される。（20-25分）

3人の生徒に前に出て来てもらい，二人の宣教師と一人

の求道者の役をしてもらう。求道者は出エジプト33：20と

ヨハネl:18を読み，宣教師に対して以下の質問をする。

｢これらの聖句が真実だとしたら，神がジョセフ・スミスに

御姿を現されることなどあり得るでしょうか｡」宣教師にこ

の質問に答えさせる。必要であれば，残りの生徒たちに彼

らを助けさせる。

出エジプト33:11;ヨハネ14:21,23;教義と聖約67:

10;93:1を読み，神を見ることについてこれらの聖句が

何を教えているか話し合う。『聖句ガイド』を使い，神が

人々に御姿を現された例を見つけさせる。以下はその例で

ある。

●アダム（教義と聖約107:54参照）

●セツ（モーセ6：3参照）

･エノク（モーセ7：3－4参照）

・アブラハム（アブラハム3:11参照）

●イサク（出エジプト6：3参照）

●ヤコブ（創世32：20参照）

●ソロモン（列王上9:1-2参照）

●エゼキエル（エゼキエルl:26-28参照）

・アモス（アモス9:l参照）

●ステパノ（使徒7：55-59参照）

●ヤレドの兄弟（エテル3：20参照）

●ニーファイ，ヤコブ，およびイザヤ（2ニーファイll:

2－3参照）

・モルモン（モルモン1:15参照）

●モロナイ（エテル12:39参照）
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A

「何であれ，人が最も信頼を置くものはその人の神と

なる。そして，もしその神が生ける真のイスラエルの神

でないならば，それは偶像崇拝につながるのである」

(｢偽りの神々 」『聖徒の道」1977年8月号,351)。

A
_一＝

わたしたちが心を奪われるものの例を挙げさせる｡それ

らを黒板に書き出し，さらに当時十二使徒定員会会員であ

ったスペンサー．W・キンボール長老が以下の言葉の中で

述べているものを加える。

「現代の偶像や偽りの神々は，衣服，家，仕事，機械，

自動車，ヨット，そのほか種々の物質的なものであって，

わたしたちを神の道からそらそうとしている。……

手で触れることのできないものは，容易に神になる。

学位，証書，称号は偶像になる。多くの若者たちは，第

一に伝道に出るべきなのに，そうしないで大学へ進学し

ようとする。……

多くの人はまず家を建て，家具を備え．自動車を購入

する。その後で什分の一を納める『余裕がない』ことに

気づくのである。このような人々はだれを礼拝している

判
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●ジョセフ・スミス（ジョセフ・スミスー歴史l:16-17

参照）

・そのほか記録に残されていない多くの人々（エテル12:

19参照）

この一見矛盾しているように思われる問題を解決するた

めに，『聖句ガイド』の巻末にあるジョセフ・スミス訳出エ

ジプト33：20およびジョセフ・スミス訳ヨハネl:19に注

目させる。ジョセフ・スミス訳の参照聖句を読ませ，預言

者ジョセフ・スミスによってこの問題がどのように明らか

になったか尋ねる。預言者ジョセフ・スミスはこう教えて

いる。

「福音の第一の原則は，神の属性を確実に知ること，

それに加えて，人が人と語るようにわたしたちが神と語

り得ることを知ることである｡」(Teacllingsofthe

ProphetﾉosephSm肋,345)

あかし

主が預言者ジョセフ・スミスに御姿を現されたことを証

する。生徒にも証をするように勧める。主は，義にかなっ

た御自分の子供たちに御姿を現すことがおできになり．ま

た実際に御姿を現される。しかし，それは『神自身の時に、

神自身の方法で，神自身の思いに従って』（教義と聖約88：

68）起こることを理解させる。教義と聖約93:1を読み，す

べてのふさわしい教会員にどんなことが起こるか尋ねる。

出エジプトB4:1-4．主はイスラエルの人々により低い

律法を与えられた。(5-10分）

手紙を書くときに，何度も書き直さなければならなかっ

た経験があるか尋ねる。主は，出エジプト記の中でそれと

似たことをされたと説明する。

I

I

、

●出エジプト32:19を読む。主が用意され，モーセに与え

られた石の板はどうなりましたか。

●出エジプト34:1-4およびジョセフ・スミス訳出エジプ

}34:1-2を読む◎2番目の板はどのように造られまし

たか。だれによって造られましたか。それらは初めのも

のとどのような点で異なっていたでしょうか。

●教義と聖約84:19-27を読む。イスラエルの民に，より

低い律法が与えられたのはなぜでしょうか。

●ガラテヤ3：24-25を読む。より低い律法の目的は何だ

ったでしょうか。より高い律法を与えられているわたし

たちには、どのような責任があるでしょうか。

出エジプトB5-40章。幕屋の建築。(5-10分）

出エジプト25-30章は35-40章とよく似ていることを説

明する。25-30章には幕屋はどのようなもので，どのよう

に建てるべきかを示したモーセの稗示が載っており，35-

40章には実際に幕屋を建築したときの記録が載っている。

生徒用学習ガイドにある出エジプト35-40章のための活

動Aをさせ，幕屋を奉献したときの出来事について学ぶ◎

神殿の奉献式に出席したことがあるか尋ねる。出席したこ

とがあれば，希望する生徒に，その経験を通してどんなこ

とを感じたか話してもらう。
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瀧
総識蘇イスラエルの人々はメルキゼデク神権とその儀式への霊｜・l1-15章では，清さと汚れに関する様々な律法が説明さ

的な備えができていなかった。そのため主は，イスラエルれ．その大切さが強調されている。これらの律法は，個
の人々をアロン神権すなわちレビ神権の下で組織し，彼ら人として(11章参照),家族として(12章参照),および

にモーセの律法を与えられた(IIIエジプト32:19;ジョセI民として(13-15章参照）清くあることの必要性を示し

フ・スミス訳出エジプト34:l参照)。レビ記(Leviticus)|ていた・

は「レビ族にかかわる」という意味I議ち，レビ神権の職・16章は,清さに関するあらゆる律法の霊的頂点を成すも
しょくざい

務を果たして，モーセの律法にある旙祭の儀式を執行する；のである。ここでは毎年の贈罪のHにささげられる大い
にはどうすればよいかを記した手引きのようなものであつ’なる清めの犠牲に関する指示が与えられている。
た。そこには，イスラエルの民が荒れ野をさまよっていた｜

ときに建築し奉献した幕屋内での儀式の執行方法が詳しく‘これらの章を研究しながら，モーセの律法が勤めと儀式
の厳しい律法（モーサヤ13:29-30参照),肉の戒めの律法

記されている。また，レビ記にはすべての人に当てはまる‘
I（教義と聖約84：27参照；「肉の」とは肉体に関するという

幾つかの特別な指示も記されている。
｜意味である),および養育掛(ガラテヤ3:24参照)と呼ば

聖<なる過程は，レビ記の重要なテーマの一つである。｜れている理由を探す。特にモーセの律法そのものが，どの
非常に興味深いことに、レビ記には「聖なる」(holy)とい；ように神の御子の大いなる最後の犠牲を指し示すものとな
う言葉や「聖別」(sanctify)など，それに関連する言葉がiっていたかに注目する（アルマ34:13-14参照)。
150回以上出てくる。聖くなるために，わたしたちはまず清’

くなる必要がある｡すなわち罪の影響から解き放たれて，｜学び取るべき重要な福音の原則
神の前で義とされる必要がある。しかし聖さとは，清くあき・モーセの律法で説明されている犠牲とささげ物は、イェ

しょくざい

ること以上のものである。それには聖めの過程，すなわちIス．キリストの聴罪を象徴している（レビ’－7章参照。
けいけん

敬度な人格を培っていくことが含まれる。レビ記の全体的！モーセ5:5－8も参照)。
な構成には．霊的成長の過程とliil様のパターンが見られる。：

1．完全に悔い改めるには，人は真の悲しみを経'験し，自ら

・レビl-16章では，ふさわしい犠牲をささげることによ｛の罪を告白し，誤った行いに対する償いをしなければな
って，また「日々の勤めと儀式」（モーサヤ13:29-30参照)iらない（レビl:1-4;5:5;6:4-7参照。イザヤl:
を通して従順さを示すことによって，神の前に清く正しく116-19も参照)。
なることが教えられている。

：o神権の儀式は主が指示されたとおり正確に，またそれら

・レビ17-27章では，聖約の民であるイスラエルをほかの；を執行するよう聖任されているふさわしい者によって執

愚鮮態M撫孟噸認識f;庶祁…ば…"ルビ§:雨-鴫;≦0:1-ll=
記に関するそのほかの情報やより詳しい|人I容については，：

・イエス・キリストのもとへ来るには，どのようなもので
『聖句ガイド」の「レビ記」(291ページ）を参照する。

＃あっても主が汚れていると言われるあらゆるものから遠

；ざかる必要がある（レビ11:44-47;12-15章参照･モ

!い■…=1'J講畷鰄噸蕊ロ書

趣きiけと種るルビ16章参脚ゞ
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教え方の提案 ご

鶴
はじめに

謬｢旧約聖壽｣ビデ訓つ…ﾃー !ー｣§｢モーセの律法」では，モーセの律法の教え方が提案され

ている。これは生徒に見せるために作成されたものではな

い（教え方については『｢旧約聖書」ビデオガイド）を参照)。

モーセの律法は「〔イスラエルの人々〕をキリストに連れ
ようい〈がかI)

て行く養育掛」であった（ガラテヤ3:24｡2ニーファイ

25：24参照)。レビ1-16章には，福音の原則を教えた律法

の幾つかの勤めと儀式に関する指示が記されている。

e1-7章では，比がささげる様々な種類の犠唯kについて
あがな

述べられている。これらの犠牲は救い主とその暗いの犠

牲を象徴していた。

o8-10章では，犠牲をささげるふさわしさを保つために，

祭司に求められた条件が説明されている｡
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清さ，この世的なものからの分離そして記念という4つ

の主な原則を中心としていた。（40-50分）

ある料理のレシピに書かれた材料をクラスに持参する。
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レシピを見せずに，生徒の一人にこれらの材料を使ってク

ラスのために何かおいしいものを作るように求める。生徒

が1，2分間奮闘した後で、レシピや説明書なしに作業を行

うことがいかに難しいか．または不可能であるかについて

話し合う。次の質問をする｡

・指示に従わないとどのような結果を招くと思いますか。

・レシピや説明書はどのように役立ちますか。

教会で使用されている説明書すなわち手引きにどんなも

のがあるか挙げさせる（アロン神権の手引き，若い女性の

『成長するわたし」など)。『教会指導手引き』を見せ，この

ような資料がいかに役立つか話し合う。

生徒用学習ガイドのレビ記の導入部分を読んで話し合う

よう勧める。レビ記がどのような点で手引きに似ているか

見つけるよう指示する。モーサヤ13:29-30を読み，次の

質問をする。

●モーセの時代の人々に，モーセの律法のように具体的な

指針が必要だったのはなぜですか．

・彼らの手引きは現代の人々にとってどのような点で価値

がありますか。

レビ記には，モーセの律法に含まれている4つの基本原

則についての指示が記されていることを教える。黒板に4

本の柱を描き，それらに「犠牲｣，「清さ｣、「分離｣，「記念」

と書く。これらの原則一つ一つについて説明し，なぜ重要

だったのか話し合う。以下の説明や、『lu約聖書：創世記一

サムエル記下』にあるレビ記についての注解(163-203'､<

ージ）から，役立ちそうな資料を引用する。

1.犠牲。動物が犠牲としてささげられたのは，救い主イエ

ス・キリストが人々の罪のために御自身の命を犠牲にさ

れることを民に教えるためであった（モーセ5：6－7参

照)。それぞれの犠牲がささげられた方法は、将来成就
しょくざい

する救い主の蹟罪に民の思いを向けさせる役割を果たし

た◎イエス・キリストの象徴として，犠牲には特定の条

件を満たす動物だけが選ばれた。

2．清さ。モーセの律法の下で．民は肉体的な清さを維持す

るよう求められた。これには適切な食事と，汚れたり病気

になったりした人々や動物を避けることが含まれていた。

これらの律法は生活に密着していたので，従順と悔い改め

を通して罪から清められることを民に思い起こさせた。

3．分離。主はイスラエルの民に，この世の邪悪な民とかか

わりを持たないように命じられた。この戒めはイスラエ

ルの民に，この世的なものや罪から自らを遠ざけるよう

に教えた。民は巌終的に非常に邪悪な民（カナンびと）

の中で生活することになるため，その生活様式と行動規

範において独自性を保ち続ける必要があった。同じ信仰

を持たない者との結婚は認められていなかった。

4．記念。モーセの律法はイスラエルの民に，主が彼らにど

れほど祝福を与えてこられたかを思い起こさせた。また

受け継ぎ（先祖が示した模範）や、イスラエルの人々が

主の選ばれた聖約の民であることを思い起こさせた。祭

日や祝R,および安息日の遵守は，イスラエルの民が主

を覚えるのに役立った。

以下の参照聖句の幾つかを黒板に書く。生徒をグループ

に分けて聖句を読ませる。それぞれの聖句が，モーセの律

法に含まれている4つの原則のどれについて説明している

か見つけさせる。

●出エジプト12-13章:22:29;レビ1－6章:16章；

17:ll;申命15:19-23(犠牲）

●レビ8:6;10:10:11-15章:22:6(清さ）

●レビl8:3-5:19:19:20:23-26:申命22:9-11:

26:18-19(分離）

●レビ23章；申命8：2：16章：26章（記念）

聖句と一致するモーセの律法の原則を見つけた後，この
こんにち

活動から学んだ重要な事柄を幾つか発表させる。今日与え

られている儀式、戒め，または指示の中から，わたしたち

がこの4つの原則に従ううえで役立つものを挙げさせる。

(例えば．教会の召しは犠牲を要求する，バプテスマの聖約

は清さの大切さを思い起こさせる，知恵の言葉は社会の邪
せいきん

悪な習慣を遠ざけるうえで役立つ，聖餐はイエス・キリス

トを絶えず思い起こさせるc)以下のような質問について話

し合う。

・犠牲を払うことや清さを保つことはなぜ大切ですか。
けいけん

・この世的なものから遠ざかることは、敬度さを保つのに

どう役立ちますか。

・主を思い起こさせてくれるものにはどのようなものがあ

りますか。

・神権の儀式はどのような意味でイエス・キリストの福音

の基本原則を教えていますか。

生徒用学習ガイドにあるレビ記のための活動のどれかを

行った生徒がいれば，学んだことをクラスで発表させても

よい。
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レビ1－フ章。モーセの律法で説明されている犠牲は，イ

スラエルの民が悔い改めて神への感謝と献身を表すのに役
こんにち

立った。福音は今曰わたしたちが同じことをするのに役立

つ。モーセの律法が求めている事柄を研究すると，神との

関係を確立するための原則を見直すことができる。（35-45

分）

黒板に以下の言葉を書く。
ゆる

・人間の弱さと過ちに対する赦し
ゆる

・犯した罪に対する赦し

・神への献身

・自分の人生の方向は神の御心にかなっている

o自分の所有物はすべて神から与えられたものである

福音の教えや教会で行われていることの中から，上記の

それぞれのことを感じたり，経験したり，実践したりする

（

八

八,

、



のに役立つことを書き出させる。例えば，祈りや罪の告白，
せいきん

聖餐を受けること，バプテスマ，什分の一を納めること，
みたま

御霊の慰めを感じることなど。生徒が書いたことについて

話し合う。

モーセの律法は，イスラエルの人々が上記の事柄を実践

するための方法であったことを指摘する。モーセの律法に
こんにち

ある個々の慣習は今日では行われていないが．そこで教え

られている原則は現在も有効であり，犠牲の律法はそれぞ

れの概念に当てはまる。

以下のささげ物を，黒板に書かれている該当する概念の

横に書く。
ゆる

・人の弱さと過ちに対する赦し－罪祭
ゆる けんざも、

・犯した罪に対する赦し－惣祭
はんさ'v，

・神への献身一蟠祭

・自分の人生の方向は神の御心にかなっている－酬恩祭

・自分の所有物はすべて神から与えられたものである－

素祭

・感謝一素祭

生徒が各種のささげ物について基礎的な知識を得られる

ように．『旧約聖書：創世記一サムエル記下』(166-167'､<

ージ）にある表「モーセの律法の犠牲とささげ物」を利用
はんさい

する。レビ1章で述べられている播祭から始めるとよい。
はんさい

蟠祭で求められている一つ一つの事柄について考え，そ
あがな

れらが悔い改めと贈いについて教えていることを生徒に気

づかせるため，生徒用学習ガイドにあるレビ1章の活動A

をさせてもよい。全部のささげ物について話し合った後，

それぞれのささげ物がどのような形で先ほど黒板に記した

概念を反映しているか尋ねる。

それぞれの犠牲が教えている原則をわたしたちの日常生

活で実践する方法について，新たに気づいたことを生徒に

発表させる。その後，以下の質問をする。

・モーセの律法で犠牲をささげた祭司は，どのような点で
こんにち

今日の執事。教師，祭司と似ているでしょうか。

・旧約の時代，祭司はだれを代表していましたか。
こんにち

・今日，アロン神権者はだれを代表していますか。
こんにちせいきん

・今日の聖餐の目的は，どのような意味で旧約の時代の犠

牲と似ていますか。

犠牲の原則がわたしたちの霊的成長に不可欠であること

を再度強調するために，十二使徒定員会会員であるM・ラ

ッセル・バラード長老の以下の言葉を紹介する。

-＝

A こんにち

今日のわたしたちにも，この目的は適応されます。その

二つの大きな目的とは，わたしたちのふさわしさを試し

証明すること，そして同時に，わたしたちがキリストの

もとへ行くのを助けることです。……

犠牲の律法の主な目的がわたしたちを試しキリストの

もとへ来るのを助けることであるという事実は現在も変

わりません。しかし，キリストの究極の犠牲の後に，二
せいさん

つの変更がなされました。第一に，聖餐の儀式が犠牲の

儀式に取って代わりました。そして第二に，この変更に

よって犠牲の焦点が，動物からその動物の所有者に移り

ました。つまり，ささげ物ではなくささげ手こそが犠牲

の本質となったのです。……

現世での務めの後，キリストは犠牲の律法を新しい段

階へと引き上げられました。ニーファイ人の使徒たちに

犠牲の律法がどのように継続するか話されたとき，イエ
はんさい

スは弟子たちに，これからは蟠祭ではなく「打ち砕かれ

た心と悔いる霊」（3ニーファイ9：19－20．教義と聖

約59：8，12も参照）をささげなければならないと言わ

れました◎主はわたしたちに，動物や穀物をささげるの

ではなく，神の御心に添わないものをすべて捨てるよう

求めておられるのです。これは犠牲の律法の，より高度

な実践形式です。それは人の内なる霊に及ぶものなので

す。ニール．A・マックスウェル長老はこのことを次の

ように表現しています。『個人の犠牲として，祭壇に動

物をささげることはしません。代わりに，わたしたちの

中の動物的な欲望を祭壇の上において，焼き尽くすので

す！』（『聖徒の道』1995年7月号，73）

象徴的な意味で，自分自身を現代の犠牲の祭壇上に置

いていることを，わたしたちはどのようにして主に示す

ことができるでしょうか。わたしたちは今日，第一の偉

大な戒めに従うことによって犠牲の律法に喜んで従うこ

とを主に示します◎イエスは言われました。

『｢心をつくし，精神をつくし，思いをつくして、主

なるあなたの神を愛せよ｣。

これがいちばん大切な，第一のいましめである』（マ

タイ22：37-38)。

自らの利己的な欲望を克服し，毎日の生活の中で神を

第一とし，払うべき犠牲の大小にかかわらず聖約を交わ

して神に仕えるとき，わたしたちは犠牲の律法に従って

いることになります。第一の偉大な戒めを守る最善の方

法の一つは，第二の偉大な戒めを守ることです。主御自

身が，『わたしの兄弟であるこれらの最も小さい者のひ

とりにしたのは，すなわち，わたしにしたのである』

（マタイ25：40)，また『あなたがたが同胞のために務め

るのは，とりもなおさず．あなたがたの神のために務め

るのである」（モーサヤ2:17)と教えておられます。

犠牲は純粋な愛の表れです。主と同胞に対する愛は，わ

たしたちがそのために何を喜んで犠牲とするかによって

測ることができるのです｡」(TheLawofSacr/fYce

[1996年8月13日，宗教教育者への説教],1,5-6)
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「この教会の歴史について深く考えるうちに，わたし

の思いは，犠牲の律法の永遠に変わらない性質に向けら

れるようになりました。これはイエス・キリストの福音

の中心を成す事柄です。

犠牲の律法には二つの大きな永遠の目的があることを

知る必要があります。この二つの目的は，アダム，アブ

ラハム，モーセ，そして新約聖書の使徒たちに適用しま

した。また，犠牲の律法を受け入れて従おうとしている
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磁惣類……“

レビ10章。神権の儀式は，清くふさわしい者により，主

が指示された方法で執行されなければならない。（20-25

分）

以下の質問について生徒に短い答えを書かせる。

・あなたはなぜ，神権は神聖なものだと感じますか。
せいさん

・バプテスマ，聖餐，神権の聖任，神殿の儀式などの神権

の儀式について、あなたはどのくらい神聖だと感じてい

ますか。それはなぜですか。

何人かに答えを発表してもらう。以下の質問をする。

。ふさわしい人だけが神権の儀式に携わることはなぜ大切

なのでしょうか。

・神権の儀式が不適切な方法で執行された場合．どのよう

な対策が取られるでしょうか。（おそらく生徒たちは，
せいきん

管理者が聖餐の祈りやバプテスマなどの儀式をやり直す

よう適切に指示する場面を見たことがあるだろう。）

・神聖な儀式が正確に執行されることはどれくらい大切だ

と感じますか。それはなぜですか。
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主がモーセに，動物の中には「汚れたもの」（食用とする

ことを禁じられた）と「清いもの」（食用とすることが許さ

れた）があると言われたことを生徒に話す。それぞれの欄 八

にある動物のうち，どれが清いものだと思うかを尋ね，そ

れらの動物の名前にしるしをつける。レビll:1-31を調べ

させ，自分たちの想像が正しいかどうか確認させる。（｢清

い」動物は，牛，にわとり，うろことひれのある魚，かぶ

とむし，いなご｡)

おそらく生徒は，イスラエルの民に禁じられていた動物
こんにち

の中に，今日わたしたちが普通に食べているものがあるこ

とに気づくであろう。その理由は，イエス・キリストの
しょくざ'､、

犢罪によってモーセの律法が成就されたため．もはやそれ

を守る必要がなくなったからである。『聖句ガイド」（85ペ

ージ）の「清いものと清くないもの」を調べさせ､それら

の食物に関する規定が与えられたのはなぜだと思うか尋ね

る。

次の原則が理解できるよう助ける｡「ある動物は『清いも

の』で食用に適し，別の動物は『汚れたもの』で食用に適

さないと主が宣言された背景には，ある程度実用的な健康

上の理由があっただろう。しかし，モーセのこの律法は、

霊的な真理を目に見える物質的な方法で伝えるための手段

として与えられたものである｡」主は，この食物に関する律

法を，教えるための手段として用いられた。人は，祈りや

運動，仕事，あるいは礼拝を忘れたり怠ったりすることは

あっても，食事を忘れることはまれである。自分の意志で

特定の食物を控えたり，それらを特別な方法で調理したり

することによって，従順なイスラエル人たちは，自らの信

仰に対する個人的な決意を日々新たにした。形式的な選択

を通して，揺るぎない自制心が生み出された。律法に従う

ことは強さをもたらし，それを理解することで視野が開け

た。さらに、何を食べ（受け入れ）何を食べないか（遠ざ

けるか）判断することは，わたしたちが清い状態を保ち，

肉体と|可じように霊も悪い影響から遠ざけるべきことを象

徴的に思い起こさせてくれる。
こんにち

主が今日与えてくださっている健康と食物にかかわる律

レビ10:1-2を読ませ，ナダブとアビフの犠牲のささげ

方にはどのような問題があったか尋ねる。（『旧約聖書：創

世記一サムエル記下』175ページにあるレビlO:1-7につ

いての注解を参照)◎次の質問をする。「主の指示に従わな

かったこの三人の神権者は，どのような結果を招いたでし

ょうか｡」

レビ10：3－7を読ませる。次の質問をする。

・アロンとその他の‘息､子が，ナダブとアビフの死を表立っ

て嘆かないよう命じられたのはなぜだと思いますかc

・この章から，神権の儀式の神聖さについてどのようなこ

とが分かりますか。
こんにち

o今日，神権を正しく行使しない神権者はどうなるでしょ

うか。

十二使徒定員会会員であったブルース･R･マッコンキ

ー長老の以下の言葉を紹介する。
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八℃’
「偽預言者は，復活の時もその後も，まったく効験，

効能，効力のをい偽りの儀式を執行します。……
ことび

主の祭壇の上で『異火」－すなわち自分たちが考え

出した儀式一をささげたナダブとアビフのことを……

考えていただきたいと思います。彼らを焼き滅ぼした天

からの火は，自分自身の方法を優先して主の正しい道を

曲げる者たちにやがて下される霊的な滅亡の予型であり

影であるとは言えないでしょうか｡」(TheMi"enn/aノ

Messiah,80)
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レビ11章。モーセの律法の食物に関する規定は，イスラ

エルの民に聖く汚れない状態を保つべきことを思い起こさ

せ，自分たちの聖約を思い起こさせた。（35-40分）

黒板に以下の表をあらかじめ書いておく。
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贈↑割'‘蝿耐'.､蕊

蕊・祭司がキリストを象徴していることについてどう思いま

すか。（このような質問を通して，自分の答えについて
へ法にはどのようなものがあるか尋ねる。教義と聖約第89章

にある主の勧告を読み，わたしたちが「清い」あるいは

より深く考え，学んだことを見直すことができる｡)

マルコ15:37-38を読み，ブルース･R・マッコンキー

長老の以下の言葉を紹介する。

｢汚れている」と考えているものを黒板に挙げる。昔のイス

ラエル人に与えられた食物に関する律法とは異なり，知恵

の言葉は健康への実質的な脅威に譽鐡を'鳴らしていること，

また，栄養に関する勧告を与えていることについて話し合

う。その一方で，知恵の言葉は象徴的な役割も果たしてお

り，わたしたちに交わした聖約を思い起こさせ，わたした

ちをこの世の多くのものと区別し，従順さを測るための試

しともなっている。ある種の原則に関して，わたしたちは

主が命じられたという理由だけで従うのである。神の聖約

の民には，いつの時代にも自らを清く保つための特別な指
あかし

示が与えられてきたことについて証を述べる。

レビ11:43-44;lコリント3:16-17;教義と聖約89:

18-21を読ませる。次の質問をする。

o主は自らを清く保つ者にどのような祝福を約束しておら

れますか。

・これらの約束には，求められている犠牲を払う価値があ

ります。それはなぜでしょうか。
こんにち

今日の社会で主が汚れていると言われたものを避け,1=I

らを清く保つよう生徒を励ます。十二使徒定員会会員のジ

ョセフ．B･ワースリン長老の以下の約束を紹介する。

~里

蕊
墓簔

呼
蒐

ユ

「神は神殿の幕を『上から下まで』裂かれました。今
あがな

や至聖所はすべての人に開かれ，小羊の贈いのⅢ|､により

すべての人が，あらゆる場所の中で最も気高く，最も神

聖な場所，すなわち人に永遠の命を得させる王国に入る

ことができるようになりました。パウロはその言葉を駆

使して（へブル9章および10章),かつて神殿の幕の内

側で行われた儀式は，キリストが行われた晴いの業のひ

ながたであったと教えました。主はその業をすでに成し

遂げられました。すべての人が幕を通過して主のみもと

へ行き，完全な昇栄を受け継ぐ、ことができるようになっ

たのです｡」(Doctrma/NewTestamentCommentary,

第1巻,830)
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マルコ15:38が教えている重要な原則は何か尋ねる。（キ

しよくさい

リストの暗罪によりすべての人は神のみもとへ戻ることが

可能になった｡)

生徒に以下の文章を完成させる。この書き出しで始まる
しよくざし，

文章をできるだけたくさん件る。「キリストの贈罪がなけれ

ば……」

数分後に言いたものを発表させ，答えを黒板に挙げる。2

ニーフアイ9：7－9およびモルモン書ヤコブ7:12を読む｡

モルモン書のヤコブはこの文をどのように完成させるか確

認する。次の質問をする。
しょくざいゆろ

・順罪によって罪の赦しが可能になりました。そのことを

思い起こさせる神聖な儀式にはどのようなものがありま

すか。
ゆる

・キリストが与えてくださる赦しを受け，最終的に神のみ

もとに戻って住むために，どうしたらこれらの儀式をよ

り意義あるものとし，頻繁に思い起こすことができるで

しょうか。

三

塞
蕊

「このような習慣性のある刺激物から自分たちの体を

守る人々には，『知恵と，知識の大いなる宝，すなわち

隠された宝j[教義と聖約89:19]である霊的な祝福が

与えられます。また，知恵の言葉に従順であれば個人的

な啓示の窓が開かれ，わたしたちの心は神の光と真理で

満たされます。このようにして体を清く保つ人々には，
<だ

聖霊が「〔わたしたち〕に降って〔わたしたち〕の心の

中にとどま』〔教義と聖約8：2〕り，『不死不滅の栄光

の平和なること』〔モーセ6:61]が与えられるのです｡」

(｢聖徒の道』1996年1月号,84)
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しょくざぃ

レビ16章。イエス・キリストの曠罪により，わたしたち
ゆる

は罪の赦しを受けて神のみもとに帰ることができる。鱈罪

の日について研究することは，この教義に対する理解を深

めるのに役立つ。（25-30分）

黒板に幕屋の平面図を描くのを生徒に手伝わせる。至聖

所がどこにあり，それが何を象徴していたか説|ﾘ1できるよ

う助ける（『旧約聖書：創世記一サムエル記下」159-161'､:

ージにある「理解を深めるために」の注解と図を参照)｡大

祭司は年に一度，主の厳しい指示に従って至聖jTに入るこ
しよくざい

とが許されたことを話す。レビ16章には，贈罪の日と呼ば

れた日に大祭司が行うべきことが記されている。

生徒用学習ガイドにあるレビ15-16章のための活動Aを

させる。活動が終わったら，それぞれの質問に対する生徒

の答えについて話し合う。次の質問をする。
しょくざい

・曠罪の日の大祭司はだれの象徴ですか｡（キリスト）
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灘灘
はじめに

レビ記の最初の16章では，清くなることが採り上げられ

ていた。残りの章では，イスラエルが神の前に清くあり続

け，より聖<，また信仰深くあるにはどうすることができ

るかに焦点が当てられている。以下はこれらの章の概要で

ある。

蕊
蕊
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・17章一個人の聖さ

・18章一家族および性的関係における聖さ

●19-20章一会衆など，社会的関係における聖さ

●21-22章一神権における聖さ

●23-25章一聖さを奨励する祭典や神聖な行事

ラエルに避けるよう命じられた罪を見つけさせる。それら

の罪が当時普通に行われていたことを指摘する。次の質問

をする。
こんにち

●これらの罪は今日よく見受けられるものですか．

・末日聖徒はなぜこれらの行為を避けなければならないの

ですか。

二
’●26章一聖約を守る者にもたらされる祝福

●27章一個人の所有物を主にささげることに関する指示

●そのほか，主が行うように，または避けるように命じら

れていることで，世の標準と異なるものにはどんなもの

がありますか。（小冊子『若人の強さのために』によい

例が幾つか記されているc)

･教義と聖約53：2を読む◎主はわたしたちに何をするよ

う命じておられますか。

●それはあなたにとって簡単なことですか，それとも難し

いことですか。なぜでしょうか。

●この世的なものを捨てることで何が得られますか。

学び取るべき重要な福音の原則 ｒ
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・わたしたちは自分を愛するのと同じように隣人を愛する

よう命じられている（レビ19:18参照。マタイ5:43-

44も参照)。

・主は御自分の民が聖くなるのを助けるために、仙の邪悪

な習慣を遠ざけて生活するよう人々に命じられる（レビ

19-25章参照。特に20:26を参照)。

・神の聖約と戒めには，従順に対する祝福と不従順に対す

る報いが伴っている（レビ26章；申命28章：教義と聖約

130:20-21参照)。

八

ノ蟇呈L亨顯こ窪黙認二舐呼開
善い隣人がいるか，またなぜその人のことを善い隣人だ

と思うのか尋ねる。これまで自分や家族が隣人から受けて

きた親切な行いについて思い起こさせ，数人に紹介させる。

マタイ22：36-40を読ませ､二つの偉大な戒めを確認する。

これらの戒めを黒板に書き出し．次の質問をする。「旧約聖

書のすべての律法と預言者のすべての教えが，これら二つ

の戒めにかかっているのはなぜでしょうか｡」

レビ19:18および申命6:5を読む。次の質問をする。

・二つの律法が初めて教えられたのは旧約の時代でした。

これはあなたにとって驚くべきことですか。なぜでしょ

うか。また，驚くことではないのであれば，その理由も

答えてください。

・隣人を愛することはなぜ大切ですか。

o隣人とは，あなたの家の近所に住んでいる人だけですか。

・あなたの隣人にはほかにどんな人がいますか。

ルカ10:25-37を読ませ，ほかにどんな人がわたしたち

の隣人と言えるか考えさせる。次の質問をする。「自分と同

じくらい周りの人を愛していることを示すために，どんな

ことができるでしょうか｡」

数日以内に．隣人のために何か簡単な奉仕や親切な行い

をするよう勧める。最後に賛美歌「共に愛し合え」（｢賛美

歌』192番）を歌う。

’1

教え方の提案

レビ1B-20章。主は御自分の民に，この世の習慣から遠

ざかり，清い者また聖なる者となるよう求めておられる。

(20-25分）

生徒数が500人で，末日聖徒が1人しかいない学校を訪問

しているとする。次の質問をする。

・全生徒を見て，だれが末日聖徒か分かると思いますか。

・どのような特質あるいは特徴に注目しますか。

・この世的なものとは異なった存在となるために，どのよ

うな福音の教えが役立つと思いますか。

レビ18:2-5,27-30;19:1-2,37:20:7-8,22-

26を読み，次の質問をする。

・主はイスラエルに何を求められましたか。

・エジプトやカナンの人々の生活様式を取り入れずに生活

することは，イスラエルの人々にとってどのような役に

立ったと思いますか。

レビ記の以下の節から，少なくとも1節を生徒に割り当

てる｡19:3,4,9-10,11,12,13,14,15,16．17,18,

19,23-25,26,27-28,29,30,31-34,35-36;20:9,

10･以下の活動の後に，お互いの答えを比較させる。

1.その節に記されている戒めを見つける。

2．イスラエルの民が世の邪悪な習慣を遠ざけるべきことを

思い起こすうえで，この戒めに従うことはどのように役

立ったと思うか列挙する。
こんにち

3．今日その戒めを守るためには何ができるか考える。

レビ18:19-26および20:6,9-10を読ませ，主がイス
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八

八

レビ25章。ヨベルの年に，イスラエルは他人の負債を免

除するよう命じられた。これはイスラエルにとって，いつ
ゆる

の日か悔い改めた罪人に赦しを与えてくださるキリストの

象徴であった。(10-15分）

全員に，住居，交通，その他という3つの項目が書かれ

た紙を配る。それぞれの項目について平均的な支出額を書

１
１
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八
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雪､ゴローユ烏凸かせ､その合計額を計算させる。これが生徒たちの負債に｜クリスマスの季節だけでなく，常にハンター大管長の勧

なる。黒板に「今日はヨベルの日」と書き，次の質問をすI告に従うよう生徒に勧める。

る。「もしその紙に記されている合計額が自分の借金だとし1

たら，古代イスラエルが行っていたようにヨベルを祝いた

冗職鯉勇瀧繍認鯆驍好話J躍二弱謝二手講馬きな祝福を受け聖約”
25:10-17,25-27,35-37を読ませ，ヨベルを祝うとは：簡単な契約書を生徒に見せる。黒板に「もし～ならば」
どのようなことか見つけさせる。 ！「～する」と書き，以下の質問について話し合う。

『旧約聖書：創世記一サムェル記下』(199-200ページ)||●これら二つの言葉は契約とどんな関係がありますか｡

にあるレビ25章についての注解を読み聞かせた後,次の質1．契約には必ず「もし～ならば」という言葉が入っていま
間をする。Iす。それはなぜですか。

・ヨベルの年を過ごすことは、どのようにすばらしいでし｜・契約上の自分の責任を果たしたにもかかわらず｢~する」
ようか。Iという約束が果たされなかったとします。どう感じます

。もしあなたがお金を借りた側ではなく貸した側だったとi,か◎もしだれかが契約で交わした約束を果たさなかった

したら，ヨベルの年にはどのように感じるでしょうか。｜らどう感じますか。
しょくざい

・蹟罪はわたしたちに．どのような形で「ヨベル」の報いi主と交わしている契約や聖約について考えるよう求める。

をもたらしてくれますか。；教義と聖約82:10を読み，主がおっしゃられたことについ

、わたしたちの罪の代価を支払ってくださったイエス.キ’てどう感じるか尋ねる｡教義と聖約130:20-21を読み｡こ
』iれらの節はわたしたちの理解をどのように深めてくれるか

リストについて，どのように感じますか。
｜尋ねる。レビ26:3-4と26:14,16にある｢もし｣と｢で

生徒と一緒に､生活の中でヨベルの精神を実践するためiあろう」にしるしをつけさせる。これらの言葉と教義と聖
に何ができるか挙げる"教義と聖約64:9~11を読ませる。I約130:20-21の記述との共通している教えについて話し合
｢ヨベル」に対するわたしたちの責任について“これらの節｜う。
から何が分かるか尋ねる。

Iレビ26:3-12,14-28を読み，民の義に応じてイスラエ

ハワード･W･ハンター大管長は,1994年のクリスマス｜ルにもたらされるよう備えられていた祝福と災いを探させ
ﾒｯｾー ジで,このﾖべﾙの精神を強調した:大管長は次iる｡次の質問をする。
のように語った。「わたしたちはキリストへの愛と感謝の気：

持ちから｡『主がお与えになったように与えるよう懸命に努｜、あなたにとって最も重要な約束はどれですか｡それはな
力』しなければならない｡｣そして続けて以下の勧皆を与え｜ぜですか”
ている。 i。最もひどい災いはどれだと思いますか。それはなぜです

；か。

「このｸﾘｽﾏｽの季節に,仲たがいを解決しましよ■｜わたしたちに対する主の約束について話し合う(例えば，
う。忘れられている友人を捜し出しましよう。疑う気持iモーサヤ18:8-10;教義と聖約20:77;76:5-10参照)。

ちを捨てて信頼と置き換えましょう。手紙を書きましよiわたしたちが忠実ならば，神はすべての約束を果たされる
あかし

う。穏やかに答えましよう。青少年を励ましましよう。’ことについて証する。
言葉と行いによって誠実さを示しましょう｡約束を守り,|i

ねたみを捨て,傷つけられたときのことは忘れるのです◎｜
ゆる

敵を赦しましょう。謝りましょう。理解しようと努めまI

しよう。自分がほかの人々に求めていることをもう一度｜

考えましょう。ほかの人々のことを第一に考え，親切,i

そして柔和でありましょう。もう少しほほえみましょう。；

感謝の気持ちを表しましょう。見知らぬ人を歓迎しまし’
よう。子供の心を喜ばせましょう。大地の美しさと不思｜

議を楽しみましょう。愛を繰り返し伝えましょう。」｜

("@ToGiveofOneselflsaHolyGift,'ProphetTellsi

ChristmasGathering,.'ChurchNews,1994年12月10日｜

付，4）
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民数記は，イスラエルの民がシナイ山から約束の地の東

端に至る荒れ野を旅していた間の歴史を記録したものであ

る。荒れ野における40年間のうちの38年間が含まれており．

主がなぜこれほと慰長い間イスラエルの民を荒れ野にとどめ

おかれたかが説|ﾘ1されている。わたしたちは民数記から、

王がその子らに対してどのように対応されるか，またどの

ようにすれば約束された祝ﾈI,iを受けることができるかを学

ぶことができる。

モーセがイスラエルの「民を数える」ために行った2回

の人口洲査の話が含まれていることから，この書は「民数

記」と名付けられている（『聖句ガイド」「民数記」252ペー

ジ参照)。これらの人口調査では，戦いに出られる健康な男

性の数が調べられた。イスラエルは約束の地を与えられる

はずであったが，それは流血によってしか手に入れること

はできなかった。最初の人口調査（民数1－4章参照）の対

象となった人々は，残念ながら不従順のためにその義務を

果たすことができなかった。そして2度目の人口調査（民

数26章参照）のときまで．約束の地を受け継げるほど忠実

になることはできなかった。

民数記は3つに区分することができる。

1.1-10章には，シナイからの進軍についての指示と準備

が記されている。

2.11-21章には，イスラエルが荒れ野にとと､まっていたと

きの歴史が記されている。

3.22-36章には，ヨルダン川の東側で起きた出来事が記さ

れている。

！●わたしたちは聖約を通して自らを主に奉献することがで

きる（民数6章参照)｡

|・者'淵職副子遙に蝉巍儒を…”
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〆 民数1－4章。イスラエルの陣営の配置は，主と主の業

そして主の王国を自分の生活の中心に置かなければならな

いことを民に思い起こさせた。【30-40分）

教室内を以下に示したイスラエルの陣営の「宿営の配置」

と同じIWd置にしておく。教室の中央に毛布を敷いて幕屋を

表すか，黒板に図を描く。生徒が12人以下の場合は，一人

の生徒に2部族以上を代表してもらう。それぞれの壁に東

西南北を示すしるしをはる。
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0 民数1-10章 南

レベンの柑営：15万1.450人J
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生徒が教室に入って来たら，彼らを「イスラエルの宿営」

に歓迎し，一人一人にイスラエルの部族の名前が書かれた

カードを渡す｡l'1じ部族を荊り当てられた生徒|而I士で集ま

って一緒に民数記2章を読むように指示する。自分たちの

部族が宿営のどこに配置されているか見つけさせ，教室の

該当する場所に座らせる。全員が着席したら，イスラエル

の民がシナイの荒れ野を旅したことを説明する。民数記1章

を調べて，自分が代表している部族の人数を見つけさせる。

何人かの生徒に以下の質問をする。

o荒れ野の中で、これほど大勢の人々を世話する責任を負

ったとしたら，あなたはどう感じますか。

・そのような責任は，あなたの祈りノノや主に助けを求める

方法にどのような変化を生じさせるでしょうか。

宿営の配置について話し合うときに，以下の質問をする。

・宿営の中心には何がありましたか（民数2：2参照)。

・主はイスラエルの人々を，幕屋を取り囲むように配置さ

れました。なぜでしょうか（｢旧約聖書：創-l1t記一サム

へ

糾気掘削vi：

はじめに

イスラエルの「民の数」を記録した人口調査に加えて．

民数1-10章にはモーセの律法の一部として追力||された指

示が含まれており，イスラエルが進軍し宿営する際の民の

配置について記されている。またこれらの章では，レビ族

が幕屋で仕えるように選ばれたことが記されており，さら

にイスラエルの陣営がシナイから約束の地に向けてどのよ

うに進'｢li:を開始したかについても述べられている。

学び取るべき重要な福音の原則

・
圭
‐
浄
噂

１
．
傍
１

＝ｮ

・わたしたちは，主と主の業，そして主の王国を生活の中

心に樹かなければならない（民数2章参照)。

・神権を持つ者によって神から召され聖任された者だけが，

有効な儀式を執行することができる（民数3:5-13参照)｡

・真の怖い改めには，告白，償い，および罪を捨てること

が求められる（此数5：5－7参照。教義と聖約58：43も

参照)。
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する責任はだれにありますか。（ビショップ，支部会長，

ステーク会長，伝道部会長）

神権指導者を招待して，アロン神権を尊ぶことがメルキ

ゼデク神権に備えるうえでどれほど大切か話し合ってもよ

いし，神殿の聖約を通して祝福を受けられるようすべての

会員を備えるために，神権がどれほど大切か話し合っても

よい,童，

エル記下」209-210ページにある民数2章および3章につ

いての注解を参照)。

・わたしたちが生活の中心に置くものは，天の御父との関

係にどのような影響を与えるでしょうか。

・自分の生活の中心にあるものは何でしょうか。どうした

らそれが分かるでしょうか。

オーバーヘッドプロジェクター，紙，または黒板を使っ

て，進軍の配列を示した以下の図を見せる。

A

A

民数G章。わたしたちは聖約を通して，自らを主に奉献す

ることができる。(10-15分）

七十人会長会の一員であったデイーン･L･ラーセン長

老の以下の言葉を読ませる。

進軍の配列

固 圏四目

国囹譲團蕊圃蕊
今ち今びと

囿團固圃

こんにち

「今日，教会の青少年の中に，世の風潮を追い求める

傾向が多少見られます。わたしたちは必ずしも世の先端

を行っているわけではありません。しかしある面では，

さほど遅れているわけでもないのです｡」（『聖徒の道」

1983年7月号,63参照）

A

ラーセン長老の言葉はどのような点で真実を言い当てて

いるか尋ねる。一人の生徒に当時十二使徒定員会会員であ

ったスペンサー．W･キンボール長老の以下の言葉を読ま

せる。

以下の質問をする。

・進軍の配列はイスラエルの人々にとってどのような意味

があったのでしょうか。

・それはわたしたちにとってどのような意味を持つでしょ

うか。

主を日々の生活の一部とするよう生徒を励ます。

民数1－4章。神権を持つ者によって神から召され聖任さ

れた者だけが，有効な儀式を執行することができる。(10-

15分）

民数1：47-53を読ませ，人u調査の対象とならなかっ

た部族とその理由を見つけさせる｡生徒とともに民数3：

5-12,25-26,30-31,36-38:4:5-16を読み，主が祭

司およびレビびとに命じられたことについて話し合う。彼
こんにち

らの義務を今日の執事，教師，祭司の義務と比較する（教

義と聖約20:46-60;lO7:8-20,85-88参照)。次の質問

をする。「現代においてアロン神権の務めを果たすことと，

昔のレビびとに与えられていた大きな名誉と特権とは，ど

のように似ていますか。」アロン神権者の一人に，神権の務

めを果たすことについて感じていることを話させてもよい。

民数3：38を読み，以下の質問をする。

・モーセとアロンはどこに天幕を張るように指示されまし

たか。それはなぜですか。

●かつてモーセがしたように，現代において神殿を建て，

そこで働く儀式執行者に権能を付与する責任はだれにあ

りますか。（預言者｡)

・古代の祭司やレビびとがしたように，現代において「ほ

かの人」や許可されていない人が神殿に入らないように

「わたしたちは異なっています。わたしたちは特異な

民です。わたしたちが常にほかとは異なった，特異な民

であるようにと願っています｡」(htf'eWoI耐加tⅣOt

ofIt,BrighamYoungUniversitySpeechesofthe

Year[1968年5月14日],10)

A

以下の質問について話し合う。

・この言葉はあなたにとってどんな意味を持っているでし

ょうか。

・人と異なっていることは，どのような点で難しいでしょ

うか．

・主の方法に従って，ほかとは異なった生活を送ることを

決意した人には，どのような祝福が与えられるでしょう

か国

民数6：2を読ませる。主と特別な聖約を交わした人々に

は，どのような称号が与えられただろうか。次の質問をす

る。「『聖別jされていることと『異なっている」ことには

どのような類似点があるでしょうかc」「ナザレ人(Naza-

rene)」すなわちナザレの町の出身者と「ナジルびと(Naz-

arite)」とは同じではないことを説明する（『旧約聖書：創

枇記一サムエル記下』212ページにある民数6:1-21につ

いての注解を参照)。

生徒とともに以下の参照聖句を読み，ナジルびとにはど

のような人がいたか調べる。

●士師13:5,24

A

A

A

閻
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・サムエル上1:11,19-20,28

●ルカl:13-15

民数6：3－8を読ませ，ナジルぴとが立てた3つの具体

的な誓いを見つけさせる。民数記6章の中で「聖別」とい

う言葉がｲ11回出てくるか数えさせる。(121[II｡)次の質問を

する。

・聖別されていることはあなたにとってと等のような意味が

ありますか。

・自分を世の中から聖別または区別するために，教会員は

何を約束しているでしょうか。

教会員はどのような点でほかの人々と異なっているか話

し合う。ゴードン･B･ヒンクレー大管長の以下の言葉を

読む。

・信仰を持ち，主を信頼するなら，わたしたちは主が命じ

られるすべてのことを成し遂げることができる（民数

13:1-14:12参照。lニーフアイ3:7も参照)。

・主が命じられたことは｛命じられたときに行うことが

大切である（民数14:40-45参照)。

・教会指導者に反抗したり反論したりする人は，神に反抗

しているのと同じである。そのような人は悔い改めなけ

れば災いを受ける（民数16-17章;20:1-11,13;

21:4-6参照。3ニーフアイ28:34;教義と聖約121:

16-22も参照)。

o主は，イスラエルの人々を御自分のもとへ招くことで祝

福を授けられた（民数21:4-9参照)。

教え方の提案
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民数11章。霊的な事柄を捨てて肉欲を優先することは，

霊の死を招く。(30-35分）

黒板に「霊」および「肉体」と書く。以下の質問をする。

・肉体の炳気はなぜ起こりますか。

・死に至る可能性のある病気としてどのようなものが挙げ

られますか。

肉体の荊気が死を招くように，霊の病気は霊の死を招く

ことを説明する。2ニーファイ9:10-12を読ませ，霊の死

を経験するとはどういう意味かを見つけさせる(The

GrearP/al]ofHappmess,13も参照)。

それぞれの生徒に次の二つのリストを作らせる。最初の

リストには肉体の健康を維持するために24時間以内に行っ

たこと，2番目のリストには霊の健康を維持するために行

ったことを書かせる。現在，自分の霊と肉体では，どちら

がより良い状態にあるか考えさせる。

以下の質|川をする。

・霊を「養う」ために，毎週何ができますか。
せいさん

・聖餐を通して，わたしたちは霊に養いが必要であること

を思い起こすことができます。なぜでしょうか。
せいさん

･聖餐が象徴しているものは何ですか｡(イエス。キリス

トの体と血｡）

出エジプト16:14-15を読む。次のことを調べる。「イス

ラエルの民が主に依存していることを日々思い起こせるよ

うに，主は何をお与えになったでしょうか｡」ヨハネ6：49,

51を読み，マナがどのような意味でイエス・キリストを象

徴していたか話し合う。

黒板に「飢える」および「欲する」と言く。この二つの

言葉が，どのような点で似ていて，どのような点で異なっ

ているか考えさせる。3ニーファイ12:6を読ませ，主がこ

の聖句で「飢え」という言葉をどのような意味で用いてお

られるか，また飢えている人に何が約束されているか説明

させる。民数11:4-9を読んで「欲心」という言葉を見つ

けさせる。次の質問をする。

・モーセが民のことを肉に「飢えていた」とせずに「欲心

を起こし〔た〕」と州写したのはなぜだと思いますか。

「もしわたしたちが，自分たちの価値観を捨てること

なく，受け継ぎの上にさらに打ち建てるならば，また、

主の前に従順に歩みひたすら福音の教えに従って生活

するならば，わたしたちは驚くほど豊かな祝福を受ける
かぎ

でしょう。わたしたちは，天与の幸福への鍵を見いだし

た特異な民として，世間の注目を浴びるでしょう。」

(｢聖徒の道』1998年1月号,79参照）
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戸
冒
》

民数記11-21章には，イスラエルが荒れ野にとどまって

いた間の歴史が，3つの時期に分けて記されている。

1｡シナイ山からカデシに近いパランに至るまでの時期（民

数10:10-14:45参照）

2．約束の地に入ることを拒まれたときから，約38年後に再

びカデシに集合するまでの時期(15-19章参照）

3．カデシからホル111への進軍(20-21章参照）

後半の章で見られるように，イスラエルの人々は約束の

地に向かって移動するにつれ，より忠実さを増していった。

識へ

再;・弘蕊對
ヨー学，

一%､

学び取るべき重要な福音の原則
L私

君'1lL4－
~，J’駒'' ●主はわたしたちの望みに応じて祝福を与えてくださる。

わたしたちは正しいことを祈り求めるように注意しなけ

ればならない（民数11:18-20,31-35参照。サムエル

上8：5，20－22；ヤコブ4:14;アルマ29:4も参照)。

・人は自分のために11fl人的な啓示を受けることができる。

しかし，教会全体のための啓示は預言者しか受けること

ができない（民数11:16-12:15参照)。
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I

を読ませる。。「欲」という言葉にはどんな意味がありますか。（辞書

で意味を調べてもよい｡）

・「肉」という言葉は何を象徴していると思いますか。

（食物の「肉」だけでなく、「肉体の欲求」も表している｡）

民数ll:10-15を読ませ，民の不平に対してモーセがど

う対応したかを説明させる。ll章の残りの聖句を読ませ，

主がモーセと民に語られた言葉と、主が教えられた霊的に

重要な原則に特に注目させる。民数ll:16-17,24-29と

民数ll:18-20,31-34を読んで比較する。これらの聖句
みたま

は御霊と「肉」についてどのようなことを教えていると思う

か尋ねる。ローマ8:5-14を読み，パウロの教えがどのよ

うな点で民数記ll章にある物語の解説と言えるか説明する。

米国では，政府が健康を維持するために必要な食物やビ

タミンなどの「一日当たりの推奨摂取量」を公表している。

クラス全体で，霊の健康を維持するために必要な事柄の一

日（または一週間）当たりの推奨摂取量を作成する。この

活動のために以下の聖句が役立つだろう。

●ヨハネ4:13-14,31-34

･ヨハネ6:51-58

●2ニーファイ9:50-51

●2ニーファイ32：3

o3ニーファイ12:6

七十人のL･ライオネル・ケンドリック長老はこう語っ

ている。

A

「預言をするのはだれだろうか。啓示を受けることが

できるのはだれだろうか。示現や天の現れはだれに与え

られるだろうか。十二使徒定員会の会員だけではなく，ビ

ショップやステーク会長だけでもなく，教会指導者だけで

もない。人を偏り見ることなくそのすべての子らを愛して

おられる神は，その声に心を留めるすべての人に語りか

けられる。預言はすべての人のためのものである。男性，

女性,子どもたち，真の教会に属するすべての会員のため
あかし

のものである。そしてイエスの証を持っている人には預言

の霊がある。なぜなら｢イエスのあかしは,すなわち預言

の霊である』(黙示19:10)からである｡｣(Doctrina/New

TestamentCbmmentary,第2巻,387)

A

＃
エ ‐竃

以下の質問をする。

・預言者が持っている預言の霊と，そのほかの個人が持つ

ことができる預言の霊には，どのような違いがあると思

いますか。

・複数の人が教会全体のために啓示を受けたと主張した

ら，どのような問題が生じると思いますか。

・教会全体を導く預言者，聖見者，啓示者は一人しかいな

いという知識は，どのように役立つと思いますか。

ダリン･H･オークス長老の以下の言葉を読んで話し合

う。
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１
４
ｌ
ｑ
ｌ
制
‐
Ⅷ

「聖典は人の魂に栄養を与える霊の食物であり，肉体

のために食物を摂取するのと同じくらい大切です｡」

(『聖徒の道」1993年7月号,14)

「教会の大管長だけが，教会全体を導くための啓示を

受けます。ステーク会長だけが，ステークに特別な指導を

与えるための啓示を受けますbワードのために啓示を受け

るのはビショップです。家族のために啓示を受けるのは

その家族の神権指導者です。指導者は，自身の管理の職

に対する啓示を受けますb個人は自分自身の生活の導き

となる啓示を受けることができます｡」("Revelation,"

BrigllamYoungUniversityl981-82Firesideand

DevotionaﾉSpeeclles[1982年],25)

１
Ｊ
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１
Ｗ
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１
１

民数11－12章。人は自分のために個人的な啓示を受ける

ことができる。しかし，教会全体のための啓示は預言者し

か受けることができない。（30-40分）

教会の総大会で、預言者，聖見者，稗示者として支持を

受ける人が15人いることを指摘する（例えば．最新の「リ

アホナ』5月号にある教会役員の支持を参照)･生徒にそれ

らの人々の名前または召されている責任を挙げさせる。（大

管長会および十二使徒定員会｡）

民数11:11-14を読ませ，モーセが主に訴えた二つの問

題が何だったか答えさせる。（民が肉を食べたがっていたこ

と，モーセが自分の責任を果たすうえでの助け手を求めた

こと｡）民数11:16-17,24-29を読み，主がモーセを助け

るために何をされたか見つける。以下の質問をする。

・モーセはこれら70人の助け手を何と呼びましたか。（預

言者。29節参照｡)

・モーセは，預言者が何人必要だと言いましたか。

『旧約聖書：創世記一サムエル記下』(214ページ）にあ

る民数11:16-17,24-29についての注解を紹介する。生

徒の一人にブルース．R･マッコンキー長老の以下の言葉

叩
１

A

I

民数12:1-2を読ませ，以下の質問をする。

・預言者になりたいと望んだのはだれですか。

・彼らはどのようなことを主張しましたか。

・12章に記されているミリアムとアロンの行動，およびll

章にある70人の長老たちの行動とでは，どのような点が

異なっていましたか。（70人の長老たちは，主から授か
たまもの

った賜物を自分たちの召しの範囲内で用いた。しかし，

ミリアムとアロンは，自分たちの召し以上の力を求め，

主に選ばれた指導者を批判した｡)

・ミリアムとアロンの主張に対して，主はどのように対応

されましたか(4-10節参照)。

・これらの聖句から，モーセまたは主の代弁者が召されて

1
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いる職について、何が分かりますか。

、主の指導者を批判することについてどんなことが分かり

ますか（教義と聖約l:14も参照)。

当時-'一二使徒定員会会員であったハロルド．B・リー長

老の以下の言葉を紹介する。

望辛子_

●主がわたしたちに示されるすべてのことについて，主を

信頼し，ヨシュアやカレブのような態度を持つように生

徒を励ます。

一

へ

鶴号娯聴撒:譜｣制需舅駕亘
40分）

袋の中から，勢いよくおもちゃのへびを取り出す。もし

用意できなければ，へびの絵を見せる。へびを怖がる生徒

に，なぜ'|布いのか説明させる。次の質問をする。

・へびが毒を持っているかどうか，何で判断しますか。

（きばの椛類，頭の形、色または皮の模様｡)

・毒へびにかまれたときに，どのような処置をすればいい

と思いますか。

「毒へび用救急箱」と耆いた箱の中にイエス・キリスト

の絵を入れておく。この箱を生徒に見せ，箱の中に毒へび

にかまれたときのための治療薬が入っていることを伝える。

民数21:4-9を読ませ、イスラエルの人々に起きた出来

事を説明させる。この1IH来事について，モルモン書の預言

者がさらに詳しく教えていることを説明する。1ニーファ

/r17:41とアルマ33:18-22を読ませ，聖書の記述には見

られない事柄を挙げる。次の質問をする。

・イスラエルの民の一部が.=flilのへびを見るのを拒んで

死を選んだのはなぜでしょうか(lニーフアイ17:41;

アルマ33：20参照)。

・エデンの園にいたへびはだれでしたか。

「毒へび用救急箱」の中に何が入っているか当てさせる。

箱を開けてイエス・キリストの絵を見せる。次の質問をす

る。「救い主はどのようにしてへびの力を打ち砕かれたでし
しよくざい

ようか｡」（順罪を通して｡）

「わたしは，自らの経験から学んだことについて皆さ
あかし

んに証を述べたいと思います。この教会の指導者を批判

する人は，霊の病の徴候を示しているのであり，もしそ

のような態度を改めなければ、ついには霊の死を招くこ

とになるでしょう。」(ConferenceReport,1947年10月

号、67）
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民数13－14章。信仰を持ち，主を信頼するなら，わたし

たちは主が命じられるすべてのことを成し遂げることがで

きる。(40-50分）

注意：この教え方の提案をより効果的なものとするために，

何人かの生徒の親に，子どもにあてて手紙を書いてもらう。

手紙には，自分が主の戒めに信頼を寄せている理由を記し，

たとえその戒めが即解できないものや，とても豚|難なもの

であっても，主の命令に対する信頼は変わらないことを強

調する。手紙は，後に教え方の提案で指示された時点で利

用する。

民数記13-14章の学習を始める準備として，生徒川学習

ガイドの13-14章の導入にある質問を活用する。出エジプ

ト記以降の記述で，主がイスラエルの人々のために行われ

たことの中から，不可能だと,IL(われたことや奇跡だと思わ

れたことを生徒と一緒にリストにする。次のように尋ねる。

｢主がそのような方法で，イスラエルを祝福されたのはなぜ

でしょうか｡」（例えば，出エジプト6：6－8参照｡)13-14

章を通して，それらの奇跡が当時の民の信仰にどのような

影響を与えたか理解することができる。

民数13:17-14:10にある密偵の物語を読ませる。読み

終えたら，約束の地に攻め入るよう当時のイスラエルの民

を説得する手紙を書かせる。何人かの生徒に耆いたものを

発表させる。

準備してあれば、親からの手紙を2通，親や生徒の名前

は明かさずに読む。次のことを指摘する。「わたしたちにと

ってイスラエルがどうすべきだったか判断するのは容易に

思える。しかし，主がわたしたちに行うよう求めておられ

ることに関しては，現代のわたしたちも，当時と|可じよう
こんにち

な試しに直面している｡」民数14:1-4を読ませ，今日の

人々が取ると思われる言動について簡単に書かせる。

全員で民数14:21-39を読み，不信仰が原因で民にどの

ような罰が下ったか洲くる。次の質問をする。
こんにら

・不信仰な人々は，今日どのような罰を受けますか。

・わたしたちにとって，約束の地が象徴するものは何です

か。
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生里

蔓.一議Iらない（民数22-25";31:8,16参照。マタイ6:24;

lテモテ6:10も参照)。

・旧約聖耆には，イエス・キリストの来臨についての詳し

い預言が記されている（民数24:14-19参照。モルモン

害ヤコブ7:11も参照)。

・娘後まで忠実に堪え忍ぶことによって，わたしたちは約

ヨハネ3:14-15とヒラマン8:13-15を読み，以下の質

問をする。

・青銅のへびについての出来事は，何を象徴していました

か。

・イエス・キリストに目を向けるとき，どのように霊的な
いや

癒しを受けると思いますか。
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束の地において嗣業を得ることができる（民数26：63-

65参照。民数14:1-39;へブル11:8-10;アルマ37:

38-45も参照)。

教会指導者は神によって召され彼らが仕える人々によ

って支持され，正当な権能を持つ者による按手によって

任命される（民数27:18-23参照。信仰箇条l:5も参

Ⅱ研一

o現代において，へびにかまれて死んだイスラエル人と同

じような人々がいますか。それはどのような人々ですか。

（『旧約聖書：創世記一サムエル記下』228ページにある

民数13-36章の「理解を深めるために」に掲載されてい

るボイド･K･パッカー長老の言葉を読む｡)

・肉体の死から救われるために，青銅のへびに目を向ける

ことが大切でした。では，永遠の命と昇栄を得るために

は何をすればいいと思いますか。

。わたしたちが教会で行うことの多くは，いわゆる「簡単

なこと」です。わたしたちが行う簡単な行動の中で，永

遠の命を得るのに役立つものには，どんなものがありま

すか。（例えば，両親を敬い従うこと，家庭の夕べなど

の家族の活動を助けること，慎み深い服装をすることな

ど｡)

・青銅のへびを見ることによってイスラエルの人々が肉体
いや せいさん

的に癒されたように，聖餐を受けることによってわたし

たちは霊的に癒されます。どのように癒されるのでしょ

うか。
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民数22－25章，31章。神に仕えるためには，この世的

な望みを捨てなければならない。（50-60分）

黒板に「裕福になることは罪でしょうか」と書く。生徒

の符えに対して，その理由を尋ねながら話し合う。lテモ

テ6:10とモルモン書ヤコブ2:18-19を読ませ，富と義に

ついて主が語られたことについて話し合う。今日のレッス

ンでは，富に執着したためにすべてを失ってしまった人の

興味深い物詔について学ぶことを伝える。

民数記21章には，イスラエルの氏がアモリびとの王シホ

ンとバシャンの王オグを打ち破ったときの記録が記されて

いると伝える。この出来事はミデアンぴととモアブぴとを

恐れさせたcそのためミデアンぴととモアブぴとは，イス

ラエルを打ち払うことができるように同盟を結んだ。

時間があれば，民数記22-24章にあるバラムの物語を読

むとよい。まず個人またはグループに，以下の質問に答え

させる◎続いてクラス全体でその答えを確認し，必要に応

じてこの出来事について話し合う。『旧約聖書：創世記一サ

ムエル記下』（224-226ページ）にある民数記22-24章につ

いての注解をコピーし，利用できるようにする。
しもべ

･バラムとはどのような人物でしたか。彼は本当にｷ'|'の僕

でしたか（『聖句ガイド』「バラム」210ページ参照)｡

●バラクはバラムに何をするよう求めましたか（民数22：

1－6参照)。

・バラクが自分の神に助けを求めなかったのはなぜです

か。

・主はバラムに行かないよう命じられたにもかかわらず，

なぜバラムはバラクのところへ行こうとしたのですか

（民数22:7-21参照)。

・ifはバラムに行ってもかまわないと言われました。しか

し主は，バラムが行ったことに対して怒りを示されまし

た。なぜでしょうか（民数22：20－22参照)。ジヨセ

フ・スミス訳〔英文〕では，民数22：20は「立ってこの

人々と一緒に行きなさい」から「あまたが望むなら，
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, へ イスラエルの民が40年間荒れ野をさまよった後，主は彼

らがヨルダン川の東側の野営地に集合することを許された。

イスラエルの民は，そこで約束の地に入るための準備をし

た。彼らはまずモアブぴとおよびミデアンびとと戦うよう

命じられ（民数22-25章参照)，イスラエルの軍勢を構成す

る人々を数えるために2度目の人I1調査が行われた（民数

26章参照)。

ミデアンびととモアブぴとに勝利すると，モーセは領土

を分けて，マナセ，ガド，そしてルベンの部族に嗣業を与

えた（民数31:1-32:15参照)。イスラエルの人々はつい

にヨルダン川を渡り，主からの嗣業を受ける備えができた。

民数記は，約束の地を手に入れることに関して，モーセが

イスラエルに与えた勧告で結ばれている（民数33：50－

36:13参照)｡
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話芯 立ってこの人々と一緒に行きなさい」（強調付加）へと

変更されている。つまり行くかどうかは，バラムにゆだ

ねられていたのである。

・ろばには主の使いが見えましたが，バラムには見えませ

んでした。なぜだと思いますか。なぜ，ろばは話すこと

ができたのでしょうか（民数22:22-30参照)。

⑲ろばの口を開くことと，バラムのFIを開くことでは，ど

ちらがより難しかったと思いますか（民数22：27-33参

照)。このことから何が分かりますか。

⑲バラムがイスラエルを祝福するために遣わされたのであ

れば，なぜ彼はバラクに手の込んだ犠牲をささげるよう

求めたと思いますか（民数23:1-24:13参照)。

o民数24:14-19で，バラムはだれについて預言している

と思いますか。

・イスラエルを，偶像崇拝やモアブの娘たちとのみだらな

行いへと至らせたものは何だと思いますか（民数25：

1-5参照)。

・ピネハスとはどのような人物でしたか。彼はどのような

行いを通して，主の「平和の契約」を受けることになし）

ましたか（民数25:6-13参照)。

・イスラエルが。ミデアンおよびモアブの同盟と戦うため

に出て行ったのはなぜですか（民数25:16-18参照)｡

oバラムが殺されたのはなぜですか（民数31:8,16参照)。

当時七十人会長であったブルース･R・マッコンキー長

老の以下の言葉を紹介する。

へ

窪

一､LH

へ

凸醇

ITLh

マタイ6:19-24をともに読み，次のことについて話し合

う。「生活の中で主を第一としながら，物質的に恵まれた生

活をおくるために努力するにはどうしたらいいでしょう

か｡」この世の物質的なものは必要であるが，それらを永続
あかし

するものに優先させてはならないことを証する。

識､o
r・ヨ、

～

民数24：14－19．｜日約聖書には「イエス・キリスト」

という名前は出てこない。しかし，この古代の記録には，

主についての詳しい預言が数多く含まれている。(10-15

分）

黒板に次のように書く。「主のすべての預言者は

錨§‘'
Jrf剛IL

蕊珊で、》‘‘

のことを証しています｡」空柵に正しい
一‘

雄，坪卿…’
､1'~1,

J誠hE-
旬'Y

;:職‘:＃

と思う稗えを入れさせ，次にモルモン書ヤコブ7:11を読

んで正しい答えを見つけさせる。救い主の絵を見せ，次の

ように尋ねる。「イエス・キリストはなぜ人類にとって最も

大切な人物なのでしょうか｡」『聖句ガイド」を開き，「イエ

ス・キリスト」についての関連項目とキリストを示すすべ

ての称号を挙げさせる。

旧約聖書にイエス。キリストという名前は出てこないが，

そこにはキリストについての注目すべき預言が数多く記さ

れていることを説明する。民数24:14-19を読み，この預

言に記されているイエス・キリストに関する詳舟IIIを黒板に

挙げる。以下のようなリストになるであろう。

o主はバラムの時代よりずっと後に来られる(17節参照。

マタイ2:lも参照)。

・主はヤコブの子孫としてお生まれになる(17,19節参照。

ルカ3：23-34も参照)。

・主の来られるしるしとして星が現れる（17節参照。マタ

/f2:1-2も参照)。

・主は「つえ」を持つ王となられる(17節参照。イザヤ

9：6も参照)。

●主はその敵に対して大いなる力を持たれる(17-19節参

照。2テサロニケ2：8も参照)。

・主は大いなる権威を持たれる(19節参照。教義と聖約

29:11も参照)。

｜~わたしたちはしばしば，教会からはっきりとした指

針を与えられていながら，バラムのように世の報酬を追

い求めることがある。その結果，次のような答えを得る
ばくだい

のである。『もしあなたが莫大な富や，世の誉れを得た

としても，主に仕える気持ちを失わないようであれば，

自分の思うままにしなさい。」そしてわたしたちは，神

の王国のことを第一に行っていたときほど，物事がうま

く行かないことに頭を抱えるのである。……
あかし

かつて強く揺るぎない証を持っていた人々が，富と権

力のためにその判断力をゆがめられ，この世における主

の目的と御心に反する行いをするようになったという例

を皆さんは御存じであろう。

かつては神から霊感を受け，雄々しく歩んでいた預言

者バラムは，永遠の富ではなく，この世の富を追い求め

たため，最後には身も霊も滅ぼしてしまった｡」（｢バラ

ムから学ぶ教司||」「聖徒の道』1979年8月号,35-36参照）
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黒板に書かれている質問を使ってまとめながら，以下の

質問をする。

●バラムはどのような過ちを犯しましたか。

●バラムが得たこの世の富は，彼に幸福をもたらしました

か｡
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△数期-36蕊

預言の中でまだ成就していないものはどれか生徒に尋ね；。この聖句から，主の約束と罰について何が分かりますか。

‘･ﾖｼｭｱとｶﾚブについて.わたしたちは何を知っている。

民数26-2ﾌ章。戒めを忠実に守って最後まで堪え忍ぶこJますか。
とにより，わたしたちは約束の地において嗣業を得ることi民数27:15-23を読ませる。次の質問をする。
ができる。（25-30分） ｜・モーセはイスラエルの人々を約束の地に連れて行くのに

以下の質問をする､}備えて，主にどのようなことを願いましたか。

。「約束の地」という言葉を聞いて何を思い浮かべますか。｛・ヨルダン川を渡るときに，イスラエルの民を導いたのは
Iだれですか。

・約束の地とは何ですか。

≦・ヨシュアは，どのようにしてイスラエルを導く権能を授
・それはなぜあなたにとって約束の地なのですか。

；かりましたか。

。それを手に入れるために，あなたは何をしたいと思いまI≧んにち
I・ヨシュアに権能が授けられた方法と，今日権能が授けら

すか。
iれる方法とは，どのようなところが似ていますか（『旧

以下の聖句を読ませ、共通する言葉や原則を見つけさせI約聖書：創世記一サムェル記下』226ページにある民数
る。申命6:1-3;へブル1l:8-10;lニーフアイ2:|27:18-23についての注解を読む)。
20;17:13．次の質問をする。

；民数27:12-14を読ませ，モーセが民を率いてヨルダン

･これらすべての節に共通しているものは何ですか(約束｜川を渡らなかった理由を見つけさせる。メリバの水につい
の地)。，，ての出来事を簡単に復習し，『旧約聖耆：創世記一サムエル

oそれを得るために何をしなければならないと記されてい1記下』（223ページ）にある民数20:2-13についての注解か

ますか（戒めを守る)。；ら，この出来事に関する解説を紹介する。モーセがこの出

・古代のイスラエルにとって，約束の地とは何でしたか；来事のために｡約束の地に入ることができなくなったのは
iなぜだろうか。モーセは自分の使命をすでに成し遂げてい

（『聖句ガイド』地図3参照)｡
iたこと，そしてイスラエルをカナンへと導くのはヨシュア

主はイスラエルの人々 を約束の地へ導くために､彼らをIの使命であったことを説明する“
奴隷の状態から救い出されたことを説明する。カナンの地I

を探りに行った密偵の話を簡単に復習する。民数13:31-i!モーセに何が起きたか尋ねる（マタイ17:1-3;アルマ
33を読み，当時イスラエルが約束の地に入れなかった理由!45:18-19参照。また『旧約聖書：創世記一サムエル記下』

’223,252ページにある民数20:2-13と申命34:5についてを見つける。以下の質問をする。
iの注解から，これに関する解説を紹介する)。モーセは，救

・密偵の報告に対するイスラエルの反応を，最もよく言いIぃ主が地上でその務めを果たされるときに．自らが成し遂
表す言葉は何ですか（恐れ)。 iげるべき重要な使命に備えてその身を変えられたことにつ

あかし

。戒めを忠実に守ろうとするとき，恐れはどのような影響iいて証する。モーセは古代の使徒たちにイスラエルの集合

｜の蕊を渡し.後に預言者ジョセフ．スミスにもその鍵を渡を及ぼしますか。

民数14:28-31を読む。恐れを抱いたイスラエル人に，冒したことを説明する。
神が下された罰を見つける。！’主に従順で，忠実であろうと努力するときに，モーセや

民数記26章のころまでには、主がイスラエルを罰せられiヨシユアやカレブの模範に従うよう生徒を励ます。そうす
てから40年近くが経過していたことを説明する。モーセは1れば､鐡鶉j走も日の栄えの王国で約束の嗣業を得るであろう
約束の地に入るのに備え、再度イスラエルの兵士の数を調’ことを証する。最後に｢み旨のまま行かん」（『賛美歌』172
べた。民数26:63-65を読み，生き残って約束の地に入れi番）を歌うか，その歌詞を読むこともできる。
たのはだれか調べる｡以下の質問をする｡

・これらの人々が，生きて約束の地に入ることを許されたi

のはなぜでしょうか。ほかの人々が同じことを許されなi

かつたのはなぜでしょうか。
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・主はわた主はわたしたちに，什分の一とささげ物をささげるよう

に命じておられる（申命14:22-29;15:7-11参照)｡

わたしたちは，占いHI|jや超自然的なものではなく,#'l'と

預言者に真理を尋ね求める必要がある(II-1命18:9-22

参照。教義と聖約l:37-38も参照)。

神の戒めに対する従順は祝福をもたらし，不従順は悲し

みをもたらす（申命28:1-45;30:15-20参照)。

主は．御自身の子らと交わした聖約を通して彼らを祝福

される（申命29:1,9-14,21,25;31:16,20参照)。

聖文は礼拝の正しい方法を教えている（申命31:9-

13;33:9-10参照)。
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参照

瀞 はじめに ●

帝糘副

「申命記」にあたる英語のDeuteronomyは，ギリシャ

語のdeurero(｢第二の｣）とn()mos(｢律法｣）が合わさっ

た言葉で，「第二の律法」または「律法の写し」という意味

がある。キリスト教の世界では、（最初のギリシャ語訳「旧

約聖書」である）七十人訳聖書からこの説|ﾘ]的な表題を取

り入れている。へプライ語の111命記の表胆であり､III命記

(英文）の最初の2語「これらが言葉である」の原文となる

EiﾉehHadvareemを起源とするものではない。

q】

熱
1ｺ

箸.貰箪、

熱
教え方の提案

重

恐熱 ⑧!蹴誹藤蝋諒菩碧王煽
家の概観をまとめている（教え方の提案『｢Ⅱ'約聖耆」ビデ

オガイド』を参照)。

へ

_乞茸

『･芝鐵ソ，

申命1：1。わたしたちには，福音の聖約を思い起こさせ

てくれるものが必要である。(5-10分）

何か珍しいものを柵くための詳しい説明文を用意する。

説明文は，一度聞いただけではf!|!解できないくらい詳細な

ものにしておく。その結果，何の絵を描いたらいいか完全

に理解するために，教師に説明を繰り返すよう頼む必要が

でてくる。絵を完成させる必要はないが、繰り返し説明を

受けることの必要性を生徒が実感できるようにする。この

活動は2－3分で終える。

説明を繰り返すよう求められたら，なぜ｛11度も説|ﾘlを聞

く必要があったのか話し合う。この手引きの冒頭にある

｢申命記」についての説明と『聖句ガイド」の「申命記」に

ついての記述を読む。次の質問をする。

・申命記と今行った活動とは、どのような点が似ているで

しょうか。

●モーセがイスラエルの民に，彼らの歴史，律法，そして

民に対する主の約束を思い起こさせたのはなぜだと思い

ますか。

以下の質|川について1冊し合う｡

●わたしたちはこれまでに，正直になるように､毎日祈る

ように，そして隣人を愛するように勧告されてきました。

どのくらい頻繁に勧告を受けてきたでしょうか。

・これらの勧告を何度も思い起こさせるのはなぜだと思い

ますか。

このような勧告を，憤りや怠慢な態度ではなく，感謝を

もって受け入れるように生徒を励ます。
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申命記には，モーセが要約したモーセの律法が含まれて

いるため，第二の律法と呼ばれている（｢聖句ガイド」「申

命記」140ページ参照)。

申命記を研究するとき，特にll'命記以外のモーセの五言

に関するｲ11互参照聖句に注目するとよい。そこには|両lじ出

来事についての別の記述があるため，それらの記述を比較

することによって，新たな情報や考えをしばしば得ること

ができる。

一ぺ
淡

織
幾
無
浮
雲
曇
》

辨
剛
鋤
や
●
》
》
。
。
《
諦
勲
《
翼
●
芦
一
一
．
準

蛙
膵
肚
‐
ｉ
Ｌ
ｌ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
Ｉ
‐
Ｌ
苧
ｒ
，
２
Ｐ
ｕ

一
宮
堤
》
一
宮

』
冒
毎

学び取るべき重要な福音の原則
‐＄

・わたしたちは，｜と|分が交わした聖約を思い起こさせてく

れるものと，それらを守るための励ましを必要としてい

る（申命1-33章参照)。

・聖約に基づいた糸ili塒は，自分と子孫がﾈ冊音の原則に忠実

であり続けるために役立つ（叩命7：3－4参照)。

・試練を通して，わたしたちは霊的に成熟することができ

る（'三||命8-;10:12-17参照)。
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申命1－s章。死に直面することは，福音の聖約の大切さ

を思い起こす助けとなる。(15-20分）

40年間にわたって荒れ野で民を導いてきたモーセは，ま

もなく自分がイスラエルの人々のもとを離れることを知っ

ていた。モーセは民のことをいとおしく感じていたに違い

ない。申命記1章から，イスラエルの民に対するモーセの

最後のメッセージが始まっている。モーセがどのように感

じていたか理解できるように，以下の質問について考えさ

せる。

・自分の寿命が残り少ないことが分かっているとしたら，

家族にどのようなことを伝えたいですか。
あかし

・あなたはどのような経験を通して福音に対する証を確立

しましたか。

・あなたはこの世を去るとき，どのような人物として人々

の記憶にとどめてもらいたいですか。

自分の考えをクラスで発表するよう生徒に勧める。

創世17:7-8を読ませ，神がアブラハムと交わされた聖

約を挙げさせる。申命記1－3章を幾つかに区切ってグルー

プごとに割り当てる。割り当てられた聖句を調べさせ，神

がアブラハムと交わした聖約をどのように守られたかを記

した箇所を見つけさせる。創世17:7-8で述べられている

聖約が,申命記1－3章でどのように成就されたか比較する。

モーセがイスラエルの民に与えた最後のメッセージに，こ

れらが含まれていたのはなぜだと思うか尋ねる。

申命l:34-42を読み，イスラエルの民の中で約束の地

に入ることができた人々と，できなかった人々を区別させ

る。それぞれの理由について話し合う。次の質問をする｡

・わたしたちが守るように求められている聖約や戒めのう

ち，どれが日の栄えの王国に入る資格を得るために役立

つと思いますか。
しもべ

・主の僕がこれらの聖約や戒めを繰り返し思い起こさせる

のはなぜだと思いますか。

モーセの別れの説教をニーファイ（2ニーファイ33章参

照)．ヤコブ（モルモン害ヤコブ7：27参照)，エノス（エ

ノスl:25-27参照),ベニヤミン王（モーサヤ2－6章参

照)，モロナイ（モロナイ10章参照）などの預言者が残した

最後のメッセージや別れの勧告と比較する。

饅鯉孟競毫晨譲壽幾0評まで堪え忍
主を覚えることはバプテスマの聖約の一つであり，それ
せ'，、さん

は聖餐の祈りの中でも繰り返されている。申命記の主要な

テーマの一つは，モーセがイスラエルの民に与えた，主と

その律法や戒めを覚え「忘れることのないように」という

勧告である。

生徒の一人に，申命記の意味を説明してもらう（だれ

も知らなければ『聖句ガイド』「申命記」140ページを開か

せる)･民数14:29-33を読ませ，モーセが民に律法を繰り

謬

返さなければならなかった理由を見つけさせる（モーセが

語った民の大半は，最初にシナイで律法が与えられたとき

にはまだ生まれていなかった)。出エジプト記、レビ記，お

よび民数記から，イスラエルの民について何を学んだか考

えさせ，次の質問をする”「モーセがイスラエルの民のうち

の荒れ野で育った世代に対して強調したかったことは何で

しょうか｡」

生徒の一人に，生徒用学習ガイドの中命記8章の冒頭に

ある，スペンサー．W･キンボール長老の言葉を読ませる。

次の質問をする。「キンボール長老が，辞書の中で最も大切

な言葉は覚えるであろうと言ったのはなぜでしょうか｡」

以下のアイデアの幾つかを話し合いに活用する◎
せいきん

。覚えるという言葉は，聖餐の二つの祈りの中で重要な

意味を持つ言葉である（『聖徒の道』1996年1月号,73

にあるジェフリー．R･ホランド長老の説教を参照)。

o救い主は，ルカ22:19と3ニーファイ18:7,llで、覚

えることについて語られた。

・つぶやくことと忘れることは，同時に起こるようである。

例えば，主はイスラエルの民のために紅海を分けて彼ら

の敵を滅ぼされた。－その後ほどなくして，民は十分

な食物がないことをつぶやいた。主は奇跡的にマナとう

ずらを与えられた。－その後民は十分な水がなかった

ためにつぶやいた。イスラエルの民は，主が彼らのため

に行われた奇跡的な事柄をすぐ、に忘れるようであった。

モルモン害のとびらのページの第2段落を読ませ，モル

モン書の目的として最初に挙げられているものを見つけさ

せる。（｢これはイスラエルの家の残りの者に，主が彼らの

先祖のためにどのような偉大なことを行われたかを示す

〔思い起こさせる〕ものであ〔る〕｡｣）次の質問をする｡「こ

の目的は，申命記の目的とどのようなつながりがあるでし

ょうか｡」

申命記8章を読む。モーセが民に「覚えなければならな

い」すなわち「忘れることのないように」と言った事柄を

生徒とともに挙げる。主が生徒たちに直接語られたとした

ら，どのようなことが「覚えること」のリストに載ると思

うか考えさせる．次の質問をする。

・人生の大切で霊的な経験を忘れないことは，わたしたち

が霊的に落ち込んでいるときに，どのような励ましとな

るでしょうか◎

･日記をつけることは，日々の主の祝福を覚えるうえで，

どのように役立つと思いますか二

若い女性のペンダントかCTRの指輪を見せる。これら

のアクセサリーの目的を尋ねる。（福音の真理に忠実である

よう思い起こさせること｡）『旧約聖書：創世記一サムエル

記下』（235ページ）にある経札をつけた少年の写真を見せ，

次のことについて話し合う。「律法を「あなたの目の間に」

置くことは、その律法を覚えるうえでどのように役立った

でしょうかc」思いと行いにおいて主を常に覚えるための方

皿
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引日L
7）ｲ聿今ｿ乎二(7

内の多くの不和を避けることができる。(15-20分）

以下の一つまたは両方の状況について，二人の生徒にロ

ールプレーをさせる。

・生徒の一人は教会員の役を，もう一人は教会員ではなく，
はんりょ

宗教には特に関心がない伴侶の役を演じる。場面は日曜

日で．教会員は子供たちと一緒に教会に行きたいと思っ

ているが，教会員でない伴侶は家族でレジャーを楽しみ

たいと思っている。二人の生徒に，自分の意見に従うよ

う相手を説得させる。

・生徒の一人は教会員の役を，もう一人は別の教会に集う

会員の役を演じさせる。最近子供が生まれ，末日聖徒の

教会で幼児の祝福を受けさせるか，別の教会で「洗礼」

を受けさせるかを決めなければならない。自分の選択が

子供にとって最善であることを分からせるために互いに

相手を説得させる。

結論が出るか、話し合いが行き詰まったらロールプレー

をやめさせ，以下のことについて考えさせる。

・選択には，どのような結果が伴いますか。

●それぞれの望みを満たす方法はあると思いますか。それ

はどのような方法ですか。

・このような状況を和やかに解決するために，会員である
はんりょ

伴侶は何ができますか。（例えば、教会員でない伴侶を

愛し支える，会員としての徳を示す、模範を示す｡)

生徒とともに申命7:1-6を読み,3-4節に印を付ける

ように勧める。次の質問をする。

・主は．聖約に基づいていない結婚はどのような結果を招

くとおっしゃいましたか。

oこの聖句の内容は，今のロールプレーとどのような関係

があるでしょうか。

・聖約の下で結婚しないと、ほかにどんな結果を刈り取る

ことになると思いますか（教義と聖約131:1-4;132:

7,15-18参照)。

・日々の決断の中で，将来の神殿結婚を左右するものには，

どのようなものがあるでしょうか。
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には600以上の具体的な項目がある）の中で，主がイスラエ

ルの民にいちばん覚えてほしいと思われたことは何でしょ

うか｡」（申命6：4－5参照）申命6：4－5とマタイ22：

34-38を相互参照する。ここでイエスは，この戒めを「い

ちばん大切な，第一のいましめ」と呼ばれた。生徒用学習

ガイドの申命記6章の「聖文を理解する」から，この戒め

について述べたエズラ・タフト・ベンソン大管長の言葉を

読む。この言葉をカードにして，生徒が持ち歩いたり，よ

く目にする場所にはったりできるようにするとよい。また，

生徒用学習ガイドにある申命記6章のための活動として，

何をするか発表させてもよい。

日々の生活の中で，主を頻繁に思い起こすよう勧める。3

ニーファイ18:7，11と教義と聖約20:77,79を読ませ，生

活の中で主を覚える者に約束されている祝福を見つけさせ

る。

ｌ
‐
恥
二
宮
ｂ

罰
一
割
州

至
當
ｒ
畔
｝

Ｌ
Ｉ
ｌ
Ｇ
二
ｂ

守
口
１
Ｊ
｜
宮

へ

’

1凸｣q司型凸Mt
－I1,1

ｉ
ｉ
ｉ

内
乱

雨
勝

八

申命1－11章。主はイスラエルを精錬し清めるために，彼

らを40年間荒れ野でさまよわせた。(20-25分）

生徒が住んでいる場所から400キロメートルほど離れた場

所にある町や有名な建造物を選ぶ（これはカイロからエル

サレムまでのおおよその距離である)。次の質問をする。

・目的地まで歩くと，どのくらいの時間がかかると思いま

すか。

・主はイスラエルの人々が約束の地に入るまで，どのくら

いの時間がかかると言われましたか。

申命1:1-8を読ませ，次の質問をする。「民は40年間の

うち，どのくらいを荒れ野で過ごしてきたでしょうか。ま

た，主はその40年間民に何をするよう望んでおられたで

しょうか｡」

申命記1－4章の大部分は，イスラエルが40年間さまよわ

なければならなかった理由を述べている。これらの章から，

イスラエルが40年間荒れ野をさまよった理由に焦点を当て

ている部分を読む。

クラスを4つのグループに分け，各グループに申命記7，

8,10,11章を1章ずつ割り当てる。割り当てられた章を調

べ．モーセがイスラエルの民の新しい世代に対して，成功

するためには何をしなければならないと言ったか見つけさ

せる。各グループに見つけた内容を発表させる。以下の質

問をする。

・モーセがイスラエルの人々に与えた勧告は．わたしたち

にどう当てはまると思いますか。

・わたしたちが直面するチャレンジの中で，主の助けを得

るためには何をしなければならないと思いますか（教義

と聖約82:10参照)。
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！
申命13:1-10;1B:15－22．わたしたちは，神と神

が承認された代理人に真理を尋ね求めるべきであり，人を

欺くものに求めてはならない。(15-20分）

世の中には，考えや，信条，また行いを押し付けようと

する人々が大勢いる（教義と聖約46:7:50:1-3参照)。

現世での大きなチャレンジの一つは，神を代弁する者とそ

うでない者とを区別できるようになることである。

可能であれば，生徒が知っている人の声を数人分録音し

ておき、それを聞かせる。その中に必ず預言者の声を入れ

る。ほかには，両親，教会の教師，ビショップ，宣教師な
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（・祝福をほかの人々と分かち合うことで，キリストのよう

！な特質を伸ばすことができます。どのような特質でしよ

！うか。

どを入れるとよい。そのような録音テープを準備できなけ

れば，だれもが知っている著名人の言葉を読み，それがだ

れの言葉か当てさせる。黒板の右側に「イエス・キリスト

の福音を教える人々」と書き，それに当てはまる人々を挙

げさせる。黒板の左側には「人や悪魔の教義を教える人々」

と書く。申命13:6-10と18:10-12を読み，主の教えでは

なく，自分自身の哲学をしばしば教える人や，わたしたち

を主から離れさせようとする人々を挙げる◎
こんにち

今日の世の中で教えられている哲学や習慣で、福音の原

則と相いれないものを幾つか挙げさせる。申命13:1-5と

18:18-22を読ませ，原則の真偽を見分ける方法を見つけ

させる。モロナイ7:16-17と10:5-7を読み，真理と誤

りを区別するためのそのほかの方法について話し合う。

現代において，偽り者や偽りの教師を死刑に処すること

はない。偽りの教義から自分たちを守る方法について生徒

と話し合う（教義と聖約21:4-6;45:56-57;46:7-

9；ジョセフ・スミス訳マタイl:37参照)◎預言者，聖文，

祝福師の祝福，および聖霊を通じて主の導きを受けられる
あかし

ことを証する。次の質問をする。「預言者はどのようにわた

したちを欺きから守ってくれるでしょうか｡」
きざ

クラスの締めくくりとして，「感謝を神に捧げん」（『賛美

歌』ll番）を歌い，希望する生徒に生ける預言者について
あかし

の証を述べるよう勧める。

A

A
申命2B-SO章。聖文では，わたしたちが選択に伴う結果

を理解することができるように，「～ならば，～であろう」

という文が度々用いられる。(15-25分）

長さ約1メートルの棒を2本クラスに持参する◎1枚の

紙に「罪」と書き，その下に薬物，アルコール，喫煙，不

道徳，不正直，’|真みのなさ，暴力など，青少年が直面する

誘惑を幾つか列挙する。その紙を1本の棒の先に付ける。

反対側の先には「結果」と書いた別の紙をつけ，誤った判

断，健康障害，事故，収監，さらには死など，それらの罪

を犯すことによって生じる幾つかの問題を挙げるc，これら
みたま

すべての選択に伴う永遠の結果は，悲しみや御霊の喪失で

あり，もし悔い改めなければ永遠の命を失うことになる。

もう1本の棒の先には，「義」と書いた紙を付け＄その紙

に，什分の一を納める，聖文を読む，安息日を聖く保つ，

純潔を守るなど，義の原則や行いを列挙する。反対側の先

には「結果」と書いた紙をつけ，幸福，精神と心の平安，

安全，実りある人生，永遠の命など，戒めを守ることで得

られる祝福を幾つか挙げる。

一人の生徒が前に出てきて，2本の棒の「罪」と「義」

の側だけを読む｡その生徒に，もし自分が教会員ではなく，

神についてほとんど知らないとしたら，どちらの棒を選ぶ

か尋ねる｡次にそれぞれの棒の「結果」の側を読ませ，事

前に結果を知っていたなら，もっと簡単に良い選択をする

ことができたと思うか尋ねる。

人はしばしば，選択するものだけに目を向け，その結果

については考えていないことを説明する。また，後でどう

にか結果を変えられると考える人や，結果について警告す

る人の言葉を信じない人もいる。棒の一方の端，すなわち

｢罪」か「義」を選ぶとき．わたしたちは棒のもう一方の端，

すなわち結果も自動的に選んでいることを理解させる。

申命記28章には，「～ならば，～であろう」という文体で

イスラエルの前に提示された，選択と結果の典型的な事例

が記されていることを説明する。生徒に1節から「～なら

ば」と記されている箇所を見つけさせ,2-14節で述べられ

ている祝福を受けるためにイスラエルがしなければならな

かったことを列挙させる。

15節にある「～ならば」の筒所を見つけさせる。次のよ

うに尋ねる。「イスラエルが『主の声に聞き従わ』なかった

場合には，どのような結果が侍っていたでしょうか｡｣16-

47節に日を通し，不従順がもたらすのろいに印を付けさせ

る。悲しむべきことに，古代のイスラエルは神に従うこと

よりも，従わないことを選ぶことが多かったと伝える。

申命29:1-13を生徒と読み，以下の質問をする。

●モーセは民が忠実であり続けることはないと知っていま

した。それでもモーセは，民が何をするよう望みました

1
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尚

l''A,Jl
-lI，I

A

11-'11◇､

1判111’A
ID↓』11
111可1－

申命14:22-29;15:フー11;26:12-15°主は

わたしたちが，什分の－とささげ物をささげることによっ

て，貧しい人々と祝福を分かち合うよう求めておられる。

(15-20分）

以下の「正誤」クイズに答えさせる◎

1．什分の一の律法は，預言者ジョセフ・スミスによって始

められた（誤＠申命14:22参照)。

2．什分の一は常にお金で支払われてきた（誤･申命14:

22-25参照)◎

3．什分の一は，貧しい人々に必要なものを提供するために

使うことができる（正。申命14:29;26:12-13参照)。

4.主は什分の一の祝福について何も述べておられない（誤◎

巾命14:29:26:15参照。マラキ3:8-10も参照)。

5．わたしたちには貧しい人々に必要なものを提供する責任

がある（正。申命15:7参照)◎

6．貧しい人々に対するわたしたちの責任は，必要なものを

提供した時点で終了する（誤◎申命15:8参照)□

7．主はわたしたちが貧しい人々に与えるために，物質的な

祝福をくださる（正･申命15:10参照)。

問題と一緒に記されている聖句を生徒と一緒に読んで答

えを確認させる。次の質問をする｡

・天の御父がわたしたちに貧しい人々の世話をするよう求

められるのはなぜだと思いますか（マタイ25:31-40;

モーサヤ4:16-23参照)@
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申命記

か（神との聖約に入る)｡

。なぜモーセは民がそうすることを望んだのでしょうか

（民が行うすべてのことにおいて栄えるように)｡

・あなたは正式な聖約を主と交わしていますか。それはど

のような聖約ですか（バプテスマの聖約)。

●申命29：9にある約束は，わたしたちが神と交わす聖約

にも当てはまると思いますか（モーサヤ5:7-10:18:

8-10;教義と聖約97:8-9参照)◎

聖約が自分にとってどれほど大切なものか書かせる。次

の1週間で．聖約を守るためにさらに努力することを少な

くとも一つ挙げるよう求める。

類似点モーセ

出エジプト

l:16-2:10

八イエス・キリスト

マタイ2:13-16

川
０
門

どちらも王が幼な子

を殺すよう命じたと

き，虐殺から逃れた。 八

出エジプト

18:13;

使徒7：35

どちらも支配者，解

放者，裁判人と呼ば

れた。

イザヤ9：6；

ヨハネ5：22：教

義と聖約138:23

出エジプト34：28 どちらも40日間断食

した。

マタイ4：2

どちらも直接サタン

から誘惑を受けた。

モーセl:12 マタイ4:1-ll

出エジプト

16:4-15

どちらも奇跡的な方

法でパンと肉を用意

した。

ヨハネ6:9-13申命ee章。義人の歌は天の御父への祈りである。(10-15

分）

生徒用学習ガイドにある申命記31-32章のための活動A

とBをさせる。
出エジプト17:6 どちらも水を用意し

た。

ヨハネ4:10-14

八

申命S4:10．救い主の生涯における出来事と，モーセの

生涯における出来事には多くの類似点があった。(15-20

分）

モーセの生涯における多くの出来事は，救い主の生涯が

どのようなものとなるかをあらかじめ教えている。以下の

表の参照聖句だけを記した紙を配る。聖句を読んで類似点

を記入させる□

出エジプト7：20 どちらも水を別のも

のに変えた。

ヨハネ2:1-ll

出エジプト

14:21-22

どちらも風や水に対

して力を行使した。

マタイ8：27『L亭

教義と聖約

138:41

どちらも偉大な立法

者であった。

イザヤ33：22

八
出エジプト

2:11-14;

使徒7：22－37

どちらもイスラエル

を初めて導こうとし

たときに拒まれた。

ヨハネ

19:13-15;

使徒3:13-15

出エジプト

32：30－32

どちらも自分の民の

ために嘆願し，執り

成しをした。

教義と聖約

45：3－5

申命18:15-18 使徒3：22－26；

3ニーファイ

20：23－26

キリストはモーセ

｢のような」預言者と

呼ばれた。 八

主の真の預言者に従うとき．わたしたちは主イエス・キ
あかし

リストにも従っていることを証する。
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一
口

鑿・主は御Iと1分の指導者を人々の目に尊んで大いなる者とさ

れる（ヨシュアl:16-18;4:14参照)。

・従順とｲ|,'i1人の清さは，わたしたちの信仰を蛸す。そして

困難に打ち勝つことができるように天のﾉJを身に付ける

（

蕊
ことができる（ヨシュア6:1-20;7:1-26;10:8-

16;11-12章参照)。

i・わたしたちの行いは，周囲の人々 の生活に良くも悪しく
も影響する（ヨシュア7:1-5,10-21参照)。

I・主は時々，「罪悪が熟し」たときに人々を滅ぼすことに
よって，彼らの悪事に終止符を打たれる（ヨシュア8：

1-29;10-11参照。申命20:16-18;lニーファイ17:

32－35；モーセ8:20-22,28-30も参照)。

io主は常に約束を果たされる（ヨシュア21:45;22:1-4

参照。教義と聖約l:37-38;82:10も参照)｡

’・神はその子らに選択の自由を与えられた。主を愛して主

に仕えるか，それともこの世の偽りの神を愛してそれに

仕えるか，人はどちらかを自'11に選ぶことができる（ヨ

シユア22:5;23:11-16;24:14-25参照。アルマ5:

38－42；教義と聖約l:16も参照)。

’教え方の提案

篝亨

熱
はじめに

ヨシュア記には，その主要な登場人物である預言者の名

前がつけられている。この言の大半は恐らくヨシュアによ

って記録，あるいは監修されたものであろう。しかし，ヨ

シュアの死と埋葬についての記述が含まれていることから，

ヨシュアがすべてを吉いたわけではないと思われる。ヨシ

ュアとは、へプライ語で「主は救われる」または「主は勝

利をお与えになる」という意味である。この言葉に相当す

るギリシャ語が「イエス」である。

ヨシュア記には，イスラエルの民が約束の地を手に入れ

るのを主がどのように助けられたかが記されている。この

征服についての記録を読めば，民を勝利に導かれたのは主

であることがはっきりと分かる。ヨシュア記の物語は多く

の点で，後に現れる本当のヨシュアすなわちイエス・キリ

ストを象徴している｡この御方が，わたしたちの|敬と「あ

らゆる義の敵」（モロナイ9：6）である悪魔に打ち勝ち，

人生の荒れ野を経て，わたしたちを口の栄えの王国という

約束の地に導いてくださるのである。
あかし

ヨシュア記は，主が約束を果たされることを証している。

主はアブラハムの子孫が，カナンの地を所有すると聖約さ

れた。自らの不従順ゆえに，イスラエルの民はアブラハム

に約束されたすべての地を所有することはできなかったが，

アブラハムの子孫はヨシュアの時代に初めて、実際にカナ

ンの地を治めたのである。

ヨシュア記は3つの主要な部分にまとめることができる。

l.カナンの征服(1-12-)

2．イスラエルの部族による土地の分割(13-22")
あかし

3．死期を迎えたヨシュアの最後の指示と証（23-24章）

詳しくは『聖句ガイド』「ヨシュア」（275ページ）を参照

する｡
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一酸化炭素のたとえを用いて偶像礼拝の影響が示され

る（教え方の提案は「｢旧約聖書」ビデオガイド」を参
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蕊
ヨシュア1章。日々の聖文研究は，わたしたちが福音を理

解し実践して主の祝福を得るのに役立つ。（30-40分）

ヨシュア1章を学ぶための導入として，ヨシュアが助言

を求めて書いた以下の架空の手紙を読む。

Z』糞季一
隻景

識

へ

関擬音多倣

わたしはヨシュアと申します。わたしは，イスラエルの

子らをエジプトから導き出し，今では亡き人となった律大

な指導奇モーセに代わって，氏の新しい指凛者に任命され

ました。わたしはこの召しの前に身が縮む,似いです。あの

ようなすばらしい預言者の後をダ/き継ぐ'には，あまりにも

力不足だと感じています。わたしが召されたこの新しい責

汪をうまく果たすためにと・うすれば､よいか，助言をいただ

けますでしょうか。民は，綾らがモーセに従ったようにわ

たしにも従うと約束してくれています。

敬具

簔職
幸ご雪--司一禺

篝
誇一
異孝一

藷認鱒蒋｜

蕊学び取るべき重要な福音の原則

・わたしたちが忠実であるなら，主はわたしたちが困難に

打ち勝つことができるように，時には奇跡的な方法で助

けてくださる。また，主から求められたことを行えるよ

う祝福してくださる（ヨシュアl:1-9;3-4章;6:

1-20;8:1-22;10:5-21,40-42;1l:1-10,

15-16;21:43-45;23:1-11;24:1-24参照)。

o|_I々の聖文研究は，わたしたちが福音を理解し実践して

主の祝福を得るのに役立つ（ヨシュアl:7-8;8:32-

35参照。教義と聖約33:16-17も参照)。

蕊

蕊
ヨシュアへ

雲

蕊生徒とともにヨシュア1章を読み，主がヨシュアにお与

Lになった勧告を見つける。クラス全体で，ヨシュアがイ繍ー

簔
篝
》、



議鶴識議灘識蕊識鍵謬漣鐵鍵篝蕊 鱈
スラエルの指導者として成功できるよう主が語られた事柄

をリストアップする。「強く，また雄々しくあれ」という指

示に特に注目する(6-7,18節参照)。「強く，また雄々し

くあれ」とはどういう意味だと思うか尋ねる。ゴードン．

B・ヒンクレー大管長の以下の言葉を紹介する。

黒板に以下の聖句を書いて．生徒に割り当てる。聖句を

読んで，聖文の研究を通して得られる祝福を見つけさせる。

●lニーフアイ15:24(悪に打ち勝つ力）

●アルマ4:19(正しい生活をする力）

●アルマ17:2-3(確信をもって教える力）

●モルモン書ヤコブ4：6（天の力を得る力）

●ヒラマン15:7(心や性質を変える力）

●ローマ15:4(希望と喜びが増す）

●アルマ31:5(霊性が増す）

●2ニーフアイ32：3（知識と理解力が増す）

●ヒラマン3：29（識別の力が増す）
あかし

●教義と聖約18:36(証が強まる)(ジェイ･E･ジェンセ

ン『聖徒の道』1993年1月号,90-91参照c)

１
１
１ へ

１
１
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「これは主の御業です。決して忘れないでください。

愛と熱意をもってそれを受け入れてください。

恐れてはなりません。イエスがわたしたちの導き手で

あり，力であり，王なのです〃

今は悲観的な考えがはびこっている時代です。わたし

たちには信仰の使命があります。世界中の兄弟姉妹の皆

さん，自分の信仰を再確認し、この御業を世界に推し進

めていこうではありませんか。皆さんは自分の生き方に

よって御業を強めることができます。……

この偉大な御業の歴史はなんと栄えあるものでしょ

う。勇敢で雄々しく、信仰に満ちているのです。そして，
しもべ

わたしたちが主の僕の声に耳を傾ける世界中の人々を祝

福するために前進するなら，現代もまたすばらしい時代

となります。全能者が推し進めておられるこの輝かしい

御業の行く末は，何とすばらしいものになることでしょ

うか。神は，福音を受け入れて実践しようとするすべて
あかな

の善良な人々の心を動かされます。そして世の贈い主へ

の愛で心を満たされた人々の無私の働きを通して，あら

ゆる世代の神の息子娘のために備えられた永遠の祝福を

も得させようとしておられるのです。……

みなさんがどこにいようとも、この教会の会員として，

自分の足で確固として立つようにお勧めします。心に歌

を忘れずに前進し，福音に生き，主を愛し王国の建設

に励むようにしましょう。ともにこの道を歩み続け，信

仰を保ち，全能者を力の源としていこうではありません

か｡」（『聖徒の道」1996年1月号,78参照）

１
１
１

｜
’

穆三謡三乙昊三獄重晨職駕冨壷
するために必要な力を主から授かる。（20-25分）

注意：この項には，週に1度のクラスを教えている教師の

ための教え方の提案がもう一つ掲載されている。恐らく1

回のクラスで両方を教えることができるであろう。

テーブルの上に，6，7冊の本を積み重ねて置く。その隣

には水がたっぷり入ったバケツを置き，中にクリップかボ

タン，または何か小さなものを入れる。二人の生徒に前に

出てきてもらう。一人には，本をどなりつけて，声だけで

テーブルから払い落とすように言い．もう一人には，バケ

ツを動かしたり手をぬらしたりしないで，底に沈んでいる

ものを取り出すように言う。生徒がそのようなことはでき

ないと言ったら，全員にヨシュア3章と6章に目を通させ

る。一見不可能に見えながらも，主の助けによってイスラ

エルが成し遂げた二つの出来事を見つけさせる。これらの

奇跡がどのように成し遂げられたか尋ねる。生徒がはっき

り答えられない場合は、ともにヨシュア3:7-13および

6:2-5,10を読む。以下の質問をする。

・これらを成し遂げるようにという指示は，論理的なもの

に思えますか。

。実際に水を「うず高く」させ，エリコの城壁を崩れさせ

たのは何だったと思いますか。

・これらの出来事は，あなたの信仰にどのような影響を与

えると思いますか（生徒用学習ガイドにあるヨシュア6

章のための活動Bは、この質問について話し合ううえで

役立つ)。

人々が，変えることはできないと思っている弱点や性癖，

態度をリストアップさせる。例えば，習慣や怒り，反抗的

または闘争的な性格，あるいは特定の誘惑に対する弱さな

どを挙げることができる。以下の質問をする。

。これらのうち，主が変える力を持っておられるのはどれ

ですか。

・主はわたしたちを変える力を持っておられますが，自分

の生活を変えるためにわたしたちはどのような責任を負

霞
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ヨシュアl:8を読み，以下の質問をする。

・主はヨシュアに何を行うように勧告されましたか。

oわたしたちは律法を思うために何を行っているでしょう

か。（聖文の研究｡）

生徒用学習ガイドにあるヨシュア1章のための活動Bを

させてもよい。

聖文を研究することの大切さを理解させるために，エズ

ラ・タフト・ベンソン大管長の以下の言葉を紹介する。

「聖典を読み研究することは、主から〔聖徒に〕課せ

られた重荷ではなく，すばらしい祝福の機会で〔す]｡

主がヨシュアに約束されたのは．物質的な富や名声で

はなく，正義の中で繁栄することでした。そして．人生

で最も重要なこと，すなわち真実の幸福を見いだすこと

でした（2ニーファイ2：25参照)。」（｢み言葉の力」

『聖徒の道』1986年7月号,82)
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｜ヨシュア5:13-15．ヨシュアとモーセの同じような経
i験を比較することによって，だれが「主の軍勢の将」であ

：るか知ることができる。(15-30分）

I生徒用学習ガイドにあるヨシュア5章のための活動Aを

！行い，それについて全員で話し合う。『旧約聖書：創世記一

リサムエル記下』（258ページ）にあるヨシュア5:13-14に

iついての注解の内容を紹介する。活動Bをする時間を与え，

!彼らが書いたことについて話し合う，

iヨシュアフ章。わたしたちは罪を隠し通すことはできない。

i主が御存じだからである。わたしたちの行いは,人々 の生
i活に影響を与える。(25-30分）

；黒板に以下の文を書4

1自分の人生だ。やりたいようにするざ。だれも傷つけて

；はいない。

；自分が何をしようと，だれにも関係がない。だれもそれ

Iを知る必要はない。

：これらの考えがなぜ間違っているか尋ねる。

一つの理由に、わたしたちがしばしば，自分の行いが

i人々 にどのような影響を与えているか気づいていないこと
；が挙げられる。これを説明するために，容器に水を入れて

：そこに小さな石を落とすとよい。たとえ小石を真ん中に落

；としたとしても，その波紋は容器の端にまで広がることを

；指摘する。次のことを尋ねる。「小石の波紋は，どのような

；意味でわたしたちの行いが及ぼす影響一特に罪が及ぼす

i影響一と似ているでしょうか二また，個人的な罪であつ
｛たとしても,どのように人々に影響を与えるのでしょうか｡」

；生徒に例を挙げさせる。個人的な罪や特定の人物の罪につ

；いて話し合うことのないように注意する。

iそれらの考えが間違っていることのもう一つの理由は，
：神がわたしたちのすべての罪を知っておられるということ

iである。神に対して自分の罪を隠すことは絶対にできない。

1教義と聖約121:37-38を読ませ，罪を隠そうとするとどう

‘なるか探させる。

iヨシュア6:17-19を読ませる。イスラエルの民が，エ

Iリコを攻撃する前に主から与えられた命令を調べさせる。

；ヨシュア7:1,20-21を読み，彼らがその命令にどれほど

：忠実に従ったかを見つけさせる。ヨシュア7:2-13を読ま

｛せ，アカンの行いが民の残りの者にどのような影響を与え
Iたか見つけさせる。14-19節を読ませ，アカンは自分がし

阜たことを神に隠すことができたか確認させる。次の質問を

iする。「5節によると，アカンの罪のために何人の人が命を

｜失ったでしょうか｡」マタイ16:25:教義と聖約42:46;
i98:13-14を読ませ，神に仕えて自分の命をささげる者に

i対する神の約束を見つけさせる。次の質問をする。

：・これらの聖句にある約束は，命を失わない者にも当ては

！まるのでしょうか。なぜですか。

｜・主はアイでイスラエルへの助けを控えられることによっ

っていますか。

・生活の中で主の驚くべき助けを受けるために，わたした

ちは何をするよう求められていますか。

以下の聖句の幾つかを読み，それらをリストに挙げた事

柄と結びつける。

●モーサヤ23:21-22

●アルマ36：3

●エテル12:27

●教義と聖約90：24

これらの指示が一見論理的でなく思える理由を尋ねる。

次のことを説明する。「ヨシュア3章と6章の奇跡は，預言

者を通して神から与えられた指示に，民が厳密に従ったと

きに初めて起きた｡」エテル12:6を読み，ヨシュア記の二

つの奇跡とどのように関係しているか答えさせる。わたし

たちが祝福を願い求めるとき，この原則がどのように当て

はまるか尋ねる。

人の考えでは，務めが不可能に思えたり，指示が非論理

的に思われたりする場合でも，主にとっては難しすぎるこ

とはないことを説明する。信仰と従順によって，起こり得

るはずのないような祝福を受けたときの経験を話す。生徒

にそのような経験を話すように勧めてもよい。

ヨシュアB:1B-1フ。わたしたちはイエス・キリストへ

の信仰に基づいて，自ら進んで行動しなければならない。

(10-15分）
かぎ

鍵などの小さなものをクラスに一つ持参し，紙袋に入れ

ておく。中身を見せずに，袋に何が入っているか伝え，ど

のくらいの人が信じるか尋ねる。アルマ32:21およびへブ

ル11:1を読ませ，信仰とはまだ見ていない真実のことを

信じることであることを理解させる。これは，彼らが袋に

入っているものを信じたのと似ている。袋を振って，中に

何か入っていることが音で分かるようにし，教師の言葉に

対する彼らの信仰にどのような影響があるか尋ねる◎袋の

中身を見せ，それによって彼らの信仰がどう変化するか尋

ねる。信仰が知識になったことを理解させる（アルマ32：

34参照)・

ヨシュア3:13-17を読ませ，以下を尋ねる。

・ヨルダン川はどのような状態でしたか。

・川の流れが止まったのはいつでしたか。

エテル12:6を生徒とともに読み，次のことを話し合う。

｢川の流れが止まる前に，祭司は足をぬらす必要があった。

それはなぜでしょうか｡」次のように尋ねる。「これまでに

自分が行うよう求められたことのなかで，水の流れが止ま

る前に足をぬらすことに相当するものがあるでしょうか｡」

什分の一や献金を納めること，伝道に出ること,16歳まで

デートを控えること，および教会の召しを受け入れること

などが例として挙げられる。ヨシュア4：23－24を読み，

主がわたしたちに，信仰に基づいて行動するよう求められ

るのはなぜか尋ねる。
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一
て，何を教えようとされたと思いますか。

出エジプト19：5－6を読ませ，主がイスラエルの人々に

望んでおられたことを見つけさせる。ローマ14:7を読ま

せ，その内容がこの原貝llにどう当てはまるか尋ねる。教義

と聖約llO:7-8とアルマ39:llを読み，次のことを話し

合う。「一人の行いがほかの人々の生活に影響を与える例と

して，ほかにどんな場合が考えられるでしょうか。」例えば，

カンニングは学習を妨げ，飲酒運転は罪のない人々の命を

奪いかねない。また，不道徳は妊娠や病気を引き起こしか

ねない。アルマ7:13と教義と聖約19:15-19を読ませ，
しょくざい

キリストの贈罪がわたしたちにもたらす影響を調べさせる。

なぜアカンは殺されたのか疑問に思う生徒がいるかもし

れない。ヨシュアl:16-18を読ませ、イスラエルが背き

と不従順に対する罰としてどのようなことに同意していた

か見つけさせる。ヨシュア7:20-21を読ませ，以下の質

問に答えさせる。

・アカンはエリコのぶんどり物に関する聖約と命令を知っ

ていましたか。

●ヨシュア7：5によると，アカンの行いはどのような結

果を招きましたか。
がん

・罪はどのような点で癌に似ていますか。
がん

・癌を取り除くことはどれほど重要でしょうか．

・治療しないと，あなたの体はどうなると思いますか。

。悔い改めを引き延ばすことはなぜ危険なのでしょうか｡

わたしたちの行いがほかの人々に与える良い影響につい

ても話し合う。人々を助け，彼らの模範となるように，ど

のような良い行いができるか尋ねる。罪と同様，わたした

ちの良い行いにも人々に影響を与える力があることを思い

起こさせる。

どのようにしてガデアントンの強盗団を滅ぼしたか見つけ

させる。以下の質問をする。
こんにち

・今日わたしたちが悪と戦う方法と，どのようなところが

似ていますか。
こんにち

o今日わたしたちは悪と戦うときに、どのような武器を使

いますか。

戦争はキリストのメッセージではないことを思い起こさ

せる。わたしたちは人とではなく，罪と戦うことを理解さ

せる。

教義と聖約4：2－7を読ませ，宣教師として成功するた

めに必要な特質について調べさせる。教義と聖約27:15-
こんにち

18を読み，今日福音を宣く伝える勇士のために，主が用意

しておられる武具について調べる。できれば，4月に行わ

れた最近の総大会（『リアホナ』）より教会の統計報告を紹

介し，この戦いに参加している宣教師の数と，この戦いで

どれほど多くの人々が改宗しているか指摘する。教義と聖

約63：37を読んで、主が宣教師としてだれを召されたか調

べさせる。まとめとして「われらは天の王に」（『賛美歌』

157番）を歌ってクラスを終えてもよい｡
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ヨシュア13-21章。主は，約束の地を受け継ぐであろう

というイスラエルの民への約束を成就された。（25-30分）

最近だれかに約束をしたか考えさせ，以下の質問をする。

。なぜその約束をしたのですか。

・その約束を守ることは、あなたにとってどれくらい難し

いことでしたか。

。ほかの人があなたとの約束を守らないと，どのように感

じますか。

・彼らがその約束を守ると，どのように感じますか。

出エジプト23：27-30を読ませ、神がイスラエルにした

約束の詳しい内容を調べさせる。ヨシュア21:43-45を読

み．主が約束を果たされたかどうか尋ねる。教義と聖約

l:38と82:10を読ませ，以下の質問をする。
こんにち

・今日において、主の約束はどれほど確かなものですか。

●教義と聖約82:10によると，主が約束を守ろうとされる

のを妨げる要因は何ですか。

『聖句ガイド』地図3を開かせ，各部族が受け継いだ土

地を調べさせる。最も大きな嗣業を受けた部族と，最も小

さな胴業を受けた部族を見つけさせる｡民数26：52-56を

読んでその理由を確認させる。

地図に見当たらない部族はどれでしょうか（ヨシュア

13:33参照)。民数l:47-53を読み，次のことを話し合う。

｢レビの部族はある責任があったため，ほかの部族と異なっ

ていた。どのような責任でしょうか｡」民数35:1-8を読

ませ，主がレビびとの胴業についてモーセに明らかにされ

たことを見つけさせる。ヨシュア21:3を読み，レビぴと

が約束されていたものを受けたかどうか見つける。

八

ヨシュアS-12章。カナンの人々はその悪事のために滅

ぼされた。(15-20分）

「戦い進め」（『賛美歌』155番）または「見よ，王の軍は」

(『賛美歌』160番）を歌ってクラスを始め，以下の質問をす

る。

・聖徒を「つわもの」や「王の車」としているのはなぜで

すか。

・この賛美歌から、どのようなメッセージを受けますか．

●わたしたちが戦う相手はだれですか。

ヨシュア8-12章で，イスラエルは，カナンに住む民を

滅ぼすように命じられたことを説明する。lニーファイ

17:32-35を読み、カナンびとの道徳的な状態を調べさせ

る。次の質問をする。「ニーファイはカナンに住む人々に何

が起きたと言っているでしょうか｡」エテル2:9-12を読
こんにち

ませ，カナンの地に住む人々と今日のわたしたちに共通し

て当てはまる点に注目する。

ヒラマン6：37を読ませ，義にかなったレーマン人が，
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次のことを尋ねる。「今まで，この世のやり方ではなく，

主に従うことを選んできたのはなぜでしょうか｡」その理由

を黒板に書き出す。この世のやり方に従う人がいるのはな

ぜか尋ね，その理由を黒板に書き出す。黒板に書いた二つ

のリストを比較させ，この世に従うことが，偽りの神々を

礼拝することとどのような点で似ているか話し合う｡モー

サヤ2:38-41;3ニーファイ27:10-ll;教義と聖約19:

16-19を読ませ，主に従わない人にはどのような結果が侍

っているか考えさせる。

わたしたちが交わる人々は，わたしたちの選択にとても

大きい影響力を持っている。ヨシュア23：13を読ませ，次

のことを話し合う。「ヨシュアは、誤った選択をするようイ

スラエルを誘惑する民について何と言っているでしょう

か｡」6-11節を読み，次のことを見つけさせる。「イスラエ

ルを取り巻く影響力に対して，ヨシュアはどう対処するよ

う教えたでしょうか｡」申命7：1－5を読ませ，これらの聖
こんにち

句が今日のわたしたちにどう当てはまるか考えさせる｡一

人の生徒に『若人の強さのために』(12-13ページ）にある

友人との関係について書かれた部分を読ませてもよい、生

徒とともに以下の参照聖句を読み，次のことを話し合う。

｢わたしたちを取り巻くこの世の影響力に対して，主は何を

するよう命じておられるでしょうか｡」マタイ5:15-16;

以下の聖句を生徒に割り当て，主のわたしたちに対する

約束を見つけさせる。

●モロナイ10:4-5

･教義と聖約58：42

●教義と聖約59：23

●教義と聖約76：50－70

教義と聖約88:16-20を読み，主がわたしたちにどのよ

うな受け継ぎの地を約束しておられるか見つけさせる。主

は約束を果たす力を持っておられ，実際に約束を果たされ

る。それに関して，旧約聖書の研究や自らの経験を通して

学んだことを紹介するよう勧める。

=二一

八

A

鶴,』惹智妄鯖懸言嘉毫昌二急
あるが，それぞれの選択において結果を受け入れなければ

ならない。（35-40分）

3つの袋に，価値の異なる3つのもの（例えば，キャン

ディーのかけら，キャンディーの半分、キャンディー1個）

を入れておく。生徒の一人に，一つの袋を選ばせる。生徒

が何を選んで，何を選ばなかったか見せて，選択には結果

が伴うことを理解させる。ある選択は，別の選択よりも良

い結果をもたらすことについて話し合う、

生徒の一人にヨシュア24:15を読ませ，ヨシュアが民に

どのような選択をするよう勧告したか答えさせる．ヨシュ

アとその家族がどちらの道を選んだか尋ねる。ヨシュア

23:14-16と24:1-15を読み,次のことについて話し合う。

｢ヨシュアが主に従うことを選んだのはなぜでしょうか口」

当時十二使徒定員会会員だったハワード･W･ハンター長

老が，ヨシュア24:15について語った以下の言葉を読む。

霞

A

アルマ5：56－58；教義と聖約101:22:88:81-86｡

A

「この言葉には，すべてを神にゆだねる人の全き決意

がうかがわれます。……ヨシュアは，イスラエルの民が

どのような決定を下そうと，自分は自らが正しいと信じ

るところを行うと言いました。民がどう決心しようと，

自分は主に仕えると宣言したのです。人に惑わされるこ

とはありませんでした。主の御心を行おうというヨシュ

アの決意は，何が起ころうと，だれがどうしようと変わ

らなかったのです。ヨシュアは意志の強い人で，その目

は常に主の戒めをじっと見つめていました｡」（『聖徒の

道』1983年1月号,103参照）

A
宮
．
》
川
．

A
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餌



罫

一,一途'T
子羊

－1
』:,』

鋸
轌
『
一
窪
ま
》
》
認
識
蝉
蝿
蝿

--埴

#

イスラエルは各地に分散したため，敵からの攻撃を受け

やすかった。しかし，分散したこと以上に民を弱体化させ

たのは，主との聖約を堅実に守らないことにあった。その

結果、背教と悔い改めが繰り返されたのである（士師記

1－3章の教え方の提案,113ページを参照)。士師記1-16

章では，イスラエルを救った士Ⅱjたちの生涯を通じて，背

教と悔い改めのサイクルを伝えている｡17-21章にある幾

つかの物語は，背教したイスラエルの堕落した状態を例証

している。当時「イスラエルには王がなかったので，おの

おの自分の日に正しいと見るところをおこなっ」ていた

(士師21:25)｡

また士師記は，ヨシュア記と同じように，主が御自分の

民を救う力を持っておられることを明らかにしている。こ

のことはいずれの士師の物語からもはっきりと見てとるこ

とができる。

‘リ
轍ツ琴一考

歩

－21章 へ

＆

～曙ユ

》
端
部
型
１
Ｍ
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唖
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屋
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鄙
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二
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‐
子
室
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はじめに

士師記には，ヨシュアの死からサウル王によって君主政

治が開始されるまでのイスラエルの歴史が記されている

(サムエル上8:1-9参照)。この士師の時代を正確に特定

するのは難しいが，その始まりは紀元前1250年から1000年

の間と推定されている。士師記を年代順に整理するのが難

しい理由の一つは，それぞれのi1業の地を所有して各部族

が分散した後（ヨシュア13-17章参照),民全体の一致より

も部族への忠誠が重要視されたことにある。記録されてい

る士師は，通常約束の地における一つの部族，または一つ

ご
ま
げ
Ｌ

蕊

砦．i･撫醤'
.へ

●エホデはイスラエル最小の部族，ベニヤミンびとであっ

た。

・デボラは，戦いにおいてイスラエルを導いた最初の女性

である。またその物語のなかで､デボラと|可じように勇

敢に戦ったのは，イスラエルの敵の指導者を殺した女性

ヤエルであろう。

oギデオンは何千人というミデアンぴとの軍隊を破るに先

立って，自らの軍隊を300人にまで縮小した。

・エフタは遊女の子であった。

・サムソンは不妊の女性から奇跡的に生まれた。

これらの指導者が民を救うに当たって．そこに主の御手

があったことは，それぞれの事例においてlﾘ1らかである。

このように，イスラエルの歴史の中でも比較的悲しむべき

時期においてさえ，何人かの卓越した男女がいたことが分

かる。信仰と勇気を行使したこれらの人々から，わたした

ちは大切な教えを学ぶことができる。また，主を捨てて悲

惨な結果を招いた人々の悪い例からも学ぶことができる。

士師記についてさらに知るには，「聖句ガイド』「士師記」

(118ページ),および『旧約聖書：創世記一サムエル記下」

にある士師記1-12章の「はじめに」(273ページ）を参照

する。

の地域を代表しているにすぎない。したがって，士師の中

には同時期に統治していた者がいたかもしれない。これら

の士師は，神または自分が導く民のいずれかによって選出

された。彼らは民を敵から救うという責務を負っていたこ

とから，法律の専門家というよりむしろ軍の司令官のよう

であった。以下の表はこの時期のイスラエルの士師を概観

したものである。

幸

一署E

…'1'､，,,

へ 、

士師および部族 イスラエルを虐げた者

メソポタミヤの王クシャン

リシャタイム

ユダのオテニエル

(士師3：9参照）
『‐斬

毫曲嗜

ベニヤミンのエホテ

(3:15参照）

モアブの王エグロン

…カル{3:加参蝋｡部｜くり蓼ﾃびと族は不明）

』蕊･’1

唯一の女性士師であるエフラ

イムのデボラ，およびナフタ
リのバラク（4：4－6参照）

カナンの王ヤビンおよびヤビ

ンの軍勢の長シセラ
へ鍵,

，曜諭’

剤'

マナセのギデオン

(6:11参照）
ミデアンびとおよびアマレク

びと

却粟，鵜
1．,一也(，，
=』〆弔いｬ 自ら王と名乗り，シケムで短期間統治したギデオンの息子ア

ビメレク（9章参照）

イッサカルのトラ(10:1参照）不明

マナセのヤイル(10:3参照）不明

マナセのエフタ(11:11参照）アンモンぴと

ユダのイブザン(12:8参照）不明

ゼブルンのエロン(12:11参照）不明

曇
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学び取るべき重要な福音の原則

・主と交わした聖約を守らなければ，苦しみや悲しみを招

き，約束されていた祝福を失うことになる（士師l:

18-3:7;8:32-35;10:6-9参照)。

・人々が悔い改めて神を呼び求めるなら，神は御心にかな

った時期に彼らを苦難から救われる（士|1103:9,15;

10:10-16;11:32-33参照)。

・主の指示に進んで従い，主の強さを受けるなら，ごく普

通の人々でも並外れた働きをすることができる（士師

~flu執－
1－基f’

歩.噴却

エフライムのアブドン

(12:13参照）
不明

軋
噛
舗

一
に
虫
‐

, へ‘

ダﾝのサムソン(15:20参照)｜ペリシテびと
サムエル上ではさらに二人の士師，エリとサムエルについて

述べられている。サムエルは，サウル王の統治する前の最後
の士師であった。
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の種の戦車が問題になるはずはありませんゞなぜでしょう
こんにち

か｡」（出エジプト14:23－31参照）今日の若人が直面して

いる「鉄の戦車」のような問題を幾つか挙げさせる。天の

御父は，わたしたちが最も恐れている問題や苦しんでいる

問題を克服できるよう助ける力を持っておられる。エテル

12:27を読んで確認させる。

黒板に以下の表を書く。生徒が埋められるように各欄は

空欄にしておく。

4:1-16;6:11-16;7:1-22参照)。

・義にかなった家庭に生まれたり，大いなる使命に予任さ

れたりしても，それによって個人の義が保証されるわけ

ではない。主への従順さは，わたしたちの才能やその他

の優れた条件以上に大切なものである（士帥13-16章参

照。アルマ2:26-31;モルモン5:16-18も参照)。

・高慢と利己心は人に悲劇をもたらし，主から受けた召し

を果たせなくしてしまう（士師16章参照)。

A

A

4K

11,,‘!_2'-ﾄl'

【’

教え方の提案 不従順により，聖約の祝福が失われる

昔のイスラエル現代のイスラエル

門
凸

士師1－s章。主に完全に従順でなければ，いつか悲しみ

を招くことになる。（25-30分）

以下の質問をする◎

･小さな子供が，交通量の多い道路の真ん中で遊んでいる

とします。あなたは何をすべきですか。

・両親から注意されているにもかかわらず，子供は時々そ

のような危険なことをします｡それはなぜでしょうか。

・両親や周りの人々は，子供たちにとって最もよいものを

知っています。子供たちが彼らの勧告を無視し続けたら，

どんな結果を招くでしょうか。

イスラエルの人々は、この教えがなかなか理解できなか

ったことを説明する。

士師2:1-3を読ませ，次のことを話し合う。「イスラエ

ルは主の使いの命令に従いませんでしたニどのような命令

でしたかc」士師l:18-19を読む。ユダが，与えられた地

域をすべて手に入れることができなかった理山を見つけさ

せる。次の質問をする。「この地域を手に入れることができ

なかった理由として，ほかにどのようなことが考えられま

すか｡」（不従順と信仰の欠如豆）

士師l:27-33を調べさせ，ほかの部族もほとんど同じ

ような状況だったことに注目させてもよい｡下にあるよう

な戦車の絵を描くか見せる。次の質問をする。「本来ならこ

,､T：.'~~!‘,:|吊侭『|'~二

生活の中で見過ごし

にしている罪がある

カナンぴとを地にと

どまらせた
ｆ
１
１
邪

A 強制労働をさせ，協

定を交わし，偶像礼
拝を認めた

罪やいかがわしい活

動を黙認する

二一弓逹乏

号一

Ⅳ
！

聖約に基づかずに結

婚し，神殿の祝福が
受けられなくなる

異民族との結婚

１
何
Ｆ
Ⅱ

A

不活発や背教偶像礼拝

士師l:27,29-33を読ませ，「昔のイスラエル」の最初

の欄に，その部族がどのような点で不従順だったか，また，

どのような問題を黙認したか記入させる。士師l:28およ

Or2:1-2を読ませ,2番目の欄に，これらの聖句から，

イスラエルの民が行ったことについて何が分かるか記入さ

せる。「強制労働」という言葉の意味を尋ね，次の質問をす

る。「イスラエルの民は，カナンびとを滅ぼすという聖約を

守らないで，彼らを強制労働に服そうとしました。なぜで

しょうかc」士師3：5－7を読んで，その後イスラエルの民

が何をしたか次の二つの欄に記入させる。

もう一度士師2：3を引用し，次のことを尋ねる。「主は，

イスラエルの不従順がどのような結果を招くとおっしゃっ

たでしょうか｡｣士師記の要約とも言える18-19節を読ませ，

後の世代がどうなったか説明させる。

次のように尋ねる。「現代の人々も，昔のイスラエルと同

じような行いや過ちをします。どのようなものがあるでし

ょうか｡」両者を比較対照して「現代のイスラエル」の表の

該当する欄を埋めさせる。選択について述べたニール．

A・マックスウェル長老の以下の言葉を読む。

二二－一F

A

~』Ⅱ叩z,-‘Y

モニ

コマー

A

A I

;瀧艤園

画
二-二
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舗蕊¥“ イクルが見られることを説明する。士帥2:11;3:7,

12;4:1;6:l;10:6;および13:lを読んで，「イスラ

エルの人々は主の前に悪を行い」という記述に印を付けさ

せる。

イスラエルの氏と同じ過ちを犯さないようにするにはと

うしたらよいだろうか｡lニーファイ2:16-17;15:21-

25；ヒラマン3:27-30,3515:12を読ませ，その方法を

見つけさせる。

rへ、
’

1「もちろんすべての選択は自由です。自由でなければ

ならないのです。しかし残念なのは，わたしたちが怠惰

であることを選ぶとき，その影響は自分だけにとどまら

ず，第2世代や第3世代にまで及ぶということです。親

のちょっとしたあいまいな言葉が，子供たちを大きく迷

わせることがあります。先祖は献身的な信仰を守り抜い

たかもしれません。しかし，その子孫はあいまいな信仰

生活を送っているのです。そして悲しいことに，浸食作

用が現れて，さらに次の世代の中には教会に異議を唱え

る人が出てくるかもしれないのです｡」（｢聖徒の道」

1993年1月号,72参照）
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50分）

教会の若い宣教師たちの写真を見せる。次のように尋ね

る。「世の人々は，これらの若者についてどのように考えて

いると思います~か｡」ゴードン･B･ヒンクレー大管長は，

宣教師が世の中において，しばしばどのように見られてい

るか述べている。

次の質問をする。「世の中において，何が聖約を守らない

者のわなとなるでしょうか｡」生徒とともにlニーファイ

17:45;3ニーフアイ6:17;4ニーフアイl:38;および

モルモン2:13-15を読む。以下の質問に対する答えを考

えさせる。

・イスラエルの民と同じわなに陥らないようにするため

に，何をする必要がありますか。

・邪悠な世の中にあって，義にかなった生活をし，聖約を

守るにはどうすればいいでしょうか。
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「わたしはBBCラジオの国際放送サービスからイン

タビューを受けました。レポーターの男性は，以前に宣

教師たちを見たことがあり，その若々しさを心に留めて

いたのでした。彼は『まだひよっこの若者たちの話に

人々が耳を傾けると思いますか｡』と聞いてきました。

ついでながら，この「ひよっこ』という言葉には，未

熟，経験が乏しい，洗練されていない，というような意

味があります｡」（｢聖徒の道」1996年1月号,58)
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士師1－21章。イスラエルの民は，神と交わした聖約を常

に守ることができなかった。そのため，奴隷と自由の状態

を繰り返した。(20-30分）

黒板または配付資料に以下の表を描く。表を空欄にして

おき，士師記2－4章を研究しながら埋めていくとよい。
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主は御業を行うためにどのような者を召すと言っておら

れるだろうか。教義と聖約l:17-20と35:13－15を全員

で読み、それを説明する言葉や文章を見つける。次の質問

をする。

・主が「弱い」者たちを選ばれるのはなぜだと思いますか。

oそのことから主の力について何が分かりますか。

｜・主が競も強い者,最も賢い者.最も富んだ者をお選びに
なったとしたら，人々はどのような誘惑を受けると思い

|､副;咽最…最……息隷”
｜ゞ･庭人幣だと言蓉"＆
・人々に間違った理由で従うとき，どのような問題に直面

するでしょうか。

｜レポーターに対するヒンクレー大管長の返答を読む。

,釦f』寺L『,
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士師記に見られる背教のサイクル

主が民を救う

ために,士師

を選ばれる。

鞭
‐端
い
や
１
“
狐
聯
聯
胃

犀
“
唯
含
‐
琴署一一

へ
（

｜％

|獺麗珪’
民がキの前に悪を

行う。

民が悔い改めて主

に叫び求める。

民が主の前に悪を
ｵ千局
」JノC

q礼ゴIFIM

民が敵の手に

渡される。
可

士i1li2:11-19と3:5－11を読ませ，次の質問をする。

｢聖約を守らなかった結果，どのようにして苦難のサイクル

が繰り返されたでしょうか｡」士師3:5-11から，表の各

欄に該当する節を探させる。見つかった順に表に記入する。

士師3:12-15;4:1-6;および6:1,11を生徒と一緒

に読み，次の質|li1をする。「主に助けを求める前に，新しい

世代は苦しみと虐げを受けなければなりませんでした。そ

れはなぜでしょうか｡」士Ⅲj記のほぼ全体にわたってこのサ

「わたしはレポーターに笑って答えました。『ひよっ

この若者ですって？この宣教師たちは，パウロの時代の

テモテと同じなのですよ。パウロは自分の若い同僚に書

き送った手紙の中でこう言いました｡[1テモテ4:12

参照〕・…．

驚くべきことですが,人々は宣教師たちを受け入れて，
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彼らの話に耳を傾けています。彼らは健全です。明るく，

機敏で，正直です。清潔な感じがしますし，人々は彼ら

をすぐ信頼します｡」……

『ひよっこの若者たち？』そうです。世の中のことは

よく知らないかもしれません。しかし，それは何とすば

らしい祝福でしょうか。彼らには少しもごまかしがあり

ません。人を欺いたり，だましたりすることもないので

す。彼らは，自分自身の確信に基づいて語ります◎一人
しもべ

一人が生ける神の僕であり，主イエス・キリストの使い

です。彼らの力は，この世につける事柄を学んだことか

ら来るのではありません◎彼らの力は，信仰、祈り，
けんそん

謙遜さから来るものです｡」（『聖徒の道」1996年1月号，

5参照）

以下の指導者は，英雄になることなどありそうもなかっ

た。その理由を説明するよう生徒に割り当てる。

●エホデ（士師3:15参照）

oデボラ（士師4：4；5：7参照）

●ヤエル（士師4:17-22参照）

･ギデオン（士師6:14-15;7:1-6参照）

・エフタ（士師11:1-2参照）

士師4：23と7：7を一緒に読み，民がこれらの指導者に

従ったときに何が起きたか注目する”ギデオンの時代に，

民は主が教えようとしておられたことをまだ理解していな

かった。民はギデオンが彼らの王になることを望んだ。士

師8：23にあるギデオンの返答を読む。

次のことについて意見を発表させる｡「主の御手にあって
あかし

主の業を行うより良い器となり，主の力の生きた証となる

にはどうしたらいいでしょうか｡」モーセ，エノク，預言者

ジョセフ・スミスなどについて聖文から例を用いて話し合

い，彼らが主の器として使われるためにどのような備えを

したか指摘してもよい（モーセl:3-8;6:31-37;ジヨ

セフ・スミスー歴史l:14-20参照)。

士師フーB章。わたしたちは自らに頼るのではなく，主に

信仰を持って主を信頼しなければならない。(15-20分）

教室の壁から3メートルほど離れたテーブルの上に，二

つのキャンディーを置く。キャンディーを食べたい生徒に，

片手を壁から離さないで手が届くなら一つ食べてもよいと

話す。キャンディーに手が届かないことが理解できたら，

次のことを説明する。「だれかに手をつないでもらっていた

ら，キャンディーに手が届いたのではないでしょうか｡」

次のことを尋ねる。「現世において，時々自分の力だけで

はできないことがあります。どのようなことが挙げられま

すか｡」マタイ5：48を読み，ここで与えられている自分の

力だけでは達成できない戒めを探す。モロナイ10:32-33

を読み，どうすれば完全になれるか見つけさせる｡

＃．
」11

以下の表を黒板に書き､右側は空欄にしておく。左側の

聖句を読み，それぞれに述べられている兵士の数を右側に

書くよう指示する。主がイスラエルの民に示されたことと，

その理由を尋ねる。

の壬Uノヤーク

2万2000人

士師7:17-23を読ませる。イスラエルの敵が目にした

恐ろしい姿や音を4つ列挙させる。次のように尋ねる。「こ

の出来事を通して，主はイスラエルの民に何を教えようと

しておられたのでしょうか」（士師7：2参照)･士師8：

22-23を読ませ，以下の質問をする。

・イスラエルの民は原則を理解しましたか。

・ギデオンは原則を理解しましたか。

・この物語は，わたしたちが神の王国を築こうとする際に

どのように役立つと思いますか。

大管長会第二顧問のジェームズ．E・ファウスト管長の

以下の言葉を紹介する。

「主はわたしたち一人一人に大いなる業を用意してお

られます。皆さんは，そんなことがありえるだろうかと

思うかもしれません。自分は何のとりえもなければ，優

れた才能もないと感じているかもしれません。もしかし

たら，今まで自分は愚かだと感じたり，人からそう言わ

れ続けてきたりした人がいるかもしれません｡わたした

ちの多くは，自分は愚かだと感じたことがあります。ま

た，ある人々はそう言われてきました。ミデアンびとか

らイスラエルを救うよう主に命じられたギデオンも，同

じように感じたのです。ギデオンは，『わたしの氏族は

マナセのうちで最も弱いものです｡わたしはまたわたし

の父の家族のうちで最も小さいものです』と言いました。

そして300人しか部下がいなかったにもかかわらず，主

の助けによって，ミデアンびとの軍勢を打ち破ることが

できたのです。
けんそん

主は，たとえ並外れた能力を備えていなくとも，謙遜

で信仰深く，熱心に主に仕え，向上心のある人を通して．

大いなる奇跡を起こすことがおできになります。それは

神こそが，力の究極の源だからです｡」（『聖徒の道』

1996年1月号，53参照）

鯉
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士師13:1-S。子供たちを義にかなった家族に迎え入れ

ることは，幸福の計画の大切な一部である。(15-20分）

赤ちゃんの写真を何枚か見せる。幼い子供たちがいかに

美しく純真であるか，また彼らが両親にもたらす喜びにつ

いて指摘する。人類に与えられた最初の戒めは何であるか

生徒に質問する（創世l:28参照)。この戒めは現代におい

ても求められていることを説明する。

次のように尋ねる。「サタンが人々に，子供を持つのをや

めさせることができたら，幸福の計画にどのような影響が

あるでしょうか｡」子供がほしくても授からない人の気持ち

はどのようなものだと思うか答えさせる。士師13:1-8を

読み，子供を産んだことがなかった人物を見つけさせる。8

節でサムソンの両親が求めていることは何だろうか，また

そのことから彼らについて何が分かるか尋ねる。

以下の質問をする。

●両親が子供を育てるうえで，神の助けを必要とするのは

なぜですか。

●子供を育てるとき，両親はどんな場合に神の導きを求め

て祈ると思いますか。

・両親は子供にどんな期待を抱くと思いますか。

●天の両親はわたしたちにどんなことを望んでおられると

士師13-16章。高慢と利己心は人に悲劇をもたらし，主

から受けた召しを果たせなくしてしまう。（35-40分）

レッスンの前に，黒板に以下の質問を書いておく。

・サムソンは神から与えられた能力をどのように用いたで

しょうか。

・イスラエルの敵と戦うことにおいて，サムソンとギデオ

ンとではその動機が違っていました。どのように違って

いたのでしょうか。（この質問に答えるために，生徒用

学習ガイドの士師記14-15章のための活動Aにある表を

利用してもよい｡)

・イスラエルを救ったサムソンの成功は，ギデオンの場合

と比べるとどう違いますか。

・サムソンがデリラの策略にはまったのはなぜですか。

・主は再びサムソンを強められたのはなぜですか。

生徒が質問を読んだ後、ともに士師記13-16章を読む。

読みながら黒板にある質問への答えを見つけるよう指示す

る。質問の答えが見つかったら読むのをやめる。または，

手を上げてほかの生徒の注意を喚起するように言う。読み

終わった時点でまだ答えていない質問がある場合は，それ

らについてクラス全体で話し合う。

必要であれば，『旧約聖書：創世記一サムエル記下』にある

士師記13-16章についての注解(283-285)を利用する。

また生徒用学習ガイドにある士師記16章のための活動を利

呂司･PFF子
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三いて語っている。「ルツは，愛する人の死，新しい土地での

孤独感糧を得るために必死に働くことなど，現代と同じ

ような|水|難に，自信をもって立ち|hlかいました。ルツの

数々の小さな努力が，後の偉大な出来事に結びついたので

す。わたしはルツの行いを通して，日々の生活の価値と，

神に従う選びをすることの大切さを学びました｡」（｢改宗を

通して得られる自信」「聖徒の道』1993年1月号,102参照）

酌へ9
鍵
墓

鍔臣

篤殿
妻嬉さはじめに ．"を‘、
髭鍔壹一二

隻_声壁

ルッ記は，イスラエルの士師の時代の物語である。当時
学び取るべき重要な福音の原則イスラエルの民とモアブびとの間には平禾l-lが保たれていた

(｢聖句ガイド」「モアブ」257ページ参照)。ルツの物語はモ

アブ，およびイスラエルのユダの部族が住んでいた地域が

灘台となっている。

蕊
|・鯉約鱸稲'蘇嚥澪粛濟勵
｜Ⅲ3-17参照、使徒10:34-35も参照)。

|・年老いた両親や親戚を,愛をもって世話する人々 に‘主
Iは祝柵を与えられる（ルツl:16-19;4:1-8参照)。

｜教え方の提案

｜ルツ’－2章。主にすべてをゆだね，自らをささげる人は，
｝けんそん

1謙遜さ，勇気，そして人々への親切な行いを通してその決

意を示す。(15-25分）

:[臘蘓警藤耕嘩織り下謡榊
｜リオン」「ナオミ」「オルパ」「ボアズ｣。ルツ1-2章に目を

i通し､それぞれの人物がだれ力説明させる｡黒板に書いた
I名前の柚に，それぞれの人物についての簡単な説'ﾘ1を書く。

’必要に応じて『旧約聖書:創世記-ｻﾑｴﾙ記下｣にある

！‘勤蝦ご‘諒甥掴鯨謁j噛
行わせる。二人には義理の姉妹であるルツとオルパを演じ

させ，義母とともに異国の地に行くべきかどうかを決める

に当たって，彼女たちが交わしたと思う会話を再現させる。

1残剛の唯徒には｡もし自分がﾙヅまたはｵﾙパだ｡たら側

I上言う糊老え…"…'剛…。
i・ナオミと一緒に行くようルツを突き動かしたものは何だ
Iったと思いますか。

|･ルツの決意は何から来るものでしたか。
1聖句を使って自分の答えの根拠を示させる。

以下の質問をする。

・ルツの行いは，決して容易なものではありませんでした。

なぜでしょうか。

・イスラエルでのルツの生活はどのようなものでしたか。

（ルツは貧しく，食物のために畑で落ち穂を拾わなけれ

!、蹴轍‘…と…生怖…磯ぅに劇。
｜ました｡そのことから，ルツについて何が分かりますか。

・ボアズはどのような人物でしたか。
こんにち

I今日の教会の改宗者とルツを比較する｡以下の質問をする。
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士師記には，イスラエルの背教に関する悲しい物語が数

多く収められている。対照的に，ルツの物語には，信仰と

献身そしてキリストのような慈愛についての喜びあふれ

る物話が記されている。ルツ記を通して，どれほど邪悪な

世にあっても個人的な正しさを保てるということが分かる。

ルツの物語は，正しい決断を下し，勇気をもって困難に

立ち向かうようわたしたちを励ましてくれる。もしわたし

たちがそのようにするなら，最終的にはすべてが益となる
あがな

であろう。またルツの物語の根底には，贈いというテーマ

がある。ルツは元々イスラエル人ではなかった。ルツは貧

しく，夫も子供もなかった。ボアズによって「あがな〔わ

れた〕」（ルツ4:4-10参照）ルツは，一人のイスラエル人

として完全に受け入れられ，裕福な女性となった。そして

再び結婚の聖約に入り，子供たちを得た。この暗いという

テーマについて考えるとき，イエス・キリストがルツの子

孫の一人であることは興味深い（マタイl:5-16参照)。

中央扶助協会の顧問であったアイリーン･H・クライド

姉妹は，ルツの物語から学んで応用することの大切さにつ
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こんにち

o今日改宗者が福音を受け入れるとき，どのような問題に

直面すると思いますか。

・改宗者がその生活を変えるために，ルツの模範をどのよ

うに生かすことができると思いますか｡

。「異邦人」であるルツに対するボアズの対応は，すでに

改宗している教会員にとっての模範と言えます。なぜで

すか。

・わたしたちが求道者や改宗したばかりの教会員に接する

とき．どうすればボアズの模範に従うことができますか。

生徒とともにエペソ2:19にあるパウロの言葉を読み，

｢もはや異国人でも宿り人でもなく」という部分を強調する＠

以下の質問をする。

・ルツの物語が，わたしたちのために聖書に収められてい

るのはなぜでしょうか。

・あなたは，ルツ，ナオミ，ボアズのどのような特質を自

分の生活に取り入れたいと思いますか□
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だれのことを心にかけていましたか。
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ルツl:11-13 オルパと

ルツ

ルツl:14-18

ルツ2:1-10

ルツ2:11-12

ルツ2:13-17

ルツ2:18

ルツ3:1

ルツ3:2-11 ナオミと

エリメレク

八’

ルッと

ナオミ

ルツ3:12-18

ルツ1－4章。生活の中で神を第一とし，自分自身よりも，

まず周りの人々のことを考えるとき，わたしたちはより大

きな祝福と幸福を得る。（25-30分）

黒板に2本の水を描く。一方の木の幹に「利己的｣，もう

一方の幹に「無私」と書く。これら二つの言葉の意味を尋

ね，以下の質問に対する答えを話し合う．

・それぞれの木の実を，言葉で表現してください。どのよ

うな言葉が当てはまると思いますか。

・サムソンの生涯を表しているのはどちらの木だと思いま

すか。

・サムソンは利己的になることで，どのような実を結びま

したか。

・ルツの生涯を表しているのはどちらの木だと思いますか。

・ルツの無私の心はどのような実を結びましたか。

士師記にある多くの物語とは対照的に，ルツ記には無私

の心を持った人々の物語が記されていることを説明する。

ルツ記の人々は，自分のことを考える前に，まず周りの

人々が何を必要としているか考えた。

マタイ22：37-39を読ませ，神と人とを愛するために何

をすべきか見つけさせる。次の質問をする。「もし本当に無

私の精神を持ちたいなら，自分のことについて考える前に，

だれの必要について考えるべきですかc｣ルツはその生涯で，

愛の原則をどのように応用しただろうか。ルツl:8-19を

読んで，それを示している言葉や表現を見つけさせる。

以下の表を黒板に書くか，資料として配付する。答えは

空欄にしておく。挙げられている聖句を読ませ，それぞれ

の名前の下に，その人物がだれのことを心にかけていたか

書かせる。
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自分自身

÷に
次の質問をする。「無私の生活を送ったことによって，ル

ツや周りの人々の生涯にどのような『実』がもたらされた

でしょうか｡」（例えば，愛、交友関係．結婚，子供，およ

び生活において物質的な必要が満たされたこと｡)

ルツ4:18-21を読み．ダビデ王がルツとボアズの子孫

であることを指摘する。ルカ3：23－32を読み、イエス・

キリストがこの家系からお生まれになったことに注目させ

る。以下の質問をする。「イエスの生涯において、無私の精

神を表している出来事にはどのようなものがありますか｡」

主が，この無私の精神を持った夫婦の子孫であることは何

とふさわしいことだろう。

AI

’

‐
ｌ
‐
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
’
１
１
１
１
１
‐
’
ｊ
’
’
１
１
・
■
■
■
■
■
■
■
！
‐
‐
ｌ
Ⅱ
Ⅲ
‐
Ｉ
‐
’
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
‐
１
１
■
■
■
■
・
‐
１
町
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
１
‐
９
’
－
１
１
，
１
’
ｉ
・
－
‐
‐
’
１
１
１
‐
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
１
，
，
１
１
白
■
■
■
■
■
■
１
．
１
１

画
■
■
■
■
■
日
？
４
１
１
Ⅱ
１
ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
０
１
Ⅱ
１
４
１
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ｊ
８
ｑ
Ｉ
ｊ
０
Ｉ
ｑ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
‐
Ｉ

八

ルツ1－4章。ルツとボアズの物語は，わたしたちが救い
あかな

主を通して鱈いを受けることの予型といえる。(10-15分）

ルツの物語を研究した後，次のことを考えさせる。「ルツ

は，どのような点でわたしたち全員を象徴しているのでし

ょうか。ボアズは，どのような点でイエス・キリストの予

型と言えるでしょうかc」ルツ1－4章を振り返って，ルツ

とボアズの言葉や行動の中から，それを表しているものを

見つけ，害き留めさせる。何人かの生徒に書いたことを発

表させる。

Ａ
‐
八

⑬



一
68：25-32も参照)｡

。主は様々な方法でわたしたちに語りかけられる。主の声

を認識できるようになることは，この生涯におけるわた

したちの霊的成長に欠かせないことである（サムエル上

3:1-10参照)。

・わたしたちは義にかなっていなければ，自分たちのため

に天の力を十分に受けることはできない（サムエル上

4－7章参照。教義と聖約121:34-44も参照)。

o預言者や教会脂導者の霊感された勧告を拒むとき，わた

したちは事実上神を拒んでいるのである（サムエル上

8：7参照。教義と聖約l:37-38も参照)。

・主からの召しは権能を持つ者に明らかにされる。その後，

椛能を持つ者は，主が選ばれた人々を召し，賛意を表明

するために提議し，任命し，計||練する（サムエル上9－

10章参照)。

教え方の提案

要な登場人物である預言者サムエルの名を冠している。サ

ムエル記上の晶初の部分は，サムエル自身の記録から取ら

れた可能性があるが，第25章にサムエルの死についての記

述が見られることから，すべてをサムエルが記したとは考

えられない。特定はできないが，著者はサムエルが記した

資料だけでなく預言者ナタンとガドが記した資料も合わせ

て用いたものと思われる（サムエル上10§25；歴代上29：

29参照)｡

サムエル記上およびサムエル記下は，ヘブライ語の聖書

では「サムエル」として一つにまとめられている。ギリシ

ャ語の聖耆では二つの吾に分けられており，現在の聖書に

はその形式が引き継がれている。欽定訳聖耆にあるサムエ

ル記上の副題では,#:TheFirstBookoftheKingr(｢列王

紀第一吾｣）と呼ばれている。同書にはイスラエルの最初の

王として油注がれたサウルについて記されていることから．

これは適切な表題といえる。

サムエル記上には，サムエルの誕生からサウルの死（紀

元前約1010年ころ）までの間の出来事が記されている。こ

の時代，イスラエルの部族間には，ある程度の一致が見ら

れた。これはモーセやヨシュアの時代以来なかったことで

ある。この一致は，サムエルより油注がれたイスラエルの

最初の王によってもたらされた。

サムエル記上のより詳しい分析は，「聖句ガイド」「サム

エル（旧約の預言者)｣(110-111ページ）を参照する。
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ゆり噸誰蒐ﾚ師就鯉i殿
現代の物語を川いて両親の神聖な召しが説明されている

(教えﾉJ･の提案は「｢旧約聖書」ビデオガイド」を参照)。

サムエル上1－3章。両親には，主を愛し悪を避けるよう

子供に教える責任がある。（35-45分）

Htの中に最も必要なものは何だと,'l!うか尋ねる。彼らの

考えについて1,2分話し合わせ，その後デビッド･O･マ

ッケイ大管長の以下の言葉を読む。
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「もしこの世の中に最も必要なものを挙げるように言

われたら,わたしはためらうことなくこう言うでしょう。

思慮深い母親と，．…･･称賛に値する父親であると。」

(R/chardL.Evans'QuoteBook[1971年],20にて引用）一
唱
罫
時
ご
』

はじめに

サムエル記上は，エリの死とそれに続く士帥の地位の移

讓についての記述である。士師の地位は，イスラエルの士

師として最初の祭司となったエリから，イスラエルの最後

の士師であり少年預言者となったサムエルヘと引き継がれ

た。サムソンと同様サムエルはそれまで不妊であった女

性から神の力によって誕生した約束の子であった。またサ

ムエルとサムソンはともにナジルぴとであった。しかしサ

ムエルは信仰によってペリシテびとを打ち負かした。これ

は肉体的な強さを持ちながらも霊的に忠実でなかったサム

ソンにはできなかったことである。またこれらの章では，

イスラエルが士師を廃11Zして地上に王を持つことを望んだ

ことについて語られている。これによってイスラエルは，

自分たちの本当の王である天の神．イエス・キリストを事

実上拒んだのである。

学び取るべき重要な福音の原則
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なぜこれが真実であると,'&うか尋ねる。

サムエル上1－2章に簡単に目を通し，ハンナが思慮深く

称賛に値する母親であったことを示す特質や行動を書き留

めさせる（サムエル_tl:10-11,15-18,20,24-28;

2:1-10参照)。書いたものを発表させる。『|Ⅱ約聖書：創

世記一サムエル記下」にあるサムエル上1-2章についての

注解（293-295ページ）を利用してもよい｡次の質問をする。

・ハンナが何よりも求めていたものは何でしたか。

・ハンナが熱心に子供を求めたのはなぜだと思いますか。

・神の幸福の計1mで，子供を持つことにはどのような意義

がありますか。

・子供を授かった後，両糾にはどのような責任があります

か（教義と聖約68:25-31参照)。

サムエル上2:12－17,22を読ませ，以下の質問をする。

・エリの息子たちは，幕屋の祭司としてどのような罪を犯

しましたか。

●サムエル上2：22－25および3:12-13を読む。息子た

ちの行いにエリはどう対処しましたか。
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・信仰をもって求める者には奇跡がもたらされる（サムエ

ル上l:1-17参照。モルモン9:15-20も参照)。

・両親には，主を愛し，悪を避けるよう子供に教える責任
へ

働
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●サムエル上2：27-36および3:12-14で主がエリに言わ

れていることを読む。エリはどのような過ちを犯しまし

たか。

・エリが「〔主〕よりも自分の子らを尊〔んだ〕」とはどう

いう意味ですか。

・主がエリに下された罰の厳しさから，どのようなことが

分かりますか（サムエル上4:10-18参照)。

・エリに下された罰は，わたしたちが家族に関する義務を

怠った場合にもたらされる永遠の結果を象徴していま

す。どのように象徴していますか。

次のことを理解させる｡｢子供には選択の自由があるため、

両親が最善を尽くしてきた場合でも道からそれることがあ

ります｡」サムエルの場合がそうであった。サムエルの息子

たちも不従順であったが、そのことで主がサムエルを罪に

定められることはなかった（サムエル上8:1-3参照)･

次のことを尋ねる。「『思慮深い母親や称賛に値する父親』

になりたいと望んでいる現代の若人が直面している問題に

は，おもにどのようなものがあるでしょうか｡」次の質問を

する。「男性，女性，そして家族のあり方についての世の標

準は，主が支持しておられるものと同じ信条を支持し奨励

していると思いますか｡」可能であれば,218ページにある

｢家族一世界への宣言」のコピーを配付する。

「思慮深い母親や称賛に値する父親」がすべきことを述

べている文章や段落を見つけさせる。宣言の中で述べられ

ているような両親となるために，今何ができるか話し合う。

サムエル上B:1-10．主の声を認識できるようになるこ

とは，この人生において霊を良い状態に維持するうえで欠

かせないことである。（20-25分）

聞き慣れた音とそうでない音を，6種類から8種類カセ

ットテープに録音しておく。または，それらの音を教室で

出せるように用意する。生徒は目を閉じる。音を一つ一つ

聞かせて，それが何の音か当てさせる。その後，次のよう

に尋ねる。「聞き分けられた音と．そうでない音があったの

はなぜでしょうかc」サムエル上3:1-10を読ませ，以下

の質問をする。

・サムエルはある音を耳にしましたが，最初は認識するこ

とができませんでした。それはどのような音でしたか。

。「そのころ，主の言葉はまれで，黙示も常ではなかった」

とはどういう意味だと思いますか(1節。『旧約聖書：

創世記一サムエル記下』にあるサムエル上3:1につい

ての注解，295ページも参照)。

主は御自身の声によってサムエルを預言者に召された。

神は預言者を通して御自分の民に語られるが，御自分の子

ら一人一人に直接語られることもある。主はほかにどのよ

うな方法でわたしたちに語られるか，生徒にリストアップ

させる。聖霊，聖文，両親，地元の教会指導者などが挙げ

られる。クラス全体またはグループで，以下の聖句を調べ

させ、主の声をさらにはっきりと認識するためにできるこ

とを列挙させる。

●lニーファイ17:45

●アルマ5：57

●教義と聖約1:14，38

●教義と聖約18:34-36

，主の声を認識するうえで役に立った教師自身の経験を紹
介するとよい。

八
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へ
サムエル上4－フ章。わたしたちのために奇跡が行われる

には，まず信仰と義が求められる。（25-30分）

四つ葉のクローバーやお守りなど，幸運または不運を象

徴する物を幾つか見せる。それらが奇跡を起こすのにどれ

だけ役立つか尋ねる。ヨシュア3:9-17を読ませ，次のこ

とについて答えさせる。「イスラエルの民は．奇跡にまつわ

るある物を持っていました。それは何でしょうか｡」

サムエル上4:1-llを読ませ、契約の箱がイスラエルの民

をペリシテぴとから救わなかった理由を説明させる。契約の

箱と幸運を招くお守りの違いについて尋ねる（『旧約聖書：

創世記一サムエル記下」にあるサムエル上4－7章について

の注解，296ページも参照)･モルモン9:15-21を読ませ，

奇跡をもたらす真の源は何か見つけさせる。また，生活の中

で奇跡を見るためには何を行う必要があるか見つけさせる。

『旧約聖書：創世記一サムエル記下』（296ページ）にあ

るペリシテぴとの神ダゴンの絵を見せる。サムエル上5：

1－4を読んで，ダゴンの宮で起きた奇跡について説明させ

る。生徒とともにサムエル上5:6-12を読み．契約の箱を

持って来たためにペリシテぴとの上に及んだ災いについて

話し合う。サムエル上6:1-12を読み，ペリシテぴとが契

約の箱をどうしたか見つけさせる（｢旧約聖書：創世記一サ

ムエル記下』にあるサムエル上5：2－3および5:6-12;

6:1-9についての注解,296-297ページも参照)。

敵に打ち勝つ力を得るために，サムエルはイスラエルの

民にどのような助言をしただろうか。サムエル上7:3-13

を読ませ，助言の内容を調べさせる（『旧約聖書：創世記一

サムエル記下』にあるサムエル上7:13についての注解，

297ページも参照)。次のように尋ねる。「これらの方法は，

サムエル上4－6章で，イスラエルがベリシテぴとを破るた

めに行おうとしたことと，どのように比較できるでしょう

か｡」サムエルの勧告を自分自身の戦いに応用する方法を挙

げさせる。

謹綴隠語息牒臓二鰡蘇
ばならない。（45-50分）

服装や髪型，流行語、ダンスなど，教師が若かったころ

に流行していたものを幾つか黒板に書き出す。またはそれ

らの写真を見せる。生徒がそれらを見て時代遅れと笑った

ら，現在若い人々の間で流行しているものを幾つか挙げて

もらう。次の質問をする。

・20年後，皆さんの子供たちはこれらの流行についてどう

感じると思いますか。

。このように流行が一時的なものであるとするなら，なぜ

人々はそれを懸命に追いかけようとするのでしょうか。

サムエル上8:1-5を読んで，次のことを見つけさせる。

｢昔のイスラエルが望んだ習わしとは何でしょうか．また民

はなぜそれを望んだのでしょうか｡」イスラエルは，ほかの

多くの国々と同等になるため王制を望んだ。そのとき主は、

イスラエルが事実上何を行っていると言われただろうか。

6－8節を読んで，答えさせる（『旧約聖書：創世記一サム
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エル記下』にあるサムエル上8：3－7についての注解，297

ページも参照)。生徒用学習ガイドにあるサムエル8章のた

めの活動Aを行わせた後，書いたものについて話し合う。

次の質問をする。

・サムエルの預言は，正しくない王を持つことの危険性に

ついてわたしたちに何を教えていますか。

・イスラエルの民が，サムエルの警告に注意を払わなかっ

たのはなぜだと思いますか。
こんにち

・今日，ある人々が主の方法ではなく，この世の方法に従

おうとするのはなぜだと思いますか（ヒラマン12:4-

6；教義と聖約10:20-22:123:12参照)。

・主は，不幸をもたらすものであっても，人々がそのよう

な選択をするのをお許しになります。なぜでしょうか

（｢選択の自由｣,13ページ参照)。

人気のあるものすべてではないが．その一部は邪悪で誤

っていることを理解させる。社会に受け入れられ奨励すら

されている流行や慣習の中で，主の戒めに反しているもの

には何があるだろうか。幾つか黒板に書き出させる○次の

ことを尋ねる。「間違っていることを知っていながらこの世

の標準に従うとき，わたしたちはどのような点で昔のイス

ラエルの民と似ているでしょうか｡」

当時十二使徒定員会会員だったスペンサー･W･キンボ
こんにち

－ル長老の言葉を紹介する。キンボール長老は，今日の

人々と，昔のイスラエルの民とを比較している。

A みのない服装をした美男美女が必要です。『わたしたち

にもほかの国々のように王が必要なのです｡』

世の中には，あらゆる業界，ビジネス，工場，学校，

そして社会集団などに女王が存在します。それらの女性

は，ビジネス，娯楽，社会集団などの経済的な利益を促

進するために，慎みのない服装をしてその容姿を人目に

さらし．公の場に現れます。……わたしたちの女王もま

た，人々に見てもらうために，美しい顔をした，魅力的

で，スタイルの良い人でなければなりません。ほかに選

択の余地などないのです。『わたしたちにもほかの国々

のように女王が必要』なのですから。……

ああ，末日聖徒はいつになったら自分の足でしっかり

と立ち，みずからの標準を確立し，適切な模範に従うの

でしょうか。また，いつになったら福音が示す模範に従

って自分たちの栄えある生活を送るのでしょうか。……

楽しい時や幸福な生活，汚れのない楽しみは，魅惑的な

もの，華やかなもの，極端なものなどとはまったく無関

係なのです｡」("LikeAlltheNations,"ChurchNews,

1960年10月15日付,14)
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学んだことを応用できるように，生徒に自分の親しい友

人か家族のだれかが，この世の誘惑に陥って苦しんでいる

と仮定させる。この世に従うよりも，主に従う方がはるか

に幸福になれることをその人に教えるにはどうしたらよい

だろうか｡それに役立つ聖句や聖典の中の物語を『聖句ガ

イド』を使って見つけさせる（例えば，アルマ40:11-

14;41章)･

サムエル上g-10章。主は，権能を持つ者の霊感を通し

て，人々を奉仕の業に召される。（25-30分）

大管長会のトーマス．S･モンソン管長は、第二顧問で

あったとき次のように語った。
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「サムエルは民を集め，主の民は異なっている必要が

あると言いました。高い標準を掲げなければならないと

説明したのです。しかし，人々は次のように求めました。

『わたしたちはほかの民と同じようになりたいのです。

異なっていたくはありません｡』……
こんにち

今日のわたしたちもこれと大差はありません。わたし

たちは愚かさの代償について考えることなく，この世の

魅力的なものやむなしいものを求めます。……またある

人々は……付き合い酒にふけります。－『わたしたち

にもほかの国々のように王が必要なのです｡』

俗悪な金の亡者によって生み出される流行のスタイル

は，常に極端なものを求め，流行の衣服を時代遅れなも

のとします。そして商人たちの金もうけの機会を生み出

していくのです。わたしたちは異なってなどいられませ

ん。『時代に乗り遅れる」くらいなら死んだ方がましで

す。普通のドレスがひざ丈なら，さらに短いひざ上のド

レスを着ます。ショートパンツが流行なら，一番短いも

のを身に着けます。……水着の露出度が高ければ，最も

露出度の高いものを着るのです。『わたしたちにもほか

の国々のように王が必要なのです｡』

主は特異な民となることを求められます。しかし，わ

たしたちは特異な者にはなりたくはないのです。……男

女の性的な関係が普通に行われているのなら，わたした

ちもそのように行います。「わたしたちにもほかの国々

のように王が必要なのです｡』……

ある人々は映画のように華やかできらびやかな，これ

見よがしに飾り立てた豪華な結婚式を挙げます。わたし

たちにもキャンドルと，ガウン，そして危険なほどに慎

A
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「主は御自分が召される者をふさわしくされる。」

(ConferenceReport,1988年4月号,52)
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生徒の一人が信仰箇条第5条を引用し，その意味を説明

する。教師は，教会で召しを受けたときの経験を紹介する。

その召しに対する自分の気持ちと，主から受けた助けにつ

いて話す。召しが主から来たものであることをどのように

して知ったか説明する。

次のことを伝える。「イスラエルの地上における最初の王

となったサウルの召しから，幾つかの重要な原則を学ぶこと

ができます。人がどのようにして神の王国で働くよう召され

るか知ることができるのですc」生徒とともにサムエル上

10:1,6-12,17-27を読み,以下の質問への答えから学ぶ。

・サムエルはサウルを召して油を注ぎました。サムエルは，

その召しと油注ぎは実際にはだれから来たと言いました

か（サムエル上10:1参照。サムエル上9:15-17;信

仰箇条l:5も参照)。

●主はサウルが王としての召しにふさわしくなれるよう，

どのように助けられましたか（サムエル上10:6-7,9

参照)･多くの教会指導者が，召しへの支持と任命を受

けたときに、主の御業に対する深遠な思いと，自分が仕

当るﾄ
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えるように門された人々へのさらに深い愛が沸き起こつ
あかし

たと証している。またlliしい判断ができるよう主が霊感

を与えてくださることを見いだしている。

oサムエルは助けるために何をすると約束しましたか（8

節参照)。管111者には自分の下で働く人々を訂||線する責

任がある。

。ある人々はサウルを受け入れ，ある人々は受け入れませ

んでした。そのときサウルは何をしましたか(9-11,

26－27節参照)。

・サムエルが民を集めてサウルを王として紹介したのはな

ぜでしょうか(17-24節参照)。これは|両l意の律法と呼

ばれている（教義と聖約26:1-2参照)。これはその人

物が召されたこと，および会衆が義のうちにその人を支

持し，その人に従うと聖約することを神の前に認めるｲ'l'

聖な機会である。

話し合ったそれぞれの原則について，教会の管理方法の

中に主の御手を見いだす助けとなるような意見や個人的な

経験を紹介する。ビショップや支部会長などのｲ'l'権指導者

を招待して召しについて話してもらってもよい。

エルは，どのような奇跡を民に示してくださるよう主に求

めましたか。それはなぜでしょうか｡」(16-18節参照）

次のことを説明する。「主は，王を持ちたいというイスラ

エルの望みを非難されました。しかし，イスラエルとその

王が主に仕え続けることを条件に,ある約束をされました｡」

次の質問をする。

●それはどんな約束でしたか（サムエル上12:20-24参照)。

・イスラエルが「悪を行う」ならば‘どうなるのでしょう

か（サムエル上12:25参照)。

●サムエル上12:20-25の内容は，現代における主と預言

符，そして教会員の|對係について，どのようなことを教

えていると思いますか。

クラス全体でサムエル上13:1-14を以下のように区切っ

て読む。それぞれの聖句を読むごとに，提案されているこ

とを質問し，話し合う。

oサムエル上13:1-4．当時，民はサウルについてどのよ

うに思っていたでしょうか。サウルは自分自身について

どう感じていたでしょうか。また，戦場でイスラエルを

導く自分の能力についてどのように感じていたでしょうか。

●サムエル上13:5-7．ペリシテぴとは前|IIIの敗北を受け

てどのような対応を取りましたか。ペリシテびとの兵の

数をサウルやヨナタンとともにいた兵の数と比較してく

ださい（『'''約聖書：創世記一サムエル記下」にあるサ

ムエル上13:5についての注解,299-300ページ参照)。

ペリシテぴとの軍隊を見たとき，イスラエルの民はどの

ような反応を示しましたか。

・サムエル_L13:8-10．サムエルのギルガルヘの到着は

どのくらい遅れましたか（サムエル上10:8参照)。サム

エルが遅れたため，サウルは何をしましたか。それはな

ぜだと思いますか。なぜサウルが犠牲をささげてはいけ

なかったのでしょうか（『旧約聖耆：創世記一サムエル

記~|ぐ』にあるサムエル上13:5-14についての注解，

299-300ページ参照)。

・サムエルl213:11-14．サウルは自らの不従順をどのよ

うに正当化しようとしましたか。これらの聖句の中で，

サウルが主よりも軍隊を頼みとしていたことを示してい

る部分はどこですか。サムエルはサウルの不従順はどの

ような結果を招くと言いましたか。この物語から考えて

「〔主の〕心にかなう人」とは，どのような人物でしょうか。

以下の質問をし，サウルの物語をわたしたちがどのよう

に応用できるか話し合う。

・わたしたちが与えられている戒めで，忍|耐を要するのは

どのようなものですか。

o自分自身の判断に頼って主の戒めに従わず，「主を待ち

望む」ことをしないとき，わたしたちは主に対してどの

ようなことを口にすると思いますか。

・サウルはFI分の行動を正当化しました。わたしたちは自

分が待たなかったことをどのように正当化しようとする

と思いますか。

詩篇37:34-40には、主を待ち望むという原則について

のiilli値ある教えが幾つか記されている。生徒とともに杭ん

で話し合うとよい。

神を信じる信仰には，神の時期を信じることが含まれる
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芝

イスラエルを統治し始めたころのサウルは謙遜で霊的で

あった。サウルはそのような特質があったため，イスラエ

ルの王として大きく貢献し，主の御手にあってその器とな

る可能性を秘めていた。このような初期のすばらしい状態

にもかかわらず，サウルは椛力に執着してしまったため．

謙遜さを高慢と置き換えてしまい，悲しむべき出来事の典

型となった。
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o多くの場合，不従順は高慢の結果として起こる。高慢な

人は神よりも自分自身の判断に頼る（サムエル上13:

5-13;14:24-32,38-46;15:1-24参照。2ニーフ

アイ9：28も参照)。

教え方の提案
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｝ サムエル上12－15章。高慢はしばしば不従順を招く。そ

れは神よりも自分の判断に頼ることである。（25-35分）

サムエル上12-15章の導入として，生徒用学習ガイドに

あるサムエル上13章の最初の部分を読み，そこで尋ねられ

ている質問について話し合う。サウル王に関する今日のレ

ッスンでは，それらの質問に焦点を当てることを伝える。

次のように尋ねる｡｢イスラエルが地上の王を求めたとき，

主はどう感じられたでしょうか。またサムエルはどう感じ

たでしょうか｡」（サムエル上8：6－7参照）サムエル上

12:1-13を読ませ，民が王を求めたことに対してサムエル

が落胆した理由を見つけさせる。次のように尋ねる。「サム
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ことを理解させる。イ'l'はわたしたちにとって何が最善であ

るか御存じであり，わたしたちが従順であるならば，神の

戒めに対する理解と祝福を与えてくださる。また幾つかの
あかし

戒めについては，従った後でしか実際の証を得ることはで

きない（ヨハネ7:17;エテル12:6参照)。

高慢になったことで，サウルの判断力にどのような影響

があっただろうか。それを示すもう一つの例として，サム

エル上14章にある物語を簡単に税Iﾘlするとよい。

へ そして，神を愛し，自分の思いを神の御心に服従させ，

神を第一にした生活を築き上げることによって，わたし

たちは進んでへりくだることができるのです（3ニーフ

アイ11:11;13:33;モロナイ10:32参照)。

自分からへりくだる道を選びましょう。わたしたちに

はそれができます。確かにできるのです｡」（『聖徒の道』

1989年7月号,7)

けんそん

次のことについて話し合う。「生活の中でもっと謙遜にな

るにはどうしたらいいでしょうか｡」（モーサヤ3:19;エ

テル12:27;教義と聖約3:4-8も参照)。

へ

毒

L

》
》
一
雲
一
琴

サムエル上15章。不従順，

また悔い改めないことは，

(10-15分）

罪を認めようとしないこと，

しばしば高慢の結果である〔

雲
篝
》
》
雲
篝

いＩ
サームエル上15章には，サウルの不従順さを示すもう一つの例i

；
が記されている。1－3節を読ませ，サウルが命じられたこと＃

を説則させる.6-9節を読んで｡雑ｳﾙが11IIをしたか“さ！Ⅲ
せる｡全員で10-23節を読み,以下の質問について話し合う。‘

・サウルは，主の預言者の命令に従順でなかった理由とし！
鴬

てどのようなことを挙げましたか。

・本当の理由は何だったと思いますか（24節参照)。

oサウルが自分の罪を告白せず正当化したのはなぜだと思

いますか。

・そのことから，サウルの人格についてどのようなことが

分かりますか（教義と聖約58：43参照)。

・サウルを戒めなければならなかったとき，サムエルはとﾞ

のように感じていたでしょうか(11節参照)。

・サウルは不従順であり続けたことで，と．のような結果を

招きましたか（26-28節参照)。

・サムエルによれば，サウルはどのような態度に欠けてい

たために不従順となったのでしょうか(17節参照)。

エズラ・タフト・ベンソン大管長の以|､→の言葉を紹介す

るとよい。
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鑿
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一

はじめに

羊飼いの少年ダビデは，イスラエルで最も有名な王とな

った。その若きH々には次の格言がよく当てはまる。「行動

に移すときには，すでに備えの期間は終わっている｡」サム

エル上16-17章を研究しながら，ダビデがどのように備え

られたか見つける。また，ダビデは備えられたことによっ

て，実際にそれを実行する時が来たときに，その遂行能力

にどのような違いができたか探すとよい（『聖句ガイド」

｢ジヨセフ・スミス訳サムエル上16:14-16,23｣;『旧約

聖耆：創世記一サムエル記下』にあるサムエル上16－31章

の「はじめに」〔305ページ〕も参照)。

学び取るべき重要な福音の原則

1
J

『

出
『
、
筵

一 、

1

胤謹謬
暫舌鋒ご
司垂，鬼墓
垂零鑿ご季-

養謹・主は外見ではなく，わたしたちの人格で判断される（サ

ムエル上16:7参照)c

・主をｲ嵩じる信仰と個人の備えによって，わたしたちは人

生のいかなる問題をも克服することができる（サムエル

上17:20-51参照。マタイ19:26も参照)。

教え方の提案

｢わたしたちは，兄弟姉妹に対する憎しみを克服し，彼

らを自分自身のように尊び，また自分以上に尊重するこ

とによって，進んでへりくだることができます（教義と

聖約38:24;81:5;84:106参照)。
けんそん

勧告と懲らしめを受け入れる人は，儂|分の意志で謙遜

になる道を選ぶことができます（モルモン書ヤコブ4：

10;ヒラマン15:3;教義と聖約63:55;101:4-5;

108:1;124:61,84;136:31;筬言9:8参照)。
ゆる

わたしたちは，自分を傷つけた人を赦すことにより，

進んでへりくだる方を選ぶことができます（3ニーファ

/f13:11,14;教義と聖約64:10参照)。

また，無私の奉仕を行うことによっても，進んでへり

くだることができます（モーサヤ2:16-17参照)。

伝道に出て，人を謙虚にする神の御言葉を宣く伝える

なら，自分からへりくだる道を選ぶことができます（ア

ルマ4:19:31:5;48:20参照)。

もっと頻繁に神殿に参入することにより，自らへりく

だることができます。

罪を告白して，悪を捨て，神によって生まれる人は，
けんそん

自分の選びによって謙遜になることができます（教義と

聖約58：43；モーサヤ27：25－26；アルマ5:7-14,

49参照)。
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:鯉苦:琲呈齪誌葱頁譲り鰐｛し幸
の人格によって判断される。（25-30分）

袋を二つ用意し，一方の袋には非常に価値があるもの，

もう一方にはほとんど価値のないものを入れておく（一方

には生徒の好きな食べ物，もう一方にはその包装紙だけ，

など)。二つの袋を生徒に見せ，次の質問をする。「中身を

見ないで選ぶとしたら，どちらの袋を選びますかc」少し話

し合った後で，次のように尋ねる。「だれかが中身を見て，

どちらを選ぶべきかアドバイスできたとしたらどうですか｡」

サムエル記上に記されている物語は，わたしたちが何か

を選択し決断するときに，「内部情報」をもたらしてくれる

助け手について教えている。生徒とともにサムエル上16:

1-13を読み，以~|､~の質問の幾つかを話し合う。

・サムエルはベツレヘムのエッサイの家族へ遣わされまし
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恥

や

虹

悪
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ニ
チ
唖 た。それはなぜですか(1節参照)。

°サムエルは，主が次の王としてだれをお選びになったと

思いましたか。（6節参照)。

⑥主はサムエルの考えに、意しましたか。それはなぜです

か。（7節参照)。

。サムエルはダビデのどのような特徴に注目しましたか

(12節参照)。

@7節にある主の言葉から，主はダビデのどのような特質

を御覧になったと思いますか。

⑲この物語と二つの袋についての活動はどのような点が似

ていますか。

黒板に次の特質を言く。「明るい」「人気がある」「積極的
けんそん

な思い」「運動が得意」「教養がある」「純粋」「謙遜」「勇敢」

｢優しい」「従順」「正直」「顔立ちが良い」「才能がある」

｢霊的」「人から尊敬されている」次の質問をする。

。これらの特質を指導者に必要な特質として最も重要なも

のから並べます。この世の常識ではどんな順番になると

思いますか。

｡’主の判断はこの世の常識とどのように異なると思いますか。

十二使徒定員会の会員であったマービン･J･アシュトン

長老は，これらの判断について次のように語っている。

アテの等身大の絵を用意するか，壁に正確な高さを示すし

るしをつける(｢lll約聖書：創世記一サムエル記下」にある

サムエル上17:4-11についての注解,306ページ参照)。こ

のレッスンを教える際に，教師がゴリアテと大体同じ背丈

になれるよういすや机の上に立つのもよい。
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1

ダビデが若いころ、どれほどよく術えたか生徒に理解さ

せるために，図にあるような石投げを作るとよい。袋部に

は丈夫な布地またはやわらかい皮を（約8×13センチメー

トルの精|リ形)，ひもには靴ひもなど（長さは46-60センチ

メートルの間）を利用する｡1本のひもの端に結び目を作

り，もう1本には輪を作る。人差し指または中指に輪をか

け，結び目を親指と人差し指で挟む。石を投げるには，石

投げを頭の上でぐるぐる回し，袋が標的に向かったときに

ひもを放す。タイミングが大切で，簡単には習得できない。

生徒とともにサムエル上17章を読み，イスラエルの軍勢

がエラの谷で直面していた状況を思い描かせる。この章に

ついて学びながら，以下の質問について話し合うとよい。

必要に応じて「旧約聖書：創世記一サムエル記下」にある

この章についての注解（306-307ページ）を参照する。

・ゴリアテの身長はどのくらいでしたか(4-10節参照)。

・ゴリアテが一対･一で戦うことを求めたのはなぜだと思い

ますか(8-10節参照)。

oゴリアテの挑戦を聞いたとき，ダビデはと、うしましたか

（26-32節参照)。

・ダビデはゴリアテに勝つことができると信じていまし

た。なぜだと思いますか（32-37節参照)。

・ダビデは，サウル王が差し出したよろいと剣を断りまし

た。なぜでしょうか（38-39節参照)。

・ダビデは剣の代わりにどんな武器を選びましたか。ダビ

デが頼みとしたよろいはどのようなものでしたか(40-

47節参照)。

・ダビデは石投げを使う能力をいつ身に付けたと思います

か（34-37節参照)。

・ゴリアテと戦うために、「民のだれよりも……背が高か

った」（サムエル上9：2）サウルではなくダビデが選ば

れたのはなぜだと思いますか。

石投げを使ってゴリアテの絵に的中できるか試させる。

ダビデがどれほど練習しなければならなかったか理解させ

る。石は用いない。安全に注意し，人や建物に危害を及ぼ

さないものを用いる。紙を丸めたものなど，小さくてやわ

らかいものがよい。マシュマロを使うのもよい。

若いうちに主を信頼するという特質を身に付けることの

へ

「わたしたちは，人を外見で判断する傾向があります。
ようほ･う

『容貌』だとか，社会的地位，家柄，学歴，そして資産

などによって判断しがちなのです。

しかしながら，主はこれとは異なった基準で人を測ら

れます……（サムエル上16:7)。

主は人を測られるとき，……その心を測られ，人々に

祝福をもたらす力があるかどうかを知るための指標とさ

れるのです。

ではなぜ心を測られるのでしょう。それは，心が人格

を表すからです。……

心を測るということは，わたしたちのあらゆる行いを

測るということです。主が語られた『心」とは，自分や

他人を，そして自分の置かれている状況を改善するため

にどれだけ努力したかなのです｡」（『聖徒の道』1989年

2月号,16参照）
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サムエル上16:7に印を付けさせる。暗記させてもよい。

心が人格を表していることに注目させる。次のように尋ね

る。「主が指導者を選ばれるとき，わたしたちよりも正しい

判断がおできになるのはなぜでしょうか｡」主を信頼し，主

がお選びになった指導者の助言に耳を傾けるよう生徒にチ

ャレンジする（筬言3：5－7参照)。

サムエル上16：14－23．音楽はわたしたちの霊に影響

を与える。(10-15分）

生徒川学習ガイドにあるサムエル上16章のための活動B

を行う。
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ることができる。(45-60分）

ゴリアテの実際の背丈を実感できるように，教室にゴリ
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０１
大切さについて話し合う。次の質問をする。

●ダビデが直面したのと同じくらい危険な現代の「ゴリア

テ」にはどんなものがありますか。
こんにち

●今日，わたしたちは何のために戦いますか（サムエルヒ

17:29参照)。生徒の答えを黒板に苦き出す。

ゴードン･B･ヒンクレー大管長は大管長会第二顧問のとき
こんにち

に，今日の人々が直面しているチャレンジについて語った。
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サウルは偉大な王となる可能性を秘めていた。しかし残

念なことに，彼はそのﾛ｣能性を生かすことができなかった。 蕊サウルは初め，霊的に生まれ変わったえり抜きの若者だっ
しっと

た（サムエル上9:2;10:9参照)｡しかし，高慢や嫉妬，
みたま

そのほかの罪のために御霊を失い，その心はダビデの命を

つけねらう殺人者の心となってしまった。サムエル上18-

31章を研究しながら，サウルの動機や行動をダビデのもの

と比較する。

「皆さんの周囲には至る所にゴリアテがいて，皆さん

を滅ぼそうとたくらんでいます。このゴリアテは3メー

トルもの大男ではありません。それは魅惑的で有害なも

のを操って戦いを挑み，皆さんを無力にして滅ぼそうと

する人や組織のことです。これにはビール，酒，タバコ

などが含まれます。このような商品を売り込む人々は，

皆さんをとりこにしようとしています。多くの学校では

いろいろな種類の有害な薬がたやすく手に入ると聞きま

す。“…．また人々を引き付け，惑わし，堕落させるポル

ノグラフィーがあります。これは巨大な産業の一つとな

り，雑誌や映m,そのほかの商品により皆さんのお金を

奪い,自らを滅ぼす行動へと駆り立てようとするのです。
こうかつ

こうした悪の背後には，狡滑で手ごわい大男たちが潜
ばくだい

んでいます。彼らは皆さんに仕掛ける戦いについて莫大

な経験を積んでいます。そして皆さんをわなにかけよう

としているのです。

彼らのわなを完全に避けて生活することは，ほとんど

不可能です｡皆さんは至る所でそれを見かけるからです。

しかし，真理の石投げを手に持ってさえいれば，恐れる

ことはありません。すでに皆さんは，勧告と教えと指示

を受けています。そして，皆さんを征服しようとするこ

れらの敵を打ち倒すために，徳と誉れと高潔という石が

与えられています。…･･･自己を制して悪を避けることに

より，彼らに打ち勝つことができます。……

勝利は皆さんのものです。わたしの話を聞いている人

の中には，悪の勢力に降伏するような〔人〕は一人もい

ないと思います｡……皆さんは主の力を与えられており，

それによって支えられているのです｡」（『聖徒の道」

1983年7月号,88参照）
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学び取るべき重要な福音の原則

o真の友はわたしたちの永遠の幸いを求め,わたしたちを義へ

と促す（サムエル上18:1-5;19:1-11;20:1-9参照)｡
しっと

･嫉妬や高|哩はそのほかの罪を招く（サムエル上18:5-

15参照)。

・わたしたちは主が承認しておられる方法で知識を求める

べきである。そのほかの手段による啓示から祝福を得る

ことはない（サムエル上23:1-12;28:3-14参照)｡

・人間としての不完全さがあろうと，わたしたちは主が指

導者として召された人々を敬わなければならない（サム

エル上24:9-12;26:9参照)。
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教え方の提案

サムエル上18-20=,23章,25章。頁の友はわたした

ちを愛し，擁護し，守り，わたしたちが正しいことを行え

るよう助けてくれる。(20-40分）

次の文の続きを書かせる。「真の友とは……」

書いたものを発表させ，それがなぜ大切だと思うか説明

させる。マービン･J･アシュトン長老は友について以下の

ように定義している。

へ

1

1

%

i

j 「友とは，どのような結果が伴うとしても，わたした

ちにとって最良の提案をし，最善を尽くしてくれる人で

す。……

……友とは，わたしたちをあるがままに受け入れ，よ

り良い人間になる機会を進んで与えてくれる人を指すの

です｡｣(Ensigr],1973年1月号,41,43)

ヒンクレー大管長が挙げている現代のゴリアテのうち，

生徒が挙げなかったものを黒板に書き出す。主が与えてく

ださる勧告を理解できるようになること，またわたしたち

を強め，敵の力から救い出してくださる主の力を信順する
あかし

ことの価値について証する。

「そなえようｲ''1椎に」（『子供の歌集」88)，「神のみ業に

進みて」（『賛美歌」149番),「見よ，王の軍は」（｢賛美歌』

160番）などの歌で閉会するとよい。
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このレッスンでは，二人の若者について学ぶことを伝え

る。その若者たちは，アシュトン長老が述べたような友情

で結ばれていた。黒板に以下の参照聖句を書き出し，ヨナ

タンとダビデがどのような友であったと思うか，またその

理由を調べさせる。

●サムエル上18:1－5,14-16

要阜

へ

鯉
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●サムエル上19:1-7

oサムエル上20章

●サムエル上23:16-18

見つけたことについて話し合う。ヨナタンがそのような

行動を取ったのはなぜだと思うか説明させる｡サウルの子

ヨナタンは、古代イスラエルにおける最も高潔な友であっ

たことを話す。ヨナタンは、サウルがそうであったように、

ダビデを王位継承者としての自分の地位を脅かす者と見な

してもおかしくはなかった。しかしヨナタンはダビデに
しっと

嫉妬するのではなく，自分と同じ誠実さと高潔な望みを持

つ親友としてダビデを愛した。

自分の上着やいぐさ衣，剣、弓をダビデに渡したとき

(サムエル上18:4参照),ヨナタンはダビデが次の王にな

ることを認めていた（サムエル上23:17参照)口彼はダビデ

がサウルから逃れるのを何度も助け，ダビデを守るために

自らの命を危険にさらすことさえした（サムエル上19:1-

ll;20章参照)。後にダビデは，その友情のしるしとしてヨ

ナタンの家族を厚く待遇すると誓った。ダビデはこの誓い

を守り，ヨナタンの死後にそのJU､子メピボセテの世話をし

た（サムエル下9：3，7:21:7参照)。

サムエル上25章にある，アビガイルの物語を読ませても

よい。アビガイルはダビデを助け，ついにはその妻となっ

た。この章を読みながら，この女性がダビデにとってどう

いう意味で友であったかを見つけさせる。

自分の友人について考えさせる。次の質問をする。

・その友人は，あなたを神に近づけてくれますか。それと

も神から遠ざけますか□

・自分はどちらのタイプの友人だと思いますか．

クラスで話し合った友情の定義に添って、自分の親友だ

と言える人をリストアップさせる（リストには両親，教会

の指導者，兄弟姉妹，祖父母、教師が含まれるであろう）･

ヨハネ15:13から，救い主の友情についての定義を読み↑

次の質問をする。「この定義によると，わたしたちにとって

かけがえの無い親友とはだれですかこ」ヨハネ14:15を読み，

救い主の友と見なされるためにわたしたちが行わなければ

ならないことに注目する｡次のように尋ねる。「イエス・キ

リストに仕え．主が友として示してくださった究極の行いに

感謝を示すために、わたしたちには何ができるでしょうか｡」

oその召しや割り当てに伴う責任をすべて果たしましたか。

・教会の指導者に，その召しを完全に果たしてほしいと思

いますか。

・自分が何か失敗した場合．ほかの教会員にどのように接

してほしいと思いますか。

・指導者を支持するために何ができますか。

クラス全体で，生徒用学習ガイドにあるサムエル上25-

26章のための活動Aを行う、ダビデがイスラエルの王とし

てのサウルの召しに敬意を払っていたことを理解させる

(サムエル上26：23参照)。サウルは．ダビデを助けた祭司

たちを残らず殺させた。これによって，サウルの堕落とダ

ビデの忠実さとの差はますます顕著なものとなった（サム

エル上22：6－23参照)。

大管長会第一顧問であったマリオン･G･ロムニー管長

の以下の言葉を読む。主が指導者として召された人々を批

判することは、どのような点で間違っているだろうか。ロ

ムニー管長が何と言っているか注意して聞くように言う。
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八

「福音の精神を十分に理解し，教会員と親しい交友を

続けながらも，教会の指導者や，その勧告および指示に

従わない教会員もいます。そのような立場はまったく矛

盾しています。なぜなら，教会は聖典からだけでなく，

絶えざる啓示によっても導きを受けているからです。そ

して啓示は，主が選ばれた預言者を通して与えられてい

るのです｡福音を受け入れていると宣言しておきながら，

預言者の勧告を批判し拒む人は，言い逃れることができ

なくなります。こうした人々は背教に向かっているので

す｡」（『聖徒の道』1983年7月号,30参照）
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八

次のように尋ねる。「ロムニー管長は、わたしたちは指導

者にやみくもに従うべきであると言っているのでしょうか。

求められていることに対して何も考えないように言ってい

るのでしょうか｡」当時十二使徒定員会の会員であったハロ

ルド･B･リー長老の次の言葉を読む。
八‘I

’

「末日聖徒であるわたしたちは，指導者に従い，その

勧告を受け入れるだけでは十分ではありません。わたし

たちはさらに大きな義務を負っています。指導者が神か
あかし

ら任命されているという揺るぎない証を持ち，彼らが語

ったことが神の御心であるという証を得なければならな

いのです｡」(ConferenceReport,1950年10月,130)
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サムエル上1B-26章。人間としての不完全さがあろうと，

わたしたちは主が指導者として召された人々を敬わなけれ

ばならない。（20-25分）

ひじを直角にして右腕を上げ，次のように尋ねる。「教会

の集会において，これは何を意味するでしょうかc」（人々

を教会の召しに支持すること◎彼らを支援し，助け，彼ら

のために祈り，従うことに同意することを意味する｡)以下

の質問について話し合う。

・これまでに教会で召しや割り当てを受けたことのある人

はいますか。

I

あかし

次のように尋ねる。「教会指導者の勧告について証を得る

にはどうしたらいいでしょうか｡」モロナイ10:4-5を読

ませ，その約束が教会指導者を支持することにどのように

当てはまるか尋ねる。
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サムエル記下には，預言者サムエルの名が付けられてい

るが，この書の中にサムエルについての記述は含まれてい

ない。これはサムエル記上とサムエル記下が元々一つの害

であったためである（サムエル記上の最初の部分を参照，

119ページ)。サムエル記下にはイスラエルを一致させ，民

をその力の絶頂へと導こうとしたダビデ王の懸命な取り組

みの様子が記されている。またダビデを成功へと導いたそ

の特質をはっきり記している。
けんそん

若いころ，ダビデは純粋かつ謙遜であった。しかし悲し

むべきことに，サムエル記下にはダビデの人生における悲

劇的な転換期が記録されている。若く純真なダビデが，ニ

ール･A･マックスウェル長老が述べたように「自分を全

椛の王と思う」(WeWII/ProveThemHerewith,71)よ

うになってしまったのはなぜだろうか｡ダビデの人生を左

だれが何をしたでしょう

(ダビデに関すること）

(ヨアブに関すること）

(一人のアマレクぴとに関すること）

(アビシャイに関すること）

一人のアマレクぴとF
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右することになった選択を見つける。（その他の背景につい

ては，『旧約聖書：創世記一サムエル記下」にあるサムエル

下1-12章および13-24章の「はじめに｣,317,327ページ

を参照。『聖句ガイド』「ダビデ｣,163ページも参照っ）

グループごとにクイズを交換させ，それぞれにクイズを

解かせる。全グループが解き終わったら，ダビデの知恵と

誠実さをこれらの章に登場するほかの人々と比較させる。

これらの章でダビデが行った最も称賛すべきことは何だと

思うか尋ね，その理由を説明させる。
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サムエル下1-10章
サムエル下5章;8章。主に頼るとき，わたしたちは自分

だけではできない事柄を成し遂げることができる。(10-15

分）

現在，戦争の真っ最中で，敵が攻め寄せて来ていると仮

定する。スパイ衛星や偵察機，熱気球などの写真を見せ，

それがこれから経験する戦闘にどのように役立つか尋ねる。

サムエル下5:17-25を読み，ダビデが行ったことで敵を

上空から眺めるのに似ていることを見つけさせる。

主に対するダビデの変わらぬ信順がイスラエルの敵との

戦いに勝利をもたらしたことを理解させる。イスラエルが

ペリシテぴととの二度の戦いに勝利したのは，それぞれの

戦いの前にダビデが主に指示を求めたからである（サムエ

ル下5:19,23参照)。

サムエル下8章にすばやく目を通させ，ダビデが破った

民を幾つか挙げさせる（ペリシテびと，モアブびと，スリ

ヤすなわちアラムびと，アンモンぴと，アマレクぴと，お

よびエドムぴと）。6節と14節を読ませ，ダビデがそれほど

成功できた即由に印を付けさせる。ダビデの模範から何を

学べるか話し合う。自分の問題について信仰をもって主の

助けを求めるなら，より大きな成功を収められることを強

洲する。

エズラ・タフト・ベンソン大管長が語った以下の真理を

紹介する。

「自分の命をささげて神の御心をなそうとする人は，

神が自分たちの能力を引き出して<ださり，想像以上に

多くのことを成し遂げられることに気づくでしょう。神

はそのような人に対して，さらに大きな喜びと展望を与

え，また理解力を増し加え､肉体を強め，精神を高め，
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はじめにへ

サムエル記下の最初の10章には，ダビデの権力と人望が

頂点に達する様子が記録されている。これらの章を研究し

ながら，ダビデが主とどのような関係を持っていたか，ま

た成功するためにどのようにして天の力を求めたか調べる。
詮二種.
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学び取るべき重要な福音の原則

・主は義人にも悪人にも，それぞれの行いによって報いる

と約束しておられる（サムエルーー|ﾏ3:1,27-39;4:1-

5:3,19-25参照。アルマ41:3-15も参照)。

。主に頼るとき、わたしたちは自分だけではできない事柄

を成し遂げることができる（サムエル下5:17-25;8

章)。

・神聖な事柄を軽々しく扱う態度や行いは，主の怒りを招

く（サムエル下6章参照。教義と聖約63：64；84：24－

25,54-58も参照)。
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竺心いや叫

熟i1世'、,,,囎教え方の提案

サムエル下1－4章。ダビデの知恵と誠実さは，イスラエ

ルとユダを統一するうえで役立った。（2()-25分）

サムエル下1-4章を読ませるために，生徒を2-4人の

グループに分ける。各グループにこれらの章に目を通させ，

登場人物とその行いを結ぶクイズを作らせる。最初の柵に

これらの章に登場している人物を書き出し，隣の欄にその

行いを説明する文を害く。以下の例をコピーして配付する。
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スラエルが行ってはならないと命じられたことについて話

し合う。契約の箱の神聖さとその扱いに関する規制を生徒

に理解させる。

サムエル下6:8-10を読ませ，以下の質問をする。

・ウザに起きたことについてダビデはどのように感じまし

たか。

・ダビデが怒り，恐れたのはなぜだと思いますか。

歴代上15:2,11-15を読み，ダビデが契約の箱の運び方

をどのように変更したか見つける。次のように尋ねる。「主

はウザの死によって，イスラエルの民にどのようなことを

教えようとされたのでしょうか｡」

『旧約聖書：創世記一サムエル記下」にあるサムエル下

1-12章「理解を深めるために」(323-324ページ）から，

ウザに関するデビッド･O･マッケイ長老の勧告を紹介す

る。次に，迷路，マッケイ長老の言葉，そしてウザが契約

の箱を支えようとしたことが、どのように杣互に関係して

いるか尋ねる。迷路を解いた最初の生徒は、別の生徒の迷

路について見当がつかなかった。同様に、わたしたちは自

分が導くよう託されていない人々の「契約の箱を支える」

ことはできない。また，彼らに指示する権能も霊感もない

ことを理解させる。

いけい

サムエル下S:12-ee．主に対する畏敬の念は，神聖な

場におけるわたしたちの態度に影響を及ぼす。(10-15分）

次のように尋ねる。「天の御父を心から愛し礼拝している

人を見分けるにはどうしたらいいでしょうか｡」以下の質問

が役立つであろう。

・そのような人は，どんな服装．話し方，行いをすると思

いますか。
せ＄、さんかい

・そのような人は，聖餐会や教会の集会の間，どのように

振る舞うと思いますか。

・そのような人は，教会や指導者，聖文，神殿についてど

のような態度で話すと思いますか。

サムエル下6:16-18,20-22を生徒とともに読み，次

のように尋ねる。「ミカルがダビデの行動を不愉快に思った

のはなぜでしょうか倉」ミカルは、ダビデが王衣を傍らに置

いて主の前に踊って喜んだことを非難した。そのことを理

解させる。ミカルは明らかに，この行動がダビデの王とし

ての威厳を損ねるものだと感じていた。ダビデの返答には，

たとえ自分の行動がミカルの機嫌を損ねたとしても，自分

は主と聖なる箱に敬意を表し続けようという気持ちが表れ

ている（『旧約聖書：創世記一サムエル記下』にあるサムエ

ル下6:12-23についての注解,320ページ参照)･ダビデ

は自分が民を支配しているのではなく，彼らとともにい

ることを示したかったのである。

次のように尋ねる。「ミカルの不平に対するダビデの返答
いけ'､、

は，契約の箱に対するダビデの畏敬の念について何を教え

ているでしょうか｡」数分時間を取って，主と主の宮居，お

よび主の儀式に対してこれまで以上に敬意を払う方法を提

案させる。
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八
八

祝福を豊かに注ぎ,もっと多くのすばらしい機会を授け‘

慰め，友人，平安を与えてくださることでしょう。神の

務めにおいて自らの命を失う者は，だれでも永遠の命を

見いだすのです〔マタイ10:39参照〕｡」(.ﾉesusChriSt-

G"sandEXpectations[クリスマスデイボーショナル

における説教,1986年12月7日〕、3)

’

あかし

主に助けを求めることの価値について教師の証を付け加！

えるとよい。

サムエル下S:1-11．権能を持たずに人を正そうとする

ことは適切ではない。(10-15分）

以下の二つの迷路をコピーするか．二つの異なる迷路を

作る。
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二人の生徒を別々の机に背中合わせに座らせ，相手のし

ていることが見えないようにする。一人の生徒に，迷路の

コピーを渡して解かせる。次に二番目の生徒に異なる迷路

のコピーを渡し，最初の生徒が与える指示に注意深く従っ

てゴールを目指すように言う。最初の生徒は，自分の迷路

を使って，ゴールに到達するための細かい指示を与える。

二人の迷路がそれぞれ異なっているため，自分が持ってい

ない迷路の解き方を相手に教えることはできないことがす

ぐ、に明らかになる。

これから，今行った活動と関係のある原則について聖典

から読むことを生徒に伝える。サムエル下6:1-7をとも

に読み．ウザが殺されたのはなぜだと思うか尋ねる（『旧約

聖書：創世記一サムエル記下』にあるサムエル下6:1-ll

についての注解，320ページ参照)。民数4:15を読み，イ
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‘……､議議鍵灘』
蕊たちす（サムエル下15:1-6;19:9-10;20:1－3;23:

1議蕊 嘩譲』霧、

サムエル下9章。敵だと思っている人も含め，わたしたち
あがな

の人々に対する接し方は，鱈い主との聖約に対するわたし

たちの決意を表している。(10-15分）

次のことについて考えさせる。「最もひどい接し方をされ

たときのことを思い出してください。その人についてどう

思いますか。その人の家族に対してどう感じますか｡」次の

ように尋ねる。「彼らを夕食に招待することについてと､う感

』へ､

1－5参照)。

教え方の提案

雲
誇
《
鐸
『
↓
雲
一
鐸

ニーー
みたま

サムエル下11章。不純な動機による決断は，御霊の

影響力を取り去り，さらに大きな罪や悲しみへとつ

。（35-45分）
I

ながる。

1

1
じますか｡」

サウルがダビデに行おうとしたことを思い起こさせる。

サムエル下9章には，サウルの孫，すなわちヨナタンの息

子は足が不自由であったと記されている。この章をクラス

全員で読み，ダビデがメピボセテに対して行ったことを見

つける。マタイ5：38－47にある救い主の勧告とモーサヤ

18:8-9にあるアルマの勧告に照らし合わせながら，ダビ

デの優しさについて話し合う。

サムエル下9：7を読み，ダビデがメピボセテに優しくし

た理由を見つける。次の質問をする。「このことからヨナタ

ンに対するダビデの愛について何が分かりますか｡」

生徒用学習ガイドのサムエル下11-12章の最初の部分に

ある物語を読む。当時十二使徒定員会会員であったゴード
てんてつき

ン･B･ヒンクレー長老は，列車のポイント（転轍機）に

ついて話した。サムエル下11章を研究するときに，この物

語を心に留めておくよう伝える。

生徒用学習ガイドにあるサムエル下11-12章のための活

動Aを行う。黒板に表を吾く。最初の欄に記された参照聖

句を読んで，隣の二つの梱に何が入るか話し合う。生徒が

すでにこの活動を終えている場合は，書いたことを発表さ

せる。この章を研究する際生徒の疑問に答えるための資

料として，『旧約聖書：創世記一サムエル記下」にあるサム

エル下11:2およびll:3-27についての注解(321ページ）

を参照する。

活動を終えた後，次のように尋ねる。「ダビデの人生にお

けるポイント，すなわち彼の人生をまったく違う方向に向

かわせた小さな決断にはどのようなものがあったでしょう

か｡」ウリヤを死に追いやる前に，ダビデには正しい道に戻

る機会や方法が何度あったか，どうすればそれぞれの罪を

完全に悔い改めることができたか説明する（『旧約聖耆：創

壯記一サムエル記下」にあるサムエル下12:13についての

注解および「理解を深めるために」の最初の部分，322-

323ページ参照)。

次の活動を利用して，永遠の標準に基づいて賢明な選択

をすることの重要さを説明する。黒板に，神殿までの地図

か，神殿に行くために利用する空港や駅までの道を示した

地図を描く。一人の生徒に黒板の道をたどらせる。ただし，

IIhがる必要のある交差点に来るたびに，硬貨を投げさせる。

もし「表」が出たなら右へ，「裏」が出たなら左へ曲がらな

ければならない。次の質問をする。

。この方法で神殿に到達することができると思いますか。

●ある人々の生き方は，どのような点でこれと似ていますか。

●人生におけるポイントに来たとき，わたしたちは何に基

づいて決断すべきですか。

●ダビデの決断に影響を及ぼしたのはどのようなものでし

たか。

ダビデをヨセフと比較させる（創世39:7-12参照)｡次

のように尋ねる。「ヨセフの決断は，ダビデのものとどのよ

うに異なっていたでしょうか。ヨセフは誘惑を退けること

ができ，ダビデにはそれができませんでした。なぜでしょ

うか｡」

クラスを小さなグループに分け，各グループに「若人の

譽
鍵
謹
篝
：
蘂
議
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蕊
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露
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篝
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I

一

11サムエル下11－24章

へ はじめに

サムエル下1-10章では，ダビデ王の最も輝かしい時期

について学んだ。しかし,11-24章にはダビデの悲劇と，

その結果，統一されたイスラエルにどのような影響が及ん

だかが記録されている。たとえ偉大な王であっても，悔い

改めなければその罪の結果を免れることはできない。ダビ
かんいん

デが姦淫を悔い改めずに隠そうとしたとき，その人生の行

く末は永遠に変わってしまった。これらの章を研究しなが

ら，ダビデの罪が自らの家族とイスラエル王国全体に及ぼ

した影響に注目する。

h

へ

I

J

I

学び取るべき重要な福音の原則
みたま

・不純な動機による決断は，御霊の影響力を取り去り，さ

らに大きな罪や悲しみへとつながる（サムエル下11:

2-17;12:7-14;13:1-19参照。教義と聖約42:

22-26;63:16－18も参照)。

・罪を悔い改めなければ悲しみを招く。悔い改めていない

罪を神に隠すことはできない（サムエル下11:1-23;

13:1-29)。

・罪のない者の命を故意かつ不当に奪う殺人の罪について
しょくざぃ

は，イエス・キリストの贈罪をもってしても，その代価

を完全に払うことはできない（『聖句ガイド』ジョセ

フ・スミス訳サムエル下12:13参照。lヨハネ3:15;教

義と聖約42:18,79も参照)。

・指導者の義にかなった正しさは、国の福利に影響を及ぼ

I

J

R

蕊へ

蕊
蕊

I

I
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八
八

強さのために』のパンフレットを1部ずつ配付する。生徒

に最も読ませたいページを選ぶ◎各グループがそれぞれ違

った項目を研究できるように，ページを適当に区切るニダ

ビデが犯した罪から，生徒たちを守るのに役立ちそうな標

準を見つけさせる。グループごとに見つけたことをクラス

で発表させる｡

教義と聖約42：22-26または63:16-18とヒラマン3:

29-30を比較しながら、以下について考える。「天の御父の

もとへ戻るために、わたしは何を信頼しているだろうか。

それによってどのような結果がもたらされるだろうか｡」

日々の選択をするときに、わたしたちは永遠の命への道に

とどまるためのポイントに立っていることを認識するよう

促す。

預言者ナタンの預言は成就した

出I

’

サムエル下12:11(ダビデの

家からダビデのうえに災いが

起きる｡）

サムエル下15:6-14;16:ll

(ダビデの子アブサロムは父ダ

ビデに背いて彼を打ち倒そう

とした。アブサロムはダビデ

の命さえもねらった｡)
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サムエル下12:ll-12(ダビ

デの妻たちは民の前で辱めら

れる･先の王の妻を取った者

が王となるのが慣習であっ

た｡）

サムエル下16:21-22(アブ

サロムはダビデの妻のうち10

人を公然と辱めた｡）

サムエル下12:1-23;13:1-29。悔い改めていな

い罪を神に隠すことはできず，そのような罪は常に悲しみ

をもたらす。（25-35分）

二人の生徒に，サムエル下12:1-14にある預言者ナタン

とダビデ王の会話を読むよう用意させる。彼らの発表の後．

黒板に以下の言葉を書く。「富んでいる人｣，「貧しい人｣，

｢多くの羊と牛｣，「小さい雌の小羊｣･以下の質問から，役

立つと思われるものについて話し合う。

・これらの言葉はナタンのたとえの中でだれを表していま

すか。

・ダビデはどのような点で，多くの羊を持つ富者と言える

のですか。

・ダビデの罪を明らかにするために，ナタンがたとえを用

いたのはなぜだと思いますか。
かんいん

・ダビデの罪，すなわち姦淫と殺人のうち，最も重大なの

はどちらですか。（アルマ39：5参照。『聖句ガイド』ジ

ョセフ・スミス訳サムエル下12:13:『旧約聖書：創一肚

記一サムエル記下』にあるサムエル下12:13のための注

解および「理解を深めるために」の最初の部分，322－

323ページも参照)。

ナタンがダビデを訪れたのは，ダビデが罪を犯してから，

少なくとも9か月後であったことを指摘する（サムエル下

11:26-27参照)･それ以前にダビデが悔い改めようとした

という記録はない。

黒板に次の表を書き，見出しの下の欄に参照聖句だけを

記入しておく。

,八

サムエル下12:12(ダビデの

罪はひそかに行われたが，主

の罰は全イスラエルに知らさ

れる｡）

サムエル下16:21-22(アブ

サロムはダビデのめかけたち

を公然と奪った｡）

サムエル下12:14(バテシバ
かんいん

との姦淫によって生まれる子

は死ぬ｡）

サムエル下12:15-18(ダビ

デは7日間断食し祈ったが，

子は死んだ｡） 八

クラスを二つのグループに分け，一つのグループに「預

言された結果」の欄にある参照聖句を読ませる。そしてダ

ビデの罪の結果としてナタンが預言したことを見つけ，黒

板に書き出すように割り当てる。もう一つのグループには

｢預言の成就」の欄にある参照聖句を調べさせ，ナタンの預

言がどのように成就したか書き出させる、それらの悲劇的

な結果と，どうすればそれらを避けることができたかにつ

いて話し合う。

ダビデの罪の結果について話し合いながら，サムエル下

13:1-29にあるアムノンとタマルの物語を読んでもよい。

アムノンは自分の欲望を満たすために友人と陰謀を企てた

が，後に妹を憎んで追い出したことに注目する。サムエル

下13:15-20,23-29を読ませ，以下の質問をする。

・タマルは辱められた後に何をしましたか。

・アムノンはどうなりましたか。

・これらもダビデの罪の結果であるとみなすことができま

す。なぜでしょうか。（『旧約聖書：創世記一サムエル記

下」にあるサムエル下13:1-14およびl3:15-22につ

いての注解，327ページ参照)。

ダビデの罪が招いた永遠の結果について理解するため，

教義と聖約l32:39を読ませる。詩篇第51篇は，ダビデがナ

タンに会った後に書かれたものであることを指摘する。生
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八

A

A

A

A

A

A

徒とともにこの箇所を読み，その会見の後にダビデがどの

ように感じていたか話し合う。罪が見つかるまで悔い改め

ない人がいるのはなぜかを話し合う。

生徒用学習ガイドのサムエル下13-14章の「聖文を理解

する」にあるエズラ・タフト・ベンソン大管長の言葉を読

む。悔い改めとともに重荷が取り除かれ平安が宿ることに
あかし

ついて，教師自身の証を述べるとよい。

サムエル上16章一サムエル下24章。決断は将来に影響す

る。（25-30分）

ダビデが神から授かった強さは，彼が人生における数々

の障害を克服する助けとなった。しかし，「ダビデはバテシ
かん'､、ん

（との間に犯した姦淫の罪によって，人生最後の20年間を

数々の不幸に苦しめられた」（『聖句ガイド』「ダビデ」163

ページ)。

黒板に以下の見出しと参照聖句を書く（括弧内の要約は

書かない)。半分の生徒に前半の聖句を読ませ，ダビデがど

のように神に従い，神に頼ったかを示している記述を見つ

けさせる。残りの生徒には後半の聖句を読ませ，ダビデの

悪い行いの後に起きた災いを見つけさせる。両方のグルー

プの代表に，見つけたことの簡単な要約を黒板に書かせる。

l.ダビデの生涯の前半

●サムエル上17:45-49(神の助けによってゴリアテを

倒した｡）

●サムエル上24：3－7（サウルに命をねらわれていたに

もかかわらず，サウルを傷つけることを拒んだ｡）

●サムエル下5:19,25(主を求め、主に従った｡）

●サムエル下8：6，15（主によって守られた。賢明な

裁きを行った｡)

●サムエル下9:1-3,7,13(足の不自由なメピボセ

テの世話をした｡)

2．ダビデの生涯の後半

●サムエル下13:1-2,10-14,27-29(アムノンが継

妹タマルを辱めたc)

●サムエル下15:1-6,12(ダビデに背くようアブサロ

ムが民を扇動した｡)

・サムエル下16:11(アブサロムがダビデの命をねらっ

た｡)

●サムエル下18:9-10､14,33(アブサロムが殺され

たc)

●サムエル下20:1-2(イスラエルの部族がダビデに反

乱を起こした｡）

まだクラスでこれらの章を扱っていない場合，ダビデに

ついてのこれらの短い記述，特にダビデの生涯の後半に関

する記述を理解するには，その背景を説明する必要がある。

生徒が理解できるように以下の内容を紹介する。

・メピボセテはダビデが大切にすると約束していたヨナタ

’ンの子であった（サムエル上20:14-16参照)｡

・タマルとアブサロムはマアカによるダビデの子らであつ

’た（サムエル下3:3;13:l参照)｡

●アムノンはアヒノアムが産んだダビデの長子であった

I（サムエル下3：2参照)。

＃また『旧約聖書：創世記一サムエル記下』から，参照聖

f句に関連する情報を紹介してもよい｡lニーファイ8：24－

|28を読む。そして，この聖句とダビデの生涯との関係につ

｜いて話し合い，バテシバとの罪の前と後でのダビデの人生

’を比較させる。
あかし

|かつては強い証を持っていると思われた人が，福音の道

1から離れてしまうのはなぜだろうか。その理由を幾つか挙

；げさせる（特定の行動や人物には触れない)。次のように尋

|ねる。「なぜそれほど多くの祝福を得ている人が，主から遠

I|<離れることができるのでしょうか｡」

ﾄ清く汚れのない状態でいることにより得られる幸福につ
ゆる

|’いて話し合う。主の道を離れた人でも，悔い改めれば赦し
あかし

Iの喜びを再び受けることができることを証する。十二使徒

1定員会会員であるリチャード･G・スコット長老の悔い改

|，めに関する約束と教えを紹介する。

「ルシフェルは全力を尽くして皆さんをとりこにしよ

うとするでしょう。その方法は皆さん御存じのとおりで

す。ルシフェルはこうささやきます。『だれにも分かり

はしないよ｡』『あと一度だけざ｡」『変わることなんてで

きないさ。前にもやろうとしてできなかったのだから｡』

『これだけやってきているのだから，手遅れさ｡』サタン

の手に落ちてはなりません。

救い主が示されたあの険しい上り坂を行くとき，その

途中には様々な報いがありますc正しいことをしたとき，

誘惑に打ち勝ったとき，目標に到達したときなどに，よ

い気持ちを感じます。それは平安と慰めをもたらし，前

進する励みとなります。また戒めを破ったときに感じる

気持ちとは非常にかけ離れたものです。

皆ざんが助けを祈り求めるとき，主は皆さんの前に神

権指導者や友人を遣わしてくださるでしょう。皆さんが

望むならば，彼らは助言や励ましを与えてくれます。し

かし，このことは忘れてはなりません。キリストがその

旅路のために定めてくださった規則に皆さんが従わない

かぎり，彼らには皆さんを助けることはできないのです。

皆さん自身の変わろうという決意がなければ，永続的な

進歩はあり得ないのです。（モーサヤ3：17－20参照)」

(『聖徒の道』1990年7月号,81)
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へプライ語の聖書では，列王紀上下は一つの書として〃

王紀と||乎ばれている。列王紀を最初に二つの害に分けたの

は『七プトゥアギンタ』（『七十人訳聖書』。ギリシャ語訳旧

約聖書）で，その後出版された翻訳版聖書の大半がそれに

倣っている。列王紀上下は（欽定訳聖書の副題で列王紀第

一書第二吉と呼ばれている）サムエル記上下の続きであ

る(yll王紀の副題では続けて列王紀第三書および第四言と

呼ばれている)。列王紀上下には，サムエルの統治（紀元前

約1095年）からバビロニア捕囚（紀元前約587年）に至るイ

スラエルの王たちの歴史が記されている。列王紀を著した

人物は，「ソロモンの事績の筈」（列干卜l1:41)やイスラ

エルおよびユダの王の歴代志の吾（列王上14:19,29参照。

『聖句ガイド」「列王紀｣，289-290ページも参照）などの，

現在では所在の分からない記録を基にこの歴史を編さんし

ている。

列王紀上の前半にはソロモンの物語が記されている。ソ

ロモンは最初，イスラエルの指導者として前例がないほど

の成功を収めたが，後には霊的に堕落し，民をも同じよう

に堕落させてしまった。ソロモンの統梢の終わりには，イ

スラエルは物質的にも霊的にも衰退し，その結果，王国は

ソロモン王の死後1年もしないうちに分裂してしまった。

記録を読みながら，ソロモンとイスラエルの悲劇的な没落

の理由を見つけ，それらについてよく考える。

列王紀上の後半では，分裂したイスラエル王国について

記されている。政治上の歴史も若干述べられてはいるが，

それよりもむしろこの記録には，神がイスラエルと交わさ

れた聖約を政治上の指導者たちがどのように守ったかにつ

いての歴史が記されている。ここでは，聖約を守ることに

関して非常に忠実であった王，反対に忠実ではなかった王，

そして彼らに教えを説いた預言者に焦点が当てられている。

列王紀上に記されている良い例と悪い例の両方から，教え

を学ぶことができる。

後にソロモンは主から離れた。これらの章を研究しなが

ら，若いころのソロモンが霊的また物質的に成功した理由

に注目する。それらをソロモン王の人生の後半，および王

とその民の堕落につながった行動と比較する。
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学び取るべき重要な福音の原則』v、

賢

一’晨誌
篭，－．．

・神の王国で働く召しは，適切な権能を通じて霊感によっ

て与えられる（列王上l:5-10,28-31参照)。

・わたしたちが熱心に義を求めるとき。主は喜ばれ，祝福

を与えてくださる（列王上2:1-4;3:5-15;4:29-

30;10:14-23参照。アルマ29:4も参照)｡

o主は御自分の民に、神殿を建てるように命じられる。そ

れは神殿が偉大な幸福の計l'l'iに不可欠であり,#IIIが御自

分の民に祝福を注がれる場所だからである（列王上5章；

6:14-38;7;13-51;教義と聖約132:19-20参照)。
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列王上3章。善悪を問わず，わたしたちは自分の望みに応

じて刈り取る。わたしたちは自分の望みを主の御心と調和

させなければならない。（25-35分）

以下の質問をする。

。もし主，または主の使いが訪れて，111でも望むものを与

えると言われたら，あなたは何を求めますか。それはな

ぜですか。

・列王上3：3－5を読む。これに似た申し出を受けたのは

だれですか。

・ソロモンはその申し出をだれから受けましたか。

・列王上3：6－9を読む｡ソロモンは主に何を望みましたか。

黒板に「聞きわける心」または「知恵」と言き，ソロモ

ンがそれを望んだ理由を話し合う。当時のソロモンの態度

を示している言葉を見つけさせる。ソロモンが自分は「小

さい子供」であると認めていることをマタイ18:1-5;モ

ーサヤ3:19;3ニーファイll:37-38と比較する。列王上

3:10-14を読ませ，主がソロモンの願いを喜ばれた理由を

尋ねる。

ソロモンが願ったものと，自分だったら願っていたであ

ろうものとを比べてみるように言う。次の質問をする。

・あなたの願いについて，主はどのようにお感じになると

思いますか。

・主は知恵以外に，ソロモンにどのようなものをお与えに

なりましたか。

黒板に「富」「誉れ」「従順ならば長命」と書く。ll寺問が

あれば，列王上3:16-28にあるソロモンが神から与えら

れた知恵の有名な例を読んで話し合う。

ニール･A･マックスウェル長老の以下の言葉を紹介する。
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はじめに

列王紀上の最初の10章には，ダビデの子ソロモンがどれ

ほど父の軍事的な成功の恩恵にあずかったかが記されてい

る。ソロモンは平和，繁栄，安全を受け継ぎ，イスラエルの

いわゆる「黄金|I寺代」を継承した。ソロモン自身は，知恵，

富，名誉，および長命を約束され，それらを受けた。多く

の国々のあらゆる社会階層の男女が，王から知恵を求めた。

ソロモンの最も偉大な業績は，神殿の建築と奉献であろ

う。その完成には約20万人の労力と7年の歳月を要した。

その奉献には驚くべき現れが伴った。
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へ またその心の望みに応じて裁くからである｡」（教義と聖i1.神殿は主に奉献される。神殿が奉献された日，神殿が真

識:具i…iいき霊""(灘識飢＆■’嘩蕊ざり惣驚i…瞬鍵鍵

蕊韓瀞篭溌己罵罐鴛馳岬=#■
またその心の望みに応じて裁くからである｡」（教義と聖i1.神殿は主に奉献される。神殿が奉献された日，神殿が真

約137:9．エレミヤ17:10も参照)」(｢聖徒の道｣1997；に主の宮であることを示す出来事が起こった｡列王上溌
誇､f-l

年 1月号,22)I8:1,10-14を読ませ，どのような出来事があったか発鍵’

舞
垂

へ

表させる。次の質問をする。「列王上9:1-3で，主は

同じように神殿を受け入れられました。どのようなこと

が起きたでしょうか｣。ソロモンの神殿の奉献をカート

ランド神殿の奉献（教義と聖約110章参照）と比較して

もよい。神殿の奉献式に参加したことがある生徒がいれ

ば，その経験をクラスで紹介させる。

2．奉献後は清くないものが神殿に入ることはできない。以

下の質問をする。「神殿でそれほど偉大な霊的経験がで
みたま

きるのであれば，だれもが神殿に入って御霊にあずかる

ことができないのはなぜですか。神殿推賄状が必要なの

はなぜですか｡」(1ニーファイ15:34;教義と聖約97:

15-17参照）これはわたしたちが神殿を奉献する理由と

関係している。次のことを指摘する。神殿を奉献した後，

ソロモンと主は民に勧告を与え，神殿があらゆる祝福を

［|動的に保証するものではないことを理解するよう促し

た。列王上8：55－61と9：3－9を読ませ，神殿につい

て民に与えられた勧告を挙げさせる。次の質問をする。

「ここで述べられていることは，神殿の祝福を受けるう
こんにち

えで今日どのように役立つでしょうか。例えば，エンダ

ウメントの祝福はどのようなときにわたしたちに与えら

れますか。神殿結婚の祝福はどうでしょうか｡」（祝福は，

それらの儀式を受けるときだけでなく，そこで交わす聖

約に従って生活し続けたときに与えられる｡）
こんにち

教義と聖約97:12-16を読み，主の宮としての今日の神
あかし

殿について教師の証を述べる。
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生徒とともにアルマ29：4－5を読み，以下の質問をする。

・主は義にかなった望みを持つすべての人に，どのような

ことを約束しておられますか。

・わたしたちの望みが義にかなっていないときの主の約束

はどのようなものですか。

。正しくない望みを抱いて苦しんでいる場合，義にかなった

者となる見込みはないのでしょうか。それは絶望的だと

いうことを意味するのでしょうか（エテル12:27参照)。

・主は聖文の中で「求めなさい。そうすれば与えられるで

あろう」と何度も言われています。しかし，求めるもの

がいつも与えられるとはかぎりません。それはなぜでし

ょうか（ヒラマン10:4-5;3ニーフアイ18:20;モル

モン9：27－28；教義と聖約8:10;50:29;88:64-

65参照。『聖句ガイド」「祈り」第2および第3段落,40

ページも参照)。
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列王上6－9章。神殿は神の宮であり，幸福の計画に不可

欠である。（20-30分）

神殿の写真を見せ，次のように尋ねる。「神殿は幸福の計

画に欠かせないものです。なぜそれほど重要なのでしょう

か｡｣ハワード･W･ハンター大管長の以1言の言葉を紹介する。
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あがな

「福音を宣く伝え，聖徒を完全な者とし，死者を蹟う

ために払われるあらゆる努力は，聖なるﾈIII殿と関連して

います。なぜなら，神殿の諸儀式は非常に重要なもので

あり，儀式がなければ神のみもとに戻ることはできない

からです。皆さん一人一人がふさわしい状態で神殿に参

入するよう，あるいは，聖なる宮に参入して自身の儀式

と聖約を受けられる日に向けて努力するようお勧めしま

す｡」（｢聖徒の道』1995年1月号,97)
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はじめに

ソロモン王は，以前の王であったサウルやダビデと同じよ

うに，大いなる約束を受けてその統治を始めた（『旧約聖書：

列王紀上一マラキ書」列王上1-11章の「はじめに｣,1ペー

ジ参照)｡しかし，やはりサーウルやダビデと同じように，ソロ

モンは後に主から離れてしまった。ソロモンの背教は全イス

ラエルを罪へと誘い，主からの守護を受けられなくなった。

ソロモンの死後，イスラエルの連合王国は分裂し、ダビ

デとソロモンの1ぐで極めた繁栄と国力を享受することはな

かった。11-16章を研究しながら，主の道を踏み外すこと

になった，ソロモンの誤った選択を見つける。また王の罪

がその民と国家にどのような影響を与えたかにも注目する。

生徒と一緒に列王上6章と歴代下2－4章を読み，ソロモ

ン神殿の建築に要した費用と努力について話し合う。次の

質問をする。「ダビデとソロモンは，主の宮のために多大な
こんにち

努力を払って美しい建物を建設しました。今日の教会にお

いても|司じことが言えます。なぜそれだけの努力をして神

殿を建設するのでしょうか｣。

黒板に「主の宮」と言く。生徒は次の質問について熟考

し，答える。「『主の宮」という言葉を聞くと，どのような

思いを抱きますか｡」出エジフ°卜25：8；列王上6:11-

13;教義と聖約124:25-27を読ませる。次の質問をする。

｢神殿が主の宮であることを理解するときに，神殿に対して
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学び取るべき重要な福音の原則 イスラエルが最初に王を求めたとき，主は何と言われた

だろうか。生徒に思い起こさせる（サムエル上8章参照)｡

義にかなっていなかった3人の王たちについて学ぶ。その

後，自分が列王紀上の著者になったつもりになって，「この

ようにして，・・…･が分かるのである」という表現を使い，

イスラエルの王たちの経験が教えていることを要約させる。

書いたものを発表させ，サウル，ダビデ，ソロモンの過ち

から学んだことについて話し合う。

八
けんそん

。たとえ召しを受け才能や祝福に恵まれても，謙遜になって

主に頼らなければ失敗することがある（列王_上11:6-

26参照。2ニーファイ32：9；教義と聖約3：4も参照)。

・わたしたちは義にかなった人々を指導者として選ばなけ

ればならない。義にかなっていない指導者は，民を罪へ

と誘うこともあるからである（列王上12:6-14,25-

33;18:1-18:22:1-29参照。教義と聖約98:9-10

も参照)。

へl
1
l
I

l

列王上12章。小さな選択が重大な結果をもたらすことが

ある。それは将来の世代にさえ及ぶことがある。（20-30

分）

黒板に次の言葉を書く。「国々の歴史と同じように，人生

は往々にして小さな選択（ちようつがい）に大きく左右さ

れる｡」できればちようつがいを見せ、そのわずかな動きに

よってドアが大きく開閉することを説明する。黒板の言葉

はどのような点で真実であるかを説明させ，小さな選択が

将来にどれほど大きな影響を及ぼすか，例を挙げさせる。

次の質問をする。

・どのような選択が，あなたや周りの人々の生活を変えま

したか。

・それらの選択は，ほかの人々にどのような影響を与えま

したか。

レハベアムとヤラベアムの選択について調べる。彼らが

どのような選択をすべきだったか話し合い、イスラエルの

歴史を変える「ちようつがい」となった選択を探させる。

●レハベアム：列王上12:1-24および14:21-31を読み，

レハベアムがどのような選択をしたか見つける。列王上

12:7:マタイ20:25-27;教義と聖約50:26;121:39

で，主が指導者の行いについて指示されたこととレハベ

アムの選択を比較させる。次の質問をする。「レハベア

ムの選択はどのような結果を招きましたか｡」

●ヤラベアム：列王上11:26-40と12:25-33:14:1-

20を読み，ヤラベアムがどのような選択をしたか見つけ

る。次の質問をする。「ヤラベアムはどのような言い訳

をしてイスラエルに偶像礼拝を始めさせましたか」（列

王上12:28参照)･ヤラベアムの論法と，難しそうな戒

めをなおざりにしがちなわたしたちの傾向とを比較す

る｡そのような正当化にどのような危険が潜んでいるか

尋ねる。列王上13章：歴代下11:13-17および列王上

19:10を読み、ヤラベアムの選択がどのような結果を招

いたか尋ねる。

レハベアムとヤラベアムの選択がもたらした長期的な影

響を理解させるために，以下の活動を行う。

。『聖句ガイド」地図3「カナンにおけるイスラエルの十

二部族への土地の分配」を見て、ユダとイスラエルとの

境界を見つける。

●列王上15:25-26:16:2,25-26,30-31;22:51-

52：列王下3:1-3:10:29-31:13:6,11;14:24;

ll

ll
教え方の提案

綴鵜賑製I鰯二孟剰詮鰯茎
可能性を秘めていた。しかし,B人ともやがて主から離れ，

自らの可能性を生かすことができなかった。（25-35分）

注意：列王上17-19章のために．週ごとに教える教師のた

めの教え方の提案がもう一つ用意されている。それを一緒

に用いてもよいし．別個に用いてもよい。

最初はすべてが順調に進んでいるかのように見えたが，

結局すべてが裏目に出て悪い結果となった出来事について

話し合う。例えば．勝てると思った選手が何らかの理由で

敗れたなど。以下の質問をする。

・その出来事についてどのように感じましたか。

・人生のあらゆる出来事は，すべて悪い結果で終わると思

いますか。

●2ニーファイ2：27を読む。人生で経験する出来事は，

何によって左右されるでしょうか。この聖句から，何が

分かりますか。

サウルとダビデの人生に起きた変化について考えさせる。

次の質問をする。

・王として召されたとき，彼らはそれぞれどのような人物

でしたか（サムエル上9：2；サムエル上16:7,12-

13;列王上3:3-10参照)。

・その統治が終わるころに，彼らはどのように変わってい

ましたか（サムエル上15:22-26;サムエル下12:7-

12参照)。

ダビデの子ソロモンも，同様の道をたどったことを伝え

る。生徒とともに申命17:14-20を読み，モーセが将来イ

スラエルの王となる者に与えた譽告を挙げさせる。列王_上

10:14,26-27:11:3を読ませ，ソロモンがどのような

点でモーセの警告を無視したか見つけさせる。ソロモンは

どうすれば罪を犯さずに済んだかを話し合う。

生徒とともに列王上ll:1-10を読み，次のことを話し合

う。「ソロモンはなぜ聖約を離れて外国人の妻たちと結婚し

たのでしょうか。また，そのような結婚はどれほど重大な

罪を招いたでしょうか｡」次の質問をする｡「ソロモンの背

教は悲しむべき結果を招きました。それはどのようなもの

でしたか｡」（列王上ll:14-43参照）
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》
》列王上17章には，主が命じられたことに進んで従い「行

って〔主が命じられたことを行った〕」二人の人物と，その

信仰のゆえに受けた祝福についての物語が記されている。

列王上17章から，「行って,[その〕とおりにした｣(5,15

節)，「立って…･”行った」(10節),および「行って、〔その〕

とおりにしなさい」（13節）という言葉を見つけさせる。こ

れらの言葉に線を引き，それぞれの言葉の余白に「lニー

ファイ3：7と相互参照」と書き込むように言う。

列王上17章の1-7,8－16,および17-24節にある3つ

の短い物語を読んで話し合う。それぞれの物語について，

次のことを尋ねる。「信仰を表した人物はだれでしょうか。

主の命令に従った時点で彼らが知らなかったことは何で

15:9,18,24,28を読み，これらに共通する一つの概念

を見つける。次の質問をする。「『ヤラベアムの道に歩み」

という概念は，一人の人の選択がもたらす長期的な影響

についてどのようなことを教えていると,ILIいますか｡」

・バビロニア人とアッスリヤ人によるイスラエルとユダの

捕囚は，どのような点で彼らの罪悪の結果だったと言え

るか説明する（『|日約聖書：列王紀上一マラキ書』にあ

る特別講座DおよびG,131-135,279-281ページ参照)｡

レハベアムとヤラベアムの選択がもたらした結果をよく

吟味させる。自分自身の一見ささいな選択がそのような結

果をもたらすかどうか，深く考えるよう促す。

へ

蕊
へ

守

門

エ

蕊
しようか｡」3番目の物語で起きたことは2番目の物語で示

された信仰に基づいていることに注意する。信仰をもって

喜んで行わないならば，わたしたちは大きな祝福を逃すこ

とになるかもしれない。

列王上18章では，信仰がもたらす強さと力について記さ

れている。生徒に，ナレーター，アハブ，オバデヤ，エリ
しもベ

ヤ，バアルの預言者たち，民，およびエリヤの僕の役を割

り当てて朗読劇をしてもよい。

以|くの質問をする。

。この章に出てくる様々な人物や例から。信仰についてとﾞ

のようなことが学べますか。

o17節のアハブの質問から彼の信仰についてどのような

ことが分かりますか。

・エリヤがカルメルlllで示した信仰について，どのような

ことが印象に残りましたか。

・民は奇跡的な出来事に対してどのような反応を示しまし

たか。

●列王上19:1-3を読んでください。イゼベルはどのよう

な反応を示しましたか。
みたま あかし

次のことを理解させる。「御霊の静かで穏やかな声は，証
けんそん

をもたらし強めます。またそれは，謙遜で従順な人にだけ

与えられます｡」

しもべ

列王上18章。神はサタンやその僕をしのぐ力を持ってお

られる。（20-30分）

バケツに入った水と，木片，大きな石を見せる。次のよ

うに尋ねる。「これら3つのものに関係している旧約聖書の

物語はどれでしょうか｡」ヒントとして，それらはすべて

｢焼きつく」され「なめつく」されたことを伝える。

全員で列王上18:17-40にある，エリヤとバアルの預言

者たちの物語を読む。次の質問をする。

・17節でアハブは，エリヤが干ばつでイスラエルを悩まし

ていると言いました。それはなぜですか（列王上17:l

参照)。

・エリヤは，実際に干ばつをもたらしたのはだれだと言い

ましたか。それはなぜですか（列王上18:18参照)｡

天を閉ざして雨を降らせないために,*IIIがエリヤにお与
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篝篝篝誉列王上17-22章

鴬
一

はじめに

篭列王上17-22章には，預言者エリヤが登場する。エリヤ

は，死者を生き返らせ，天から火を招き，天を閉ざして雨

が降らないようにした。また，かめの粉が尽きることのな

いようにし，火の車に乗って地上から取り上げられた。現

世における数々の功績によって，エリヤはイスラエル史上

最も偉大な英雄の一人となった。エリヤが地上から取り上

げられたという事実と，マラキ4：5－6にある預言により，

厳格なユダヤ人の家庭では，過越の祭の度に席を設けてエ

リヤの再来を待ち設けるようになった。世のほとんどの

人々には知られていないが，エリヤは1836年の過越のHに

戻って来てマラキの預言を成就している（教義と聖約110:

13-16参照)。
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学び取るべき重要な福音の原則
一

o大いなる奇跡は，イエス・キリストを信じる信仰の力に

よってもたらされる（列王上17:1-22;18:31-39参照)｡
Lもべ

・神はサタンやその僕をしのぐ力を持っておられる（列王

上18:19-39参照。ヨハネ17:3も参照)。

・神がわたしたちに語られる方法の一つに「静かな細い声」

がある（列王上19:11-12参照。lニーファイ17:45も

参照)。
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列王上17-19章。大いなる奇跡は，イエス・キリ；
1

ストを信じる信仰の力によってもたらされる。（4()－＃
§

50分）

全員で「ニーフアイの勇気」（『子供の歌集』，64ページ）

か，完全な従順さに伴うノJについて教えている適切な賛美

歌を歌う｡lニーファイ3;7を読み，それがどのような,1A(

で信仰の大いなる表れと言えるか話し合う。
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えになった偉大な力について話し合う。エリヤが神からこ

の力を授かったのは，イエス・キリストを信じる信仰と義

にかなった行いのためであった。ヒラマン10-ll章には．

ニーファイが結び固めの力を授かったいきさつと，それが

どのような力であるか記されている。主が称賛されたニー

ファイの特質とエリヤの特質とを比較する。現代の預言者

がエリヤと同じ結び固めの力を持っていることを理解させ

る（教義と聖約110:13-16:132:7参照)。

以下の質問をする。

●列王上18:21でエリヤは，イスラエルが二つのものの間

に迷っていると記しています。それはどういう意味だと

思いますか。

・それら二つのものとは何ですか◎
こんにち

・今日わたしたちの前にある二つの選択肢はどのようなも

のですか。

・それらはどのようにエリヤやバアルと比較することがで

きますか。数が多いのはどちらですか。救いの力を持っ

ているのはどちらですか。大言壮語しながらも救いの力

を持っていないのはどちらですか。

・エリヤが偶像礼拝の祭司たちに，自分の挑戦に応じるよ

う望んだのはなぜだと思いますか(19,22節参照)。

。まことの神であるかどうか試すために．エリヤは天から火

を呼ぶことを提案しました。それはなぜだと思いますか

（23-24節参照)。（『旧約聖書：列王紀上一マラキ書」に

ある列王上18:22-24についての注解,61ページ参照｡)

・エリヤはなぜ，バアルの預言者たちから最初に行わせた

と思いますか。

・バアルの預言者たちは，自らの神から答えを得るために

どのくらいの時間努力しましたか（26-29節参照)。

・エリヤが自分の祭壇に水を注いだのはなぜだと思います

か（33-35節参照)。

・主はエリヤにこたえて．御自身の力をこのような印象的

な方法で示されました。それはなぜでしょうか。（36-

39節参照)。

・このことから，現代の預言者に従うことについて何が学

べますか。

・現代の預言者は，どのような点でエリヤに似ていると思

いますか（預言者は|司じ結び固めの力を持っており、た

とえ世の大多数が彼に反対しようと，主は預言者の語る

言葉を擁護される)。
あかし

まことの預言者に従うことの大切さについてさらに証す

るために，列王上22章にあるヨシヤパテとアハブ，そして

預言者ミカヤの物語を読んで話し合ってもよい（『旧約聖

書：列王紀上一マラキ書』にある列王上22章についての注

解，63ページ参照)。
みたま

列王上1g章。わたしたちは御霊のささやきに聞き従う必

要がある。（20-25分）

列王上18章で起きたことを一人の生徒に要約させる。以

下の質問をする。
こんにち

･もし今日，預言者がこれと似たようなことをしたら，あ

なたはどのような反応を示すと思いますか。

。それは伝道に役立つと思いますか。

・列王上19:1-10を読みます。エリヤが主に語ったこと

からすると．カルメル山での奇跡を通して改宗した人は

大勢いましたか。

・民が真の改宗をしなかったのはなぜだと思いますか。

・真の改宗はどのようにしてもたらされると思いますか。
あかしみたま

証を得、強めるうえで，御霊が最も重要な役割を果たす

のはなぜか話し合う。列王上19:11-13を読ませ，「静かな

細い声」は聖霊の現れであることを伝える。ボイド･K･

パッカー会長も次のように説明している。
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「聖霊の声は聞くというより感じるものです。それ
みたま

Iは「静かな細い声」と表現されています。そして，御霊

Iのささやきに『耳を傾ける」ことについて語るとき，そ

！の霊的な促しを指して『わたしは……と感じました」と

｜言うことが多いようです。……

啓示は「聞く』言葉よりも『感じる」言葉として与え

！られます。天使の訪れを受けたにもかかわらず，かたく

Iなな態度を改めなかった兄たちに向かって，ニーファイ

’はこう言いました。『あなたがたは心が鈍っていたので，

;その言葉を感じることができませんでした｡｣」（『聖徒の

I道」1995年1月,65)

｜当時管理ビショップリックの第一顧問であったヘンリ
ー．B･アイリングビショップは次のように語っている。
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みたま

「わたしは確かに〔御霊〕が静かな声であることを
あかし

証します。それはささやきであって，叫び声ではありま

せん。だからこそ，内なる声に耳を澄まさなければなら

ないのです。その声に耳を傾けたいと思うときには，断

食をすることも賢明なことでしょう。また，『父よ，わ

たしの思いではなく，みこころが成るようにしてくださ

いjという気持ちを抱くときに，一番素直に耳を傾ける

ことができます。『み旨のままに行いたいのです」とい

う思いを持ったとき．静かな細い声がまるで皆さんの心

を貫き通すような思いを味わうのです。そして『骨を…

…震わせる」ことでしょう。多くの場合，心が内に燃え

るのを感じます。静かに，しかし，思いを高め，新しい

確信を与えてくれるように燃えるのです｡」（『聖徒の道』

1991年7月号,68参照）
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燕奉鮮'＃ド

以下の質問をする。
みたま

●わたしたちが，御霊の声から耳を背けたり，集中しなか

ったりする原因にはどのようなものがあるでしょうか。

・日常生活の中で，静かな細い声に，より敏感になるため

に．どのようなことができるでしょうか。
みたま

御霊のささやきに耳を傾けるだけでなく，御霊の導きに

従うことの大切さを理解させる。
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認…
へ童謡聾識?『･撫職星職L蹴黙尋
から紀元前560年ごろまでの出来事が記録されている｡この；えられた人である｡彼らの死と復活は瞬時に起きる(列；_、

聖書では列王紀上下は一つの書であった。列王紀下には，

分裂したイスラエル王国とユダ王国における，紀元前850年

から紀元前560年ごろまでの出来事が記録されている。この

・身を変えられた人物とは，死すべき肉体を持ちながらも

一時的に肉体的な痛みや死を味わうことのない状態に変

えられた人である。彼らの死と復活は瞬時に起きる（列

王下2:11参照。3ニーフアイ28:4-9,36-40も参照)。

・不義な指導者はしばしば民を罪へと導く（列王下3:1-

3;10-13章参照)。

・神権の力は個人的な利益のために用いるべきものではな

い（列王下5：20-27参照。サムエル上8:1-5も参照)。
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害には預言者エリヤ，エリシャ，およびイザヤについての

記述があり，アッスリヤによるイスラエルの北王国の滅亡

とバビロニアによるユダの南王国の滅亡という悲劇的な話

で結ばれている。これらの滅亡と捕囚は．モーセ（申命8：

10-20参照）やサムエル（サムエル上12:14-15,24-25

参照）の預言的な警告の成就となった。

列王紀下を研究しながら，イスラエル王国がアッスリヤ

に破れた理卜Hを探す。また，南北両王国がともに同じ相手

と敵対していたにもかかわらず，ユダ王国がイスラエル王

国よりも100年以上長く存続したのはなぜか考える。ユダが

最終的にバビロンに占領された理由は何か，どうすれば彼

らの滅亡を防ぐことができたかについても探す。

列王紀下を研究する際に，イスラエルとユダの王の一覧

表が役立つ（｢聖句ガイド」「年表｣,194-195ページ参照。

本書の「イスラエルとユダの王と預言者｣,219-222ペー

ジ；『旧約聖書：列王紀上一マラキ書」にある図表，42,

45-46,49ページも参照)｡
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教え方の提案11

しもべ

列王下1－4章。主は御自分がお選びになった僕に権威と
がいとう

権能の「外套」を着せられる。その権威と権能によって，

彼らは多くの力ある業を行い，主が人々に知らせたいと望

んでおられることを教える。（50-55分）

教会の大管長の写真を見せ，預言者が亡くなったら教会の

将来に不安を抱くかどうか尋ねる。当時大管長会第一顧問で
あかし

あったゴードン･B･ヒンクレー大管長の以下の証を読む。
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「この業は，宇宙を支配しておられる，生ける永遠の
あがな

父なる神の御業です。また，わたしたちの救い主，贈い

主であられる生ける神の子，主イエス・キリストの御業

なのです。この業は神聖な権能によってこの地上に打ち

立てられました。そして預言者や指導者が啓示の声によ

って召され,長年の働きを通して訓練されているのです。

この御業に失敗はあり得ません。成功し続けるのみで

す｡」（｢聖徒の道」1993年1月号,65参照）
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はじめに

エリヤとエリシャは，イスラエル王国とユダ王国が偶像

礼拝にふけっていた時期に働いた,驚くべき預言者であった。

彼らはともに大いなる奇跡を行ったが，教え導いていた間

に生ける神に帰依したイスラエル人は比較的わずかであっ

た。奇跡は信仰ある者を強めるが，信仰のない者を改心さ

せることはない（教義と聖約35:8-11;63:7-12参照)。

列王下1-13章を研究しながら，エリヤとエリシャの教

導の業について古代イスラエルの民がどのように感じてい

たか学ぶ。なぜ預言者たちはそれぞれの時代にしばしば拒

まれるのか，また，生ける預言者に耳を傾けることの大切

さについて何が分かるか考える。

どのようにして教会の次の大管長を知ることができるか

尋ねる。預言者ジョセフ・スミスの死後，主はジョセフの

後継者としてだれが教会の預言者になるべきか分かるよう，
あかし

特別な証を用意されたことを説明する（『時満ちる時代の教
こんにち

会歴史j,291ページ参照)。今日では，教会の大管長が亡く

なると,-l一二使徒定員会の先任会員が新しい預言者になる。

列王下2:1-15を読ませ，次のことを説明させる。「エ

リシャがエリヤの後継者であることをエリシャと預言者の

ともがらに知らせるために，主は何を行われましたか｡」必

要であれば，以下の質問をする。

･エリシャは「〔エリヤ〕の霊の二つの分」を求めました

が，それはどういう意味ですか（申命21:17参照)。
がいとう

、エリヤの外套は何を象徴していましたか（『旧約聖書：

列王紀上一マラキ書』にある列王下2:14についての注

解，65ページ参照)。

．「エリヤの霊がエリシャの上にとどまっている」のを預

言者のともがらに見せることはなぜ大切だったのでしょ

うか（列王下2:15参照)｡
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へ

学び取るべき重要な福音の原則

主から下された預言は常に成就する（列王下l:9-17;

4:14-17;5:1-14;7:1-2,12-17;8:1-15;

9章参照。教義と聖約l:37-38も参照)。

霊感による勧告に従う人は祝福を受け，奇跡を見ること

もある（列王下2:1-15;4章;5:1-14;6:1-7参

照。教義と聖約21:1-9も参照)。
しもべがいとう

主は御自分がお選びになった僕に権威と権能の「外套」
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一

昔の預言者の生涯は，しばしば救い主の生涯と使命を予！
＃カルメル山の祭壇で，エリヤは

兆していた。以下のエリシヤの奇跡を読み，イエス・キリ1古代イスラエルに唯一まことの
ストの行われた奇跡とどのように似ているか見つけさせる。 神と交わした聖約を思い起こさ

せた（列王上l8:19-39参照)。
●列王下4:1-7(油が増えた。ヨハネ2:1-ll参照）

●列王下4:18-37(シュネムの女の息子が死からよみが

えった。ルカ7:ll-15:8:41-42,49-56:ョハネエリヤは天から火,彙畦び悪人を
焼き尽くしたが，謙遜で従順な

ll:1-44参照）
人々の命は助けた（列王下l：

●列王下4：42－44（大麦のパンが増えた。マルコ6:9-15参照)。

33-44;8:1-9参照）
エリシャはエリコの水を清め，いや

●列王下5:1-14(ナアマンが，重い皮層病から癒された。それらがもはや死や流産を起こ

マルコl:40-45;ルカ17:ll-19参照）すことのないようにした（列王
下2:19-22)。

●列王下6:1-7(鉄が浮いた。マタイ14:22-33参照）

エリヤとエリシャの生涯は、現世における救い主の務め エリシャは絶望的なほどの負債

≦を抱えていた忠実なやもめと彼
のひながたであっただけでなく、末日における救い主の教

女の子どもたちを救うために，
会の業についても予兆していたことを伝える。以下の表を 油を増やした（列王下4:1-7

見せるか、コピーして配付する（レネット・ハドリー・リ参照)。

－ド，「エリヤとエリシャ｣､EI]sjgll,1988年3月号,24－

28より部分的に抜粋)。各項目を生徒に順番に読ませ，自分

の聖典の該当箇所にしるしをつけるよう勧める。

へ
末日において，エリヤは現代の

イスラエルが神殿の聖壇で主と

永遠の聖約を交わすことができ

るように鍵を回復した（教義と

聖約llO:13-16参照)。
八

再臨のとき，火が悪人を滅ぼす

が，義人は命を助けられる(1

ニーフアイ22:17;ジヨセフ・

スミスー歴史l:37参照)。

救い主の再臨のとき，この世は

再び楽園の栄光を受け，星の栄

えの状態は終わる（イザヤ11：

6－9；信仰箇条l:10参照)。

｜
t

l

わたしたちは皆，霊的に絶望的

なほどの負債を抱えているた

め，イエス・キリストは「油し

ぼり」を意味するケツセマネで，

そして十字架の上で，忠実な者

を救うために全人類の罪の代価

を支払われた（マタイ20：28；

モーサヤ16:4-5参照)。

I

ll

ll

１
１
１
１

Ａ

｜

エリシャは毒の入った煮物を清

め,100人の忠実な人々のため

にパンを増やした（列王下4：

38-44参照)。

イエス・キリストは地上に御自

身の教会を回復された。回復さ

れた教会の使命の一つは，イエ

ス・キリストの福音，すなわち

命のパンを全世界に携えて行く

ことである（ヨハネ6：33－

35；教義と聖約84：62参照)。

｜

｜
I

末日の教会エリヤとエリシャ

八

エリヤは天を閉じ，開く力を持

っていた（列王上17:l参照)。

1836年，救い主はエ'ノヤを造わ
かさ‘

して教会に結び固めの権能の鍵

を回復された（教義と聖約

llO:13-16参照)。

ききん

主は飢饅のときに，エリヤに食

物を与えるためにからすを送ら

れた（列王上17：4参照)。

スリヤぴとナアマンはイスラエ
しもベ

ルの神の僕エリシャのもとを訪

れ，ヨルダン川で体を洗うこと
いや

によって，重い皮層病から癒さ

れた（列王下5:1-14)｡

現代のイスラエルは，すべての
しもべ

人が神の僕から福音の救いの儀

式を受ける（教義と聖約22章；

信仰箇条l:5参照)。

世の中は霊的に飢えた状態にあ
ききん

る。この霊的な飢饅の中にあっ

て，主は，啓示，力，祝福をも

って教会を強められる（例えば，

教義と聖約110章参照)。

エリシャは悪人の目をくらま

し，忠実な者の目を開いた（列

王下6:15-18参照)。

悪人は霊的に盲目の状態にある

が，義人は見て，理解し，救わ

れる（マタイ13:10-17参照)。

救い主のもとに来ていない人は

霊的なやもめであり父のいない

子である。彼らは花婿であるイ

エス・キリストと天の御父から

絶たれている。イエス・キリス

トとその福音を受け入れる者に

は神の息子，娘，およびイエ

ス・キリストと共同の相続人と

なる力が与えられる（ヨハネ

l:12;ローマ8:16-17;教義

と聖約39：4参照)。

エリヤは，やもめと父のいない

子の命を救うために油と粉を増

やした（列王上17:9-16参照)。
八I

エリヤとエリシャの生涯が持つ象徴的な意味を理解した
しもく

ら，次のことを尋ねる。「主が末'二Iにお選びになった僕たち
が1．、とう

には，『外套』である権能が引き継がれ，授けられている。

エリヤとエリシャの生涯が持つ象徴的な意味は，どのよう
あかし

にそれを証しているでしょうか｡」

｜I

列王下2：11．エリヤは後に戻ってきて，自分が所有して
かぎ

いた神権の結び固めの権能の鍵を回復できるように，身を

変えられて天に取り上げられた。身を変えられるとは，死

すべき肉体を持ちながらも肉体的な痛みや死を味わうこと

のない状態に変えられることであるが，その変化は復活の

ときに起こる不死の体への変化とは異なる。(15-20分）

3ニーフアイ28：7－9，36－40を読み．身を変えられた

人物の特徴を幾つか見つけさせる。それらを黒板に書き出

す｡列王下2:llを読み，だれが身を変えられたと記され

ているか見つける。エリヤが身を変えられたのはなぜだと

しょくざい

蹟罪と復活によって，イエス・

キリストはすべての人を肉体お

よび霊の死からよみがえらせら

れる(1コリント15:21-22;

モーサヤ16:7-8参照)。また

主は御自分のもとに来て霊の死

からよみがえるようすべての人

を招くために，預言者を召し，

御自分の教会を回復された（教

義と聖約1章参照)。

エリヤとエリシャはともに死者

をよみがえらせた（列王上17：

17-23;列王下4:14-37;

13:20-21参照)。
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八

思うか尋ねる（『旧約聖書：列王紀上一マラキ言』にある列

王下2:1lについての注解,64-65ページ参照)。マラキ

4：5－6；マタイ17:3;および教義と聖約110:ll-16を読

み，それらを列王下2:11の相互参照箇所として記入させ

るロエリヤはマラキ4：5－6にある預言をどのように成就

したか話し合う。

鶴譲裂簔蕊三=龍謝告に従う人々は大いな＄
以下の質問をする。

。‘|真重に指示に従うことが絶対必要なのはどのようなとき

ですか。（例えば，エンジンを修理しているとき，地図

をたどっているとき，難しい曲を演奏しているとき｡）

●指示に従わないと，たいていどのようなことが起こりま

すか。
いや

●もしあなたが重病にかかっていて，預言者が癒される方

法についてあなたに指示を与えたとしたら，あなたはそ

の指示どおりに行いますか。

・その指示が一風変わった奇妙なものに思えたとしたらど

うですか。

旧約聖書の中で，預言者の指示についてそれと似たよう

な経験をした人物がいたことを説明する。生徒とともに列

王下5:1-14を読み，以下の質問について話し合う。

・ナアマンは最初ヨルダン川に入るのを拒みましたが，そ

の際に高’|曼はどのような影響を及ぼしていましたか。

(11-12節参照)◎
しもべ

●ナアマンの僕は，エリシャの指示に従うようどのように

ナアマンを説得しましたか。

●預言者から言われたことを行ったとき．ナアマンに何が

起きましたか。

モーサヤ3:19を読ませ，ナアマンにどのように当ては

まるか話し合う。当時七十人であったビクター･L･ブラ

ウン長老の以下の言葉を紹介する。

「身分の高いナアマンは，エリシャが自ら出て来て敬

意を示さず，使者をよこしたことに屈辱を感じました。

加えて，あまりに簡単な伝言にも気分を害したのです。

ナアマンは,その体を幼な子のように清くするために，

幼な子のような信仰を持ち，幼な子のように従順になら

なければなりませんでした｡」（『聖徒の道』1985年7月

号,17-18参照）

以下の質問をする◎
こんにち

・今日人々は，何と言って勧告を自分の都合に合わせて解

釈しますか。

・それはどのような点でナアマンと似ているでしょうか◎
しもべ

・ナアマンとその僕の物語は，預言者の勧告についてわた

したちにどのようなことを教えていますか。

当時十二使徒定員会会員であったゴードン･B･ヒンク

レー長老の以下の言葉をコピーし，各生徒に配付する。

「プライドを重んじるあまり，道を誤ることのないよ

うにしてください。福音は容易な道です。あなたにとっ

て幾つかの条件はあまりにも初歩的であり，不必要に思

えるかもしれません。しかしこれを軽視しないでくださ
けんそん

い◎謙遜になり，従順に歩んでください。従順のもたら

す実はまことに麗しく，味わいのあるものです｡」（『聖

徒の道」1977年2月号,131参照）

黒板に「従順は天の第一の律法である」と書き、一人の

生徒にブルース･R･マッコンキー長老の次の言葉を読ま

せる。

「従順は天の第一の律法である。すべての進歩，完成，

救い，信心，正しく真実であること，すべての善いこと

は，永遠である御方の律法に従う者にもたらされる。神

の戒めを守ること以上に重要なことは永遠にわたって存

在しない｡｣(ThePromiSedMessiah,126)

次のことについて話し合う。「神が従順であるよう求めて

おられる理由が完全に理解できないときでも，従順になる

ことは大切です．それはなぜでしょうか｡」アブラハムが息

子のイサクをささげるように求められたときや，エジプト

でイスラエルの民が戸の周囲に子羊の血を塗るように言わ

れたときのことを思い起こさせる。次の質問をする。

・従順さの結果，彼らはどのような祝福を受けましたか。
こんにち

●今日預言者がわたしたちに行うように求めていること

で、一部の人々が不必要または無意味だと思っているこ

とにはどのようなものがありますか。

・それらの戒めを守る人はどのような祝福を受けると思い

ますか。
しもべ

列王下5:15-27を読ませ，エリシヤの僕ケハジが行っ

たことを見つけさせる（『旧約聖書：列王紀上一マラキ書』

にある列王下5:15-16,20-26についての注解,78参照)。

次の質問をする。

・ゲハジは何をしたために罰せられたのですか。
しもべ

・主の真の僕が主の御業を行う理由について，この物語か

らどのようなことが学べますか（2ニーファイ26：29－

31)｡

列王下S:1-2B・主は御自分のすべての子らの希望や恐

れを気にかけておられ，御心を達成するために必要な助け

を送ってくださる。(15-30分）

生徒用学習ガイドにある列王下6－7章のための活動Aを

行わせ，生徒たちの答えについて話し合う。列王下6：1－

7について話し合いながら，以下の質問をする。

圃
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｢旧約聖書

キ言』にある列王下6:1-7についての注解、78参照)。

ほかの人には重要でなかったが自分にとっては非常に重

要であった問題について主の助けを受けたときの経験を紹

介するとよい｡(神聖な経験は，クラスがそれを聞く霊的な

備えができているときにのみ話すべきであることを忘れて

はならない｡)同じような経験を生徒にも紹介するよう勧め

る。以前大管長会の第一顧問であったジョージ．Q･キャ

ノン管長の次の話を読む。
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黒板，ポスター，またはオーバーヘッドプロジェクター

用の透明シートに以下の表を書く。表には空欄を20行用意

し，列王紀下を研究しながら情報を書き加えることができ

るようにする。この表は，列王紀下を研究し続けながら簡

単に更新していくことができる（列王下14-19章および列

王下20-25章の教え方の提案参照)｡
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「わたしたちは謙遜な民だが．時として自分は価値の

ない無益な人間だと思い込んでしまう場合がある。しか

し，自分で思うほど無益だということはないのである。

神が愛し，心にかけておられない人は一人もいない。神

はすべての人を救いたいと望んでおられ，救うための方

法を用意しておられる。そのために見守る天使を送って

くださる。自分や他人の目に，自分がつまらない人間で

あり，卑しむべき人間に見えることがあったとしても，

わたしたちは神の子であり，神がわたしたちのために送

ってくださる天使が，わたしたちを見守り，導いている

というのは事実である｡｣(Gospe/Trut/':Discourses

andWri加邸ofPres/dentGeorg℃Q.CBnnon,ジェラル

ド．L･ニューキスト選．全2巻[1974年],第1巻,2)
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二乱売

生徒を7つのグループに分け，各グループに以下の王の

一人を割り当てる。10分与えて担当した王に関する参照聖

句を研究させ．王の生涯について1分間の発表ができるよ

うまとめさせる。その内容について表に記入させる。（イス

ラエルとユダの王の一覧は，本書の「イスラエルとユダの

王と預言者｣，00ページおよび『|日約聖書：列王紀上一マラ

キ書』，43ページに掲載されている｡)

●ヨラム（列王下8:16-24参照）

●アハジヤ（列王下8：25－29；9：27-29参照）

●エヒウ（列王下9:1-10:36参照）

・アタリヤ（列王下11章参照）

・ヨアシ（列王下12章参照）

･エホアハズ（列王下13:1-9参照）

●ヨアシ（列王下13:10-25参照）

モーサヤ29:16-18を読み，義にかなった王ではなく邪

悪な王を持つことの影響について話し合う。以下を質問す

る。

・イスラエルに住むとしたらどの王の統治する時代に住み

たいですか。ユダに住むとしたらどうですか。それはな

ぜですか。
こんにち

●列王下6-13章から学べることで，今日のわたしたちに

とって重要なこと．または役立つことにはどんなことが

ありますか。

・教会の指導者を支持するために，わたしたちはどのよう

なことができますか。（教義と聖約107:22参照)。
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１
１
１
１
１列王下6：8－23について話し合いながら，「われわれと

共にいる者は彼らと共にいる者よりも多い」(16節）という

言葉が今の時代にどのように当てはまるか尋ねる。教義と

聖約38：7と84：88を読み，ニール･A・マックスウェル
あかし

長老の次の証を紹介する。
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八「この混乱と騒動，不安．動揺，および暴動が広く見

られる時代に，多くの人々は気落ちすることでしょう

(教義と聖約45:26:88:91)。また別の人々 は厳しい試

しに遭うでしょう。しかしそのような窮地にあって彼ら

は，古代イスラエルが取り囲まれたときに不安を覚えて

預言者エリヤに話しかけた若者のように，聖見者に援助

を求めることでしょう。『ああ，わが主よ，わたしたち
こんにち

はどうしましょうか｡』そして今日の預言者も同じよう

に答えるでしょう。『恐れることはない。われわれと共

にいる者は彼らと共にいる者よりも多いのだから｡』わ

たしたちは霊的に安定しているときにのみ．それを実感

することができます｡そして初めて，あの若者のように，

わたしたちの目が開かれるのです」(WeWr"Prove

ThemHerew肋、19)
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マックスウェル長老が語った「霊的に安定している」状

態とはどういう意味か，またどうすればそのような状態に

⑬
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の提案の続きとして用いることができる。

列王下6-13章の教え方の提案にある，表を使った活動

の説明(140ページ）を参照する。生徒をグループに分けて

以下の王を割り当てる。

●アマジヤ（列王下14:1－22参照）

･ヤラベアムニ世（列王下14:23-29参照）

･アザリヤまたはウジヤ（列王下15:1-7参照）

･ゼカリヤ（列王下15:8-12参照）

･シヤルム（列王下15:13-15参照）

・メナヘム（列王下15:16-22参照）

・ペカヒヤ（列王下15:23-26参照）

・ペカ（列王下15:27-31参照）

･ヨタム（列王下15:32-38参照）

･アハズ（列王下16章参照）

・ホセア（列王下17:1-6参照）

･ヒゼキヤ（列王下18:1-7参照）

各グループに割り当てられた王について参照聖句を調べ

させた後，その結果を表に記入させる。

申命28:1-26にあるイスラエルの子らについてのモーセ

の預言，特に1節と15節を読む。主の祝福と守りを受ける

ために，イスラエルの子らは何をしなければならなかった

だろうか。生徒に尋ねる。

イスラエルとユダの王を記した表を見て，それぞれの王

国に義にかなった王が何人いたか数えさせる。生徒ととも

に列王下17:1-23を読み，イスラエル王国がアッスリヤの

手に落ちた理由についてその聖句から何が分かるか話し合

う（｢旧約聖書：列王紀上一マラキ書」にある特別講座Dお

よび列王下17章についての注解,115-119,130-131ペー

ジ参照)。

イスラエルの邪悪な王たちを，義において多少勝ってい

たユダの王たちと比較する。列王下1831-7を読ませ，ア

ッスリヤ人がイスラエルを滅ぼそうとしていたころに，ユ

ダの王ヒゼキヤが何をしていたか説明させる。

『旧約聖書：列王紀上一マラキ書」にある列王下18-19

章についての注解(131-132ページ）を参考にして，これ

らの章のどの部分を生徒に読ませるか決める。列王下18章

は要約してもよいが，列王下19:1－7,32-37については

生徒とともに読み，ユダをアッスリヤ人から救うために主

が行われたこととその理由について話し合うとよい。

以下の質問をする。

oイスラエルの北王国の滅亡と十部族が失われたことか

ら，何を学べますか。

・サタンのわたしたちに対する態度や意図は，アッスリヤ

人がイスラエルに対して持っていたものとどのように似

ていますか。
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はじめに

モーセは，イスラエルの民にもたらされる祝禍とのろい

について詳しく語った（申命28章参照)。それは聖約を守る

度合いに応じたものであった。またサムエルは，不義な王

が原因で起こる滅亡について警告した（サムエル上8章参

照)。列王上から列王下の前半に至る章では，裁きに当たっ

て神がいかに忍耐強くあられ，繰り返し民とその王たちに

悔い改めの機会をお与えになったかを学んだ。一方，列王

下の後半の章には，民と王たちが預言者の警告に耳を傾け

なかったため，イスラエル王国がアッスリヤの手によって、

またユダ王国がバビロンの手によって受けた悲劇的な結末

について記録されている。

それぞれの国に神の裁きが1ぐされている最中でさえ，神

は民に悔い改める機会をお与えになった（エゼキエル18:

30-32参照)。中にはその招きに応じた者もいたが(1ニー

ファイ1:20-2:3参照),大部分の者は主と主の祝福を拒

んだ。

列王下14-25章の期間には，ヨナ，アモス，ホセア，イ

ザヤ，ミカ，ゼパニヤ，ナホム，ハバクク，エレミヤなど，

多くの旧約の預言者が生存してその務めを果たしていた。
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一

学び取るべき重要な福音の原則

i
l

l

・人は自分自身の罪に対して責任を負う。一方で，他人の

罪のために苦しみを受けることがある（列王下14:6;

24：2－4参照。信仰箇条l:2も参照)。

●背教した国々は神の守りを失う（列王~lr15:19-31;

17:3-23;24:1-4;25:4－7参照。エテル2:8も参照)｡

●偶像礼拝は重大な罪である（列王下17:7-12;21章参

照。出エジプト20:1-6も参照)｡
とら

・主と主の預言者の勧告を拒むとき，わたしたちは囚われ

の身となり，主から絶たれることになる（ダリli下17:

6－8；24：20参照。モーセ4：3－4も参照)。

［

へ

ｉ
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教え方の提案 ヘ

繊朏鰐甦曹巽ピ霊]1劃二削唖
章で紀元前600年ごろの歴史的な背景を教える際に利用する

ことができる（教え方の提案は『｢旧約聖書」ビデオガイド」

参照)。

ﾛ

J

1
1列王下14－19章。悪事と背教のためにイスラエル王国は

主の守りを失った。ユダ王国は奇跡的に救い出されて自由

を保った。（45-60分）

注意：この教え方の提案は．列王下6-13章にある教え方

へ

へ



へ列王下25:1-21を読み，最終的にユダ王国がどうなった

かについて話し合う（『旧約聖書：列王紀上一マラキ書』に

ある列王下24-25章についての注解,231-234ページも参

照)。lニーファイl:4を読んで以下の質問をする。

・ユダを救うために主はどのようなことをなさいました

か。

・当時エルサレムでは，どのような預言者が教えを説いて

いましたか（エレミヤ，ゼパニヤ、オバデヤ．ナホム，

ハバクク，エゼキエル，そしてリーハイ。『聖句ガイド』

「年表｣,194-195ページ参照)｡

・ユダの王と民は，預言者に対してどのような反応を示し

ましたか（エレミヤ20:1-2;lニーフアイl:19-20

参照)◎
こんにち

・今日主の預言者はどのようなことについてわたしたちに

警告していますか◎
こんにち

・今日の人々が預言者の教えを軽視している状態は，ユダ

の民が彼らの預言者に示した反応とどのような点で似て

いますか。

・わたしたちは，現代の預言者のメッセージにどのように

こたえるべきだと思いますか。

・預言者を無視したら、どのような結果を招くと思います

か（エテル2:10-11;教義と聖約1:1-17参照)。

以下の質問と聖句を用いて，今の時代をユダ王国の時代

と比較する。

・わたしたちの世代は，どのような脅威に直面しています

か（教義と聖約l:35参照)。

・終わりのロに主の怒りが燃えるのはなぜですか(lニー

フアイ22:16;教義と聖約133:48-51参照)。

・それから逃れるための唯一の望みは何ですか(1ニーフ

アイ22:17-19,22;教義と聖約l:36;133:52;モー

セ7:61-62参照)。

oこれらの時期を無事に乗り越えられるかどうかは，何に

よって決まると思いますか（教義と聖約l:14,38;

56:14;84:36:90:5:108:1;121:16-21)。

2ニーファイl:13-16;2:27;ヒラマン3:27-30;

5:12を読ませ，サタンに捕らえられないようにするために

主は何を行うよう勧告しておられるか説明させる。「神の言

葉を手に入れる」（ヒラマン3：29）とはどういう意味か話

し合う。教師自身の経験を紹介し，｜日約の神でありエホバ

であられるイエス・キリストを士台として人生を築くこと
あかし

が喜びと平安をもたらすことを証するとよい。

’

八

列王下20-25章。義とはある特定の行いによってもたら

される結果ではない。それは生涯にわたって善を選び続け

ることにより得られるものである。（45-60分）

黒板に，邪悪な選択をしたことで知られる聖典に出てく

る人物の名前を書く｡以下の質問をする。

・その人は親切な行いや善い行いをしたことがあると思い

ますか｡(恐らくあるだろう。）

・では、なぜ彼らは善人ではなく邪悪な人として知られて

いるのだと思いますか。

・主はわたしたちに、時々善い行いをすること以上に，何

を期待しておられると思いますか（教義と聖約14:7参

照)･

生徒とともに，ユダ王国がどのようにしてアッスリヤ人

から救い出されたかを読み（列王下19:32-37参照),以下

の質問をする。

・イスラエルは捕らえられたにもかかわらず，ユダが救わ

れたのはなぜだと思いますか（列王下19:32-37参照)。

・ユダは，永遠に守られると保証されていたのでしょうか。

それはなぜですか｡

・ユダの民にとって不義に陥らないよう常に注意すること

はなぜ大切だったと思いますか。

列王下6-13章(140ページ）と列王下14-19章の教え方

の提案にある，表を使った活動を参照し、生徒をグループ

に分けて以下の王を割り当てる。

●マナセ（列王下21:1-18参照）

●アモン（列王下21:19-26参照）

●ヨシヤ（列王下22:1-23:30参照）

●エホアハズ（列王下23:31-33参照）

●エホヤキムまたはエリアキム（列王下23：34－24：7参

照）

●エホヤキン（列王下24:8-17参照）

●ゼデキヤまたはマッタニヤ（列王下24:17-25:21参照）

割り当てられた王に関する参照聖句を調べさせた後，そ

の結果を表に記入させる。次の質問をする。

・ヨシヤ以後のユダの王たちは，どのような点でイスラエ

ルを最後に統治した数人の王に似ていますか。

・彼らがイスラエルと|司じように邪悪な状態に陥ったこと

から考えて,ユダはどのような運命をたどると思いますか。

’

八
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八

列王下22:3-2B:B。わたしたちが心を開くなら，聖

文にはわたしたちの生活を変える力がある。(15-25分）

以下の質問への答えを書かせる◎書いた答えは生徒が自

分自身のためだけに用いるもので，他人には見せないこと

を伝える。

l.あなたは自分の聖典を自宅のどこに保管していますか。

2．あなたは聖典をどのくらいの頻度で読みますか。

3．以下について,1(低）から10(高）で答えてください。

a、あなたは自分の聖典をどのくらい大切に扱っていま

すか。例えば，きれいに印を付ける，きちんと片付

ける，丁寧にページをめくるなど。

’
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七十人のL・ライオネル・ケンドリック長老は次のよう

に語っている”

b、もしあなたの聖典がなくなったり，盗まれたり，破

れたりしたら，あなたの生活にどのくらい影響があ

りますか。

4．あなたの周りで自分の聖典を心から大事にし，尊んでい

る人を一人挙げてください。

5．だれかが聖典を大切に扱っていなかったら，あなたはど

のように感じますか。

列王下22：3－7を読み、ヨシヤが何を行うように求めた

か調べる。8－10節を読み，作業中に大祭司が何を発見した

か調べる。以下の質問をする。

・聖文は民にとってどれほど大切だったでしょうか。これ

らの聖句からどのようなことが分かりますか。

・彼らは聖文をどのくらいの頻度で読んでいたと思います

か愚

・聖文を読んだ後でヨシヤはどうしましたか(11-13節参

照)。

・ヨシヤはなぜそうしたのだと思いますか。

列王下23：1－25を読ませ，聖文がヨシヤの生活にどのよ

うな影響を与えたか話し合う。以下の二つの引用を読み．

現代において聖文が持つ影響力について理解させる。

エズラ・タフト・ベンソン大管長は次のように語ってい

る。

八
王寺に1毒･",‘品蚕

乳'』&LL'弓子!‘.'?レ
ーzI据己lz令旨F

「聖典は生活の中で，最も重要な位置を占めるべきも

のです。社会の圧力や現代の誘惑の中で霊的な力を保つ

には，聖典を調べ，預言者，聖見者，啓示者の言葉に耳

を傾けて，力を得なければなりません。

人も国も聖典がなければ滅びます。聖典は人の魂に栄

養を与える霊の食物であり，体のために取る食事と同じ

ように大切です｡」（『聖徒の道』1993年7月号,14参照）

A

ヨシヤについて最も印象深かったことを話すよう生徒に

求める。本提案の冒頭で尋ねた質問への答えで，紹介して

もよいと感じるものを読む。次の質問をする。「聖文はあな

たの人生にどのような影響を与えてきましたか｡」2テモテ

3:15-17;lニーファイ15:23－24;2ニーファイ32:3;

アルマ31:5;37:38,43-45:およびヒラマン3:29-30

を読み，聖文がわたしたちの生活に与える力について教え
A

るc

A

「わたしたちはよくステークでの活動のレベルを高め
せいさんかい

ようと，大変な努力をします。また聖餐会の出席率を上

げるために一生懸命働きかけます。さらに宣教師の数や

神殿結婚の数を増やそうと努力します。もちろんこうし

た努力は立派なことですし，王国の発展のために大切な

ことです。けれども，もし個人や家族が定期的に続けて

熱心に聖典を読むならば，これらの様々な領域の活動は
あかし

自動的に成し遂げられます。もっと証が深まり，人々は

さらに熱心に参加するようになるでしょう。家族が強め

られ，個人のうえに啓示が注がれることでしょう。」

(『聖徒の道』1986年7月号,81)
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学び取るべき重要な福音の原則ゞ-=3

1'歴代上1－29章
…
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●主の預言者はしばしば福音に従うことを思い起こさせ，

励ましを与える（歴代上1-29章参照)。

・わたしたちがこの地上にいるのは，主を愛し，主に従い，

主に仕えることを学ぶためである。そのためには，以下

のことを行う必要がある。

a．悔い改めて，義にあって勇敢であり，主に頼る（歴

代上5:18-26;10:13-14;28:20参照。歴代下

20:14-17;アルマ53:20-21も参照)。

b・神がお与えになるものや，行ってくださるすべての

ことに対して，絶えず感謝と賛美をささげる（歴代

上16:7-19,23-36参照。エズラ3:10-11;教義

と聖約59：7も参照)。

c・心と思いを尽して主を求める（歴代上28:9参照。歴

代下7:14;15:12-15も参照)。

・聖書には、神が預言者に|ﾘlらかにしてこられた事柄がす

べて救っているわけではない（歴代上29：29参照。歴代

下9:29;12:15も参照)。

へ

聿零字一

はじめに
＝

←志を＝

-雲蕊雫一
ミー言鼻

＝毒：
、峯

塞鱈］

歴代志上と歴代志下は本来一つの書物であったが，ギリ

シャ語のセプトゥアギンタ（七十人訳聖書）以降，ほとん

どすべての翻訳版において二つの書に分割されている。歴

代志は上~ドとも，クロス王の布告によってユダヤ人のバビ

ロン捕囚からの帰還が許可された後（紀元前約538年）にま

とめられた。いわばサムエル記と列王紀の続編であり，帰

還後の歴史がつづられている。歴代志の著者は不明である。

この歴代志の歴史記述の続きがエズラ記とネヘミヤ記である。

歴代志の'二I的は，帰還した流浪の民に自分たちと主との

関係を思い起こさせることであり，かつ自分たちとかつて

の統一イスラエル王国との関係を思い出させることであっ

た。歴代上1－9章にある系譜や歴代上10-29章にあるダビ

デの王国の成功についての話は，主御自身が民を選び導か

れたことをイスラエルに思い起こさせた。

歴代志の内容の半分近くはサムエル記や列王紀から引用

されている。しかし著者は．イスラエルが神の選民である

ということを民が理解するうえで役立つと思われる事柄だ

けを収録している。そのような考えを損なわせる事柄はほ

とんど省かれている。例えばウリヤに対してダビデの犯し

た罪やアブサロムの背きなどは収録されていない。また歴

代下1－9章で，著者はソロモンが建てた神殿の栄光と神殿

での礼拝の重要性を強調しているが，ソロモンの外国人の

妻たちやその偶像礼拝については一切触れていない。

ユダの王たちの歴史，その巾でも特に歴代下10-32章は、

王あるいは神殿を持つことでさえも神の守りと祝福を保証

するものではないことを|ﾘIらかにしている。王と民が神の

律法に従順であったときにしか，アブラハムの聖約に伴う

約束は実現しなかった。

帰還した後，民には王を持つ独立国家としての地位は認

められなかった。彼らは依然としてペルシャの支配下にあ

った。捕囚から帰還したユダヤ人に対しては，神の祝福の

源として，神殿での礼拝と律法への従順が強調された。こ

れが功を奏し，イスラエルはエジプトから救出されて以来

悩まされ続けてきた罪から立ち直った。捕囚の後、イスラ

エルはもう二度と異教徒の偶像礼拝に陥ることはなかった。

ところが，やがて異なる種類の偶像礼拝が異教徒の偶像礼

拝に取って代わることとなる。一部のユダヤ人にとっては

｢律法」そのものがあまりにも重要となり，救い主が現世で

教え導かれるころには，彼らは「律法」を礼拝するように

なってしまった。そして立法者であられるイエス・キリス

トを拒んだのである。
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教え方の提案二帝

一一,堵-罪

藍~辱一

冨 歴代上1－29章。主の預言者は，しばしば福音に従うこと

を思い起こさせ，励ましを与える。(15-20分）

黒板に「実践こそが完成への道である」と書き，それに

同意するか生徒に尋ねる。その下に「正しい原則の実践こ

そが完成への道である」と書き，どちらの言葉がより正し

いか尋ねる。その理由も尋ねる。（誤った原則を実践するこ

とによって完成に至ることはできない｡）2番目の言葉は，

教会の指導者がなぜ度々同じテーマについて勧告を与える

のかを理解するのに役立つことを説明する。教会の指導者

が度々語るテーマを幾つか挙げさせる。それらの原則が頻

繁に教えられるのはなぜか尋ねる。

人々の中には，歴代志上下の著者が，なぜ旧約聖書です

でに教えられている多くの事柄を繰り返し採録したのか不

思議に思っている人もいる。著者はその資料の多くをほか

の書おもにサムエル記とダリ王紀から収集したことを説明

する。以下の表を使って！類似している聖句を探し，比較

することができる。
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歴 代上出来事

1:1-4アダムからヤペテま

での世代

l：5－28ヤペテからアブラノ、

類似点

創世5:1-32

奮一
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ムまでの世代
０
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イシマエルの子孫

ケトラの子ら

エサウの子孫
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王を望んだ理由と，王の統治を受けることについてサムエ

ルが預言したことを調べさせる。サウル，ダビデ，ソロモ

ンの生涯から．サムエルの預言が真実であることを示して

いる例について話し合う。歴代上l-29章の「はじめに」

の内容を幾らか紹介し，帰還したユダヤ人にはもはや頼る

べき王がいなかったことを理解させる。

歴代上5:18-26を調べさせ，イスラエルの勝敗を左右し

ていたものは何か話し合う。主に従い，主を頼るよう教え

ているそのほかの聖句を見つけさせる。「はじめに」に記さ

れている内容を利用して，バビロン捕囚からの帰還後，ユ
こんにち

ダヤ人の礼拝にどのような変化が起きたか説明する。今日，

ある人々は主に頼らないでどのようなものに頼っているか，

生徒に尋ねる。アルマ36：3を読み，もし完全に主に頼っ

て従うなら，わたしたちの生活はどのような点でより良い

ものとなるか尋ねる。

霞唇灌話鐵頴皇箕濡諦鶏t鷹
神はあらゆる時代に，御自分がお選びになった預言者を通

して子らに御心を明らかにされる。（20-25分）

注意：エズラ記の教え方の提案の中に，この週の2番目の

提案がある。

黒板に「ナタン2：7－8」および「ガド7:16」と書く。

生徒にこれらの参照個所を開いて聖書についてどのような

ことが記されているか調べさせる。これらの書が聖書に含

まれていないことに生徒が気づいた時点で，歴代上29：29

を読ませ，それらがかつて存在していたことを理解させる。

聖書には神の言葉のすべてが載っているので，現代の聖

典など必要ないと思っている人が大勢いることを生徒に理

解させる。旧約聖書についてのこれまでの学習から、天の

御父が御自分の預言者と語られる方法や理由についてど

のようなことを学んだか尋ねる。次のことを考えさせる。

｢もしノアが，主とアダムに関する記録以外に啓示を受けて

いなかったらどうなっていたでしょうか。もしモーセが，

すでにノアに明らかにされていたこと以外に主からの勧告

を受けていなかったら，どのようなことが起きていたでし
こんにち

ようか,」現代の啓示が必要である理由として，今日の世が

ほかの時代とどう異なっているか尋ねる（アモス3：7；エ

ペソ4:ll-14;教義と聖約1:11-17参照)。

ほかの聖文の目的について，また神がすべての子らを愛

しておられ，御自分の選ばれた預言者によって引き続き御

心を明らかにされることについて，2ニーファイ29章では

何を教えているだろうか。話し合う。

八 歴代卜

3:1-9 ダビデの子ら
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を捨てて囚われの身

となる
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Ⅲ
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ペ リシテびとがイス

ラエルを破る。サウ

ルの死

ダビデ，油を注がれ

て王になる

サムエル下5:1-10ll:1-9

ダビデの勇士 サムエル下23：8－39

サムエル下6：1－11

ll:10-41

13章 ダビデ，キリアテ・

ヤリムから契約の箱

を運ぶ

鰻14章

15:25-16:3

ダビデ，ペリシテび

とを破る

サムエル下5:11-25

サムエル下6:12-19

１
１
川
‐
、
Ｊ
ｆ
１

A
契約の箱がエルサレ

ムに揮ばれる

５１１
●
●Ｆ
Ｄ
竺
扁

０
６
１
９
篇
篇
詩
詩

ダビデの感謝の歌16:8-22

16:23-33 ダビデ，主を賛美す

る

サムエル下7章

サムエル下8章

サムエル下10章

ダビデ，主の家を建

てることを申し出る
障
雇
龍
一
艫

イスラエルの敵が征

服される

アンモンの人々，ダビ

デの使者を虐待する
A

イスラエル，アンモ

ンびととペリシテび

とを破る

サムエル下11:1;

12:29-31;21:

15－22

サムエル下24章ダビデ，イスラエル

を数える妻碩剖馨差 列王上2：10－12

表に挙げられている項目から幾つか選び，類似している

部分を比較させ，類似点と相違点を見つけさせる。表は各

生徒用にコピーするか，大きな紙に書いて掲示する。

福音の教えが繰り返されることのさらなる例として、マ

タイ5:3-12と3ニーファイl2:3-12を比較させ，主が

第三ニーファイで至福の教えを繰り返されたのはなぜだと

思うか尋ねる。ジョセフ・スミスー歴史l:45-49を読み，

これほど短い間にモロナイがジョセフ・スミスに4度メッ

セージを繰り返したのはなぜか話し合う。正しい原則が繰

り返し教えられるとき，それはわたしたちがどのように生

活すべきか思い起こさせてくれるだけでなく，それによっ

てこれらの重要な原則を教会の新会員や新しい世代の会員

たちに確実に教えることができるのである。

A

歴代上5:1S-26．わたしたちは悔い改め，義にあって

勇敢であり，主に頼らなければならない。（20-25分）
しよくざい

イエス・キリストの續罪の祝福を完全に受けるためには，

何を行わなければならないだろうか。生徒と話し合う。サ

ムエル上8:1-20と12:14-25を調べさせ，イスラエルが

A 111ｨ

11，1

A

餌
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かかわりにおいて，なぜそれほど重要な役割を果たしてい

るのだろうか。理由を尋ねる。預言者ジョセフ・スミスの

以下の言葉を読む。

へ

｢ユダは戻り，エルサレムは再建されなければなりま

せん。また神殿も再建されます。そして神殿の下から水
いや

がわき出てり死海の水が癒されます。市の城壁と神殿を

再建し，そのほかの様々なことを行うのに，ある程度の

時間が必要です。そして，これらすべてのことが，人の

子がその御姿を現される前に起こらなければならないの

です｡｣(TeachingsoftheProphetJ0sephSmith,286)

ざ二濠‐

、､弓

誕臨蕊‘

はじめに

I砿代上1-29章の「はじめに」を参照

学び取るべき重要な福音の原則

●神殿は主の聖なる宮である（歴代下3:1;7:1-3参照。

教義と聖約109:1-5;llO:1-10も参照)。~,:

毒"Oこの地上にいるのは，主を愛し，主に従い，主に仕える

ことを学ぶためである。そのために以下のことを行う必

要がある。

a・主の指導者の忠告を受け入れる（歴代下15:1-15;

19:l-ll;30章;36:11-20参照)。

b.主の前にへりくだる（歴代下32:26;33:12-13参
壱§,,#ー‐

照)。

c.#'|'の言葉を学び，それに従い，教える（歴代下34:

14-21,29-33参照。エズラ7:10;アルマ17:2-~_弓

3も参'!（()。

d｡主と聖約を交わして守る（歴代下34:31参照。ネヘ

ミヤ10:29;教義と聖約136:4も参照)。

・ユダの民は罪を犯し，バビロンでの70年間の捕囚をもっ

て罰せられたにもかかわらず，神は彼らを拒まれなかっ

た。十分な懲らしめを受けた後，主は彼らを約束の地へ

と戻された（歴代下36:14-23参照)。

歴代下5章；7：1－3．神殿は主の聖なる宮である。

(20－25分）

入手できれば，建物の設計図を生徒に見せる。次の質問

をする。

・設計図はなぜ，またどのように用いられますか。

。もし理想の家を設計することができるとしたら，あなた

はどの部屋を一番大きくしますか。それはなぜですか。

・主の宮の設計は，あなたの家の場合とどのように異なっ

ていますか。

生徒とともに列王上6章および歴代下2－4章に目を通し，

ソロモンの神殿の建築に費やされた費川と労力について話

し合う。ダビデとソロモンは．なぜそれほどの努力を注い

で主の宮のために美しい建物を建てたのか理由を尋ねる。

現代の神殿の写真を幾つか見せる。主に自分たちの最高の

ものをささげたいと願うのはなぜだろうか。話し合う。か

つて十二使徒定員会会員であったジェームズ･E･タルメ

ージ長老の次の言葉を読む。

へ

.へ

I

I

教え方の提案

歴代下3：1．モリアの山は主によって聖別された場所で

あった。(10-15分）

以下の質|川をする。

・神聖であると見なされている場所には，ほかにどのよう

な場所がありますか。

・そのような場所は，なぜ神聖なのでしょうか。

入手できれば，エルサレムにある神殿の丘の写真を見せ、

『聖句ガイド』「地図5」を見させる。そこにはイエスの時

代のエルサレムが描かれている。創世22:1-2;サムエル

下5：6－7；および歴代下3:lを読ませ，これらの聖句か

ら，この丘の重要性について分かることを話し合う。

エゼキエル37:21-28を読ませ，将来その地に建てられ

るﾈ'|]殿についてと．のようなことが記されているか調べさせ

る(IIH約聖書：列王紀上一マラキ言』にあるエゼキエル

37：26-28についての注解，305ページ参照)。神殿の丘す

なわちモリァという場所は，イスラエルの歴史と預言との

へ

「人からの贈り物であろうと，国からの贈り物であろ

うと，もし最高のものが，心から清い思いをもってささ

げられるのであれば，たとえほかのものに比べて劣って

いようとも，それは神の目に常にかなっていることを心

に留めましょう。」(TheHoLIseofiheLord,改訂版

[1976年],3)
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歴代下5:11-14と7:1-3を読ませ，主は神殿を受け

入れたことをどのような方法で示されたか尋ねる。教義と

聖約109:1-5,12-13,37を読む。カートランド神殿の奉

献のときに祈り求められた霊的な現れは，ソロモンの神殿

を奉献したときの霊的な現れとどのように似ているだろう

か。話し合う。カートランド神殿の奉|散の祈りから，神殿

を持つことの祝福が示されている節を選んでもよい（特に

教義と聖約109:12-59参照。教義と聖約110:1-10も参
、こんにち あかし

照)。今日における神殿の重要性について証する。

へ亀

〈,L､

へ

鯉



蕊16;イザヤ58:6-11も参照)。

謎、聖約に蛙ついた結婚をする{ｴズﾗ9:1-10:1惨
照。ネヘミヤ13:23-27;教義と聖約132:15-17も

参照)。

へ尋

,貢餌渠
・鍵籔謹

罪を告白し，悔い改める（エズラ10:1,11参照。ネ

ヘミヤ9：2－3；教義と聖約58：43も参照)｡

c・非を吉日し，′胸1

へミヤ9：2－3；

教え方の提案
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はじめに

最古のへプライ語の写本では，エズラ記とネヘミヤ記は

一つの言であり，歴代志上下の続きであった（歴代下36：

22-23とエズラl:1-3を比較)。エズラ記とネヘミヤ記の

2書は|日約聖耆の最後の歴史書であり，紀元前540年から

430年ごろまでの期間を扱っている。エズラ記の書名は，そ

の中心的な登場人物で，祭司であり写本筆記者であったエ

ズラの名を取ってつけられているが，その著者がだれであ

るかは不明である。

紀元前721年ごろ，アッスリヤはイスラエルの北王国を征

服し，その民を捕らえて連れ去った。その結果民は散らさ

れ，その所在が不明であることから「行方の知れない十部

族」として知られるようになった。紀元前587年ごろには，

バビロンがユダの南王国を征服し，その民を捕らえて連れ

去った。民は，紀元前約537年にメデヤとペルシャがバビロ

ンを倒し，クロスによってユダヤ人のエルサレムへの帰還

が許されるまで捕らわれていた（ダニエル5章も参照)。

エズラ記は二つの部分に分かれている｡1-6章には，ゼ

ルバベルの率いるユダヤ人の最初の一団がバビロンから帰

還したことと，神殿を再建するために払われた彼らの努ﾉJ

が記録されている。7-10章には，最初の帰還から60年以上

も後に，エズラの率いる2番目の一団が帰還したことが記

録されている。

エズラ記は，神には力があることを思い起こさせてくれ

る。神は民を救い出し，目的を果たされる。そして不信者

にさえ霊感を与えて主の目的を手助けさせることがおでき

になる。また，神殿と神殿での礼拝の大切さを理解できる

よう助けてくれる（その他の情報は｢聖句ガイド』「エズラ｣，

50ページを参照)。

鍵吾識為鰹説震蕊蕊堂
がおできになる。（20-30分）

家族で集まっていたときに，だれかがある本を持ってや

って来たと仮定する。その本は200年以上前のものであり，

その'一|｣には自分たちの名前が記されていて，自分たちが驚

くべきことを行うであろうと吉かれている。生徒に，自分

ならどのような反応を示すか尋ねる。これに似たことが古

代ペルシャのある王に起きたことを説明する。

イザヤ44：28－45：4を読ませる。預言者イザヤは，そ

の王がだれで，何を行うであろうと預言したか調べさせる。

以下の表を見せる。

$

里~里

出来事

イザヤ，預言を始める

ペルシャ、バビロンを倒す（ダニエル5：30-

31参照）

クロス王の統治第一年（エズラl:1-4参照）

神殿の祭壇が再建される（エズラ3:1-3参

照）

神殿の工事が始まる（エズラ3：8参照）

クロス王統治時代のサマリヤ人の妨害（エズ

ラ4:1-5参照）

神殿の工事が中止される（エズラ4：24参照）

神殿の工事が再開される（エズラ5：2；ハガ

/fl:14参照）

神殿が完成する（エズラ6:14-15参照）

エズラ，バビロンを去りエルサレムに到着す

る（エズラ7：6－9参照）

エズラ，ユダヤ人に』|毎い改めを呼びかける

(エズラ10:9-17参照）

年

紀元前7404

539年
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蕊
536年

536-53()年

530-520年

520年一風

蕊ト

516年

458年 に到着す

蕊158年

学び取るべき重要な福音の原則

蕊
・神はあらゆる宗教の善良な人々に霊感を与えることがお

できになる（エズラl:1-4,7-11;5:6-6:12;7:

1-6,11-28参照)。

・主は御自分の民をお集めになるときに，いつもﾈIl1殿を建

てるようお命じになる（エズラl:5-6;3:10-13;

6:16-22参照)。

。この地上にいるのは,主を愛し，主に従い，主に仕える

ことを学ぶためである。そのためには以下のことを行う

必要がある。

a、主の助けを得るために断食して祈る（エズラ8:21-

23;10:6参照。ネヘミヤ1章；エステル4:1-3,

イザヤとクロスの時代にどのくらい歳月の隔たりがあっ

たか指摘する。エズラl:1-4を読ませ，クロスが預言を

信じたかどうかを調べさせる。この章の残りの部分を読み，

クロスがどのような人物であったか調べさせる。エズラ

2:1,64-70を調べさせ，帰還したユダヤ人の人数を見つ

けさせる。

以|､の聖句を読みその預言が示唆しているのはだれか

特定させる。

・2ニーファイ3：6－15（預言者ジョセフ・スミス）

●2ニーファイ27:12(モルモン書の三人の証人）

貰拳誇

蕊

蕊
一

蕊
率
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●イザヤ29:11(マーテイン･ハリスとチャールズ･アンソン)|設にどのような影響を与えると思いますか｡」

次のように尋ねる。「これらの預言を読むことは，彼らが！エズラ5:1-2を読み，神殿の建設を始めるに当たって

信仰を増し加えるうえでどのように役立ったでしょうか｡」最も大きな影響を及ぼした人物はだれであったか尋ねる。

ヨエル2：28；モルモン8:34-41;モロナイ10:24-27; またこれらの聖句から，預言者に従うことについて何が分

およびモーセl:7-8を読ませ，昔の預言者たちは何を見｜かるか尋ねる（ハガイl:1-8;2:12-18;ゼカリヤl:

たか調べさせる。|12-17も参照)。ゴードン．B･ヒンクレー大管長の以下の

エペソl:4-5を読み．わたしたちが福音を受けるよう｜言葉を読む。
予任されたことについて話し合う。また，末日の業がわた’
したちによって押し進められることを，預言者たちがどのI 「わたしは，世界中の末日聖徒のために神殿が比較的

ように預言してきたか話し合う(教義と聖約121:25-29参！近い所に置かれるようになることを切に願っています｡」
照)。次のように尋ねる。「昔の預言者たちが現代を予見しI（『聖徒の道｣1996年1月号,60)
ていたことを知ることは、正しい選択をするうえでどのよ’

うに励ましとなるでしょうか｡」Iヒンクレー大管長の望みを果たすために，わたしたちに

最後に,「シオンの若者､真理を守り」(『賛美歌』163番),fは何ができるか生徒に尋ねる。
｢山のごとく強く」（『賛美歌』167番)､｢AsZion'sYouth(

inLatterDays｣(『賛美歌』〔英文]256番）など､青少年i工スﾗﾌ章｡主は'御自分の勧告を受け入れる備えのでき
は高潔であって成功する力を秘めていることを教えているIた人々 を通して,御業をお進めになる｡(10分）
賛美歌を歌うか，歌詞を読んでまとめとする｡1生徒用資料のエズラ7章のための活動Aをさせる。
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八

エズラB:3-13;B:16-22．主は御自分の民を集め

るとき，いつも神殿を建てるようお命じになる。（20-30

分）

世界地図を見せ，神殿がある場所をできるだけ多く挙げ

させる。近くに神殿があると教会員はどのように感じると

思うか話し合う。小規模な神殿を多数建設するというゴー

ドン･B･ヒンクレー大管長の発表が，世界中の教会員の

生活にどのような影響を与えるか話し合う（｢聖徒の道」

1998年1月号,57-58参照。1998年7月号,95-96も参照)。

エズラl:1-3を読み,70年近くも神殿のない状態で過

ごした後でエルサレムへの帰還と神殿の再建を許されたと

き，ユダヤ人たちがどのように感じたと思うか生徒に尋ね

る。エズラ1:4-llと2:64-3:7を読ませ，民の多くが

神殿再建の手助けをしたいと切望していたことを示す箇所

を見つけさせる。エズラ3:11-13を読み，神殿の基礎が

据えられたときの民の気持ちについて話し合う。エズラ

6：16-22を読み，神殿が奉献されたときの民の気持ちにつ

いて話し合う。

神殿は，主の定められた時にかなって建設される。全員

でエズラl:1-2:4:23-24;および6:1-15を読み，神

殿の建設に関して国の指導者が持っていた影響力に注目す

る。次の質問をする。「準備が整ったとき，主は御自分の目

的を達成する手段として国の指導者を感化することがおで

きになると思いますか｡」

神殿の建設は，教会員の義にも左右されることを生徒に

教える。説明するために，教義と聖約57：3：58：57：88：

119:および95:1-14を比較する。それぞれの命令が与え

られた日付に注目し，それらをカートランド神殿が奉献さ

れた日付と比較する（教義と聖約109章参照)･次の質問を
こんにち

する。「今日わたしたちが行う霊的な備えは‘将来の神殿建

｛工ズラg-10章。人の経験から学ぶことは，主に従う助け

iとなる｡(15-20分）

＃最近の地元の新聞を持参し，生徒とともにざっと目を通

’す。その際，過去の経験から悲劇的な結果を招くことが分

；かっているにもかかわらず，人々が度々罪を犯すのはなぜ

；か話し合う。

；バビロンによるユダの捕囚の歴史を簡単に復習する（列

I王下24-25章参照)。列王下21:13-16を読み，主はなぜ彼

lらが征服されるのをお許しになったのか尋ねる。エズラ

i9:1-2を読ませ、帰還した民がどのような罪を犯してい

Iたか調べさせる。次の質問をする。「彼らが犯した罪は，ど

iのような点でその先祖が犯した罪と似ていましたか｡」エズ

｜ラ9:3-15を読み，エズラが民についてどのように感じて

lいたか話し合う。

i正しいことと間違ったことを見分けるだけでは不十分で

Iあり，正しいことを行わなければならないことを生徒に理

1解させる。エズラ10:1-2を読み，次のように尋ねる。
f「民は何が正しいか知っていたでしょうか｡」民が正しいこ

Iとを行おうとしていたことを，3－5節から見つけさせる。

|6-17節から，民に対するエズラの愛を示しているものを見

Iつけさせる。次の質問をする。

1・エズラは自らの愛を示すためにどのようなことを行いま

したか。

i・どのようにすればエズラの模範に従うことができると思

Iいますか。
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ですか。

・当時城壁はどのような点でユダヤ人国家の象徴でした

か。

こんにち

・今[|，イエス・キリストの教えを聞いたことのない人々

にとって，壁は何を象徴していると思いますか。

生徒とともにユダのバビロン捕囚の原因について考える
こんにち

(歴代下36:14-21参照)。今日の人々は霊的な意味でユダ

ヤ人と似たような状況に置かれることがよくある。すなわ

ち不義に捕らわれる危険にさらされているのである。主は

綴れみ深い御方であるため,御自分の子らがみもとに戻る
機会をお与えになる。昔のユダヤ人が，どのようにして物

理的および霊的に戻る機会を与えられたか尋ねる（エズラ

1章参照)。

エズラとネヘミヤは，ユダヤ人が帰還できるよう主が状

況を整えられたときに，ユダヤ人の一団を率いてエルサレ

ムに戻った。彼らの経験は，主のもとへ戻ろうとするすべ

ての人に一つの規範を示している。

エズラ記およびネヘミヤ記の以下の部分を読んで話し合

うことにより，ユダヤ人が神殿とエルサレムの城壁を再建

するためだけでなく，彼らの霊的な生活を再建するために

何を行ったか示すことができる。

●エズラ3:1-7．神殿を完成させる前に，民は祭壇を再

建して動物の犠牲をささげ始めた。次の質問をする。

「そのような犠牲は，キリストに心を向けるうえでどの
しょくざい

ような役割を果たしていましたか。贈罪の後には，どの

ような犠牡が求められましたか｡」（3ニーファイ9：

19-20参照）

･エズラ4章；ネヘミヤ2：19；4章；6章。敵が工事を中

止させるために)判いた様々な方法に注目する（特にエズ

ラ4：4－6；ネヘミヤ2:19;4:1-3,7-12;6:1-

13参照)。次の質問をする。「これら昔の敵対者たちが用
こんにち

いた方法は，今日，世の人々がキリストのもとに来る者

を妨げる方法とどう似ていますか｡」

●エズラ5:1-2;ネヘミヤ1章;2:17-20;4章;6";

8－10章。以下の聖句を読み，何がユダヤ人の成功に役

立ったか調べる。エズラ5:1-2;ネヘミヤl:4-11;

2:18;4:4-5,9,14,19-23;6:3,9,12．次のこ

とを思い起こす。神殿と城壁の復元が終わったとき，民
けんそん

はエズラが聖文から教える言葉に謙遜に耳を傾けた（エ

ズラ8章参照)。そして生活を変えることにより，さら

なる霊的成長を体験した（エズラ9-10章参照)。

簡単ではないかもしれないが，主に立ち返り，損なわれ

た主とのきずなを回復することは可能である。そのことを

生徒が理解できるようにする。ボイド･K･パッカー会長

の以下の話を紹介する。
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はじめに

最古のへプライ語の写本では，ネヘミヤ記はエズラ記の

続きであった。文体が自叙伝的であることを見ると，ネヘ

ミヤ自身が著者であったかもしれない。この言では紀元前

446年から405年ごろまでのユダヤ人の歴史が扱われており，

旧約聖書の歴史書の中では最も後期の記録である。

ネヘミヤはユダヤ人の中でも，ペルシャ王アルタシャス

タの「給仕役」という信頼を受けた地位にあり，王の食べ

物や飲み物に毒が盛られることのないよう見守っていた

(ネヘミヤ1章参照)。アルタシャスタは，ネヘミヤがエル

サレムへ行って町の城壁の再建を手伝うことを許した（ネ

ヘミヤ2:1-6:15参照)｡ネヘミヤはエルサレムで12年間

総督として働き、その後バビロンに戻り，しばらくそこに

とどまった後に再度エルサレムに戻った（ネヘミヤ5：

14-15;13:6;13:7-31参照)。

エルサレムの城壁の再建という実務的な課題と，民の信

仰生活の再建という霊的な課題の両方において，ネヘミヤ

はこれ以上ないほどの献身と勇気を示した（『聖句ガイド」

｢ネヘミヤ｣,192ページも参照)。

へ

3

1

1

！

一

学び取るべき重要な福音の原則
【

1

・主は，悔い改めて忠実に主のもとに来るすべての人を祝

福される（ネヘミヤl:5-11;4章;8-9章参照)。

oわたしたちは熱心に善いことに携わり，積極的に悠に立

ち向かわなければならない（ネヘミヤ2:12-20;4章；

13：4－30参照。教義と聖約58：26-28も参照)。

・聖文研究は，わたしたちが信仰，勇気，内なる平安を塒

し加えるのに役立つ（ネヘミヤ8-10章参照)。

・聖日に売り買いをするとき，わたしたちは安息'三Iを汚す

ことになる（ネヘミヤ13:15-18参照)。

、

N
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1

鍵
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蕊
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蕊
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教え方の提案

蕊鑿下編愚墨E鰻壷2副尺願
を祝福される。（30-40分）

何か壊れているものをクラスに持参し，次のように尋ね

る。「壊れているものを修理するか，または捨てるか，どの

ように判断しますか｡」ネヘミヤl:1-3を読ませ，ネヘミ

ヤは何が破壊されていることを知ったのか調べさせる。次

の質問をする。

・エルサレムの城壁が修理に値するものであったのはなぜ

一

-－

回
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ネヘミヤB-1B章。聖文研究は，わたしたちが信仰，勇気，

内なる平安を増し加えるのに役立つ。（25-35分）

次のように尋ねる。「もし聖文をlか月，3か月，あるい

は10年間読むことができないとしたら，どのような悪影響

が生じるでしょうか｡」標準聖典を見たことがないとする。

次にネヘミヤ8:1-2を読んで聞かせる。次の質問をするc

｢初めて聖文を耳にするとき，それはあなたにとってどれほ

ど胸躍る体験だと思いますか｡」3－8節を読ませ，聖文を

耳にして民がどのような反応を示したか調べさせる。9節

を読み，民が泣いたのはなぜだと思うか尋ねる。聖文の大
あかし

切さについて証を述べる。

次の文を完成させる。「聖文はわたしに強さを与えてくれ

ます。なぜなら……｡」

ネヘミヤ9章に目を通した後，ネヘミヤが読んだ内容を

聞いたユダヤ人なら，前述の文をどのように完成させてい

たか考えさせる。

モロナイ10:3を読ませ、聖文についてモロナイがわた

したちに覚えておくよう望んでいることは何か調べさせる

(1ニーファイl:20も参照)。次の質問をする。
あわ

・神の憐れみについて理解することは，昔のユダヤ人にと

って祝福となりました。それはなぜですか。

・それはわたしたちにとって，どうしたら祝福となるので

しょうか。

ネヘミヤ9:1-3,36-38を読む。聖文のメッセージは，

ユダヤ人が神に従うと聖約するうえでどのように役立った

か話し合う。民の多くは，すぐ、に再び戒めを破り始めたこ

とを説明する（ネヘミヤ13:15-22参照)･民が再び道を踏

み外し始めたのはなぜか生徒に尋ねる。lニーファイ8：30

を読み，聖文研究は,1日あるいは1週間だけすればよい

というものではなく，生涯継続すべきものであること灘
する。

Rli
「わたしは昔から，木片を烏の形に削って色づけする

のを気晴らしにしてきた。時には一つの彫像に丸一年か

けることもあった。……あるとき，わたしは完成したば

かりの彫像を,A･セオドア・タトル長老の運転する車

の後部座席に置いていた。しかし彼が突然急ブレーキを

踏んだために．烏の彫像は床に投げ出され壊れてしまっ

た。

タトル長老は一年間の作業を台なしにしてしまったと

思い，ひどく恐縮していた。わたしが気にする必要はな

いと言うと，彼はこう言った。『確かにがっかりしては

いらっしゃらないようですが，ほんとうに大丈夫です

か｡』

わたしは彼を安心させようとして言った。『心配なさ

らないでください。わたしが作ったのですからまた直せ

ます｡』実際，その彫像は作っている途中で何度も壊れ

たので，その度に直してきたのである。

後にタトル兄弟は，この出来事を人生に打ちひしがれ

傷ついている人々にたとえた。もうやり直すことさえ出

来ないと思っている人々－つまり，人をお造りになっ

た創造主がいらっしやり，たとえ救いようがないと思え

ようとも．自らが創造したすべての人や物を修復するこ

とができる造り主がいらっしゃることを知らない人々に

たとえたのです｡」(TheP/ayandtfleP/an.6-7)
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一瞬簿…尚…”〆蹴W 教え方の提案 鑿

へ弓 陸 エステル1-10章。エステル記の概観。(30-35分）

生徒を4つのグループ°に分け、それぞれに以下の箇所か

b一つを割り当てる。エステル1－2章;3-4-;5-7
湯夛

章;8-10章。生徒は，割り当てられた箇所を研究し，その

内容を3分間のニュースにして発表する。例えば，歴史に

関する報道そのものと，主要な登場人物へのインタビュー

(例えば，宮廷の外でレポーターが王妃ワシテにインタビュ

ーし，彼女が王妃を退位させられた理由を尋ねる）を交え

ながら行うことができる。

グループが放送原稿を発表した後，エステルの物語で教

えられている幾つかの原則について話し合う（｢学び取るべ

き重要な福音の原則」およびほかの教え方の提案を参照)。

エステル1-4=｡たった一人の義人の勇敢な行いが，大

勢の人々の人生に多大な影響を及ぼすことがある。断食は

霊的な強さを培うのに役立つ。(25-30分）

次の事例を読んで|川かせる。ランディーは数学クラスの

最も優秀な生徒の一人で，今Hは期末試‘験である。今朝，

学校に向かうバスの中で，ランディーの二人の友人である

ジョージとトムが自分たちは勉強していないと言った。彼

らはランデイーに，試験のときに答案を書き写すことがで

きるよう，とびきり大きな文字で書くように頼んだ。

以下の質問をする。

・友人の頼みに対して，ランディーは何と答えるべきだと

思いますか。

oランディーが友人に自分の答えを見せたとしたら，どの

ような結果を招くと思いますか。

o友人に自分の答えを見せなかったら，どうなると思いま

すか。

正しいことを行うことが性々にして難しいのはなぜか，

またそれがどのような結果をもたらすか話し合う｡エステ

ルl:5-11を読ませ，以下の質問をする。

。彼らはどのくらいの期間酒を飲んでいましたか(10節参

照)。

・飲酒は，彼らがした行いにどんな影響を与えたと思いま

すか。

・王は王妃に何を求めましたか。

エステルl:12を読ませ，王妃が王に従うのを拒んだの

はなぜだと思うか答えさせる。エステル2：1－4，8－9，

15-20を読ませる。次の質問をする。

・ワシテを退位させた後。王は何をしましたか。

・王は新しい王妃としてだれを選びましたか。

・エステルが自分はユダヤ人であることを王に言わなかっ

たのはなぜだと思いますか。
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はじめに

バビロニアがユダの民を統治し始めたのは紀元前587年ご

ろであった。そして紀元前538年ごろにペルシャがバビロニ

アを征服する。ペルシャはユダだけでなく，バビロンに残
とら

っていた囚われの身にあるユダヤ人をも統治した｡紀元前

464年から425年ごろ，ペルシャの統治者アハスエロスは，

エステルという名の若いユダヤ人女性をペルシャの王妃に

選んだ。エステル記はこの出来事にまつわる記録である。

エステルはエズラやネヘミヤとほぼ|rl時代の人物であり，

大いなる勇気と愛|工|心にあふれた義にかなった女性であっ

た。ペルシャの王宮における自らの地位によって，彼女は

征服された自らの民を助けることができた。エステルの物

語は，一人の人物が国家の行く末にさえ確かに影響を与え

られるということを理解するのに役立つ。
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紀元前500年ごろのベルシヤ帝国
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・主は御自身の民に雑をもたらすために，政治的な出来事

に介在されることがある（エステル1-10章参照)。

。たった一人の義人の勇敢な行いが，大勢の人々の人生に

多大な影響を及ぼすことがある（エステル1-10章参照)。

・神は前世において，御自分の多くの子供たちを現世での

重要な召しに予任された（エステル4:14参照。アルマ

13:3-9も参照)。

●断食は霊的な強さを培うのに役立つ（エステル4:16参

照。マタイ17:14-21も参照)。
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生徒のために，エステル2:21-4:9にあるモルデカイ

とハマンの話を要約する。エステル4:10-llを読み．エ

ステルが置かれていた困難な状況について説明させる。次

の質問をする。「もしエステルが，呼ばれてもいないのに王

の前に行ったらどうなっていたと思いますか｡」

エステル4:12-17を読ませる。次の質問をする。

・エステルが結果を恐れずに行おうと決めたことは何です

か。

・エステルがそう決意したのはなぜだと思いますか。

●エステルの決意から，彼女の人柄や神に対する信仰につ

いてどんなことが分かりますか。

・成功する可能性を高めるために，エステルは何をしまし

たか。（断食をした。エステル4:16参照｡）

エステル6:1-3を読み，以下の質問をする。

●エステルと民が断食したことで，王のどのような行動に

影響があったと思いますか。
こんにち

・今日の若人が迫られている選択の中に，ワシテやエステ

ルが示したのと同じような勇気が求められるものがあり

ますか。例えば，これまでに不適切な催しに出席したり，

出席するよう招待されたりしたことがありますか。それ

が不適切なものであると分かったとき．すぐ、に出席を辞

退したり退場したりする勇気を持てましたか。退場した

なら，そのときにどのような気持ちがしましたか。あな

たの行いは，あなたが去るのを見た人々にどのような影

響を与えたと思いますか。

筬言3：5－6を読ませ，困難な決断を下せるよう．人に

強さを与えるものは何か見つけさせる。マタイ17:14-21

を読ませ，主を信じる信仰と義にかなった選択をする能力

を増すためにできることは何か見つけさせる。

エステル4:13-14．神は前世において，御自分の多く

の子供たちを現世での重要な召しに予任された。(5-10分）

ハロルド･B･リー大管長の以下の言葉を紹介する。

以下の質問をする。

oどのような人が重要な業に予任されていたと思いますか

（例えば，エレミヤl:5参照)。

・予任されたのは預言者だけだと思いますか。

エステル4:13-14を読ませ，ある重要な目的のために

予任されていたであろうとモルデカイが示唆した人物はだ

れか見つけさせる。ブルース･R・マッコンキー長老の以

下の言葉を紹介する。
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「わたしたちはジョセフ・スミスやエレミヤ，使徒や

預言者，賢者，偉大な者，善良な者が，特定の務めに予

任されたことはよく知っています。しかしそれは予任の

教義のごく一部にすぎません。予任の大いなる’そして

栄えある点は，イスラエルの家に属するすべての者が予

任されていたということであり，何百万という大勢の

人々が，前世にいたすべての霊に比べれば比較的少数で

すが，それでも何百万という人々が特定の福音の祝福を

得るように予任されたのです｡」(MakingOurCa"ing

andEﾉectionSure,ブリガム・ヤング大学年次講話

[1969年3月25日],6)
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「イスラエルの家に属するすべての者」でない人々は，

バプテスマを受けるときにイスラエルの家に養子縁組され

る（『聖句ガイド』「養子縁組｣，272ページ参照)。

自分たちがイスラエルの家に属し．マッコンキー長老が

語っているように，回復された福音の祝福を受けるよう予

任された者であることを生徒が理解できるようにする。次

の質問をする。
こんにち

・イスラエルの家に属する人々は，今日どのような重要な

業を行うよう予任されていると思いますか。

。どうすれば自分は予任された業を忠実に果たしていると

確信することができますか。

義にかなった選択をすることで，エステルやモルデカイ

は，与えられた重要な使命を果たすためにどのように備え

られたか考える。日々の選択が，どのようにして自分自身

の将来だけでなく，ほかの人々の将来にも影響するか話し

合う。
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「アブラハムと同じように，大勢の人が生まれる前か

ら選ばれていた。主はそのことを，モーセにもエレミヤ

にも語っておられる。この教えは，末日の預言者ジョセ

フ・スミスによっていっそう明確なものとなった。ジョ

セフ・スミスはこう述べている。『わたしは，神の王国

において重要な働きをなすよう召されている人は皆，こ

の世に先だってその職に召され，予任されていたものと

信じている｡』」（『聖徒の道』1974年6月号,274参照）
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義と聖約136:31も参照)。

・現世では，時々義人が大きな苦難に遭い，一方で悪人が

繁栄しているように思えることがある。大いなる祝福は

苦難を堪え忍んだ人々に与えられ，悪人はその正当な報

いを受ける（ヨブ6:24;10:15;12:6;20;4-5;

21:7-14;24:13-24;27:8-23;28:12-13;42:

5-17参照。詩篇7:7-20;マラキ3:14-18;教義と

聖約101:4-5;122:5-7も参照)。
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はじめに

ヨブ記は，旧約聖書の詩歌または知恵文学に属する最初

の書である（8ページの「||｣約聖耆はどのような構成にな

っているのか」参照)。この書の大半（ヨブ3章－42：6）

は，詩的な言い回しで書かれており，その内容は文学的に

も優れたものとして認められている。ヨブ記には，苦しむ

者の問い，疑い，恐れが記録されている。わたしたちはこ

計ﾆｰｺ

テ奮呈．=
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'鷺.雲一身っ弓E-

篝茎一

蕊
の吉を通して，試練と苦難に遭うときにそれらの苦しみに1・イエス・キリストの復滴によって，すべての人が死後再
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び生きることができる（ヨブ19:25-27参照。lコリン

}15:21-22;アルマ11:42-44も参照)。

。正しいことを行うなら，試練は大いなる祝福となる（ヨ

719:26-27;23:10-12;42:9-17参照。教義と聖

約98:1-3も参照)。

o神の知識と力は永遠である。死すべき人間の限りある思

いは，神の無限の思いを理解することはできない（ヨブ

38:1-42:3参照)｡

対する神の'二|的を思い起こし，強められる。

ヨブ記では，人生における二つの重大な問いが採り上げ

られている。

・義人が苦しみを受けるのはなぜか。

・義を選ぶように義人を感化するものは何か。

ヨブ記は3部に分けることができる。

・序(1-2章）では，背景と話の流れが説明されている。

・詩(3:1-42:6)では，ヨブがこれほど大きな苦しみ

を受ける理由について話し合う，ヨブと友人たちとの対

話が記されている。

●結び(42:7-17)では最終的な主の祝福と恵みが記録

されている。

詳しくは「聖句ガイドj「ヨブ」（279ページ）を参照する。
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教え方の提案

綴喜思震欝農篤謹麓熟
人々に与えられる。（75-90分）

クラスに石炭を1個持って来るか，以下の図にある絵を

黒板かオーバーヘッドプロジェクター用紙に描く。話し合

いながらそれらが指し示すものを言き込む。
学び取るべき重要な福音の原則

｜
｜
｜

｜

J｜
:？’

1

唾

サタンは実在する。サタンはこの地上にいて，わたした

ちを誘惑することを許されている。しかし，もしわたし

たちがサタンの影響を打ち払って救い主に従うなら，サ

タンはわたしたちを支IIuする力を持つことはできない

(ヨブl:7,12-22;2:2,6-10参照。教義と聖約10:

22-27,43も参照)。
あがな

救いの計画とイエス・キリストの蹟いの犠牲について理

解することは，現世における試練と苦難を理解し，堪え

忍ぶのに役立つ（ヨブl:21-22;2:10;5:6-11;

7:1-5;19:25-26;38:4-7;42:1-6参照)。

わたしたちはすべてのことにおいて誠実でなければなら

ない。それは何が起こっても自分たちの標準に従って生

活し，主を信じる信仰を保つことを意味する（ヨブ2：

7-10;13:15;19:25-26;27:1-6参照。モーサヤ

23:21-22;教義と聖約124:15,20も参照)。

わたしたちは苦しむ者を助け，慰め，強めなければなら

ない（ヨブ2:11-13;6:14;30:25参照。モーサヤ

●
ニー

口 爾口

熱時間，圧力 ダイヤモンド石炭

(試練と逆境） (神性）(人間）
●

石炭からダイヤモンドを造るために必要なものを尋ねる。

生徒が答えた後に，図の中央の欄を埋める。次の質問をす

る。

・どんな石炭でもダイヤモンドになるのでしょうか。

。それはなぜですか｡(石炭の中には，熱や圧力，時間が

不十分であったり，またそれに耐え切れなかったりす~る

ものがある｡）

図の「石炭」「ダイヤモンド」の下にそれぞれ「人間」

●

票＝

●

ダーー
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： ことがありますか｡」以下の質問を黒板に書く。

・善良な人々に悪いことが起きるのはなぜだと思います

か。

・義をもって試練を堪え忍ぶことは，どのような益となり

ますか。

以下の聖句を調べさせ，苦難が時々義人に訪れる理由を

話し合う。

●創世22:1-2;アブラハム3:24-25(従順さを試すた

め）

●ヨブ1:14-15,17:アルマ14:8-11;60:12-13(悪

人に選択の自由を行使させ、罪の宣告を公正なものとす

るため）

●へブル5：8；教義と聖約122:7:136:31(個人の成長

と発達のため）

●ヨブl:18-19:ヨハネ9:2-3:2ニーファイ2:11

（苦しみは，死すべきItの自然の結果である）

アルマ62:41を読ませ，人が苦難に対して示す2種類の

反応を探させる。以下の参照聖句を読ませ，試練を堪え忍

んだ者にもたらされる祝福について話し合う。

●ヨブ42：5：ピリピ3:8-10(救い主についてさらに深

い理解を得る）

●2ニーファイ2:11(真の喜びと幸福を理解する）

●教義と聖約58：2－4（永遠の命を得る）

ヨブ42:10-17を読み，ヨブに与えられた最終的な祝福

と当初得ていた祝福とを比較する。黒板にあるヨブが当初

得ていた祝福の横に，最終的な祝福を書き出す。失ったこ

とに対するヨブの悲しみや痛みがどれほどのものであった

かを忘れないよう注意する。最終的な祝福は大いなるもの

であったが，それでもヨブは苦しんだ。

試練に直面する理由や試練に伴う祝福について理解する

ことは，苦難を堪え忍ぶうえで役立つであろう。しかし，

中には罪のない者が苦しみを受け，なぜそうなったかまっ

たく説明のつかないときがある。苦しむ理由が分からない

ということが，実は試しの一部でもあることを生徒に理解

させる。当時十二使徒定員会会員であったハロルド･B･

リー長老の以下の言葉を紹介する。

｢神性」と書く。以下の質問をする。

・石炭からダイヤモンドを造るために熱と圧力と時間が必

要であるなら，不完全な死すべき人間が神のようになる

には何が必要だと思いますか。

・どんな人でもいつかは神のようになると思いますか．

。それはなぜですか。

一人の生徒にブリガム・ヤング大管長の以下の言葉を読

ませるc

へ

八

「ジョセフは迫害を受けなかったとしたら，たとえ

1,000年間生きたとしても，完全な者となることはでき

ませんでした。ジョセフがたとえ1,000年間生きてこの

民を導き福音を宣く伝えても，迫害を受けなかったなら

ば，彼が〔38〕歳のときのように完全になることはでき

なかったでしょう。」(DiscoursesofBrigf'amYりung,

ジヨン･A･ウイツツオー選[1954年],351)
へ

以下の質問をする。

・重量挙げの選手が、進歩に伴ってバーベルにさらにおも

りを加えていくのはなぜですか。

・おもりを加えることによって、バーベルを持ち上げるこ

とは難しくなりますか。

・おもりを加えることは，選手にとってよくないことです

か。

・おもりを次々加えていくことで．選手は強くなりますか。

それとも弱くなりますか。

。この人生で，時々負うように求められる霊的成長に欠か

せない特別なおもり，すなわち試練や苦難にはどのよう

なものがありますか。（例えば，病気，落胆，一人親の

家庭での生活，望んでいる能力や才能の欠如｡)

ヨブは多くの重荷を負った人物であったことを伝える。

ヨブがどのようにして自らの苦難を堪え忍んだか注意する

よう求める。

生徒はヨブl:1-19と2:7-10を読む。試練を受ける前

にヨブがどのような祝福を享受していたか生徒に尋ね，黒

板に書き出す。次に以下の質問をする。

・それらの祝福を，ヨブはどれほど失いましたか。

・ヨブの苦難の中で，最も堪え難かったものはどれだと思

いますか。

o試練や苦難が、御父の幸福の計画の一部であるのはなぜ

だと思いますか。

ヨブ10:15-16と28:12-13を読み、ヨブはこれらの試

練がなぜ自分に降りかかるのか思い悩んでいたことを伝え

る。人生において多くの苦しみを受けた義人について考え

させる。次の質問をする。「神が，御自身の力を用いてすべ

ての苦しみを解消なさらないのはなぜでしょうか。考えた
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「わたしたちの生活や世の中の状況が複雑になればな

るほど，イエス・キリストの福音の目的と原則を明確に

しておくことが重要になります。宗教の役割は，善悪の

原則に基づいた神による宇宙の統治についてのあらゆる

質問に答えることではなく，現在の状態では決して答え

を見いだすことのない疑問を抱きながらも，信仰によっ

て先へと進む勇気を人に与えることなのです。」

(ConferenceReport,1963年10月,108)
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ｒ教義と聖約76：5－7を読ませる。次の質問をする。

・これらの聖句は，なぜ苦しみを受けているのか分からな

い人々をどのように安心させてくれますか。

・神から知識を受けるために．何を行うよう記されていま

すか。

生徒に最近あった嫌な経験を思い出させ，自分がどう反

応したか考えさせる。以下の聖句を読み，ヨブが試練にど

う反応したかを見つけさせる。ヨブl:21;2:10;13:

15;19:25-26;23:10;27:4．生徒とともに，そのよ

うな苦しみに遭いながらもヨブがこれほど前向きに対応で

きたのはなぜだと思うか話し合う。ニール･A･マックス

ウェル長老の以下の言葉を紹介する。

か生徒に思い出させる。次の質問をする。

●ヨブの友人たちの犯した過ちから何が学べますか。

・ヨブの友人たちは，何を語り、何を行うべきだったでし

ょうか。

助けを必要としている人を見つけ出し，試練に直面して

いる人を慰め，強めるよう生徒を励ます。

あがな

ヨブ19:25-26．救いの計画とイエス・キリストの鱈

いの犠牲について理解することは，現世における試練と苦

難を理解し，堪え忍ぶのに役立つ。(10-15分）

賛美歌「主は生けりと知る」（『賛美歌』，75番）を歌う◎
あがな

｢ああよろこびの言葉」の部分を繰り返す。贈い主が生きて

おられることを知るときに，幸福や慰めが与えられるのは

なぜか話し合う。

ヨブの苦難を生徒に思い起こさせ，なぜヨブが慰めを必

要としていたか思い出す。黒板に以下の聖句を書き出す。

生徒はそれらの聖句を読み，試練を堪え忍ぶことができた

理由としてヨブが挙げているものを見つける。

・ヨブl:20-21(わたしたちが得ているものはすべて神

から来ており，試練によって神から離れることは正当化

されない）

・ヨブ2:10(試練は死すべき世の一部にすぎない）

・ヨブ13:15(わたしたちは神を信頼しなければならない。

特に苦しみを受ける理由が見当たらないように思えると

きこそ信頼する必要がある）

･ヨブ19:25(試練は．救いの計画という，より大きな観

点から見なければならない）

･ヨブ23:10(試練は、最終的に益をもたらすためにある）

･ヨブ27：4－6（神への献身は状況に左右されるものであ

ってはならない）

●ヨブ42:7-12(主は公平であり，義人を祝福される）

マタイll:28-30を読ませ，重荷がどのような形で人々

にやって来るか話し合う。アルマ7:11-13を読む□わた

したちが経験する苦しみがどのようなものであろうと，イ

エスはその杵しみを，身をもって知っておられる。その事

実を知って感じたことを生徒に書かせる。

八
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A

「霊的な耐久力には強さが必要です。それは，イエ

ス・キリストの福音を定期的に，深く，そして心を研ぎ

澄ましながらよく味わうことによって得られる強さで

す。もしあなたやわたしが，神がわたしたちの前に惜し

みなく広げてくださっている福音から養いを受けないな

ら，わたしたちは強くなるどころかむしろ弱くなってし

まうでしょう｡」("IfTIIoUEndureWe"''[ブリガム・

ヤング大学におけるファイヤサイドでの説教,1984年12

月2日〕’5）

A

教義と聖約121:7-8を読み，逆境や苦難をよく堪え忍

ぶ者に，主がどのようなことを約束しておられるか尋ねる。A

ヨブ2:11-1S．わたしたちは苦しむ者を助け，慰め，

強めなければならない。(15-20分）

次のように尋ねる。「知り合いの中で，悲しい経験をした

人がいますか。その経験から立ち直るために，彼らは何を

しましたか。また，周りの人はどんなことをしましたか｡」

ヨブ1－2章でヨブに起きた出来事を読む。ヨブ2:11-13

を読み，友人たちがヨブのために何をしたいと思ったか見

つける。モーサヤ18:8-9を読み，この聖句がその状況に

どう当てはまるか話し合う。

以下の聖句を順番に読ませ，友人たちがヨブを助けよう

として何と言ったか見つけさせる。ヨブ4：7－8：8：6，

20;ll:3-6;l5:20;l8:5-6;20:5,29:22:5,

23；34：35－37．次の質問をする。

・友人たちは，ヨブの不幸の原因は何だと言いましたか。

・友人のそのような言葉は，あなたに慰めを与えてくれる

と思いますか。

●ヨブ16:1-2を読む。ヨブは友人たちが言ったことにつ

いてどのように感じたと思いますか。

ヨブ9:13,17,22;12:6;および21:7-13を読み，

友人たちに対するヨブの言葉を見つける。ヨブの言葉は、

不幸は必ずしも罪の結果とは言えないことを理解するのに

役立つ。ヨブl:1を読み，ヨブがどのような人物であった

I
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(5-10分）

ヨブ19:25-26を暗記させる。

生徒を二つのグループに分け，5分間で復活に関する聖

句をできるだけ多く見つけさせる。見つけた聖句をグルー

プ同士で比較させ，学んだことを発表させる。聖書のヨブ

19:25-26の横に，自分たちが見つけた重要な参照聖句を

幾つか書き込むように勧める。

A

A

閻



M

b.主は御自分の光で彼らを導かれる（詩篇4:5-6;

18:28;27:l;37:3-6;143:6-10参照。ヨハネ

8:12も参照)。
あわゆろ

c､主は彼らに憐れみと赦しをお与えになる（詩篇6:1-

9;13:5;23:3,6;25:1-13;51篇;103:17-

18参照。アルマ12:33-34;34:15-18も参照)。

d.主は彼らが苦しむときに彼らを理解し強めてくださ

る（詩篇6:2-10;22:1-5;23篇;25:15-22;

28:6-9;38:8-15;40:1-4,11-13,16;57:

1-3;61篇;63:1-8;69:1-20,29-36;86篇；

130篇;142篇;146:5-9参照)。

e・主は彼らに誉れと栄光の冠をお与えになる（詩篇8

篇;24:3-6;73:24;82:6;84:11-12;106:

1-5参照。lペテロ5:1-4;教義と聖約76:92-

95；109：76も参照)。

o詩篇の多くにはメシヤについての預言や，イエス・キリ

ストの生涯と務めにかかわる描写が含まれている（詩篇

22篇;llO篇;118篇参照)。

・罪は悲しみと絶望をもたらし，従順さと戒めの遵守は心と

思いに平安をもたらす（詩篇23-25篇；34篇;51篇参照)。

。わたしたちは神聖な音楽によって神を礼拝することがで
みたま

きる。そのような音楽はわたしたちを教化し，御霊を感

じるのに役立つ。

識

卿；
鍵

はじめに
､虹蟇調..:櫓

詩篇を研究する前に,『旧約聖書：創世記一サムエル記下』

の特別講座G「へプライ文学の表現形式」（335-339ページ）

を読む。へプライ詩の特徴を理解すると，詩篇の理解力が

飛躍的に高められる。詩篇はヘブライ詩または歌を集めた

もので，その一部は幕屋や神殿での公式の神聖な儀式（礼

拝式）で用いられた｡あるものは神をほめたたえて書かれ

たものであり，あるものは祈りであった。明らかに楽器の

伴奏とともに歌われていたものもあれば，伴奏を伴わずに

詠唱されていたと思われるものもある(｢聖句ガイド』「詩

篇」122ページ参照。「旧約聖書：創世記一サムエル記下」

の「詩篇の作者はだれか」341-342ページも参照)。

「Psalms(詩篇)」という表題は「セプトゥアギンタ」

(｢七十人訳聖書｣。聖書のギリシャ語訳）から来ており，

｢歌」という意味である。詩篇のへプライ語名は「Tehillim」

であり，「賛美」または「賛美の歌」を意味する。詩篇はヘ

ブル人の教会の賛美歌であった。新約聖書の中で，この害

がほかのいかなる旧約の書よりも数多く引用されているの

はそのためであろう。

伝統的に，へブル人は150篇の詩を5書に分けていた。
こんにち

今日の聖書では以下のように分けることができる。

l｡詩篇1-41篇

2．詩篇42-72篇

3．詩篇73-89篇

4．詩篇90-106篇

5．詩篇107-150篇
えぃしよう

各部の最後には，神の力と栄光の公式の宣言である詠頌

がある（詩篇41:13;72:19;89:52;106:48参照)｡詩

篇150篇はそれ自体が詠頌であり，最初と最後に「主をほめ

たたえよ」（へプライ語では「Hallelujah｣)という言葉が用

いられており，それ以外に「ほめたたえよ」または「ほめ

たたえさせよ」という言葉がllu用いられている。これは

｢Tehillim」すなわち賛美の歌にふさわしい結びである。
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⑬主は，御自分を信じて信頼する人々に，しばしば次のよ

うな祝福を与えてくださる。

a，主は彼らを保護し，守り，救い出される（詩篇4:1,

3,5-6;5:1-3,11-12;7:1-2,10;18:1-6,

30－32；20：6－9；23鴬4－5；37：39－40；56篇；

71:1-5;1,43:9-12;145:18-20参照。モーサヤ

7：33も参照)。

篭
教え方の提案

詩篇23篇；42篇；51篇；73篇；137篇；145篇。詩

篇は人間の様々な感情を表現している。(15-20分）

生徒に異なる種類の音楽を聴かせる（悲しい曲，陽気な

曲，軍隊の行進曲、神聖な賛美歌など)。それぞれの曲を聰

"一

へ

圃



・この曲はどのような感情を表現しようとしていると思い

ますか。

。この曲を聴くときにどのように感じますか。

音楽を通して様々な感情が沸き起こることを説明する。

次の質問をする。

o音楽が持つこの力にはどのような価値がありますか。

・感情を左右する力に危険は伴っていませんか。

当初，詩篇には曲がつけられていたことを説明する。詩

篇の楽譜は現在に伝わっていないが，わたしたちは言葉を

読むことによって作者の感情を理解することができる。ク

ラスまたはグループで，詩篇23篇；42篇;51篇;73篇;137

篇：および145篇を読ませ，これらの詩の言葉によってどの

ような感情が表現されていると思うか話し合う。希望，絶

望，悲しみ，疑い，怒り，あるいは喜びや感謝の気持ちを

抱いたときのことを思い起こさせる。次の質問をする。

・そのように感じたとき、人生にはどのようなことが起こ

っていましたか。

・これらの詩のメッセージはどのように役立ちますか。

生徒に，詩篇の中で最も印象深かったもの，あるいは人

生において大きな祝福となってきたものに対する自分の気

持ちを語ってもらう。

ミスが立っていた。彼は少々非難するような目でわたし

を見ると，まずこう言った。『ジョセフ，遅かった｡』し

かしわたしは自信を持って言った。

『はい，でもわたしは清く，汚れがありません｡j

ジョセフ・スミスはわたしの手を握ると中に引き入

れ，大きなドアを閉めた。わたしは彼の手をこの世の

人々の手と同じように，実感することができた。わたし

は彼を知っており，中へ入るとわたしの父，ブリガムと

ヒーバー，ウィラード，そのほかわたしの知っている善

良な人々が一列に並んで立っているのを見た。わたしは

それがこの谷の向こう側であるかのように眺めると，そ

こは無数の人々で満ちているようであったが，わたしの

知っている人々は全員壇上にいた。わたしの母もそこに

いて，ひざに幼子を抱いて座っていた。わたしは覚えて

いるかぎりの名前を挙げることができるが，彼らはそこ

に座り，選ばれた者たち，昇栄した者たちの中にいるよ

うであった｡」(Gospe/Doctrine,第5版[1939年],
542）
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A

以下の質問について話し合う。

・スミス大管長が話しているのはどのような種類の「清さ」

だと思いますか。

。清さはなぜ重要なのでしょうか。

生徒とともに詩篇24:1-5を読み，「主の山｣，「手が清

く」，「心のいさぎよい」とはどういう意味か尋ねる。ダリ

ン･H･オークス長老の以下の言葉を紹介する。

A

鶴壼臺謝三躯鶇蕊麓彗藤毫糞
らは世の標準よりも高く，大きな祝福をもたらす。これら

の標準はすべての人が守らなければならないものであり，

不変である。(15-20分）

ジョセフ･F･スミス大管長が紹介した次の夢を読んで

聞かせる。

「義にかなった行いをし，邪悪な行いを避けるとき，

わたしたちの手は清いものとなります。

正しい動機のために行い，禁じられている望みや態度

を避けるとき，わたしたちの心はいさぎよいものとなり

ます｡」(PureinHeart(1988年],1)

ゴー,.－ヨー

、！
｜1

J，

「わたしは旅をしている夢を見た。わたしは急がなけ

ればならないと感じていた。手遅れにならないように，

全力で急がなければならなかった。できるかぎり道を急

いだが，その間も自分が小さな包み，何か小さなものを

包んだハンカチを持っていることに気がついた。わたし

はそれが何であるか分からないまま,全力で道を急いだ。

そしてついにすばらしい邸宅に着いた。それは人手によ

るものにしてはあまりに大きく，邸宅と呼ぶにはあまり

にすばらしいものに思えたが，わたしはそれが自分の目

的地であることを知っていた。大急ぎで進んで行くと，

｢浴室」という表示が目に留まった。わたしは瞬時に身

を翻して浴室に入り，体を洗った。そして手にしていた

小さな包みを開くと，中には一組の真っ白で清潔な衣が

入っていた。そのようなものは長い間目にしたことがな

かった。わたしが一緒にいた人々は，ものをとてもきれ

いにすることにはあまり注意を払わなかったからであ

る。しかしわたしの衣はきれいであり，わたしはそれを

身に着けた。そして，大きな入り口のような所に急いだ。

A
『聖句ガイド』で「清いものと清くないもの」（85ページ）

および「清さ」（87ページ）を調べて、人が清くなる方法を

示している聖句を見つけさせる。または，黒板に以下の参

照聖句を書き出し，人はどうすれば清くなることができる

か語られた主の勧告を調べさせる。詩篇l篇；イザヤl:

18;ヨハネ15:1-4;モーサヤ4:2;ヒラマン3:35;モ

ロナイ7:48:10:32-33;教義と聖約88:74,85-86c
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詩篇1-150篇。詩篇には，救い主の生涯と使命について

の預言が数多く含まれている。救い主がその務めを果たさ

れる過程でこれらの預言が成就したことは，主が実際に神

の子であられたことの証拠と言える。（20-25分）

一人の生徒を選び，クラス全員にヒントを与えてだれを

選んだか当てさせる。この活動の目的は，できるだけ少な

いヒントで選ばれた人を見つけ出すことであり，各生徒と

も1回だけ答えることができると伝える。かなりの確信を

得るまで答えないように言う。すべてのヒントを与え終え

詞,弓喧
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；預言の成就を示すものとして表に挙げられている参照聖へ｜
るまで，答えは明かさない。

ほとんどの生徒に当てはまるようなヒントから始めるi句を生徒とともに読む。各自の聖典に，それらの参照箇所
(｢男の子です」「身長が150センチ以上あります」あるいはIを相互参照として，詩篇の関連聖句の横にある余白に書き
｢学生服を着ています」など)。次に，より具体的だが外見f込むよう勧める。次の質問をする。 A

からは分からないヒントを与える。（生徒の両親に連絡を取：・これらの預言はどのくらいはっきりと成就しましたか。

って，趣味，才能，霊的面での長所など，あまり知られて毎．預言どおりであることは､なぜ大切だったのでしょうか。
いないと思われるようなヒントを見つけておくとよい｡）活

動後，以下の質問をする。

。だれのことか，どの時点で分かりましたか。

。最も役立ったのはどのヒントでしたか。それはなぜです

か。

詩篇には救い主についての多くの預言すなわちヒント

が含まれていることを伝える。主がどなたであり，どこに

降誕なさるかを特定できるようにするためであった。黒板

に，以下の表の最初の欄にある聖句を列挙する。幾つかの

聖句を読み，救い主について与えられているヒントを見つ

けさせる。それぞれの預言を読みながら、そのヒントが新

約の時代の人々にとってどれほど明白なものであったか話

し合う。その際に以下の質問を使う。

。もし救い主の時代に生きていたとしたら，この表にある

ヒントから主を特定することができたと思いますか。

・これらの預言が，救い主によって成就されたことに気づ

かなかった人が大勢いたのはなぜだと思いますか。

イエス・キリストの使命と、預言者たちが主の生涯を先
あかし

見していたことについて教師自身の証を述べる。以下の質

問をする。「現在の預言者は，わたしたちが救い主の再臨に

備えるうえでどのように助けてくれますか｡」

’
日
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８
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綴謂忌:目蹴現代の賛美歌は｡昔の詩篇に相当
主を礼拝する方法の一つに，適切な音楽を通して行うと

みたま

いう方法がある。適切な音楽はわたしたちが御霊を感じる

のに役立つ。数名の生徒に好きな教会の賛美歌を尋ね，な

ぜ好きか説明してもらう。それらの賛美歌を何曲か生徒と

ともに歌うか朗読し、賛美歌を歌った後にどう感じるか話

し合う。教義と聖約25:12を読み，賛美歌を歌うことが主

を礼拝する方法の一つであるのはなぜか尋ねる。詩篇は昔

の教会にとって賛美歌のようなものであったことを伝える。
こんにち

今日の賛美歌で表現されている天の御父とイエス・キリ
あかし

ストへの証と,詩篇の幾つかの証とを比較する。例えば，

詩篇23篇と，その詩を基にしている「主はわが飼い手」

(『賛美歌』63番）とを比較するとよい。あるいは，詩篇138

篇と「救い主．われ信ず」（『賛美歌』72番）など，内容が

似ているが言葉が異なる詩篇の詩と賛美歌を比較してもよ

い。詩篇の具体的な聖句と類似したテーマを持つ賛美歌に

ついては，『賛美歌」の346ページにある「参照聖句索引」

の「詩篇」を参照する。書かれている言葉から．作者が救

い主に対して抱いていた気持ちについて何が分かるか生徒

に尋ねる。

賛美歌はわたしたちの思いと心を救い主に向けさせる。

しかし一方で，一部の世俗的な音楽はわたしたちを主から

遠ざける。サムエル上16:23を読み，以下の質問をする。

。よい音楽はサウルにどのような影響を与えましたか。

・今日クラスで歌った賛美歌には，人を鼓舞し高める力が

ありましたか。

・適切な音楽が，心を救い主に向けるうえで役立つのであ

れば，一部の不適切な音楽がわたしたちの生活に悪を招

くと考えることは妥当ですか。

。どうすればどの音楽が適切か判断できますか。（モロナイ

7:15-19;教義と聖約50:23:信仰箇条l:13参照)。

霊性を高め，わたしたちをキリストのもとへ導いてくれ

る音楽を選ぶに当たって，以下の4つの原則がどのように

役立つか話し合う。

・歌詞は前向きで健全なものであるべきである◎
みたま

・リズム．拍子．音量，および音の強さは，御霊を招き，

霞

八

八詩篇

詩篇16:9-10

詩篇22：1 尋
｜

’
キリストは復活される

主は見捨てられたと感
じられる

８
’
６
７
１
２
２
２
２

竺
扁
竺
扁

詩
詩

人々は主をあざ笑う マタイ27：43

ヨハネ20：24－27

’

主の手と足は刺し貫か
れる

詩篇22:18 主を苦しめる者たちは
主の着物をくじで引く

マタイ27：35

’
’

八

詩篇31:5 主は御自身の霊を神の
手にゆだねられる

ルカ23：46

詩篇34：’0 主の骨は一つも折られ
ない

ヨハネ19:31-33,36

驚篶斗圭罵競
ヨハネ13:21-27

主は海を鎮められる マタイ8：26；
ルカ8：24

８
１
１
２

●
●
●
●

８
９
６
６
篇
篇
詩
詩

主は高い所に上られる エペソ4：7－10

主はにがみと酢いぶど

う酒を与えられる
マタイ27：34；

ヨハネ19:28-30 ’

Ａ
‐
Ａ

詩篇91:11-12 主は天使によって守ら
れる

マタイ4：5－6；

ルカ4:10-11

詩篇110:1,4 主は神の右にお座りに
なる。とこしえに祭司
となられる

マタイ22：41－46；

へブル5:1-6

詩篇Ⅱ8:21-221姜管漏れるが隅石と|ﾙｶ20:9-19

圃 ’

’
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ダリン．H・オークス長老の以下の言葉を紹介する。わたしたちの思いを高めるものであるべきである。
八

I

・バンドや演奏者の名前や，その音楽のパッケージには，

ポルノグラフィーや悪の様相を呈するものが含まれてい

てはならない。

・その音楽の販売促進用資料（ビデオなど）はすべて適切

なものであるべきである｡

自分の持っている音楽，あるいは聴いている音楽が，自

分をキリストのもとへ導いてくれるものであるか考えるよ

う生徒に勧める。自分の生活に祝福をもたらす音楽を聴き，
みたま

御霊を悲しませる音楽はすべて避けるようにチャレンジす

る。以下の大管長会の言葉を紹介する。

みたま

「賛美歌を歌うことは，主の御霊と一致する最良の方

法の一つです。……

賛美歌を歌うことは，回復きれた福音を学ぶ最良の方

法の一つです。……

……霊的な力や霊感を必要とするときは，賛美歌を活

用すべきです。

神聖な音楽を霊感によって伝え，礼拝に活用するよう
あがな

命じられた御方にさらに近づくために，『贈いをもたら

す愛の歌を歌おうと感じた』ならば，わたしたちは歌い

続けなければなりません。わたしたちが熱心に賛美歌を

歌えるように，へりくだってお祈りします｡」（『聖徒の

道』1995年1月号,11-13)

A

リ
リ

Ｉ

「霊を鼓舞する音楽は，教会の集会に欠かすことがで
みたま けいけん

きません。賛美歌は主の御霊を招き，敬度な雰囲気を醸

し出し，教会員を一つにし，主に賛美をささげる機会を

与えてくれます。

賛美歌を歌うことが，すばらしい説教となることもあ

ります。賛美歌は，人を悔い改めと良き行いへと駆り立
あかし

て，証と信仰を強めてくれます。また，疲れた者を元気

づけ，悲しむ者を慰め，そして終わりまで堪え忍ぶよう

「旧約聖書：創世記一サムエル記下』の「詩篇」の「は

じめに」(341ページ）にあるブルース･R･マッコンキー
A

長老の言葉を紹介してもよい。
F1

に励ましを与えてくれます｡」（『賛美歌』9ページ）
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1，'星驫翼識蕊豐一
望

，筬言1－31章

し]≧ゞ －ゞ－－－－・毒雲生徒に自分が対処しなければならなかった重大な危機，
決断，または問題について考えさせる。それから以下の質

問をする。

・そのような問題に自分一人で取り組みたいと思います

か。それとも，ほかの人々に助言や指示を仰ぐ方が助け

になりますか。

。特に困難な問題に関して，あなたはだれに頼りたいと思

いますか。それはなぜですか。

・あなたは彼らの助言に従おうと思いますか。それとも無

視すると思いますか。

筬言は，様々な問題に対処するうえで役に立つ知恵ある

言葉を集めたものであり，その多くは主の霊感によっても

たらされたものである。そのことを生徒が理解できるよう

にする。筬言1:l;10:1;25:l;30:l;および31:1を

読み，筬言の大半を害いた人物を見つけさせる。列王上4：

29-34を読み，ソロモンが幾つの筬言を書いたか見つける。

「はじめに」の項目に記されている内容を生徒に紹介し，

筬言の学習にどのような意義があるか話し合う。筬言l:

1-7;2:1-12;3:13-20;4:7-8;および16:16を読

ませる。以下の質問をする。

・知恵の価値について，これらの聖句には何と耆かれてい

ますか。

・日々の選択において知恵を用いることは，なぜ重要ですか。

・問題に対処するうえで，主の指示が常に賢明な勧告であ

ると言えるのはなぜですか。

筬言には多くの知恵が盛り込まれている。生徒一人一人

に筬言から異なる章を一つずつ選ばせ(割り当ててもよい)，

役立つ考え方や教義を含んでいる言葉を一つ見つけてクラ

スで紹介させる。その言葉を声に出して読ませ，その教え

がわたしたちの生活とどのようなかかわりがあるか，また

その筬言の言葉に従うとどのような祝福が得られると思う

か説明させる。

筬言1－31章。だれもが人々と分かち合うに十分価する知

恵を持っている。（25-30分）

生徒に、心を鼓鯉する大好きなり|用句を恩い浮かべさせ

る。覚えているものでもどこかに書き留めているものでも

よい。以下の質問をする。

・その言葉をどのくらい頻繁に,I&!い浮かべますか。

・その言葉はどのように役立ってきましたか。

筬言には，わたしたちの生活に取り入れると役に立つ多

くの有名な言葉が記されていることを説明する。ボイド．

K･パッカー長老が紹介した次の簡単なパターンに従って，

自分自身の筬言を書かせる。

「イエスは教師として，見ることも触ることもできな

い福音の概念を学識のない人々にお教えになりました。

信仰，愛，兄弟愛，そして悔い改めについて教えるため

に，主はたとえをお使いになり，見ることも触ることも

‐ｰ華一妄
戸ご

夢

多言
壬芽

妾壼鬘
:=,ご諄畠ごr

室一

霊腎＆‐

影姻訂書評ざF
'牙Lや

蕊
驚窺艤

はじめに

筬言は，人間の行動についての真理を端的に表した短い

言葉を集めたもので,IH約聖書に収められている詩歌とし

ては3番目の書である。ヨブ記，詩篇，筬言，および伝道

の書は，知恵文学と呼ばれることがある。律法，歴史，預

言者などに分類される諸書とは異なり，これらには神の啓

示というよりも人間の知恵に基づいた教えが多く含まれて

いる（｢旧約聖書はどのような榊成になっているか｣，8ペー

ジ；『聖句ガイド』「筬言｣,135ページ；「旧約聖書：列王紀

上一マラキ書」の筬言についての導入部,15ページ参照)。

格言やことわざは通常，直接的で分りやすい形式で表現
こんにち

される。例えば，今日よく耳にする例として「一円を笑う
こけつ

者は一円に泣く」「棚らぬたぬきの皮算用」や「虎穴に入ら

ずんば虎子を得ず」などがある。しかし格言の中には，も

っと複雑で難解なものもある。proverb(筬言，格言、こ

とわざ）という言葉はヘブライ語のmashaﾉに由来してお

り，「～を表す」または「類似した」という意味がある。

聖文のほかの書にも幾つかの筬言，すなわち格言やこと

わざを見つけることができる（サムエル上24:13;ヨブ

28：28；エゼキエル18:2参照)。救い主もその教えの中で

ことわざを用いておられる（ルカ4：23；ヨハネ16:25参

照)。旧約聖書に収められている筬言は，それを読み，教え

られている知恵について深く考えるなら，霊感と勧告，そ

して導きの源となる。筬言を研究しながら，その教えを現

代のわたしたちの生活にどう応用できるか考える。昔のた

とえを現代の事柄を使って表現し直すことによって，その
こんにち

知恵が当時と|司様，今日でも適切なものであることをしば

しば見いだすことができる。
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学び取るべき重要な福音の原則

蕊"難・人生の指針を得るために，わたしたちは神からの知恵を、’_畠"』､＃

熱心に求めなければならない（筬言l:1-7;2:1－

12;3:13-20;4:7-8;16:16参照)｡
“･箕暮

、・主は，御'二1分を信噸する人々の道をまつすぐにされる

（筬言l:24-33;3:5-7参照)｡
－1三､~T

－・主は徳と知恵勤勉さをもって御自分を敬う人々を喜ば

れる（筬言31:10-31参照)。

教え方の提案

繊蝋第鬮難重墓熱無薫
ることの重要性が教えられている（教え方の提案は「｢旧約

聖書」ビデオガイドjを参照)。
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れるのはなぜですか。

・あなたが聞き従うかどうかで,彼らから助けや励ましを

与えられる頻度は変わってきますか｡それはなぜですか。

ヨハネ14:26とモロナイ7:16-19を読ませ，主がわた

ミしたちに語られる方法を見つけさせる。モーサヤ2：36－

ゞ37を読み，次の質問をする。
みたま

；・この聖句には，主の御霊をないがしろにするとどうなる

！と書かれていますか。

i・これまでの人生の中で，聖霊の導きはどのくらい重要な

！ものでしたか。

I・聖霊の影響力は，これまでどのような形であなたに平安

Iや守り，幸福をもたらしてきましたか。

：2.聖文を取扱説明書と比較する。次の質問をする。

・初めて自分自身のパラシュートを折り畳むとしたら，

どのくらい注意深く取扱説明書に従いますか。

・いいかげんな気持ちで説明書を読むと，どのような

危険を招くことになりますか。

・聖文はどのような点で取扱説明書と似ていると思いま

すか。

・これまでに聖文を通して，主からどのような導きを

受けてきましたか。

・聖文を注意深く読むために，あなたはどのようなこ

とをしていますか。

；3．生ける預言者をジャングルのガイドにたとえる。

・アマゾンを旅するときに，ガイドに同行してもらう

ことは重要ですか。

・あなたはどのような人にジャングルのガイドをお願

いしたいと思いますか。

・預言者はどのような点で，経験と知識の豊かなガイ

ドと似ていますか。

。生ける預言者を通して与えられる主の導きは，どの

ような形で与えられますか。

・預言者の勧告に従わない人には，どのような危険が

待ち受けていますか。

；モロナイ10:4-5;教義と聖約l:14-18;および33:
みたま

il6-18を読ませる。御霊に従うこと，聖文を研究すること，

！そして預言者に従うことについて，これらの聖句から何が

：分かるか話し合う。聖霊，聖文，または預言者から導きを

：受けた経験について分かち合わせる。次の質問をする。

：。それらの導きは,個人的にどのような助けとなりましたか。

き・それらの導きを受けられるよう備えるために，何が役に

車立ちましたか。

：主がどのように人生を祝福してくださったか証する。

i筬言31:10-31。わたしたちはキリストのような特質

lを持つ人と結婚すべきである。(10-15分）

；それぞれの生徒に，神殿で結婚する準備ができていて今

：夜にも婚約するところだと仮定させる。次の質問をする。

i「どんな人と結婚したいですか｡」黒板に「あなたの条件」
iと書き，その下に生徒が挙げる特質を書き出す。なぜそれ

；らの特質が重要なのか尋ねる。

；筬言31:10-31を読ませ，義にかなった女性の特質を見

：つけさせる。それらの特質がどのように義にかなった男性

字にも当てはまるか尋ねる。それらの特質はなぜ重要なのか

：話し合う。

八 できない概念を主の弟子たちがすでに知っていた身近な

ものになぞらえる手法を用いられました。これは類化と

呼ばれる方法で，以下がその典型的な表現です。

はのようであるA

最初の空欄には，教えようとしている概念や理念を入

れます。例えば，最初の空欄に『信仰」と書きましょう。

信仰はのようである

ここで想像力を発揮します。生徒のよく知っているも

ので，信仰にたとえることのできる具体的なものを思い

浮かべてください。家庭にある身近なもの，ごく一般的

なもの，だれもが知っているものであれば，さらに優れ

た例になります。もしかすると皆さんは次の例を使うか

もしれません。『｢信仰」は「一つの種」のようである｡』

信仰は本当に一つの種に似ています。少なくともアルマ

はそう思っていました……（アルマ32：28-29)。

一度信仰を何か具体的なものにたとえたなら，それを

生き生きとした言葉で表現し，説明し，比較します。その

大きさや形，色や手触りについて話すのです｡」(Teach

YeDiligでntly,28-29)
A

独創的な筬言（格言ことわざ）を書くように勧める。

生徒が書いた筬言の幾つかをクラスで紹介させる。

■ノ蕊ゐ藻鰯菫謂｡諦嚇を信頼
深刻な問題を抱えているときに，助けを求めるであろう

最も信頼すべき人を3人挙げさせる。（例えば，自分の命が

危険にさらされているとき，あるいは法律上のトラブルに

巻き込まれたとき，など｡)それぞれの名前の横に，その人

が信頼に足る理由を書かせる。希望するならば．何人かの

生徒にリストに挙げた名前とその人を選んだ理由を発表さ

せる。全員で筬言3：5－6を読む。次の質問をする。

・この聖句には，どなたを信頼すべきだと記されていますか。

・主を信頼する人にどのような約束が与えられていますか。

。ほかにどのようなことが求められていますか。

・あなたにとって主の導きを受けることはどのくらい重要

ですか。

もしまだ挙げられていなければ，リストにイエス・キリ

ストの名前を記させる｡以下の参照聖句を読ませ，主が信

頼すべき御方である理由を書き留めさせる。2ニーファイ

2：5－8；モーサヤ3:5-11;アルマ7:ll-13;モーセ

l:39｡キリストを信頼する理由と，リストにある人々を信

頼する理由を比較させる。生徒一人一人に対する救い主の

愛について，また主を信頼できる御方であることについて，
あかし

教師の証を述べる。

筬言3：5－6を学習する際には，主がわたしたちの道を

まっすぐ．にするという約束をどのように果たされるか，ま

たこれを成し遂げるために主が用いられる手段を理解する

ことが重要である。以下の3つの比較を使って，主が，聖

霊，聖文，および生ける預言者によってわたしたちの道を

まっすぐ、にされることを理解できるようにする。

1．聖霊の導きと愛する人々の助言や励ましを比較する。次

の質問をする。

・あなたを愛している人々があなたに助言を与えてく

llllLl
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鐘蕊｡?』皇…一…一--=ﾆー鐘皇う恋’避けること以外にもっとよい理由がありますか。塁
､琴尭-季

、

2．死後の生活はなく，人生の経験は死とともに終わると仮

定する。

・あなたに対して不正で不公平な扱いをし，矛盾した

行動を取る人々はどうなると思いますか。

o救いの計画を理解することは、それらに対処するう

えでどう役立つと思いますか。

3．あなたの気に入っている所有物について考える。

o物質的な所有物が幸柵をもたらすと信じていますか。

。一般に，この世的な所有物に基づく幸福はどのくら

い持続するでしょうか。

伝道の書では，教|111jがここで尋ねたのと同じような質問

が採り上げられていることを説明する。伝道の害の著者は，

その書の大半を，まるでこの|||盲の人生のほかには何も存在

しないと信じているかのように書いていることを指摘する。

著者はこの吾の全体を「空」という言葉を使って，意味の

ない，一時的な，あるいは満足感の得られないものを表現

している。そのような視点から害くことによって，著者は

福音がなければ人生がいかにむなしいか示している。その

文体は，わたしたちが神に仕えて、神のすべての子どもた

ちに必ず訪れる裁きに備えなければ，人生には意味も幸福

もほとんどないことを示している。

伝道の吉は章に分けられているが，実際には一つの説教

である。生徒がそのメッセージを理解できるように，順番

に学んでいく。

伝道2:1-10を読ませ，著者がいつまでも続く喜びや幸

福感を見いだそうとして探し求めたものは何か見つけさせ

る。著者が探し求めたものについてどう感じるか生徒に尋

ねる。伝道l:1-3,14-15;2:11,17-18を読む。次の

質問をする。

。「日の下」という言葉は，どのような点でこの世的なも

のをうまく言い表しているでしょうか。

・人生はむなしいもの，すなわちいつまでも続く平安や幸

福をもたらさないもので洲ちているという著者の結論

に，あなたは賛成しますか。

生徒用学習ガイドにある伝道3章の最初の部分を読ませ

る。次の質問をする。「伝道の書3:1-8で教えられている

ことから，あなたはどのような慰めを得ますか｡」

伝道4－5章では，たとえ神や救いの計画あるいは死後の

生活を信じていない場合でも，善を行う方が悪を行うより

も大きな幸福を得られると教えている。伝道4:13-5:6

を読み，この聖句がそのことをどう教えているか見つけさ

‐‐＝≠

ﾓﾆー舅

‐貢二季一一

号讓塞－－

:.急

さ鐸魯

はじめに

「伝道の書」と訳されているEcc/es/astesという言葉は

｢会衆を呼び集める者」という意味である。時には「伝道者」

と訳されることもある。伝道の書はヨブ記や筬言とともに

｢知恵文学」と呼ばれることがあり，詩歌と呼ばれる部門の

第4の害である（『聖句ガイド』「聖言」の第4段落,148/､<

ージ参照)。

伝道の吉の中心となっているテーマは，神を中心としな

ければ人生はむなしいという概念である。伝道者は次のよ

うに書いている。「事の帰する所は，すべて言われた。すな

わち，神を恐れ，その命令を守れ。これはすべての人の本

分である｡」（伝道12:13)

この書についてのさらに詳しい概観は，『聖句ガイド』の

｢伝道の善」を参照する(180ページ。「旧約聖書：列王紀

上一マラキ害』にある「伝道の書伝道者の言葉｣,19ペー

ジも参照)。
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§学び取るべき重要な福音の原則
,へ卜

幸二戸

二王一ざ＝

●平安といつまでも続く幸福は，この世の業績や財産では

なく，イエス・キリストの福音の中に見いだされる（伝

道l:1-3,12-18;2:1-ll;12:13-14参照)｡

。救いの計画は，神のあらゆる目的に適切な時や順序があ

ることを教えている。神の計画に従うことは幸福をもた

らす（伝道3:10-ll参照)。

＝室

与

墓箕一
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教え方の提案 へ
｛っ当二一r'猶
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鍵r鳥 伝道1－12章。主と親しい関係を持って生活しなければ，

わたしたちの人生はむなしいものになる。（30-35分）

スペンサー･W･キンボール大管長の次の言葉を紹介す

る、
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「わたしたちの生活が，わたしたち自身を天の御父や

隣人に近づけるものでなければ，どうしようもない空虚

だけが残ることだろう。」（｢豊かで満ち足りた人生」『聖

徒の道』1979年6月号,4参照）
‐寺

一弓琴

睾~一

二一手

,弐
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次の3つの概念について，以下に用意した質問を使いな

がら簡単に話し合う。

1.自分の行動について神から責任を問われたり，自分の選

択に対して裁かれたりすることはないと信じるとき，

人々がどのような決断を下すか考える。
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篝。「人の本分」と裁きについて理解することは，あなたが

幸福を探求するうえでどう役立つと思いますか。

・伝道の書の説教は，わたしたちがこのレッスンの初めに

話し合った3つの概念を111解するうえでどのように役立

つと思いますか。

最後に「戒めを守る人を」（『賛美歌』193番）を歌う。神

せる。

生徒用学習ガイドにある伝道7-11章の最初の部分を読

ませ，その活動をさせる。それらの章が教えていることに

ついて話し合う。

伝道12章では，著者が人生の永続性を心から信じていた

ことが明らかにされている。伝道12:13-14を読み，著者
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の計画を理解してそれに従うことが人生にどのような意義
あかし

をもたらすか証する。

がこの書を言いた本当の目的を探す。次の質問をする。

。この聖句が真実であることを知るとどのような変化が

生じると思いますか。

昌一夛一
乏子

筐雪

圭一

蕊
蕊
鱈
蕊

一
》
琴
琴
雲

Ｊ
‐
宮
Ｂ
ｆ

雲
雲
霧
零
鍾
蕊
潅
舞
識
斡
沁
貼
仇

咄
ｍ
Ｊ

宮
Ｌ
“

鴬
琴
窪

目
『
写
二
二
可
Ｆ
畳
一
喝
一
二
畠
二
名
や
Ｆ
毎
匡
迅
軋
函
刊
当
さ
。

者ジョセフ・スミスは，雅歌は霊感によって耆かれ

ではないと教えた（｢聖句ガイド」「雅歌｣，67ペ－
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元前740から701年までの40

として働いた。ヒゼキヤの

命について何らかのことを述べている｡｣(GrearArethe

WordsofISaial][1980年],7)預言者の主要な職務の一つ
あかし

はキリストについて証することであり（モルモン書ヤコブ

7:11参照),キリストについて語っている預言者たちの教

えを学ぶことは，わたしたちにとって非常に重要である。

イザヤの名前は．いみじくも「エホバはお救いになる」と

いう意味である。

預言者イザヤとイザヤ書についてさらに知るには，「聖句

ガイド』「イザヤ」（33-34ページ）を参照する。イザヤ書

を理解するための具体的な資料としては，「旧約聖書：列王

紀上一マラキ書』にある特別講座E(135-139ページ）を

参照する。

手圭一
＝寺

年にわたりエルサレムで預言者として働いた。ヒゼキヤの

治世には，ヒゼキヤの主要なｲ:||談役として宗教的にも政治

的にも大きな影響力を持っていた。イザヤはあらゆる預言

者の中で最も引用されることが多く，イエスやパウロ，ペ

テロ，ヨハネによって，ほかのいかなる旧約の預言者より

も頻繁に引用されている。

わたしたちにとってイザヤ言が非常に重要である理由が．

少なくとも3つある。第1に，救い主がイザヤ書を熱心に

調べるように命じておられること（3ニーフアイ23:1参

照)｡第2に，イザヤはほかのいかなる預言者よりも多く聖

文で引用されていること。イザヤ言の66章のうち19章がそ

のままモルモン書に引用されており，2節の例外を除いて，

さらに2つの章が完全に引用されている。イザヤの1292節

のうち，約430節がモルモン害の中で引用されており，その

幾つかは2回以上用いられている（合計で600近くになる)｡

もしモルモン書の中にあるイザヤからの引用をすべてlか

所に移して「イザヤ書」としたならば，それは以下の表に

示されているように，モルモン書の中で4番目に大きな言

となる。
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イザヤql ら巽諄慧

一挙苛謹
奮毎

竜=一

子垂

キーユ

へ

引
田
扉
軒
Ｐ

はじめに

イザヤがその務めを始めた当時（紀元前約740年)，イス

ラエルとユダはともに外部の敵の脅威にさらされていた。

しかし彼らの最大の問題は，その内部が義に欠けていたこ
しっせき

とであった。イザヤはユダの民に，主からの叱責のメッセ

ージをもたらした。しかしそのメッセージには，もし悔い

改めるならば民は主と和解できるという，希望の約束も含

まれていた。イザヤ1-12章を読みながら，ユダに対する

イザヤのメッセージを自分自身に「当てはめ」応用する方

法を見つける(1ニーファイ19:23参照)。

2oool一雨7丁

[．1書当たりの節数

ロモルモン書の中にあるイザヤの節
敏■I■
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ヒラマン2ニーファイヤコフ4ニーファィエノスジェロム

ファイエテルモルモンモロナイオムナイモルモンの言葉

届

学び取るべき重要な福音の原則
アルマ3ニーファィ1二

oイザヤはイエス・キリストの生涯と使命について預言し

た（イザヤ2:3-12;6:8;7:14-16;9:1-7参照。

’二一フアイ19:23;ヤコブ7:11も参照)。

・主はわたしたちが''11い改めて主の戒めを守るときに，完
ゆる

全に清くなり自分の罪の赦しを受けることができるよう

にしてくださった（イザヤl:16-18参照)。

o主の宮（神殿）の中で，主は御自分の民に義の道をお教

えになる。神殿の儀式を受け、そこで交わす聖約を守る

ことは，わたしたちがシオンを確立し，主の来臨のとき

に主にお会いする用意をするのに役立つ（イザヤ2：2－

5参照)。

・モルモン害と教会は，福音が回復されたことを|ltの人々

に知らせるための「旗」である（イザヤ5:26;1l:

10-12参照｡2ニーファイ29:2も参照)。

またイザヤは新約聖書の中で137回，教義と聖約の中では

106回引用されている。ほかの預言者たちが実に頻繁にイザ

ヤ書を引用したり同耆に言及したりしていることから，聖

文自体がイザヤを理解するうえで最も役立つ情報源となる

ことも珍しくない。例えば，モルモン書で引用されている

イザヤの節の半分以上は，英語の欽定訳聖書とは違ったも

のとなっている。これらの違いは，イザヤの意味を明確に

するのに役立ち，聖文の意味についてのさらなる洞察を与

えてくれる。

イザヤのメッセージがわたしたちにとって非常に重要で

ある第3の理由は，イザヤがまみえたイエス・キリストに
あがな

よる噸いに焦点を絞っているためである（イザヤ6：5；2

ニーファイ11:2参照)。ニーファイがイザヤの書いたもの

を引川した理由は，自分の民に「主なる贈い主を信じるよ

うさらに十分に勧めるため」であった(1ニーファイ19:

23)。末日聖徒の学者であるモンテ･S･ナイマンは次のよ

うに書いている。「モルモン耆で引用されているイザヤ書の

425節のうち,391の節がイエス・キリストの属性または使

,へ
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教え方の提案A
司正

イザヤ1－12章。預言者は，わたしたちが永遠の命を得る

ために何を知り，何を行う必要があるか教えてくれる。

(20-25分）

当時十二使徒定員会会長であったエズラ・タフト・ベン

ソン会長は次のように語っている。

丑p且〃吾を趣

A EJr1つ坐Jリーユ

の桿窒参H召
Ⅱ
ｌ
ｎ
ｌ
Ⅲ
４
Ⅲ
、
門
↓ 66草0

イザヤ1－12章｡イザヤが主に対して用いた様々な名前は，

イエス・キリストの属性，目的，使命について教えている。

(20-25分）

生徒用学習ガイドにあるイザヤ12章のための活動Aを行

わせる。主の名前について学んだことを話し合う。

「生ける預言者が，わたしたちの知っておくべきこと

で，受け入れ難いことについて教えるとき，その言葉に

どのような態度を示すかで，わたしたちの忠実さが試さ

れます。……

預言者が真理を明らかにするとき，民は二つに分けら

れます。心の正直な者はその言葉に注意を払いますが，

不義な者は預言者の言葉を無視するか反論するのです」

("FourteenFundamentalsinFollowingtheProphet,"

inl980Devotiona/SpeechesoftlleYear[1981年],

28-29）
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イザヤ1-66章。幾つかの重要な概念が，イザヤ書に対す

る理解を深めるために役立つ。(5-10分）

黒板に次の6つのヘブライ文字を書く。同N、NW，。

生徒にその意味を解読するように言う。助けがなければ恐

らく分からないであろう，

次の2つのヒントを与える。

●同=H,N=A,9=I,w=S

●ヘブライ語は右から左に読む。（訳注一答えはISAIAH,

イザヤ）

これらのヒントがその意味を理解するのに役立ったのと

同じように，イザヤを理解するためにも幾つかの重要なヒ

ントが役立つ。そのことを生徒に伝える。

『旧約聖書：列王紀上一マラキ割の特別講座E(135-
かぎ

l39ページ）には，イザヤを理解するための10の鍵が記され

ている（例えば，「『預言の霊」を持つ」や「ユダヤ人の預

言の仕方を知る」など)◎これらの鍵の中から役に立つと思

うものを生徒に紹介する。クラスで話し合うそれぞれの鍵

ごとに，鍵の形に切り抜いた大きな紙を提示する。それぞ

れの概念を見つけられるよう参照聖句を与え，概念を鍵の

形をした紙に書く。イザヤを学習する間，それらの鍵を常

に掲示する｡
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イザヤl-12章の中から，悔い改めを呼びかける言葉や

キリストのような生活をするよう勧告している言葉を見つ

けさせる。それらの教えが利益となり知識となるようにと

いうニーファイの勧告に従って，見つけた勧告を自分の生

活に取り入れるよう生徒を励ます(1ニーファイ19:23参

照)。以下の参照聖句をクラスの生徒に割り当て，イザヤが

与えた勧告を見つけさせる。
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イザヤ1-66章。イザヤはイエス・キリストの生涯と使

命について預言した。（20-25分）

イザヤの最も重要な教えの一つを手早く学習する方法と

して，メシヤに関するイザヤの預言を調べていく方法があ

る。以下の表を参照聖句のみ記入して生徒に配付する。ク

ラス全体または幾つかのグループに分かれて，すべての聖

句を調べ，キリストとその降誕および再臨についてできる

かぎり多くのことを見つける。完全ではないが，この表に

はイザヤ害に含まれているメシヤに関する主要な預言がま

とめられている。
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イザヤの救い主に関する預言

主の再臨のときには悪人が滅ぼされる。地
上は主によって統治され，義人はそこで主
の光の中を歩む。

｢ここにわたしがおります。わたしをおつ
かわしください」という言葉は，前世でキ
リストがその神聖な使命を自発的に申し出
られたことを表している。

キリストはおとめから誕生し，インマヌエ
ルと呼ばれる。主は悪を拒み，善をお選び
になる。

聖句

イザヤ2:3-12;
4：4－5

八

八

イザヤ6： 8

『,-~,△''-,’

イザヤ7:14-16

｜
’尺蒋のｲ大態に

普であられを
|:18-19:4

Jq〕・I－〔】

■』鰯l望胤纒宮冒鶉懸と職
ゆる

って，わたしたちは赦されて清くなることができる。

(15-20分）

水の入った透明なガラス容器を持参する。生徒が見てい

る前で．食紅を1－2滴入れる。色が広がるのを見ながら，

食紅はどのような点で罪と似ているか尋ねる。生徒ととも

にイザヤl:16-19を読み，次の質問をする。

・わたしたちの罪について，主はどのような約束をしてく

ださいましたか。

・わたしたちは悔い改めることで罪から清められるのでし
しよくざい

ようか。それとも贈罪によるのでしょうか。

この質問に対する答えを，アルマ42:12-15とヒラマン

5:10-llの中から見つけさせる。わたしたちは悔い改める
しょくざい

ことで、贈罪の力にあずかり清められることができること

を生徒に理解させる。

キャップ1杯の塩素系漂白剤を水に落とし，ガラス容器

をわきに置く。色は徐々にしか変化しない。悔い改めによ
ゆる

って赦しへと導かれるには時間がかかることを生徒に説明

する。（クラスが終わるころには，水は最初と同じように透

明になっているであろう｡）次の質問をする。

・水が赤くなるのにどれくらいの時間がかかりましたか。

・水が透明に戻るまでにどれくらいの時間がかかりました

か。

ゆる

・これらは罪や赦しにどう当てはめることができますか。

『旧約聖書：列王紀上一マラキ書』のイザヤ1:16-20に

ついての注解にあるチャールズ･W・ベンローズ長老の言

葉(142ページ）を紹介する。アルマ41:3-7を読み，悔

い改めによってもたらされる祝福について話し合う。

A

八

八

’
－
１
１

イザヤ53：5－6 キリストはわたしたちの罪の代価を払い，
｝.､や

わたしたちを癒される。

キリストは御自身を虐げる者を非難なさら
ない。

キリストは，御自分の民の罪のために殺さ
れる。

キリストは強盗とともに十字架につけら
れ，金持ちの墓に葬られる。

キリストはどのような悪事もなされない。

キリストがわたしたちのために死なれるこ
とは天の御父の御心である。

｜
’

イザヤ53：7

イザヤ53：8，
ll-12

イザヤ53：9，12

八イザヤ53：9

イザヤ53:10

八

鯉
’
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したちが通らなければならないもう一つの門は何ですか

（創世28:17参照)。

・主はふさわしい状態で神殿に入ることを条件に，御肖分

の子らにどんなことを約束しておられますか（イザヤ

2：2－5；教義と聖約97:15-18;109:14-19,22－26,

35-38;128:15;131:1-3;132:19-24参照)｡

責任能力のあるすべての者は,1111殿の儀式によってしか

柵音の完全な祝ｲMを得ることはできない。そのことを生徒

に理解させる。ハワード･W･ハンター大管長は次のよう

に語っている。

しよくさい

イザヤ2：2－5．神殿の儀式と聖約は，教会員が續罪の祝

福をさらに享受するのに役立ち，教会員の生活や周りの

人々の生活を変える。(25-30分）

それぞれの生徒に，イザヤ2：2－3でイザヤが見たもの

を描かせる。何人かの生徒に描いた絵を見せてもらう。絵

について話し合いながら，次の質問をする。

・イザヤが神殿を「主の山」と呼んだのはなぜだと思いま

すか。

・イザヤが神殿は「もろもろの山のかしら」として立つ，

つまり最も高い位置に置かれる，と教えたのはなぜだと

思いますか。

。最も高い位置に置かれているものが，わたしたちの生活

で最も重要なものを表すなら，神殿に取って代わるほど

重要なものがあるでしょうか。

イザヤ2：6－9を読ませ､昔のイスラエルの民が，主と

主の神殿よりも大切にしたものを見つけさせる。次の質問

をする。「3－5節によれば，イスラエルの家がﾈ|||殿を最も

大切なものとするとき，どのようなことが起きますか｡」

神殿がなぜそれほど重要なのか生徒に理解させるために，

下にある図を描く。わたしたちが神のみもとに戻るのに神

殿がどう役立つか話し合いながら，言葉を書き込んでいく。

へ

へ‘

識
蕊
篝
雲
幸
一
《
殿
》
ゞ
《
》
識
熱

「教会員に勧めたいのは，……主の宮を教会員である

ことの崇高な象徴とし，最も聖なる聖約を交わす至高の

場所として確立することです。

神殿に参入し，神殿を愛する民になりましょう。時間

とお金と個人的な状況の許すかぎり頻繁に神殿へ参入し

ましょう。亡くなった親族のためだけでなく，神殿での

礼拝によるｲ|1il人的な祝福のため，奉献された聖なる建物

の中で与えられる神聖さと安全のためにも神殿に足を運

びましょう。神殿は，美しさと啓示の場所であり，平安

の場所です。そこは主の家なのです｡」（ジェイ･M･ト

ッド,$:PresidentHowardW.Hunter:Fourteenth

PresidentoftheChurch,''E"sigr],1994年7月号,5)
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救いの計画における神殿
最近神殿に行った人を招待して，神殿での礼拝によって

自分の生活がどのように改善されたか話してもらってもよ

い。神殿にかかわる詳細な事柄にではなく，神殿での経験

がもたらした祝棉について話してもらう。

へ

Iイザヤ11章。イザヤ，終わりの時における福音の回復と

iイエス・キリストの再臨について預言する｡(10-15分）

Iおおかみやそのほかの肉食動物の写真と子羊の写真を見

’せる。次のように尋ねる。「もしこれらの2頭の動物が|司じ
iおりの中に一緒に入れられたらどうなるでしょうか｡｣以下
Iの絵を見せ（lr1じ絵が227ページにもある)，イザヤll:6-

19を読ませる。

律里

祝福

』
ど
再
奎
畢生徒とともに，今年度の最初に前世と堕落について学ん

だことを復習する(13-14ページ参照)。以下の中から幾つ

か質問し，聖文から答えを見つけさせる。

●わたしたちは，堕落した状態でこの世に誕生しました。

御父のみもとに戻るためには，まずどのようなステップ

を踏む必要がありますか。わたしたちが通らなければな

らない門は何ですか（2ニーフアイ31:17-21;信仰箇

条l:4参照)。

●バプテスマによって神のもとに戻る道に入った後，わた
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教え方の提案 へ

・絵の中の光景が現実のものとなるのはいつですか。

o「主を知る知識が地に満ちる」のはいつですか｡(福千

年。イザヤ11:9参照。『旧約聖書：列王紀上一マラキ書」

のイザヤ11:9についての注解,154-155ページも参照｡)

これらの聖句について深く考えさせ，福千年の間の生活

について最も好きな点を発表させる。

イザヤ1l:1-5を読ませ，次の質問をする。

・これらの聖句は，だれについて語っていると思いますか。

（キリスト｡)

・福千年が来る前に何が起こりますか。（悪人の滅亡とキ

リストの再臨｡)

教義と聖約113:1-4を読み，この聖句から何が分かる

か話し合う。生徒とともにイザヤll:10-16を読み，福千

年が来る前に起こるそのほかの事柄について話し合う。（イ

スラエルが集められる。『旧約聖耆：列王紀上一マラキ書」

のイザヤ11章についての注解,153-156ページ参照｡）以下

の聖句の幾つかを読み、生徒が，自分たちはどのようにし

て集められてきたか理解できるようにする。また，生徒た

ちがほかの人々の集合を助けるよう召されていることも理

解させる。エレミヤ16:14-16;lニーファイ10:14;教

義と聖約29:7-8:45:9;88:81。

イザヤ13－14章。サタンの堕落とその「王国」（霊のバ

ビロン）の本質を理解することは，サタンの誘惑を避ける

うえで助けとなる。（35-45分）

次のような状況について想像させる。あなたは未来へ行

くことができる。未来に来たときにあなたは1冊の歴史書

を見つけるが，その歴史言には，あなたが元いた時代から

今いる未来までの間の出来事が記されている。元の時代に

戻るときに，その本で読んだことの大半を記憶したまま帰

ることができる。

・その情報をどうしますか。

・自分の将来について賢明な決断をするうえで，その情報

はどのように役立ちますか。

・預言とは，未来をかいま見たり歴史を読んだりするのに

似ていることを説明する。この意味でイザヤ13-14章は

特に興味深い。なぜなら，それは二元的であって，一つ

の聖句が，すでに起きた出来事と将来起こる出来事の両

方について述べているからである。

イザヤ13:lと14:4の中で，イザヤはだれについて預言

しているのか見つけさせる（『旧約聖書：列王紀上一マラキ

言』のイザヤ13:1についての注解,160ページ参照)。黒

板に「バビロンは、昔の国の名以外にどういう意味がある

か」と書き，その答えを見つけるため教義と聖約133:14を

読ませる。一つのグループにイザヤ13:6-22を読ませ，別

のグループ°にイザヤ14:4-23を読ませる｡次の質|川をする。

・主は，昔のバビロンとその王に何が起こると言われまし

たか。それはなぜですか。
’二んにち

・それらの聖句は，今日の霊のバビロンにどのように当て

はまりますか。

・歴史上のバビロンに対するイザヤの預言は成就しまし

た。このことから，わたしたちの時代と霊のバビロンに

対するイザヤの預言はどうなると予想されますか。

生徒用学習ガイドのイザヤ13-14章のための活動Aにあ

るアイデアを利用して，ルシフェルの堕落を説明する（｢旧

約聖耆：列王紀上一マラキ書』のイザヤ14:12-15につい

ての注解,161ページも参照)。サタンは，常に神の力の支

配下にあることを生徒に思い起こさせる。また，主は御自

分に頼る者を常にお守りになることも思い起こさせる。賛

美歌「Hは暮れ」（『賛美歌』，92番）の3番の歌詞を読むか

歌う。
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イザヤ13－23章

はじめに
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『旧約聖書：列王紀上一マラキ害』にあるイザヤ13-23

章の「はじめに」(159ページ）を参照する。

,へ

学び取るべき重要な福音の原則

・主は，御自分の選ばれた民を懲らしめるために悪人をお

使いになることがあるが，悪事は最終的にすべての国民

の中で滅ぼされる（イザヤ13:6-11,19-22;14:

24-26参照。イザヤ10:5-27も参照)。

・前世で権威ある地位にあった霊ルシフェルは，自分自身

を神よりも高くして，御父のほかの子供たちを支配しよ

うとした。そのため，神の前から追い出されてサタンと

なった（イザヤ14:12-20参照。教義と聖約29:36;

76：25－28；モーセ4:1-4も参照)。

o約束されたメシヤとして，キリストは全人類の永遠の命
かき. しょくざい

の鍵を持っておられる。主の蹟罪によって，全人類は必

ず墓の中からよみがえる（イザヤ22：20-25参照。lコ

リント15:22;黙示l;18も参照)。

へ

へ

鯉
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また，主の日が来る前に，太陽は暗くなり，月は血に

変わり，星は天から落ちるであろう｡』（教義と聖約45：

40-42）

これは喜ばしい話題ではありません。わたしはこの描

写を好んでいるわけでもなければ，ますます多くの災難

が人類に訪れる日を楽しみにしているわけでもありませ

ん。しかし，これらはわたし自身の言葉ではなく，主が
しもべ

語られたものなのです。主の僕としてこれらのことを知

りながら，来るべき日に備えるために耳を傾ける人々に

対して警告の声を上げるのをためらうことができるでし

ょうか。そのような災難を目の前にして黙っていること

は罪ですI

しかしそのような悲観的な状況の中にも，明るい面が

あります。－それは，わたしたちの主がそのすべての

栄光のうちに来られるということです。主の再臨は，残

された者の霊的な状態次第で，栄えあるものにも恐ろし

いものにもなり得るのです｡」(･,PrepareYourselvesfor

theGreatDayoftheLord."inBrighamYoImg

Universityl98IFYresideandDevotionaノSpeeches

[1981年],66-67)

イザヤ24－35章0 掴

＃謬
賀､T,

TrII

, ‘剛

蝿辮；ニｰｰ里

はじめに

第24-35章になると，イザヤ書の内容はその時代の邪悪

な民に対して宣言された裁きから，終わりの時と福音の最

後の神権時代に対する預言的な教えに移っていく。イザヤ

は，自分自身の時代と救い主の地上での務め，そしてこの

終わりの時を実にはっきりと見た。このことを考慮すると，

イエス御自身が「イザヤの言葉はまことに偉大……である」

と言い，わたしたちに「これらのことを熱心に調べるよう

に」とお命じになったのも驚くべきことではない（3ニー

フアイ23:1)｡

学び取るべき重要な福音の原則
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再臨のとき，主は悪人を滅ぼし，義人を救われる（イザ

ヤ24-25章;33:15-17;34:1-10参照)。

キリストは御自身の復活を通して死に打ち勝たれ，全人

類が復活して再び生きるための道を開かれた（イザヤ

25:8;26:19参照。アルマll:44も参照)。

イエス・キリストを生活の土台として常に主に頼って強

さを求めるならば，わたしたちは堕落することがない

(イザヤ28:16;30:15-18参照。ヒラマン5:12も参

照)。

昔の預言者たちは，モルモン書の出現と，それが福音の

回復において果たす重要な役割について預言した（イザ

ヤ29章参照。エゼキエル37:15-17;2ニーフアイ3;

1lも参照)。

●

![1981年],66-67)

；イザヤ24：3－6を読ませ，イエス・キリストの再臨前と

：再臨時に，地が清められなければならない理由を見つけさ

；せる。5節には，清めはだれに対するものであると吾かれ

！ているか尋ねる。イザヤ25:9および26:2-4,7-9,13
；を読ませ，どのような人々がそれらの裁きを受けるか尋ね

Iる°イザヤ25:3-8および26:12,19-21を読み,再臨前

iと再臨時に,主が義人に対して何をされるか説明する。
：ベンソン大管長の言葉を思い起こさせ，特に「主の再臨

誉は，残された者の霊的な状態次第で，栄えあるものにも恐

；ろしいものにもなり得る」ことを強調する。どうすればわ

：たしたちは主の再臨に備えることができるか尋ねる。生徒

iとともに次の聖句の一部またはすべてを読み，生徒に手伝

：わせながら，わたしたちが備えるためにできることのリス

！卜を作る。lニーファイ22：16－22；教義と聖約1:12-

:14;38:30;45:32;64:23･義人は再臨を恐れる必要は
1なく、そのときに起きるすばらしい出来事を楽しみに待つ

；ことができることを生徒に理解させる。

鱗
{Ⅷ”；‘.蕊：

●

へ

●

教え方の提案

灘§イザヤ24－35章。義にかなった備えのできている者にと

って，イエス・キリストの再臨は栄えある出来事となる。

そうでない者にとっては，神の裁きの恐るべき時となる。

(40-50分）

「いざ救いの|ﾐIを楽しまん」（『賛美歌」5番）を敬わせ

る。再臨に先立つ災難について非常に多くのことが教えら

れているにもかかわらず，わたしたちがその賛美歌にある

ような，主の再臨についての歓喜と喜びの言葉を歌うのは

なぜかを尋ねる。イエス・キリストの再臨に関する，エズ

ラ・タフト・ベンソン大管長の次の言葉を読む。

へ
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イザヤ28:16-20・イエス・キリストを生活の土台と

し，常に主に頼って強さを求めるならば，わたしたちは堕

落することがない。（20-25分）

クラスに大きくて硬そうな石1個と，毛布1枚を持参す

る。それらを生徒に見せる。時間を与えて，それら二つの

ものを使ってイエス・キリストについて教える方法を考え

させる。何人かの生徒にアイデアを紹介させる。イザヤ

28:16-20を読ませ，イザヤが主について教えるためにそ

れらをどのように使ったか見つけさせる。次の質問をして

16節について話し合う。

・わたしたちがキリストを土台の石としなければならない

のはなぜですか。

・主はどのような点で「堅く」据えられた土台なのですか。

；‐
＋智IT

．
｜
凸
凹
州

「この世は，かつてないほどの争いの光景を見せるで

しょう。それでもなお，人々は天からの啓示に対して心

をかたくなにするのです。そして主の大いなる日が近づ

いていることを明らかにするために，さらに大いなるし

るしが与えられます。

『彼らは数々のしるしと不思議を見るであろう。これ

らは，上は天に，下は地に示されるからである。

彼らは血と，火と，立ち込める煙を見るであろう。
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イザヤ28:16とマタイ7:24-27およびヒラマン5:12を

相互参照しておくとよい。

イザヤ28：20について話し合う際，次のような人物を想

像させる。その人物は，背が高すぎて自分のベッドに入り

きれないうえ，持っている毛布は小さすぎて自分を覆うこ
しよくざい

とができない＠次の質問をする「それは，救い主の贈罪が

o人々は言葉で神を敬うが心では敬わない，とはどういう

ことですか。

・福音の回復とモルモン書は．どのような点で「不思議な

驚くべきわざ」なのですか。

・モルモン害は，どのようにして世の賢い人々の知恵を滅

ぼすと思いますか（イザヤ29:11-14参照)。

A:|

’
A1
i
’

及ばない生活とどのように似ていますか｡｣またその聖句は、

人が贈罪を受け入れさえすれば，蹟罪の効力が人を完全に

｢おおう」ことも思い起こさせてくれる。
しょくざ'､、 あかし

順罪の力について話し合い，証する際に．2ニーファイ

9:21;アルマ7:11-12;および教義と聖約19:15-19を

参照するとよい。

3人の生徒に，二人の宣教師とモルモン書について質問

する求道者のロールプレーをさせてもよい。残りの生徒は，

宣教師の役を演じている生徒に参照聖句を教えることがで

きる。求道者役の生徒が尋ねる質問として，次のようなも

のを準備する。ただし求道者は議論好きな人物ではなく，

素直に真理を求めている人とする。

o聖書には，モルモン書について何か書かれていますか｡

。なぜ聖書以外にも聖典が必要なのですか。

oなぜほかの教会はモルモン書を受け入れていないのですか。

・ジョセフ・スミス以外に金版を見た人はいますか。

・モルモン書が真実であり．ジョセフ・スミスが預言者で

あることは，どうすれば分かりますか。

何人かの生徒に．モルモン書に対する気持ちと，モルモン

書が自分の生活に及ぼしてきた影響について話してもらう。

イザヤ2B:23-29;BO-31章;BS-3フ章;40章。

主の力は人の力よりも無限に大きい。わたしたちが主を

｢待ち望む」とき，すなわち忍耐強く主を信頼して主への信

仰を持つとき，わたしたちは主の力を受けて試練や困難を

堪え忍んでそれらに打ち勝つ助けを得る。そして最終的に

は，主の約束されたすべての祝福を受ける。（35-40分）

次の質問をする。

・あなたが信頼している人にはどのような人がいますか。

なぜその人たちを信頼していますか。

・アマゾン川の危険な旅を安全に導いてくれる人として，

どのような人を信頼しますか。

・自動車を修理する必要があるときには，どのような人を

信頼しますか。

・手術を受ける必要があるときには，どのような人を信頼

しますか。

・救いの道の導き手として，どのような方を信頼しますか。

・主を信頼する必要があるのはなぜですか。

・主を信頼しないようにという誘惑はどのような形でやっ

てきますかロ

イザヤの時代，敵からの救いを求めていたイスラエルは，

主よりもむしろエジプトなどの近隣諸国を信頼したいとい

う誘惑に駆られた（イザヤ30:1-3，7:31:1-3参照)。

イスラエルの民はしばしば偽りの神々を礼拝し，主以外の

別のものに助けを求めていた。そのため、救われるために

は主を信頼して主に仕えることを学ぶ必要があった。

イザヤ30:15-17を読ませ，主がイスラエルの民に何を

約束されたか自分の言葉で説明させる。また，イスラエル

の民が信頼を寄せていたものについて，主は何と警告され

たか説明させる。それらの聖句をヒラマン4:13と相互参

’

’

霞み鱗雪一再暑夕毛駕>≦懸居三
いて預言する。（35-40分）

以下の活動は，モルモン書の出現に関するイザヤの預言

を生徒に理解させるのに役立つであろう。次の表は，モル

モン書が世に出されることに関するイザヤの預言と，それ

ぞれがどのように成就したかを比べたものである。右側の

欄にある参照聖句の順番を変えておき．個人やグループで

左右両方の欄の聖句を調べさせ，預言とその成就とを適切

に結ばせる。
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Ⅱ
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’
イザヤの預言について話し合う際に，以下の質問が役立

つであろう。

・昔の預言者たちがモルモン書の出現について知ってい

て，そのことを預言していたことを知ることは，今日の

人々にとってどのように役立つと思いますか。

・聖書の中のそのような預言は，人々をモルモン書の出現

に備えるうえでどのように役立つと思いますか。

・神が，預言者たちにそのような詳しい知識をお授けにな

るのはなぜだと思いますか。

・これらの預言は，神の先見の明について何と教えていま

すか。

・神が全知全能であられることを理解することは，神を信

頼するうえでどのように役立ちますか。

エゼキエル（エゼキエル37:15-17参照）やエジプトの

ヨセフ（2ニーフアイ3:ll参照),およびニーフアイ(2

ニーファイ27：6－23）など．ほかにもモルモン書の出現を

預言した昔の預言者がいる。

マスター聖句の節（イザヤ29:13-14)に印を付けさせ，

それらをジョセフ・スミスー歴史l:19と相互参照させる．

次の質問をする。
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用意してくださる（イザヤ38:17参照。ヤコブの手紙:､=.､

5:14-15,20;教義と聖約62:3も参照)。
へ照させる。次の質問をする。

・わたしたちは，なぜこれほど主の助けを必要としている
畜灘､､”

のでしょうか。救いの計画では，その理由についてどの

ように教えていますか。（わたしたちはだれもが罪を犯

し，堕落の影響下にある。そしてだれもがイエス・キリ
しょくざぃ

ストの犢罪を必要としている｡)

。もし主から助けや強さを得られないとすると，わたした

ちの将来はどうなると思いますか｡

全員でイザヤ30:18を読み，わたしたちが自分自身の力

に頼り続けて（そして失敗して）いる問に主が何をなさる

か説明する。次の質問をする。

・主を待ち望むとはどういう意味だと思いますか。

・主を待ち望む者が祝福を受けるのはなぜですか。

イザヤ30:19-21を読ませ，主が御自分を待ち望む者に

約束しておられる祝福を見つけさせる。

イザヤ36-37章を要約する。ここではヒゼキヤ王とエル

サレムの民が，主を待ち望むことについて学んだときのこ

とが記されている。この話がわたしたちの時代にどう応用

できるか生徒が理解できるように助ける。特に，主とその

戒めに信頼を置くことで，誤解や批判を受けるときにどう

応用できるか理解できるようにする。次のように尋ねる。

｢もしわたしたちがヒゼキヤのように忠実に待ち望んで堪え

忍ぶなら，どのようなことが起きるでしょうか｡」
あかし

イザヤ40:10-31は，主の力について証している。また

主が悪人を滅ぼし，主を待ち望む義人に報いられることが

証されている。幾つかの節を選んで生徒とともに読む。特

に28-31節は声に出して読むとよい。これらの節が真実で

あると分かったときの経験を紹介するか，生徒にそのよう

な経験を話してもらう。

イザヤ28：23－29では，主を信頼することについてイザ
あかし

ヤがさらに証している（『旧約聖書：列王紀上一マラキ書』

のイザヤ28：23-29についての注解,172ページ参照)｡こ

れらの聖句を通して，どのような状況に置かれようと尚

主は信頼できる御方であることを生徒に理解させる。

oタヒと苦しみはり御父の幸福の計画の一部である（イザヤ

38:10-20参照)。へ
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イザヤ38-39章。死と苦しみは，御父の幸福の計画の一

部である。(15-20分）

以下の質問をする。

・自分がいつ死ぬか知りたいと思いますか。

・それはあなたの残りの人生にどのような影響を及ぼしま

すか。

oそれは物質的および霊的なものに対する，あなたの価値

観をどのように変えますか。

イザヤ38:1を読ませ，次の質問をする。

・ヒゼキヤがイザヤの言葉を聞いて悩んだのはなぜですか。

・ヒゼキヤが祈った後，イザヤはヒゼキヤにどのような言

葉を伝えましたか（イザヤ38：4－6参照)。

・主は，約束がすべて果たされることを示すために，ヒゼ

キヤにどのようなしるしを与えると言われましたか（イ

ザヤ38：7－8参照)。

イザヤ38:10-20を読ませ，ヒゼキヤが死について話し
ひゆ

たときに用いた比嶮表現を見つけさせる。次の質問をする。
いや ゆる

｢ヒゼキヤが癒されたとき，赦しはどのような役割を果たし

ましたか｡」（イザヤ38:17参照)。次の質問をする。

・わたしたちは死を恐れるべきですか。

・福音はわたしたちに，福音なしには得られない希望を与

えてくれます。それはどのような希望ですか。

ヒゼキヤは自分が神によって救い出されたことを理解し

ていた｡そのことを示すためにｲげﾔ38:15-17を読む｡

苦しみを堪え忍ぶことは，どうして神の幸福の計画の一部

になるのだろうか。生徒に尋ねる。ヒゼキヤは，わたした

ちの人生は御父の目的にかなって用いるように与えられた
たまもり）

賜物であると教えている。その知識は人の生き方にどのよ

うな影響を及ぼすか生徒に尋ねる。
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イザヤ36-39章には，歴史の移り変わりが記されている。

アッスリヤによる侵略の脅威がなくなり，ユダの将来にと

って真の脅威となるバビロンの台頭が記録されている。こ

れらの章は，列王下18:13-20:19の話と非常に似ている。

へ学び取るべき重要な福音の原則

¥。

宮
一
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雪
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二
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はじめに
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イザヤ36-39章には，歴史的な出来事がおもに散文で害

かれている。それ以前のほとんどの部分は美しい詩的な文

体で書かれている。第40章以降も再びこの詩的な文体に戻

り，それが最後まで続く。第40-47章の主要なテーマは，

・主は，憐れみ深く思いやりがあり，その子らが御霊を感
ゆる

じて悔い改め，罪の赦しを受けられるよう様々な方法を
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の部屋
〔いや袖

言の椥勺

塁Y｝〃）不旺 ９
〃

ると言われました。そして，ある部屋へ通され，だれか

に会うことになっていると告げられました。部屋に入る

と,1段高い所に座っている御方がおられました。それ

はこれまでに出会ったことのない栄光に満ちた御方でし

た。わたしは前の方へ導かれ，その御方に紹介されまし

た。近づくと，その御方はにっこりと笑ってわたしの名

前を呼び，両手を差し伸べました。たとえ百万年生きた

としても，わたしは一生その笑顔を忘れないでしょう。

その御方はわたしを両手で抱きしめ，口づけをして，祝

福してくださいました。全身喜びに震えながら，わたし
くぎ

はその御方の足元に身を投げ出しました。そして釘跡の

あるその御方の足に口づけをし，深い喜びに満たされ，

まさしく天国にいるという気持ちを味わったのです。そ

のとき次のような強い思いがわき起こってきました。こ

れから80年かかろうとも，ふさわしい生活を送り，主の

御前に行き，そのとき主に会って感じた気持ちを再び味

わえるように，現在，そして将来にわたって自分自身の

すべてをささげようと｡」(MeJvinJBallard-Crusader

ibrRigflteousness[1966年],66)

あり，御自分を頼る者を救い，祝福し，強められる（イ

ザヤ40:12-31;41:8-29;43:14-21参照)。

・主は時折，主の業を成し遂げるために国々の指導者や民

に霊感をお与えになる。たとえその霊感がどこから来る

か指導者には分からなくても，主の導きを受け入れられ

るときにそれがおこる。（イザヤ41:1-4:45:1-4参

照)。
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教え方の提案
①
１
１

イザヤ40-4フ章。どのようなものであっても，偽りの

神々には祝福や救いをもたらす力はない。（25-35分）

お金，軍事用品，科学者や科学の機器，芸能界やスポー

ツ界の著名人，あるいは政権の象徴など，現代の偶像とな

り得るもの，または写真を見せる。また，救い主の絵も見

せる。これらのすべてに共通していることを尋ねる。（それ

らは，人々が幸福を得たり困難から救われたりするための

よりどころとなる｡）教義と聖約l:12-16を読み，それら

の聖句で主が偶像礼拝について何とおっしゃったか尋ねる。

17-23節を読み，主はわたしたちを将来に備えさせるため

に何をしてこられたか尋ねる。

イザヤは印象的な表現を用いて，イスラエルの神の力と

偶像の無力さとを対比している。クラスをグループに分け，

各グループに以下の6つの聖句から1つを割り当てる。（時

間やクラスの人数に比べて聖句が多すぎる場合は，イザヤ

40章；44章；および47章だけを用いる｡）

●イザヤ40:12-31

●イザヤ41:4-29

●イザヤ43章

●イザヤ44：6－28

●イザヤ46章

●イザヤ47章

グループで割り当てられた聖句を研究し，神の力と栄光．

および偶像や魔術の無益さについてイザヤが語ったことを

書き出す。特に現代の偶像に焦点を当てながら，見つけた

ことを発表する。

教義と聖約の中で‘主は偶像礼拝をバビロンと同列に扱

われている（教義と聖約l:16参照)。『旧約聖書：列王紀

上一マラキ書』にあるイザヤ47章の注解に付いているバビ

ロンに関する表(199-200ページ）について話し合う。メ

ルビン・』・バラード長老が幾つかの難問を解決しようとし

ていたときの以下の経験を読む。
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イザヤ40章。イザヤの預言はわたしたちに再臨について

教え，最後まで忠実に堪え忍ぶことができるよう希望をも

たらしてくれる。(15-25分）

イザヤ40章には，メシヤすなわちイエス・キリストにつ

いての幾つかの重要な教えが記されている。ジョージ・フ

レデリック・ヘンデルはl-ll節の大半を，その作品『メ

サイア』の中で用いている。もしCDやテープなどを入手で

きれば，イザヤ40章が引用されている箇所を幾つか選んで

聴かせる。（『メサイア』の中でイザヤ40章が引用されてい

るものは,「わが民を慰めよ｣,「もろもろの谷は高くせられ｣，

｢こうして主の栄光が｣，「よきおとずれをシオンに伝える者

よ｣，および「主は牧者のようにその群れを養い」がある｡)

生徒に注意深く聴くように言い，次に聖句のどの箇所が歌

われているか見つけさせる。クリスチャンではない人が大

勢いる中で，世界中の人々が救い主とその神聖な使命につ

いてのこの曲を歌っていることを説明する。この曲には，

人の心に感情的で霊的な影響を及ぼす大きな力がある。

この章を読んで話し合い，その教えを生活に応用するに

当たって，生徒用学習ガイドにあるイザヤ40章のための活

"JA,B,またはCを利用する。活動の後．生徒は自分を霊

的に鼓舞してくれる聖句を一つ選び，選んだ理由を残りの

生徒に説明する。その聖句を暗記し，自分を霊的に高める

必要のあるときに暗唱するよう生徒に勧める。
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教え方の提案

イザヤ48-66章 沙鵬鯨服烈懸砿藤播擬
たらす祝福について説明されている（教え方の提案は『｢|Ⅱ

約聖書」ビデオガイド」を参照)。

イザヤ49-54章。昔のイスラエルの民は，その悪事のた

めに散らされた。終わりの時にイスラエルは義を受け入れ

て集められる。(20-25分）

一人の生徒に信仰箇条第10条を暗唱させる（信仰箇条

l:10参照)。イザヤ18:2,7を読み，次の質問をする。

・イザヤは，信仰箇条弟10条に関係のあるどんなことにつ

いて語っていますか。

oイスラエルは，なぜ散らされなければならなかったので

すか(lニーファイ21:l参照)｡

・イスラエルが悪事のために散らされたとすれば，集めら

れるためには何をする必要がありますか。

黒板に以下の聖句を列挙する。生徒にそれらを読ませ，

集められることに関連する語句を見つけさせる。

●イザヤ49：5－6（帰らせ，集める，おこし，残った者を

帰らせる）

･イザヤ49211-12(大路，遠くから来る）

・イザヤ51:11(あがなわれた者は……帰ってきて）

･イザヤ52：8（帰られる）

●イザヤ54:14(堅く立ち）

次の質問をする。

・これらの語句は，物質的な集合とどのような関連がある

でしょうか。また，義になかった者となることとどのよ

うな関連があるでしょうか。

●イザヤ54：2－3の中で，シオンは何にたとえられていま

すか。（天幕｡)

・それらの聖句の中で、シオンの天幕を支えるものとして
くい

どのような象徴が用いられていますか｡(杭｡）

以ﾄｰの絵をコピーするか黒板に描き，イザヤ54：2－3の

汎|ﾘlに役立てる。
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はじめに

末日聖徒の著述家シドニー･B･スペリーは次のように

書いている。「〔イザヤ]40-66章の根底に流れるテーマは，
あがな

イスラエルの蹟いである。これらの章は，預言書に分類さ

れる旧約聖書の文献の中で，いわば珠玉の宝ｲTとさえ言え

るものである。その巧妙な美しい言葉追いで，イザヤは

人々を慰め，民が噸われて神の王国が地に打ち勝つときに

目を向けさせている｡」(TheSpiritofrheOﾉdTestament,

第2版[1980年],188)

イザヤ書のこの最後の部分には，イエス・キリストの生

涯と使命が述べられているが，これは恐らく旧約聖書の中
あかな

で最も偉大な言葉であろう。第48-66章を読みながら，贈

い主であられるキリストを信じるようさらに説き勧めるイ

ザヤに目を向ける(lニーフアイ19W23参照。『旧約聖書：

列王紀上一マラキ書」イザヤ48-54章の「はじめに｣，203

ページも参照)。
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学び取るべき重要な福音の原則

・昔のイスラエルの氏はその悪事のために散らされた

（イザヤ18:2，7参照)。終わりの時にイスラエルは義を

受け入れて集められる（イザヤ49:5-6,11-12,22;

51:11;52:8;54:7,14参照)。

・イエス・キリストはわたしたちの救い主であり，御父に
しょくざい

対する弁護者であられる。曠罪を成し遂げる中で，主は

全人類の苦難と罪を受け，復活によって死に打ち勝たれ

た。磧罪はわたしたちに，救いの計画を通して永遠の命

を得る機会を与えてくれる（イザヤ53章参照。モーサヤ

3:7-11;アルマ7:ll-12も参照)。

・人は全能者の思いと目的を完全に理解することはできな

い。したがって，わたしたちは信仰を行使して，主の知恵

（
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脚噸W
咄

へ

1K､

と勧告に頼らなければならない（イザヤ55：8－9参照)◎

･断食の律法に従うことによって，罪に打ち勝ち，啓示を

受けるための強さが与えられる。また，貧しい者を世話

するための手段が用意される（イザヤ58:3-12参照)。

●安息日を聖なる「lとして保つことによって，幸福と繁栄

がもたらされる（イザヤ58:13-14参照。教義と聖約

59:9-16も参照)｡

・罪はわたしたちを神から引き離すが，イエス・キリスト
しょくざぃ

の犢罪のおかげで，わたしたちは悔い改めて神のもとに

戻ることができる（イザヤ59章参照)。

●再臨の時，主は悪人を滅ぼし，義人を救い，福千年をお

始めになる（イザヤ63:4-6;64:1-3;65:17-25;

66:15-23参照。教義と聖約101:25-31も参照)。
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次の質問をし．生徒の答えを黒板に書き出す。

・天幕はどのような点でイスラエルの集合を象徴していま

すか。

・集合を助けるために，今わたしたちに何ができますか。

（例えば、福音の原則に従って生活する，よい模範を示

す，福音のメッセージを教会員でない友人に紹介する，

伝道に出る準備をする｡)

ゴードン･B･ヒンクレー大管長の次の言葉を紹介する。

イザヤ53:ll-12:ローマ8:16-17;および教義と聖約

76：92-95を読む。次の質問をする。

・死すべき世で受けたあらゆる苦しみの後で，主は何をお

受けになりましたか。

・主はそれをだれと分かち合われるのですか。

全員で，「主イエスの愛に」（『賛美歌』，109番)，「高きに

満ちたる」（『賛美歌』,112番).「いやしく生まれ」（『賛美

歌｣,ll3番）など，イザヤ53章の精神や趣旨，教えなどを

反映している賛美歌を1曲または数曲歌うか読むとよい。ニ

ール･A･マックスウェル長老の以下の言葉を紹介する。
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「目的なくさまよい，麻薬や非行，不道徳な行為，そ

してそれらにまつわるあらゆる罪悪に巻き込まれ、悲し

みの道を歩いている若人が非常に多くいます。夫に先立

たれ，親切な声や，愛に満ちた心からの気遣いを待ち望

んでいる人々もいます。かつては信仰を持って熱心だっ

たにもかかわらず，だんだんそれが冷めてきている人が

います。教会に戻ることを望んでいるのですが，どうし

たらよいのかまったく分からずにいる人も大勢います(。

彼らは優しく差し伸べられる手を必要としています。わ

ずかの努力があれば，その多くの人が，また戻って来て，

主の食卓で再び恵みにあずかれるようになります。

兄弟姉妹の皆さん，わたしには今，望み，祈っている

ことがあります。……困っている人，苦しみを抱えて困

難な境遇にある人を見つけ，愛の心をもって教会に導く

決心をしていただきたいのです。そしてその人たちが｝

教会員の力強い手と優しい心によって温かく迎えられ，

慰められ，支えられ，幸せの道を歩めるようにしてほし

いのです｡」（『聖徒の道」1997年1月号,99)

しょくざい

「この驚嘆すべき栄光ある贈罪は，人類史上あらゆる

ものの中心に位置する出来事です。ちょうどちようつが

いのように，すべてが贈罪に……かかっているのです｡」

(『聖徒の道』1985年7月号,74)
｜
｜I
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’
救い主とその犠牲に対する教師自身の気持ちを伝える｡

また，自分の気持ちを話したい生徒のために数分時間を取

る。

ゆる

イザヤ55：1－フ。キリストに来るすべての者は赦しと幸

福，および平安を受ける。(15-20分）

コップ1杯の水と一切れのパンを持ち上げる。イザヤ

55:1-3を読ませ，その中で水とパンについてどのような

ことが記されているかを見つけさせる。ヨハネ4:13-14

および6:47-51を読ませ、水とパンがだれを表している

かを見つけさせる。次の質問をする。「パンと水はどのよう

な点で救い主のことを適切に象徴していますか｡」

教義と聖約89:14を読む。次の質問をする。

・この聖句によれば，「命の糧」は何ですか。

・パンは何からできていますか。

・パンと水が命を維持するのに不可欠であるなら，キリス

トを象徴するパンと水から，霊的な命の源について何が

分かりますか。

エズラ・タフト・ベンソン大管長が総大会の最後に語っ

た以下の言葉を紹介する。

｜
｜

’

へ

鶴《鼻鱒霊夫言至言三謡是罐二垂
しょくざい

い主であり，御父に対する弁護者であられる。續罪を成し

遂げる中で，主は全人類の苦難と罪を受け，復活によって

死に打ち勝たれた。續罪はわたしたちに，救いの計画を通

して永遠の命を得る機会を与えてくれる。(30-40分）

生徒に，敵意に満ちた邪悪な人々に捕えられ，死刑を宣

告されたと想像させる。次の質問をする。

・あなたは最後に何と言いますか。

・一般的に、人が最後に語る言葉からどのようなことが分

かると言われていますか。（最後の言葉によって，その

人の大切なものが分かる｡)

モルモン書の預言者アビナダイは，邪悪なノア王とその

祭司たちによって殺された。アビナダイの最後の言葉には，

イザヤ53章の全文が引用されていることを説明する（モー

サヤ14章参照)｡

生徒用学習ガイドにあるイザヤ53章のための活動Aを行

わせる。その活動の中で救い主について最も印象に残った

ことを発表させる。『旧約聖書：列王紀上一マラキ書」のイ

ザヤ53章についての注解(210-213ページ）の内容を幾つ

か紹介してもよい｡
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「今回の大会において見事に打ち出された神聖な教会

の使命に対して，新たな献身の気持ちを持って，お帰り

いただきたいと思います。その使命とは，すなわち，

『キリストのもとに来るようにすべての人を招」（教義と

聖約20：59）くことで〔す｡〕」（『聖徒の道』1988年6月

号，89）
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

イザヤ55：3－7を読ませ，二つのリストを作らせる。一

つには主のもとに来る方法を記し、もう一つにはキリスト

のもとに来ることによって受ける祝福を記す。発表する時

間を与える。マタイll:28-30;モーサヤ26:30;および

モロナイ10:32-33を読ませ，キリストのもとに来る人々

八

I

Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ

Ａ

餌



A

A

A

八

A

A

A

に与えられるそのほかの祝福を見つけさせる。

≦ふざ菫醗悪童懸三割き鯆宇謝
って，わたしたちは信仰を行使して，主の知恵と勧告に頼

らなければならない。(15-20分）

クラスが始まる前に，教室の中に障害物の多いコースを

作り，机や列の間を曲がりながら進まなければならないよ

うにしておく。コースには本やそのほかの障害物を置く。

生徒の一人に目隠しをし．別の生徒に，目隠しをした生徒

が障害物の多いコースを進むのを声で導くように割り当て

る。

イザヤ55：8－9を読ませ，障害物の多いコースがそれら

の聖句とどのように関連しているか見つけさせる。次の質

問をする。

・目隠しをしていない生徒は，なぜ最善の道が分かったの

ですか。

●それは，わたしたちの視野を神の視野と比べることとど

のように似ていますか。

・目隠しをした生徒は，なぜ指示が出されるのか，いつも

理解していましたか。どんな危険があったか知っていま

したか。

・目隠しをした生徒が目隠しをしていない生徒の指示に従

ったのはなぜですか。

・これらの質問は，わたしたちと主との関係にどのように

当てはまりますか。

もう一度イザヤ55：8－9を読ませ，聖典に印を付けさせ

る。

神の道と人の道の違いについて教えるために．黒板に以

下の表を作る｡

生徒とともに，幸福、成功，および礼拝についての神の

勧告と人の勧告を表に記入する。完成したら，次の質問を

する。

。もし目隠しをした人が，同様に目隠しをした人から指示

を受けて障害物の多いコースを進んだとしたらと辱うなる

と思いますか。

・それは，霊感を受けていない人の勧告に従ったときの結

果とどのような点で似ていますか。

・神の勧告に従うとどのような結果が得られますか、

・すべてを御覧になり、すべてを御存じである神に従って

いると知るとき，どのような気持ちがしますか。

親や教会指導者の勧告に従いたくなかったが，後になっ

てその勧告が最善のものであったことを知ったときの経験

を紹介してもらう。

イザヤSB:3-14．断食の律法に従うことによって罪に

打ち勝ち，啓示を受けるための強さが与えられる。また，

貧しい者の世話をするための手段が用意される。安息日を

聖なる日として保つことにより，幸福と繁栄がもたらされ

る。（20-25分）

可能であれば，一人の神権指導者をクラスに招待し，断

食や安息日を聖なる日として保つことについて答えてもら

う。神権指導者には以下の質問リストを渡し，生徒がほか

の質問をするかもしれないことを伝えておく。指導者に．
あかし

これらの原則について証を述べてもらう。（必ず事前に計画

し，指導者が数日の準備期間を持てるようにする｡）

・断食は通常どのくらい続けるべきですか。

。｜析食をしている間に水を飲むことは許されますか。

・どのくらいの頻度で断食するべきですか。

・どのようなことのために断食するべきですか。

・断食献金はどのくらいの金額を納めるべきですか｡どの

くらいの頻度で納めるべきですか。

・病気のときは、断食するべきですか。

・子供は何歳から断食を始めるべきですか。

・断食をしていてイライラする場合はどうすればよいです

かロ

・断食とただ空腹でいることの違いは何ですか。

・安息日を聖なる日として保つためのよい方法にはどのよ

うなものがありますか。

・会社から安息日に働くように求められた場合はどうする

べきですか。

・安息日に宿題をしても問題ないですか。

。なぜ教会は、安息日にしてよいこととしてはいけないこ

とのリストを用意してくれないのですか◎

神権指導者の訪問を手配できない場合は，教師自身がこ

れらの質問の幾つかまたはすべてに答える。資料として

『福音の原則」(31110300)。第24-25章を用いるとよい。

話し合いの一部として，「若人の強さのために』から，日曜

日の過ごし方について記した部分（32-33ページ）を読む

のもよい。

イザヤ58:3-14を読み，主が断食と安息日の律法を心か

ら守る者に約束しておられる祝福を書き出し，それらにつ

いて話し合う。これらの節を，主が安息日について教義と

聖約59:9-14の中で明らかにしておられることと比較す

る。これらの福音の原則に従うことによって霊性を高める

よう生徒を励ます。

餌
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イザヤ59章。罪はわたしたちを神から引き離すが，イエ
しょくざい

ス・キリストの續罪のおかげで，わたしたちは悔い改めて

神のもとに戻ることができる。（25-30分）

ローマ8：35-39を読ませ，パウロがした質問を見つけ

させる。（わたしたちを神の愛から引き離せるものがあるだ

ろうか｡)イザヤ59:1-2を読ませ，何がわたしたちを主

から離れさせるのか見つける。パウロが言っているように，

神の愛は決して変わることはないが，罪を犯すと神の愛の

祝福を享受できなくなる（教義と聖約95:12も参照)。その

ことを理解できるようにする。この概念を視覚的に説明す

る方法として，生徒用学習ガイドのイザヤ59章にある図を

利用するのもよい。

イザヤ59：3，7で，イザヤは民が完全に罪にのめり込ん

でしまったことを印象的な方法で語っている。イザヤは体

の各部分を挙げることで，民がどのような神の律法を犯し

たか，現実的な意味でも象徴的な意味でも指し示した。こ

れらの罪こそがイスラエルの民が主から引き離された理由

であった。手，指．くちびる．舌、足，思いのそれぞれに

ついて、イザヤがどのような種類の罪を結びつけたか調べ

させる。もし義にかなった人について述べるとしたら，主

はこれら体の各部ついて何と言われると思うか生徒に尋ね

る。

しょくざい

わたしたちがどれほど善い行いをしようとも，蹟罪なく

して救われることはできないことを生徒が理解できるよう

にする。以下の図を黒板に描くか，絵のコピーを配付する。

参照聖句は記入するが，ほかの部分は空欄にしておく。

イザヤ59章を読ませ，この図が神のもとに戻ることとど

のような関係があるか見つけさせる。読みながら、生徒が

それぞれの箇所に該当する語句を書き込めるように助ける。

全員で2ニーフアイ25：23を読み，この聖句がイザヤ59章

をどのように要約しているか説明する。イザヤ59:1-2近

辺の余白に相互参照として2ニーファイ25：23と書かせる。

八

八

イザヤSO-SS章。終わりの時，再臨，および福千年の出

来事を理解することは，それらの大いなる出来事に備える

うえで役立つ。（25-35分）

黒板に線を引いて3つの欄を作り．それぞれの欄に「終

わりの時｣，「再臨｣，「福千年」と書く。今日はイザヤ書か

ら，それら3つの出来事について教えている聖句を学習す

ることを説明する。クラスを3つのグループに分け，各グ

ループにそれらの出来事の一つと，以下の聖句を割り当て

る。

●終わりの脇イザヤ60:1-15,22;65:2-16

●再臨。イザヤ63:1-6,15-16;64章;66:14-18

●福子年。イザヤ60:16-21:65:17-25

各グループに，割り当てられた出来事について学んだこ

とを報告させる。これらの聖句で，義人と悪人はどうなる

と記されているかに特に注意を払うよう指示する。

次のように尋ねる。「これらの大いなる出来事に備えるた

めに，わたしたちは何ができるでしょうか｡」『旧約聖書：

列王紀上一マラキ害』のイザヤ60－66章についての注解

(221-226ページ）で理解したことの中から，役に立つと思

うものを利用する。生徒は，これらの出来事に関する預言

の一部が成就しつつある今の時代に生きていることについ

て，自分の気持ちを話す。
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学び取るべき重要な福音の原則エレミヤはアナトテ出身のレビ人で，出身地であるアナ

トテの町はベニヤミン領内のエルサレムから北東数キロメ

ートルの場所にあった。エレミヤは，ヨシヤ王の統治から

ゼデキヤ王の統治に至る約40年間にわたって預言者として

の召しを果たした。預言者ハバクク，ゼパニヤ，リーハイ

およびそのほかの人々と同時代の人物である（｢イスラエル

とユダの王と預言者」の表,221-222ページ参照)。エレミ

ヤはユダ王国がバビロンの手に落ちることを預言し，後に

捕囚の時期を生き延びた。

末日聖徒の学者シドニー．B･スペリーは次のように書

いている｡「エレミヤは……自分の民の中に偶像礼拝や高き
まんえん

所での誤った礼拝，さらには異教の習慣が蔓延しているの

を見た。神殿の中には異教徒の偶像が立ちならび〔エレミ

ヤ32：34〕，子供たちがバアル，モレクに犠牲としてささげ

られ(7:31;19:5;32:35),特にバアルはなじみの深

い異教の神として礼拝されていた。……国民の宗教儀礼の

退廃には，当然のこととして，あらゆる種類の不道徳と不
あかし

義が伴い、預言者は頻繁にそれらを責める証をしなければ

ならなかった。貧しい者たちは忘れられた。エレミヤはほ

ぼ完全な背教の中に一人取り残されてしまったのである｡」

(TheVDiceofISrae/'sProphets[1952年],153)

エレミヤは，モルモンの場合と同じように，悔い改めを

拒んだため何の希望も見いだせない民の間で働くように召
わざわい

された。「それゆえ主はこう言われる、見よ，わたしは災を

彼らの上に下す。彼らはそれを免れることはできない。彼

らがわたしを呼んでも，わたしは聞かない｡」（エレミヤ

ll:11．モルモン2:15も参照）

世がますます邪悪になり，再臨が近づく''一'で，わたした

ちの時代の預言にも似通ったメッセージがある。すなわち，

預言者に従って悔い改めなければ，滅びるのである（黙示

9:20-21;16:9,11;教義と聖約l:11-16;43:22-

27参照)。

モルモン吉の預言者リーハイとニーファイは，エレミヤ
しんちゅう

の預言を幾つか知っていた。それらは真鋪の版に記録され

ていた(1ニーファイl:4;5:13参照)｡

・わたしたちは生まれる前に天の御父とともに生活していた。

御父は多くの人々を予任して地上で特別な責任を果たす

よう召された（エレミヤl:4-5参照。アルマ13:3;

教義と聖約138:53-56;アブラハム3:22-23も参照)。
しもべ

。たとえ民が拒もうとも，主は御自分の僕をお支えになる

（エレミヤ1:6-10,17-19;15:15-21;20:7-13;

26:12-15,24参照。イザヤ54:17;教義と聖約109:

24-29も参照)。

・わたしたちは自分の罪のゆえに罰を受けるが，罪そのも

のからもしばしば苦しめられる（エレミヤ2:19参照)｡

・この世の知恵と快楽のために主を捨てる者は，自分自身

の知恵には自分を救う力がないことを知らされる。そし

て，自らの罪が自分自身を罰するのを見るであろう（エ

レミヤ2:13-19参照)。

・罪に長くとどまり続けるほど，悔い改めが難しくなる。

罪に執着して離れない人は，悔い改める能力を失うことが

ある（エレミヤll:1-11,21-23;13:23;14:10-

12参照。ヒラマン13:38;教義と聖約101:7も参照)。

o主は，安息日を聖なる日として保つ者に祝福と繁栄をお

与えになる（エレミヤ17:21-27参照)。
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エレミヤ1：1－11．前世で，天の御父はエレミヤを預言

者として予任された。（2()-25分）

黒板に「エルサレムー紀元前約600年」と書く。その~トー

に，「リーハイと」と書く。生徒にlニー
埼
互
｜
ご
涙
予
‐
伊
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Ｅ
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宮
ミ
ヨ
二
一
二

ファイl:4を読ませる。リーハイがエルサレムにいたころ，

その町にいた預言者の数についてニーファイが何と語って

いるか尋ねる｡lニーファイ7:14を読ませ，そこでニーフ

ァイが名前を挙げている預言者を見つけさせる。黒板の空

欄に「エレミヤ」と書く。

エレミヤl:5を読ませ，エレミヤの預言者としての召し

についてそこから分かることを説明させる。次の質問をする。

・エレミヤを預言者として召したのはどなたですか。

・エレミヤはいつ召されましたか。

多くの人々は，わたしたちがこの地上にやって来る前から

存在していたという事実を理解していない。そのことを生

徒に伝える。預言者ジョセフ・スミスの以下の言葉を読む。

】

剴

虻

罫雪‐

一 ‘撫璃

エレミヤ1－1:9章

｣,f
‘.‘屯

＃蝶％γ溌
拙罰､甲竺守．

はじめに

エレミヤ1-19章で，預言者はこの後に続く預言と歴史

にかかわる章の土台を据えている。これら最初の章では，

エレミヤの召しと備え，またイスラエルの悪事に対するエ

レミヤの非常に厳しい非難が記されている。

エレミヤは反抗的な民だけでなく，主の言葉に公然と反対

する大勢の偽預言者に対してもその務めを果たした。これら

の章を読みながら，民が悔い改める見込みがないことを知っ

ていたにもかかわらず，どれほどエレミヤが民を救おうと努

力し続けたかに注目する。エレミヤのひるむことのない努

ﾉJから何を学べるか考える（モルモン3:12と比鮫する)。

諦
辛
Ｊ
Ｌ
卯
ｒ
，
‐
み
↑
‐

秤
‐
‐
五
『
貼
始
Ｙ
山
７
０
斗
壁

論
。
‐
Ｉ
蕊

「世に住む人々を教え導くために召された人は皆，こ

の世界が存在する前に，天上で開かれた大会議でその目

的のために聖任されたのです。わたしは，自分はその大

会議でまさにこの職に聖任されたと思います｡｣(Teach-

mgsoft/1eProphetJOsephSmith,365)
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灘
次のように尋ねる。「自分が1IIIを行うよう予任されている

か，どうしたら分かるでしょうか｡」（例えば，ふさわしいへ

画



…蕊熱溌撫熱撚蕊識議議溌蕊職瀧
IIIlIII

：蕊
'州
Ⅵ.u41

生活を送る，祝福師の祝福を読む，断食する，祈る，父親

の祝福を求める｡）

ある人が伝道の召しを受けたが，その人は次の点で自分

は不適当だと感じていて．召しを受け入れるのをためらっ

ているとする。

・わたしは聖文をあまりよく知らない。

・わたしは家を離れるにはまだ若すぎる。

・わたしは話しがあまり上手ではない。何を言えばいいの

か分からないだろう。

・わたしは人前に出るとおどおどしてしまう。

エレミヤl:6を読ませ，預言者に召されたときにエレミ

ヤがどのような気持ちを抱いたか見つけさせる。同じよう

に，ほかの預言者や教会指導者の中で，召されたときに自

分は不適当だと感じた人物を知っているか尋ねる。7-10節

を読み，以下について話し合う。

・主はエレミヤを慰めるために何と言われましたか。

。この聖句から，主の預言者について何が分かりますか

（『|日約聖書：列王紀上一マラキ割のエレミヤl:6-10

についての注解．253-254ページを参照)。

教会で召しや割り当てを受けたときの気持ちについて考

えるよう生徒に言う。次の質問をする。「エレミヤを御存じ

であるように，主はわたしたちのことも知っておられると

思いますか｡」

圧倒されたり不適切だと感じたりするのは預言者に召さ

れる場合だけではないことを理解させる。主は御自分の王

国において働くように召すすべての人を支え助けると約束

しておられる。そのことを知るとき、わたしたちは慰めを

受けることができる。総大会の神権部会で，トーマス．

S･モンソン管長は次のように語っている。

ていたことを説明する。水ためそのものが水を生じること

はなく，壊れた水ためは天から与えられた水を入れておく

こともできない。

この水ためについて．マリオン．D･ハンクス長老は次

のように語っている。

八

八

「わたしたちが神の代用として作り出すものには，実

際には水を入れておくことができません。『生ける水』

を拒めば拒むほど，わたしたちは得られたはずの喜びを

失うことになるのです｡」(ConferenceReport,1972年

4月,127;またはEnsign,1972年7月号,105)
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ｌ
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エレミヤ2:14-23を読み，次の質問をする。

・民を壊れた水ためのようにしていたのは，どのような罪

でしたか。

・主の選ばれた民が，福音の生ける水をまったく入れて

おくことのできないほど邪悪になってしまったのはなぜ

だと思いますか。

黒板に以下のリストを書き，参照聖句を調べさせてそれ

らの共通点を見つけさせる。

●カナン人-1ニーファイ17:33-35

●ノアの時代の邪悪な民一モーセ8:17,20

･ニーフアイ人一モルモン2:8,12-15

●ヤレド人一エテル15:6

●アモナイハの民一アルマ15:15

2ニーファイ26:11およびエテル2:9-10を読ませ，ど

のような状況になったら主は民を地から取り去られるか尋

ねる。

ユダの民は罪悪が熟していたことを生徒に理解させる。

エレミヤ2－35章は，悔い改めなければ滅ぼされるという

ユダに対する預言者の警告で満ちている。以下の幾つかま

たはすべての聖句について，エレミヤがユダに何と警告し

たか調べさせる。エレミヤ2:5-8:3:1-ll;5:1-8,

23-31:6:10-15:7:1-31;9:1-9:10:1-14:17:

19-27｡

これらの聖句を読みながら，民の罪のリストを作り，彼

らが悔い改めなかった理由について話し合う（『|日約聖書：

列王紀上一マラキ書』のエレミヤ2-19章についての注解，

254-261参照)。

以下の質問について話し合い，エレミヤの時代とわたし

たちの時代とを比較させる。

・現代の罪はどのような点でエレミヤの時代の罪と似てい

ますか。
こんにち

・エレミヤが民に対して行ったように，今日の預言者や使

徒もわたしたちに警告していると思いますか。それはな

ぜですか。

・預言者は，最近の大会での説教や教会機関誌の記事の中

でどのようなことについて警告していますか。

・人はどのようにして抜け出すことができないほどの大き

’

八

｜

’

へ

ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ「もし今わたしの話を聞いている兄弟たちの中で，召

しにこたえ，犠牲を払い，ほかの人々に祝福をもたらす

準備ができていないと感じる兄弟がいれば，『神は，御

自分が召される者をふさわしくされる』という真理を覚

えてください◎主はスズメが地に落ちるのさえも御存じ

です。ましてや，主に仕える人々を見捨てられるはずが

ありません｡」（『聖徒の道』1987年7月号,48参照）

八

綴二塁二悪｡冨薑鯛蕊製職表
ないことを知らされる。そして，自らの罪が自分自身を罰

するのを見るであろう。（35-50分）

クラスに幾つかの穴のあいたバケツまたは水差しを持参

する。それに水を注ぎ，水が漏れる様子を見せる｡次の質

問をする。「もし水がイエス・キリストの福音を象徴し，バ

ケツまたは水差しがわたしたちの生活を象徴しているとす

れば，穴は何を表していると思いますか｡」エレミヤ2:13

を読ませ，エレミヤの時代の民は、どのような点でこの穴

のあいた容器のようであったか調べさせる。水ためとは岩

に掘られた地下貯水池で，雨や泉の水を蓄えるのに使われ

謬
I

A

八

陶
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A

A

A

A

A

A

な罪に陥ると思いますか｡（『旧約聖書：列王紀上一マラ

キ書』のエレミヤ13:22-27およびエレミヤ15:1-14

についての注解，258,259ページ参照)･

生徒に，罪を悔い改めて預言者の警告に耳を傾けること

によって水ための穴をふさぎ、霊的な水が流れ出さないよ

う勧める。

エレミヤ14-2S章。サタンは，人々を惑わしてまことの

預言者から離れさせるために偽預言者を送る。（40-50分）

中身が空の玉子を事前に一つ作っておく。作り方は，ピ

ンや針を使って玉子の上下に小さな穴を開ける。片方の穴

から息を吹き込むと，玉子の中身が出てきて．殻だけが残る◎

穴を指で隠しながら，中身が入っている玉子と入ってい

ない玉子を見せる。二つの玉子に違いがあるか尋ねる。両

方の玉子を割り，中身に重要な違いがあることを指摘する。

黒板に「羊の衣を着たおおかみ」と書くc生徒に次の質

問をする。

・これはどういう意味だと思いますか｡

・二つの玉子とどのような関係がありますか。

マタイ7:15を読ませ，救い主はだれを指して羊の衣を着

たおおかみとおっしゃったか探させる。

エレミヤは何度か偽預言者と遭遇している。以下の表を

黒板に書くか，資料として配付する。参照聖句は記入して

おき，答えは空欄にしておく口生徒に参照聖句を調べさせ，

まことの預言者と偽預言者の違いを見つけさせる。

申命18:20;エレミヤ

14:14:23:16

イザヤ30：8－10；エ

レミヤ23：25－27，32

エレミヤ23:14

エレミヤ14:13

哀歌2:14

エレミヤ26:8-9,11

偽預言者の特徴

主によって遣わされていない。

偽りの預言をし，民が聞いて喜ぶこと

を話す。
かんいん

姦淫を促す。

安全と平安について偽りの約束をする。

罪を責めない。

まことの預言者を滅ぼそうとする。

まことの預言者の特徴

エレミヤ1：5－9

エレミヤ18:7-10

エレミヤ24：9－10；

2ニーファイ9：40

エレミヤ23：1－2，

11-13

エレミヤ20：4－6；

25:8-12

主によって召されている。

安全を得るための唯一まことの手段と

して，悔い改めと義にかなった生活を

教える。

たとえ苦痛を伴うものであっても，真

実を預言する。

偽預言者や祭司を罪に定め，罪を責め

る。

その預言は成就する。

I次のように尋ねる。「神によって遣わされていない人は，

|｜なぜ自分は神に代わって語っていると主張してはいけない

のでしょうか｡」申命13:5;エレミヤ14:15-16;および

23：9－40を調べさせ、主が偽預言者についておつしやられ

たことを挙げさせる。

|I主が偽預言者についてどう感じておられるか示すために，

｜エレミヤ28章にあるエレミヤと偽預言者ハナニヤの対決を
こんにち

j読ませてもよい（教義と聖約121:11-24も参照)。今日の

｜偽預言者と見なされ、神を信じるわたしたちの信仰を減ぼ

Iそうとする人々から自分自身を守る方法について話し合う◎

こんにち

エレミヤ1S:16(マスター聖句)。今日主が召さ

』回？ふれる宣教師は,ｴﾚﾐﾔが預言した｢漁夫｣や｢猟
'1師」の一部である。(15-20分）

I黒板に「漁夫」「猟師」と書く。生徒にそれぞれの仕事を

l1説明させる。また，どのような準備や道具が必要か．どの

｛程度の努力，時間，集中力が必要か説明させる。

llI黒板に「宣教師」と書き，「漁夫」「猟師」から「宣教師」

lIIまで線を引く。エレミヤ16:16を読み，次の質問をする。

1・宣教師の業は，どのような点で漁や狩りにたとえること

ができますか。

’。見つけ，教え，バプテスマを施し，改宗者を定着させる

|’ために，宣教師にはどのような技術が必要ですか。

L可能であれば帰還宣教師を一人招待して，真理を探し求

めている人々を見つけたときの経験を話してもらう。それ

lllIぞれの生徒に以下の言葉を配付し、全員で話し合うとよい。

’十二使徒定員会会員であったリグランド・リチャーズ長

；老は次のように語っている。

吻

「エレミヤの偉大な預言に記されている漁夫や猟師は，

どこで見つけることができるでしょうか。彼らはこの教

会の宣教師であり，また預言者ジョセフ・スミスが受け

た真理を世界に広めるために使者を送って以来，伝道し

てきた人々です。このように，彼らは出て行って漁や狩

りを行い，丘や山，岩の裂け目から人々を集めているの

です｡」(ConferenceReport,1971年4月,143;または

Ensjg刀、1971年6月号,99)

使徒のL･トム・ペリー長老は次のように語っている。

「今や，これまで以上に大勢の専任宣教師が必要とさ

れています。すべてのふさわしい若人が，預言者の声に

耳を傾けて伝道に出るように，今一度呼びかけたいと思

います。ビショップや支部会長の皆さんは，すべてのふ

さわしい、能力のある若人が伝道の機会にあずかれるよ

うにしていただきたいと思います。……

スペンサー．W・キンボール大管長は，伝道に出る若

い女性たちについて次のように述べています。『多くの

若い女性が専任宣教師として伝道に出ることを望んでい

ます。姉妹たちが主のために奉仕するのを，わたしたち

は喜んで歓迎します。長老たちのような義務や責任は，
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姉妹たちにはありませんが，無私の犠牲に対しては豊か

な祝福を受けるでしょう。人々を主のもとへ連れ帰ろう

という姉妹たちの気持ちを．主は喜んでおられます｡』

(PresidemKYmba"SpeaksOut[ソルトレーク・シテ

ィー，デゼレトブック社,1981年],30)｣(『聖徒の道」

1992年7月号，27）

エレミヤ20-29章"鰯息鐸

霧
貢．患~ｰ

篭

讓_ はじめに

エレミヤ20-29章には，バビロン捕囚寸前に，エレミヤ

が民に与えた教えと警告が記されている（列王下24-25章

参照)。ただしエレミヤは，単に悪人の滅亡を預言したので

はなかった。彼は救い主の来臨と末日における主の教会の

回復を見た（エレミヤ23章参照)。ほかの旧約の預言者たち

(イザヤ，エゼキエル，リーハイ，ホセア，アモス，ミカ，

およびゼカリヤなど）と|可じように，エレミヤは散らされ

たイスラエルがいつの日か集められること，ユダはその受

け継ぎの地に戻ること，そしてついには全イスラエルが大

いなる者となるのを見た。

学び取るべき重要な福音の原則

".,．､鰻4..＃i ハワード･W･ハンター大管長は次のように語っている。

「主は，この地上における教導の業に携わっておられ

たとき，招きとして，またチャレンジとして，ある言葉

を繰り返されました。ペテロとアンデレに向かい，キリ

ヒとストはこう言われました。『わたしについてきなさい。

あなたがたを，人間をとる漁|111jにしてあげよう。」（マタ

/f4:19)わたしたちは，人の魂を救い，人々をキリス

トのみもとに来るように招き，バプテスマの水へと導く

業に携わっています。それによって，人々が永遠の生命
・言．

に通じる道に沿って進歩し続けられるようにするので
_:､';:i

す。この世はイエス・キリストの福音を必要としていま

す。福音は世に平安をもたらす唯一の方法です。わたし

たちはイエスに従う者として，全世界の人々の間で愛と

理解の輪を広げるよう努めていかなければなりません。

これまでの預言者たちは，有能でふさわしいすべての若
,1，託､､ い男性は，専任宣教師として伝道に出るべきであると教
・藍‘

えてきました。わたしも今日，その必要性を強調したい

と思います。また，伝道に出る有能で経験豊かな夫婦も

大いに必要とされています。イエスは弟子たちに言われ

ました。『収穫は多いが，働き人が少ない。だから，収一,ﾆﾂ.

_….,』．

穫の主に願って，その収穫のために働き人を送り出すよ
－蕊 うにしてもらいなさい｡』（ルカ10:2)｣(『聖徒の道」

1995年1月号，98）

,一

。まことの預言者は，必ずしもわたしたちの知りたいこと

ではなく，知る必要のあることを語る（エレミヤ21:

1－7参照)。

o主の言葉は必ず成就する（エレミヤ28章；29：24-32参

照。エレミヤ32W26－27；36-37章;38:6-13;39:

15-18;教義と聖約l:37-38;3:1-3も参照)。

・心を尽くして主を求める者は，主を見いだすであろう

（エレミヤ29:13参照)。

・いつの時代にも偽預言者が現れて，まことの預言者に反

対する（エレミヤ28-29章参照)。

教え方の提案

へ

エレミヤ20-21章。まことの預言者は，主から命じられ

たことを語る。(15-20分）

預言者はわたしたちに，必ずしもわたしたちの知りたい

ことではなく，知る必要のあることを語る。そのことを生

徒に伝え，それがどういう意味か，またなぜそうなのか尋

ねる。これまでに預言者が与えてきた勧告の中で，一部の

人々から歓迎されていないもの，または従うのが難しい，

あるいは不都合だと思われているものを幾つか挙げさせる。

主が望んでおられることを人々に語るとき，預言者はしば

しば問題を抱えることを説明する。生徒にエレミヤ20:1-2

を読ませ、バビロンがユダを捕えて連れ去ると預言したため

にエレミヤに何が起きたか調べさせる（｢旧約聖書：列王紀

上一マラキ書」のエレミヤ20:1-6についての注解,263'､q

ージ参照)。エレミヤ20：3－6を読ませ，次の質問をする。

・罰を受けたことで，エレミヤは自らの預言を変えました

か。また，民が聞きたがっていたことを語りましたか。

（ユダの民が聞きたがっていたことの例として，エレミ

ヤ28:1-4を参照｡）それはなぜですか。

・エレミヤがパシュルの名前を「恐れが周囲にある」に変

えたのはなぜですか。それはどういう意味ですか（『旧

約聖耆：列王紀上一マラキ書』のエレミヤ20:1-6につ

いての注解，263ページ参照)。

ゴードン･B･ヒンクレー大管長は次のように語っている

“き：
.』...“”

「さて，ビショップとステーク会長の皆さんに宣教師

の奉仕について少しお話したいと思います。これは繊細

な問題です。今教会の中に，若い男性だけでなく若い女

性もすべて伝道に出るべきであるという考えが出始めて

いるようです。わたしたちはある程度若い女性を必要と
:；:＃

しています。姉妹たちはすばらしい働きをしますし，長

老たちが入れない家にも入ることができます。……

……大管長会と十二使徒評議会は若い女性の皆さん

に，皆さんには伝道に出る義務はないことをお知らせし

たいと思います。わたしのこの言葉に気を悪くされる方

がないことを望みますが，若い女性の皆さんは伝道に関

して，若い男性の皆さんほど義務感を抱く必要はないと

いうことです。中にはどうしても出たいという方もいら

っしゃることでしょう。そうであれば，両親やビショッ
．．.§，

プと相談してください｡それでも決心が変わらなければ，
．，：』

必要な手続きはビショップが知っています｡」（｢聖徒の

道」1998年1月号,61)
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生徒とともにエレミヤ28:5-9,13-17を読み，エレミ

ヤがハナニヤに何と答えたか，また主がその偽預言者に何

を行われたか話し合う。次の点を理解できるようにする。

すなわち，6節にあるエレミヤの返事は，承認したという

意味ではない。「アァメン。どうか主がこのようにしてくだ

さるように」という言葉は，皮肉の意味で言われたか，あ

るいは民が悔い改めてそのような祝福が可能になるように

という願いを表していたのであろう。次の質問をする。

。まことの預言者であるかどうかを判|折する方法の一つと

して，エレミヤはどんなことを挙げていますか（9節参

照。申命18:20-22も参照)。
こんにち

・今日の偽預言者に欺かれないようにするために，わたし

たちには何ができるでしょうか。

戒めを守ることが偽預言者に欺かれないようにするうえ
あかし

でどのように役立つか，教|'IIjの証を述べる。当時使徒であ

ったゴードン｡B｡ヒンクレー長老の次のメッセージを紹

介する。

エレミヤ21:1-7を読ませ，ゼデキヤ王がエレミヤにさ

せたかったことと，主がエレミヤを通してゼデキヤの質問

にどのようにお答えになったかを見つけさせる。次の質問

をする。

・エレミヤが，民の聞きたがっていたことを語ることがで

きなかったのはなぜですか。

。生ける預言者がわたしたちの|1Hきたがっていることだけ

を語らないのはなぜですか。

エズラ・タフト・ベンソン大管長は次のように語っている。

へ
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「生ける預言者が，わたしたちの知っておくべきこと

で受け入れ難いことについて教えるとき，その言葉に

どのような態度を示すかで，わたしたちの忠実さが試さ

れます｡」(.&FourteenFundamentalsinFollowingthe

Prophet,''1980DevotionalSpeechesoftheYear[1981

年〕，28）

ｰ宅作は

h,邦凰'

斑」ム

へ

エレミヤ23-29章。昔のイスラエルがそうしたように，

わたしたちはまことの預言者と偽預言者を識別できなけれ

ばならない。(20-25分）

次のように尋ねる。「どうすれば偽預言者に欺かれずに済

むでしょうか｡」現在の預言者の写真を見せ，彼が，主の選

ばれた預言者であることを確かに知るためにはどうすれば

よいか尋ねる。

「兄弟姉妹たち，わたしたちはこの混迷した困難な時

代を歩むときに，預言者の存在をどれほど感謝すべきで

しょうか。またどれほど感謝しているでしょうか。預言

者は神聖な知恵の言葉によって勧告を与えているので

す。わたしたちが心に抱く確信，すなわち神が御自分の
しらべ

お認めになった僕の口を通して御心を明らかにされると

I

いう確信は，わたしたちの信仰と行動のまことの基盤で

す。預言者がいなければ，何もないのです。そして預言

者を通してすべてが与えられるのです｡」（『聖徒の道」

1974年4月号,182)

エレミヤの時代には，まことの預言者たちが民に語って

いただけでなく，偽預言者たちも民に教えを説いていた。

エレミヤ23：9－34を生徒とともに読み，次の質問について

話し合う。

・これらの偽預言者や祭司はどのような悪事を行っていま

したか(9-17,24-32節参照)。

・主は，まことの預言者の特徴としてどのようなことを挙

げておられますか(18,21-22,28節参照。『旧約聖

書：列王紀上一マラキ害」のエレミヤ23章についての注

解,271ページも参照)｡

・それらの偽預言者にはどのようなことが起ころうとして

いましたか(12,15,33-34節参照)。

預言者ジョセフ・スミスの次の言葉を読み，学んだこと

を尋ねる。
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主は終わりの時にイスラエルとユダを回復すると約束さ

れた。エレミヤはそれらの約束を記録するように命じられ

た（エレミヤ30:1-3参照)。エレミヤ30-33章を研究し

ながら，この回復すなわち集合におけるアブラハムの聖約

とエフライムの部族の持つ意義について理解する。
「預言をして，人々を自分の教えに従わせようとする

とき，その人は，まことの預言者と偽預言者のどちらか

にならざるを得ません。偽預言者はいつもまことの預言

者に対抗して起こります。そして，真理に非常に近いこ

とを預言して，選民さえも惑わそうとします｡」(Teach-

mgsoftheProphetJOsephSmith,365ページ）

学び取るべき重要な福音の原則
蝋辮
畷‘，職

慰撫
。終わりの時には．長子の特椎を持つエフライムの部族が

最初に集められる。彼らは，イスラエルの家の残りの者

が集められるのを助ける責任がある｡このようにして，

主がその永遠の聖約を果たされるのを助けるのである（エ

レミヤ31:1-14,18-21,31-34;32:36-41参照)｡

・福千年の間，だれもが福音に従い，主を知る（エレミヤ

31:31-34;32:36-41参照)｡

11ざ．

この言葉を説明するために，エレミヤ27：6－14,19-22

を調べさせ，エレミヤがユダとバビロンについて預言した

ことを調べさせる。エレミヤ28:1-4,10-11を読ませ，

エレミヤに反対した偽預言者と，その教えを調べさせる。
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教え方の提案

霞謬三:蓑蒋演弛墓|皇憲二豐漂
(55-65分）

競近自分たちの地域で行われた大きなスポーツイベント

を思い起こさせ，そのイベントが楽しかったと思っている

人がいるのに対して，楽しくなかったと思っている人がい

るのはなぜか話し合う。次の質問をする。

・人によって，同じイベントに対する態度が異なるのはな

ぜですか。

・見方によっては、良いとも悪いとも取ることができる出

来事や時期として，ほかにどのようなものがありますか。

・再臨は喜びの時だと思いますか，それとも悲しみの時だ

と思いますか。

これから．終わりの時と福千年に関するエレミヤの預言

の幾つかを学習すると伝える。

エレミヤの預言の大部分は，バビロニア人によるユダの

滅亡と捕囚を扱ったものであると同時に．終わりの時の滅

亡についても語っている。しかし，エレミヤは終わりの時

に関して，多くのすばらしい出来事についても預言してお

り．義人にとって再臨がどのような形で大きな幸福の時と

なるかを理解するのに役立つ。

エレミヤの預言は幾つかの分野に分類できる。黒板に以

下の3つの分野を書き，生徒とともに関連する参照聖句を

読み，必要に応じて添付の資料を用いながら，それぞれに

ついてクラスで話し合う。

l.イスラエルとユダは集められ，自分たちの地に安全に住む。

●エレミヤ30:3,8-11,17-18｡イスラエルとユダ

が捕囚から帰還するという預言が成就するのは1度

だけではない。この預言は．バビロンでの70年にわ

たる捕囚の後，主がクロス王にユダヤ人のエルサレ

ムへの帰還を許可するように霊感をお与えになった

ことについて述べている（エズラl:1-2参照)。ま

たli1時に，終わりの時にユダヤ人が母国へと帰るこ

とや，行方の知れない部族が北の国々から帰還する

ことについても語っている（教義と聖約133:ll-35

参照)。

●エレミヤ31:1-20．主はこれらの節で，主御自身が

イスラエルとユダの集合をお導きになることを繰り
あかし

返し証しておられる(1-4､8-11節参照)。主はそ

の子らを見守り，集めるための助け手として，「エフ

ライムの山の上に立って」「見守る者｣，すなわちス

テーク会長，ビショップ，宣教師，ホームテイーチ

ャー．およびその他の人々を召される（6節･エゼ

キエル3:16-21も参照)。これらの見守る者のうち

で最も重要な人物が末日の預言者であり，彼らはイ
かぎ

スラエルの集合の鍵を受けている（教義と聖約llO:

ll参照)。

鯉

'蝋撫■蕊!'制1，姉'‘伽I‘i,%|‘‘j‘I 蕊識蕊鱸…
これらの見守る者は「イスラエルの残りの者」を

はて

「北の国」から，そして「地の果」から集める（エレ

ミヤ31:8．教義と聖約133:26も参照)｡エレミヤ

31:9で「泣き悲しんで」と述べられているのは，

何世紀にもわたる苦しみが，イエス・キリストを拒

んだことに起因していることを民が理解したためで

あろう（エレミヤ50：4：ゼカリヤ12:10参照)。そ

の悲しみを．預言者を心に留め、「来てシオンの山で

声高<歌〔う〕」人々の歓喜と比較する。

長子の特権を持つ部族として，エフライムはこの

集合において重要な役割を担っている（エレミヤ

31:9,18-20参照。申命33:13-17;教義と聖約

133:26-34も参照)｡

●エレミヤ33:16．主がユダとイスラエルをお集めに

なるとき．彼らは自分たちの地に安全に住む（エレ

ミヤ23：5－6も参照)。これは敵と，自らの罪の結

果から守られることを意味する、

2.ユダとイスラエルは，イエス・キリストを自分たちの主

および救い主として受け入れる。

●エレミヤ30:8-9:33:15･これらの節について，

ブルース･R･マッコンキー長老は次のように解説し

ている。

「ダビデの枝がキリストであることは明白である。よ
いにしえ

って，主がダビデとも呼ばれること，主がその古の先祖

の王座に就いて永遠に統治する新しいダビデ，永遠のダ

ビデであられることが分かる｡｣(ThePromisedMe-

ssiah,193．イザヤll:1;エレミヤ23:5-8も参照)｡

●エレミヤ32：37-42･これらの聖句で，エレミヤは

ユダヤ人がその約束の地にだけでなく，まことの教

会に戻ること，そして主が「彼らと永遠の契約を立

て〔られる〕」ことを預言している（40節)。これま

でに大勢のユダヤ人が教会に加わり，今後さらに大

勢が加わるに違いない。しかし，この約束はまだ完

全には成就していない（3ニーファイ20：29－46：

21章参照)。ブルース･R・マッコンキー長老は次の

ように書いている。

「ユダヤ人の大いなる改宗，彼らが一つの国民として

真理に立ち返るのは、メシヤの再臨に続いて起こること

になっています。極限の状況と悲嘆の中で，その日堪え

ることのできた者はこう尋ねるでしょう。『｢あなたの両

手と両足のこの傷は何ですか」……。そのとき，彼らは

わたしが主であることを知る。わたしは，「この傷は，

わたしの友の家で負った傷である。わたしは上げられた

者である。十字架につけられたイエスである。神の子で

ある」と彼らに言うからである｡』（教義と聖約45:51-

52；ゼカリヤ12:8-14:13:6)｣(MormonDoctrine,

722-723）
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：参照)．次に東に移動してイスラエルの近隣諸国について預

ミ言し（エレミヤ47-49章参照)，東のバビロンについての預

；言で結んでいる（エレミヤ50-51章参照)。エジプトとバビ

，ロンはエレミヤがその務めを果たしていた期間にエルサレ

：ムの支I)肥椎を争った2大勢力であった。

ミエレミヤ書は，エルサレムの捕囚と滅亡の詳細で結ばれ

ミている（エレミヤ52章参照)。詳しくは，『聖句ガイド』「エ

；レミヤ」（57-58ページ）を参照する。

；学び取るべき重要な福音の原則

福千年のとき，人々は主を知り，主の律法がその心に記
對」/〕フ

ご4しつ○

・エレミヤ31：31－34．主を知るとは，主の律法と儀

式を理解して守り，聖霊とともにいることを意味する。

預言者ジョセフ・スミスは次のように教えている。

７
，
Ｊへ

謝呼

鰯，再皇

「わたしたちが出版する啓示を調べなさい。また真埋

を明らかにしてくださるように，御子イエス．キリスト

の名によって，天の御父に求めなさい｡そして，もしあ

なたがたが何も疑わずに，御父の栄光にひたすら|-lを向
みたま

けてそれを行うならば，御父は聖なる御霊の力によって

答えてくださるであろう。そのとき，あなたがたはほか

の人によらず，自分自身で知るのである。そのとき，あ

なたがたは神の知識について人に頼らなくて済むように

なる。また，憶測する必要もなくなる。人をお造りにな

った御父から指示を受けるとき，人は，御父が自分をとﾞ

のように救われるかを知るからである｡｣(Teachi"gsoZ

theProphetJosephSmith,11-12)
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;o主が預言者にお与えになる啓示は，耳を傾ける人々を備

享え，祝福する（エレミヤ42-44章参照)。

；・主は悔い改めた人を受け入れられるが，反抗的な人々は

どの家系や国民に属するかにかかわらず罰せられる（エレ

ミヤ46:1-2,27-28;47:1;48:1-2,47;49:1-

;8,23-39;50:1-3,17-19,33-34;51:5参照)｡

号教え方の提案
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エレミヤ34－52章。主は耳を傾ける人々を備え祝福する

ために，御自分の預言者に未来を明らかにされる。(40-60

分）

次のように尋ねる。「あなたの周りで，易者や霊能者，占

星術帥などに未来を占ってもらった人がいますか｡」次の質

問をする。

・そのような習慣について，主は何とおっしゃいましたか

（申命18:10-14参照)。

●それらの誤った習慣よりも優れたものとして，主はわた

したちにどのような助けを与えてくださっていますか。

（祈り，聖文，祝福師の祝福，そして特に預言者｡)

以下のことについて話す。エレミヤの預言の一部は遠い

将来の川来事を予告したものであったので，多くの人々は

それらが成就するのを見ることがなかった。しかし，エレ

ミヤの預言の多くはその生涯の間に成就した。預言は神の

先見の明に基づいて与えられるので，わたしたちはそれら

がすべて成就するという確信を持つことができる。

エレミヤ34:1-3;37:1-10;および38:17-23を読ま

せ，エレミヤがエルサレムとその指導者に起こると語った

ことを挙げさせる。エホヤキム王がエレミヤの預言にどの

ように答えたか話す（エレミヤ36:1-7,14-16,20-26

参照)。エレミヤ36：28-32を読み，主はエレミヤに何をす

るように言われたか尋ねる。

エレミヤ37:1-2,15-21;38:1-6を生徒とともに読

み，エレミヤの預言に対してゼデキヤ王とそのつかさたち

がどのような反応を示したか挙げさせる。次の質問をする。

・それらの聖句から，エレミヤについて，また多くの預言

者についてどのようなことが分かりますか。

・現代の預言者は，主の業を行うときにどのような問題や

試練，困難に直面すると,IL!いますか（例えば，教義と聖

約122章参照)。

わたしたちは今神を知ることができるが，これら

の聖句が完全に成就するのは，主が自らわたしたち

の中にお住みになる福千年の間であると思われる

(教義と聖約84:96-100参照)。ジヨセフ・フイール

デイング・スミス大管長は，エレミヤ31:31-34に

関して次のように語っている。
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「この預言が成就するためには，多くの教会員が悔い

改めて，もっと熱心に聖文を研究し，祈り，福音の律法

と戒めに従う必要があります。もしこれらのことを行わ

ないならば，主が御座に着いて，統治するために主の主，

王の王として降りてこられるその大いなる日に，主の前

から絶たれるでしょう｡」(ConferenceReport,1963年

10月,21-22)

蝋4，郷州
､仙1

+'､咄踊,‘‘
WlLf
t

F1u

一
Ｆ
ｆ
‐
二
牙
△
“
｜
ｒ
ｆ
一
隅
一
一
鄙
二
二
宮
鄙
亘
ご
・
一
ご
こ
ぎ
野

へ
夕
亘
宮
二
一
．
一
二
ざ
一
巽
亘
伊
琶
鍔
鍔
‐
一
串
幸
工
房
鍔
鍔
‐
一
鍔
吋
‐
洞
」
円
創

ら

■
日
日
け

エレミヤ34－52章q
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はじめに

エレミヤ34-52章は，ユダとその指導者に対するエレミ

ヤの預言の続きであり，エレミヤはそのために迫害され，

投獄された（エレミヤ34-38章参照)。これらの預言は，エ

ルサレムがバビロニア人の手に落ちたときに成就した。多

くのユダヤ人が捕らえられてバビロンに連れて行かれた一

方で、一部の者はエジプトに逃れたが，彼らはエレミヤも

連れて行った（39-45章参照)。

イスラエルのほかの預言者と同様，エレミヤはイスラエ

ルを取り囲むもろもろの異国民について預言している。エ

レミヤはまず西のエジプトから預言を始め（エレミヤ46章

丸‘1，
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エレミヤの時代の民は，エレミヤの勧告と警告の大半を

拒んだ。エレミヤ39:1-9(および教師が希望する場合は

エレミヤ52章）を生徒とともに読み，エルサレムとゼデキ

ヤ王に何が起きたか読む。次の質問をする。「それらの出来

事はエレミヤが予告したこととどのくらい似通っていまし

たか｡」

自分が下す，あるいはこれまでに下してきた決断が．後

の自分にどう影響するか考えるように生徒に勧める。

そのような悲劇のただ中にあっても，一つの良い模範が

見られたことを生徒に伝える｡エレミヤ38:7-13を読ませ，
ちかろう

エレミヤが地下牢の中で飢えていたときに，エレミヤを救

うためにだれがやって来たか調べさせる。エレミヤ39：
しもべ

15-18を読ませ，預言者を信じた異邦人の僕エベデメレク

に起きたことと，預言者を拒んだユダヤ人の王ゼデキヤに

起きたこととを比較させる（使徒10:34-35参照)。モルモ

ン書を読むと，エルサレムの陥落時にゼデキヤの息子がす

べて殺されたわけではないことが分かる（オムナイl:

14;ヒラマン8:21参照)。

エルサレムが陥落した後でさえも，人々は預言者の勧告

になかなか従えずにいたことを話す。次の質問を黒板に書

くか，紙に書いて配付する。

・ヨハナンとほかの人々は，エレミヤに何をしてほしいと

思っていましたか。

o彼らは「幸を得る」ように，エレミヤと主にどんな約束

をしましたか。

・主はエレミヤを通じて彼らに何と言われましたか。

・その勧告に対して彼らはどう反応しましたか。

・エレミヤはエジプトで最終的にどうなりましたか。

エレミヤ42：1－43：7を生徒とともに読み，黒板の質問

のどれか一つに対する答えを見つけた時点で手を挙げさせ

る。次に一人の生徒を指名し，質問に答えさせる。

次の質問をする。

。なぜ人々は主に導きを求めておきながら、導きを受けた

ときにはそれに従わないのでしょうか。

・主の勧告に故意に従わない人にはどのようなことが起き

ますか。

エレミヤ44:21-30を読ませ，それらの反抗的なユダヤ

人について予想したことが正しかったかどうかを確認する。

エレミヤと預言者に従うことについて，一つか二つの段

落で学んだことを書かせる（注意：時間がある場合は，生

徒とともに44章すべてを学習するとよい。この章は．人々

が自分たちの不従順をどのように正当化するかを表した好

例である｡）

工レミヤ49:フーBgo主は悔い改めた人を受け入れられ

るが，反抗的な人々はどの家系や国民に属するかにかかわ

らず罰せられる。（20-30分）

次の質問をする。

。もしお金や言語に何の問題もないとしたら，どこにいち

ばん行きたいですか。

。避けた方がよいと思う国はありますか。それはなぜです

か。

・外国について学ぶには，どうしたらいいですか。

生徒に，これからエレミヤの時代に存在した幾つかの

国々について学ぶことを伝える。それらの国民が義にかな

った状態にあるかどうか考え，エレミヤが彼らに関して預

言した事柄を見つける。

グループごとに次の聖句を割り当てる。これらの聖句は

エレミヤの時代の有名な場所について述べている。

●エレミヤ46:1-13(エジプト）

●エレミヤ47章（ペリシテ人の地）

●エレミヤ48:1-16(モアブ）

●エレミヤ49：7－22（エドム）

●エレミヤ49：23－27（ダマスコ）

●エレミヤ49：30－33（ハゾル）

●エレミヤ49：34－39（エラム）

●エレミヤ50:1-14(バビロン）

可能であれば，各グループに現在の世界地図を渡すか，

大きな世界地図を黒板に掲示する◎

各グループに担当の聖句を読ませ，聖句に記されている

場所の名前を見つけさせる。次に『聖句ガイド』の「地図

と地名索引」を使って，その場所を『聖句ガイド」の地図

上に見つけさせる。それから現在の地図上にそれに該当す

る場所または国を見つけさせ，次の質問に答えさせる。

・それらの民に関する預言は望ましいものでしたか，それ

とも望ましくないものでしたか。

・エレミヤは，彼らにどのような滅亡が来ると預言しまし

たか。

・聖文はそれらの人々が邪悪であったと伝えていますか，

それとも義にかなっていたと伝えていますか。

グループで見つけたことを，一人の生徒が代表して発表

する。代表者は，担当した聖句の中でエレミヤがどの国に

ついて預言しているか話し，その場所を現在の世界地図上

に示してもらう。それぞれの預言は，エレミヤが預言した

とおりに成就したことを生徒に伝える。

現代の世界について話し合うことにより．このレッスン
こんにち

を今日に応用する。次の質問をする。

・国民全体に与えられる祝福にはどのようなものがありま

すか。

・伝道の業が広まり，近代の神殿が置かれていることは，

主が地のすべての人を祝福しようとしておられることを
あかし

どのように証していますか。

・すべての人が主の祝福を受けたいと同じように強く望ん

でいると思いますか。

・わたしたちは全世界に福音を広めるのを手伝うために何

ができますか□
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)には神殿とモーセの律法がある<のユ ダヤ人は，自分たちには神殿とモーセの律桂

エルサレムが征服されるのを主が許されるこ とは決一一~ので，

してな

言者た

哀歌1－5章へq
たことを生徒に思い起こさせる。偽預いと感じていたことを生徒に思い起こさせる

ちは，エルサレムは安全であるとさえ預言し
hL
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(エレミヤ28:1-4,15-17参照)｡

哀歌2:1-7を読み，以下のような質問を用いて， 神殿
や‘蝿鼎一

がどうなったか話し合うc

・神殿があることで，エルサレムとユダヤ人はどのくらい

守られましたか。

・民が非常に邪悪であったとき，主は神殿についてどのよ

うにお感じになっていましたか（『旧約聖書：列王紀

上一マラキ書』の哀歌l:12-22および2:1-10につい

ての注解，268ページ参照)。
こんにち

・主が今日与えてくださっている神聖な建物や儀式にはど

のようなものがありますか。

はじめに
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古代のユダ王国では，亡くなった友人や親族について哀

悼の詩を書いて歌うことがよくあった。エレミヤは愛する

街エルサレムを亡くなった人に見たててそれを行った。哀

歌では，聖なる街の滅亡に対するエレミヤの悲しみが吐露

されている。この書のへプライ語の表題は「eikhah｣(「ど

うして」の意）であり，これはこの書の害き出しの言葉

(訳注一日本語の聖書では「ああ」と訳されている）から

取られている（哀歌l:1．2:1;4:1も参照)｡この表題
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・わたしたちに，それらに入るふさわしさがないなら，神

殿があるというだけで守りが得られると思いますか。

。主にとって，神聖な建物や儀式以上に大切なことは何で

すか（サムエル上15:22-23参照)。
〈らやみ

・わたしたちが暗闇のただ中にあって義にかなっているな

らば，主はわたしたちにどのような守りを与えると約束

されましたか（教義と聖約45:66-71参照)｡

困難に直而するとき，義にかなった教会員であることが
あかし

どのような形で守りとなり支えとなるか教師の証を述べる。

主のすべての約束を享受するためには，わたしたちは強い

証を得る必要があり，また雄々しくなければならない。
あわ

哀歌1－5章。主は罪人に対して憐れみと思いやりを持ち，

彼らが悔い改めるのを喜んでお助けになる。主の預言者も

同様である。(20-25分）

非常に悲しかった経験について思い浮かべさせる。その

ような悲しみを感じる理由を幾つか挙げる。マタイ23：

37－39；モルモン書ヤコブ5：40－42；教義と聖約76：

25－27；およびモーセ7：28－29，32－33をともに読み，

時々主が悲しまれる理由を列挙する。

預言者もまた深く思いやる心を持っている。モルモン書ヤ

コブl:19-2:3;モルモン6:16-22;l二一フアイ8:

37；およびモーセ7:41を読ませ，これらの預言者が感じて

いた気持ちとそのJII!|+|について話し合う。以下の質問をする。

・民から拒まれて命をねらわれたにもかかわらず，彼らが

怒りではなく悲しみを感じたのはなぜだと思いますか。
こんにち

・わたしたちの預言者は，今日わたしたちにどのようなこ

とを望んでいると思いますか。

エレミヤは悔い改めを説いたが，民は悔い改めず，エル

サレムは滅んだことを生徒に思い起こさせる。その悲しい

出来事の後に，エレミヤは哀歌を書いた。哀歌を言いてい

たとき，エレミヤはどのような気持ちだったと思うか尋ね

る（『旧約聖書：ダl1王紀上一マラキ書」「バビロニア捕囚」

の「はじめに｣，263ページ参照)｡それぞれの生徒に哀歌か

ら一つの章を選んで読むように指示し，エレミヤの悲しみ

と．悲しんでいた理由が最もよく述べられていると思う箇

所を選ばせる。何人かの生徒に見つけたものを発表させる。

マタイ23：33-38を読み，そこに言い表された救い主の気

持ちとエレミヤの気持ちがどのように似ているか話し合う。

には，エルサレムの運命に対する衝撃と失望の混じり合っ

た思いが込められている。哀悼の詩は旧約聖書に収められ

ているほとんどすべての預言書に見られるが，言全体がこ

の文学形式だけで構成されているのは哀歌だけである。

詩歌は様々な文化において胸を刺すような感情を表現す

るのに用いられており，哀歌はその全体が入念に糸Mみ立て

られた詩歌で書かれている。第1－2章および第4章は「ア

クロスティック」（折り句の一種）になっている。つまりこ

れらの各章は22節で構成されており，一つ一つの節の始ま

りがヘブライ語全22文字の一文字から始まり，しかもへプ

ライ語のアルファベット順になっている。エリス･T･ラ

スマッセンは次のように書いている。「アルファベット順ア

クロスティック詩が持つ効果の一部は，その詩がテーマと

している様々な感情のすべてが，詩の中で採り上げられて

いるという印象を与えることである｡｣(ALatter-daySamt

CommentaryontheOldTestament(1993年],577-578)

第3章は66節（22の3倍）から成り，同じくアクロステ

ィックになっている。この章では最初の3節がへプライ語

アルファベットの最初の文字で始まり‘次の3節が2番目

の文字で始まるという具合に続いていく。5章は22節で構

成されているが，アクロスティックではない（｢聖句ガイド」

｢哀歌｣，7ページ参照)。

学び取るべき重要な福音の原則
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・わたしたちは教会員であるというだけでは救われない。

わたしたちは忠実で雄々しくなければならない（哀歌

l:1-8,16-22;2:1-7参照)。
あわ

・主は罪人に対して'|謀れみと思いやりを持ち，彼らが悔い

改めるのを喜んでお助けになる。主の預言者も同様であ

る（哀歌3:22-26,31-32,40,58;5:21参照。2ペ

テロ3：9；アルマ34:15-18も参照)。
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教え方の提案

哀歌1－2章。わたしたちは教会員であるというだけでは救われ

ない。わたしたちは忠実で雄々しくなければならない｡(20-30分）

黒板に「哀歌」と書き，その意味を知っているか尋ねる。「エ

レミヤの哀歌｣の「はじめに」の部分に書かれている事柄を紹介

し，この書にそのような名前がつけられた理由を理解させる。

哀歌l:1-8,12-20を調べさせ，エルサレムが滅びた

理由を見つけさせる。それらの理由を黒板に列挙する。多

一
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紀元前約597年､エホヤキン王がネブカデネザルによって
とら

退位させられて囚われの身となったときに，エゼキエルも

またバビロンに連れて行かれた（列王下24:6-16参照)。

エゼキエルはその地で預言者としての召しを受け，捕囚さ

れた此の中で働くこととなった(エゼキエル1:1-3参照)。

紀元前587年，バビロニア人はエルサレムを滅ぼし，その住

民の大半をバビロンに連れて行った（エゼキエル24:21-

27；列王下25章参照)。エゼキエルはそのときから少なくと

も11年にわたって．それらの柚|人lされた民の中で預言し続

けた（エゼキエル29:17参照)。

主は不従順なイスラエルに対し，エゼキエルを通して譽
あわ

告と裁き，そして憐れみの声を上げられた。主が怒りなが

らも怖い改めを望んでおられたことは疑う余地はなかった。

エゼキエル吉は，神がそのすべての子らを管理しておられ，

御自分のもとに来るよう望んでおられることを教えている。

この書には「あなたがたはわたしが主であることを知るの

である」という言葉が（多少表現の異なるものも含めて）

少なくとも65か所ある。以下はエゼキエル害の概観である。

1.導入｡エゼキエルの召しと任務(エゼキエル1－3章参照）

2．ユダとエルサレムに対-する預言。最終的にはバビロニア

人によるエルサレムの陥藩と捕囚に至る（エゼキエル

4－24章参照）

3．周囲の国々であるアンモン，モアブ，エドム，ペリシテ､

ツロ。シドン，およびエジプトに対する預言（エゼキエ

ル25-32章参照）

4．救い主が地上に戻って来られる前に起こるイスラエルの

回復についての預言（エゼキエル33-39章参照）

5．将来エルサレムに建てられるｷ'l'殿と，そこでの礼拝の方

式についての示現（エゼキエル40-48章参照）

教え方の提案

エゼキエル3：17－21．神権指導者は見守る者のようで

ある。彼らは迫り来る危険に注意を払い，篝告することに

よって，自分の仕える人々を守る。（35-45分）

大きな城壁に|出|まれた古代の町に住んでいると仮定させ

る。以下の質問をする。

・城壁のいちばんの'三|的は何ですか。

。なぜ城壁が守りとなるのですか。

。もし城壁に見惟り塔があって常に見守る者がいたなら，

どのような守りが蛸し加えられると思いますか。

・どのような特質を持った人に見守る者となってほしいで

すか（例えば，汕断しない人．視力の良い人，声の大き

い人，はっきりとメッセージを伝達できる人，危険をも

たらすものと取るに足りないものをしっかりと判断でき

る人など。黒板に幾つか害き出す｡)｡
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エゼキエル1-3章は，預言者エゼキエルに与えられた示

現の記録である。エレミヤがエルサレムの住民に滅亡が迫

っていると説いていたのと|可じころ，エゼキエルはバビロ

ンでユダの民に|可じメッセージを伝え，その邪悪な生き方

を変えなければ滅ぼされると警告した。

昂．：騨尋
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澪溌篭一 エゼキエル3:16-17を読ませ，主が見守る者として任

命された人物はだれか見つけさせる。エゼキエルl:1-

3;2:1-8;および3:4-11を読み，エゼキエルの召しと，

彼が備えていた特質を幾つか見つけさせる。エゼキエル

3:18-21を読ませ、以下のような質問をする。イスラエル

の家を見守る者としてのエゼキエルの責任について話し合
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学び取るべき重要な福音の原則

・イ'l'椎指導者，特に預言者は，見守る者のようである。彼

らは迫り来る危険に注意を払い。民に警告する（エゼキ

エル3:17-21;33:1-9参照。モルモン言ヤコブl:

19-2:l1も参照)。
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～･主は18節で，エゼキエルは民に何と語らなければならな’言は，エルサレムが滅びることはないという偽りの希望を

いと言われましたか。，すべて打ち砕いた。彼らの捕囚は，その悪事に対する神の

●主はもしエゼキエルが民に警告しないなら，彼はどうな

ると言われましたか。

ol9-21節で,主はもしエゼキエルが警告したにもかかわら

ず民が耳を傾けないなら｜彼はどうなると言われましたか。

o民はどうなると言われましたか（モルモン書ヤコブl:

19-2:11も参照)。

エゼキエル書を読みながら，預言者エゼキエルがどのように

して主から授かった責任を果たしたか見つけるよう勧める。

教義と聖約l:4,17,19-28,32-33,37-38を生徒と

ともに読む。読みながら，以下の質問について話し合う

(｢旧約聖言：列王紀上一マラキ耆』にあるエゼキエル3：

17-21についての注解,287-288ページも参照)｡
こんにち

o今日，主の見守る者はだれですか（4節参照)。

・わたしたちは人々に何を警告すべきですか。

・わたしたちが周りの人々に警告しないなら，わたしたち

はどうなりますか。

・民は警告に注意を払わないならどうなりますか。

・この神権時代に，最初に見守る者となったのはだれでし

たか(17節参照)。

・主はこの終わりの時に，福音のメッセージによって何を

望んでおられますか(19-28,32-33節参照)。

●もし主御自身がわたしたちに語られたとしたら，メッセージ

は何か違ったものになると思いますか（37-38節参照)。

次に以下の質問をする。

・預言者ジョセフ・スミスの生涯について知っていること

から考えて，彼は見守る者として優れた働きをしたと思

いますか。

・預言者ジョセフは自分の召しをどれほどしっかりと果た

したでしょうか。教義と聖約135:3には何と苦かれてい

ますか。
こんにち あかし

現在の預言者が今日の見守る者であることを証する。生徒

に，預言者がどのようなことについて警告しているか尋ね，

預言者の言葉にどのくらい注意を払っているか考えさせる。

現在の預言者が総大会で行った説教の1-|'から，できるか

ぎり新しいものを調べ，預言者がわたしたちに行うよう勧

告した具体的な事柄を列挙する｡教義と聖約l:4をもう一

度読み，常に預言者の勧告に従うよう生徒を励ます。

裁きの結果であった（本吉の「エゼキエル書」の「はじめ

に｣,186ページ参照)。エゼキエル4-32章を読みながら，

エゼキエルがどのようにしてユダヤ人に彼らの絶望的な状

況を悟らせようとしたか注目する。

1
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学び取るべき重要な福音の原則

・主（エホバ）は預言者たちに霊感を与え，福音の原則を
ひゆ

教えるための効果的な方法として，たとえや比職，その

他の象徴を川いさせる（エゼキエル4-;5:1-5;15

章;16:6-34参照)。

・主は悪人を滅ぼして義人を救う力を持っておられる（エ

ゼキエル9章;25:6-7,15-17;26:1-6;28:21-

22;29:1-16参照)。

・わたしたちは自分の罪のゆえに罰を受け，’二|分の義のゆ

えに祝福を受ける（エゼキエル18章参照。信仰箇条l:2

も参照)。

蝿削螂

¥用
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｜教え方の提案

エゼキエル4-18章。主は預言者たちに霊感を与え，福音
ひゆ

の原則を教えるための効果的な方法として，たとえや比職

その他の象徴を用いさせる。エゼキエルは象徴を用いて，

神のメッセージを民に効果的に伝えた。（25-35分）

生徒に二つの果物を見せる。一つは熟したもので，もう

一つは熟していないものにする。lニーファイ17:36-43

を読ませ，以下の質問をする。

・これらの聖句は，果物とどのような関係がありますか。

o主が民のことを「罪悪が熟し〔ている〕」と言われると

き，それは褒め言葉だったのでしょうか。それはなぜで

すか（2ニーファイ28：16；アルマ10:19も参照)。

・第17章の前書きによると，ニーファイがlニーファイ

17:36-43に書かれている言葉を述べたのはいつごろの

ことでしたか。（紀元前591年｡)

『聖句ガイド」にある「年表」を調べさせ，エゼキエル

がその務めを始めたおおよその年を見つけさせる（紀元前

598年)。罪悪が熟した，すなわちいつ滅びてもおかしくな

い状態になった民へのエゼキエルのメッセージはどのよう

なものだったと思うか尋ねる。エゼキエルの預言がエルサ

レムの滅亡とユダの捕囚に焦点を当てていたことを生徒に

理解させる。

エゼキエルは霊感を受けて，幾つかの独特なたとえや類

比，および象徴を用いて民に教えたことを生徒に伝える。

生徒を6つのグループに分け，各グループにエゼキエル

5-8-;13章；および15章から,1つの章を割り当てる。

10-15分与え，その章で用いられているたとえや類比，象

徴，ユダが陥っていた具体的な罪，およびその結果として

もたらされる罰を見つけさせる。難しい箇所を理解できる

ように，各グループに『IH約聖耆：列王紀上一マラキ書」

にあるエゼキエル5-15章についての注解(289-293ぺ－

‘,‐j‘‘

灘
一

冠

』

二封，,~

小袖

へ

Ｔ
Ｊ

ｒ
峰
日
圃
購
▽ ;。エゼキエル4＝32章0

鱗
'Y11''

トドい,,

灘．．‘1噸.､

へ はじめに

エゼキエルは，優れた知性，豊かな知識，そ

分の民に対する愛‘|背にあふれた人物であった。

やユダヤ人，さらには周囲の国々についての彼

して神と自

エルサレム
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購譲議
ジ）の資料を紹介する。グループごとに学んだことをクラ

スで発表させる。

教義と聖約1:38:18:33-36;および85:6を読み，神

がわたしたちに語られる方法を幾つか列挙する。教義と聖

約88：88-92を読み，以下の質問をする。

。終わりの時に，主はどのような「声」を用いられると思

いますか。
こんにち

・これらの声の中で．わたしたちが今日耳にしているのは

どれですか。

・メッセージを伝えるために，神が厳しい方法を用いられる

ことがあるのはなぜですか。（御自分の子供たちが聖文や
しもく みたま

神の僕,あるいは御霊の声に耳を傾けようとしないため｡）

・これらの様々な声は，主がエゼキエルの時代にイスラエ

ルに警告するために用いられたものとどのような点で似

ていますか。

悪人に対する裁きから免れるために，神が語られるとき

は常にその声に注意を向けるよう生徒を励ます。最後に，

一人の生徒にゴードン･B･ヒンクレー大管長の以下の言

葉を読ませるとよい。

エゼキエル18:1-2を読み、以下の質問をする。

・このことわざは，これらの4つの言葉とどのような関連

がありますか。
こんにち

・今日このように感じている人々がいますか。

。このように感じている人にとって慰めとなるのは信仰箇

条の何条ですか（信仰箇条1:2)｡

エゼキエル18:1-2を理解させるために，ボイド･K･

パッカー長老の以下の言葉を読む。
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「わたしの知っているある父親は「善い両親から生ま

れ』ました。学問の分野では傑出した人物でした。表向

きは教会に活発でしたし，教会の教義に公然と異議を唱

えることは決してありませんでした。また息子たちの少

なくとも何人かを伝道に送り出しました。しかしこの父

親は，教会の教義のある部分についてはくだらないもの

だと思っていたのです。

彼の家族は世の中に出て行き，その何人かは自分たち

の選んだ分野で卓越した地位を得ています。しかし現在

教会に活発な人は一人もいません。この父親の子供たち

や孫たちの人生の中に，次の預言の成就を見ることがで

きます。『父がすっぱいぶどうを食べたので，子どもの

歯がうぐ[｡]｣(エレミヤ31:29)彼らは父の愚かさに

よって，そのような道を歩んできたのです｡｣(Teach

YEDiligently,181)

１
０
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
‐
１
１
１
‐
１
１
回
６
８
壱
ｊ
ｌ
ｒ
■
且
■
■
Ⅱ
■
■
且
Ｄ
Ｍ
Ⅱ

J

,▽'

へ

‐
．
Ｍ
列

知
Ｎ

Ｆ
Ｍ

Ｊ
Ｍ
命
’
｜

Ｊ
『
野
寺
』
か

「さて，兄弟姉妹の皆さん，もう少しの頑張りを示し，

視野を広げ，福千年における末日聖徒イエス・キリスト

教会の壮大な使命に対する知識と理解を深めるよう精神

を集中する時が来ました。今は堅固に立つべき時です。

自分たちに与えられている使命の意義大きさ，重要性

をよく理解したうえで，ためらうことなく前進する時で

す。どのような結果になろうとも，それをいとわずに，

正しいことをなすべき時です。戒めを守るべき時です。
くらやみ

悲しみの中にある人々，また暗闇と苦しみの中をさまよ

っている人々に，愛と優しさを示す時です。すべての人

間関係において，お互いに思いやりを示し，親切にし、

節度ある態度で，礼儀正しくする時です。言い換えれば，

なおいっそうキリストに近い生活をする時なのです｡」

(『聖徒の道jl995年7月号,76-77)
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エゼキエル18:4-22を読ませ、エゼキエルならそのよう

な言葉にどう答えたと思うか述べさせる。ブルース．R・

マッコンキー長老の以下の言葉を読む。
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「罪に対して一人一人が責任を負うことは，まさに救

いの計画の根源を成すものです。すべての人は他人の罪

に対してではなく、自分自身の罪に対して責任を負いま

す。人は周りの人の行いによってではなく，自分が肉体

をもってした行いによって裁かれます。人は他人の救い

ではなく，自分自身の救いを得るのです。これこそが救

いの計画です。すべての人が自分自身の働きによって裁

かれ，すべての人が用意されているもろもろの王国の中

に自分自身の場所を受けるのです｡｣(ANewWItness

fbrtheArtic/esofFaith,100．本書13ページにある

｢選択の自由」も参照）

-~三毛＝ﾖｰｰ

ﾆｰ戸4~
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’エゼキエル1B章。周囲の人々が何を選ぶかに関係な<,

わたしたちには善悪を選ぶ選択の自由があり，自分の選択

に対して責任を負う。（15-20分）

生徒に以下の言葉にどのような共通点があるか尋ねる。

それらはすべて，わたしたちの霊性が周りの人々の選択に

よって決定されるという間違った考えを扱ったものである

ことを理解させる。

●神はわたしのことを気にかけてはおられません。わたしが

どんなにひどい状況の下に生まれてきたかを見てください。

●わたしには神殿で結婚できるという希望はありません。

両親はどちらも教会に活発ではないのです。

●わたしは祈るのにふさわしいとは思いません。わたしの

家族は全員喫煙し，飲酒もするのです。

●わたしは救いについて心配する必要はありません。わた

しの家族は何世代にもわたって教会員なのです。

三二'可1.2｣,胃,Tも'豆晋苛〒

以下のことが理解できるようにする。すなわち，両親の

いかなる罪も義も，子供たちの主との関係を決定づけるこ

とはできない。また、子供たちがこの地上で成し遂げるこ

とができることを決めることもできない。地上での受け継

ぎや背景に関係なく，すべての人は進歩して天の御父のよ

うになることができる。次の質問をする。「アブラハムの生

涯は，どのような点でこの原則の実例だと言えますか（ア

ブラハムl:5参照)｡」当時十二使徒定員会会長であったエ

ズラ・タフト・ベンソン会長は，これがどのように成し遂

げられるか説明している。

ぱI．r1，

F↓,V，

’

,A

,｢4輪

へ翌溌蕊3,4

画 ’
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・聖書とモルモン書は一つとなって，イエス．キリストに
あかし

ついて証する（エゼキエル37:16-19参照)。

・前世で始まった善と悪の戦いは，聖地での大いなる戦い

において頂点に達する（エゼキエル38-39章参照。ゼカ

リヤ12:9-10も参照)｡

・主は御自分の民に神殿を建てるように命じられる（エゼキ

エル40-47章参照。出エジプト25:8;列王上6:11-14;

2ニーファイ5:16;教義と聖約124:39;127:4も参照)｡

二．里

「主は心の内側から外側に向けて働きかけますが，こ

の世は外側から内側に向けて働きかけます。この世は
ひんみんくつ

貧民窟から人々を連れ出そうとしますが，キリストは

人々から悪や汚れた面を取り去り，自分自身で貧民窟か

ら抜け出られるようにします。この世は環境を変えるこ

とによって人間を形成しようとしますが，キリストは人

間自体を変え，それによって人間が自らの手で環境を変

えられるようにします。この世は人の行動を変えようと

しますが，キリストは人の性質を変えることができるの

です｡」（『聖徒の道』1986年1月号､6)

へ

教え方の提案

エゼキエル33－48章。神は寛容な御方である。神は裁きを

下される前に繰り返し民に悔い改めの機会を与え，裁きを

下されるときでさえも希望と愛をお与えになる｡(30-40分）

以下の質問をする。

●だれかから思いやりのないやり方で非難されたり，間違

いを正されたりしたことがありますか。

。どのように感じましたか。

●自分を改善しようと思いましたか。それはなぜですか。

教義と聖約121:41-44を読ませ、間違いを犯している

人々をどのような方法で正すべきか探させる。主がこの聖

句で教えられたことを黒板に要約する。要約には以下の内

容を含めるとよい。

●責める－親切に誤りを正そうとする

●そのときに－早めに，機会を逃さず

●厳しく－はっきりと，明確に

エゼキエル33-48章

皇

はじめに

エルサレムの滅亡という悲劇的な現実を踏まえ，エゼキ
あがな

エルは将来に目を向け，末日におけるイスラエルの贈いを

預言することによって希望のメッセージを伝えた。以下は

末日の出来事の一部である。

o羊（イスラエルの家）がまことの羊飼いのもとに集めら

れて一つになる（エゼキエル34章参照）

。その後いっそうの愛を示す。

主は長年にわたって辛抱強くユダヤ人に接してこられた

ことを説明する。彼らが悔い改めを拒んだとき，より厳し
しつせき

く叱責する時が来た。主はバビロニア人がユダヤ人を征服

して捕らえて連れ去り，エルサレムと神殿を破壊するのを

お許しになった（列王下25章参照)｡以下の質問をする。

・主が教義と聖約121章で|ﾘ1らかにしておられる規範によ

ると，厳しく責めた後にはどのようなことが必要ですか。

・主は「いっそうの愛」を示されたでしょうか。

以下の表をコピーして配付するか，黒板に描く。「末日の

祝福」の欄は空欄にしておき，個人またはグループで参照

聖句を読ませ，約束されている祝福を書き込ませる。

●散らされたイスラエルが集められる(エゼキエル36章参照）

･イスラエルのすべての部族が一つになる（エゼキエル37

章参照）

●聖書とモルモン害が一つに合わされる（エゼキエル37：

15－20参照）

･福千年（エゼキエル37:21-27参照）

●ハルマケドンの戦いとイエス・キリストの再臨（エゼキ

エル38-39章参照）

・エルサレムに新しい神殿が建てられる（エゼキエル40-

48章参照）

40-48章に書かれている新しい神殿に関するエゼキエル

の預言は，神殿の再建とそこでの礼拝を扱っている点で特

に興味深い。『聖句ガイド』「エゼキエル」（50ページ）も参

照のこと。

学び取るべき重要な福音の原則

一

一里

イスラエ

れている

イスラエノ

希篁のﾒｯｾｰｼﾞ
ルに約束さ
末日の祝福問題

しは再び集め

られる

・教会の指導者は，わたしたちに真理を教え，間違いを犯

すときには警告するという責任を神から与えられている

（エゼキエル33:1-9;34:1－10参照。エゼキエル3:

15-21;モルモン書ヤコブ1:18-19も参照)。

・神は寛容な御方である。神は裁きを下される前に繰り返

し民に悔い改めの機会を与え，裁きを下されるときでさ

えも希望と愛をお与えになる（エゼキエル33：10-19参照。

エゼキエル6:1-7;7:1-15;12:21-25も参照)。

・イエス・キリストの復活により，全人類は完全な肉体を

持って復活する（エゼキエル37:1-14参照。アルマ

ll:43-44も参照)。

主はイスラエルに新し

い心と新しい霊をお与

えになる。

イスラエルは復活する

(イスラエルの回復の象

徴でもある)。

イスラエルは主の手に

よって一つとなる（聖

文が一つになることの

象徴でもある)。

イスラエルは心

がかたくなで反

抗的であった

民は死んだ

エゼキエル11：

18-20;36:26－

27
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イスラエルとユエゼキエル37

ダは分裂した15－22
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問をする。

・償いの必要性について理解することは，黒板の質問に答

えるうえでどのように役立ちますか。

・自転車を盗んだ人は，どのようにしてそれを償うことが

できますか。

『旧約聖書：列王紀上一マラキ害」のエゼキエル33：

12-19についての注解(302ページ）にある，当時十二使徒

定員会会員であったスペンサー･W・キンボール長老の言

葉を紹介する。

L耐u未C

コのﾈ兄梧
笥悲

ち破られる。シオコ

向かって戦う者は予

て滅ぼされる。

末日の神殿が永遠0

の約束をもたらす。

真の祭司が，神聖＃

のと世俗的なものそ
"ぺりL→÷、_L参向D一名

靭殿は【

〔)－24

エゼキエルB4:1-10．教会の指導者は，わたしたちに

真理を教え，間違いを犯すときには書告するという責任を

神から与えられている。もしも御父の子供たちを救うため

にできることをすべて行わないなら，指導者は主に釈明を

しなければならない。(10-15分）

次のように尋ねる。「教会の指導者は、行うべきことと行

うべきでないことを絶えずわたしたちに思い起こさせてい

る。それはなぜでしょうか｡」エゼキエル34:1-10を読ま

せる。預言者やその他の指導者が，わたしたちに正しいこ

とを思い起こさせるように命じられているのはなぜだろう

か。理由の一つを見つけさせる。また，『旧約聖書：列王紀

上一マラキ書』のエゼキエル34:1-10についての注解

(303ページ･モルモン書ヤコブl:18-19も参照）にある

スペンサー･W･キンボール大管長の言葉を部分的に紹介

してもよい。

教義と聖約88:81を読ませ，その聖句が個人の責任につ

いて何を教えているか尋ねる。

これらの原則を生活で応用できるように，ニール･A･

マックスウェル長老の以下の言葉を読んで話し合う。

しっせき

「必要な叱責や懲らしめを受け入れて改善できるよう

にならなければ，不完全なわたしたちが主のようになる

ことなど期待できるでしょうか…･･･。懲らしめや叱責を

受け入れる能力は，何と必要不可欠なものでしょう。」

(EvenAsIam[1982年],63)
しっせき

「叱責を歓迎するとまではいかなくとも，少なくとも

それを拒んだり腹を立てたりしなければ，叱責は向上の

機会となります。叱責はだれの目にも触れない個人的な

状況で行われることもあれば，人々の前であからさまに

行われることもあります。いずれにせよ，通常は自尊心

をひどく傷つけられるものです。着飾ったときの自分が

違う人のように感じられるのと同じように，叱責される

ときもまるで身に覚えのないような気がします。それを

受け入れるのは決して簡単ではありません。『悪いのは

ほかの人だ』と思っていた矢先に自分の間違いが明らか

になった場合，それでも『よかった』と思えるほど，わ

たしたちは光を愛しているでしょうか。言い方が下手で

あったり無神経であったりしても，あるいはそれが間違

った動機に基づくものであったとしても，相手の言って

いることが基本的に正しいなら．その叱責を受け入れる

ことができるでしょうか。わたしたちは人生という学校

において，｜司期の人々が進級していく中で，特定の教え

を学ぶまで喜んで同じ学年を繰り返すでしょうか。わた

したちの校長は，必要であればそうすることをためらわ

れないでしょう｡｣(WeWI//ProveThemHerewit/,,

118)
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八

エゼキエルBフ：1－14･イエス・キリストの復活により，

全人類は完全な肉体を持って復活する。(15-20分）

一足の履き古した靴を見せる。次の質問をする。「もしこ

の靴があなたの人生を表しているとしたら，どのような気

持ちがしますか豆」黒板に「すべての事物は衰え，古び，朽

ち果てる時が来る」と書く。以下の質問をする。

・大切にしているものを失ったり，愛する人をなくしたり

するとき、どのような気持ちがしますか”

。古びたり朽ちたりすることがない肚界での生活はどのよ

うなものだと思いますか。

主はそのような世界を用意してくださっていることを生

徒に伝える。エゼキエル37:1-14を生徒とともに読み、主

がエゼキエルにお見せになったものについて話し合う。次

の質問をする。「自分や愛する人々が復活するという知識は，

どのような影響を与えますか｡」復活について生徒が理解で

きるようにするために，以下の質問や聖句の一部またはす

べてについて話し合う。

・復活の後，わたしたちの体はどうなると思いますか。わ

たしたちはどのような姿になりますか（アルマll:43-

45：教義と聖約88：27-32参照)。
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１
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Ａ

エゼキエルBB:11-19．失われたものを回復すること

ができないという理由から，悔い改めるのが難しい罪があ

る。(5-10分）
かんいん

黒板に，「姦淫が盗みよりも深刻であり，殺人が姦淫より

も深刻なのはなぜでしょうか」と書く。エゼキエル18:27

と33:19を読ませ，エゼキエルが悔い改めについて教えた

ことを要約させる。エゼキエル33:15-16を読ませ，罪か

ら離れて正しいことを行う以外に，わたしたちが行うべき

ことを見つけさせる（出エジプト22:12も参照)。以下の質
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・わたしたちは再び死ぬことがありますか。復活後の幸福

は何によって決まると思いますか（アルマ41:1-7参照)。

・復活を可能にしたのはどなたですか(lコリント15:

22－23；2ニーフアイ9:10-13参照)。

oこの回復または復活は，どのような意味でイスラエルに

当てはまりますか◎
あかし

復活が現実のもので間違いなく起こることを証する。復

活後の幸福は，わたしたちの忠実さにかかっていることを理

解できるようにする。主の助けがあるならば，すべての生徒

が必ず日の栄えの王国にふさわしくなれることを約束する。

霞鶴■ノ元驍砦三員菫髻蔚旱ｼ菫蔑圭
あかし

なってイエス・キリストを証する。わたしたちは，これら

の聖典とともに，回復のメッセージを宣言することによっ

て，イスラエルの家の回復という主の約束が成就するのを

助けることができる。（30-40分）

注意：『旧約聖書：列王紀上一マラキ書』のエゼキエル

37:1-14:37:15-20;および37:15-17についての注解

(303-305ページ）を読むと役に立つであろう。

スプーンを見せ．それがどのような用途に使われるか稗

えさせる。聖文には複数の意味を伝えるために用いられて
ひゆ

いる比嶮的表現が多くあり，これからそれらの比嶮の幾つ

かを学ぶことを説明する。

生徒とともにイスラエルの散乱に関する預言を読む（『旧

約聖書：列王紀上一マラキ書』にある特別講座DおよびJ,

ll5-119,335-340ページ参照)。エゼキエルは，示現の中

で自分の民の相次ぐ滅亡と散乱を見たとき，悲しみに圧倒

されて，イスラエルが「ことごとく滅ぼされる」ことはあ

るのか主に尋ねた（エゼキエルll:13参照)。そのことを説

明する。エゼキエルll:16-20を読ませ，以下の質問への

答えを見つけさせる（生徒の答えを黒板に記録する)。

・17節で，主はエゼキエルに何をすると約束しておられま

すか。（イスラエルの民を彼らの地に戻す｡）

o19節で，主は彼らに二つの祝福を授けると言っておられ

ます。それは何ですか。（一つの心と新しい霊｡）

o20節で，民はそれらの祝福を受けるときに何を行うよう

求められていますか。（主の定めに歩み．主のおきて

〔儀式〕を守る｡）

エゼキエル37章で，主はエゼキエルにこれらの約束がど

のようにして成就するか教えておられることを生徒に説明

する。またこの章には，一つの預言が複数の意味を持つ具

体例が二つ見られる。一人の生徒に，エゼキエル37:1-10

を読ませ，次にこの聖句で述べられていることについて尋

ねる。（死からの復活｡）別の生徒にエゼキエル37:ll-14

を読ませ，次の質問をする。「これらの復活した人々は何を

象徴していますか｡」（イスラエルの全家｡）復活するのはイ

スラエルの家だけではないので，エゼキエルがイスラエル

蝋繍溌鰯蟻繍瀧議議欝議蕊

の家の復活だけを見ていることには別の意味を見いだすこ

とができる。そのことを生徒に伝え，以下の質問をする。

・象徴的な墓から出て来たとき，イスラエルはどこに連れ

て行かれましたか。（彼ら自身の地c)

・主はイスラエルに何を与えると言われましたか｡(主の霊｡）

黒板に書かれている集合に関する主の約束のリストを読

み，類似点に注目する。エゼキエルの示現に見られるもう一

つの意味は何だと思うか生徒に尋ねる。（イスラエルの集合c)

2本の木の棒を見せる。一方に「ユダ｣，もう一方に「エ

フライム」と書く◎一人の生徒にエゼキエル37:15-17を

読ませ，次の質問をする。「それらの木には何が書かれ，ど

うなることになっていましたか｡」「木」と訳されているヘ

ブライ語は，翻訳によっては「木版」と表現されているこ

とを説明する（『旧約聖書：列王紀上一マラキ書』のエゼキ

エル37:15-17についての注解,304-305ページ参照)。以

下の質問をする。

・ユダの木とは何ですか。（聖書c)

・エフライムの木とは何ですか。（モルモン害｡)

・それらはどうなる必要がありましたか。（一つになる｡）

エゼキエル37:15-17と2ニーファイ3:12とを相互参

照し，これらの木が一つにならなければならない理由を見

つける。以下の質問をする。

●2ニーファイ3:12によると，これら二つの書を一つに

合わせることによって神の民にもたらされる5つの祝福

とは何ですか。（偽りの教義を打ち破る．争いを鎮める，

平和を確立する，末日のイスラエルに彼らの先祖につい

ての知識を与える，末日のイスラエルに主の聖約につい

ての知識を回復する｡)

・モルモン害と聖書を合わせることで，どのようにしてこ

れらのことが成し遂げられると思いますか。

ボイド･K･パッカー長老の以下の言葉を読む。

こんにち

「エゼキエルの預言は，今日成就しています。

年月を経るに従って，この聖典に触れる人々は，次々

と主イエス・キリストを知って主の御心に従う忠実なク

リスチャンとなっていくことでしょう。

……今や，ヨセフの木とユダの木が彼らの手に置かれ

ました。彼らには，過去の人々が到底成し得なかった研

究ができるのです。彼らはイエスがキリストであるとい
あかし

う証を持ち，そのように宣言し，主を擁護する力を持つ

ようになるでしょう。」（『聖徒の道』1983年1月号，

92-93参照）

復活に関するエゼキエルの示現と同様，木の示現にも複

数の意味があることを説明する。『聖句ガイド』「地図3」

を開かせる。ソロモンの統治の後，イスラエルは二つの王

国に分裂したことを思い起こさせる。南王国はユダの家に

よって治められ，北王国はエフライムの家によって治めら

魎
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れたoエゼキエル37：19－23を読ませ，木が持つもう一つ

の意味を見つけさせる。次の質問をする。「主はエゼキエル

に何を明らかにしておられたのでしょうか｡」（エフライム

とユダはいつの日か合わさって一つの王国になる｡)エゼキ

エル37：24-26を読ませ，以下の質問をする。

・一つになったイスラエルの子らを治める王はだれだと思

いますか。（イエス・キリスト｡)

・主がここでダビデと呼ばれているのはなぜだと思います

か。（キリストはダビデの子孫であるから｡）

・エフライムとユダはどのく、らいの期間一緒に住むでしょ

うか。

。この預言の成就において，モルモン書はどのような役割

を果たすでしょうか。

・その実現を助けるために，わたしたちには何ができるで

しょうか。

自分たちの役割を果たすために，回復された福音のメッ

セージを散らされたイスラエルに伝えるよう生徒を励ます。

預言者ジョセフ．スミスがイスラエルの集合の蕊を受けた
のは，モルモン害が翻訳された後であったことを指摘する

とよい（教義と聖約llO:ll参照)。

エゼキエルBS-eg章。前世で始まった善と悪の戦いは，

聖地での大いなる戦いにおいて頂点に達する。（35-45分）

注意：「旧約聖書：列王紀上一マラキ書』のエゼキエル

38－39章についての注解および特別講座I(305-306,

311-316ページ）を読むと役に立つであろう。

曜日だけで，日付が記されていないカレンダーと、短針

のない時計を見せる。マタイ24：36-37を読ませ，これら

が救い主の再臨とどのように関係しているか尋ねる。エゼ

キエルは再臨の前に起こるハルマケドンの大いなる最後の

戦いについて預言したことを生徒に伝える。

以下の表をコピーして配付するか，黒板に描く。クラス

をグループに分け，各グループに「テーマ」の欄から項目

を一つまたは複数割り当て，それらを研究して見つけたこ

とを発表させる。

の宙

参照聖句

/1:1-6;"

：『聖句ガイ

｣(101ページ

/2:1-9:七

4:1-3:"

-l1,16-19

ノヤ14:1-4

5:18-20

9；87：6

蝋撫鱸鱗識

I

寿をエ里めゐ0

7)H塊香力苛〃

舌日口乍

〆IリlUU・1J－lU

詩篇ll:5-6;llC

3;118:10;ゼカ

斗ァ1ワ・1－0

29：2C
－

46：2

発表が終わった後でまだ質問が残っていれば，聖句を使

ってそれらに答える。義にかなった生活こそが終わりの時

と救い主の再臨への最もよい備えであることを生徒が理解

できるようにする。教義と聖約ll5:5-6を読み，生徒に自

分が交わした聖約を忠実に守り，ステーク，ワード，支部，

および家庭を強めるために自分にできることをすべて行う

ように励ます。

エゼキエル40-4B章。主はいつでも御自分の民に神殿を

建てるように命じられる。エゼキエルは示現でエルサレム

に建てられる神殿を見た。（50-60分）

神殿の写真を見せ，神殿がどのような意味で希望のメッ

セージと言えるのか生徒に尋ねる。エゼキエル37：25－28

を読ませ、以下の質問をする。

・これらの節にある「すみか」や「聖所」は何を指してい

ますか。（神殿｡）

・この神殿はどこに建てられるのですか。

。それはいつですか。（『旧約聖書：列王紀上一マラキ書』

のエゼキエル37：26－28についての注解，305ページ参

照)。

エゼキエル40-48章には，イスラエルの家に希望と祝福

をもたらすために，末日のエルサレムに建てられる大いな

る神殿についての示現が記録されていることを説明する。

エゼキエル40-42章から，神殿の詳細について述べている

節を幾つか選ぶ。以下の質問をする。

・主がエゼキエルに神殿とその庭をこれほど細かくお見せ

になったのはなぜだと思いますか。
こんにち

・今日エルサレムには主の神殿がありますか。

エゼキエル43:1-9を読ませ，主が神殿にお住まいにな

る前に、民がしなければならないことを説明させる。教義
こんにち

と聖約97:10-17と比較し、この件について主が今日どの

ようなことを明らかにしておられるか見つけさせる。

生徒に自分は神殿にいると仮定させるか，もし参入した

鯉
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鍵ことがあれば，そのときのことを思い起こさせる。それか

ら，以~下の質問に答えさせる。

・神殿を見るときにどのような気持ちがしますか。

・神殿の外側にはどのような言葉が書かれていますか。
ささ

（｢主の宮居一聖きを主に捧ぐ｣）

oその言葉から神殿についてどんなことが分かりますか。

・神殿に入りたいと希望する人々が，そのふさわしさにつ

いて見極めを受ける必要があるのはなぜですか。

エゼキエル44：6－9を読ませる。神殿に参入するための

一般的な資格について話し合う。次の質問をする。「神殿に

参入する人を制限することはなぜ大切なのですか｡」（教義

と聖約97:15-17参照）注意：神殿推薦状の質問について

話し合うためにビショップを招待してもよい。

‘へ
一醤『~

「ユダは戻り，エルサレムは再建されなければなりま

せん。また神殿も再建されます。そして神殿の下から水
いや

がわき出て，死海の水が癒されるのです｡」(Teachmgs

ofthePropherJOsephSmj的,286)
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ユー

エゼキエル47：8－9を読み，以下の質問をする。

・その水に触れるすべてのものはどうなりますか。

●それはわたしたちの生活における，イエス・キリストの

影響とどのように似ていますか。

神殿の中で，救い主の影響力をどのように感じることが
あかし

できるか証する。エゼキエル47：3－5を読ませ，川の水が

どのく、らい深くなるか見つけさせる。（くるぶしまで，ひざ

まで，腰まで，そして泳げるほど深く｡)以下の質問をする。

・イエス・キリストの影響が「くるぶしまでの深さ」であ

るとは，どのようなことを象徴していますか。

。それはイエス・キリストの影響が「ひざまでの深さ」で

あること，あるいはイエス・キリストの影響に「浸って

いる」状態とどのように異なるでしょうか。

・これらの祝福はあなたの生活にどのような影響を与える

と思いますか。

oそれらは教会にどのような影響を与えると思いますか。

ハワード･W･ハンター大管長の以下の言葉を紹介する。

’

I／

へ

』 祭司の

部屋
祭司の

部屋

口
ｒ
Ｐ

外庭

へ

「末日聖徒の皆さんが主の神殿を教会員であることの

崇高な象徴とするようにお勧めします。わたしの心から

の願いは，すべての教会員が神殿に参入するふさわしさ

を身に付けることです。すべての成人会員が有効な神殿

推薦状を受けるにふさわしくあり，しかもそれを所持す

るなら，主は喜ばれることでしょう。神殿推薦状を得る

ためにすべきこととすべきでないことは，わたしたちが

個人として，また家族として，幸福になるのを約束する

事柄でもあるのです｡」（｢聖徒の道」1995年1月号,9-

10)

内庭

ヨ ……／
野，

ふさわしい状態で神殿に参入する人々のために川意され

ている祝福があることを説明する(教義と聖約109:10-15,

21-28参照)。神殿についてのエゼキエルの記述には数多く

の象徴が含まれていることを伝える。エゼキエル47:1－2

を読ませ，神殿の下から流れ出るものはｲ｢Iか尋ねる。ヨハ

ネ4:10-14を相互参照し、読む。その水が何を象徴して

いるか尋ねる。神殿の下から流れ出る水は，文字どおりの

水も意味する。預言者ジョセフ・スミスは次のように語っ

ている。
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教え方の提案

壜 リダニエル1－12章 BIグﾆｴﾙ'章｡主の戒めへの従順さは,物質的および霊的へ
！な祝福をもたらす。(15-20分）

はじめに

ダニエル言は，一人の預言者の生涯に起こった出来事の
とら

記録である。この預言者は，バビロンで囚われの身となっ

ていたユダの民に仕えた。預言者エレミヤによる主の勧告

に反して，ユダヤ人はバビロニア人からの救出をエジプト

に期待していた（エレミヤ27:12-13;37:7-8参照)。

紀元前約605年，バビロニア人はネブカデネザルのもと，カ

ルケミシでエジプト人を破った｡この勝利は、世界的な強

国としてのエジプト帝国の終わりを告げる兆しとなった

(エレミヤ46：2；列王下24：7参照)･紀元前約597年，ネ

ブカデネザルはエルサレムを征服して略奪を行い，多くの

兵士，職人，および貴族を異郷の地へと連れて行ったが，

ダニエルもその'二|｣にいた（列王下24：8－14；ダニエルl:

1－6参照)。後に残ったユダヤ人は再び反乱を起こすが．

紀元前約587年，ネブカデネザルはエルサレムに戻って町を

滅ぼし，さらに多くのユダヤ人をバビロンに連れ去った

(列王下25章参照)。

ダニエル吉には，周囲の人々が福音に従っていないとき

に，あるいは周囲の状況から福音に従うことが困難である

ときに，どのように福音に従った生活をすることができる

のかが示されている。また，神の王国が世界のあらゆる列

強や王国に打ち勝つことも預言されている。この吉の重要

なテーマは，神は個人も国々も含めて全地を支配する力を

持っておられるということである（『聖句ガイド』「ダニエ

ル｣,162ページ；『旧約聖書：列王紀上一マラキ書jにあ

るダニエル書の「はじめに｣,319ページも参照)。

参一、

一

可能であれば、「王の食物と酒を拒むダニエル（ダニエル

l:3-21)｣(『福音の視覚資料セット』[34730300],114)

の絵を見せる。ダニエルI:1-7をともに読み，以下の質

問をする。

・ダニエルとその友人たちは，なぜバビロンにいたのです

か。

・ネブカデネザルの宮殿に送られたのはなぜですか。

8-13節を読ませ，以下の質問をする。
かんかん

・ダニエルは宙官の長に何を頼みましたか。

～

弾
琴
報
蕊

雑
”
‐
ゞ
‐
訂
ゞ
・
》
》
衣
喧

一
曲
堅 学び取るべき重要な福音の原則

・主の戒めへの従順さは，物質的および霊的な祝福をもた

らす（ダニエル1:8-21;2:16-28;3:17-28;4:

18-27;5:ll-12;6:10-28;9:1-20参照)。

・預言者には将来のことを預言ししるしや夢を解き明か

す力がある（ダニエル2:28-45;4:19-26;5:25-

鼻一、等式己琴
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害-鍔毘-
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28;7-8-;9:21-27;10:5-12:4参照)。

。常に正しいことを選ぶためには，道徳面での大いなる勇

気が必要である（ダニエル3章；6章参照)。

・教会は，末Hにおいて地上に確立されている神の王国で

ある。この王国は発展して-肚界に満ちる（ダニエル2：

28-45;7-8-;11章;12:1-3参照。教義と聖約

65:1-6も参照)。

・ダニエルの要求が，勇気あるものであったのはなぜです

か。

・ダニエルとその友人たちが，王の用意した食物を食べた

くなかったのはなぜですか。

ダニエルの主への献身が，禁じられていたものを口にす

ることを拒むよう彼を促した。そのことを生徒が理解でき

るようにする（『旧約聖書：列王紀上一マラキ耆」のダニエ

ルl:8についての注解,319ページ参照)。教義と聖約89:

5,8-14を読み，以|､~の質問をする。
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たことがありますか｡」容器を持ち上げてすばやくひっくり

返し．ボールが底になって米または小麦に覆われるように

する。今日はこれから，ある若者たちについて学ぶことを

生徒に伝える。彼らは，「埋もれて」しまったと感じていた

かもしれない。

ダニエルl:1-7を読み，捕らえられて別の国に連れ去

られることについてどのように感じるか話し合うロアルマ

36：3を読み，主が忠実な人々に何を約束しておられるか

尋ねる。ダニエルl:8-20を調べ，次のことを発表させる。

｢主は，その約束をダニエルとその仲間たちに対して果たす

ために，何を行われたでしょうか｡」これらの若者の従順さ

と，彼らの忠実さに対して主がどのように祝福されたか話

し合いながら，容器を振り，ボールがダニエルとその友人

たちのように覆われたものから出てくる様子を見せる二

全員でダニエル3:1-18を読む。生徒に17-18節を自分

の言葉で書き直させる。次の質問をする。「これらの節から､

この若者たちについてどのようなことが分かるでしょう

か｡」これらの節について話し合いながら，容器をひっくり

返してボールが上に行くまで振る。物語の残りの部分で何

が起こったかを一人の生徒に言わせるか，ともに19-27節

を読む。以下の質問をする。

。もしあなたが似たような状況にあったとしたら，正しい

選択をすることはどのく、らい難しいでしょうか。
こんにち

・今Ⅱ，正しい選択をするようにわたしたちを助けてくれ

るものとして，どのようなものがありますか｡

・主が3人の若者を炎からお救いにならなかったとして

も，偽りの神の礼拝を拒むことは3人の命と引き換えに

するだけの価値のあることだったと思いますか。なぜで

すか（アルマ14:8-ll;60:13参照。『旧約聖書：列王

紀_ヒーマラキ書』のダニエル3:1-18および3:19-23

についての注解。321-322ページも参照)｡

次のように尋ねる。「現代の世俗的なやり方や習慣に従わ

ないことを選ぶとき，わたしたちはどのような『火の燃え

る炉」に直面するでしょうか｡」答えを黒板に書き出しても

よい。3人が苦難の中にあったときに，炉の中にもう御一

方おられたことに注目する（25節参照)．教義と聖約20：77
みたま

を読み，「いつも御子の御霊を受けられるように」という言

葉について話し合う。火の燃える炉の中にいた3人のよう

に，生徒も一人ではないことを理解させる。

ダニエル6章を読んでもよい。何人かの生徒にナレータ
しっと

－，嫉鮖深い総監および総督の代表，ダリヨス王，および

ダニエルの箇所を読むように割り当てるc,1-10節を読んだ

後，以下の質問をする。

・王が定めた法律があったにもかかわらず，ダニエルは何

を行う決意をしましたか（『旧約聖書：列王紀上一マラキ

割のダニエル6:10についての注解,325ページ参照)｡

・それが困難な決断であったと思われるのはなぜですか．

・そのような困難な状況の中で，正しい選択ができる人々

・これらの節は，ダニエルの物語にどのように関係してい

るでしょうか。

●もしダニエルが現代に生きていたなら，どのようなもの

を口にするのを拒むでしょうか。

・自分の標準を捨てるようにというプレッシャーに直面す

るとき，ダニエルの経験はどのような助けとなるでしょ

うか。

ダニエル1:14-20を読ませ，王よりも神に従うことに

よってダニエルとその友人が受けた助けを見つけさせる。
こんにち

それらの祝福を，今日知恵の言葉に従う人々に主が約束し

ておられることと比較する（教義と聖約89:1-4,18-21

参照)。ボイド．K・パッカー長老の以下の教えを紹介する。

A
11

11

A

「わたしは，霊感が声よりも感情を通して与えられる

ことの方が多いことに気づくようになりました。

若人の皆さん，いつも霊感を受けられる状態であって

ください。

また、知恵の言葉の根源的な目的が，啓示と深い関連

があることも分かるようになりました。

皆さんは幼いころから，茶、コーヒー，酒，タバコ，

麻薬，そのほか健康に害を及ぼすものは避けるように教

えられてきました。……

麻薬やアルコールに冒され，普通の話も満足に聞きと

れないような状態の人は，この最も繊細な感情に働きか

ける霊的な感覚をどのように感じることができるのでし

ょうか。

知恵の言葉は健康の律法としても有益ですが，肉体的

よりもむしろ霊的なことにおいてもっと価値があるので

す｡」（『聖徒の道』1980年3月号,28参照）

A

A

主の戒め，特に知恵の言葉を守ることによって．聖霊の

導きに反応する能力がどのように高められてきたか，教師

自身の気持ちを話すとよい。
A

穆締{し墨歸臺覗睾鐺鐺驚
(55-65分）

可能であれば，以下の3枚の絵を見えるように橘<･「王

の食物と酒を拒むダニエル（ダニエルl:3-21)｣(『福音

の視覚資料セット』[34730300],114),「火の燃える炉の

中に投げ込まれた3人（ダニエル3：20-30)」（『福音の視

覚資料セット』[34730300],116),「ししの穴のダニエル

(ダニエル6:ll-24)｣(『福音の視覚資料セット』[34730

300],117)◎これら3つの物語にどのような共通点がある

かを考えるように言う。レッスンの最後に生徒の答えを尋

ねることを伝えておく。

ガラスの容器(1リットルサイズ）に米または小麦を半

分まで入れる。小さな軽いボール（ピンポン玉など)1個

をその容器に入れ，ふたをする。次のように尋ねる。「これ

までに，自分が苦難や困難の中に埋もれていくように感じ

鶴
,忍Zご差ﾆｪ'‘ﾆー

A

A
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7〕言葬 い↓っ，ダニ､エルズ

盲自身の言葉で誰

こ対する答えを夏

型解できるようI
士ナ壷ﾕｰﾘ/1－ﾉ,ミ史ブ、－

固
め
催

J:60
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Y〕だ、|軽量0

それらの鑿

しているどの

の3枚の絵I

語の其涌.点？

一己

ある理件

Ｚ
注

I

も参照)，生活の中で主を第一とするときに，苦難の中にあ
あかし

ってわたしたちを助けてくださる主の力について証する。

この聖句ブロックの別の学習法として，ダニエルとその

友人たちの経験を，創世37章;39-41章にあるヨセフの生

涯と比較してもよい。

ダニエル2章；4－5章；フー12章。主は預言者や聖見者

に，将来のことを預言したり，しるしや夢を解き明かした

りする力を与えられる。(30-40分）

黒板に幾つかの道路標識の形を描く。以下の単語から生

徒がよく知らない言語を選び，それぞれの標識の中に書く。

gevaar(オランダ語),geね〃（ドイツ語),peligro(スペ

イン語),iara(スウェーデン語),perig℃（ポルトガル語)◎

これらの標識の意味を理解できる人がいるか尋ねる｡(すべ

て「危険」の意｡)次のように尋ねる。「もしあなたが不慣

れな道でこれらの標識を見た場合，それらの意味を理解す

ることが重要なのはなぜでしょうか。」以下の質問をする。
こんにち

・今日、教会を代表して聖文を解き明かす権利を持ってい

るのはだれですか。

・預言者の聖文を解き明かす能力は，道路標識を使ったレ

ッスンにどのように当てはまるでしょうか◎

生徒とともに以下の聖句を読む。ダニエル2：47；4：

4-5,8-9,18:5:10-12．人々が繰り返しダニエルに夢

を解き明かすように頼んだのはなぜか尋ねる。（彼らはダニ

エルがそれらを理解する力を神から授かっていたことを知

っていたため｡）主はわたしたちにも，ダニエルと同じよう

に預言の霊を持ち，自分たちの時代の出来事を解き明かし，

適切な勧告をする預言者を与えてくださっていることを生

徒が理解できるようにする。主は預言者に御自分の御心を

明らかにされるので，わたしたちは確信をもって預言者に

従うことができる◎大管長会と十二使徒定員会による1980

年の宣言から､以下の言葉を紹介する。

’
’

ダニエル2:1-2B・ダニエルがネブカデネザルの夢の解‘

き明かしを求めて取った行動は，わたしたちが生活の中で；

主の助けを求める際の規範である。（15-20分）

注意：ダニエル書には幾つかの夢や示現が記されている。

ネブカデネザルの夢を除いて、本書ではそれらを詳しく考l

察しない。これらの示現のある部分は，『旧約聖書：列王紀＃

上一マラキ書』(327-331ページ）にある注解を研究するこ｝

とによって理解を深めることができる。しかし，それらの：

意味の多くは，ダニエルにさえも明らかにされなかったこ

とを心に留めておく（ダニエル12:4,8-9参照)。預言者ト

ジョセフ・スミスは次のように教えている。「いかなる種類i

のものであれ．神がある表象的なもの，獣．形あるものをi

示現として授けられる場合，神は常にその示現の意味につ｜

いて，啓示や解釈を与える責任を負っておられます。そう｜

でなければ，わたしたちはそれをどう考えるかに関して責任｜

を問われることはありません｡」(Teachingsoftl,ePropl'eti
JosephSmith,291)聖文や預言者の言葉によって理解の｜

助けとなる道具が与えられている示現に焦点を当てる。

以下のように言う。「昨晩わたしは夢を見ました。それが！

どのような夢であったか，またどのような意味であるかを｜

わたしに説明してください｡」この夢を正確に説明できるかi

どうかに自分の命が懸かっているとしたらどう感じるか，｜

またどうするか尋ねる。ダニエル2章で，ダニエルはそれI

に似た状況にあったことを伝える。

ダニエル2:1-13から抜粋した節を読んで要約し、生徒｜

が理解できるようにする。14-23節を注意深く読ませ、ダ｜
ニエルが自分や周りの人々の直面していた問題を解決するi

ために行ったことを見つけさせる。生徒が読んでいるときi

に，黒板に以下の図を描き，言葉は空欄にしておく。

A|

八

八

みたま

「わたしたちは，預言と啓示の御霊がわたしたちとと
あかし

もにあることを証します。『わたしたちは，神がこれま

でに啓示されたすべてのこと，神が今啓示されるすべて

のことを信じる。またわたしたちは，神がこの後も，神

の王国に関する多くの偉大で重要なことを啓示されると

信じる｡」（信仰箇条第9条）天は封じられてはいません。
こんにち

神はいにしえの時代と同様，今日も神の力を受けた預言

者を通して，子供たちにその御言葉を明らかにしておら

れるのです｡」（『聖徒の道』1980年9月号,85)
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ダニエルにあったネブカデネザルの夢を解き明かす力を

生徒に思い起こさせる（ダニエル2:1-23のための教え方

の提案参照)。生徒とともにダニエル2：27-28を読み，次

のように尋ねる。「夢の正しい解き明かしについて，ダニエ

ルは王にどのような真理を教えましたか｡」
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鍵
ザルの生徒とともに，将来についてのダニエルの夢または示現

から，以下の3つの例を読み，簡単に話し合う。

・地上における将来の神の王国に関する示現（ダニエル

7:13-14参照。ダニエル7:9-14のための教え方の提

案も参照）

・メシヤがエルサレムに来られることに関する示現（ダニ

エル9：25参照）

・終わりの時の悪人と義人の違いに関する示現（ダニエル

12:10参照）

lニーファイ22：2を読み，ダニエルはどのようにして

将来の出来事を知ることができたのか尋ねる。モーサヤ8鷺

17を黙読させる。その節から聖見者について学んだことを

一人か二人の生徒に話してもらう。ダニエルの夢の一部は

末日について語っていることを生徒が理解できるようにす

る。ダニエルはそれらの啓示が現代まで保たれるように，

それらを記録した。ダニエル以外にも，昔の預言者たちが

わたしたちの時代を見て，その神聖な経験を記録している

ことを生徒に教える。これらの啓示の記録は，現在手もと

にある聖文であり，わたしたちはそれを研究することがで
たま･もの

きる。この預言の賜物のおかげで，わたしたちはそれらが

自分たちに当てはまることを知りながら，聖文を読むこと

ができるのである。

エゼキエル3:17-21のための教え方の提案(187ページ）

にあるように，黒板に，最近の総大会から現在の預言者の

教えを幾つか書き出す。自分にとって従うのが最も難しい

勧告について考えるように言い，現代の預言者の示現を信

頼して，今日からその勧告に従った生活を始めるよう励ます。
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雲
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篝
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1

銀の胸と両腕

ズデァとペルシャ帝国

青銅の腹ともも

マケドニヤ帝国
i

W

l

鉄のすね

ローマ帝国
F~

鉄と粘土の足と足の指

ローマ帝国の崩壊後に
起こるもろもろの王国

「それらの王たちの世」（ダニエル2：44）に教会が預言

者ジョセフ・スミスによってどのように回復されたか話し

合う。以下の質問をする。
こんにち

●1830年の6人の会員から，今日の何百万人もの会員に至

る教会の発展は，王の夢に出てきた石にどのような点で

｜似ているでしょうか。

へ

ダニエル2：28－45（マスター聖句，ダニエル2：

44－45)。教会は末日において地上に確立されてい

る神の王国である。この王国は発展して世界に満ちる。

(25-30分）

黒板に，「金｣，「銀｣，「青銅｣，「鉄｣，「粘土｣，「石｣，お

よび「山」と吾く。生徒にダニエル2:31-35を読ませ，

夢の絵を描いて（線だけの簡単なIXIでよい),それぞれの箇

所に黒板にある単語を書き込むように言う。

生徒とともにダニエルの解き明かしを読み（36-45節)，

それがどのようにして成就してきたかを話し合う(｢IH約聖

書：列王紀上一マラキ言」のダニエル2:31-45および2:

44-45についての注解,320-321ページ参照)。夢の解きlﾘl

かしについて話し合いながら，黒板に書かれている項目が

どの王国を表しているかを生徒に答えさせる。次の絵を参

照する。
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簔
篝
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率

o石が「人手によらずに山から切り出され〔た〕」（ダニエ

ル2：45）とはどういう意味でしょうか。（石すなわち神

の王佳lは人が造ったものではない。教義と聖約65：2も

参照｡）

・王'11は「いつまでも滅びることがなく，その主権は他の

氏にわたされ〔ない〕」（ダニエル2：44）とはどういう

意|床でしょうか。（最終的に，人が造った王国はすべて

終わりを迎える。神の王国だけが永遠に残る｡）

ゴードン･B･ヒンクレー大管長の次の言葉を紹介する。

ヒンクレー大管長は，その夢が成就するために，わたした

ちがどのような形で協力できるか語っている。
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●救い主がその統治者となられるとき，この地上にはどの

ような変化が生じますか。

●あなたは自分の態度や振る舞いをどのように改善する，

すなわち変えることができるでしょうか。

Ａ
「世界中の兄弟姉妹の皆さん，自分の信仰を再確認し，

この御業を世に推し進めていこうではありませんか。皆

さんは自分自身の生き方によって御業を強めることがで

きます。福音を自分の剣と盾にしてください。わたした

ちは皆，この地上で最もすばらしい大義の一翼を担って

いるのです。この教義は啓示によって与えられました。

神権は神から授けられたものです。主イエス・キリスト
あかし

の証に，さらにもう一つの証が加えられました。それは

ダニエルの夢に出てくる『あたかも人手によらずに山か

ら切り出された石が全地に満ちるまで転がり進む』（教

義と聖約65：2）という小さな石そのものなのです｡」

(『聖徒の道j1996年1月号,78参照）

八

ダニエルg:1-19．ダニエルが自分の民のために行った

主への嘆願は，義にかなった祈りの一例である。(15-20

分）

これまでダニエルについて学んできたことを基に，ダニ

エルの神との交わりはどれく、らい効果的なものであったと

思うか尋ねる。ともにダニエル9:1-6,9-ll,16，19を

読み，わたしたちの祈りをより効果的なものとするために，

ダニエルの祈りから学べることを列挙する（『旧約聖書：列

王紀上一マラキ割のダニエル9:1-19についての注解，

329ページ参照。『聖句ガイド』「祈り」,40-41ページも参

照)･ダニエルは祈りへの答えを受けたことを指摘する

(20-27節参照)･

祈りに関するエズラ・タフト・ベンソン大管長の教えを

紹介する。
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生徒に「この御業を枇に推し進めてい〔〈〕」というヒン

クレー大管長の勧告を実践するために自分にできることを

尋ねる。

A，
ダニエルフ:g-14．再臨の前に，イエス・キリストはア

ダム・オンダイ・アーマンに戻って来られる。（25-30分）

可能であれば，アダム・オンダイ・アーマンの谷の写真

を見せる。またはその名前を黒板に書く。アダム・オンダ

イ・アーマンの場所を知っているか尋ねる（教義と聖約

116:1および『聖句ガイド』の地図ll「アメリカ合衆国の

ミズーリ州からイリノイ州にかけての地域」参照)。教義と

聖約107:53-57を読ませ､昔その場所で何が起こったか説

明させる。ダニエルは将来その場所で起こる一つの重要な

出来事を予見した。そのことを生徒に伝える。末日の啓示

によって，わたしたちはこの預言についてさらに多くを学

ぶことができる。

生徒とともにダニエル7:9-14を読み，アダム・オンダ

イ・アーマンの大会議で起こることを説明させる（『旧約聖

書：列王紀上一マラキ害』のダニエル7:9-14;7:13-

14:および7:14についての注解、327-328ページ参照)。

次の質問をする。「そこには何人の人が集まりますか｡」(10

節参照)･

教義と聖約27:5-13を読む。ここでは終わりの時にキリ
せいさん

ストが開かれる聖餐式について述べられている。ブルー

ス･R･マッコンキー長老は，この儀式は「アダム・オン

ダイ・アーマンの大会議の一部となる」と書いている

(TheMi"en""Messiah,587)。以下の質問をする。

・この会議では何が起こり，そこにはだれがいますか。

o教義と聖約27:14によると．ほかにだれが参加しますか二
せいさん

・それは毎週の聖餐会とどのような点で違ったものとなり

ますか。

『旧約聖書：列王紀上一マラキ書』のダニエル7:13-

14についての注解(327-328ページ）から，この集会につ

いてのジョセフ・フイールデイング・スミス大管長の記述

を紹介する◎次の質問をする。

’

「皆さんは祈るとき，すなわち皆さんの天の御父と話

をするとき，自分の問題について御父とほんとうに話し

合っていますか。御父に自分の気持ちと，疑いと，不安

と，喜びと，心からの望みを伝えていますか。それとも

祈りは同じ言葉や表現を用いた，単なる習慣的な文句と

なっているでしょうか。自分がほんとうに言おうとして

いることについて．深く考えていますか。時間を取って
みたま

御霊の導きに耳を傾けていますか。祈りの答えはほとん

どの場合静かな声によってもたらされ，わたしたちの最

も深い、最も内なる感情によって識別されます。もし皆

さんが祈り，耳を傾ける時間を取るならば、皆さんは自

分自身に関する神の御心を知ることができるのです｡」

("To@theRisingGeneration,'"NewEra,1986年6月

号，8）
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祈りをより効果的なものとすることについて，今日のレ

ッスンや個人の経験から，これまでに学んだことを話して

もらう。
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教え方の提案

ホセア1－14章へ己

溌騨悪臺穂鯛鰹i辮勇鰯 ‐暹
錘孝宅二:号r琴-

.-諄晶･言息
一コ喜一戸

＝興壺一
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簑言ﾋヲ(25－30分）

黒板に花嫁と花婿の写真を掲示する｡(新聞や雑誌から取

ったものなど，だれも知らないカップルの写真を用いる｡）

以下の質問をする。

・結婚が重要なのはなぜですか。
はんI）よ

・あなたは伴侶のどのような特質を重要視しますか。

・主は結婚の重要性についてどのようなことを明らかにし

ておられるでしょうか（教義と聖約131:1-4参照)。

・主は神殿で結蜥してふさわしくあり続ける人に，どのよ

うなことを約束しておられるでしょうか（教義と聖約

132:19-20参照)。

写真の花嫁と花妬に「ゴメル」と「ホセア」と苦く･主

はイスラエルの民に彼らが御自分と交わしている聖約の神

聖さを教えるために，孤言者ホセアと結婚の聖約の象徴を

用いられたことを生徒に伝える。生徒とともにホセア1：

1－2を読み，次の質|111をする。「もしホセアが主を，ゴメ

ルがイスラエルを象徴しているとするならば，ホセア1章

はどのようなメッセージを伝えていますか｡」

ホセアl:3-11を読ませ，子供たちの名前を挙げさせる。

彼らの名前の意味と，主がイスラエルに伝えようとしてお

られたことについて話し合う（『|Ⅱ約聖書：列王紀上一マラ

キ書」のホセアl:4-11についての注解,107-108ページ

参照)。花嫁に「イスラエル｣，花婿に「主」と書き加え，

それらがゴメルとホセアにどのように当てはまるか手短に

述べるように言う。

ホセア2:1-5を読ませ，偽りの神々を礼拝することが

どのようにしてイスラエルに厳しい裁きをもたらしたか話

し合う。以下の質illlをする。

・これらの節から，主はイスラエルが忠実でなかったとき

にどのような気持ちを感じておられたことが分かります

か。

。もしわたしたちが忠実でないなら，主は同じ悲しみをお

感じになると思いますか。

ホセア2:6-13を誠み，イスラエルの不忠実に対して主

が宣言された罰を11挙する。14-23節を読み，悔い改めて

主に立ち返ることを条件に，主がイスラエルに約束してお

られることを列挙する。

ホセア3:1-3を読む。以下を説明する。1章で，主は

ホセアに，性的な罪を犯していた女性と（象徴的な意味で）

結婚するようにお命じになり，彼はそれに従った｡2章で
かんいん

は，彼女がホセアに不忠実であって，主が彼女の姦淫をイ
ゆる

スラエルの背教になぞらえた。そしてその罰を説明し，赦
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はじめに

ホセア言から，旧約聖書の中の「小預言者」とも呼ばれ

る部分（ホセアからマラキまで）が始まる。「小」と呼ばれ

るのは，彼らの害がイザヤ書やエレミヤ書，エゼキエル言

よりもはるかに短いからである。

ホセアはイザヤやミカ，アモスと同時代の人物で，ホセ

アが教えを説いた時期（紀元前約755-715年）は厳しい時

代であった。平和と繁栄は終わり，国内の反乱は増し，外

国からは攻撃を受けていた。イスラエル王国は異教徒の

国々と|可盟を結び，そのために民は彼らの習'|賞を容易に受

け入れるようになった。イスラエルは堕落して，性的に不

道徳な儀式を含めた偶像礼拝を行った。
ひゆ

ほかの旧約の預言者と同様，ホセアは比嶮的表現を用い

てメッセージを伝えた。ホセア書を研究しながら，神との

聖約を破って1,ll像を礼拝しているイスラエルを非難するた

めに，この預言者がどのように結婚の聖約を象徴に用いて

いるか見つける。ホセアは神が御自分の民を愛しておられ，
ゆる

もし神のもとに戻るならば，神は喜んで彼らを赦し，彼ら
あかし

と「離縁」されないことを証した。

ホセアがメッセージを教えるに当たって用いた，以下の

4つのテーマも見つける。

・イスラエルの偶像礼拝

･イスラエルのそのほかの悪事

・目前に迫ったイスラエルの捕囚
あがな

・末日におけるイスラエルの集合と暗い

詳しくは，『聖句ガイド』の「ホセア」（241ページ）およ

び「旧約聖書：列王紀上一マラキ書』にあるホセアの「は

じめに」(105ページ）参II((｡
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学び取るべき重要な福音の原則
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●神聖な聖約を破ることは神の裁きを招く（ホセア2：6－

13;4:1-6;5:1-7;7:12-13;8:7-8;9:7-12

参照)。

・主は御自分の子らを愛しておられ，悔い改めて御自分の
ゆる

もとに来る櫛を受け入れ，赦される（ホセア2:14-

23;6:1－3;14章参照)｡
あわ あかし

・神の裁きと憐れみは，御自分の子らへの愛の証である

（ホセア1-14章参照)。
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ヨエル1－3章。ヨエルはイエス・キリストの再臨に先立

つ時代を見て，それらにどう備えればよいか勧告を与えた。

(20-25分）

モロナイが預言者ジョセフ・スミスに現れたとき，モロ

ナイはヨエル2：28-32を引用し，「これはまだ成就してい

ないが，間もなく成就する」と語ったことを説明する（ジ

ヨセフ・スミスー歴史l:41)。ヨエル2:28-32を読ませ，

イエス・キリストの再臨とそれに先立つ出来事についてど

のように感じるか尋ねる。ヨエル2:11を読む。「大いにし

て」とは再臨がどれほど重要なものであるかを言っている

と思われるが，その出来事は喜びに満ちたものにも，恐ろ

しいものにもなり得ることを伝える◎

ヨエル2－3章を調べさせ，終わりの時の大いなる出来事

に備えるうえで重要な，または役立つと思われるものを見

つけさせる（例えば，ヨエル2:12-13;3:16-21参照)･

教義と聖約38：30を読んで聞かせ，備えていることによっ

て再臨の時にどのような違いが生じるか話し合う。時間が

あれば，ヨエル2－3章を教義と聖約43:17-30および45:

;’ヨエル1三3章

はじめに

預言者ヨエルが生きていたのは，恐らく紀元前850年から

740年の間のことであると思われるが，これらの数字は確か

ではない（｢イスラエルとユダの王国と預言者｣,219ページ

参照)。分かっているのは，悔い改めなければ滅ぼされると

いうメッセージを携えて，ヨエルがユダの南王国に遣わさ

れたことである（｢聖句ガイド」「ヨエル｣，272-273ページ

参照)。ヨエルは現代の出来事についても述べており，ヨエ

ルが昔のユダヤ人に伝えたメッセージはわたしたちにも当

てはまる（『旧約聖耆：列王紀上一マラキ害』にあるヨエル

吉の「はじめに｣，85ページ参照)。

ヨエル書を研究しながら，終わりの時の大いなる出来事

日
冒
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に備えるうえで助けとなる教えを見つける。
１
戸
二

39-59と比較するとよい。

ヨエルの教えを自分の生活ですぐに応用する方法を理解

させるために，以下の質問について考える。

・悪に対する善の最後の戦いのうち，現在すでに行われて

いるのはどんなことでしょうか（教義と聖約76：25－3(）

参照)。

。その戦いはハルマゲドンの戦いとどのように似ているで

しょうか。

。この戦いでの英雄はだれでしょうか。

・犠牲者はだれでしょうか。

●この戦いにおいて，わたしたちは攻撃に出るべきでしょ

うか，それとも守りに就くべきでしょうか（エベソ6：

10-18参照)。

・ヨエルの勧告は，この戦いに効果的に備えるうえでどの

ような助けとなるでしょうか。

学び取るべき重要な福音の原則
剛事辱
那-_ゴー

・イエス・キリストの再臨の前および再臨の時に，ひどい

戦争，荒廃，自然災害が罪悪の熟した人々を滅ぼす（ヨ

エル1章;2:1-11,28-32;3:1-16参照)。

・わたしたちは主の再臨に備えて主に立ち返らなければな

らない（ヨエルl:13-15,19;2:12-18,32参照。教

義と聖約133:10-19も参照)｡

・再臨に伴う破壊の間，またその後，義人には大いなる霊

的および物質的な祝福がもたらされる（ヨエル2：28－

32;3:15-21参照)｡
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教え方の提案,へ

』

&

ﾕ繊鰄'鴛荊熟穂詞捌圃愛
のたとえを用いて示されている（教え方の提案は『｢旧約聖

言」ビデオガイド」を参照)。
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篭
アモス書の残りの部分には，イスラエルの将来について

はじめに

震 滋割晦椴皿漣蕊
なかった。アモス言は、この預言者の教えを見事にまとめ，る（『旧約聖耆：列王紀上一マラキ書」のアモス2:4-16

についての注解，93ページ参照)｡以下の質問をする。
た，説得力に満ちたものとなっている。アモスのメッセー

難

難 ジはおもにイスラエルの北王国に向けたものであったが｜･灰を入れた瓶は，どのような点でイスラエルに預言され
たことのよい象徴であると言えるでしょうか。

IJM烏鮒騨獣蕊呼野i:W:!.わたL…どのようにして正い側職を得…し，
参照)。うか。

こんにち

詳し<は，「聖句ガイド」の「アモス」(17-18ページ)|o今日わたしたちはどのようなときに，天の御父と聖約を

および『旧約聖耆：列王紀上一マラキ書』にあるアモス書交わすでしょうか。

の「はじめに」(91ページ）を参照。
｜教義と聖約82:3,10を読ませ，主がそれらの節で言って

｜拝れ&F学'よど“ぅな貞竺がけのｲ風ﾗｴﾙに語ら学び取るべき重要な福音の原則

溌
鋒蕊
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醗
識
鍛
蕊
蕊
》

れたことと似ているか話し合う。
1塁率…【･神の裁きは悪人のうえにもたらされる（アモス1－2章

参照)。
ゞゞ::告夢ニー

琴暴ミ･主は御自分の御心を明らかにして民に警告するために，
←ﾆｰ謬壼_

蕊･･皇塞ぎ、
常に預言者を通して働かれる（アモス3:7;7:1-9,

14-17参照)。
ざ．?-壁~･景嘗

雲蓑≦･主は御自分の子らに悔い改めて御自分に立ち返るよう説
・見琴琢琴･島 ききん

き勧めるために，戦争，飢饅，疫病，またはその他の

毒冨霞 災害を用いられることがある（アモス3：9－15；4章；

:-ず：6章；8章;9:1-10参照)。

ﾑｱﾓｽ3:3-8(ﾏｽﾀー雲句,ｱﾓｽ3:7)｡主一は預言者に御自分の御心を明らかにされ，預言者は

それを民に宣言する。(10-15分）

生徒にこれから簡単な質問をすることを伝える。明らか

に答えが「いいえ」である質問を5－6問尋ねる。例えば，

｢電話が鳴っていないのに電話に出ることがありますか｡」

あるいは「猫を飼っていないのに，キャットフードを買い

ますか｡」地域に合った質問を用意する。

すべての質問の共通点を生徒に尋ねる。（すべて答えが

｢いいえ」である｡）アモスは民に同じような質問をしたこ

とを伝える。アモス3：3－6を読み，アモスは7つの修辞

的な質問を尋ねていることを説明する。5節の最後の質問

は「何もかかっていないのに、わなが閉じることがあるだ

ろうか」という意味であり，聖耆のジョセフ・スミス訳で

は6節の最後の文が「町に悪事があるのに，主がそれを御

存じでないことがあるだろうか」と変更されていること

を伝える。

アモス3：7を読んで印を付けるように言い，以下の質問

をする。

●アモス3：7はそれまでの質問とどのような関係がある

のでしょうか。

o同じように明らかなこととして，アモスは預言者につい

てどのようなことを言っていますか。

・預言者について，8節から、ほかにどのような明らかな

真理を学ぶことができるでしょうか。

一

宅

教え方の提案 へ

アモス1－3章。主は，この末日に罰を髻告しておられる

のと同じ理由で，昔のユダとイスラエルのうえに裁きを下

された。（20-25分）

クラスが始まる前に，約10センチ四方の正方形の紙を8

枚用意する。そのうちの7枚に以下のように書く。スリヤ

(ダマスコ），ペリシテ（ガザ)，フェニキア（ツロ），エド

ム，アンモン，モアブ，ユダ。慎重にそれぞれの紙の縁を

焼く。8枚目の紙は完全に焼き，その灰を小さな透明の瓶

に入れ，「イスラエル」と害いた札をはる。

縁の焼けた紙を見せ，次の質問をする。「ある預言者がこ

れらの紙をあなたに見せたとしたら，何を表していると考

えられるでしょうか｡」「イスラエル」と書かれた瓶を見せ，

ほかの紙と比較してそれが何を意味しているかを尋ねる。

アモスl:3-2:5を調べさせ，主が預言者アモスを通じ

て言われたことで，焼けた紙について説明している箇所を
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答えの明↓

である羊0

導くためのものである。その結論とは。主はこの地上で何

かを行う前に，常に預言者に御自分の御心を明らかにされ

るということである。

8節で，アモスは同じく答えの明らかな質問をさらに二

つ付け加えている。ライオンのほえる声に恐れを感じるよ

うに，預言者は主から受けたメッセージを必ず伝えるロア

モスは暗黙のうちに以下のように問いかけていたのかもし

れない。「ライオンを恐れる人々は，主の裁きにも恐れを感

じているだろうかc主の裁きを十分理解しているだろうかc」

耳を傾けて悔い改めることを拒んだイスラエルは，その結

果に苦しまなければならなかった。

主が語られるとき，預言者はそのメッセージを必ず民に

知らせるということを生徒に伝える。十二使徒定員会会員

であったマーク･E･ピーターセン長老は，次のように語

っている。

「預言者がいない時代は神の導きがなく，神の導きを
やみ

受けない民は闇の中を歩かなければならなかった｡

民を導くために神から生ける預言者を与えられている

こと，すなわちその時代に応じた啓示を神から受け，新

たな聖文となる御言葉を記録する人々がいることこそ，

真の教会の確かなしるしである｡」（『聖徒の道』1978年

10月号，98参照）

注意：アモス書のための教え方の提案の残りは，アモスが

民に理解してほしいと望んでいたそのほかの明らかな真理

に焦点を当てたものであるロアモス書がいかに見事にまと

められているかを生徒に理解させる方法の一つとして，そ

のいずれかまたはすべてを用いる。

アモス4－5章。主に立ち返って主の勧告を求めるとき，わ

たしたちは自分の問題に対して助けを受ける。(10-15分）

アモス4章(6,8-ll節）にある「それでも，あなたが

たはわたしに帰らなかった」という言葉と，5章（4，6，8，

14節）にある「主を求めよ，そして生きよ」と民に勧告し

ている言葉に線を引くように言う。生徒が次の点に気づけ

るようにする◎アモスは民に，主の戒めと勧告に立ち返る

ことによって問題を解決することができると教えようとし

たが，民はそうすることを拒んだ。
こんにち

今日の社会が直面している幾つかの問題を黒板に列挙さ

せる．次の質問をする。「これらの問題の中で，主の戒めと

勧告に立ち返ることによって解決できるものはどれでしょ

うか」

アモスら：21－2フ。主は表面的な宗教の実践ではなく，

内なる義を望まれる。(10-15分）

何かの衣装を着るか変装をして，次のように尋ねる。「外

見と中身とはどう違うでしょうか｡」生徒にアモス5:21-

シ0

ように似ているでしょうか｡

・アモスはどのような真理を教えようとしていたのでしょ

うか（『旧約聖書：列王紀上一マラキ書』のアモス5：

4－27についての注解．94ページ参照)。
こんにち

・今日人々は，どのようにしてそれと同じ過ちに陥ること

があるでしょうか。幾つか例を挙げてください。

・キリストの弟子であるふりをしながら，実際はそうでは

ない人々について，主はどのように感じておられるでし

ょうか（マタイ6:1-6;7:21-27参照)。

ききん

アモスB章。主の言葉がまれであるとき，人々は飢饅のと

きに肉体的に苦しむのと同じくらい霊的に苦しむ。(10-15

分）

クラスに熟した果実を1個持参する。lニーファイ17:

35,43を読み，イスラエルの子らはどのような形で「罪悪

が熟し」ていたか話し合う（エゼキエル4-18章のための

教え方の提案,187ページ参照)。生徒とともにアモス8章

を読み，アモスのメッセージを見つけさせる（『旧約聖書：

列王紀上一マラキ書』のアモス7－9章についての注解にあ

るアモス8:1-9についての段落,95ページ参照)。以下

の質問について話し合う。

・イスラエルはどのような点で一かごの熟した果実のよう

だったのでしょうか。

●アモス8：4－6ではどのような罪が述べられていますか。

●主はどのような罰が下るとおっしゃいましたか(9-14

節参照)。
こんにち

・今日世界のほとんどの人々が「主の言葉を聞〔く〕」こ
ききん

とに対する飢饅の状態にある証拠として，どのようなこと

が挙げられるでしょうか（教義と聖約123:12-13参照)。

ゆる

アモスg:B-15．主は御自分の民を赦し，集めると約束

された。(10-15分）

アモス9:8-10を読ませ，すでにアモスのイスラエルに

対する預言で成就していることを言わせる。アモス9：

ll-15を読み，まだ完全に成就していないことを尋ねる。

イスラエルが悔い改めて主に立ち返るときに主が約束して

おられる祝福を書き出し，それらについて話し合うニイス

ラエルになされた約束がどのようにわたしたちにも当ては

まるか尋ねる（『旧約聖書：列王紀上一マラキ書』のアモス

7－9章についての注解にあるアモス9:1-6についての段

落，95ページ参照)。
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鍵 ・人々がほかの人々に向かってそのような行動を取るのは

なぜでしょうか。

●15-16節で，エドムの民の運命は，あの建物にいた人々

の運命とどのように似ているでしょうか。
こんにち

・今日，大きく広々とした建物の人々と似ているように思

われる人はいるでしょうか。

・教会員もあの建物の人々のようになる恐れがあるでしょ

うか。

・あの建物の人々は危険な状態にあるでしょうか。

神殿と宣教師の写真を見せる。生徒とともにオバデヤ

l:16-21を読み，神殿や宣教師とシオンの山の救う者にな

ることにはどのような関係があるか尋ねる（『旧約聖書：列

王紀上一マラキ書』のオバデヤl:16-21についての注解

および「シオン山の救い手｣，277-278ページ参照)。

真の英雄は道を踏み外す人々を救出するということを生

徒に伝える。教義と聖約4章および15:6を読む。以下の

質問をする。

。大きく広々とした建物にいる人々を救出することが重要

なのはなぜでしょうか。

・わたしたちはどのようにして彼らの救出を手助けするこ

とができるでしょうか。

オバデヤl:17,21を読み，以下の質問をする。

・オバデヤは救出を手助けする人々のことを何と呼んでい

ますか。
あがな

・自分がだれかの贈いにおける救い主のパートナーである

と知るとき，どのように感じるでしょうか。

生者に対する伝道の取り組みと主の神殿における死者の

ための業が，どのようにしてオバデヤの預言を成就するか
あかし

証する。以~ﾄｰの質問をする。

●ふさわしい状態で神殿に入る人々と大きく広々とした建

物に入る人々には，どのような違いがあるでしょうか。

●それらに入るには，どのような条件があるでしょうか。

・神殿に入ることを選ぶと，どのような祝福を受けるでし

ょうか。

自分の先祖を調べて，まだﾈI|'殿の儀式が行われていない

人物を一人見つけるように励ます。その人物の名前を神殿

に提{l',することによって救う者となるように勧める。可能

な地域では，限定神殿推薦状を入手して，自分でバプテス

マの儀式を受けるように勧める。

噌 ÷オバデヤ1章 へ

蕊
鍵
鍵
篝
はじめに

「オバデヤ」という名前は「エホバの僕（または礼拝者)」

の意味であり，旧約の時代には一般的な名前であった。預

言者オバデヤ個人の歴史については，その名前がつけられ

た書に記録されていること以外は何も知られていない。オ

バデヤは，エドムがユダに対する残虐な行為のために滅亡

することを書き記し，示現の中でイスラエルの救いと末'二I

のその他の重要な出来事を見る特権を受けた。オバデヤ書

は旧約聖耆の中で最も短い言である。

茸_~亨乞ま
ず壁土戸

一幸写

二一.筐一幸舅

､琴手譽
圭一－4毛

一蟹尹‐季ぞ-2

へ

学び取るべき重要な福音の原則

。高’|曼と悪事は滅亡につながる（オバデヤl:1-16参照c

教義と聖約64：24も参照)。

・わたしたちは死者のための神殿の業を行うことによっ

て，救いの計画を手伝うことができる（オバデヤl:2]

参照。教義と聖約128:ll-18も参照)｡

蕊
:覇篝差

教え方の提案

蕊
一、

オバデヤ1章。わたしたちは自分自身だけでなく，周囲の

人々を救うためにも働かなければならない。（25-35分）

空中に浮いている建物を黒板に描くか，建物の絵を床に

つかないようにつり下げる。建物に「lニーファイ8：

26-28」と書き，その建物について知っていることを生徒

に尋ねる｡lニーファイ11:35-36を読ませ、その建物が

表しているものと，建物は最終的にどうなるかを答えさせ

る。

オバデヤはそのような場所について記していることを生

徒に伝える。オバデヤl:1-9を読ませ，エドムがどのよ

うな点で大きく広々とした建物に似ていたか答えさせる。

類似点について話し合い,『旧約聖書：ダリ王紀上一マラキ書』

のオバデヤl:1およびl:3-9についての注解(276-277

ページ）に書かれている情報を紹介する。

オバデヤl:10-14を読ませ，以下の質問をする。

・エドムの民が行ったことで，大きく広々とした建物の

人々が行ったことと似ていることは何ですか（『旧約聖

書：列王紀上一マラキ書」のオバデヤl:10-15につい

ての注解277ページ参照)｡
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「み旨のまま行かん」（｢賛美歌｣,172番）を読むか歌う

とよい。

これから，召された場所に行くことを望まなかった一人

の預言者について学ぶことを生徒に伝える。ヨナl:1-2

を読ませ，以下の質問をする。

・この預言者はだれですか。彼はどこへ行くように召され

ましたか。

・ニネベのような場所での伝道について，ヨナはどのよう

なことを心配したと思いますか（『旧約聖書：列王紀

上一マラキ書」にあるヨナ書の「はじめに｣，99ページ

参照)。

ヨナl:3を読ませる。以下の質問をする。

・ヨナは自分の召しにどのようにこたえましたか。

・ヨナがニネベではなくタルシシに向かったのはなぜだと

思いますか。

下の地図を用いてヨナがどこに行こうとしていたのか示

す。「旧約聖書：列王紀上一マラキ害』のヨナ1:2-3につ

いての注解(100ページ）も参照。
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はじめに

ヨナの名前は「鴫」を意味する。ヨナはアミッタイの子

で、ナザレの北東約5キロ，ゼブルン領土内のガテヘペル

出身であった（ヨナl:l;列王下14:25参照)。ヨナは，

長年にわたるダマスコヘの服従の後にイスラエル本来の領

域の回復に成功した，紀元前約788年のヤラベアム2世の軍

事行動を預言した（列王下14:25参照)。しかし何よりも，

ヨナはニネベの民への伝道と鯨の経験でよく知られている。
あかし

ヨナは，ニネベの民に対する主の公正な報いを証してお
あわ

り，鯨の腹の巾での彼の祈りは，主の憐れみについての感

動的な証である。アブラハムやイサクの場合と同様，ヨナ

の生涯に起きた出来事もイエス・キリストについて力強く

証している。救い主は徹|I自身の死と埋葬と復活について

｢預言者ヨナのしるし」を引き合いに出して語り，御自身の

時代の人々に向かって、ヨナの警告を信じたニネベの民が

彼らに対する証人として立つと警告された（マタイ12:

39-41;ルカ11:29-30参照。「聖句ガイド」「ヨナ」，

276-277ページも参照)。
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学び取るべき重要な福音の原則
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わたしたちは主から隠れることはできない（ヨナ1章；

2:9-10;3:1-5参照。モーセ4:13-25も参照)。

主の助けがあれば，一人の義人が数々の奇跡を行うこと

ができる（ヨナ3章;4:11参照。アルマ23:4-5も参

照)。

神は御自分のすべての子らを愛し，彼らが救われるよう

に望んでおられる（ヨナ3:10;4章参照。ルカ15:1-

7．25－32；教義と聖約18:10-13;123:12も参照)｡
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教え方の提案

":t爵毫鷲望緬蹴鷲蒜
ぶさわしい若い女性も，希望する人は伝道に出ることがで

きる。これらの若い男性や女性は，全世界にいる天の御父

の子らにイエス・キリストの福音を教えるという特権を持

つ。（40-50分）

生徒とともにヨナl:4-3:10を読み，以下の質問につ

いて話し合う。

・ニネベヘの伝道から逃げようとしたヨナに，どのような

ことが起こりましたか。

I‐

それぞれの生徒にあてた伝道の召しの手紙を用意する。

手紙にはそれぞれの生徒の名前と，具体的な伝道部の割り

当てを書いておく。生徒が教室に入って来たときに，召し

主はヨナがおぼれないようにされましたが，そ~れはなぜ

だと思いますか。

救い主は，ヨナの「大いなる魚」の経験をどのように引

用されたでしょうか（マタイ12:38-40;16:1-4参
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分
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の手紙を渡す。生徒は，自分の伝道部の名前を言い，自

の召しについてどのように感じるか話す。以下の質問を

る。
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皇、



鴬
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oニネベの民は，ヨナの宣教にどのような反応を示したで

しょうか。

・この物語は、御父の御自分の子らに対する愛と望みにつ

いてどのようなことを教えているでしょうか（『旧約聖

書：列王紀上一マラキ書』のヨナ3：5－9についての注

解,101-102ページ参照)。

・この物語は、道から外れた．愛する人々に対する希望を

持つことについて，どのようなことを教えているでしょ

うか。

ヨナ4:1-3を読ませ，以下の質問をする。

・主がニネベをお救いになったとき，ヨナが怒ったのはな

ぜですか。

。なぜヨナはニネベの人々の悔い改めを快く思わなかった

のでしょうか。

生徒とともにヨナ4：4－9を読み，主は御自分がすべて

の子らを愛していることを，どのようにしてヨナに教えら

れたか話し合う。以下の質問をする。

・自分の知らない人々の所へ行くとき，どのような恐れを

感じるでしょうか。

・主は御自分のすべての子らを愛しておられます。どうす

ればわたしたちも人々を愛せるようになるでしょうか。

・福音にさらに改宗することは，福音を人々に伝えたいと

いう望みにどう影響するでしょうか（モーサヤ27：32－

28：4参照)。

黒板に「現代のとうごま」と書く。生徒に以下の質問を

する。

・ヨナがニネベの民のことよりも，とうごまについて悲し

んだのはなぜでしょうか。

・主はとうごまの生長と枯死を用いて、ニネベの民に対す

るヨナの態度について何を教えようとされたのでしょう

か。
こんにち

・それは今日．福音のない状態で苦しんでいる人々を救う

ことよりも，この世の仕事や自分自身の必要に関心を持

っている人々とどのように似ているでしょうか。

御父の子供たちに仕える際の障害となる「現代のとうご

ま」となり得るものを列挙させる（都合に合わないもの，

そのほかの言い訳や注意をそらすものなど)。ヨナ4:10-

llを読ませ，以下の質問をする。
あわ

・主がニネベの民に進んで憐れみをおかけになったのはな

ぜでしょうか（2ニーファイ26：33；アルマ26：37参

照)。

。「右左をわきまえない」とはどういう意味でしょうか

（『旧約聖書：列王紀上一マラキ害』のヨナ4:1-llにつ

いての注解．102ページ参照)。
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ミカ7:18-20を読ませ，ミカが記録の最後で預言して

いることを見つけさせる。それらの約束を黒板の「後」の

額のI:I'に書く。

ミカの|I寺代のイスラエルの様子を描写した「言葉の絵」

の制作を手伝うよう生徒に言う。グループまたは仙|人に以

へ善 卿

下の参照箇所を割り当て，ヒントを見つけさせる。ミカ

l:2-9;2:1-2,9-11;3:2,5,9-12;6:12-16;

7:1-6･見つけたものを黒板の「前」の額の中に書く。

以下の活動は，イスラエルがいつ約束された祝福を受け

るのか理解するうえで役立つ。生徒とともに，以下に挙げ

られている5つの聖ｲﾘを読む。参照聖句の後には，そこに

川いられている象徴が述べられている。「後」の額の中に，

象徴の絵を猫くかテープではる。あるいは言葉による記述

をそのまま書く。それから各聖句についての質問をする。
ひゆ

1．ミカ2:12-13(さく，または門を打ち破る羊)。この比嶮

的表現は大勢の教会員から成る末日のイスラエルをどの

ように表しているでしょうか。これはアブラハムになさ

れたどの約束を成就するものでしょうか（アブラハム

2:9-11参照)。

2．ミカ4:1-2(山の上の神殿)｡神殿は，わたしたちが福

音を全世界の人々に携えて行くのをどのように助けてく

れるでしょうか（イザヤ2:1-4参照)。
ひゆ

3．ミカ4:12-13(鉄の角と青銅のひずめ)。この比嶮的表

現はだれを表しているでしょうか。末日のイスラエルは

どのぐらい力強いでしょうか（教義と聖約35:13;

133:59参照)｡

4．ミカ5：7（青草の上に穏やかに降る雨)。末日のイスラ

エルはどのような形で世界に命をもたらし，発展を促す

でしょうか。
ひゆ

5．ミカ5：8（羊の群れを散らすライオン)。この比嶮的表

現は，末日における神の王国が止めることのできないも

のであることをどのように示しているでしょうか。

預言者ジョセフ・スミスの以下の言葉を読む。

はじめに

「ミカ」は「ミカヤ」という名前の短縮形であり，「エホ

バのような者はだれか」の意味である。「ほかの一部の預言

者や族長の名前と同じように，〔「ミカ』という名前は〕こ

の人物の生涯の業にふさわしいものである。ミカは預言に

よって，だれ一人として主のような者はおらず，すべての

人は主のような生き方をするように努めなければならない

ことを様々な形で示した。主がお持ちである力はほかのど

こにもなく，主のような王はどこにもいないのである。」

(エリス･T･ラスマッセン,ALatter-daySamrComme"-

taryontheOﾉdTestament,664)

ミカはユダ南部の小さな町に住み（ミカl:1,14;エレ

ミヤ26:18参照),ヨタム，アハズ，およびヒゼキヤの統治

の期間，紀元前約740-697年に預言した（ミカl:l;『聖

句ガイド」「ミカ｣，249ページ参照。「イスラエルとユダの

王と預言者｣,220-221ページも参照)。ミカが書いたもの

には一貫して恵まれない人々への思いやりが感じられるが，

それは彼が小さな町の出身だからであろう。ミカはイザヤ

と同時代の人物である。

ミカのメッセージでは，来るべき裁きについての警告と
あがな

将来の蹟いについての約束が交互に述べられている｡1-3

章でミカは，イスラエル（サマリヤ）とユダ（エルサレム）

への裁きを宣言している。しかし4－7章では，末日におけ

るイスラエルの家の集合と贈いを預言している。ミカはメ

シヤがベツレヘムに誕生することを預言している唯一のⅡ」

約の預言者である（ミカ5：2参照)。

学び取るべき重要な福音の原則
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・指導者は自身の利己的な利益に対してではなく，民に仕

えなければならない（ミカ3章参照。マタイ20：25－

28；モーサヤ2:12-19も参照)。

・神殿で，主はわたしたちに御自身の道を教えて<ださり，

わたしたちは主の道を歩むと聖約する（ミカ4:1-2参

照。教義と聖約109:11-16も参照)。

・悪人に対する主の裁きにもかかわらず，もし人々が悔い
いや

改めるならば，主は彼らを慰めて癒される（ミカ4：6－

7;7:8-9,18-20参照)。

「わたしたちの宣教師は，様々な国に出向いている。

……真理の旗は立てられた。いかなる汚れた者の手も，

この御業の発展を止めることはできない。迫害は威を振

るい，暴徒は連合し，軍隊が集合し，中傷の風が吹き荒

れるかもしれない。しかし神の真理は大胆かつ気高く，

悠然といで立ち，あらゆる大陸を貫き，あらゆる地方に

至り，あらゆる国々に広まり，あらゆる者の耳に達し，

神の目的は成し遂げられるであろう。かくして，大いな

るエホバは，御業は成ったと告げられることであろう。」

(HIstorvoftheChurch,4:540)
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教え方の提案 画bFz…

福音がどのようにして世界中に広がっているか，またミ

カの預言を成就するために乗り越える必要のある障害につ

いて話し合う。末日のイスラエルに約束された祝福を成就

するために，どのような役割を果たすことができるか尋ねる。

以下の参照箇所を読ませ，それらに共通することを見つ

けさせる｡3ニーファイ16:15;20:13-17;21:12-

21;モルモン5:22-24;教義と聖約87:5．ミカ5:8-

15を読ませ，それらの聖イリに共通することがほかにあるか

尋ねる。（すべてミカの節をリ|川または繰り返している｡）

ミカ1－7章。悪人は罰せられるが，もし悔い改めるなら
いや

ば，主は彼らを慰めて癒される。(40-50分）

黒板に二つの大きな額縁を描く。一方に「前｣，もう一方

に「後」と書く。’冊の本を持ち上げて，以下の質問をする。

・本の最後のページを最初に読んだことがありますか。

。それによって物語がつまらなくなってしまいましたか。

．最後のページを最初に読むことには，どのような利点か

あるでしょうか。
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は，人々のわたしたちに対する思い出を左右します。どの

ように左右するでしょうか｡」教義と聖約14:7および

101:35-38を読み，以下の質問をする。

・最後まで忠実に堪え忍ぶことによって，人々の心に残る

わたしたちの姿は，どのように違ってくるでしょうか。

。若いころは不従順であったけれども，後に悔い改めて忠

実になった人はどうでしょうか（アルマ36：6－24参照)。

・最初は忠実であったけれども，最後まで忠実であり続け

なかった人はどうでしょうか（教義と聖約40:1-3参

照)。

これから．滅亡する前に預言者ナホムによってその墓碑

銘を記された，ある町について学ぶことを伝える。

アッスリヤ人とその首都ニネベについて知っていること

を尋ねる（『旧約聖書：列王紀上一マラキ書」の特別講座D,

ll5-119ページ参照)。ヨナ3章でニネベに起きたことを読

む（｢旧約聖書：列王紀上一マラキ書」のヨナ3：5－9につ

いての注解,101-102ページ参照)。次の質問をする。「当

時のニネベには，どのような墓碑銘を書くことができたで

しょうか｡」

ナホム3:1-5を読ませ,100年以上後のニネベの様子を

答えさせる。次の質問をする。「ナホムの時代のニネベには．

どのような墓碑銘がふさわしいでしょうか｡」ナホム3：

7-19は、ナホムによるニネベの墓碑銘と言うことができ，

それはその町が滅亡する前に書かれたものであることを伝

える。それらの節を読ませ，ニネベの墓標に最も適切な碑

文になると思うものを一つ選ばせる。

ナホムl:1-7とアルマ46:8を相互参照するように言

う。以下の質問をする。

・それらの節は，主がニネベを罰せられた理由を理解する

うえでどのように役立つでしょうか｡(主がヨナの時代

に救われた町は．すぐに主を忘れて邪悪な道に戻った｡）

･もしわたしたちも悪事に陥るならば，わたしたちの状況

はどのような点でニネベに似たものとなるでしょうか。

ナホムl:8-10を読み．マラキ4:lと比較する。ナホ

ムがニネベの崩壊について述べたとき，ほかに何について

語っていたか生徒に尋ねる。（再臨｡）旧約の預言の多くが

持つ二重性を生徒が理解できるよう助ける（『旧約聖書：列

王紀上一マラキ書』のナホムl:2-10についての注解，

237-238ページ参照)。次の質問をする。「人々が真理を知

り，真理に従えるよう助けるために，わたしたち一人一人

には何ができるでしょうか｡」

へ

はじめに

ナホムはゼパニヤ，ハバクク，およびエレミヤと同時代

の人物であった（｢イスラエルとユダの王と預言者｣,221/､:

ージ参照)。ナホムは紀元前663-612年の間のいずれかの時

期にユダで預言をした。記録に残っているナホムのメッセ

ージは，その全体がアッスリヤの首都ニネベの滅亡を預言

したものとなっている。この預言は，終わりの時における

悪人の滅亡の予型でもある。

ニネベは100年以上前に，預言者ヨナによって悔い改める

ようにとの警告を受けていた。当時のニネベの民は悔い改

め，命を助けられた（ヨナ3章参照)。しかし，ナホムの務

めの時代には，ニネベは再び邪悪になっており，今回は主

の裁きを免れようとしなかった。

紀元前約721年にアッスリヤ人がイスラエルの北王国を征

服し，その住民を捕らえて連れ去った（『旧約聖書：列王紀

上一マラキ書』の特別講座D,115-119ページ参照)。その

とき以降，アッスリヤ人はユダの生存者にとっても絶えず

脅威となった。アッスリヤの滅亡について美しいヘブライ

詩で言かれているナホムの預言は，ユダの民にとって希望

と慰めの源であったに違いない。ナホムの名前は「慰める

者」の意味である（｢聖句ガイド』「ナホム」185ページ参照)。

ナホムの約束は，エホバがいつの日かイスラエルに「慰め」

をもたらされるというものであった。
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学び取るべき重要な福音の原則

・主は警告を与えてからでなければ，悪人を滅ぼされない。

教会員にはその警告をすべての神の子供たちに宣言する

責任がある（ナホムl:1-7参照。ヨナ3章；教義と聖

約88:81-82も参照)。

へ

篝
←霊≦

雪讓※

一幸年_

教え方の提案

ナホム1－3章。過去に忠実であっただけでは十分ではな

い。わたしたちは最後まで忠実に堪え忍ばなければならな

い。主は薑告を与えてからでなければ，悪人を滅ぼされな

い。（35-45分）

生徒一人一人に，墓標が描かれている紙を1枚ずつ渡す。

その墓標に。自分自身の墓に記したい墓碑銘を書くように

言う。数名の生徒に書いたものを発表してもらい，なぜそ

のような形で覚えられたいのか話し合う。アルマ48:11-

13，17を読ませ，次のことを話し合う。「わたしたちの生活
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・悪人が栄えて，義人が苦しむことがあるのはなぜか理解

したいとき，あなたならどうしますか。

。主に尋ねることは適切なことでしょうか。

創世25：22；出エジプト3:11;ヨブ3:11;および教義

と聖約121:1-3を読ませ，これらの聖句の共通点を見つ

けさせる。困難な試練に直面し，主からの助けと理解力を

必要としたときに，預言者やそのほかの人々が行ってきた

ことを話し合う。ヤコブl:5を読んで話し合う。

ハバククが生きていた時代に，ユダの民はそのほとんど

が邪悪であったことを生徒に伝える。ハバククl§1－4を

津

はじめに

ハバククについて知られていることは，そのほとんどが

ハバクク書から断片的に集められたものである。ハバクク

はエレミヤやリーハイと同時代の人物で，恐らくエルサレ

ムに住んでいたと思われる（｢イスラエルとユダの王と預言
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読ませる。以下の質問をする。

・ハバククは主にどのような質問をしましたか。

・義にかなった生活をしようと努力している人々を困らせ

ているにもかかわらず，悪人が罰せられることなく，栄

えているようにさえ思えることがあるのはなぜでしょうか。

生徒とともにハバククl:5-11を読み，ハバククの質問

に対する主の答えについて話し合う（『旧約聖書：列王紀

上一マラキ害』のハバククl:2-4についての注解,245J､g

ージ参照)。以下の質問をする。

●悪人は，罰を逃れられるでしょうか（3ニーファイ27：

11;教義と聖約121:7－22も参照)。
こんにち

。この主の答えは．今日同じ質問を抱いている人にとって

どのような助けとなるでしょうか。

主の答えを聞いて，ハバククの心には別の質問が浮かん

だ。ハバククl:12-17を読ませ，ハバククの2番目の質

問を見つけさせる。『|Ⅱ約聖書：列王紀上一マラキ言』のハ

バククl:5-17および2章についての注解(245-246ペー

ジ）を用いながら，以下の質問について話し合う。

・主は時折，悪人が義人を苦しめるのをお許しになります。

それはなぜでしょうか（教義と聖約122章も参照)｡

・主は，御自分の民に対して，あまり多くの真理を受けて

いない人々以上に，主の戒めと聖約を守るように求めて

おられます。それはなぜでしょうか（ルカ12:47-48;

教義と聖約82：3も参照)。

主がハバククの質問に答えられたことについて，どうい

う気持ちを感じるか尋ねる。自分自身の質問への答えを探

し求めるときに，主と，生ける預言者の言葉に心を向ける

ように勧める。

主から答えや祝福を受けるとき，わたしたちは主に感謝

を表さなければならない。教義と聖約59:7,21を読み，主

は御自分が祝福する人々に何を望んでおられるか尋ねる。

ハバクク3:17-19を読み，これらの節が，どのように感

謝の表れとなっているか尋ねる。主から祝福を受けるとき，

あるいは主から理解力を授かるときに，神に感謝を表すよ

う生徒に勧める。わたしたちは主の方法のすべてを理解す

ることはできないが，主は確かに御自分のすべての創造物

を支配しておられることを生徒に杵げる。

者｣,221ページ参照)。ハバククが預言をしたのは，紀元前

約597年にユダヤ人が最初にバビロンへと追放される前のこ

とであった（ハバククl:6参照。『聖句ガイド』「ハバクク｣，

206ページも参照)。

ハバクク言は独特な書物である。たいていの預言書には，

主のその子らに向けた警告のメッセージが記されているが，

この書はハバクク自身が主と語り合った記録となっている。

この記録を研究しながら，ハバククの二つの懸念（ハバク

クl:2-4およびl:12-2:1参照）および彼が受けた答

え（ハバククl:5-11および2:2-20参照）を見つける。

また，ハバククがその言の結びに記している美しい賛美の

詩にも注'三|する（ハバクク3章参照)。
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学び取るべき重要な福音の原則
『

o忠実な人でさえも主の方法のすべてを理解するのに苦し

むが，主は御自分を熱心に求める人に奥義を知らせると

約束しておられる（ハバクク1－3章参照。イザヤ55：

8-9;lニーファイ10:17-19;教義と聖約76:1-10も

参照)。

・主は，主御自身の時に，主御自身の方法で悪人を罰せら

れる（ハバククl:1-11参照)。

o主は，悪人が互いに罰し合い，あるいは滅ぼし合うのを

許されることがある（ハバククl:5-11参照。モルモン

4：5も参照)。

・主は，御自分の聖約の民に，民が受けている光に従って

生活するように望んでおられる（ハバククl:12-2:20

参照)｡
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教え方の提案

寺

ハバクク1－3章。わたしたちは主の方法のすべてを理解

するのに苦しむことがあるが，主は御自分を熱心に求める

人に奥義を知らせると約束しておられる。（25-35分）

以下の質問をする。

。ある単語の意味が分からないとき，だれに助けを求めま

すか。

・炳気のときには，どこに行きますか。
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せる。以下のような答えが考えられる。

・偶像を礼拝する者(1:4-5参照）

。主に背を向ける者(1:6参照）

・主を求めない者（1：6参照）

･高‘|曼な者(1:8,14;2:10;3:11参照）

･乱暴な者(1:9参照）

。’嘘をつく者(1:9参照）

・富に頼る者(1:11，18参照）

・大酒を飲む者(1:12参照）

･独り善がりな者(1:12参照）

･イスラエルを攻撃する国々(2:4-15参照）

・不従順な者（3：2参照）

・神の律法を腐敗させる者（3：4参照）

ゼパニヤは，再臨の時に滅びるのを避ける方法を提案し

ていることを生徒に伝える。ゼパニヤ2:1-3を読ませ，

この預言者の勧告を要約させる。次の質問をする。「『前に』

という言葉を繰り返すことによって，ゼパニヤは何を強調

しようとしていたと思いますか｡」
あかL

主が再び来られる「前に」備えをすることの重要性を証

する。当時教会教育理事長を務めていたニール｡A･マッ

クスウェル長老の以下の言葉を読む。

へ

謹譲

蕊
はじめに

ゼパニヤは，エレミヤ，リーハイ，およびナホムと同時

代の人物で，ヨシヤ王の統治の間、紀元前約639-608年ご

ろに預言した。ゼパニヤは，ヒゼキヤ王の子孫であった可

能性がある(｢lll約聖書：列王紀上一マラキ書」のゼパニヤ

l:1についての注解,241ページ参照)。ゼパニヤのメッセ

ージは，ユダと周囲の国々の悪事に対する神の罰について

述べた厳しいものである。ゼパニヤは民に次のように警告
けんそん

している。「主を求めよ。正義を求めよ。謙遜を求めよ。そ

うすればあなたがたは主の怒りの日に，あるいは隠される

〔守られる〕ことがあろう。」（ゼパニヤ2：3）これは「主

は隠される」という意味の名前を持つゼパニヤにふさわし

いメッセージであった（｢聖句ガイド』「ゼパニヤ｣,156'､<

ージ参照)。
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"1学び取るべき重要な福音の原則
蕊
●再臨の時に，悪人は減ぼされ（ゼパニヤ1:3-18;2:

4-15;3:2-8参照),義人は救われる（ゼパニヤ2:3,

5－9；3：9－20参照)。

・義にかなった者となることで，再臨の結果として起こる

滅亡を切り抜けて生き残ることができるよう備えられる

（ゼパニヤ2:1-3,9;3:7参照)。

冨螺撫
萱4覆斡・
農．.竜塞娯ji’を一
手､f_群閣認ﾝ--
手~〕､琴早_-拳,’

零緯

‘一、

I岩､一也野

電~垂~･
鼻一登一官

「すべての教会員は，キリストが尊厳と力をもって戻

って来られるという現実を，その出来事が起こる『前に』

受け入れる必要があります。なぜなら,C･S･ルイス

が語っているように，立っていることが不可能なときに

ひざまずいてもほとんど役に立たないからであり，『芝

居の作者が舞台に上がるときには,芝居は終わりである」

からです｡」（｢質疑応答」NewEra1971年1月号,9)

‐ﾆｰｰ

諺毒

教え方の提案

ゼパニヤ1－3章。義は再臨への最善の備えである。（20-

25分）

黒板に次の質|川を書く。「再臨の時に滅ぼされるのはどの

ような人でしょうか｡」生徒に答えを求める。もしそれは悪

人であると言ったなら，すべての人は罪を犯し，再臨の時

に救われる人々でさえも完全ではないことを説明し，悪人

にはどのような人が含まれるか尋ねる。ゼパニヤl:3－

18;2:4-15;および3:2-4,8,11を読ませ，民を滅亡

へと陥れるものとして預言者ゼパニヤが語った罪を挙げさ

へ
~-葦毒
.~諄

甫､鋳､､夢.
､モ，言上,
,､‐角,

食毒瀧

時間があれば，ゼパニヤ3章から、桶千年の間に生きる

人々にもたらされる祝福を示している節を幾つか選ぶ（｢旧

約聖書：列王紀上一マラキ書」のゼパニヤ3：8－20につい

ての注解、242ページ参照)｡
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・神殿がそれほと重要であったのはなぜだと思いますか。

ハガイ言に吉かれている主の指示を，教義と聖約95章；

109:1-5;および124:31-55に吉かれている，現代のイ

スラエルに対する神殿に関する指示と比較する。教会指導

者に対するボイド．K･パッカー長老の以下の言葉を紹介

する。

､

髄w虎

柵へ q
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はじめに
1
M

。

ハガイの預言は，紀元前約537年にクロスの宣言の

ビロニア捕囚から帰還したユダヤ人に向けたもの

(エズラl:1-8参照)｡ハガイはエズラ，ネヘミヤ

下でハ

である

およ

「皆さんは，会員たちの生活の中で教会の使命を実践

し始めるにはと､うすればよいのだろうかと思うかもしれ

ません。……キンボール大管長は教会の使命について話
びゼカリヤと同時代の人物であった。

ユダヤ人は神殿の再建を開始したが，敵対と迫害のため

にすぐにやめてしまった（エズラ4章参照。「旧約聖書：列

王紀上一マラキ書』の特別講座Jおよびエズラ4:1－10に

ついての注解,335-340,344-345ページ参照)｡紀元前約

52()年に伝えられたハガイの預言は，主によって約束されて

いる祝福を得るために，困難であるにもかかわらず，もう

一度神殿の再建に取りかかるようユダヤ人を励ますもので

あった（エズラ5:l;6:14;「聖句ガイド」「ハガイ」．

203ページも参照)。

したとき，どのように実践するか教えました。

わたしたちは『あらゆる国民，部族，国語の民，民族

に主イエス．キリストの福音を宣言することで，教会

員としてバプテスマと確認の儀式を受けられるよ

うに人々を備えます｡』

わたしたちは『福音の儀式を受けられるよう人々

を備えることによって,また昇栄を得るために教え，

訓練することによって，聖徒を全き者とします｡」

わたしたちは「これまでに地上に生きていた人々

のために身代わりの福音の儀式を行うことによっ
あがな

て，死者を贈います｡』

わたしたちは儀式と，それらに結び付いた聖約に焦点

を当てることによって，人の不死不滅と永遠の命をもた

らします。…．・・

教会の組織の運営において，すべての道が神殿に通

じているように取り計らうことが賢明です。なぜなら，

わたしたちが主の御前に行く資格を得るためにすべての

ことについて備えられるのは，まさに神殿においてだか

らです｡」（宗務代表者のセミナー,1987年4月3日，

4-5．最後の段落の強調付加）
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学び取るべき重要な福音の原則

・神殿の聖約と儀式は，人類の救いのための御父の計画に

不可欠である（ハガイ1-;2:7-9参照。教義と聖約

128:11-19;132:7-19も参照)。

・主は神殿の儀式に参加する人々にふさわしくあるように

求めておられる（ハガイ2:10-19参照)。
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教え方の提案

鍵八ガイ1－2章。神殿の聖約と儀式は，人類の救いのため

の御父の計画に不可欠である。(15-25分）

黒板に「すべての道はに通じる」と

野

一

書く。空欄に入る言葉を尋ねる。これから，この空欄を埋

めることのできる，一つの非常に重要な言葉について学ぶ

ことを生徒に伝える。

生徒とともにハガイl:1-14を読み，読みながら以下の

質問について話し合う。

●ユダヤ人がエルサレムの神殿の建設を中止したのはなぜ

ですか（2－6節参照)。

・主によると，ユダヤ人が神殿の再建に失敗したのは，貧

しさや迫害からでしたか。それとも|11建に失敗したこと

で，貧しさや迫害が起こったのでしょうか(7-11節参

照)。

。貧しさの中にあっても神殿の再建に忠実であることを条

件に，主はどのようなことを約束されましたか（13節参

昭｝‐

空欄に「神殿」と書いて黒板の言葉を完成させ，すべて

の道が神殿に通じているとはどういう意味か説明させる。

いちばん近くにある神殿の写真，または末日聖徒のいずれ

かの神殿の写真を見せる。神殿と，教会の集会を行う地元

の集会所との違いを尋ねる。神殿はわたしたちが救いに必

要な儀式を受けるために神が用意してくださった場所であ

ることを生徒が理解できるように助ける。

神殿に行って死者のためのバプテスマや両親との結び固

めを受けたことのある一人または数人の生徒に，彼らの経
あかし

験と，神殿の重要性についての証をしてもらうとよい。（神

殿の儀式については話さないよう生徒に伝える｡）
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蕊 八ガイ2:10-19。主はわたしたちに，ふさわしい状態

で神殿の儀式に参加するように求めておられる。(10-15

分）

以下の質問をする。

・マラソンではどのくらいの距離を走りますか。

・明日マラソンに出場したいと思いますか。

・マラソンに出場できない理由として．どのようなことが

考えられるでしょうか。

・そのようなレースに出場する前に，何をしておきたいと

思いますか。

・マラソンに出場するには，どのような準備が必要でしょ

うか。

・神殿に参入するには，どのような準備が必要でしょうか。

ハガイ2:10-19を読ませる（｢旧約聖書：列王紀上一マ

ラキ書』のハガイ2:10-19についての注解,352ページも

参照)。神殿に入ることによってふさわしくない人が聖めら

れることはなく，ふさわしくない状態で神殿に入る人は主

の宮の神聖さを汚すことになることを生徒が理解できるよ

うにする。教義と聖約110:7-8を読ませ，ふさわしさを

保つことが、なぜ神殿で有意義な時間を過ごすうえで不可

欠なのか話し合う。
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ゼカリヤ1－14章へq

…雲言i…息:曇1_

ゼカリヤ9:11-捕われ人は穴から解放される（教義と聖約
12138:32-35参照)。

ゼカリヤll:12－救い主は銀30枚のために裏切られる（マタ
13'f26:14-16;27:3-10参照)。

はじめに

ゼカリヤはハガイと同時代の人物で，同じくバビロニア

捕囚から帰還したユダヤ人に向かって語った。「ゼカリヤ」

という名前は「主〔エホバ〕は覚えられる」の意味である。

ゼカリヤはイスラエルに，悔い改めて神殿を再建するよう

に励ました（ゼカリヤl:1-17参照。エズラ5:1-2;6:

14;および本書のハガイ書の「はじめに｣,211ページも参

照)。

ゼカリヤ書には，キリストの地上での務め（ゼカリヤ

9:9-12;11:10-14),ならびにイスラエルの集合や最後

の大いなる戦い，そして再臨といった末日の出来事（ゼカ

リヤ3:8-9;10:6-12;12-14章参照）を鮮明に語った

預言が記されている。ゼカリヤは主から幾つかのメッセー

ジを示現の形で受けているが(1-6章参照),その象徴の

多くは昔または現代の預言者による解き明かしがなされて
めいりょう

いないため，それらの意味は明瞭ではない（『聖句ガイド』

｢ゼカリヤ｣,154ページ参照)。

ユダヤ人はイエスにその両手の傷について

尋ねる（教義と聖約45:51-53参照)。

羊飼いは打たれ，羊は散らされる（マタイ
26:31参照)。

主はエルサレムに御姿を現し，ユダヤ人を
救われる（教義と聖約45：47-50参照)。

ゼカリヤ13:6

'一#･誕珂

ゼカリヤ13:7
1

:I

ゼカリヤ14:1-

15

小さなグループまたはクラス全体で参照箇所を読み，「救

い主についての預言」の欄を埋める。生徒の答えについて

話し合う。「預言」の欄にある括弧内の参照箇所を用いて，

預言されている出来事がいつ成就したか，あるいは成就す

るかを生徒が理解できるようにする。

汚れた布を見せ、以下の質問をする。

。この布をもう一度白くすることは可能だと思いますか。

・布をきれいにするには何が必要でしょうか。

・わたしたちは罪から清くなるために，何をする必要があ

へ

●
可

へ

学び取るべき重要な福音の原則
●

るでしょうか。

ゼカリヤ3章を開かせる。以下の質問について話し合う。

・1節で，ゼカリヤはサタンが何をしているのを見ました

か。（｢サタン」という名前の意味の一つは，「訴える者」

である｡)

・大祭司ヨシュアは何を着ていましたか（3節参照。これ

はモーセに従ったヨシュアではないことに注意する)。

・4節では何について述べられていると思いますか。

・わたしたちは何の力によって清められますか．またはき

れいな衣を与えられますか。

・7節では，主がわたしたちに求めておられることについ

て何が教えられていますか（｢もし」の部分を参照)。

・8節で語られている枝はだれですか。

●主が来られるのはなぜですか（9節参照。エレミヤ23：

5－6も参照)。

イエス・キリストの来臨によって，すべての人がこの世

の罪を克服する力を得られることを生徒が理解できるよう

にする。もしわたしたちがそれを主の方法で求めるならば，

そ~れはサタンの訴えに答え，わたしたちを清める力となる。

もしわたしたちが主の求められることを行うならば，主は
しょくざい

その曠罪によってわたしたちの「罪を取り除い」てくださ

る（ゼカリヤ3：4参照)。

・ゼカリヤやそのほかの昔の預言者たちは，救い主の生涯

と務めを見て預言した（ゼカリヤ3=;6:10-15;9:

9,11-12;11:12-13;13:6-7参照。モルモン書ヤ

コブ7:11も参照)。

・ハルマゲドンの戦いのただなかにあって，キリストはエ

ルサレムに来てユダヤ人を滅亡から救われる。彼らは主

が十字架につけられた救い主であられることを知り，主

を自分たちのメシヤおよび王として受け入れる（ゼカリ

ヤ12:3-10;13:6,9;14:1-5,9参照。教義と聖約

45：42-53も参照)。
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教え方の提案

ゼカリヤ1－14章。ゼカリヤは救い主の現世での務めと再

臨について，多くを詳細にわたって預言した。(20-25分）

以|､-の表のうち「救い主についての預言」の柵が空棡に

なっているものをコピーして，それぞれの生徒に配付する。
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救い主についての預言

キリストは御自分の民とともに住まわれる
（黙示22:1-5参照)。

ヨシュアは偉大な大祭司の予型である（へ
ブル3：1参照)。

あかな

イエスはわたしたちを蹟う枝であられる
，（エレミヤ23：5－6参照)。

参照箇所

ゼカリヤ2：4－5

10-13

ゼカリヤ3章；
6：10－15
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汚れた布ときれいな布を見せる。わたしたちを清める救
あかし

い主の力について，教師の証を述べる。
へ帽1|古F

罪
一
櫛

ゼカリヤ12－14章。ゼカリヤ害には，再臨についての役

立つ情報が含まれている。（35-50分）

黒板に「ハルマゲドン」と書き，それについて知ってい

ることを生徒に言わせる。以下の質問をする。

。終わりの時とキリストの再臨での出来事について考える

とき，どのような気持ちを感じますか□

・救い主が戻って来られる前には，どのような出来事が起

こらなければならないでしょうか。

それらの出来事を黒板に幾つか列挙する。例えば，福音

がすべての国に宣く伝えられる（教義と聖約133:37参照)、

偽キリストが現れて多くの人を惑わす（マタイ24：24－27

参照)。

預言者ゼカリヤは，再臨に伴う多くの出来事を目撃し，

それらについて述べていることを生徒に説明する。ゼカリ

ヤはゼカリヤ12-14章の中で，終わりの時に成就する出来

事を示すために，「その日」という表現を何度も用いている。

生徒を小さなグループに分けて各章を調べさせ、その表現

を見つけさせる。ゼカリヤが述べている出来事とその参照

箇所を紙に書き出させる。（注意：すべての出来事が「その

日」という表現で始まっているわけではない｡）以下のよう

な表ができるであろう。
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八

『旧約聖書：列王紀上一マラキ書」の特別講座I(311-

316ページ）から，その他の情報を追加してもよい。

救い主がオリブ山に御姿を現されることについてさらに

知るために，ゼカリヤ13:6を教義と聖約45:48-53およ

Or133:17-20とともに読む。わたしたちは再臨を恐れるべ

きかどうか生徒に尋ねる。lニーファイ22:16-17を読み，

義にかなっているかぎり，わたしたちは恐れる必要がない

ことを説明する（教義と聖約38：29-30も参照)。再臨につ

いてゼカリヤ書から学んだことをどう感じるか，数名の生

徒に話してもらう。
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マラキ1－4章 う一度戻り，以下の質問を
謹
毫
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》
一
ゞ
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雲
蕊
善
聖
霊

これがあなたについての記事であり，あなたが窃盗

で捕ま

か。

ったとしたら，どのような気持ちがするでしょう
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はじめに

・あなたの両親はどのような気持ちがするでしょうか。

●もしあなたの盗んだものが神のものであったら‘あなた

はどのような気持ちがするでしょうか。

o人はどのようにしてﾈil'のものを盗むことができるのでし

ょうか。

マラキ3：8－9を読み，什分の一とささげ物を納めない

ことが，なぜ神のものを盗んでいるのと同じであるのか尋

ねる（『旧約聖書：ダ|｣王紀上一マラキ耆」のマラキ3：7－9

についての注解，381-382ページ参照)｡教義と聖約64:

23-24を読み，イ|分の一がそれほどに重要な戒めである理

由を話し合う。ダリン･H･オークス長老の以下の言葉を

紹介する。

「マラキ」は「わたしの使者」という意味で，預言者に

ふさわしい名前である。マラキは預言者ハガイやゼカリヤ

の後にユダに対して預言した人物で，ネヘミヤと同時代で

あった可能性がある。マラキの書は，キリストの誕生の約

400年前に書かれた（｢聖句ガイド』「マラキ｣,247-248'､:

ージ；「旧約聖書：列王紀上一マラキ害』にあるマラキ書

の「はじめに」およびマラキl:1についての注解,379'､<

ージ参照)。
しっせき

マラキは，主の約束に対する民の信仰のなさを叱責した。

また，神権の結び固めの力の回復，結婚と離婚，および什

分の一とささげ物について教えた。救い主の再臨の前に来

る一人の使者についても預言した。マラキ書の大部分は末

日に当てはまるものである。この言を研究しながらそれら

の預言を見つける。
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議
鐸「什分の一を納めるということは，犠牲の律法を受け

入れた証拠でもあるのです。それはまた，奉献の律法や

日の栄えの王国のそのほかの高い律法を受け入れる準備

にもなります｡」（『聖徒の道」1994年7月号,37)

学び取るべき重要な福音の原則

へ
結婚の聖約は厳粛で神聖なものであり．破られるべきも

のではない（マラキ2:11-16参照。教義と聖約131:

1-4;132:15-19も参照)。

什分の一を納めることは，神の所有物を神にお返しする

ことである。もし什分の一とささげ物を納めないならば，

わたしたちは神のものを盗み，約束された祝福を自分自

身から奪うことになる（マラキ3:8-12参照。レビ27:

30-32も参照)。

エリヤが回復した結び固めの力によって，家族がともに

永遠に結び固められることが口J能になった。このことな

しには，地はのろいをもって打たれ，主の来臨の時に完

全に荒廃する（マラキ4：5－6参照･教義と聖約2章；

110:13-16;128:17-18;138:46-48も参照)。

●

以下の質問をする。

・什分の一以外に，マラキはユダの民がどのような形で神

のものを盗んでいると言っていますか。（ささげ物をさ

さげることにおいて。マラキ3：8参照｡)
こんにち

・今日わたしたちは，主にどのようなささげ物をささげる

ように求められているでしょうか。

『什分の一・献金票』を見せ，断食献金や宣教師基金が

どのように用いられるか話し合う。（断食献金は貧しい者の

援助に用いられ，宣教師基金は援助がなければ伝道に行く

ことのできない-III界'|!の宣教師を支援する。人道的援助献

金は福祉に|淵する世界''1のその他の必要を満たすために用

いられる｡)

マラキ3:10-12を読ませ，正直に什分の一とささげ物

を納める者に，主は何を約束しておられるか答えさせる。

当時十二使徒定員会会員であったエズラ・タフト・ベンソ

ン長老の以下の言葉を紹介する。
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ノ藤震嘉穂嵩基線忠匙,:
主はわたしたちを霊的にも物質的にも祝福してくださる。

(20-30分）

強盗や窃盗についての新聞記事を見せる。何かを盗まれ

たことがあるか、またどのような気持ちがしたか尋ねる。

次の質問をする。「犯罪のない社会での生活はどのようなも

のだと思いますか｡」マラキはそのような時代について語っ

たことを生徒に伝える。生徒とともにマラキ3:1-6およ

Ut4:1-2を読み，犯罪に終わりをもたらす再臨では，と
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諄鼻雲勇一_

「人は什分の一の律法に従順であることによって物質

的に祝福されます。しかし主の最も大いなる祝福は，結

局のところ，霊的なものなのです。『わたし〔は〕天の

窓を開いて，あふるる恵みを，あなたがたに注ぐ』（マ

ラキ3:10)という表現には，恐らくそのようなさらに
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閻
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議
議 ようか。

・重要なレポートや宿題について，教師が締切日をはっき

りさせている場合，あなたは通常いつそれを行いますか。

・宿題をするのを最後の最後まで先延ばしにする人がいま

す。それはなぜでしょうか。

マタイ24：36-42を読ませ，以下の質問をする。

・それらの聖句は，先ほど紹介した状況とどのような点で

似ているでしょうか。

・主が御自分の来られる時をはっきりとお教えにならない

のはなぜだと思いますか。

・主はわたしたちに、毎日何をするよう望んでおられるで

しょうか。

ゼカリヤ12-14章のための教え方の提案(214ページ）を

まだ利用していない場合は，ここで利用するとよい。ある

いは，生徒とともに再臨につながる出来事を復習する。終

わりの時について預言されているひどい滅亡を理解したら，

マラキ3：2を開かせ，そこで尋ねられている質問に答えさ

せる。「その来る日には，だれが耐え得よう｡」

マラキ3－4章を読ませ、以下の質問への答えを見つけさ

せる。

・マラキは、再臨に備えるために何をしなければならない

と言っていますか。

・マラキは，わたしたちが備えのできていない状態になら

ないよう，何をしないよう警告していますか。

生徒の答えについて話し合う。読んでいる内容を理解で

きるよ孔「lll約聖書：列王紀上一マラキ書」のマラキ3－

4章についての注解(380-384ページ）を利用する。

全員でマラキ4：5を読み，以下の質問をする。

・再臨を「大いなる恐るべきH」と呼ばれたとき主は何

を言おうとしておられたと思いますか。

・わたしたちは再臨を恐れるべきでしょうか（教義と聖約

38：30参照)。

再lliHにより良く備えるために自分にできることを一つ考

え，努力し姑めるように生徒を励ます。

へ

深い意味があると思われます。使徒の故メルビン･J･

バラード長老は次のように語っています。『主は，正直

な什分の一を納める男女には必要なものが与えられると

約束しておられます。〔しかし,〕主は彼らを物質的に裕

福にするとは約束しておられません。主の最も大いなる

祝福は，物質的なものではなく霊的なものなのです｡」

(CrLIsaderibrRjghteoIJsness,124)｣(TheTeachings

ofEzraTafrBenso",472-473)
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マラキ3:8-10を教義と聖約64:23と相互参照させる。

主は什分の一を正直に納める者に対して，ほかにどのよう

な祝福を約束しておられるか話し合う。（彼らは主の来臨の

時に焼かれない｡)

鶴蕪豊撮撫競麗I;繍麓
ない。（25-45分）

今11は，学校の授業の初日であると仮定する。学校の教

師は，生徒の最終成績を決める様々な宿題を説明するが，

宿題の期日については何も言わない。ただ、今学期中であ

るということははっきりしている。すべての宿題を完成さ

せるのに十分な期間が与えられるが，いつの日か、何の予

告もなしに，教師は今学期のすべての宿題を提出するよう

に求める。その日に宿題を完成した状態で持参する生徒は

合格し、最終成績が与えられる。一つでも宿題を提出しな

かった生徒は落第となる。

以~ﾄ゙ の質問をする。

｡’あなたはいつ宿題をやり始めますか。

o学期末まで先延ばしにしますか。

。もしすべて完成しているなら，毎日授業に来るときにとﾞ

のような気持ちがするでしょうか。

・準備ができていなかったらどのような気持ちがするでし
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向けさせる」ために，再臨の前にエリヤを遣わすと約束さ

れた。(15-20分）

旧約聖書マスター聖句の中から，御父の「業」とは何か

を教えている聖句を開くように言う（モーセl:39)。その

節を読んだ後，以下を伝える。預言者マラキは，神が御自

分の業を確実に成し遂げるために行われることについて教

えた。

生徒とともにマラキ4：5－6を読み，エリヤとはだれか

尋ねる（｢聖句ガイド』「エリヤ｣‘55-56ページ参照)。そ
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マラキ1－ル‘

の聖句は，教会のほかの標準聖典にも兇らオ

する（3ニーフアイ25：5－6；教義と聖約2

・スミスー歴史l:36-39参照)。「旧約聖言

エプ壷移､〃 〃）′‘叉．ル(ー｜に

蕊灘鳶上一マラキ書」のマラキ4：5－6についての注解（383-

384ページ）を利用して，以下の質問について話し合う。

・ほかの預言者ではなくエリヤが遣わされることになって

いたのはなぜでしょうか。（ジョセフ・フィールディン

グ・スミス大管長によると，「エリヤは昔のイスラエル

において完全な神権を持っていた最後の預言者，言い換

えれば、完全な結び固めの力をまとっていた最後の預言

者であった。エリヤの後に現れた預言者たちはこの完全

な神権を持ってはいなかった｡」〔『救いの教義』第3巻，

135参照])

・エリヤは何をもたらすことになっていましたか（教義と

A ようか（教義と聖約2:2-3;l28:15,17-18;ジョセ

フ・スミスー歴史l:39も参照)。

・わたしたちは今もなおエリヤが来るのを待っているでし

ょうか、それともエリヤはすでに来たでしょうか（教義

と聖約llO:13参照)。

主がエリヤの手によって送ると約束された結び固めの力
あかし

がすでに回復されていることを証する。神殿推薦状にふさ

わしくあるように努力し､家族歴史の作成や神殿に参入す

ることで「シオンの山の救い手」（オバデヤl:21参照）と
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なるためのあらゆる機会を生かすよう生徒を励ます。
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聖約110:13-16も参照)。
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家 族

世 の宣言
末日聖徒イエス・キ'ノスト教会

大管長会ならびに十二使徒評議会

わたLたち｡末日聖徒ｲｴｽｷﾘｽﾄ教会の大管
長会と十二使徒評議会は，男女の間の結婚は神によって

定められたものであり，家族は神の子供たちの永遠の行

く末に対する創造主の計画の中心を成すものであること

を，厳粛に宣言します。

すべての人は,男性も女性も,神の形に創造されてい
ます。人は皆，天の両親から愛されている霊の息子，娘

です。したがって，人は皆，神の属性と神聖な行く末と

を受け継いでいます。そして性別は，人の前世，現世お

よび永遠の状態と目的にとって必須の特性なのです。

－，全

則世で，霊の息子，娘たちは神を知っていて，永遠の
御父として神を礼拝し，神の計画を受け入れました。そ

の計画によって，神の子供たちは肉体を得ることができ，

また，完成に向かって進歩して，最終的に永遠の命を受

け継ぐ者としての神聖な行く末を実現するために，地上

での経験を得られるようになったのです。神の幸福の計

画は，家族関係が墓を超えて続くことを可能にしましたニ

聖なる神殿において得られる神聖な儀式と聖約は，わた

したちが個人として神のみもとに帰り，また家族として

永遠に一つとなることを可能にするのです｡

神がｱダﾑとｴバに授けられた最初の戒めは,彼らが
夫婦として親になる能力を持つことに関連したものでし

た。わたしたちは宣言します。すなわち，増えよ，地に

満ちよ，という神の子供たちに対する神の戒めは今なお

有効です。またわたしたちは宣言しますc生殖の神聖な

力は，法律に基づいて結婚した夫婦である男女の間にお

いてのみ用いるべきです。

わたしたちは宣言します．この世に命をもたらす手段
は，神によって定められたものです。わたしたちは断言

します。命は神聖であり，神の永遠の計画の中で重要な

ものです。

夫婦は,互いに愛と関心を示し合うとともに,子供た
ちに対しても愛と関心を示すという厳粛な責任を負って

たま しぎよ易）

います。「子供たちは神から賜わった嗣業であり」（詩篇

127:3)とあります。両親には，愛と義をもって子供たち

を育て，物質的にも霊的にも必要なものを与え，また互

いに愛し合い仕え合い，神の戒めを守り，どこにいても

法律を守る市民となるように教えるという神聖な義務が

あります◎夫と妻，すなわち父親と母親は，これらの責務

の遂行について,将来神の御前で報告することになりますc，

家族は神によって定められたものです‘男女の間の結
婚は，神の永遠の計画に不可欠なものです｡子供たちは

結婚のきずなの中で生を受け，結婚の誓いを完全な誠意

をもって尊ぶ父親と母親により育てられる権利を有して

います、家庭生活における幸福は，主イエス・キリスト

の教えに基づいた生活を送るときに達成されるに違いあ

りません。実りある結婚と家庭は，信仰と祈り，悔い改
ゆる

め，赦し，尊敬，愛，思いやり，労働，健全な娯楽活動

の原則にのっとって確立され，維持されます。神の計画

により，父親は愛と義をもって自分の家族を管理しなけ

ればなりません。また，生活必需品を提供し，家族を守

るという責任を負っています。また母親には，子供を養

い育てるという主要な責任があります。これらの神聖な

責任において，父親と母親は対等のパートナーとして互

いに助け合うという義務を負っています。心身の障害や

死別，そのほか様々な状況で，個々に修正を加えなけれ

ばならないことがあるかもしれません。また，必要なと

きに，親族が援助しなければなりません。

わたしたちは警告します｡貞節の律法を犯す人々,伴
侶や子供を虐待する人々，家族の責任を果たさない人々

は，いつの日か，神の御前に立って報告することになり

ます。またわたしたちは警告します。家庭の崩壊は，個

人や地域社会，国家に，古今の預言者たちが預言した災

いをもたらすことでしょう。

わたしたちは,全地の責任ある市民と政府の行政官の
方々に，社会の基本単位である家族を維持し，強めるた

めに，これらの定められた事柄を推し進めてくださるよ

う呼びかけるものであります。

この宣言は．19妬年9月お日，ユタ州ソルトレーク・シティーで開催された中央扶助協会集会において，

ゴードン．B・ヒンクレー大管長により，メッセージの一部として読み上げられたものである。
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イスラエルとユダの王と預言者
蕊
毒蓋塁 蕊

蕊
蕊
？
灘
■
鱗
灘
？
灘
蕊
蕊

灘
灘
〆
灘
灘

入
玩

噌
剣
さ

ヤラベアムー世一在位期間は22年（紀元前約930-909年)・

主はヤラベアムを北の十部族を治める王として選ばれたが，

ヤラベアムは戒めを守ろうとしなかった。それどころか，イ

スラエルを偶像礼拝に没頭させ，後のイスラエルのほとんと

すべての王の手本となった（列王上12:25－14：20参照)。

レハベアムー在位期間は17年（紀元前約930-913年)｡

ロモンの息子であるレハベアムは，主に従順なときもあ．

が，近隣の国々の悪事に従ったときもあった。その結果，

ジプトの王シシャクがユダに攻め入り，神殿を荒らした

干卜12:1－24;14:21－31;歴代下10:1－12:16参照）

ソ
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司
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さ

雲蔑重．

篝
簔篝篝 ナダブー在位期間は2年（紀元前約909-908年)。ヤラベ

アムの息子であるナダブは，父親が始めた悪事を続けた。ナ

ダブはバアシャによって暗殺された（列王上13:25－31参

日召】‐

アビヤムー在位期間は3年（紀元前約913-910年〕

ヤムはアビヤとも呼ばれ，レハベアムの息子である｡

ムは，自分の父親が始めた罪を続けた(列干卜I誰1

代下13章参照)。

了アビ

苧戸ャ
ノー＄

~皇一三

=8；歴

ご

鵜
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バアシヤー在位期間は24年（紀元前約908-886年)。バア

シヤは、ナダブとヤラベアムの子孫を全員滅ぼすことによっ

て王座を得た。バアシヤはヤラベアムの悪事を続け、預言者

エヒウは，彼がヤラベアムの家を滅ぼしたように自分自身の

家も滅ぼされるであろうと予告した（列王上15：32－16：7

参昭）‐

アサー在位期間は41年（紀元前約910-869年)。アサはア

ビヤムの息子で、「主の目にかなう事をし〔た｡]｣(列王上

15:11)アサは地から偶像礼拝を排除するための改革を実施

した。また軍隊を強化し，イスラエルとエチオピヤ人が攻撃

してきたときに彼らを打ち破った（列王上15;9－24;歴代

1,14-16章参照)。
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してきたと

1,14-16=

蕊 蕊
エラー在位期間は2年（紀元前約886-885年)･･バアシヤ

の息子であるエラは,戦車隊の長であったジムリに殺された。

その後ジムリはバア,シャの家に属するすべての者を殺し，エ

ヒウの預言は成就した（列王上16:8-14参照)6.…灘
《
鵜

蕊
ジムリー在位期間は7日（紀元前約885年)。ジムリは軍隊

の反乱に遭い，自殺した（列王上16:9-2()参照)。

蕊
オムリ（紀元前約885-874年）とテブニ（紀元前約885-88(）

年）－オムリとテブニは4年にわたって王刷の支配椎を争

ったロテブニは死に，オムリは王となった。オムリはサマリ

ヤの町を見つけ，首都としたﾛｵﾑﾘはさらに'2年にわたっ

て統治したが，その統治はこれまでの王たち以上に邪悪であ

った（列王上16416-28参照)．

アハブー在位期間は22年（紀元前約874-853年)･オムリ

の息子であるアハブは,北王国で簸悪の王と見なされている。

アハブは偶像礼拝を行うシドン人の王女イゼベルと結峨し

た。彼女はバアル礼拝を広め，エホバに従う人々を迫害した。

王女イゼベルは預言者エリヤを殺そうとした。エリヤはアハ

ブとイゼベルの死を預言した（列王上16：29－22：40；歴代

下18章参照)。
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ヨラムー在位期間は8年（紀元前約853-841年)。ヨラム

はその父ヨシャパテの義に従わなかった。ヨラムは自分の兄

弟たちを殺し，イゼベルとアハズの娘であるアタリヤと結婚

し，邪悪な統治を行った（列王下8:16－24;歴代下21章参

照)。

アハジヤー--在位期間は1年（紀元前約841年)雪アハジヤは，

イスラエルの王ヨラムを殺したエヒウに殺された。（列王下

8：25－29：9：27－29；歴代下22：1－9参照)。

アハジヤー在位期間は2年（紀元前約853-852年）

ジヤはその父アハブの悪事を続けた（列王上22：51

1:18参照)｡

アハ

ダll王'ず

灘ヨラムー在位期間は12年（紀元前約852-841年)。ヨラム

はその父や祖父ほど邪悪ではなかったが，ヤラベアムの罪を

続けた（列王下3:1-8:15参照)。
Ｈ
匡
噌
さ
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ユダの壬 続き統き

ポ

アタリヤ女王一在位期間は7年（紀元前約841-835年)。

アタリヤはアハジヤの母で．アハブとイゼベルの娘である。

アハジヤの死後，アタリヤは隠されていた孫の一人ヨアシを

除いて「王の一族をことごとく」殺し，王座を奪った（列王

下11:1)。アタリヤはバアル信仰を広め処刑された（列

王下11-;歴代下22:10-23:21参照)。

エヒウー在位期間は28年（紀元前約841-814年)。エヒウ

はイスラエルの王として預言肴･から油を注がれ，アハブの家

を滅ぼした。エヒウはバアル礼拝を滅ぼしたが↑ヤラベアム

の金の子牛は滅ぼさなかった（列王下9:1-10:36参照)。

へ

ヨアシー在位期間は40年（紀元前約835-796年)。アハジ

ヤの姉妹であるエホシバが､幼いヨアシをその残忍な祖lサア

タリヤから救った｡エホシバとその夫である祭司エホヤダは

ヨアシを6年間神殿に隠した。ヨアシが7歳のとき，エホヤ

ダは民衆の暴動を先導してヨアシを王座に就けた。アタリヤ

は殺された。ヨアシはバアル礼拝をやめ，神殿を修復した

(列王下12章；歴代下24章参照)。

Ｈ
巨
噌
さ

蔵
ご
こ
さ

エホアハズー在位期間は17年（紀元前約814-798年)。エ

ホアハズは、その父エヒウが排除しようとしたバアル礼拝を

再び取り入れた（列王下13:1－9参照)。

（
淵

ヨアシー在位期間は16年（紀元前約798-782年)。ヨアシ

はその父エホアハズの罪を続けた(yl1王下13:1()-25参照)。
アマジヤー在位期間は29年（紀元前約796-767年)。ヨア

シの息子であるアマジヤは．忠実でもあり愚かでもあった。

＃アマジヤは預言者の警告に注意を向けてエドムを破ったが，
§その後偶像礼拝を行い，イスラエルの王ヨアシから屈辱を受

iけた。最後の24年間は息子アザリヤとともに統治した。アマ
｝ジヤは流浪の身で殺された（列王下14:1-22;歴代下25章

j参照)。

~,妾.－－－＝唾ヱーーーーーーー・字‘一一~~~ー~ー今.一.ー…ー=ー…‘＝一ー･ー''’1唾…､~L…柄坤ロ

アザリヤまたはウジヤーー在位期間は52年（紀元前約792-

740年)画アザリヤは軍事的には強かつ"たが霊的には燗かつた．

アザリ．ヤはユダを近隣諸国の中で強力な国としたが，王国か

ら偶像礼拝を取り除かなかった。アザリヤはらい病に悩まさ

‐れ，最後の1O年間は息子ヨタムとともに統治した（列王下

15：1－7；歴代下26章参照)。

巴一一

へ
ﾔﾗベｱﾑﾆ世一在位期間は41年(紀元前約793-753年)｡

ヤラベアムは12年にわたってその父ヨアシとともに統治し

た。ヤラベアムニ世は義人ではなかったが強力な王であり，

主は彼を用いてイスラエルの敵を破り、民に悔い改める雌後

の機会をお与えになった（列王下14:23-29参照)。
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へゼカリヤー在位期間は6かjl(紀兀前約753年)。ヤラベア

ムの息子であるゼカリヤは，シャルムに殺された（ll王下

15:8-12参照)d

I

シヤルムー在位期間はlか月（紀元前約751年)。シヤルム

はメナヘムに殺された（列王下15:10-15参照)｡

メナヘムー在位期間はl()年（紀元前約752-742年)。メナ

ヘムはシャルムを殺して王座を得た。メナヘムはアッスリヤ

に貢ぎ物を納めるために．民に重い税を課した（列王下]5：

14-22参照)。

ベカヒヤー在位期間は2年（紀元前約742-740年)。メナヘ

ムの息子であるペカヒヤは，軍事クーデターでベカに殺され

た（列王下15：23-26参照)。

卦
吋
司

ヨタムー在位期間は16年（紀元前約750-732年)。ヨタム

は有能な統治者であったが父親と同様，ユダから偶像礼拝

を取り除かなかった。最後の4年間は息子アハズとともに統

治した（列王下15鷺32－38；歴代下27章参照)。
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ベカーー在位期間は2()年（紀元前約752-732年)．ペカはメ

ナヘムの統治の時代にヨルダン川の東岸にあった敵対国を支

配し始めた。アッスリヤ人の2度、の侵入で．多くのイスラ
と‘.．，

エル人が囚われの身となって連れ去られた（列王下15:27-

31参照)。

アハズー在位期間は16年（紀元前約735-715年)。預言者

イザヤの助言に反して,アハズはアッスリヤと同盟を結んだ。

アハズはユダに偶像礼拝を行わせ，さらに自分の息子．たちを

火に焼いて犠牲にした（列王下16章；歴代下28章参照)。
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ホセアー在位期間は9年（紀元前約732-722年)らホセア

の統治のころには，イスラエルの捕囚は避けられないものと

なっていた。サーマリヤは紀元前約721年にアッスリヤの手に

落ち，その住民のほとんどが追放された。その後イスラエル

は散らされて「行方の知れない-|部族」となった．(列王下

17：1－，34参照)ご．1

ヒゼキヤー在位期間は29年（紀元前約715-686年)。アハ

ズの息子であるヒゼキヤは，ユダの最も義にかなった王の一

人として知られている。ヒゼキヤは偶像礼拝をやめ，神殿を

清め，再びエホバを礼拝した。ヒゼキヤの忠実さのために，

主はアッスリヤ人の侵入を阻止し，ヒゼキヤの命を15年延ば

された。息子マナセが誕生したのはそのころであった（列王

~lr18-20章；歴代~ド29-32章；イザヤ36-39章参照)。
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アッスリヤヘの捕囚

｢それゆえ，主は大いにイスラエルを怒り，

から除かれたので､ユダの部族のほか残そ

った｡」（列王下17:18)
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た者はなか
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アモンー在位期間は2年(紀元鼠鞠642-640年)。アモン
は父マナセの悪事を続け，自身の僕たちによって殺された

¥"b!､舟:（列王下21:19－26;歴代下33:21-25参照)｡
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ヨシヤー椛位期間は31年（紀元前約64()－6()9年)．8歳で王

座に上ったヨシヤは，ユダの歴史上雌も大規模な宗教改革を

実施した人物とされている。モーセの律法が再発見されて教

志
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卦
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えられた。残念なことに、ヨシヤはエジプト人に対す

行動の際に殺され，その改革は続かなかった（列王

］－23：30：歴代下34-35章参照)。
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エホアハズー在位期間は3か月（紀元前約609年)。パロは

エホアハズを追い出し、エホアハズの兄弟エリアキムを王座

に就かせた（列王下23：31－33；歴代下36:1－4参照)｡
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エホヤキムまたはエリアキムーー在位期間は]1年（紀元前約

609-598年)。パロは､エリアキムの名前をエホヤキムとし

た｡エホヤキムは預言者エレミヤの勧借を繰り返し拒み，エ

レミヤを殺そうとした。エホヤキムはバビ，ロンに反逆じた後

に役された（列王下23:34－24:"7；歴代下36爵5－8参照)も
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;’‘エホヤキンー在位期間は3力源（紀元前約598-597年)。
‐エホヤキンとほかの大勢の者が囚われの身となってバビロン

に連れて行かれた（列王下2：8－17;歴代下36:9-10参

・照)。
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ゼデキヤまたはマッタニヤー在位期間は11年（紀元前約

597-586年)cゼデキヤもまたバビロンに服従するようにと

いう預言者エレミヤの勧告を拒んだ。ゼデキヤはエジプトと

同盟を結び．そのためにバビロンはエルサレムを滅ぼし，ユ

ダヤ人を捕らえて連れ去った（列王下24:18-25:21;歴代

下36:11－21参照)。
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ユダの南王国の追放

蕊

蕊
紀元前約537年，クロス王がユダ

ヤ人のｴﾙｻﾚﾑへの帰還を認め

た。､ハガイ，ゼカリヤ，およびマ

ラキは；帰還した後のユダヤ人に

語った預言者である。
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バビロニアへの捕囚

｢ヤコブを奪わせた者はだれか。かすめる者にイスラエ

ルをわたした者はだれか。これは主ではないか。われ

われは主にむ力海えて罪を犯し‘その道に歩むことを好
まず、またその教に従うことを好まなかった｡」（イザ

ヤ42：24）
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解明されている宇宙
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、太陽系

･直径0.000063光年

･太陽の光は5時間あまりで冥王星

に到達する。
へ

地球

直径12,756キロメートル

太陽から0.000016光年の距離

8分で地球に到達する。
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1光年は光が毎秒297,00()キロメートルの

速度で1年間に進む距離，すなわち約9.5

兆キロメートルである。
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